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第1章

1 アブラハムの子、ダビデの子、イエス・キリストの系図。

2 アブラハムがイサクを生み、イサクがヤコブを生み、ヤコブがユダとその兄弟たちを生み、

3 ユダがタマルによってペレツとゼラフを生み、ペレツがヘツロンを生み、ヘツロンがアラムを

生み、

4 アラムがアミナダブを生み、アミナダブがナフションを生み、ナフションがサルマを生み、

5 サルマがラハブによってボアズを生み、ボアズがルツによってオベデを生み、オベデがエッサ

イを生み、

6 エッサイがダビデ王を生んだ。 ダビデがウリヤの妻によってソロモンを生み、

7 ソロモンがレハブアムを生み、レハブアムがアビヤを生み、アビヤがアサを生み、

8 アサがヨシャファテを生み、ヨシャファテがヨラムを生み、ヨラムがウジヤを生み、

9 ウジヤがヨタムを生み、ヨタムがアハズを生み、アハズがヒゼキヤを生み、

10 ヒゼキヤがマナセを生み、マナセがアモンを生み、アモンがヨシヤを生み、

11 バビロン捕囚のころ、ヨシヤがエコンヤとその兄弟たちを生んだ。

12 バビロン捕囚の後、エコンヤがシェアルティエルを生み、シェアルティエルがゼルバベルを生

み、

13 ゼルバベルがアビウデを生み、アビウデがエルヤキムを生み、エルヤキムがアゾルを生み、

14 アゾルがツァドクを生み、ツァドクがアキムを生み、アキムがエリウデを生み、

15 エリウデがエレアザルを生み、エレアザルがマタンを生み、マタンがヤコブを生み、

16 ヤコブがマリアの夫ヨセフを生んだ。キリストと呼ばれるイエスは、このマリアからお生まれ

になった。

17 それで、アブラハムからダビデまでが全部で十四代、ダビデからバビロン捕囚までが十四代、

バビロン捕囚からキリストまでが十四代となる。

18 イエス・キリストの誕生は次のようであった。母マリアはヨセフと婚約していたが、二人がま

だ一緒にならないうちに、聖霊によって身ごもっていることが分かった。

19 夫のヨセフは正しい人で、マリアをさらし者にしたくなかったので、ひそかに離縁しようと思

った。

20 彼がこのことを思い巡らしていたところ、見よ、主の使いが夢に現れて言った。「ダビデの子

ヨセフよ、恐れずにマリアをあなたの妻として迎えなさい。その胎に宿っている子は聖霊によ

るのです。

21 マリアは男の子を産みます。その名をイエスとつけなさい。この方がご自分の民をその罪から

お救いになるのです。」

22 このすべての出来事は、主が預言者を通して語られたことが成就するためであった。

23 「見よ、処女が身ごもっている。 そして男の子を産む。 その名はインマヌエルと呼ばれ

る。」 それは、訳すと「神が私たちとともにおられる」という意味である。



24 ヨセフは眠りから覚めると主の使いが命じたとおりにし、自分の妻を迎え入れたが、

25 子を産むまでは彼女を知ることはなかった。そして、その子の名をイエスとつけた。

第2章

1 イエスがヘロデ王の時代に、ユダヤのベツレヘムでお生まれになったとき、見よ、東の方から

博士たちがエルサレムにやって来て、こう言った。

2 「ユダヤ人の王としてお生まれになった方は、どこにおられますか。私たちはその方の星が昇

るのを見たので、礼拝するために来ました。」

3 これを聞いてヘロデ王は動揺した。エルサレム中の人々も王と同じであった。

4 王は民の祭司長たち、律法学者たちをみな集め、キリストはどこで生まれるのかと問いただし

た。

5 彼らは王に言った。「ユダヤのベツレヘムです。預言者によってこう書かれています。

6 『ユダの地、ベツレヘムよ、 あなたはユダを治める者たちの中で 決して一番小さくはない。

あなたから治める者が出て、 わたしの民イスラエルを牧するからである。』」

7 そこでヘロデは博士たちをひそかに呼んで、彼らから、星が現れた時期について詳しく聞い

た。

8 そして、「行って幼子について詳しく調べ、見つけたら知らせてもらいたい。私も行って拝む

から」と言って、彼らをベツレヘムに送り出した。

9 博士たちは、王の言ったことを聞いて出て行った。すると見よ。かつて昇るのを見たあの星

が、彼らの先に立って進み、ついに幼子のいるところまで来て、その上にとどまった。

10 その星を見て、彼らはこの上もなく喜んだ。

11 それから家に入り、母マリアとともにいる幼子を見、ひれ伏して礼拝した。そして宝の箱を開

けて、黄金、乳香、没薬を贈り物として献げた。

12 彼らは夢で、ヘロデのところへ戻らないようにと警告されたので、別の道から自分の国に帰っ

て行った。

13 彼らが帰って行くと、見よ、主の使いが夢でヨセフに現れて言った。「立って幼子とその母を

連れてエジプトへ逃げなさい。そして、私が知らせるまで、そこにいなさい。ヘロデがこの幼

子を捜し出して殺そうとしています。」

14 そこでヨセフは立って、夜のうちに幼子とその母を連れてエジプトに逃れ、

15 ヘロデが死ぬまでそこにいた。これは、主が預言者を通して、「わたしは、エジプトからわた

しの子を呼び出した」と語られたことが成就するためであった。

16 ヘロデは、博士たちに欺かれたことが分かると激しく怒った。そして人を遣わし、博士たちか

ら詳しく聞いていた時期に基づいて、ベツレヘムとその周辺一帯の二歳以下の男の子をみな殺

させた。

17 そのとき、預言者エレミヤを通して語られたことが成就した。

18 「ラマで声が聞こえる。 むせび泣きと嘆きが。 ラケルが泣いている。その子らのゆえに。 慰

めを拒んでいる。 子らがもういないからだ。」

19 ヘロデが死ぬと、見よ、主の使いが夢で、エジプトにいるヨセフに現れて言った。



20 「立って幼子とその母を連れてイスラエルの地に行きなさい。幼子のいのちを狙っていた者た

ちは死にました。」

21 そこで、ヨセフは立って幼子とその母を連れてイスラエルの地に入った。

22 しかし、アルケラオが父ヘロデに代わってユダヤを治めていると聞いたので、そこに行くのを

恐れた。さらに、夢で警告を受けたので、ガリラヤ地方に退いた。

23 そして、ナザレという町に行って住んだ。これは預言者たちを通して「彼はナザレ人と呼ばれ

る」と語られたことが成就するためであった。

第3章

1 そのころバプテスマのヨハネが現れ、ユダヤの荒野で教えを宣べ伝えて、

2 「悔い改めなさい。天の御国が近づいたから」と言った。

3 この人は、預言者イザヤによって 「荒野で叫ぶ者の声がする。 『主の道を用意せよ。 主の通

られる道をまっすぐにせよ』」 と言われた人である。

4 このヨハネはらくだの毛の衣をまとい、腰には革の帯を締め、その食べ物はいなごと野蜜であ

った。

5 そのころ、エルサレム、ユダヤ全土、ヨルダン川周辺のすべての地域から、人々がヨハネのも

とにやって来て、

6 自分の罪を告白し、ヨルダン川で彼からバプテスマを受けていた。

7 ヨハネは、大勢のパリサイ人やサドカイ人が、バプテスマを受けに来るのを見ると、彼らに言

った。「まむしの子孫たち、だれが、迫り来る怒りを逃れるようにと教えたのか。

8 それなら、悔い改めにふさわしい実を結びなさい。

9 あなたがたは、『われわれの父はアブラハムだ』と心の中で思ってはいけません。言っておき

ますが、神はこれらの石ころからでも、アブラハムの子らを起こすことができるのです。

10 斧はすでに木の根元に置かれています。だから、良い実を結ばない木はすべて切り倒されて、

火に投げ込まれます。

11 私はあなたがたに、悔い改めのバプテスマを水で授けていますが、私の後に来られる方は私よ

りも力のある方です。私には、その方の履き物を脱がせて差し上げる資格もありません。その

方は聖霊と火であなたがたにバプテスマを授けられます。

12 また手に箕を持って、ご自分の脱穀場を隅々まで掃ききよめられます。麦を集めて倉に納め、

殻を消えない火で焼き尽くされます。」

13 そのころ、イエスはガリラヤからヨルダン川のヨハネのもとに来られた。彼からバプテスマを

受けるためであった。

14 しかし、ヨハネはそうさせまいとして言った。「私こそ、あなたからバプテスマを受ける必要

があるのに、あなたが私のところにおいでになったのですか。」

15 しかし、イエスは答えられた。「今はそうさせてほしい。このようにして正しいことをすべて

実現することが、わたしたちにはふさわしいのです。」そこでヨハネは言われたとおりにし

た。

16 イエスはバプテスマを受けて、すぐに水から上がられた。すると見よ、天が開け、神の御霊が

鳩のようにご自分の上に降って来られるのをご覧になった。



17 そして、見よ、天から声があり、こう告げた。「これはわたしの愛する子。わたしはこれを喜

ぶ。」

第4章

1 それからイエスは、悪魔の試みを受けるために、御霊に導かれて荒野に上って行かれた。

2 そして四十日四十夜、断食をし、その後で空腹を覚えられた。

3 すると、試みる者が近づいて来て言った。「あなたが神の子なら、これらの石がパンになるよ

うに命じなさい。」

4 イエスは答えられた。「『人はパンだけで生きるのではなく、神の口から出る一つ一つのこと

ばで生きる』と書いてある。」

5 すると悪魔はイエスを聖なる都に連れて行き、神殿の屋根の端に立たせて、

6 こう言った。「あなたが神の子なら、下に身を投げなさい。 『神はあなたのために御使いた

ちに命じられる。 彼らはその両手にあなたをのせ、 あなたの足が石に打ち当たらないように

する』 と書いてあるから。」

7 イエスは言われた。「『あなたの神である主を試みてはならない』とも書いてある。」

8 悪魔はまた、イエスを非常に高い山に連れて行き、この世のすべての王国とその栄華を見せ

て、

9 こう言った。「もしひれ伏して私を拝むなら、これをすべてあなたにあげよう。」

10 そこでイエスは言われた。「下がれ、サタン。『あなたの神である主を礼拝しなさい。主にの

み仕えなさい』と書いてある。」

11 すると悪魔はイエスを離れた。そして、見よ、御使いたちが近づいて来てイエスに仕えた。

12 イエスはヨハネが捕らえられたと聞いて、ガリラヤに退かれた。

13 そしてナザレを離れ、ゼブルンとナフタリの地方にある、湖のほとりの町カペナウムに来て住

まわれた。

14 これは、預言者イザヤを通して語られたことが成就するためであった。

15 「ゼブルンの地とナフタリの地、 海沿いの道、ヨルダンの川向こう、 異邦人のガリラヤ。

16 闇の中に住んでいた民は 大きな光を見る。 死の陰の地に住んでいた者たちの上に 光が昇

る。」

17 この時からイエスは宣教を開始し、「悔い改めなさい。天の御国が近づいたから」と言われ

た。

18 イエスはガリラヤ湖のほとりを歩いておられたとき、二人の兄弟、ペテロと呼ばれるシモンと

その兄弟アンデレが、湖で網を打っているのをご覧になった。彼らは漁師であった。

19 イエスは彼らに言われた。「わたしについて来なさい。人間をとる漁師にしてあげよう。」

20 彼らはすぐに網を捨ててイエスに従った。

21 イエスはそこから進んで行き、別の二人の兄弟、ゼベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネが、父

ゼベダイと一緒に舟の中で網を繕っているのを見ると、二人をお呼びになった。

22 彼らはすぐに舟と父親を残してイエスに従った。

23 イエスはガリラヤ全域を巡って会堂で教え、御国の福音を宣べ伝え、民の中のあらゆる病、あ

らゆるわずらいを癒やされた。



24 イエスの評判はシリア全域に広まった。それで人々は様々な病や痛みに苦しむ人、悪霊につか

れた人、てんかんの人、中風の人など病人たちをみな、みもとに連れて来た。イエスは彼らを

癒やされた。

25 こうして大勢の群衆が、ガリラヤ、デカポリス、エルサレム、ユダヤ、およびヨルダンの川向

こうから来て、イエスに従った。

第5章

1 その群衆を見て、イエスは山に登られた。そして腰を下ろされると、みもとに弟子たちが来

た。

2 そこでイエスは口を開き、彼らに教え始められた。

3 「心の貧しい者は幸いです。 天の御国はその人たちのものだからです。

4 悲しむ者は幸いです。 その人たちは慰められるからです。

5 柔和な者は幸いです。 その人たちは地を受け継ぐからです。

6 義に飢え渇く者は幸いです。 その人たちは満ち足りるからです。

7 あわれみ深い者は幸いです。 その人たちはあわれみを受けるからです。

8 心のきよい者は幸いです。 その人たちは神を見るからです。

9 平和をつくる者は幸いです。 その人たちは神の子どもと呼ばれるからです。

10 義のために迫害されている者は幸いです。 天の御国はその人たちのものだからです。

11 わたしのために人々があなたがたをののしり、迫害し、ありもしないことで悪口を浴びせると

き、あなたがたは幸いです。

12 喜びなさい。大いに喜びなさい。天においてあなたがたの報いは大きいのですから。あなたが

たより前にいた預言者たちを、人々は同じように迫害したのです。

13 あなたがたは地の塩です。もし塩が塩気をなくしたら、何によって塩気をつけるのでしょう

か。もう何の役にも立たず、外に投げ捨てられ、人々に踏みつけられるだけです。

14 あなたがたは世の光です。山の上にある町は隠れることができません。

15 また、明かりをともして升の下に置いたりはしません。燭台の上に置きます。そうすれば、家

にいるすべての人を照らします。

16 このように、あなたがたの光を人々の前で輝かせなさい。人々があなたがたの良い行いを見

て、天におられるあなたがたの父をあがめるようになるためです。

17 わたしが律法や預言者を廃棄するために来た、と思ってはなりません。廃棄するためではなく

成就するために来たのです。

18 まことに、あなたがたに言います。天地が消え去るまで、律法の一点一画も決して消え去るこ

とはありません。すべてが実現します。

19 ですから、これらの戒めの最も小さいものを一つでも破り、また破るように人々に教える者

は、天の御国で最も小さい者と呼ばれます。しかし、それを行い、また行うように教える者は

天の御国で偉大な者と呼ばれます。

20 わたしはあなたがたに言います。あなたがたの義が、律法学者やパリサイ人の義にまさってい

なければ、あなたがたは決して天の御国に入れません。



21 昔の人々に対して、『殺してはならない。人を殺す者はさばきを受けなければならない』と言

われていたのを、あなたがたは聞いています。

22 しかし、わたしはあなたがたに言います。兄弟に対して怒る者は、だれでもさばきを受けなけ

ればなりません。兄弟に『ばか者』と言う者は最高法院でさばかれます。『愚か者』と言う者

は火の燃えるゲヘナに投げ込まれます。

23 ですから、祭壇の上にささげ物を献げようとしているときに、兄弟が自分を恨んでいることを

思い出したなら、

24 ささげ物はそこに、祭壇の前に置き、行って、まずあなたの兄弟と仲直りをしなさい。それか

ら戻って、そのささげ物を献げなさい。

25 あなたを訴える人とは、一緒に行く途中で早く和解しなさい。そうでないと、訴える人はあな

たを裁判官に引き渡し、裁判官は下役に引き渡し、あなたは牢に投げ込まれることになりま

す。

26 まことに、あなたに言います。最後の一コドラントを支払うまで、そこから決して出ることは

できません。

27 『姦淫してはならない』と言われていたのを、あなたがたは聞いています。

28 しかし、わたしはあなたがたに言います。情欲を抱いて女を見る者はだれでも、心の中ですで

に姦淫を犯したのです。

29 もし右の目があなたをつまずかせるなら、えぐり出して捨てなさい。からだの一部を失って

も、全身がゲヘナに投げ込まれないほうがよいのです。

30 もし右の手があなたをつまずかせるなら、切って捨てなさい。からだの一部を失っても、全身

がゲヘナに落ちないほうがよいのです。

31 また『妻を離縁する者は離縁状を与えよ』と言われていました。

32 しかし、わたしはあなたがたに言います。だれでも、淫らな行い以外の理由で自分の妻を離縁

する者は、妻に姦淫を犯させることになります。また、離縁された女と結婚すれば、姦淫を犯

すことになるのです。

33 また、昔の人々に対して、『偽って誓ってはならない。あなたが誓ったことを主に果たせ』と

言われていたのを、あなたがたは聞いています。

34 しかし、わたしはあなたがたに言います。決して誓ってはいけません。天にかけて誓ってはい

けません。そこは神の御座だからです。

35 地にかけて誓ってもいけません。そこは神の足台だからです。エルサレムにかけて誓ってもい

けません。そこは偉大な王の都だからです。

36 自分の頭にかけて誓ってもいけません。あなたは髪の毛一本さえ白くも黒くもできないのです

から。

37 あなたがたの言うことばは、『はい』は『はい』、『いいえ』は『いいえ』としなさい。それ

以上のことは悪い者から出ているのです。

38 『目には目を、歯には歯を』と言われていたのを、あなたがたは聞いています。

39 しかし、わたしはあなたがたに言います。悪い者に手向かってはいけません。あなたの右の頬

を打つ者には左の頬も向けなさい。

40 あなたを告訴して下着を取ろうとする者には、上着も取らせなさい。

41 あなたに一ミリオン行くように強いる者がいれば、一緒に二ミリオン行きなさい。



42 求める者には与えなさい。借りようとする者に背を向けてはいけません。

43 『あなたの隣人を愛し、あなたの敵を憎め』と言われていたのを、あなたがたは聞いていま

す。

44 しかし、わたしはあなたがたに言います。自分の敵を愛し、自分を迫害する者のために祈りな

さい。

45 天におられるあなたがたの父の子どもになるためです。父はご自分の太陽を悪人にも善人にも

昇らせ、正しい者にも正しくない者にも雨を降らせてくださるからです。

46 自分を愛してくれる人を愛したとしても、あなたがたに何の報いがあるでしょうか。取税人で

も同じことをしているではありませんか。

47 また、自分の兄弟にだけあいさつしたとしても、どれだけまさったことをしたことになるでし

ょうか。異邦人でも同じことをしているではありませんか。

48 ですから、あなたがたの天の父が完全であるように、完全でありなさい。

第6章

1 人に見せるために人前で善行をしないように気をつけなさい。そうでないと、天におられるあ

なたがたの父から報いを受けられません。

2 ですから、施しをするとき、偽善者たちが人にほめてもらおうと会堂や通りでするように、自

分の前でラッパを吹いてはいけません。まことに、あなたがたに言います。彼らはすでに自分

の報いを受けているのです。

3 あなたが施しをするときは、右の手がしていることを左の手に知られないようにしなさい。

4 あなたの施しが、隠れたところにあるようにするためです。そうすれば、隠れたところで見て

おられるあなたの父が、あなたに報いてくださいます。

5 また、祈るとき偽善者たちのようであってはいけません。彼らは人々に見えるように、会堂や

大通りの角に立って祈るのが好きだからです。まことに、あなたがたに言います。彼らはすで

に自分の報いを受けているのです。

6 あなたが祈るときは、家の奥の自分の部屋に入りなさい。そして戸を閉めて、隠れたところに

おられるあなたの父に祈りなさい。そうすれば、隠れたところで見ておられるあなたの父が、

あなたに報いてくださいます。

7 また、祈るとき、異邦人のように、同じことばをただ繰り返してはいけません。彼らは、こと

ば数が多いことで聞かれると思っているのです。

8 ですから、彼らと同じようにしてはいけません。あなたがたの父は、あなたがたが求める前か

ら、あなたがたに必要なものを知っておられるのです。

9 ですから、あなたがたはこう祈りなさい。 『天にいます私たちの父よ。 御名が聖なるものと

されますように。

10 御国が来ますように。 みこころが天で行われるように、 地でも行われますように。

11 私たちの日ごとの糧を、今日もお与えください。

12 私たちの負い目をお赦しください。 私たちも、私たちに負い目のある人たちを赦します。

13 私たちを試みにあわせないで、 悪からお救いください。』

14 もし人の過ちを赦すなら、あなたがたの天の父もあなたがたを赦してくださいます。



15 しかし、人を赦さないなら、あなたがたの父もあなたがたの過ちをお赦しになりません。

16 あなたがたが断食をするときには、偽善者たちのように暗い顔をしてはいけません。彼らは断

食をしていることが人に見えるように、顔をやつれさせるのです。まことに、あなたがたに言

います。彼らはすでに自分の報いを受けているのです。

17 断食するときは頭に油を塗り、顔を洗いなさい。

18 それは、断食していることが、人にではなく、隠れたところにおられるあなたの父に見えるよ

うにするためです。そうすれば、隠れたところで見ておられるあなたの父が報いてくださいま

す。

19 自分のために、地上に宝を蓄えるのはやめなさい。そこでは虫やさびで傷物になり、盗人が壁

に穴を開けて盗みます。

20 自分のために、天に宝を蓄えなさい。そこでは虫やさびで傷物になることはなく、盗人が壁に

穴を開けて盗むこともありません。

21 あなたの宝のあるところ、そこにあなたの心もあるのです。

22 からだの明かりは目です。ですから、あなたの目が健やかなら全身が明るくなりますが、

23 目が悪ければ全身が暗くなります。ですから、もしあなたのうちにある光が闇なら、その闇は

どれほどでしょうか。

24 だれも二人の主人に仕えることはできません。一方を憎んで他方を愛することになるか、一方

を重んじて他方を軽んじることになります。あなたがたは神と富とに仕えることはできませ

ん。

25 ですから、わたしはあなたがたに言います。何を食べようか何を飲もうかと、自分のいのちの

ことで心配したり、何を着ようかと、自分のからだのことで心配したりするのはやめなさい。

いのちは食べ物以上のもの、からだは着る物以上のものではありませんか。

26 空の鳥を見なさい。種蒔きもせず、刈り入れもせず、倉に納めることもしません。それでも、

あなたがたの天の父は養っていてくださいます。あなたがたはその鳥よりも、ずっと価値があ

るではありませんか。

27 あなたがたのうちだれが、心配したからといって、少しでも自分のいのちを延ばすことができ

るでしょうか。

28 なぜ着る物のことで心配するのですか。野の花がどうして育つのか、よく考えなさい。働きも

せず、紡ぎもしません。

29 しかし、わたしはあなたがたに言います。栄華を極めたソロモンでさえ、この花の一つほどに

も装っていませんでした。

30 今日あっても明日は炉に投げ込まれる野の草さえ、神はこのように装ってくださるのなら、あ

なたがたには、もっと良くしてくださらないでしょうか。信仰の薄い人たちよ。

31 ですから、何を食べようか、何を飲もうか、何を着ようかと言って、心配しなくてよいので

す。

32 これらのものはすべて、異邦人が切に求めているものです。あなたがたにこれらのものすべて

が必要であることは、あなたがたの天の父が知っておられます。

33 まず神の国と神の義を求めなさい。そうすれば、これらのものはすべて、それに加えて与えら

れます。



34 ですから、明日のことまで心配しなくてよいのです。明日のことは明日が心配します。苦労は

その日その日に十分あります。

第7章

1 さばいてはいけません。自分がさばかれないためです。

2 あなたがたは、自分がさばく、そのさばきでさばかれ、自分が量るその秤で量り与えられるの

です。

3 あなたは、兄弟の目にあるちりは見えるのに、自分の目にある梁には、なぜ気がつかないので

すか。

4 兄弟に向かって、『あなたの目からちりを取り除かせてください』と、どうして言うのです

か。見なさい。自分の目には梁があるではありませんか。

5 偽善者よ、まず自分の目から梁を取り除きなさい。そうすれば、はっきり見えるようになっ

て、兄弟の目からちりを取り除くことができます。

6 聖なるものを犬に与えてはいけません。また、真珠を豚の前に投げてはいけません。犬や豚は

それらを足で踏みつけ、向き直って、あなたがたをかみ裂くことになります。

7 求めなさい。そうすれば与えられます。探しなさい。そうすれば見出します。たたきなさい。

そうすれば開かれます。

8 だれでも、求める者は受け、探す者は見出し、たたく者には開かれます。

9 あなたがたのうちのだれが、自分の子がパンを求めているのに石を与えるでしょうか。

10 魚を求めているのに、蛇を与えるでしょうか。

11 このように、あなたがたは悪い者であっても、自分の子どもたちには良いものを与えることを

知っているのです。それならなおのこと、天におられるあなたがたの父は、ご自分に求める者

たちに、良いものを与えてくださらないことがあるでしょうか。

12 ですから、人からしてもらいたいことは何でも、あなたがたも同じように人にしなさい。これ

が律法と預言者です。

13 狭い門から入りなさい。滅びに至る門は大きく、その道は広く、そこから入って行く者が多い

のです。

14 いのちに至る門はなんと狭く、その道もなんと細いことでしょう。そして、それを見出す者は

わずかです。

15 偽預言者たちに用心しなさい。彼らは羊の衣を着てあなたがたのところに来るが、内側は貪欲

な狼です。

16 あなたがたは彼らを実によって見分けることになります。茨からぶどうが、あざみからいちじ

くが採れるでしょうか。

17 良い木はみな良い実を結び、悪い木は悪い実を結びます。

18 良い木が悪い実を結ぶことはできず、また、悪い木が良い実を結ぶこともできません。

19 良い実を結ばない木はみな切り倒されて、火に投げ込まれます。

20 こういうわけで、あなたがたは彼らを実によって見分けることになるのです。

21 わたしに向かって『主よ、主よ』と言う者がみな天の御国に入るのではなく、天におられるわ

たしの父のみこころを行う者が入るのです。



22 その日には多くの者がわたしに言うでしょう。『主よ、主よ。私たちはあなたの名によって預

言し、あなたの名によって悪霊を追い出し、あなたの名によって多くの奇跡を行ったではあり

ませんか。』

23 しかし、わたしはそのとき、彼らにはっきりと言います。『わたしはおまえたちを全く知らな

い。不法を行う者たち、わたしから離れて行け。』

24 ですから、わたしのこれらのことばを聞いて、それを行う者はみな、岩の上に自分の家を建て

た賢い人にたとえることができます。

25 雨が降って洪水が押し寄せ、風が吹いてその家を襲っても、家は倒れませんでした。岩の上に

土台が据えられていたからです。

26 また、わたしのこれらのことばを聞いて、それを行わない者はみな、砂の上に自分の家を建て

た愚かな人にたとえることができます。

27 雨が降って洪水が押し寄せ、風が吹いてその家に打ちつけると、倒れてしまいました。しかも

その倒れ方はひどいものでした。」

28 イエスがこれらのことばを語り終えられると、群衆はその教えに驚いた。

29 イエスが、彼らの律法学者たちのようにではなく、権威ある者として教えられたからである。

第8章

1 イエスが山から下りて来られると、大勢の群衆がイエスに従った。

2 すると見よ。ツァラアトに冒された人がみもとに来て、イエスに向かってひれ伏し、「主よ、

お心一つで私をきよくすることがおできになります」と言った。

3 イエスは手を伸ばして彼にさわり、「わたしの心だ。きよくなれ」と言われた。すると、すぐ

に彼のツァラアトはきよめられた。

4 イエスは彼に言われた。「だれにも話さないように気をつけなさい。ただ行って自分を祭司に

見せなさい。そして、人々への証しのために、モーセが命じたささげ物をしなさい。」

5 イエスがカペナウムに入られると、一人の百人隊長がみもとに来て懇願し、

6 「主よ、私のしもべが中風のために家で寝込んでいます。ひどく苦しんでいます」と言った。

7 イエスは彼に「行って彼を治そう」と言われた。

8 しかし、百人隊長は答えた。「主よ、あなた様を私の屋根の下にお入れする資格は、私にはあ

りません。ただ、おことばを下さい。そうすれば私のしもべは癒やされます。

9 と申しますのは、私も権威の下にある者だからです。私自身の下にも兵士たちがいて、その一

人に『行け』と言えば行きますし、別の者に『来い』と言えば来ます。また、しもべに『これ

をしろ』と言えば、そのようにします。」

10 イエスはこれを聞いて驚き、ついて来た人たちに言われた。「まことに、あなたがたに言いま

す。わたしはイスラエルのうちのだれにも、これほどの信仰を見たことがありません。

11 あなたがたに言いますが、多くの人が東からも西からも来て、天の御国でアブラハム、イサ

ク、ヤコブと一緒に食卓に着きます。

12 しかし、御国の子らは外の暗闇に放り出されます。そこで泣いて歯ぎしりするのです。」

13 それからイエスは百人隊長に言われた。「行きなさい。あなたの信じたとおりになるよう

に。」すると、ちょうどそのとき、そのしもべは癒やされた。



14 それからイエスはペテロの家に入り、彼の姑が熱を出して寝込んでいるのをご覧になった。

15 イエスは彼女の手に触れられた。すると熱がひき、彼女は起きてイエスをもてなした。

16 夕方になると、人々は悪霊につかれた人を、大勢みもとに連れて来た。イエスはことばをもっ

て悪霊どもを追い出し、病気の人々をみな癒やされた。

17 これは、預言者イザヤを通して語られたことが成就するためであった。 「彼は私たちのわず

らいを担い、 私たちの病を負った。」

18 さて、イエスは群衆が自分の周りにいるのを見て、弟子たちに向こう岸に渡るように命じられ

た。

19 そこに一人の律法学者が来て言った。「先生。あなたがどこに行かれても、私はついて行きま

す。」

20 イエスは彼に言われた。「狐には穴があり、空の鳥には巣があるが、人の子には枕するところ

もありません。」

21 また、別の一人の弟子がイエスに言った。「主よ。まず行って父を葬ることをお許しくださ

い。」

22 ところが、イエスは彼に言われた。「わたしに従って来なさい。死人たちに、彼ら自身の死人

たちを葬らせなさい。」

23 それからイエスが舟に乗られると、弟子たちも従った。

24 すると見よ。湖は大荒れとなり、舟は大波をかぶった。ところがイエスは眠っておられた。

25 弟子たちは近寄ってイエスを起こして、「主よ、助けてください。私たちは死んでしまいま

す」と言った。

26 イエスは言われた。「どうして怖がるのか、信仰の薄い者たち。」それから起き上がり、風と

湖を叱りつけられた。すると、すっかり凪になった。

27 人々は驚いて言った。「風や湖までが言うことを聞くとは、いったいこの方はどういう方なの

だろうか。」

28 さて、イエスが向こう岸のガダラ人の地にお着きになると、悪霊につかれた人が二人、墓場か

ら出て来てイエスを迎えた。彼らはひどく狂暴で、だれもその道を通れないほどであった。

29 すると見よ、彼らが叫んだ。「神の子よ、私たちと何の関係があるのですか。まだその時では

ないのに、もう私たちを苦しめに来たのですか。」

30 そこから離れたところに、多くの豚の群れが飼われていた。

31 悪霊どもはイエスに懇願して、「私たちを追い出そうとされるのでしたら、豚の群れの中に送

ってください」と言った。

32 イエスは彼らに「行け」と言われた。それで、悪霊どもは出て行って豚に入った。すると見

よ。その群れ全体が崖を下って湖になだれ込み、水におぼれて死んだ。

33 飼っていた人たちは逃げ出して町に行き、悪霊につかれていた人たちのことなどを残らず知ら

せた。

34 すると見よ、町中の人がイエスに会いに出て来た。そして、イエスを見ると、その地方から立

ち去ってほしいと懇願した。



第9章

1 イエスは舟に乗って湖を渡り、自分の町に帰られた。

2 すると見よ。人々が中風の人を床に寝かせたまま、みもとに運んで来た。イエスは彼らの信仰

を見て、中風の人に「子よ、しっかりしなさい。あなたの罪は赦された」と言われた。

3 すると、律法学者たちが何人かそこにいて、心の中で「この人は神を冒瀆している」と言っ

た。

4 イエスは彼らの思いを知って言われた。「なぜ心の中で悪いことを考えているのか。

5 『あなたの罪は赦された』と言うのと、『起きて歩け』と言うのと、どちらが易しいか。

6 しかし、人の子が地上で罪を赦す権威を持っていることを、あなたがたが知るために──。」そ

う言って、それから中風の人に「起きて寝床を担ぎ、家に帰りなさい」と言われた。

7 すると彼は起き上がり、家に帰った。

8 群衆はそれを見て恐ろしくなり、このような権威を人にお与えになった神をあがめた。

9 イエスはそこから進んで行き、マタイという人が収税所に座っているのを見て、「わたしにつ

いて来なさい」と言われた。すると、彼は立ち上がってイエスに従った。

10 イエスが家の中で食事の席に着いておられたとき、見よ、取税人たちや罪人たちが大勢来て、

イエスや弟子たちとともに食卓に着いていた。

11 これを見たパリサイ人たちは弟子たちに、「なぜあなたがたの先生は、取税人たちや罪人たち

と一緒に食事をするのですか」と言った。

12 イエスはこれを聞いて言われた。「医者を必要とするのは、丈夫な人ではなく病人です。

13 『わたしが喜びとするのは真実の愛。いけにえではない』とはどういう意味か、行って学びな

さい。わたしが来たのは、正しい人を招くためではなく、罪人を招くためです。」

14 それから、ヨハネの弟子たちがイエスのところに来て、「私たちとパリサイ人はたびたび断食

をしているのに、なぜあなたの弟子たちは断食をしないのですか」と言った。

15 イエスは彼らに言われた。「花婿に付き添う友人たちは、花婿が一緒にいる間、悲しむことが

できるでしょうか。しかし、彼らから花婿が取り去られる日が来ます。そのときには断食をし

ます。

16 だれも、真新しい布切れで古い衣に継ぎを当てたりはしません。そんな継ぎ切れは衣を引き裂

き、破れがもっとひどくなるからです。

17 また、人は新しいぶどう酒を古い皮袋に入れたりはしません。そんなことをすれば皮袋は裂

け、ぶどう酒が流れ出て、皮袋もだめになります。新しいぶどう酒は新しい皮袋に入れます。

そうすれば両方とも保てます。」

18 イエスがこれらのことを話しておられると、見よ、一人の会堂司が来てひれ伏し、「私の娘が

今、死にました。でも、おいでになって娘の上に手を置いてやってください。そうすれば娘は

生き返ります」と言った。

19 そこでイエスは立ち上がり、彼について行かれた。弟子たちも従った。

20 すると見よ。十二年の間長血をわずらっている女の人が、イエスのうしろから近づいて、その

衣の房に触れた。

21 「この方の衣に触れさえすれば、私は救われる」と心のうちで考えたからである。



22 イエスは振り向いて、彼女を見て言われた。「娘よ、しっかりしなさい。あなたの信仰があな

たを救ったのです。」すると、その時から彼女は癒やされた。

23 イエスは会堂司の家に着き、笛吹く者たちや騒いでいる群衆を見て、

24 「出て行きなさい。その少女は死んだのではなく、眠っているのです」と言われた。人々はイ

エスをあざ笑った。

25 群衆が外に出されると、イエスは中に入り、少女の手を取られた。すると少女は起き上がっ

た。

26 この話はその地方全体に広まった。

27 イエスがそこから進んで行くと、目の見えない二人の人が、「ダビデの子よ、私たちをあわれ

んでください」と叫びながらついて来た。

28 イエスが家に入られると、その人たちがみもとに来た。イエスが、「わたしにそれができると

信じるのか」と言われると、彼らは「はい、主よ」と言った。

29 そこでイエスは彼らの目にさわって、「あなたがたの信仰のとおりになれ」と言われた。

30 すると、彼らの目が開いた。イエスは彼らに厳しく命じて、「だれにも知られないように気を

つけなさい」と言われた。

31 しかし、彼らは出て行って、その地方全体にイエスのことを言い広めた。

32 その人たちが出て行くと、見よ、人々はイエスのもとに、悪霊につかれて口のきけない人を連

れて来た。

33 悪霊が追い出されると、口のきけない人がものを言うようになった。群衆は驚いて、「こんな

ことはイスラエルで、いまだかつて起こったことがない」と言った。

34 しかし、パリサイ人たちは、「彼は悪霊どものかしらによって悪霊どもを追い出しているの

だ」と言った。

35 それからイエスは、すべての町や村を巡って、会堂で教え、御国の福音を宣べ伝え、あらゆる

病気、あらゆるわずらいを癒やされた。

36 また、群衆を見て深くあわれまれた。彼らが羊飼いのいない羊の群れのように、弱り果てて倒

れていたからである。

37 そこでイエスは弟子たちに言われた。「収穫は多いが、働き手が少ない。

38 だから、収穫の主に、ご自分の収穫のために働き手を送ってくださるように祈りなさい。」

第10章

1 イエスは十二弟子を呼んで、汚れた霊どもを制する権威をお授けになった。霊どもを追い出

し、あらゆる病気、あらゆるわずらいを癒やすためであった。

2 十二使徒の名は次のとおりである。まず、ペテロと呼ばれるシモンとその兄弟アンデレ、ゼベ

ダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネ、

3 ピリポとバルトロマイ、トマスと取税人マタイ、アルパヨの子ヤコブとタダイ、

4 熱心党のシモンと、イエスを裏切ったイスカリオテのユダである。

5 イエスはこの十二人を遣わす際、彼らにこう命じられた。「異邦人の道に行ってはいけませ

ん。また、サマリア人の町に入ってはいけません。

6 むしろ、イスラエルの家の失われた羊たちのところに行きなさい。



7 行って、『天の御国が近づいた』と宣べ伝えなさい。

8 病人を癒やし、死人を生き返らせ、ツァラアトに冒された者をきよめ、悪霊どもを追い出しな

さい。あなたがたはただで受けたのですから、ただで与えなさい。

9 胴巻に金貨も銀貨も銅貨も入れて行ってはいけません。

10 袋も二枚目の下着も履き物も杖も持たずに、旅に出なさい。働く者が食べ物を得るのは当然だ

からです。

11 どの町や村に入っても、そこでだれがふさわしい人かをよく調べ、そこを立ち去るまで、その

人のところにとどまりなさい。

12 その家に入るときには、平安を祈るあいさつをしなさい。

13 その家がそれにふさわしければ、あなたがたの祈る平安がその家に来るようにし、ふさわしく

なければ、その平安があなたがたのところに返って来るようにしなさい。

14 だれかがあなたがたを受け入れず、あなたがたのことばに耳を傾けないなら、その家や町を出

て行くときに足のちりを払い落としなさい。

15 まことに、あなたがたに言います。さばきの日には、ソドムとゴモラの地のほうが、その町よ

りもさばきに耐えやすいのです。

16 いいですか。わたしは狼の中に羊を送り出すようにして、あなたがたを遣わします。ですか

ら、蛇のように賢く、鳩のように素直でありなさい。

17 人々には用心しなさい。彼らはあなたがたを地方法院に引き渡し、会堂でむち打ちます。

18 また、あなたがたは、わたしのために総督たちや王たちの前に連れて行かれ、彼らと異邦人に

証しをすることになります。

19 人々があなたがたを引き渡したとき、何をどう話そうかと心配しなくてもよいのです。話すこ

とは、そのとき与えられるからです。

20 話すのはあなたがたではなく、あなたがたのうちにあって話される、あなたがたの父の御霊で

す。

21 兄弟は兄弟を、父は子を死に渡し、子どもたちは両親に逆らって立ち、死に至らせます。

22 また、わたしの名のために、あなたがたはすべての人に憎まれます。しかし、最後まで耐え忍

ぶ人は救われます。

23 一つの町で人々があなたがたを迫害するなら、別の町へ逃げなさい。まことに、あなたがたに

言います。人の子が来るときまでに、あなたがたがイスラエルの町々を巡り終えることは、決

してありません。

24 弟子は師以上の者ではなく、しもべも主人以上の者ではありません。

25 弟子は師のように、しもべは主人のようになれば十分です。家の主人がベルゼブルと呼ばれる

くらいなら、ましてその家の者たちは、どれほどひどい呼び方をされるでしょうか。

26 ですから彼らを恐れてはいけません。おおわれているもので現されないものはなく、隠されて

いるもので知られずにすむものはないからです。

27 わたしが暗闇であなたがたに言うことを、明るみで言いなさい。あなたがたが耳もとで聞いた

ことを、屋上で言い広めなさい。

28 からだを殺しても、たましいを殺せない者たちを恐れてはいけません。むしろ、たましいもか

らだもゲヘナで滅ぼすことができる方を恐れなさい。



29 二羽の雀は一アサリオンで売られているではありませんか。そんな雀の一羽でさえ、あなたが

たの父の許しなしに地に落ちることはありません。

30 あなたがたの髪の毛さえも、すべて数えられています。

31 ですから恐れてはいけません。あなたがたは多くの雀よりも価値があるのです。

32 ですから、だれでも人々の前でわたしを認めるなら、わたしも、天におられるわたしの父の前

でその人を認めます。

33 しかし、人々の前でわたしを知らないと言う者は、わたしも、天におられるわたしの父の前

で、その人を知らないと言います。

34 わたしが来たのは地上に平和をもたらすためだ、と思ってはいけません。わたしは、平和では

なく剣をもたらすために来ました。

35 わたしは、人をその父に、娘をその母に、嫁をその姑に逆らわせるために来たのです。

36 そのようにして家の者たちがその人の敵となるのです。

37 わたしよりも父や母を愛する者は、わたしにふさわしい者ではありません。わたしよりも息子

や娘を愛する者は、わたしにふさわしい者ではありません。

38 自分の十字架を負ってわたしに従って来ない者は、わたしにふさわしい者ではありません。

39 自分のいのちを得る者はそれを失い、わたしのために自分のいのちを失う者は、それを得るの

です。

40 あなたがたを受け入れる人は、わたしを受け入れるのです。また、わたしを受け入れる人は、

わたしを遣わされた方を受け入れるのです。

41 預言者を預言者だからということで受け入れる人は、預言者の受ける報いを受けます。また、

義人を義人だからということで受け入れる人は、義人の受ける報いを受けます。

42 まことに、あなたがたに言います。わたしの弟子だからということで、この小さい者たちの一

人に一杯の冷たい水でも飲ませる人は、決して報いを失うことがありません。」

第11章

1 イエスは十二弟子に対する指示を終えると、町々で教え、宣べ伝えるために、そこを立ち去ら

れた。

2 さて、牢獄でキリストのみわざについて聞いたヨハネは、自分の弟子たちを通じて

3 イエスにこう言い送った。「おいでになるはずの方はあなたですか。それとも、別の方を待つ

べきでしょうか。」

4 イエスは彼らに答えられた。「あなたがたは行って、自分たちが見たり聞いたりしていること

をヨハネに伝えなさい。

5 目の見えない者たちが見、足の不自由な者たちが歩き、ツァラアトに冒された者たちがきよめ

られ、耳の聞こえない者たちが聞き、死人たちが生き返り、貧しい者たちに福音が伝えられて

います。

6 だれでも、わたしにつまずかない者は幸いです。」

7 この人たちが行ってしまうと、イエスはヨハネについて群衆に話し始められた。「あなたがた

は何を見に荒野に出て行ったのですか。風に揺れる葦ですか。



8 そうでなければ、何を見に行ったのですか。柔らかな衣をまとった人ですか。ご覧なさい。柔

らかな衣を着た人なら王の宮殿にいます。

9 そうでなければ、何を見に行ったのですか。預言者ですか。そうです。わたしはあなたがたに

言います。預言者よりもすぐれた者を見に行ったのです。

10 この人こそ、 『見よ、わたしはわたしの使いを あなたの前に遣わす。 彼は、あなたの前にあ

なたの道を備える』 と書かれているその人です。

11 まことに、あなたがたに言います。女から生まれた者の中で、バプテスマのヨハネより偉大な

者は現れませんでした。しかし、天の御国で一番小さい者でさえ、彼より偉大です。

12 バプテスマのヨハネの日から今に至るまで、天の御国は激しく攻められています。そして、激

しく攻める者たちがそれを奪い取っています。

13 すべての預言者たちと律法が預言したのは、ヨハネの時まででした。

14 あなたがたに受け入れる思いがあるなら、この人こそ来たるべきエリヤなのです。

15 耳のある者は聞きなさい。

16 この時代は何にたとえたらよいでしょうか。広場に座って、ほかの子どもたちにこう呼びかけ

ている子どもたちのようです。

17 『笛を吹いてあげたのに 君たちは踊らなかった。 弔いの歌を歌ってあげたのに 胸をたたいて

悲しまなかった。』

18 ヨハネが来て、食べもせず飲みもしないでいると、『この人は悪霊につかれている』と人々は

言い、

19 人の子が来て食べたり飲んだりしていると、『見ろ、大食いの大酒飲み、取税人や罪人の仲間

だ』と言うのです。しかし、知恵が正しいことはその行いが証明します。」

20 それからイエスは、ご自分が力あるわざを数多く行った町々を責め始められた。彼らが悔い改

めなかったからである。

21 「ああ、コラジン。ああ、ベツサイダ。おまえたちの間で行われた力あるわざが、ツロとシド

ンで行われていたら、彼らはとうの昔に粗布をまとい、灰をかぶって悔い改めていたことだろ

う。

22 おまえたちに言う。さばきの日には、ツロとシドンのほうが、おまえたちよりもさばきに耐え

やすいのだ。

23 カペナウム、おまえが天に上げられることがあるだろうか。よみにまで落とされるのだ。おま

えのうちで行われた力あるわざがソドムで行われていたら、ソドムは今日まで残っていたこと

だろう。

24 おまえたちに言う。さばきの日には、ソドムの地のほうが、おまえよりもさばきに耐えやすい

のだ。」

25 そのとき、イエスはこう言われた。「天地の主であられる父よ、あなたをほめたたえます。あ

なたはこれらのことを、知恵ある者や賢い者には隠して、幼子たちに現してくださいました。

26 そうです、父よ、これはみこころにかなったことでした。

27 すべてのことが、わたしの父からわたしに渡されています。父のほかに子を知っている者はな

く、子と、子が父を現そうと心に定めた者のほかに、父を知っている者はだれもいません。

28 すべて疲れた人、重荷を負っている人はわたしのもとに来なさい。わたしがあなたがたを休ま

せてあげます。



29 わたしは心が柔和でへりくだっているから、あなたがたもわたしのくびきを負って、わたしか

ら学びなさい。そうすれば、たましいに安らぎを得ます。

30 わたしのくびきは負いやすく、わたしの荷は軽いからです。」

第12章

1 そのころ、イエスは安息日に麦畑を通られた。弟子たちは空腹だったので、穂を摘んで食べ始

めた。

2 するとパリサイ人たちがそれを見て、イエスに言った。「ご覧なさい。あなたの弟子たちが、

安息日にしてはならないことをしています。」

3 しかし、イエスは言われた。「ダビデと供の者たちが空腹になったときに、ダビデが何をした

か、

4 どのようにして、神の家に入り、祭司以外は自分も供の者たちも食べてはならない、臨在のパ

ンを食べたか、読んだことがないのですか。

5 また、安息日に宮にいる祭司たちは安息日を汚しても咎を免れる、ということを律法で読んだ

ことがないのですか。

6 あなたがたに言いますが、ここに宮よりも大いなるものがあります。

7 『わたしが喜びとするのは真実の愛。いけにえではない』とはどういう意味かを知っていた

ら、あなたがたは、咎のない者たちを不義に定めはしなかったでしょう。

8 人の子は安息日の主です。」

9 イエスはそこを去って、彼らの会堂に入られた。

10 すると見よ、片手の萎えた人がいた。そこで彼らはイエスに「安息日に癒やすのは律法にかな

っていますか」と質問した。イエスを訴えるためであった。

11 イエスは彼らに言われた。「あなたがたのうちのだれかが羊を一匹持っていて、もしその羊が

安息日に穴に落ちたら、それをつかんで引き上げてやらないでしょうか。

12 人間は羊よりはるかに価値があります。それなら、安息日に良いことをするのは律法にかなっ

ています。」

13 それからイエスはその人に「手を伸ばしなさい」と言われた。彼が手を伸ばすと、手は元どお

りになり、もう一方の手のように良くなった。

14 パリサイ人たちは出て行って、どうやってイエスを殺そうかと相談し始めた。

15 イエスはそれを知って、そこを立ち去られた。すると大勢の群衆がついて来たので、彼らをみ

な癒やされた。

16 そして、ご自分のことを人々に知らせないように、彼らを戒められた。

17 これは、預言者イザヤを通して語られたことが成就するためであった。

18 「見よ。わたしが選んだわたしのしもべ、 わたしの心が喜ぶ、わたしの愛する者。 わたしは

彼の上にわたしの霊を授け、 彼は異邦人にさばきを告げる。

19 彼は言い争わず、叫ばず、 通りでその声を聞く者もない。

20 傷んだ葦を折ることもなく、 くすぶる灯芯を消すこともない。 さばきを勝利に導くまで。

21 異邦人は彼の名に望みをかける。」



22 そのとき、悪霊につかれて目が見えず、口もきけない人が連れて来られた。イエスが癒やされ

たので、その人はものを言い、目も見えるようになった。

23 群衆はみな驚いて言った。「もしかすると、この人がダビデの子なのではないだろうか。」

24 これを聞いたパリサイ人たちは言った。「この人が悪霊どもを追い出しているのは、ただ悪霊

どものかしらベルゼブルによることだ。」

25 イエスは彼らの思いを知って言われた。「どんな国でも分裂して争えば荒れすたれ、どんな町

でも家でも分裂して争えば立ち行きません。

26 もし、サタンがサタンを追い出しているのなら、仲間割れしたことになります。それなら、ど

のようにしてその国は立ち行くのですか。

27 また、もしわたしが、ベルゼブルによって悪霊どもを追い出しているとしたら、あなたがたの

子らが追い出しているのは、だれによってなのですか。そういうわけで、あなたがたの子ら

が、あなたがたをさばく者となります。

28 しかし、わたしが神の御霊によって悪霊どもを追い出しているのなら、もう神の国はあなたが

たのところに来ているのです。

29 まず強い者を縛り上げるのでなければ、強い者の家に入って家財を奪い取ることが、どうして

できるでしょうか。縛り上げれば、その家を略奪できます。

30 わたしに味方しない者はわたしに敵対し、わたしとともに集めない者は散らしているのです。

31 ですから、わたしはあなたがたに言います。人はどんな罪も冒瀆も赦していただけますが、御

霊に対する冒瀆は赦されません。

32 また、人の子に逆らうことばを口にする者でも赦されます。しかし、聖霊に逆らうことを言う

者は、この世でも次に来る世でも赦されません。

33 木を良いとし、その実も良いとするか、木を悪いとし、その実も悪いとするか、どちらかで

す。木の良し悪しはその実によって分かります。

34 まむしの子孫たち、おまえたち悪い者に、どうして良いことが言えますか。心に満ちているこ

とを口が話すのです。

35 良い人は良い倉から良い物を取り出し、悪い者は悪い倉から悪い物を取り出します。

36 わたしはあなたがたに言います。人は、口にするあらゆる無益なことばについて、さばきの日

に申し開きをしなければなりません。

37 あなたは自分のことばによって義とされ、また、自分のことばによって不義に定められるので

す。」

38 そのとき、律法学者、パリサイ人のうちの何人かがイエスに「先生、あなたからしるしを見せ

ていただきたい」と言った。

39 しかし、イエスは答えられた。「悪い、姦淫の時代はしるしを求めますが、しるしは与えられ

ません。ただし預言者ヨナのしるしは別です。

40 ヨナが三日三晩、大魚の腹の中にいたように、人の子も三日三晩、地の中にいるからです。

41 ニネベの人々が、さばきのときにこの時代の人々とともに立って、この時代の人々を罪ありと

します。ニネベの人々はヨナの説教で悔い改めたからです。しかし見なさい。ここにヨナにま

さるものがあります。

42 南の女王が、さばきのときにこの時代の人々とともに立って、この時代の人々を罪ありとしま

す。彼女はソロモンの知恵を聞くために地の果てから来たからです。しかし見なさい。ここに



ソロモンにまさるものがあります。

43 汚れた霊は人から出て行くと、水のない地をさまよって休み場を探します。でも見つからず、

44 『出て来た自分の家に帰ろう』と言います。帰って見ると、家は空いていて、掃除されてきち

んと片付いています。

45 そこで出かけて行って、自分よりも悪い、七つのほかの霊を連れて来て、入り込んでそこに住

みつきます。そうなると、その人の最後の状態は初めよりも悪くなるのです。この悪い時代に

も、そのようなことが起こります。」

46 イエスがまだ群衆に話しておられるとき、見よ、イエスの母と兄弟たちがイエスに話をしよう

として、外に立っていた。

47 ある人がイエスに「ご覧ください。母上と兄弟方が、お話ししようと外に立っておられます」

と言った。

48 イエスはそう言っている人に答えて、「わたしの母とはだれでしょうか。わたしの兄弟たちと

はだれでしょうか」と言われた。

49 それから、イエスは弟子たちの方に手を伸ばして言われた。「見なさい。わたしの母、わたし

の兄弟たちです。

50 だれでも天におられるわたしの父のみこころを行うなら、その人こそわたしの兄弟、姉妹、母

なのです。」

第13章

1 その日、イエスは家を出て、湖のほとりに座っておられた。

2 すると大勢の群衆がみもとに集まって来たので、イエスは舟に乗って腰を下ろされた。群衆は

みな岸辺に立っていた。

3 イエスは彼らに、多くのことをたとえで語られた。「見よ。種を蒔く人が種蒔きに出かけた。

4 蒔いていると、種がいくつか道端に落ちた。すると鳥が来て食べてしまった。

5 また、別の種は土の薄い岩地に落ちた。土が深くなかったので、すぐに芽を出した。

6 しかし、日が昇ると焼けて、根がないために枯れてしまった。

7 また、別の種は茨の間に落ちたが、茨が伸びてふさいでしまった。

8 また、別の種は良い地に落ちて実を結び、あるものは百倍、あるものは六十倍、あるものは三

十倍になった。

9 耳のある者は聞きなさい。」

10 すると、弟子たちが近寄って来て、イエスに「なぜ、彼らにたとえでお話しになるのですか」

と言った。

11 イエスは答えられた。「あなたがたには天の御国の奥義を知ることが許されていますが、あの

人たちには許されていません。

12 持っている人は与えられてもっと豊かになり、持っていない人は持っているものまで取り上げ

られるのです。

13 わたしが彼らにたとえで話すのは、彼らが見てはいるが見ず、聞いてはいるが聞かず、悟るこ

ともしないからです。



14 こうしてイザヤの告げた預言が、彼らにおいて実現したのです。 『あなたがたは聞くには聞

くが、 決して悟ることはない。 見るには見るが、決して知ることはない。

15 この民の心は鈍くなり、 耳は遠くなり、目は閉じているからである。 彼らがその目で見るこ

とも、耳で聞くことも、 心で悟ることも、立ち返ることもないように。 そして、わたしが癒

やすこともないように。』

16 しかし、あなたがたの目は見ているから幸いです。また、あなたがたの耳は聞いているから幸

いです。

17 まことに、あなたがたに言います。多くの預言者や義人たちが、あなたがたが見ているものを

見たいと切に願ったのに、見られず、あなたがたが聞いていることを聞きたいと切に願ったの

に、聞けませんでした。

18 ですから、種を蒔く人のたとえを聞きなさい。

19 だれでも御国のことばを聞いて悟らないと、悪い者が来て、その人の心に蒔かれたものを奪い

ます。道端に蒔かれたものとは、このような人のことです。

20 また岩地に蒔かれたものとは、みことばを聞くと、すぐに喜んで受け入れる人のことです。

21 しかし自分の中に根がなく、しばらく続くだけで、みことばのために困難や迫害が起こると、

すぐにつまずいてしまいます。

22 茨の中に蒔かれたものとは、みことばを聞くが、この世の思い煩いと富の誘惑がみことばをふ

さぐため、実を結ばない人のことです。

23 良い地に蒔かれたものとは、みことばを聞いて悟る人のことです。本当に実を結び、あるもの

は百倍、あるものは六十倍、あるものは三十倍の実を結びます。」

24 イエスは、また別のたとえを彼らに示して言われた。「天の御国は次のようにたとえられま

す。ある人が自分の畑に良い種を蒔いた。

25 ところが人々が眠っている間に敵が来て、麦の中に毒麦を蒔いて立ち去った。

26 麦が芽を出し実ったとき、毒麦も現れた。

27 それで、しもべたちが主人のところに来て言った。『ご主人様、畑には良い麦を蒔かれたので

はなかったでしょうか。どうして毒麦が生えたのでしょう。』

28 主人は言った。『敵がしたことだ。』すると、しもべたちは言った。『それでは、私たちが行

って毒麦を抜き集めましょうか。』

29 しかし、主人は言った。『いや。毒麦を抜き集めるうちに麦も一緒に抜き取るかもしれない。

30 だから、収穫まで両方とも育つままにしておきなさい。収穫の時に、私は刈る者たちに、まず

毒麦を集めて焼くために束にし、麦のほうは集めて私の倉に納めなさい、と言おう。』」

31 イエスはまた、別のたとえを彼らに示して言われた。「天の御国はからし種に似ています。人

はそれを取って畑に蒔きます。

32 どんな種よりも小さいのですが、生長すると、どの野菜よりも大きくなって木となり、空の鳥

が来て、その枝に巣を作るようになります。」

33 イエスはまた、別のたとえを彼らに話された。「天の御国はパン種に似ています。女の人がそ

れを取って三サトンの小麦粉の中に混ぜると、全体がふくらみます。」

34 イエスは、これらのことをみな、たとえで群衆に話された。たとえを使わずには何も話されな

かった。



35 それは、預言者を通して語られたことが、成就するためであった。 「私は口を開いて、たと

え話を、 世界の基が据えられたときから 隠されていることを語ろう。」

36 それから、イエスは群衆を解散させて家に入られた。すると弟子たちがみもとに来て、「畑の

毒麦のたとえを説明してください」と言った。

37 イエスは答えられた。「良い種を蒔く人は人の子です。

38 畑は世界で、良い種は御国の子ら、毒麦は悪い者の子らです。

39 毒麦を蒔いた敵は悪魔であり、収穫は世の終わり、刈る者は御使いたちです。

40 ですから、毒麦が集められて火で焼かれるように、世の終わりにもそのようになります。

41 人の子は御使いたちを遣わします。彼らは、すべてのつまずきと、不法を行う者たちを御国か

ら取り集めて、

42 火の燃える炉の中に投げ込みます。彼らはそこで泣いて歯ぎしりするのです。

43 そのとき、正しい人たちは彼らの父の御国で太陽のように輝きます。耳のある者は聞きなさ

い。

44 天の御国は畑に隠された宝のようなものです。その宝を見つけた人は、それをそのまま隠して

おきます。そして喜びのあまり、行って、持っている物すべてを売り払い、その畑を買いま

す。

45 天の御国はまた、良い真珠を探している商人のようなものです。

46 高価な真珠を一つ見つけた商人は、行って、持っていた物すべてを売り払い、それを買いま

す。

47 また、天の御国は、海に投げ入れてあらゆる種類の魚を集める網のようなものです。

48 網がいっぱいになると、人々はそれを岸に引き上げ、座って、良いものは入れ物に入れ、悪い

ものは外に投げ捨てます。

49 この世の終わりにもそのようになります。御使いたちが来て、正しい者たちの中から悪い者ど

もをより分け、

50 火の燃える炉に投げ込みます。彼らはそこで泣いて歯ぎしりするのです。

51 あなたがたは、これらのことがみな分かりましたか。」彼らは「はい」と言った。

52 そこでイエスは言われた。「こういうわけで、天の御国の弟子となった学者はみな、自分の倉

から新しい物と古い物を取り出す、一家の主人のようです。」

53 イエスはこれらのたとえを話し終えると、そこを立ち去り、

54 ご自分の郷里に行って、会堂で人々を教え始められた。すると、彼らは驚いて言った。「この

人は、こんな知恵と奇跡を行う力をどこから得たのだろう。

55 この人は大工の息子ではないか。母はマリアといい、弟たちはヤコブ、ヨセフ、シモン、ユダ

ではないか。

56 妹たちもみな私たちと一緒にいるではないか。それなら、この人はこれらのものをみな、どこ

から得たのだろう。」

57 こうして彼らはイエスにつまずいた。しかし、イエスは彼らに言われた。「預言者が敬われな

いのは、自分の郷里、家族の間だけです。」

58 そして彼らの不信仰のゆえに、そこでは多くの奇跡をなさらなかった。



第14章

1 そのころ、領主ヘロデはイエスのうわさを聞いて、

2 家来たちに言った。「あれはバプテスマのヨハネだ。彼が死人の中からよみがえったのだ。だ

から、奇跡を行う力が彼のうちに働いているのだ。」

3 実は、以前このヘロデは、自分の兄弟ピリポの妻ヘロディアのことでヨハネを捕らえて縛り、

牢に入れていた。

4 ヨハネが彼に、「あなたが彼女を自分のものにすることは律法にかなっていない」と言い続け

たからであった。

5 ヘロデはヨハネを殺したいと思ったが、民衆を恐れた。彼らがヨハネを預言者と認めていたか

らであった。

6 ところが、ヘロデの誕生祝いがあり、ヘロディアの娘が皆の前で踊りを踊ってヘロデを喜ばせ

た。

7 それで彼は娘に誓い、求める物は何でも与えると約束した。

8 すると、娘は母親にそそのかされて、「今ここで、バプテスマのヨハネの首を盆に載せて私に

下さい」と言った。

9 王は心を痛めたが、自分が誓ったことであり、列席の人たちの手前もあって、与えるように命

じ、

10 人を遣わして、牢の中でヨハネの首をはねさせた。

11 その首は盆に載せて運ばれ、少女に与えられたので、少女はそれを母親のところに持って行っ

た。

12 それから、ヨハネの弟子たちがやって来て遺体を引き取り、葬った。そして、イエスのところ

に行って報告した。

13 それを聞くと、イエスは舟でそこを去り、自分だけで寂しいところに行かれた。群衆はそれを

聞き、町々から歩いてイエスの後を追った。

14 イエスは舟から上がり、大勢の群衆をご覧になった。そして彼らを深くあわれんで、彼らの中

の病人たちを癒やされた。

15 夕方になったので、弟子たちはイエスのところに来て言った。「ここは人里離れたところです

し、時刻ももう遅くなっています。村に行って自分たちで食べ物を買うことができるように、

群衆を解散させてください。」

16 しかし、イエスは言われた。「彼らが行く必要はありません。あなたがたがあの人たちに食べ

る物をあげなさい。」

17 弟子たちは言った。「ここには五つのパンと二匹の魚しかありません。」

18 するとイエスは「それを、ここに持って来なさい」と言われた。

19 そして、群衆に草の上に座るように命じられた。それからイエスは、五つのパンと二匹の魚を

取り、天を見上げて神をほめたたえ、パンを裂いて弟子たちにお与えになったので、弟子たち

は群衆に配った。

20 人々はみな、食べて満腹した。そして余ったパン切れを集めると、十二のかごがいっぱいにな

った。

21 食べた者は、女と子どもを除いて男五千人ほどであった。



22 それからすぐに、イエスは弟子たちを舟に乗り込ませて、自分より先に向こう岸に向かわせ、

その間に群衆を解散させられた。

23 群衆を解散させてから、イエスは祈るために一人で山に登られた。夕方になっても一人でそこ

におられた。

24 舟はすでに陸から何スタディオンも離れていて、向かい風だったので波に悩まされていた。

25 夜明けが近づいたころ、イエスは湖の上を歩いて弟子たちのところに来られた。

26 イエスが湖の上を歩いておられるのを見た弟子たちは「あれは幽霊だ」と言っておびえ、恐ろ

しさのあまり叫んだ。

27 イエスはすぐに彼らに話しかけ、「しっかりしなさい。わたしだ。恐れることはない」と言わ

れた。

28 するとペテロが答えて、「主よ。あなたでしたら、私に命じて、水の上を歩いてあなたのとこ

ろに行かせてください」と言った。

29 イエスは「来なさい」と言われた。そこでペテロは舟から出て、水の上を歩いてイエスの方に

行った。

30 ところが強風を見て怖くなり、沈みかけたので、「主よ、助けてください」と叫んだ。

31 イエスはすぐに手を伸ばし、彼をつかんで言われた。「信仰の薄い者よ、なぜ疑ったのか。」

32 そして二人が舟に乗り込むと、風はやんだ。

33 舟の中にいた弟子たちは「まことに、あなたは神の子です」と言って、イエスを礼拝した。

34 それから彼らは湖を渡り、ゲネサレの地に着いた。

35 その地の人々はイエスだと気がついて、周辺の地域にくまなく知らせた。そこで人々は病人を

みなイエスのもとに連れて来て、

36 せめて、衣の房にでもさわらせてやってください、とイエスに懇願した。そして、さわった人

たちはみな癒やされた。

第15章

1 そのころ、パリサイ人たちや律法学者たちが、エルサレムからイエスのところに来て言った。

2 「なぜ、あなたの弟子たちは長老たちの言い伝えを破るのですか。パンを食べるとき、手を洗

っていません。」

3 そこでイエスは彼らに答えられた。「なぜ、あなたがたも、自分たちの言い伝えのために神の

戒めを破るのですか。

4 神は『父と母を敬え』、また『父や母をののしる者は、必ず殺されなければならない』と言わ

れました。

5 それなのに、あなたがたは言っています。『だれでも父または母に向かって、私からあなたに

差し上げるはずの物は神へのささげ物になります、と言う人は、

6 その物をもって父を敬ってはならない』と。こうしてあなたがたは、自分たちの言い伝えのた

めに神のことばを無にしてしまいました。

7 偽善者たちよ、イザヤはあなたがたについて見事に預言しています。

8 『この民は口先でわたしを敬うが、 その心はわたしから遠く離れている。

9 彼らがわたしを礼拝しても、むなしい。 人間の命令を、教えとして教えるのだから。』」



10 イエスは群衆を呼び寄せて言われた。「聞いて悟りなさい。

11 口に入る物は人を汚しません。口から出るもの、それが人を汚すのです。」

12 そのとき、弟子たちが近寄って来てイエスに言った。「パリサイ人たちがおことばを聞いて腹

を立てたのをご存じですか。」

13 イエスは答えられた。「わたしの天の父が植えなかった木は、すべて根こそぎにされます。

14 彼らのことは放っておきなさい。彼らは盲人を案内する盲人です。もし盲人が盲人を案内すれ

ば、二人とも穴に落ちます。」

15 そこでペテロがイエスに答えた。「私たちに、そのたとえを説明してください。」

16 イエスは言われた。「あなたがたも、まだ分からないのですか。

17 口に入る物はみな、腹に入り、排泄されて外に出されることが分からないのですか。

18 しかし、口から出るものは心から出て来ます。それが人を汚すのです。

19 悪い考え、殺人、姦淫、淫らな行い、盗み、偽証、ののしりは、心から出て来るからです。

20 これらのものが人を汚します。しかし、洗わない手で食べることは人を汚しません。」

21 イエスはそこを去ってツロとシドンの地方に退かれた。

22 すると見よ。その地方のカナン人の女が出て来て、「主よ、ダビデの子よ。私をあわれんでく

ださい。娘が悪霊につかれて、ひどく苦しんでいます」と言って叫び続けた。

23 しかし、イエスは彼女に一言もお答えにならなかった。弟子たちはみもとに来て、イエスに願

った。「あの女を去らせてください。後について来て叫んでいます。」

24 イエスは答えられた。「わたしは、イスラエルの家の失われた羊たち以外のところには、遣わ

されていません。」

25 しかし彼女は来て、イエスの前にひれ伏して言った。「主よ、私をお助けください。」

26 すると、イエスは答えられた。「子どもたちのパンを取り上げて、小犬に投げてやるのは良く

ないことです。」

27 しかし、彼女は言った。「主よ、そのとおりです。ただ、小犬でも主人の食卓から落ちるパン

屑はいただきます。」

28 そのとき、イエスは彼女に答えられた。「女の方、あなたの信仰は立派です。あなたが願うと

おりになるように。」彼女の娘は、すぐに癒やされた。

29 それから、イエスはそこを去ってガリラヤ湖のほとりに行かれた。そして山に登り、そこに座

っておられた。

30 すると大勢の群衆が、足の不自由な人たち、目の見えない人たち、手足の曲がった人たち、口

のきけない人たち、そのほか多くの人をみもとに連れて来て、イエスの足もとに置いたので、

イエスは彼らを癒やされた。

31 群衆は、口のきけない人たちがものを言い、手足の曲がった人たちが治り、足の不自由な人た

ちが歩き、目の見えない人たちが見えるようになるのを見て驚いた。そしてイスラエルの神を

あがめた。

32 イエスは弟子たちを呼んで言われた。「かわいそうに、この群衆はすでに三日間わたしととも

にいて、食べる物を持っていないのです。空腹のまま帰らせたくはありません。途中で動けな

くなるといけないから。」

33 弟子たちは言った。「この人里離れたところで、こんなに大勢の人に十分食べさせるほどたく

さんのパンを、どこで手に入れることができるでしょう。」



34 すると、イエスは彼らに言われた。「パンはいくつありますか。」彼らは言った。「七つで

す。それに、小さい魚が少しあります。」

35 そこで、イエスは群衆に地面に座るように命じられた。

36 そして七つのパンと魚を取り、感謝の祈りをささげてからそれを裂き、弟子たちにお与えにな

ったので、弟子たちは群衆に配った。

37 人々はみな、食べて満腹した。そして余ったパン切れを集めると、七つのかごがいっぱいにな

った。

38 食べた者は、女と子どもを除いて男四千人であった。

39 それから、イエスは群衆を解散させて舟に乗り、マガダン地方に行かれた。

第16章

1 パリサイ人たちやサドカイ人たちが、イエスを試そうと近づいて来て、天からのしるしを見せ

てほしいと求めた。

2 イエスは彼らに答えられた。「夕方になると、あなたがたは『夕焼けだから晴れる』と言い、

3 朝には『朝焼けでどんよりしているから、今日は荒れ模様だ』と言います。空模様を見分ける

ことを知っていながら、時のしるしを見分けることはできないのですか。

4 悪い、姦淫の時代はしるしを求めます。しかし、ヨナのしるしのほかには、しるしは与えられ

ません。」こうしてイエスは彼らを残して去って行かれた。

5 さて、向こう岸に渡ったとき、弟子たちはパンを持って来るのを忘れてしまっていた。

6 イエスは彼らに言われた。「パリサイ人たちやサドカイ人たちのパン種に、くれぐれも用心し

なさい。」

7 すると彼らは「私たちがパンを持って来なかったからだ」と言って、自分たちの間で議論を始

めた。

8 イエスはそれに気がついて言われた。「信仰の薄い人たち。パンがないからだなどと、なぜ論

じ合っているのですか。

9 まだ分からないのですか。五つのパンを五千人に分けて何かご集めたか、覚えていないのです

か。

10 七つのパンを四千人に分けて何かご集めたか、覚えていないのですか。

11 わたしが言ったのはパンのことではないと、どうして分からないのですか。パリサイ人たちと

サドカイ人たちのパン種に用心しなさい。」

12 そのとき彼らは、用心するようにとイエスが言われたのはパン種ではなく、パリサイ人たちや

サドカイ人たちの教えであることを悟った。

13 さて、ピリポ・カイサリアの地方に行かれたとき、イエスは弟子たちに「人々は人の子をだれ

だと言っていますか」とお尋ねになった。

14 彼らは言った。「バプテスマのヨハネだと言う人たちも、エリヤだと言う人たちもいます。ま

たほかの人たちはエレミヤだとか、預言者の一人だとか言っています。」

15 イエスは彼らに言われた。「あなたがたは、わたしをだれだと言いますか。」

16 シモン・ペテロが答えた。「あなたは生ける神の子キリストです。」



17 すると、イエスは彼に答えられた。「バルヨナ・シモン、あなたは幸いです。このことをあな

たに明らかにしたのは血肉ではなく、天におられるわたしの父です。

18 そこで、わたしもあなたに言います。あなたはペテロです。わたしはこの岩の上に、わたしの

教会を建てます。よみの門もそれに打ち勝つことはできません。

19 わたしはあなたに天の御国の鍵を与えます。あなたが地上でつなぐことは天においてもつなが

れ、あなたが地上で解くことは天においても解かれます。」

20 そのときイエスは弟子たちに、ご自分がキリストであることをだれにも言ってはならない、と

命じられた。

21 そのときからイエスは、ご自分がエルサレムに行って、長老たち、祭司長たち、律法学者たち

から多くの苦しみを受け、殺され、三日目によみがえらなければならないことを、弟子たちに

示し始められた。

22 すると、ペテロはイエスをわきにお連れして、いさめ始めた。「主よ、とんでもないことで

す。そんなことがあなたに起こるはずがありません。」

23 しかし、イエスは振り向いてペテロに言われた。「下がれ、サタン。あなたは、わたしをつま

ずかせるものだ。あなたは神のことを思わないで、人のことを思っている。」

24 それからイエスは弟子たちに言われた。「だれでもわたしについて来たいと思うなら、自分を

捨て、自分の十字架を負って、わたしに従って来なさい。

25 自分のいのちを救おうと思う者はそれを失い、わたしのためにいのちを失う者はそれを見出す

のです。

26 人は、たとえ全世界を手に入れても、自分のいのちを失ったら何の益があるでしょうか。その

いのちを買い戻すのに、人は何を差し出せばよいのでしょうか。

27 人の子は、やがて父の栄光を帯びて御使いたちとともに来ます。そしてそのときには、それぞ

れその行いに応じて報います。

28 まことに、あなたがたに言います。ここに立っている人たちの中には、人の子が御国とともに

来るのを見るまで、決して死を味わわない人たちがいます。」

第17章

1 それから六日目に、イエスはペテロとヤコブとその兄弟ヨハネだけを連れて、高い山に登られ

た。

2 すると、弟子たちの目の前でその御姿が変わった。顔は太陽のように輝き、衣は光のように白

くなった。

3 そして、見よ、モーセとエリヤが彼らの前に現れて、イエスと語り合っていた。

4 そこでペテロがイエスに言った。「主よ、私たちがここにいることはすばらしいことです。よ

ろしければ、私がここに幕屋を三つ造ります。あなたのために一つ、モーセのために一つ、エ

リヤのために一つ。」

5 彼がまだ話している間に、見よ、光り輝く雲が彼らをおおった。すると見よ、雲の中から「こ

れはわたしの愛する子。わたしはこれを喜ぶ。彼の言うことを聞け」という声がした。

6 弟子たちはこれを聞いて、ひれ伏した。そして非常に恐れた。

7 するとイエスが近づいて彼らに触れ、「起きなさい。恐れることはない」と言われた。

8 彼らが目を上げると、イエス一人のほかには、だれも見えなかった。



9 彼らが山を下るとき、イエスは彼らに命じられた。「あなたがたが見たことを、だれにも話し

てはいけません。人の子が死人の中からよみがえるまでは。」

10 すると、弟子たちはイエスに尋ねた。「そうすると、まずエリヤが来るはずだと律法学者たち

が言っているのは、どういうことなのですか。」

11 イエスは答えられた。「エリヤが来て、すべてを立て直します。

12 しかし、わたしはあなたがたに言います。エリヤはすでに来たのです。ところが人々はエリヤ

を認めず、彼に対して好き勝手なことをしました。同じように人の子も、人々から苦しみを受

けることになります。」

13 そのとき弟子たちは、イエスが自分たちに言われたのは、バプテスマのヨハネのことだと気づ

いた。

14 彼らが群衆のところに行くと、一人の人がイエスに近寄って来て御前にひざまずき、

15 こう言った。「主よ、私の息子をあわれんでください。てんかんで、たいへん苦しんでいま

す。何度も火の中に倒れ、また何度も水の中に倒れました。

16 そこで、息子をあなたのお弟子たちのところに連れて来たのですが、治すことができませんで

した。」

17 イエスは答えられた。「ああ、不信仰な曲がった時代だ。いつまであなたがたと一緒にいなけ

ればならないのか。いつまであなたがたに我慢しなければならないのか。その子をわたしのと

ころに連れて来なさい。」

18 そして、イエスがその子をお叱りになると悪霊は出て行き、すぐにその子は癒やされた。

19 それから、弟子たちはそっとイエスのもとに来て言った。「なぜ私たちは悪霊を追い出せなか

ったのですか。」

20 イエスは言われた。「あなたがたの信仰が薄いからです。まことに、あなたがたに言います。

もし、からし種ほどの信仰があるなら、この山に『ここからあそこに移れ』と言えば移りま

す。あなたがたにできないことは何もありません。」

22 彼らがガリラヤに集まっていたとき、イエスは言われた。「人の子は、人々の手に渡されよう

としています。

23 人の子は彼らに殺されるが、三日目によみがえります。」すると彼らはたいへん悲しんだ。

24 彼らがカペナウムに着いたとき、神殿税を集める人たちがペテロのところに近寄って来て言っ

た。「あなたがたの先生は神殿税を納めないのですか。」

25 彼は「納めます」と言った。そして家に入ると、イエスのほうから先にこう言われた。「シモ

ン、あなたはどう思いますか。地上の王たちはだれから税や貢ぎ物を取りますか。自分の子た

ちからですか、それとも、ほかの人たちからですか。」

26 ペテロが「ほかの人たちからです」と言うと、イエスは言われた。「ですから、子たちにはそ

の義務がないのです。

27 しかし、あの人たちをつまずかせないために、湖に行って釣り糸を垂れ、最初に釣れた魚を取

りなさい。その口を開けるとスタテル銀貨一枚が見つかります。それを取って、わたしとあな

たの分として納めなさい。」



第18章

1 そのとき、弟子たちがイエスのところに来て言った。「天の御国では、いったいだれが一番偉

いのですか。」

2 イエスは一人の子どもを呼び寄せ、彼らの真ん中に立たせて、

3 こう言われた。「まことに、あなたがたに言います。向きを変えて子どもたちのようにならな

ければ、決して天の御国に入れません。

4 ですから、だれでもこの子どものように自分を低くする人が、天の御国で一番偉いのです。

5 また、だれでもこのような子どもの一人を、わたしの名のゆえに受け入れる人は、わたしを受

け入れるのです。

6 わたしを信じるこの小さい者たちの一人をつまずかせる者は、大きな石臼を首にかけられて、

海の深みに沈められるほうがよいのです。

7 つまずきを与えるこの世はわざわいです。つまずきが起こるのは避けられませんが、つまずき

をもたらす者はわざわいです。

8 あなたの手か足があなたをつまずかせるなら、それを切って捨てなさい。片手片足でいのちに

入るほうが、両手両足そろったままで永遠の火に投げ込まれるよりよいのです。

9 また、もしあなたの目があなたをつまずかせるなら、それをえぐり出して捨てなさい。片目で

いのちに入るほうが、両目そろったままゲヘナの火に投げ込まれるよりよいのです。

10 あなたがたは、この小さい者たちの一人を軽んじたりしないように気をつけなさい。あなたが

たに言いますが、天にいる、彼らの御使いたちは、天におられるわたしの父の御顔をいつも見

ているからです。

12 あなたがたはどう思いますか。もしある人に羊が百匹いて、そのうちの一匹が迷い出たら、そ

の人は九十九匹を山に残して、迷った一匹を捜しに出かけないでしょうか。

13 まことに、あなたがたに言います。もしその羊を見つけたなら、その人は、迷わなかった九十

九匹の羊以上にこの一匹を喜びます。

14 このように、この小さい者たちの一人が滅びることは、天におられるあなたがたの父のみここ

ろではありません。

15 また、もしあなたの兄弟があなたに対して罪を犯したなら、行って二人だけのところで指摘し

なさい。その人があなたの言うことを聞き入れるなら、あなたは自分の兄弟を得たことになり

ます。

16 もし聞き入れないなら、ほかに一人か二人、一緒に連れて行きなさい。二人または三人の証人

の証言によって、すべてのことが立証されるようにするためです。

17 それでもなお、言うことを聞き入れないなら、教会に伝えなさい。教会の言うことさえも聞き

入れないなら、彼を異邦人か取税人のように扱いなさい。

18 まことに、あなたがたに言います。何でもあなたがたが地上でつなぐことは天でもつながれ、

何でもあなたがたが地上で解くことは天でも解かれます。

19 まことに、もう一度あなたがたに言います。あなたがたのうちの二人が、どんなことでも地上

で心を一つにして祈るなら、天におられるわたしの父はそれをかなえてくださいます。

20 二人か三人がわたしの名において集まっているところには、わたしもその中にいるのです。」



21 そのとき、ペテロがみもとに来て言った。「主よ。兄弟が私に対して罪を犯した場合、何回赦

すべきでしょうか。七回まででしょうか。」

22 イエスは言われた。「わたしは七回までとは言いません。七回を七十倍するまでです。

23 ですから、天の御国は、王である一人の人にたとえることができます。その人は自分の家来た

ちと清算をしたいと思った。

24 清算が始まると、まず一万タラントの負債のある者が、王のところに連れて来られた。

25 彼は返済することができなかったので、その主君は彼に、自分自身も妻子も、持っている物も

すべて売って返済するように命じた。

26 それで、家来はひれ伏して主君を拝し、『もう少し待ってください。そうすればすべてお返し

します』と言った。

27 家来の主君はかわいそうに思って彼を赦し、負債を免除してやった。

28 ところが、その家来が出て行くと、自分に百デナリの借りがある仲間の一人に出会った。彼は

その人を捕まえて首を絞め、『借金を返せ』と言った。

29 彼の仲間はひれ伏して、『もう少し待ってください。そうすればお返しします』と嘆願した。

30 しかし彼は承知せず、その人を引いて行って、負債を返すまで牢に放り込んだ。

31 彼の仲間たちは事の成り行きを見て非常に心を痛め、行って一部始終を主君に話した。

32 そこで主君は彼を呼びつけて言った。『悪い家来だ。おまえが私に懇願したから、私はおまえ

の負債をすべて免除してやったのだ。

33 私がおまえをあわれんでやったように、おまえも自分の仲間をあわれんでやるべきではなかっ

たのか。』

34 こうして、主君は怒って、負債をすべて返すまで彼を獄吏たちに引き渡した。

35 あなたがたもそれぞれ自分の兄弟を心から赦さないなら、わたしの天の父もあなたがたに、こ

のようになさるのです。」

第19章

1 イエスはこれらの話を終えると、ガリラヤを去り、ヨルダンの川向こうを経てユダヤ地方へ入

られた。

2 すると大勢の群衆がついて来たので、その場で彼らを癒やされた。

3 パリサイ人たちがみもとに来て、イエスを試みるために言った。「何か理由があれば、妻を離

縁することは律法にかなっているでしょうか。」

4 イエスは答えられた。「あなたがたは読んだことがないのですか。創造者ははじめの時から

『男と女に彼らを創造され』ました。

5 そして、『それゆえ、男は父と母を離れ、その妻と結ばれ、ふたりは一体となるのである』と

言われました。

6 ですから、彼らはもはやふたりではなく一体なのです。そういうわけで、神が結び合わせたも

のを人が引き離してはなりません。」

7 彼らはイエスに言った。「それでは、なぜモーセは離縁状を渡して妻を離縁せよと命じたので

すか。」



8 イエスは彼らに言われた。「モーセは、あなたがたの心が頑ななので、あなたがたに妻を離縁

することを許したのです。しかし、はじめの時からそうだったのではありません。

9 あなたがたに言います。だれでも、淫らな行い以外の理由で自分の妻を離縁し、別の女を妻と

する者は、姦淫を犯すことになるのです。」

10 弟子たちはイエスに言った。「もし夫と妻の関係がそのようなものなら、結婚しないほうがま

しです。」

11 しかし、イエスは言われた。「そのことばは、だれもが受け入れられるわけではありません。

ただ、それが許されている人だけができるのです。

12 母の胎から独身者として生まれた人たちがいます。また、人から独身者にさせられた人たちも

います。また、天の御国のために、自分から独身者になった人たちもいます。それを受け入れ

ることができる人は、受け入れなさい。」

13 そのとき、イエスに手を置いて祈っていただくために、子どもたちがみもとに連れて来られ

た。すると弟子たちは、連れて来た人たちを叱った。

14 しかし、イエスは言われた。「子どもたちを来させなさい。わたしのところに来るのを邪魔し

てはいけません。天の御国はこのような者たちのものなのです。」

15 そして手を子どもたちの上に置いてから、そこを去って行かれた。

16 すると見よ、一人の人がイエスに近づいて来て言った。「先生。永遠のいのちを得るために

は、どんな良いことをすればよいのでしょうか。」

17 イエスは彼に言われた。「なぜ、良いことについて、わたしに尋ねるのですか。良い方はおひ

とりです。いのちに入りたいと思うなら戒めを守りなさい。」

18 彼は「どの戒めですか」と言った。そこでイエスは答えられた。「殺してはならない。姦淫し

てはならない。盗んではならない。偽りの証言をしてはならない。

19 父と母を敬え。あなたの隣人を自分自身のように愛しなさい。」

20 この青年はイエスに言った。「私はそれらすべてを守ってきました。何がまだ欠けているので

しょうか。」

21 イエスは彼に言われた。「完全になりたいのなら、帰って、あなたの財産を売り払って貧しい

人たちに与えなさい。そうすれば、あなたは天に宝を持つことになります。そのうえで、わた

しに従って来なさい。」

22 青年はこのことばを聞くと、悲しみながら立ち去った。多くの財産を持っていたからである。

23 そこで、イエスは弟子たちに言われた。「まことに、あなたがたに言います。金持ちが天の御

国に入るのは難しいことです。

24 もう一度あなたがたに言います。金持ちが神の国に入るよりは、らくだが針の穴を通るほうが

易しいのです。」

25 弟子たちはこれを聞くと、たいへん驚いて言った。「それでは、だれが救われることができる

でしょう。」

26 イエスは彼らをじっと見つめて言われた。「それは人にはできないことですが、神にはどんな

ことでもできます。」

27 そのとき、ペテロはイエスに言った。「ご覧ください。私たちはすべてを捨てて、あなたに従

って来ました。それで、私たちは何をいただけるでしょうか。」



28 そこでイエスは彼らに言われた。「まことに、あなたがたに言います。人の子がその栄光の座

に着くとき、その新しい世界で、わたしに従って来たあなたがたも十二の座に着いて、イスラ

エルの十二の部族を治めます。

29 また、わたしの名のために、家、兄弟、姉妹、父、母、子ども、畑を捨てた者はみな、その百

倍を受け、また永遠のいのちを受け継ぎます。

30 しかし、先にいる多くの者が後になり、後にいる多くの者が先になります。

第20章

1 天の御国は、自分のぶどう園で働く者を雇うために朝早く出かけた、家の主人のようなもので

す。

2 彼は労働者たちと一日一デナリの約束をすると、彼らをぶどう園に送った。

3 彼はまた、九時ごろ出て行き、別の人たちが市場で何もしないで立っているのを見た。

4 そこで、その人たちに言った。『あなたがたもぶどう園に行きなさい。相当の賃金を払うか

ら。』

5 彼らは出かけて行った。主人はまた十二時ごろと三時ごろにも出て行って同じようにした。

6 また、五時ごろ出て行き、別の人たちが立っているのを見つけた。そこで、彼らに言った。

『なぜ一日中何もしないでここに立っているのですか。』

7 彼らは言った。『だれも雇ってくれないからです。』主人は言った。『あなたがたもぶどう園

に行きなさい。』

8 夕方になったので、ぶどう園の主人は監督に言った。『労働者たちを呼んで、最後に来た者た

ちから始めて、最初に来た者たちにまで賃金を払ってやりなさい。』

9 そこで、五時ごろに雇われた者たちが来て、それぞれ一デナリずつ受け取った。

10 最初の者たちが来て、もっと多くもらえるだろうと思ったが、彼らが受け取ったのも一デナリ

ずつであった。

11 彼らはそれを受け取ると、主人に不満をもらした。

12 『最後に来たこの者たちが働いたのは、一時間だけです。それなのにあなたは、一日の労苦と

焼けるような暑さを辛抱した私たちと、同じように扱いました。』

13 しかし、主人はその一人に答えた。『友よ、私はあなたに不当なことはしていません。あなた

は私と、一デナリで同意したではありませんか。

14 あなたの分を取って帰りなさい。私はこの最後の人にも、あなたと同じだけ与えたいのです。

15 自分のもので自分のしたいことをしてはいけませんか。それとも、私が気前がいいので、あな

たはねたんでいるのですか。』

16 このように、後の者が先になり、先の者が後になります。」

17 さて、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、道々彼らに話された。

18 「ご覧なさい。わたしたちはエルサレムに上って行きます。人の子は祭司長たちや律法学者た

ちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑に定め、

19 異邦人に引き渡します。嘲り、むちで打ち、十字架につけるためです。しかし、人の子は三日

目によみがえります。」



20 そのとき、ゼベダイの息子たちの母が、息子たちと一緒にイエスのところに来てひれ伏し、何

かを願おうとした。

21 イエスが彼女に「何を願うのですか」と言われると、彼女は言った。「私のこの二人の息子が

あなたの御国で、一人はあなたの右に、一人は左に座れるように、おことばを下さい。」

22 イエスは答えられた。「あなたがたは自分が何を求めているのか分かっていません。わたしが

飲もうとしている杯を飲むことができますか。」彼らは「できます」と言った。

23 イエスは言われた。「あなたがたはわたしの杯を飲むことになります。しかし、わたしの右と

左に座ることは、わたしが許すことではありません。わたしの父によって備えられた人たちに

与えられるのです。」

24 ほかの十人はこれを聞いて、この二人の兄弟に腹を立てた。

25 そこで、イエスは彼らを呼び寄せて言われた。「あなたがたも知っているとおり、異邦人の支

配者たちは人々に対して横柄にふるまい、偉い人たちは人々の上に権力をふるっています。

26 あなたがたの間では、そうであってはなりません。あなたがたの間で偉くなりたいと思う者

は、皆に仕える者になりなさい。

27 あなたがたの間で先頭に立ちたいと思う者は、皆のしもべになりなさい。

28 人の子が、仕えられるためではなく仕えるために、また多くの人のための贖いの代価として、

自分のいのちを与えるために来たのと、同じようにしなさい。」

29 さて、一行がエリコを出て行くと、大勢の群衆がイエスについて行った。

30 すると見よ。道端に座っていた目の見えない二人の人が、イエスが通られると聞いて、「主

よ、ダビデの子よ。私たちをあわれんでください」と叫んだ。

31 群衆は彼らを黙らせようとたしなめたが、彼らはますます、「主よ、ダビデの子よ。私たちを

あわれんでください」と叫んだ。

32 イエスは立ち止まり、彼らを呼んで言われた。「わたしに何をしてほしいのですか。」

33 彼らは言った。「主よ、目を開けていただきたいのです。」

34 イエスは深くあわれんで、彼らの目に触れられた。すると、すぐに彼らは見えるようになり、

イエスについて行った。

第21章

1 さて、一行がエルサレムに近づいて、オリーブ山のふもとのベテパゲまで来たそのとき、イエ

スはこう言って、二人の弟子を遣わされた。

2 「向こうの村へ行きなさい。そうすればすぐに、ろばがつながれていて、一緒に子ろばがいる

のに気がつくでしょう。それをほどいて、わたしのところに連れて来なさい。

3 もしだれかが何か言ったら、『主がお入り用なのです』と言いなさい。すぐに渡してくれま

す。」

4 このことが起こったのは、預言者を通して語られたことが成就するためであった。

5 「娘シオンに言え。 『見よ、あなたの王があなたのところに来る。 柔和な方で、ろばに乗っ

て。 荷ろばの子である、子ろばに乗って。』」

6 そこで弟子たちは行って、イエスが命じられたとおりにし、



7 ろばと子ろばを連れて来て、自分たちの上着をその上に掛けた。そこでイエスはその上に座ら

れた。

8 すると非常に多くの群衆が、自分たちの上着を道に敷いた。また、木の枝を切って道に敷く者

たちもいた。

9 群衆は、イエスの前を行く者たちも後に続く者たちも、こう言って叫んだ。 「ホサナ、ダビ

デの子に。 祝福あれ、主の御名によって来られる方に。 ホサナ、いと高き所に。」

10 こうしてイエスがエルサレムに入られると、都中が大騒ぎになり、「この人はだれなのか」と

言った。

11 群衆は「この人はガリラヤのナザレから出た預言者イエスだ」と言っていた。

12 それから、イエスは宮に入って、その中で売り買いしている者たちをみな追い出し、両替人の

台や、鳩を売る者たちの腰掛けを倒された。

13 そして彼らに言われた。「『わたしの家は祈りの家と呼ばれる』と書いてある。それなのに、

おまえたちはそれを『強盗の巣』にしている。」

14 また、宮の中で、目の見えない人たちや足の不自由な人たちがみもとに来たので、イエスは彼

らを癒やされた。

15 ところが祭司長たちや律法学者たちは、イエスがなさったいろいろな驚くべきことを見て、ま

た宮の中で子どもたちが「ダビデの子にホサナ」と叫んでいるのを見て腹を立て、

16 イエスに言った。「子どもたちが何と言っているか、聞いていますか。」イエスは言われた。

「聞いています。 『幼子たち、乳飲み子たちの口を通して、 あなたは誉れを打ち立てられま

した』 とあるのを、あなたがたは読んだことがないのですか。」

17 イエスは彼らを後に残し、都を出てベタニアに行き、そこに泊まられた。

18 さて、朝早く都に帰る途中、イエスは空腹を覚えられた。

19 道端に一本のいちじくの木が見えたので、そこに行って見ると、葉があるだけで、ほかには何

もなかった。それでイエスはその木に「今後いつまでも、おまえの実はならないように」と言

われた。すると、たちまちいちじくの木は枯れた。

20 弟子たちはこれを見て驚き、「どうして、すぐにいちじくの木が枯れたのでしょうか」と言っ

た。

21 イエスは答えられた。「まことに、あなたがたに言います。もし、あなたがたが信じて疑わな

いなら、いちじくの木に起こったことを起こせるだけでなく、この山に向かい、『立ち上がっ

て、海に入れ』と言えば、そのとおりになります。

22 あなたがたは、信じて祈り求めるものは何でも受けることになります。」

23 それからイエスが宮に入って教えておられると、祭司長たちや民の長老たちがイエスのもとに

来て言った。「何の権威によって、これらのことをしているのですか。だれがあなたにその権

威を授けたのですか。」

24 イエスは彼らに答えられた。「わたしも一言尋ねましょう。それにあなたがたが答えるなら、

わたしも、何の権威によってこれらのことをしているのか言いましょう。

25 ヨハネのバプテスマは、どこから来たものですか。天からですか、それとも人からですか。」

すると彼らは論じ合った。「もし天からと言えば、それならなぜヨハネを信じなかったのかと

言うだろう。



26 だが、もし人から出たと言えば、群衆が怖い。彼らはみなヨハネを預言者と思っているのだか

ら。」

27 そこで彼らはイエスに「分かりません」と答えた。イエスもまた、彼らにこう言われた。「わ

たしも、何の権威によってこれらのことをするのか、あなたがたに言いません。

28 ところで、あなたがたはどう思いますか。ある人に息子が二人いた。その人は兄のところに来

て、『子よ、今日、ぶどう園に行って働いてくれ』と言った。

29 兄は『行きたくありません』と答えたが、後になって思い直し、出かけて行った。

30 その人は弟のところに来て、同じように言った。弟は『行きます、お父さん』と答えたが、行

かなかった。

31 二人のうちのどちらが父の願ったとおりにしたでしょうか。」彼らは言った。「兄です。」イ

エスは彼らに言われた。「まことに、あなたがたに言います。取税人たちや遊女たちが、あな

たがたより先に神の国に入ります。

32 なぜなら、ヨハネがあなたがたのところに来て義の道を示したのに、あなたがたは信じず、取

税人たちや遊女たちは信じたからです。あなたがたはそれを見ても、後で思い直して信じるこ

とをしませんでした。

33 もう一つのたとえを聞きなさい。ある家の主人がいた。彼はぶどう園を造って垣根を巡らし、

その中に踏み場を掘り、見張りやぐらを建て、それを農夫たちに貸して旅に出た。

34 収穫の時が近づいたので、主人は自分の収穫を受け取ろうとして、農夫たちのところにしもべ

たちを遣わした。

35 ところが、農夫たちはそのしもべたちを捕らえて、一人を打ちたたき、一人を殺し、一人を石

打ちにした。

36 主人は、前よりも多くの、別のしもべたちを再び遣わしたが、農夫たちは彼らにも同じように

した。

37 その後、主人は『私の息子なら敬ってくれるだろう』と言って、息子を彼らのところに遣わし

た。

38 すると農夫たちは、その息子を見て、『あれは跡取りだ。さあ、あれを殺して、あれの相続財

産を手に入れよう』と話し合った。

39 そして彼を捕らえ、ぶどう園の外に放り出して殺してしまった。

40 ぶどう園の主人が帰って来たら、その農夫たちをどうするでしょうか。」

41 彼らはイエスに言った。「その悪者どもを情け容赦なく滅ぼして、そのぶどう園を、収穫の時

が来れば収穫を納める別の農夫たちに貸すでしょう。」

42 イエスは彼らに言われた。「あなたがたは、聖書に次のようにあるのを読んだことがないので

すか。 『家を建てる者たちが捨てた石、 それが要の石となった。 これは主がなさったこと。

私たちの目には不思議なことだ。』

43 ですから、わたしは言っておきます。神の国はあなたがたから取り去られ、神の国の実を結ぶ

民に与えられます。

44 また、この石の上に落ちる人は粉々に砕かれ、この石が人の上に落ちれば、その人を押しつぶ

します。」

45 祭司長たちとパリサイ人たちは、イエスのこれらのたとえを聞いたとき、自分たちについて話

しておられることに気づいた。



46 それでイエスを捕らえようとしたが、群衆を恐れた。群衆はイエスを預言者と認めていたから

である。

第22章

1 イエスは彼らに対し、再びたとえをもって話された。

2 「天の御国は、自分の息子のために、結婚の披露宴を催した王にたとえることができます。

3 王は披露宴に招待した客を呼びにしもべたちを遣わしたが、彼らは来ようとしなかった。

4 それで再び、次のように言って別のしもべたちを遣わした。『招待した客にこう言いなさい。

「私は食事を用意しました。私の雄牛や肥えた家畜を屠り、何もかも整いました。どうぞ披露

宴においでください」と。』

5 ところが彼らは気にもかけず、ある者は自分の畑に、別の者は自分の商売に出て行き、

6 残りの者たちは、王のしもべたちを捕まえて侮辱し、殺してしまった。

7 王は怒って軍隊を送り、その人殺しどもを滅ぼして、彼らの町を焼き払った。

8 それから王はしもべたちに言った。『披露宴の用意はできているが、招待した人たちはふさわ

しくなかった。

9 だから大通りに行って、出会った人をみな披露宴に招きなさい。』

10 しもべたちは通りに出て行って、良い人でも悪い人でも出会った人をみな集めたので、披露宴

は客でいっぱいになった。

11 王が客たちを見ようとして入って来ると、そこに婚礼の礼服を着ていない人が一人いた。

12 王はその人に言った。『友よ。どうして婚礼の礼服を着ないで、ここに入って来たのか。』し

かし、彼は黙っていた。

13 そこで、王は召使いたちに言った。『この男の手足を縛って、外の暗闇に放り出せ。この男は

そこで泣いて歯ぎしりすることになる。』

14 招かれる人は多いが、選ばれる人は少ないのです。」

15 そのころ、パリサイ人たちは出て来て、どのようにしてイエスをことばの罠にかけようかと相

談した。

16 彼らは自分の弟子たちを、ヘロデ党の者たちと一緒にイエスのもとに遣わして、こう言った。

「先生。私たちは、あなたが真実な方で、真理に基づいて神の道を教え、だれにも遠慮しない

方だと知っております。あなたは人の顔色を見ないからです。

17 ですから、どう思われるか、お聞かせください。カエサルに税金を納めることは律法にかなっ

ているでしょうか、いないでしょうか。」

18 イエスは彼らの悪意を見抜いて言われた。「なぜわたしを試すのですか、偽善者たち。

19 税として納めるお金を見せなさい。」そこで彼らはデナリ銀貨をイエスのもとに持って来た。

20 イエスは彼らに言われた。「これはだれの肖像と銘ですか。」

21 彼らは「カエサルのです」と言った。そのときイエスは言われた。「それなら、カエサルのも

のはカエサルに、神のものは神に返しなさい。」

22 彼らはこれを聞いて驚嘆し、イエスを残して立ち去った。

23 その日、復活はないと言っているサドカイ人たちが、イエスのところに来て質問した。



24 「先生。モーセは、『もしある人が、子がないままで死んだなら、その弟は兄の妻と結婚し

て、兄のために子孫を起こさなければならない』と言いました。

25 ところで、私たちの間に七人の兄弟がいました。長男は結婚しましたが死にました。子がいな

かったので、その妻を弟に残しました。

26 次男も三男も、そして七人までも同じようになりました。

27 そして最後に、その妻も死にました。

28 では復活の際、彼女は七人のうちのだれの妻になるのでしょうか。彼らはみな、彼女を妻にし

たのですが。」

29 イエスは彼らに答えられた。「あなたがたは聖書も神の力も知らないので、思い違いをしてい

ます。

30 復活の時には人はめとることも嫁ぐこともなく、天の御使いたちのようです。

31 死人の復活については、神があなたがたにこう語られたのを読んだことがないのですか。

32 『わたしはアブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である。』神は死んだ者の神ではなく、

生きている者の神です。」

33 群衆はこれを聞いて、イエスの教えに驚嘆した。

34 パリサイ人たちはイエスがサドカイ人たちを黙らせたと聞いて、一緒に集まった。

35 そして彼らのうちの一人、律法の専門家がイエスを試そうとして尋ねた。

36 「先生、律法の中でどの戒めが一番重要ですか。」

37 イエスは彼に言われた。「『あなたは心を尽くし、いのちを尽くし、知性を尽くして、あなた

の神、主を愛しなさい。』

38 これが、重要な第一の戒めです。

39 『あなたの隣人を自分自身のように愛しなさい』という第二の戒めも、それと同じように重要

です。

40 この二つの戒めに律法と預言者の全体がかかっているのです。」

41 パリサイ人たちが集まっていたとき、イエスは彼らにお尋ねになった。

42 「あなたがたはキリストについてどう思いますか。彼はだれの子ですか。」彼らはイエスに言

った。「ダビデの子です。」

43 イエスは彼らに言われた。「それでは、どうしてダビデは御霊によってキリストを主と呼び、

44 『主は、私の主に言われた。 「あなたは、わたしの右の座に着いていなさい。 わたしがあな

たの敵を あなたの足台とするまで」』 と言っているのですか。

45 ダビデがキリストを主と呼んでいるのなら、どうしてキリストがダビデの子なのでしょう。」

46 するとだれ一人、一言もイエスに答えられなかった。その日から、もうだれも、あえてイエス

に質問しようとはしなかった。

第23章

1 そのとき、イエスは群衆と弟子たちに語られた。

2 「律法学者たちやパリサイ人たちはモーセの座に着いています。

3 ですから、彼らがあなたがたに言うことはすべて実行し、守りなさい。しかし、彼らの行いを

まねてはいけません。彼らは言うだけで実行しないからです。



4 また彼らは、重くて負いきれない荷を束ねて人々の肩に載せるが、それを動かすのに自分は指

一本貸そうともしません。

5 彼らがしている行いはすべて人に見せるためです。彼らは聖句を入れる小箱を大きくしたり、

衣の房を長くしたりするのです。

6 宴会では上座を、会堂では上席を好み、

7 広場であいさつされること、人々から先生と呼ばれることが好きです。

8 しかし、あなたがたは先生と呼ばれてはいけません。あなたがたの教師はただ一人で、あなた

がたはみな兄弟だからです。

9 あなたがたは地上で、だれかを自分たちの父と呼んではいけません。あなたがたの父はただ一

人、天におられる父だけです。

10 また、師と呼ばれてはいけません。あなたがたの師はただ一人、キリストだけです。

11 あなたがたのうちで一番偉い者は皆に仕える者になりなさい。

12 だれでも、自分を高くする者は低くされ、自分を低くする者は高くされます。

13 わざわいだ、偽善の律法学者、パリサイ人。おまえたちは人々の前で天の御国を閉ざしてい

る。おまえたち自身も入らず、入ろうとしている人々も入らせない。

15 わざわいだ、偽善の律法学者、パリサイ人。おまえたちは一人の改宗者を得るのに海と陸を巡

り歩く。そして改宗者ができると、その人を自分より倍も悪いゲヘナの子にするのだ。

16 わざわいだ、目の見えない案内人たち。おまえたちは言っている。『だれでも神殿にかけて誓

うのであれば、何の義務もない。しかし、神殿の黄金にかけて誓うのであれば、果たす義務が

ある。』

17 愚かで目の見えない者たち。黄金と、その黄金を聖なるものにする神殿と、どちらが重要なの

か。

18 また、おまえたちは言っている。『だれでも祭壇にかけて誓うのであれば、何の義務もない。

しかし、祭壇の上のささげ物にかけて誓うのであれば、果たす義務がある。』

19 目の見えない者たち。ささげ物と、そのささげ物を聖なるものにする祭壇と、どちらが重要な

のか。

20 祭壇にかけて誓う者は、祭壇とその上にあるすべてのものにかけて誓っているのだ。

21 また、神殿にかけて誓う者は、神殿とそこに住まわれる方にかけて誓っているのだ。

22 天にかけて誓う者は、神の御座とそこに座しておられる方にかけて誓っているのだ。

23 わざわいだ、偽善の律法学者、パリサイ人。おまえたちはミント、イノンド、クミンの十分の

一を納めているが、律法の中ではるかに重要なもの、正義とあわれみと誠実をおろそかにして

いる。十分の一もおろそかにしてはいけないが、これこそしなければならないことだ。

24 目の見えない案内人たち。ブヨはこして除くのに、らくだは飲み込んでいる。

25 わざわいだ、偽善の律法学者、パリサイ人。おまえたちは杯や皿の外側はきよめるが、内側は

強欲と放縦で満ちている。

26 目の見えないパリサイ人。まず、杯の内側をきよめよ。そうすれば外側もきよくなる。

27 わざわいだ、偽善の律法学者、パリサイ人。おまえたちは白く塗った墓のようなものだ。外側

は美しく見えても、内側は死人の骨やあらゆる汚れでいっぱいだ。

28 同じように、おまえたちも外側は人に正しく見えても、内側は偽善と不法でいっぱいだ。



29 わざわいだ、偽善の律法学者、パリサイ人。おまえたちは預言者たちの墓を建て、義人たちの

記念碑を飾って、

30 こう言う。『もし私たちが先祖の時代に生きていたら、彼らの仲間になって預言者たちの血を

流すということはなかっただろう。』

31 こうして、自分たちが預言者を殺した者たちの子らであることを、自らに対して証言してい

る。

32 おまえたちは自分の先祖の罪の升を満たすがよい。

33 蛇よ、まむしの子孫よ。おまえたちは、ゲヘナの刑罰をどうして逃れることができるだろう

か。

34 だから、見よ、わたしは預言者、知者、律法学者を遣わすが、おまえたちはそのうちのある者

を殺し、十字架につけ、またある者を会堂でむち打ち、町から町へと迫害して回る。

35 それは、義人アベルの血から、神殿と祭壇の間でおまえたちが殺した、バラキヤの子ザカリヤ

の血まで、地上で流される正しい人の血が、すべておまえたちに降りかかるようになるため

だ。

36 まことに、おまえたちに言う。これらの報いはすべて、この時代の上に降りかかる。

37 エルサレム、エルサレム。預言者たちを殺し、自分に遣わされた人たちを石で打つ者よ。わた

しは何度、めんどりがひなを翼の下に集めるように、おまえの子らを集めようとしたことか。

それなのに、おまえたちはそれを望まなかった。

38 見よ。おまえたちの家は、荒れ果てたまま見捨てられる。

39 わたしはおまえたちに言う。今から後、『祝福あれ、主の御名によって来られる方に』とおま

えたちが言う時が来るまで、決しておまえたちがわたしを見ることはない。」

第24章

1 イエスが宮を出て行かれると、弟子たちが近寄って来て、イエスに向かって宮の建物を指し示

した。

2 すると、イエスは弟子たちに言われた。「あなたがたはこれらの物すべてを見ているのです

か。まことに、あなたがたに言います。ここで、どの石も崩されずに、ほかの石の上に残るこ

とは決してありません。」

3 イエスがオリーブ山で座っておられると、弟子たちがひそかにみもとに来て言った。「お話し

ください。いつ、そのようなことが起こるのですか。あなたが来られ、世が終わる時のしるし

は、どのようなものですか。」

4 そこでイエスは彼らに答えられた。「人に惑わされないように気をつけなさい。

5 わたしの名を名乗る者が大勢現れ、『私こそキリストだ』と言って、多くの人を惑わします。

6 また、戦争や戦争のうわさを聞くことになりますが、気をつけて、うろたえないようにしなさ

い。そういうことは必ず起こりますが、まだ終わりではありません。

7 民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり、あちこちで飢饉と地震が起こります。

8 しかし、これらはすべて産みの苦しみの始まりなのです。

9 そのとき、人々はあなたがたを苦しみにあわせ、殺します。また、わたしの名のために、あな

たがたはすべての国の人々に憎まれます。

10 そのとき多くの人がつまずき、互いに裏切り、憎み合います。



11 また、偽預言者が大勢現れて、多くの人を惑わします。

12 不法がはびこるので、多くの人の愛が冷えます。

13 しかし、最後まで耐え忍ぶ人は救われます。

14 御国のこの福音は全世界に宣べ伝えられて、すべての民族に証しされ、それから終わりが来ま

す。

15 それゆえ、預言者ダニエルによって語られたあの『荒らす忌まわしいもの』が聖なる所に立っ

ているのを見たら──読者はよく理解せよ──

16 ユダヤにいる人たちは山へ逃げなさい。

17 屋上にいる人は、家にある物を取り出そうとして下に降りてはいけません。

18 畑にいる人は上着を取りに戻ってはいけません。

19 それらの日、身重の女たちと乳飲み子を持つ女たちは哀れです。

20 あなたがたの逃げるのが冬や安息日にならないように祈りなさい。

21 そのときには、世の始まりから今に至るまでなかったような、また今後も決してないような、

大きな苦難があるからです。

22 もしその日数が少なくされないなら、一人も救われないでしょう。しかし、選ばれた者たちの

ために、その日数は少なくされます。

23 そのとき、だれかが『見よ、ここにキリストがいる』とか『そこにいる』とか言っても、信じ

てはいけません。

24 偽キリストたち、偽預言者たちが現れて、できれば選ばれた者たちをさえ惑わそうと、大きな

しるしや不思議を行います。

25 いいですか。わたしはあなたがたに前もって話しました。

26 ですから、たとえだれかが『見よ、キリストは荒野にいる』と言っても、出て行ってはいけま

せん。『見よ、奥の部屋にいる』と言っても、信じてはいけません。

27 人の子の到来は、稲妻が東から出て西にひらめくのと同じようにして実現するのです。

28 死体のあるところには、禿鷹が集まります。

29 そうした苦難の日々の後、ただちに太陽は暗くなり、月は光を放たなくなり、星は天から落

ち、天のもろもろの力は揺り動かされます。

30 そのとき、人の子のしるしが天に現れます。そのとき、地のすべての部族は胸をたたいて悲し

み、人の子が天の雲のうちに、偉大な力と栄光とともに来るのを見るのです。

31 人の子は大きなラッパの響きとともに御使いたちを遣わします。すると御使いたちは、天の果

てから果てまで四方から、人の子が選んだ者たちを集めます。

32 いちじくの木から教訓を学びなさい。枝が柔らかになって葉が出て来ると、夏が近いことが分

かります。

33 同じように、これらのことをすべて見たら、あなたがたは人の子が戸口まで近づいていること

を知りなさい。

34 まことに、あなたがたに言います。これらのことがすべて起こるまでは、この時代が過ぎ去る

ことは決してありません。

35 天地は消え去ります。しかし、わたしのことばは決して消え去ることがありません。



36 ただし、その日、その時がいつなのかは、だれも知りません。天の御使いたちも子も知りませ

ん。ただ父だけが知っておられます。

37 人の子の到来はノアの日と同じように実現するのです。

38 洪水前の日々にはノアが箱舟に入るその日まで、人々は食べたり飲んだり、めとったり嫁いだ

りしていました。

39 洪水が来て、すべての人をさらってしまうまで、彼らには分かりませんでした。人の子の到来

もそのように実現するのです。

40 そのとき、男が二人畑にいると一人は取られ、一人は残されます。

41 女が二人臼をひいていると一人は取られ、一人は残されます。

42 ですから、目を覚ましていなさい。あなたがたの主が来られるのがいつの日なのか、あなたが

たは知らないのですから。

43 次のことは知っておきなさい。泥棒が夜の何時に来るかを知っていたら、家の主人は目を覚ま

しているでしょうし、自分の家に穴を開けられることはないでしょう。

44 ですから、あなたがたも用心していなさい。人の子は思いがけない時に来るのです。

45 ですから、主人によってその家のしもべたちの上に任命され、食事時に彼らに食事を与える、

忠実で賢いしもべとはいったいだれでしょう。

46 主人が帰って来たときに、そのようにしているのを見てもらえるしもべは幸いです。

47 まことに、あなたがたに言います。主人はその人に自分の全財産を任せるようになります。

48 しかし彼が悪いしもべで、『主人の帰りは遅くなる』と心の中で思い、

49 仲間のしもべたちをたたき始め、酒飲みたちと食べたり飲んだりしているなら、

50 そのしもべの主人は、予期していない日、思いがけない時に帰って来て、

51 彼を厳しく罰し、偽善者たちと同じ報いを与えます。しもべはそこで泣いて歯ぎしりするので

す。

第25章

1 そこで、天の御国は、それぞれともしびを持って花婿を迎えに出る、十人の娘にたとえること

ができます。

2 そのうちの五人は愚かで、五人は賢かった。

3 愚かな娘たちは、ともしびは持っていたが、油を持って来ていなかった。

4 賢い娘たちは自分のともしびと一緒に、入れ物に油を入れて持っていた。

5 花婿が来るのが遅くなったので、娘たちはみな眠くなり寝入ってしまった。

6 ところが夜中になって、『さあ、花婿だ。迎えに出なさい』と叫ぶ声がした。

7 そこで娘たちはみな起きて、自分のともしびを整えた。

8 愚かな娘たちは賢い娘たちに言った。『私たちのともしびが消えそうなので、あなたがたの油

を分けてください。』

9 しかし、賢い娘たちは答えた。『いいえ、分けてあげるにはとても足りません。それより、店

に行って自分の分を買ってください。』

10 そこで娘たちが買いに行くと、その間に花婿が来た。用意ができていた娘たちは彼と一緒に婚

礼の祝宴に入り、戸が閉じられた。



11 その後で残りの娘たちも来て、『ご主人様、ご主人様、開けてください』と言った。

12 しかし、主人は答えた。『まことに、あなたがたに言います。私はあなたがたを知りませ

ん。』

13 ですから、目を覚ましていなさい。その日、その時をあなたがたは知らないのですから。

14 天の御国は、旅に出るにあたり、自分のしもべたちを呼んで財産を預ける人のようです。

15 彼はそれぞれその能力に応じて、一人には五タラント、一人には二タラント、もう一人には一

タラントを渡して旅に出かけた。するとすぐに、

16 五タラント預かった者は出て行って、それで商売をし、ほかに五タラントをもうけた。

17 同じように、二タラント預かった者もほかに二タラントをもうけた。

18 一方、一タラント預かった者は出て行って地面に穴を掘り、主人の金を隠した。

19 さて、かなり時がたってから、しもべたちの主人が帰って来て彼らと清算をした。

20 すると、五タラント預かった者が進み出て、もう五タラントを差し出して言った。『ご主人

様。私に五タラント預けてくださいましたが、ご覧ください、私はほかに五タラントをもうけ

ました。』

21 主人は彼に言った。『よくやった。良い忠実なしもべだ。おまえはわずかな物に忠実だったか

ら、多くの物を任せよう。主人の喜びをともに喜んでくれ。』

22 二タラントの者も進み出て言った。『ご主人様。私に二タラント預けてくださいましたが、ご

覧ください、ほかに二タラントをもうけました。』

23 主人は彼に言った。『よくやった。良い忠実なしもべだ。おまえはわずかな物に忠実だったか

ら、多くの物を任せよう。主人の喜びをともに喜んでくれ。』

24 一タラント預かっていた者も進み出て言った。『ご主人様。あなた様は蒔かなかったところか

ら刈り取り、散らさなかったところからかき集める、厳しい方だと分かっていました。

25 それで私は怖くなり、出て行って、あなた様の一タラントを地の中に隠しておきました。ご覧

ください、これがあなた様の物です。』

26 しかし、主人は彼に答えた。『悪い、怠け者のしもべだ。私が蒔かなかったところから刈り取

り、散らさなかったところからかき集めると分かっていたというのか。

27 それなら、おまえは私の金を銀行に預けておくべきだった。そうすれば、私が帰って来たと

き、私の物を利息とともに返してもらえたのに。

28 だから、そのタラントを彼から取り上げて、十タラント持っている者に与えよ。

29 だれでも持っている者は与えられてもっと豊かになり、持っていない者は持っている物までも

取り上げられるのだ。

30 この役に立たないしもべは外の暗闇に追い出せ。そこで泣いて歯ぎしりするのだ。』

31 人の子は、その栄光を帯びてすべての御使いたちを伴って来るとき、その栄光の座に着きま

す。

32 そして、すべての国の人々が御前に集められます。人の子は、羊飼いが羊をやぎからより分け

るように彼らをより分け、

33 羊を自分の右に、やぎを左に置きます。

34 それから王は右にいる者たちに言います。『さあ、わたしの父に祝福された人たち。世界の基

が据えられたときから、あなたがたのために備えられていた御国を受け継ぎなさい。



35 あなたがたはわたしが空腹であったときに食べ物を与え、渇いていたときに飲ませ、旅人であ

ったときに宿を貸し、

36 わたしが裸のときに服を着せ、病気をしたときに見舞い、牢にいたときに訪ねてくれたからで

す。』

37 すると、その正しい人たちは答えます。『主よ。いつ私たちはあなたが空腹なのを見て食べさ

せ、渇いているのを見て飲ませて差し上げたでしょうか。

38 いつ、旅人であるのを見て宿を貸し、裸なのを見て着せて差し上げたでしょうか。

39 いつ私たちは、あなたが病気をしたり牢におられたりするのを見て、お訪ねしたでしょう

か。』

40 すると、王は彼らに答えます。『まことに、あなたがたに言います。あなたがたが、これらの

わたしの兄弟たち、それも最も小さい者たちの一人にしたことは、わたしにしたのです。』

41 それから、王は左にいる者たちにも言います。『のろわれた者ども。わたしから離れ、悪魔と

その使いのために用意された永遠の火に入れ。

42 おまえたちはわたしが空腹であったときに食べ物をくれず、渇いていたときに飲ませず、

43 わたしが旅人であったときに宿を貸さず、裸のときに服を着せず、病気のときや牢にいたとき

に訪ねてくれなかった。』

44 すると、彼らも答えます。『主よ。いつ私たちは、あなたが空腹であったり、渇いていたり、

旅人であったり、裸でいたり、病気をしていたり、牢におられたりするのを見て、お世話をし

なかったでしょうか。』

45 すると、王は彼らに答えます。『まことに、おまえたちに言う。おまえたちがこの最も小さい

者たちの一人にしなかったのは、わたしにしなかったのだ。』

46 こうして、この者たちは永遠の刑罰に入り、正しい人たちは永遠のいのちに入るのです。」

第26章

1 イエスはこれらのことばをすべて語り終えると、弟子たちに言われた。

2 「あなたがたも知っているとおり、二日たつと過越の祭りになります。そして、人の子は十字

架につけられるために引き渡されます。」

3 そのころ、祭司長たちや民の長老たちはカヤパという大祭司の邸宅に集まり、

4 イエスをだまして捕らえ、殺そうと相談した。

5 彼らは、「祭りの間はやめておこう。民の間に騒ぎが起こるといけない」と話していた。

6 さて、イエスがベタニアで、ツァラアトに冒された人シモンの家におられると、

7 ある女の人が、非常に高価な香油の入った小さな壺を持って、みもとにやって来た。そして、

食卓に着いておられたイエスの頭に香油を注いだ。

8 弟子たちはこれを見て、憤慨して言った。「何のために、こんな無駄なことをするのか。

9 この香油なら高く売れて、貧しい人たちに施しができたのに。」

10 イエスはこれを知って彼らに言われた。「なぜこの人を困らせるのですか。わたしに良いこと

をしてくれました。

11 貧しい人々はいつもあなたがたと一緒にいます。しかし、わたしはいつも一緒にいるわけでは

ありません。



12 この人はこの香油をわたしのからだに注いで、わたしを埋葬する備えをしてくれたのです。

13 まことに、あなたがたに言います。世界中どこでも、この福音が宣べ伝えられるところでは、

この人がしたことも、この人の記念として語られます。」

14 そのとき、十二人の一人で、イスカリオテのユダという者が、祭司長たちのところへ行って、

15 こう言った。「私に何をくれますか。この私が、彼をあなたがたに引き渡しましょう。」する

と、彼らは銀貨三十枚を彼に支払った。

16 そのときから、ユダはイエスを引き渡す機会を狙っていた。

17 さて、種なしパンの祭りの最初の日に、弟子たちがイエスのところに来て言った。「過越の食

事をなさるのに、どこに用意をしましょうか。」

18 イエスは言われた。「都に入り、これこれの人のところに行って言いなさい。『わたしの時が

近づいた。あなたのところで弟子たちと一緒に過越を祝いたい、と先生が言っておりま

す。』」

19 弟子たちはイエスが命じられたとおりにして、過越の用意をした。

20 夕方になって、イエスは十二人と一緒に食卓に着かれた。

21 皆が食事をしているとき、イエスは言われた。「まことに、あなたがたに言います。あなたが

たのうちの一人がわたしを裏切ります。」

22 弟子たちはたいへん悲しんで、一人ひとりイエスに「主よ、まさか私ではないでしょう」と言

い始めた。

23 イエスは答えられた。「わたしと一緒に手を鉢に浸した者がわたしを裏切ります。

24 人の子は、自分について書かれているとおりに去って行きます。しかし、人の子を裏切るその

人はわざわいです。そういう人は、生まれて来なければよかったのです。」

25 すると、イエスを裏切ろうとしていたユダが「先生、まさか私ではないでしょう」と言った。

イエスは彼に「いや、そうだ」と言われた。

26 また、一同が食事をしているとき、イエスはパンを取り、神をほめたたえてこれを裂き、弟子

たちに与えて言われた。「取って食べなさい。これはわたしのからだです。」

27 また、杯を取り、感謝の祈りをささげた後、こう言って彼らにお与えになった。「みな、この

杯から飲みなさい。

28 これは多くの人のために、罪の赦しのために流される、わたしの契約の血です。

29 わたしはあなたがたに言います。今から後、わたしの父の御国であなたがたと新しく飲むその

日まで、わたしがぶどうの実からできた物を飲むことは決してありません。」

30 そして、彼らは賛美の歌を歌ってからオリーブ山へ出かけた。

31 そのとき、イエスは弟子たちに言われた。「あなたがたはみな、今夜わたしにつまずきます。

『わたしは羊飼いを打つ。 すると、羊の群れは散らされる』 と書いてあるからです。

32 しかしわたしは、よみがえった後、あなたがたより先にガリラヤへ行きます。」

33 すると、ペテロがイエスに答えた。「たとえ皆があなたにつまずいても、私は決してつまずき

ません。」

34 イエスは彼に言われた。「まことに、あなたに言います。あなたは今夜、鶏が鳴く前に三度わ

たしを知らないと言います。」

35 ペテロは言った。「たとえ、あなたと一緒に死ななければならないとしても、あなたを知らな

いなどとは決して申しません。」弟子たちはみな同じように言った。



36 それから、イエスは弟子たちと一緒にゲツセマネという場所に来て、彼らに「わたしがあそこ

に行って祈っている間、ここに座っていなさい」と言われた。

37 そして、ペテロとゼベダイの子二人を一緒に連れて行かれたが、イエスは悲しみもだえ始めら

れた。

38 そのとき、イエスは彼らに言われた。「わたしは悲しみのあまり死ぬほどです。ここにいて、

わたしと一緒に目を覚ましていなさい。」

39 それからイエスは少し進んで行って、ひれ伏して祈られた。「わが父よ、できることなら、こ

の杯をわたしから過ぎ去らせてください。しかし、わたしが望むようにではなく、あなたが望

まれるままに、なさってください。」

40 それから、イエスは弟子たちのところに戻って来て、彼らが眠っているのを見、ペテロに言わ

れた。「あなたがたはこのように、一時間でも、わたしとともに目を覚ましていられなかった

のですか。

41 誘惑に陥らないように、目を覚まして祈っていなさい。霊は燃えていても肉は弱いのです。」

42 イエスは再び二度目に離れて行って、「わが父よ。わたしが飲まなければこの杯が過ぎ去らな

いのであれば、あなたのみこころがなりますように」と祈られた。

43 イエスが再び戻ってご覧になると、弟子たちは眠っていた。まぶたが重くなっていたのであ

る。

44 イエスは、彼らを残して再び離れて行き、もう一度同じことばで三度目の祈りをされた。

45 それから、イエスは弟子たちのところに来て言われた。「まだ眠って休んでいるのですか。見

なさい。時が来ました。人の子は罪人たちの手に渡されます。

46 立ちなさい。さあ、行こう。見なさい。わたしを裏切る者が近くに来ています。」

47 イエスがまだ話しておられるうちに、見よ、十二人の一人のユダがやって来た。祭司長たちや

民の長老たちから差し向けられ、剣や棒を手にした大勢の群衆も一緒であった。

48 イエスを裏切ろうとしていた者は彼らと合図を決め、「私が口づけをするのが、その人だ。そ

の人を捕まえるのだ」と言っておいた。

49 それで彼はすぐにイエスに近づき、「先生、こんばんは」と言って口づけした。

50 イエスは彼に「友よ、あなたがしようとしていることをしなさい」と言われた。そのとき人々

は近寄り、イエスに手をかけて捕らえた。

51 すると、イエスと一緒にいた者たちの一人が、見よ、手を伸ばして剣を抜き、大祭司のしもべ

に切りかかり、その耳を切り落とした。

52 そのとき、イエスは彼に言われた。「剣をもとに収めなさい。剣を取る者はみな剣で滅びま

す。

53 それとも、わたしが父にお願いして、十二軍団よりも多くの御使いを、今すぐわたしの配下に

置いていただくことが、できないと思うのですか。

54 しかし、それでは、こうならなければならないと書いてある聖書が、どのようにして成就する

のでしょう。」

55 また、そのとき群衆に言われた。「まるで強盗にでも向かうように、剣や棒を持ってわたしを

捕らえに来たのですか。わたしは毎日、宮で座って教えていたのに、あなたがたはわたしを捕

らえませんでした。



56 しかし、このすべてのことが起こったのは、預言者たちの書が成就するためです。」そのと

き、弟子たちはみなイエスを見捨てて逃げてしまった。

57 人々はイエスを捕らえると、大祭司カヤパのところに連れて行った。そこには律法学者たち、

長老たちが集まっていた。

58 ペテロは、遠くからイエスの後について、大祭司の家の中庭まで行った。そして中に入り、成

り行きを見ようと下役たちと一緒に座った。

59 さて、祭司長たちと最高法院全体は、イエスを死刑にするためにイエスに不利な偽証を得よう

とした。

60 多くの偽証人が出て来たが、証拠は得られなかった。しかし、最後に二人の者が進み出て、

61 こう言った。「この人は、『わたしは神の神殿を壊して、それを三日で建て直すことができ

る』と言いました。」

62 そこで大祭司が立ち上がり、イエスに言った。「何も答えないのか。この人たちがおまえに不

利な証言をしているのは、どういうことか。」

63 しかし、イエスは黙っておられた。そこで大祭司はイエスに言った。「私は生ける神によって

おまえに命じる。おまえは神の子キリストなのか、答えよ。」

64 イエスは彼に言われた。「あなたが言ったとおりです。しかし、わたしはあなたがたに言いま

す。あなたがたは今から後に、人の子が力ある方の右の座に着き、そして天の雲とともに来る

のを見ることになります。」

65 すると、大祭司は自分の衣を引き裂いて言った。「この男は神を冒瀆した。なぜこれ以上、証

人が必要か。なんと、あなたがたは今、神を冒瀆することばを聞いたのだ。

66 どう思うか。」すると彼らは「彼は死に値する」と答えた。

67 それから彼らはイエスの顔に唾をかけ、拳で殴った。また、ある者たちはイエスを平手で打っ

て、

68 「当ててみろ、キリスト。おまえを打ったのはだれだ」と言った。

69 ペテロは外の中庭に座っていた。すると召使いの女が一人近づいて来て言った。「あなたもガ

リラヤ人イエスと一緒にいましたね。」

70 ペテロは皆の前で否定し、「何を言っているのか、私には分からない」と言った。

71 そして入り口まで出て行くと、別の召使いの女が彼を見て、そこにいる人たちに言った。「こ

の人はナザレ人イエスと一緒にいました。」

72 ペテロは誓って、「そんな人は知らない」と再び否定した。

73 しばらくすると、立っていた人たちがペテロに近寄って来て言った。「確かに、あなたもあの

人たちの仲間だ。ことばのなまりで分かる。」

74 するとペテロは、噓ならのろわれてもよいと誓い始め、「そんな人は知らない」と言った。す

ると、すぐに鶏が鳴いた。

75 ペテロは、「鶏が鳴く前に、あなたは三度わたしを知らないと言います」と言われたイエスの

ことばを思い出した。そして、外に出て行って激しく泣いた。

第27章

1 さて夜が明けると、祭司長たちと民の長老たちは全員で、イエスを死刑にするために協議し

た。



2 そしてイエスを縛って連れ出し、総督ピラトに引き渡した。

3 そのころ、イエスを売ったユダはイエスが死刑に定められたのを知って後悔し、銀貨三十枚を

祭司長たちと長老たちに返して、言った。

4 「私は無実の人の血を売って罪を犯しました。」しかし、彼らは言った。「われわれの知った

ことか。自分で始末することだ。」

5 そこで、彼は銀貨を神殿に投げ込んで立ち去った。そして出て行って首をつった。

6 祭司長たちは銀貨を取って、言った。「これは血の代価だから、神殿の金庫に入れることは許

されない。」

7 そこで彼らは相談し、その金で陶器師の畑を買って、異国人のための墓地にした。

8 このため、その畑は今日まで血の畑と呼ばれている。

9 そのとき、預言者エレミヤを通して語られたことが成就した。「彼らは銀貨三十枚を取った。

イスラエルの子らに値積もりされた人の価である。

10 主が私に命じられたように、彼らはその金を払って陶器師の畑を買い取った。」

11 さて、イエスは総督の前に立たれた。総督はイエスに尋ねた。「あなたはユダヤ人の王なの

か。」イエスは言われた。「あなたがそう言っています。」

12 しかし、祭司長たちや長老たちが訴えている間は、何もお答えにならなかった。

13 そのとき、ピラトはイエスに言った。「あんなにも、あなたに不利な証言をしているのが聞こ

えないのか。」

14 それでもイエスは、どのような訴えに対しても一言もお答えにならなかった。それには総督も

非常に驚いた。

15 ところで、総督は祭りのたびに、群衆のため彼らが望む囚人を一人釈放することにしていた。

16 そのころ、バラバ・イエスという、名の知れた囚人が捕らえられていた。

17 それで、人々が集まったとき、ピラトは言った。「おまえたちはだれを釈放してほしいのか。

バラバ・イエスか、それともキリストと呼ばれているイエスか。」

18 ピラトは、彼らがねたみからイエスを引き渡したことを知っていたのである。

19 ピラトが裁判の席に着いているときに、彼の妻が彼のもとに人を遣わして言った。「あの正し

い人と関わらないでください。あの人のことで、私は今日、夢でたいへん苦しい目にあいまし

たから。」

20 しかし祭司長たちと長老たちは、バラバの釈放を要求してイエスは殺すよう、群衆を説得し

た。

21 総督は彼らに言った。「おまえたちは二人のうちどちらを釈放してほしいのか。」彼らは言っ

た。「バラバだ。」

22 ピラトは彼らに言った。「では、キリストと呼ばれているイエスを私はどのようにしよう

か。」彼らはみな言った。「十字架につけろ。」

23 ピラトは言った。「あの人がどんな悪いことをしたのか。」しかし、彼らはますます激しく叫

び続けた。「十字架につけろ。」

24 ピラトは、語ることが何の役にも立たず、かえって暴動になりそうなのを見て、水を取り、群

衆の目の前で手を洗って言った。「この人の血について私には責任がない。おまえたちで始末

するがよい。」

25 すると、民はみな答えた。「その人の血は私たちや私たちの子どもらの上に。」



26 そこでピラトは彼らのためにバラバを釈放し、イエスはむちで打ってから、十字架につけるた

めに引き渡した。

27 それから、総督の兵士たちはイエスを総督官邸の中に連れて行き、イエスの周りに全部隊を集

めた。

28 そしてイエスが着ていた物を脱がせて、緋色のマントを着せた。

29 それから彼らは茨で冠を編んでイエスの頭に置き、右手に葦の棒を持たせた。そしてイエスの

前にひざまずき、「ユダヤ人の王様、万歳」と言って、からかった。

30 またイエスに唾をかけ、葦の棒を取り上げて頭をたたいた。

31 こうしてイエスをからかってから、マントを脱がせて元の衣を着せ、十字架につけるために連

れ出した。

32 兵士たちが出て行くと、シモンという名のクレネ人に出会った。彼らはこの人に、イエスの十

字架を無理やり背負わせた。

33 ゴルゴタと呼ばれている場所、すなわち「どくろの場所」に来ると、

34 彼らはイエスに、苦みを混ぜたぶどう酒を飲ませようとした。イエスはそれをなめただけで、

飲もうとはされなかった。

35 彼らはイエスを十字架につけてから、くじを引いてその衣を分けた。

36 それから腰を下ろし、そこでイエスを見張っていた。

37 彼らは、「これはユダヤ人の王イエスである」と書かれた罪状書きをイエスの頭の上に掲げ

た。

38 そのとき、イエスと一緒に二人の強盗が、一人は右に、一人は左に、十字架につけられてい

た。

39 通りすがりの人たちは、頭を振りながらイエスをののしった。

40 「神殿を壊して三日で建てる人よ、もしおまえが神の子なら自分を救ってみろ。そして十字架

から降りて来い。」

41 同じように祭司長たちも、律法学者たち、長老たちと一緒にイエスを嘲って言った。

42 「他人は救ったが、自分は救えない。彼はイスラエルの王だ。今、十字架から降りてもらお

う。そうすれば信じよう。

43 彼は神に拠り頼んでいる。神のお気に入りなら、今、救い出してもらえ。『わたしは神の子

だ』と言っているのだから。」

44 イエスと一緒に十字架につけられた強盗たちも、同じようにイエスをののしった。

45 さて、十二時から午後三時まで闇が全地をおおった。

46 三時ごろ、イエスは大声で叫ばれた。「エリ、エリ、レマ、サバクタニ。」これは、「わが

神、わが神、どうしてわたしをお見捨てになったのですか」という意味である。

47 そこに立っていた人たちの何人かが、これを聞いて言った。「この人はエリヤを呼んでい

る。」

48 そのうちの一人がすぐに駆け寄り、海綿を取ってそれに酸いぶどう酒を含ませ、葦の棒に付け

てイエスに飲ませようとした。

49 ほかの者たちは「待て。エリヤが救いに来るか見てみよう」と言った。

50 しかし、イエスは再び大声で叫んで霊を渡された。



51 すると見よ、神殿の幕が上から下まで真っ二つに裂けた。地が揺れ動き、岩が裂け、

52 墓が開いて、眠りについていた多くの聖なる人々のからだが生き返った。

53 彼らはイエスの復活の後で、墓から出て来て聖なる都に入り、多くの人に現れた。

54 百人隊長や一緒にイエスを見張っていた者たちは、地震やいろいろな出来事を見て、非常に恐

れて言った。「この方は本当に神の子であった。」

55 また、そこには大勢の女たちがいて、遠くから見ていた。ガリラヤからイエスについて来て仕

えていた人たちである。

56 その中にはマグダラのマリア、ヤコブとヨセフの母マリア、ゼベダイの子たちの母がいた。

57 夕方になり、アリマタヤ出身で金持ちの、ヨセフという名の人が来た。彼自身もイエスの弟子

になっていた。

58 この人がピラトのところに行って、イエスのからだの下げ渡しを願い出た。そこでピラトは渡

すように命じた。

59 ヨセフはからだを受け取ると、きれいな亜麻布に包み、

60 岩を掘って造った自分の新しい墓に納めた。そして墓の入り口に大きな石を転がしておいて、

立ち去った。

61 マグダラのマリアともう一人のマリアはそこにいて、墓の方を向いて座っていた。

62 明くる日、すなわち、備え日の翌日、祭司長たちとパリサイ人たちはピラトのところに集まっ

て、

63 こう言った。「閣下。人を惑わすあの男がまだ生きていたとき、『わたしは三日後によみがえ

る』と言っていたのを、私たちは思い出しました。

64 ですから、三日目まで墓の番をするように命じてください。そうでないと弟子たちが来て、彼

を盗み出し、『死人の中からよみがえった』と民に言うかもしれません。そうなると、この惑

わしのほうが、前の惑わしよりもひどいものになります。」

65 ピラトは彼らに言った。「番兵を出してやろう。行って、できるだけしっかりと番をするがよ

い。」

66 そこで彼らは行って番兵たちとともに石に封印をし、墓の番をした。

第28章

1 さて、安息日が終わって週の初めの日の明け方、マグダラのマリアともう一人のマリアが墓を

見に行った。

2 すると見よ、大きな地震が起こった。主の使いが天から降りて来て石をわきに転がし、その上

に座ったからである。

3 その姿は稲妻のようで、衣は雪のように白かった。

4 その恐ろしさに番兵たちは震え上がり、死人のようになった。

5 御使いは女たちに言った。「あなたがたは、恐れることはありません。十字架につけられたイ

エスを捜しているのは分かっています。

6 ここにはおられません。前から言っておられたとおり、よみがえられたのです。さあ、納めら

れていた場所を見なさい。



7 そして、急いで行って弟子たちに伝えなさい。『イエスは死人の中からよみがえられました。

そして、あなたがたより先にガリラヤに行かれます。そこでお会いできます』と。いいです

か、私は確かにあなたがたに伝えました。」

8 彼女たちは恐ろしくはあったが大いに喜んで、急いで墓から立ち去り、弟子たちに知らせよう

と走って行った。

9 すると見よ、イエスが「おはよう」と言って彼女たちの前に現れた。彼女たちは近寄ってその

足を抱き、イエスを拝した。

10 イエスは言われた。「恐れることはありません。行って、わたしの兄弟たちに、ガリラヤに行

くように言いなさい。そこでわたしに会えます。」

11 彼女たちが行き着かないうちに、番兵たちが何人か都に戻って、起こったことをすべて祭司長

たちに報告した。

12 そこで祭司長たちは長老たちとともに集まって協議し、兵士たちに多額の金を与えて、

13 こう言った。「『弟子たちが夜やって来て、われわれが眠っている間にイエスを盗んで行っ

た』と言いなさい。

14 もしこのことが総督の耳に入っても、私たちがうまく説得して、あなたがたには心配をかけな

いようにするから。」

15 そこで、彼らは金をもらって、言われたとおりにした。それで、この話は今日までユダヤ人の

間に広まっている。

16 さて、十一人の弟子たちはガリラヤに行き、イエスが指示された山に登った。

17 そしてイエスに会って礼拝した。ただし、疑う者たちもいた。

18 イエスは近づいて来て、彼らにこう言われた。「わたしには天においても地においても、すべ

ての権威が与えられています。

19 ですから、あなたがたは行って、あらゆる国の人々を弟子としなさい。父、子、聖霊の名にお

いて彼らにバプテスマを授け、

20 わたしがあなたがたに命じておいた、すべてのことを守るように教えなさい。見よ。わたしは

世の終わりまで、いつもあなたがたとともにいます。」



マルコによる福音書

Mark

第1章

1 神の子、イエス・キリストの福音のはじめ。

2 預言者イザヤの書にこのように書かれている。 「見よ。わたしは、わたしの使いを あなたの

前に遣わす。 彼はあなたの道を備える。

3 荒野で叫ぶ者の声がする。 『主の道を用意せよ。 主の通られる道をまっすぐにせよ。』」 そ

のとおりに、

4 バプテスマのヨハネが荒野に現れ、罪の赦しに導く悔い改めのバプテスマを宣べ伝えた。

5 ユダヤ地方の全域とエルサレムの住民はみな、ヨハネのもとにやって来て、自分の罪を告白

し、ヨルダン川で彼からバプテスマを受けていた。

6 ヨハネはらくだの毛の衣を着て、腰に革の帯を締め、いなごと野蜜を食べていた。

7 ヨハネはこう宣べ伝えた。「私よりも力のある方が私の後に来られます。私には、かがんでそ

の方の履き物のひもを解く資格もありません。

8 私はあなたがたに水でバプテスマを授けましたが、この方は聖霊によってバプテスマをお授け

になります。」

9 そのころ、イエスはガリラヤのナザレからやって来て、ヨルダン川でヨハネからバプテスマを

受けられた。

10 イエスは、水の中から上がるとすぐに、天が裂けて御霊が鳩のようにご自分に降って来るのを

ご覧になった。

11 すると天から声がした。「あなたはわたしの愛する子。わたしはあなたを喜ぶ。」

12 それからすぐに、御霊はイエスを荒野に追いやられた。

13 イエスは四十日間荒野にいて、サタンの試みを受けられた。イエスは野の獣とともにおられ、

御使いたちが仕えていた。

14 ヨハネが捕らえられた後、イエスはガリラヤに行き、神の福音を宣べ伝えて言われた。

15 「時が満ち、神の国が近づいた。悔い改めて福音を信じなさい。」

16 イエスはガリラヤ湖のほとりを通り、シモンとシモンの兄弟アンデレが、湖で網を打っている

のをご覧になった。彼らは漁師であった。

17 イエスは彼らに言われた。「わたしについて来なさい。人間をとる漁師にしてあげよう。」

18 すると、彼らはすぐに網を捨てて、イエスに従った。

19 また少し先に行き、ゼベダイの子ヤコブと、その兄弟ヨハネをご覧になった。彼らは舟の中で

網を繕っていた。

20 イエスはすぐに彼らをお呼びになった。すると彼らは、父ゼベダイを雇い人たちとともに舟に

残して、イエスの後について行った。

21 それから、一行はカペナウムに入った。イエスはさっそく、安息日に会堂に入って教えられ

た。



22 人々はその教えに驚いた。イエスが、律法学者たちのようにではなく、権威ある者として教え

られたからである。

23 ちょうどそのとき、汚れた霊につかれた人がその会堂にいて、こう叫んだ。

24 「ナザレの人イエスよ、私たちと何の関係があるのですか。私たちを滅ぼしに来たのですか。

私はあなたがどなたなのか知っています。神の聖者です。」

25 イエスは彼を叱って、「黙れ。この人から出て行け」と言われた。

26 すると、汚れた霊はその人を引きつけさせ、大声をあげて、その人から出て行った。

27 人々はみな驚いて、互いに論じ合った。「これは何だ。権威ある新しい教えだ。この方が汚れ

た霊にお命じになると、彼らは従うのだ。」

28 こうして、イエスの評判はすぐに、ガリラヤ周辺の全域、いたるところに広まった。

29 一行は会堂を出るとすぐに、シモンとアンデレの家に入った。ヤコブとヨハネも一緒であっ

た。

30 シモンの姑が熱を出して横になっていたので、人々はさっそく、彼女のことをイエスに知らせ

た。

31 イエスはそばに近寄り、手を取って起こされた。すると熱がひいた。彼女は人々をもてなし

た。

32 夕方になり日が沈むと、人々は病人や悪霊につかれた人をみな、イエスのもとに連れて来た。

33 こうして町中の人が戸口に集まって来た。

34 イエスは、様々な病気にかかっている多くの人を癒やされた。また、多くの悪霊を追い出し、

悪霊どもがものを言うのをお許しにならなかった。彼らがイエスのことを知っていたからであ

る。

35 さて、イエスは朝早く、まだ暗いうちに起きて寂しいところに出かけて行き、そこで祈ってお

られた。

36 すると、シモンとその仲間たちがイエスの後を追って来て、

37 彼を見つけ、「皆があなたを捜しています」と言った。

38 イエスは彼らに言われた。「さあ、近くにある別の町や村へ行こう。わたしはそこでも福音を

伝えよう。そのために、わたしは出て来たのだから。」

39 こうしてイエスは、ガリラヤ全域にわたって、彼らの会堂で宣べ伝え、悪霊を追い出しておら

れた。

40 さて、ツァラアトに冒された人がイエスのもとに来て、ひざまずいて懇願した。「お心一つ

で、私をきよくすることがおできになります。」

41 イエスは深くあわれみ、手を伸ばして彼にさわり、「わたしの心だ。きよくなれ」と言われ

た。

42 すると、すぐにツァラアトが消えて、その人はきよくなった。

43 イエスは彼を厳しく戒めて、すぐに立ち去らせた。

44 そのとき彼にこう言われた。「だれにも何も話さないように気をつけなさい。ただ行って、自

分を祭司に見せなさい。そして、人々への証しのために、モーセが命じた物をもって、あなた

のきよめのささげ物をしなさい。」

45 ところが、彼は出て行ってふれ回り、この出来事を言い広め始めた。そのため、イエスはもは

や表立って町に入ることができず、町の外の寂しいところにおられた。しかし、人々はいたる



ところからイエスのもとにやって来た。

第2章

1 数日たって、イエスが再びカペナウムに来られると、家におられることが知れ渡った。

2 それで多くの人が集まったため、戸口のところまで隙間もないほどになった。イエスは、この

人たちにみことばを話しておられた。

3 すると、人々が一人の中風の人を、みもとに連れて来た。彼は四人の人に担がれていた。

4 彼らは群衆のためにイエスに近づくことができなかったので、イエスがおられるあたりの屋根

をはがし、穴を開けて、中風の人が寝ている寝床をつり降ろした。

5 イエスは彼らの信仰を見て、中風の人に「子よ、あなたの罪は赦された」と言われた。

6 ところが、律法学者が何人かそこに座っていて、心の中であれこれと考えた。

7 「この人は、なぜこのようなことを言うのか。神を冒瀆している。神おひとりのほかに、だれ

が罪を赦すことができるだろうか。」

8 彼らが心のうちでこのようにあれこれと考えているのを、イエスはすぐにご自分の霊で見抜い

て言われた。「なぜ、あなたがたは心の中でそんなことを考えているのか。

9 中風の人に『あなたの罪は赦された』と言うのと、『起きて、寝床をたたんで歩け』と言うの

と、どちらが易しいか。

10 しかし、人の子が地上で罪を赦す権威を持っていることを、あなたがたが知るために──。」そ

う言って、中風の人に言われた。

11 「あなたに言う。起きなさい。寝床を担いで、家に帰りなさい。」

12 すると彼は立ち上がり、すぐに寝床を担ぎ、皆の前を出て行った。それで皆は驚き、「こんな

ことは、いまだかつて見たことがない」と言って神をあがめた。

13 イエスはまた湖のほとりへ出て行かれた。すると群衆がみな、みもとにやって来たので、彼ら

に教えられた。

14 イエスは道を通りながら、アルパヨの子レビが収税所に座っているのを見て、「わたしについ

て来なさい」と言われた。すると、彼は立ち上がってイエスに従った。

15 それからイエスは、レビの家で食卓に着かれた。取税人たちや罪人たちも大勢、イエスや弟子

たちとともに食卓に着いていた。大勢の人々がいて、イエスに従っていたのである。

16 パリサイ派の律法学者たちは、イエスが罪人や取税人たちと一緒に食事をしているのを見て、

弟子たちに言った。「なぜ、あの人は取税人や罪人たちと一緒に食事をするのですか。」

17 これを聞いて、イエスは彼らにこう言われた。「医者を必要とするのは、丈夫な人ではなく病

人です。わたしが来たのは、正しい人を招くためではなく、罪人を招くためです。」

18 さて、ヨハネの弟子たちとパリサイ人たちは、断食をしていた。そこで、人々はイエスのもと

に来て言った。「ヨハネの弟子たちやパリサイ人の弟子たちは断食をしているのに、なぜあな

たの弟子たちは断食をしないのですか。」

19 イエスは彼らに言われた。「花婿に付き添う友人たちは、花婿が一緒にいる間、断食できるで

しょうか。花婿が一緒にいる間は、断食できないのです。

20 しかし、彼らから花婿が取り去られる日が来ます。その日には断食をします。



21 だれも、真新しい布切れで古い衣に継ぎを当てたりはしません。そんなことをすれば、継ぎ切

れが衣を、新しいものが古いものを引き裂き、破れはもっとひどくなります。

22 まただれも、新しいぶどう酒を古い皮袋に入れたりはしません。そんなことをすれば、ぶどう

酒は皮袋を裂き、ぶどう酒も皮袋もだめになります。新しいぶどう酒は新しい皮袋に入れるも

のです。」

23 ある安息日に、イエスが麦畑を通っておられたときのことである。弟子たちは、道を進みなが

ら穂を摘み始めた。

24 すると、パリサイ人たちがイエスに言った。「ご覧なさい。なぜ彼らは、安息日にしてはなら

ないことをするのですか。」

25 イエスは言われた。「ダビデと供の者たちが食べ物がなくて空腹になったとき、ダビデが何を

したか、読んだことがないのですか。

26 大祭司エブヤタルのころ、どのようにして、ダビデが神の家に入り、祭司以外の人が食べては

ならない臨在のパンを食べて、一緒にいた人たちにも与えたか、読んだことがないのです

か。」

27 そして言われた。「安息日は人のために設けられたのです。人が安息日のために造られたので

はありません。

28 ですから、人の子は安息日にも主です。」

第3章

1 イエスは再び会堂に入られた。そこに片手の萎えた人がいた。

2 人々は、イエスがこの人を安息日に治すかどうか、じっと見ていた。イエスを訴えるためであ

った。

3 イエスは、片手の萎えたその人に言われた。「真ん中に立ちなさい。」

4 それから彼らに言われた。「安息日に律法にかなっているのは、善を行うことですか、それと

も悪を行うことですか。いのちを救うことですか、それとも殺すことですか。」彼らは黙って

いた。

5 イエスは怒って彼らを見回し、その心の頑なさを嘆き悲しみながら、その人に「手を伸ばしな

さい」と言われた。彼が手を伸ばすと、手は元どおりになった。

6 パリサイ人たちは出て行ってすぐに、ヘロデ党の者たちと一緒に、どうやってイエスを殺そう

かと相談し始めた。

7 それから、イエスは弟子たちとともに湖の方に退かれた。すると、ガリラヤから出て来た非常

に大勢の人々がついて来た。また、ユダヤから、

8 エルサレムから、イドマヤから、ヨルダンの川向こうや、ツロ、シドンのあたりからも、非常

に大勢の人々が、イエスが行っておられることを聞いて、みもとにやって来た。

9 イエスは、群衆が押し寄せて来ないように、ご自分のために小舟を用意しておくよう、弟子た

ちに言われた。

10 イエスが多くの人を癒やされたので、病気に悩む人たちがみな、イエスにさわろうとして、み

もとに押し寄せて来たのである。

11 汚れた霊どもは、イエスを見るたびに御前にひれ伏して「あなたは神の子です」と叫んだ。

12 イエスはご自分のことを知らせないよう、彼らを厳しく戒められた。



13 さて、イエスが山に登り、ご自分が望む者たちを呼び寄せられると、彼らはみもとに来た。

14 イエスは十二人を任命し、彼らを使徒と呼ばれた。それは、彼らをご自分のそばに置くため、

また彼らを遣わして宣教をさせ、

15 彼らに悪霊を追い出す権威を持たせるためであった。

16 こうしてイエスは十二人を任命された。シモンにはペテロという名をつけ、

17 ゼベダイの子ヤコブと、ヤコブの兄弟ヨハネ、この二人にはボアネルゲ、すなわち、雷の子と

いう名をつけられた。

18 さらに、アンデレ、ピリポ、バルトロマイ、マタイ、トマス、アルパヨの子ヤコブ、タダイ、

熱心党のシモン、

19 イスカリオテのユダを任命された。このユダがイエスを裏切ったのである。

20 さて、イエスは家に戻られた。すると群衆が再び集まって来たので、イエスと弟子たちは食事

をする暇もなかった。

21 これを聞いて、イエスの身内の者たちはイエスを連れ戻しに出かけた。人々が「イエスはおか

しくなった」と言っていたからである。

22 また、エルサレムから下って来た律法学者たちも、「彼はベルゼブルにつかれている」とか、

「悪霊どものかしらによって、悪霊どもを追い出している」と言っていた。

23 そこでイエスは彼らを呼び寄せて、たとえで語られた。「どうしてサタンがサタンを追い出せ

るのですか。

24 もし国が内部で分裂したら、その国は立ち行きません。

25 もし家が内部で分裂したら、その家は立ち行きません。

26 もし、サタンが自らに敵対して立ち、分裂したら、立ち行かずに滅んでしまいます。

27 まず強い者を縛り上げなければ、だれも、強い者の家に入って、家財を略奪することはできま

せん。縛り上げれば、その家を略奪できます。

28 まことに、あなたがたに言います。人の子らは、どんな罪も赦していただけます。また、どれ

ほど神を冒瀆することを言っても、赦していただけます。

29 しかし聖霊を冒瀆する者は、だれも永遠に赦されず、永遠の罪に定められます。」

30 このように言われたのは、彼らが、「イエスは汚れた霊につかれている」と言っていたからで

ある。

31 さて、イエスの母と兄弟たちがやって来て、外に立ち、人を送ってイエスを呼んだ。

32 大勢の人がイエスを囲んで座っていた。彼らは「ご覧ください。あなたの母上と兄弟姉妹方

が、あなたを捜して外に来ておられます」と言った。

33 すると、イエスは彼らに答えて「わたしの母、わたしの兄弟とはだれでしょうか」と言われ

た。

34 そして、ご自分の周りに座っている人たちを見回して言われた。「ご覧なさい。わたしの母、

わたしの兄弟です。

35 だれでも神のみこころを行う人、その人がわたしの兄弟、姉妹、母なのです。」



第4章

1 イエスは、再び湖のほとりで教え始められた。非常に多くの群衆がみもとに集まったので、イ

エスは湖で、舟に乗って腰を下ろされた。群衆はみな、湖の近くの陸地にいた。

2 イエスは、多くのことをたとえによって教えられた。その教えの中でこう言われた。

3 「よく聞きなさい。種を蒔く人が種蒔きに出かけた。

4 蒔いていると、ある種が道端に落ちた。すると、鳥が来て食べてしまった。

5 また、別の種は土の薄い岩地に落ちた。土が深くなかったのですぐに芽を出したが、

6 日が昇るとしおれ、根づかずに枯れてしまった。

7 また、別の種は茨の中に落ちた。すると、茨が伸びてふさいでしまったので、実を結ばなかっ

た。

8 また、別の種は良い地に落ちた。すると芽生え、育って実を結び、三十倍、六十倍、百倍にな

った。」

9 そしてイエスは言われた。「聞く耳のある者は聞きなさい。」

10 さて、イエスだけになったとき、イエスの周りにいた人たちが、十二人とともに、これらのた

とえのことを尋ねた。

11 そこで、イエスは言われた。「あなたがたには神の国の奥義が与えられていますが、外の人た

ちには、すべてがたとえで語られるのです。

12 それはこうあるからです。 『彼らは、見るには見るが知ることはなく、 聞くには聞くが悟る

ことはない。 彼らが立ち返って赦されることのないように。』」

13 そして、彼らにこう言われた。「このたとえが分からないのですか。そんなことで、どうして

すべてのたとえが理解できるでしょうか。

14 種蒔く人は、みことばを蒔くのです。

15 道端に蒔かれたものとは、こういう人たちのことです。みことばが蒔かれて彼らが聞くと、す

ぐにサタンが来て、彼らに蒔かれたみことばを取り去ります。

16 岩地に蒔かれたものとは、こういう人たちのことです。みことばを聞くと、すぐに喜んで受け

入れますが、

17 自分の中に根がなく、しばらく続くだけです。後で、みことばのために困難や迫害が起こる

と、すぐにつまずいてしまいます。

18 もう一つの、茨の中に蒔かれたものとは、こういう人たちのことです。みことばを聞いたの

に、

19 この世の思い煩いや、富の惑わし、そのほかいろいろな欲望が入り込んでみことばをふさぐの

で、実を結ぶことができません。

20 良い地に蒔かれたものとは、みことばを聞いて受け入れ、三十倍、六十倍、百倍の実を結ぶ人

たちのことです。」

21 イエスはまた彼らに言われた。「明かりを持って来るのは、升の下や寝台の下に置くためでし

ょうか。燭台の上に置くためではありませんか。

22 隠れているもので、あらわにされないものはなく、秘められたもので、明らかにされないもの

はありません。

23 聞く耳があるなら、聞きなさい。」



24 また彼らに言われた。「聞いていることに注意しなさい。あなたがたは、自分が量るその秤で

自分にも量り与えられ、その上に増し加えられます。

25 持っている人はさらに与えられ、持っていない人は、持っているものまで取り上げられてしま

うからです。」

26 またイエスは言われた。「神の国はこのようなものです。人が地に種を蒔くと、

27 夜昼、寝たり起きたりしているうちに種は芽を出して育ちますが、どのようにしてそうなるの

か、その人は知りません。

28 地はひとりでに実をならせ、初めに苗、次に穂、次に多くの実が穂にできます。

29 実が熟すと、すぐに鎌を入れます。収穫の時が来たからです。」

30 またイエスは言われた。「神の国はどのようにたとえたらよいでしょうか。どんなたとえで説

明できるでしょうか。

31 それはからし種のようなものです。地に蒔かれるときは、地の上のどんな種よりも小さいので

すが、

32 蒔かれると、生長してどんな野菜よりも大きくなり、大きな枝を張って、その陰に空の鳥が巣

を作れるほどになります。」

33 イエスは、このような多くのたとえをもって、彼らの聞く力に応じてみことばを話された。

34 たとえを使わずに話されることはなかった。ただ、ご自分の弟子たちには、彼らだけがいると

きに、すべてのことを解き明かされた。

35 さてその日、夕方になって、イエスは弟子たちに「向こう岸へ渡ろう」と言われた。

36 そこで弟子たちは群衆を後に残して、イエスを舟に乗せたままお連れした。ほかの舟も一緒に

行った。

37 すると、激しい突風が起こって波が舟の中にまで入り、舟は水でいっぱいになった。

38 ところがイエスは、船尾で枕をして眠っておられた。弟子たちはイエスを起こして、「先生。

私たちが死んでも、かまわないのですか」と言った。

39 イエスは起き上がって風を叱りつけ、湖に「黙れ、静まれ」と言われた。すると風はやみ、す

っかり凪になった。

40 イエスは彼らに言われた。「どうして怖がるのですか。まだ信仰がないのですか。」

41 彼らは非常に恐れて、互いに言った。「風や湖までが言うことを聞くとは、いったいこの方は

どなたなのだろうか。」

第5章

1 こうして一行は、湖の向こう岸、ゲラサ人の地に着いた。

2 イエスが舟から上がられるとすぐに、汚れた霊につかれた人が、墓場から出て来てイエスを迎

えた。

3 この人は墓場に住みついていて、もはやだれも、鎖を使ってでも、彼を縛っておくことができ

なかった。

4 彼はたびたび足かせと鎖でつながれたが、鎖を引きちぎり、足かせも砕いてしまい、だれにも

彼を押さえることはできなかった。

5 それで、夜も昼も墓場や山で叫び続け、石で自分のからだを傷つけていたのである。



6 彼は遠くからイエスを見つけ、走って来て拝した。

7 そして大声で叫んで言った。「いと高き神の子イエスよ、私とあなたに何の関係があるのです

か。神によってお願いします。私を苦しめないでください。」

8 イエスが、「汚れた霊よ、この人から出て行け」と言われたからである。

9 イエスが「おまえの名は何か」とお尋ねになると、彼は「私の名はレギオンです。私たちは大

勢ですから」と言った。

10 そして、自分たちをこの地方から追い出さないでください、と懇願した。

11 ところで、そこの山腹では、おびただしい豚の群れが飼われていた。

12 彼らはイエスに懇願して言った。「私たちが豚に入れるように、豚の中に送ってください。」

13 イエスはそれを許された。そこで、汚れた霊どもは出て行って豚に入った。すると、二千匹ほ

どの豚の群れが崖を下って湖へなだれ込み、その湖でおぼれて死んだ。

14 豚を飼っていた人たちは逃げ出して、町や里でこのことを伝えた。人々は、何が起こったのか

を見ようとやって来た。

15 そしてイエスのところに来ると、悪霊につかれていた人、すなわち、レギオンを宿していた人

が服を着て、正気に返って座っているのを見て、恐ろしくなった。

16 見ていた人たちは、悪霊につかれていた人に起こったことや豚のことを、人々に詳しく話して

聞かせた。

17 すると人々はイエスに、この地方から出て行ってほしいと懇願した。

18 イエスが舟に乗ろうとされると、悪霊につかれていた人がお供させてほしいとイエスに願っ

た。

19 しかし、イエスはお許しにならず、彼にこう言われた。「あなたの家、あなたの家族のところ

に帰りなさい。そして、主があなたに、どんなに大きなことをしてくださったか、どんなにあ

われんでくださったかを知らせなさい。」

20 それで彼は立ち去り、イエスが自分にどれほど大きなことをしてくださったかを、デカポリス

地方で言い広め始めた。人々はみな驚いた。

21 イエスが再び舟で向こう岸に渡られると、大勢の群衆がみもとに集まって来た。イエスは湖の

ほとりにおられた。

22 すると、会堂司の一人でヤイロという人が来て、イエスを見るとその足もとにひれ伏して、

23 こう懇願した。「私の小さい娘が死にかけています。娘が救われて生きられるように、どうか

おいでになって、娘の上に手を置いてやってください。」

24 そこで、イエスはヤイロと一緒に行かれた。すると大勢の群衆がイエスについて来て、イエス

に押し迫った。

25 そこに、十二年の間、長血をわずらっている女の人がいた。

26 彼女は多くの医者からひどい目にあわされて、持っている物をすべて使い果たしたが、何のか

いもなく、むしろもっと悪くなっていた。

27 彼女はイエスのことを聞き、群衆とともにやって来て、うしろからイエスの衣に触れた。

28 「あの方の衣にでも触れれば、私は救われる」と思っていたからである。

29 すると、すぐに血の源が乾いて、病気が癒やされたことをからだに感じた。



30 イエスも、自分のうちから力が出て行ったことにすぐ気がつき、群衆の中で振り向いて言われ

た。「だれがわたしの衣にさわったのですか。」

31 すると弟子たちはイエスに言った。「ご覧のとおり、群衆があなたに押し迫っています。それ

でも『だれがわたしにさわったのか』とおっしゃるのですか。」

32 しかし、イエスは周囲を見回して、だれがさわったのかを知ろうとされた。

33 彼女は自分の身に起こったことを知り、恐れおののきながら進み出て、イエスの前にひれ伏

し、真実をすべて話した。

34 イエスは彼女に言われた。「娘よ、あなたの信仰があなたを救ったのです。安心して行きなさ

い。苦しむことなく、健やかでいなさい。」

35 イエスがまだ話しておられるとき、会堂司の家から人々が来て言った。「お嬢さんは亡くなり

ました。これ以上、先生を煩わすことがあるでしょうか。」

36 イエスはその話をそばで聞き、会堂司に言われた。「恐れないで、ただ信じていなさい。」

37 イエスは、ペテロとヤコブ、ヤコブの兄弟ヨハネのほかは、だれも自分と一緒に行くのをお許

しにならなかった。

38 彼らは会堂司の家に着いた。イエスは、人々が取り乱して、大声で泣いたりわめいたりしてい

るのを見て、

39 中に入って、彼らにこう言われた。「どうして取り乱したり、泣いたりしているのですか。そ

の子は死んだのではありません。眠っているのです。」

40 人々はイエスをあざ笑った。しかし、イエスは皆を外に出し、子どもの父と母と、ご自分の供

の者たちだけを連れて、その子のいるところに入って行かれた。

41 そして、子どもの手を取って言われた。「タリタ、クム。」訳すと、「少女よ、あなたに言

う。起きなさい」という意味である。

42 すると、少女はすぐに起き上がり、歩き始めた。彼女は十二歳であった。それを見るや、人々

は口もきけないほどに驚いた。

43 イエスは、このことをだれにも知らせないようにと厳しくお命じになり、また、少女に食べ物

を与えるように言われた。

第6章

1 イエスはそこを去って郷里に行かれた。弟子たちもついて行った。

2 安息日になって、イエスは会堂で教え始められた。それを聞いた多くの人々は驚いて言った。

「この人は、こういうことをどこから得たのだろう。この人に与えられた知恵や、その手で行

われるこのような力あるわざは、いったい何なのだろう。

3 この人は大工ではないか。マリアの子で、ヤコブ、ヨセ、ユダ、シモンの兄ではないか。その

妹たちも、ここで私たちと一緒にいるではないか。」こうして彼らはイエスにつまずいた。

4 イエスは彼らに言われた。「預言者が敬われないのは、自分の郷里、親族、家族の間だけで

す。」

5 それで、何人かの病人に手を置いて癒やされたほかは、そこでは、何も力あるわざを行うこと

ができなかった。

6 イエスは彼らの不信仰に驚かれた。 それからイエスは、近くの村々を巡って教えられた。



7 また、十二人を呼び、二人ずつ遣わし始めて、彼らに汚れた霊を制する権威をお授けになっ

た。

8 そして、旅のためには、杖一本のほか何も持たないように、パンも、袋も、胴巻の小銭も持っ

て行かないように、

9 履き物ははくように、しかし、下着は二枚着ないようにと命じられた。

10 また、彼らに言われた。「どこででも一軒の家に入ったら、そこの土地から出て行くまでは、

その家にとどまりなさい。

11 あなたがたを受け入れず、あなたがたの言うことを聞かない場所があったなら、そこから出て

行くときに、彼らに対する証言として、足の裏のちりを払い落としなさい。」

12 こうして十二人は出て行って、人々が悔い改めるように宣べ伝え、

13 多くの悪霊を追い出し、油を塗って多くの病人を癒やした。

14 さて、イエスの名が知れ渡ったので、ヘロデ王の耳にも入った。人々は言っていた。「バプテ

スマのヨハネが死人の中からよみがえったのだ。だから、奇跡を行う力が彼のうちに働いてい

るのだ。」

15 ほかの人々は、「彼はエリヤだ」と言い、さらにほかの人々は、「昔の預言者たちの一人のよ

うな預言者だ」と言っていた。

16 しかし、ヘロデはこれを聞いて言った。「私が首をはねた、あのヨハネがよみがえったの

だ。」

17 実は、以前このヘロデは、自分がめとった、兄弟ピリポの妻ヘロディアのことで、人を遣わし

てヨハネを捕らえ、牢につないでいた。

18 これは、ヨハネがヘロデに、「あなたが兄弟の妻を自分のものにするのは、律法にかなってい

ない」と言い続けたからである。

19 ヘロディアはヨハネを恨み、彼を殺したいと思いながら、できずにいた。

20 それは、ヨハネが正しい聖なる人だと知っていたヘロデが、彼を恐れて保護し、その教えを聞

いて非常に当惑しながらも、喜んで耳を傾けていたからである。

21 ところが、良い機会が訪れた。ヘロデが自分の誕生日に、重臣や千人隊長、ガリラヤのおもだ

った人たちを招いて、祝宴を設けたときのことであった。

22 ヘロディアの娘が入って来て踊りを踊り、ヘロデや列席の人々を喜ばせた。そこで王は少女

に、「何でも欲しい物を求めなさい。おまえにあげよう」と言った。

23 そして、「おまえが願う物なら、私の国の半分でも与えよう」と堅く誓った。

24 そこで少女は出て行って、母親に言った。「何を願いましょうか。」すると母親は言った。

「バプテスマのヨハネの首を。」

25 少女はすぐに、王のところに急いで行って願った。「今すぐに、バプテスマのヨハネの首を盆

に載せて、いただきとうございます。」

26 王は非常に心を痛めたが、自分が誓ったことであり、列席の人たちの手前もあって、少女の願

いを退けたくなかった。

27 そこで、すぐに護衛兵を遣わして、ヨハネの首を持って来るように命じた。護衛兵は行って、

牢の中でヨハネの首をはね、

28 その首を盆に載せて持って来て、少女に渡した。少女はそれを母親に渡した。

29 このことを聞いたヨハネの弟子たちは、やって来て遺体を引き取り、墓に納めたのであった。



30 さて、使徒たちはイエスのもとに集まり、自分たちがしたこと、教えたことを、残らずイエス

に報告した。

31 するとイエスは彼らに言われた。「さあ、あなたがただけで、寂しいところへ行って、しばら

く休みなさい。」出入りする人が多くて、食事をとる時間さえなかったからである。

32 そこで彼らは、自分たちだけで舟に乗り、寂しいところに行った。

33 ところが、多くの人々が、彼らが出て行くのを見てそれと気づき、どの町からもそこへ徒歩で

駆けつけて、彼らよりも先に着いた。

34 イエスは舟から上がって、大勢の群衆をご覧になった。彼らが羊飼いのいない羊の群れのよう

であったので、イエスは彼らを深くあわれみ、多くのことを教え始められた。

35 そのうちに、すでに遅い時刻になったので、弟子たちはイエスのところに来て言った。「ここ

は人里離れたところで、もう遅い時刻になりました。

36 皆を解散させてください。そうすれば、周りの里や村に行って、自分たちで食べる物を買うこ

とができるでしょう。」

37 すると、イエスは答えられた。「あなたがたが、あの人たちに食べる物をあげなさい。」弟子

たちは言った。「私たちが出かけて行って、二百デナリのパンを買い、彼らに食べさせるので

すか。」

38 イエスは彼らに言われた。「パンはいくつありますか。行って見て来なさい。」彼らは確かめ

て来て言った。「五つです。それに魚が二匹あります。」

39 するとイエスは、皆を組に分けて青草の上に座らせるように、弟子たちに命じられた。

40 人々は、百人ずつ、あるいは五十人ずつまとまって座った。

41 イエスは五つのパンと二匹の魚を取り、天を見上げて神をほめたたえ、パンを裂き、そして

人々に配るように弟子たちにお与えになった。また、二匹の魚も皆に分けられた。

42 彼らはみな、食べて満腹した。

43 そして、パン切れを十二のかごいっぱいに集め、魚の残りも集めた。

44 パンを食べたのは、男が五千人であった。

45 それからすぐに、イエスは弟子たちを無理やり舟に乗り込ませ、向こう岸のベツサイダに先に

行かせて、その間に、ご自分は群衆を解散させておられた。

46 そして彼らに別れを告げると、祈るために山に向かわれた。

47 夕方になったとき、舟は湖の真ん中にあり、イエスだけが陸地におられた。

48 イエスは、弟子たちが向かい風のために漕ぎあぐねているのを見て、夜明けが近づいたころ、

湖の上を歩いて彼らのところへ行かれた。そばを通り過ぎるおつもりであった。

49 しかし、イエスが湖の上を歩いておられるのを見た弟子たちは、幽霊だと思い、叫び声をあげ

た。

50 みなイエスを見ておびえてしまったのである。そこで、イエスはすぐに彼らに話しかけ、「し

っかりしなさい。わたしだ。恐れることはない」と言われた。

51 そして、彼らのいる舟に乗り込まれると、風はやんだ。弟子たちは心の中で非常に驚いた。

52 彼らはパンのことを理解せず、その心が頑なになっていたからである。

53 それから、彼らは湖を渡ってゲネサレの地に着き、舟をつないだ。

54 彼らが舟から上がると、人々はすぐにイエスだと気がついた。



55 そしてその地方の中を走り回り、どこでもイエスがおられると聞いた場所へ、病人を床に載せ

て運び始めた。

56 村でも町でも里でも、イエスが入って行かれると、人々は病人たちを広場に寝かせ、せめて、

衣の房にでもさわらせてやってくださいと懇願した。そして、さわった人たちはみな癒やされ

た。

第7章

1 さて、パリサイ人たちと、エルサレムから来た何人かの律法学者たちが、イエスのもとに集ま

った。

2 彼らは、イエスの弟子のうちのある者たちが、汚れた手で、すなわち、洗っていない手でパン

を食べているのを見た。

3 パリサイ人をはじめユダヤ人はみな、昔の人たちの言い伝えを堅く守って、手をよく洗わずに

食事をすることはなく、

4 市場から戻ったときは、からだをきよめてからでないと食べることをしなかった。ほかにも、

杯、水差し、銅器や寝台を洗いきよめることなど、受け継いで堅く守っていることが、たくさ

んあったのである。

5 パリサイ人たちと律法学者たちはイエスに尋ねた。「なぜ、あなたの弟子たちは、昔の人たち

の言い伝えによって歩まず、汚れた手でパンを食べるのですか。」

6 イエスは彼らに言われた。「イザヤは、あなたがた偽善者について見事に預言し、こう書いて

います。 『この民は口先でわたしを敬うが、 その心はわたしから遠く離れている。

7 彼らがわたしを礼拝しても、むなしい。 人間の命令を、教えとして教えるのだから。』

8 あなたがたは神の戒めを捨てて、人間の言い伝えを堅く守っているのです。」

9 またイエスは言われた。「あなたがたは、自分たちの言い伝えを保つために、見事に神の戒め

をないがしろにしています。

10 モーセは、『あなたの父と母を敬え』、また『父や母をののしる者は、必ず殺されなければな

らない』と言いました。

11 それなのに、あなたがたは、『もし人が、父または母に向かって、私からあなたに差し上げる

はずの物は、コルバン（すなわち、ささげ物）です、と言うなら──』と言って、

12 その人が、父または母のために、何もしないようにさせています。

13 このようにしてあなたがたは、自分たちに伝えられた言い伝えによって、神のことばを無にし

ています。そして、これと同じようなことを、たくさん行っているのです。」

14 イエスは再び群衆を呼び寄せて言われた。「みな、わたしの言うことを聞いて、悟りなさい。

15 外から入って、人を汚すことのできるものは何もありません。人の中から出て来るものが、人

を汚すのです。」

17 イエスが群衆を離れて家に入られると、弟子たちは、このたとえについて尋ねた。

18 イエスは彼らに言われた。「あなたがたまで、そんなにも物分かりが悪いのですか。分からな

いのですか。外から人に入って来るどんなものも、人を汚すことはできません。

19 それは人の心には入らず、腹に入り排泄されます。」こうしてイエスは、すべての食物をきよ

いとされた。

20 イエスはまた言われた。「人から出て来るもの、それが人を汚すのです。



21 内側から、すなわち人の心の中から、悪い考えが出て来ます。淫らな行い、盗み、殺人、

22 姦淫、貪欲、悪行、欺き、好色、ねたみ、ののしり、高慢、愚かさで、

23 これらの悪は、みな内側から出て来て、人を汚すのです。」

24 イエスは立ち上がり、そこからツロの地方へ行かれた。家に入って、だれにも知られたくない

と思っておられたが、隠れていることはできなかった。

25 ある女の人が、すぐにイエスのことを聞き、やって来てその足もとにひれ伏した。彼女の幼い

娘は、汚れた霊につかれていた。

26 彼女はギリシア人で、シリア・フェニキアの生まれであったが、自分の娘から悪霊を追い出し

てくださるようイエスに願った。

27 するとイエスは言われた。「まず子どもたちを満腹にさせなければなりません。子どもたちの

パンを取り上げて、小犬に投げてやるのは良くないことです。」

28 彼女は答えた。「主よ。食卓の下の小犬でも、子どもたちのパン屑はいただきます。」

29 そこでイエスは言われた。「そこまで言うのなら、家に帰りなさい。悪霊はあなたの娘から出

て行きました。」

30 彼女が家に帰ると、その子は床の上に伏していたが、悪霊はすでに出ていた。

31 イエスは再びツロの地方を出て、シドンを通り、デカポリス地方を通り抜けて、ガリラヤ湖に

来られた。

32 人々は、耳が聞こえず口のきけない人を連れて来て、彼の上に手を置いてくださいと懇願し

た。

33 そこで、イエスはその人だけを群衆の中から連れ出し、ご自分の指を彼の両耳に入れ、それか

ら唾を付けてその舌にさわられた。

34 そして天を見上げ、深く息をして、その人に「エパタ」、すなわち「開け」と言われた。

35 すると、すぐに彼の耳が開き、舌のもつれが解け、はっきりと話せるようになった。

36 イエスは、このことをだれにも言ってはならないと人々に命じられた。しかし、彼らは口止め

されればされるほど、かえってますます言い広めた。

37 人々は非常に驚いて言った。「この方のなさったことは、みなすばらしい。耳の聞こえない人

たちを聞こえるようにし、口のきけない人たちを話せるようにされた。」

第8章

1 そのころ、再び大勢の群衆が集まっていた。食べる物がなかったので、イエスは弟子たちを呼

んで言われた。

2 「かわいそうに、この群衆はすでに三日間わたしとともにいて、食べる物を持っていないので

す。

3 空腹のまま家に帰らせたら、途中で動けなくなります。遠くから来ている人もいます。」

4 弟子たちは答えた。「こんな人里離れたところで、どこからパンを手に入れて、この人たちに

十分食べさせることができるでしょう。」

5 すると、イエスはお尋ねになった。「パンはいくつありますか。」弟子たちは「七つありま

す」と答えた。



6 すると、イエスは群衆に地面に座るように命じられた。それから七つのパンを取り、感謝の祈

りをささげてからそれを裂き、配るようにと弟子たちにお与えになった。弟子たちはそれを群

衆に配った。

7 また、小魚が少しあったので、それについて神をほめたたえてから、これも配るように言われ

た。

8 群衆は食べて満腹した。そして余りのパン切れを取り集めると、七つのかごになった。

9 そこには、およそ四千人の人々がいた。それからイエスは彼らを解散させ、

10 すぐに弟子たちとともに舟に乗り、ダルマヌタ地方に行かれた。

11 すると、パリサイ人たちがやって来てイエスと議論を始めた。彼らは天からのしるしを求め、

イエスを試みようとしたのである。

12 イエスは、心の中で深くため息をついて、こう言われた。「この時代はなぜ、しるしを求める

のか。まことに、あなたがたに言います。今の時代には、どんなしるしも与えられません。」

13 イエスは彼らから離れ、再び舟に乗って向こう岸へ行かれた。

14 弟子たちは、パンを持って来るのを忘れ、一つのパンのほかは、舟の中に持ち合わせがなかっ

た。

15 そのとき、イエスは彼らに命じられた。「パリサイ人のパン種とヘロデのパン種には、くれぐ

れも気をつけなさい。」

16 すると弟子たちは、自分たちがパンを持っていないことについて、互いに議論し始めた。

17 イエスはそれに気がついて言われた。「なぜ、パンを持っていないことについて議論している

のですか。まだ分からないのですか、悟らないのですか。心を頑なにしているのですか。

18 目があっても見ないのですか。耳があっても聞かないのですか。あなたがたは、覚えていない

のですか。

19 わたしが五千人のために五つのパンを裂いたとき、パン切れを集めて、いくつのかごがいっぱ

いになりましたか。」彼らは答えた。「十二です。」

20 「四千人のために七つのパンを裂いたときは、パン切れを集めて、いくつのかごがいっぱいに

なりましたか。」彼らは答えた。「七つです。」

21 イエスは言われた。「まだ悟らないのですか。」

22 彼らはベツサイダに着いた。すると人々が目の見えない人を連れて来て、彼にさわってくださ

いとイエスに懇願した。

23 イエスは、その人の手を取って村の外に連れて行かれた。そして彼の両目に唾をつけ、その上

に両手を当てて、「何か見えますか」と聞かれた。

24 すると、彼は見えるようになって、「人が見えます。木のようですが、歩いているのが見えま

す」と言った。

25 それから、イエスは再び両手を彼の両目に当てられた。彼がじっと見ていると、目がすっかり

治り、すべてのものがはっきりと見えるようになった。

26 そこでイエスは、彼を家に帰らせ、「村には入って行かないように」と言われた。

27 さて、イエスは弟子たちとピリポ・カイサリアの村々に出かけられた。その途中、イエスは弟

子たちにお尋ねになった。「人々はわたしをだれだと言っていますか。」

28 彼らは答えた。「バプテスマのヨハネだと言っています。エリヤだと言う人たちや、預言者の

一人だと言う人たちもいます。」



29 するとイエスは、彼らにお尋ねになった。「あなたがたは、わたしをだれだと言いますか。」

ペテロがイエスに答えた。「あなたはキリストです。」

30 するとイエスは、自分のことをだれにも言わないように、彼らを戒められた。

31 それからイエスは、人の子は多くの苦しみを受け、長老たち、祭司長たち、律法学者たちに捨

てられ、殺され、三日後によみがえらなければならないと、弟子たちに教え始められた。

32 イエスはこのことをはっきりと話された。するとペテロは、イエスをわきにお連れして、いさ

め始めた。

33 しかし、イエスは振り向いて弟子たちを見ながら、ペテロを叱って言われた。「下がれ、サタ

ン。あなたは神のことを思わないで、人のことを思っている。」

34 それから、群衆を弟子たちと一緒に呼び寄せて、彼らに言われた。「だれでもわたしに従って

来たければ、自分を捨て、自分の十字架を負って、わたしに従って来なさい。

35 自分のいのちを救おうと思う者はそれを失い、わたしと福音のためにいのちを失う者は、それ

を救うのです。

36 人は、たとえ全世界を手に入れても、自分のいのちを失ったら、何の益があるでしょうか。

37 自分のいのちを買い戻すのに、人はいったい何を差し出せばよいのでしょうか。

38 だれでも、このような姦淫と罪の時代にあって、わたしとわたしのことばを恥じるなら、人の

子も、父の栄光を帯びて聖なる御使いたちとともに来るとき、その人を恥じます。」

第9章

1 またイエスは彼らに言われた。「まことに、あなたがたに言います。ここに立っている人たち

の中には、神の国が力をもって到来しているのを見るまで、決して死を味わわない人たちがい

ます。」

2 それから六日目に、イエスはペテロとヤコブとヨハネだけを連れて、高い山に登られた。する

と、彼らの目の前でその御姿が変わった。

3 その衣は非常に白く輝き、この世の職人には、とてもなし得ないほどの白さであった。

4 また、エリヤがモーセとともに彼らの前に現れ、イエスと語り合っていた。

5 ペテロがイエスに言った。「先生。私たちがここにいることはすばらしいことです。幕屋を三

つ造りましょう。あなたのために一つ、モーセのために一つ、エリヤのために一つ。」

6 ペテロは、何を言ったらよいのか分からなかったのである。彼らは恐怖に打たれていた。

7 そのとき、雲がわき起こって彼らをおおい、雲の中から声がした。「これはわたしの愛する

子。彼の言うことを聞け。」

8 彼らが急いであたりを見回すと、自分たちと一緒にいるのはイエスだけで、もはやだれも見え

なかった。

9 さて、山を下りながら、イエスは弟子たちに、人の子が死人の中からよみがえる時までは、今

見たことをだれにも話してはならない、と命じられた。

10 彼らはこのことばを胸に納め、死人の中からよみがえると言われたのはどういう意味か、互い

に論じ合った。

11 また弟子たちは、イエスに尋ねた。「なぜ、律法学者たちは、まずエリヤが来るはずだと言っ

ているのですか。」



12 イエスは彼らに言われた。「エリヤがまず来て、すべてを立て直すのです。それではどうし

て、人の子について、多くの苦しみを受け、蔑まれると書いてあるのですか。

13 わたしはあなたがたに言います。エリヤはもう来ています。そして人々は、彼について書かれ

ているとおり、彼に好き勝手なことをしました。」

14 さて、彼らがほかの弟子たちのところに戻ると、大勢の群衆がその弟子たちを囲んで、律法学

者たちが彼らと論じ合っているのが見えた。

15 群衆はみな、すぐにイエスを見つけると非常に驚き、駆け寄って来てあいさつをした。

16 イエスは彼らに、「あなたがたは弟子たちと何を論じ合っているのですか」とお尋ねになっ

た。

17 すると群衆の一人が答えた。「先生。口をきけなくする霊につかれた私の息子を、あなたのと

ころに連れて来ました。

18 その霊が息子に取りつくと、ところかまわず倒します。息子は泡を吹き、歯ぎしりして、から

だをこわばらせます。それであなたのお弟子たちに、霊を追い出してくださいとお願いしたの

ですが、できませんでした。」

19 イエスは彼らに言われた。「ああ、不信仰な時代だ。いつまで、わたしはあなたがたと一緒に

いなければならないのか。いつまで、あなたがたに我慢しなければならないのか。その子をわ

たしのところに連れて来なさい。」

20 そこで、人々はその子をイエスのもとに連れて来た。イエスを見ると、霊がすぐ彼に引きつけ

を起こさせたので、彼は地面に倒れ、泡を吹きながら転げ回った。

21 イエスは父親にお尋ねになった。「この子にこのようなことが起こるようになってから、どの

くらいたちますか。」父親は答えた。「幼い時からです。

22 霊は息子を殺そうとして、何度も火の中や水の中に投げ込みました。しかし、おできになるな

ら、私たちをあわれんでお助けください。」

23 イエスは言われた。「できるなら、と言うのですか。信じる者には、どんなことでもできるの

です。」

24 するとすぐに、その子の父親は叫んで言った。「信じます。不信仰な私をお助けください。」

25 イエスは、群衆が駆け寄って来るのを見ると、汚れた霊を叱って言われた。「口をきけなく

し、耳を聞こえなくする霊。わたしはおまえに命じる。この子から出て行け。二度とこの子に

入るな。」

26 すると霊は叫び声をあげ、その子を激しく引きつけさせて出て行った。するとその子が死んだ

ようになったので、多くの人たちは「この子は死んでしまった」と言った。

27 しかし、イエスが手を取って起こされると、その子は立ち上がった。

28 イエスが家に入られると、弟子たちがそっと尋ねた。「私たちが霊を追い出せなかったのは、

なぜですか。」

29 すると、イエスは言われた。「この種のものは、祈りによらなければ、何によっても追い出す

ことができません。」

30 さて、一行はそこを去り、ガリラヤを通って行った。イエスは、人に知られたくないと思われ

た。

31 それは、イエスが弟子たちに教えて「人の子は人々の手に引き渡され、殺される。しかし、殺

されて三日後によみがえる」と言っておられたからである。



32 しかし、弟子たちにはこのことばが理解できなかった。また、イエスに尋ねるのを恐れてい

た。

33 一行はカペナウムに着いた。イエスは家に入ってから、弟子たちにお尋ねになった。「来る途

中、何を論じ合っていたのですか。」

34 彼らは黙っていた。来る途中、だれが一番偉いか論じ合っていたからである。

35 イエスは腰を下ろすと、十二人を呼んで言われた。「だれでも先頭に立ちたいと思う者は、皆

の後になり、皆に仕える者になりなさい。」

36 それから、イエスは一人の子どもの手を取って、彼らの真ん中に立たせ、腕に抱いて彼らに言

われた。

37 「だれでも、このような子どもたちの一人を、わたしの名のゆえに受け入れる人は、わたしを

受け入れるのです。また、だれでもわたしを受け入れる人は、わたしではなく、わたしを遣わ

された方を受け入れるのです。」

38 ヨハネがイエスに言った。「先生。あなたの名によって悪霊を追い出している人を見たので、

やめさせようとしました。その人が私たちについて来なかったからです。」

39 しかし、イエスは言われた。「やめさせてはいけません。わたしの名を唱えて力あるわざを行

い、そのすぐ後に、わたしを悪く言える人はいません。

40 わたしたちに反対しない人は、わたしたちの味方です。

41 まことに、あなたがたに言います。あなたがたがキリストに属する者だということで、あなた

がたに一杯の水を飲ませてくれる人は、決して報いを失うことがありません。

42 また、わたしを信じるこの小さい者たちの一人をつまずかせる者は、むしろ、大きな石臼を首

に結び付けられて、海に投げ込まれてしまうほうがよいのです。

43 もし、あなたの手があなたをつまずかせるなら、それを切り捨てなさい。両手がそろってい

て、ゲヘナに、その消えない火の中に落ちるより、片手でいのちに入るほうがよいのです。

45 もし、あなたの足があなたをつまずかせるなら、それを切り捨てなさい。両足がそろっていて

ゲヘナに投げ込まれるより、片足でいのちに入るほうがよいのです。

47 もし、あなたの目があなたをつまずかせるなら、それをえぐり出しなさい。両目がそろってい

てゲヘナに投げ込まれるより、片目で神の国に入るほうがよいのです。

48 ゲヘナでは、彼らを食らううじ虫が尽きることがなく、火も消えることがありません。

49 人はみな、火によって塩気をつけられます。

50 塩は良いものです。しかし、塩に塩気がなくなったら、あなたがたは何によってそれに味をつ

けるでしょうか。あなたがたは自分自身のうちに塩気を保ち、互いに平和に過ごしなさい。」

第10章

1 イエスは立ち上がり、そこからユダヤ地方とヨルダンの川向こうに行かれた。群衆がまたイエ

スのもとに集まって来たので、再びいつものように彼らを教え始められた。

2 すると、パリサイ人たちがやって来て、イエスを試みるために、夫が妻を離縁することは律法

にかなっているかどうかと質問した。

3 イエスは答えられた。「モーセはあなたがたに何と命じていますか。」

4 彼らは言った。「モーセは、離縁状を書いて妻を離縁することを許しました。」



5 イエスは言われた。「モーセは、あなたがたの心が頑ななので、この戒めをあなたがたに書い

たのです。

6 しかし、創造のはじめから、神は彼らを男と女に造られました。

7 『それゆえ、男は父と母を離れ、その妻と結ばれ、

8 ふたりは一体となる』のです。ですから、彼らはもはやふたりではなく、一体なのです。

9 こういうわけで、神が結び合わせたものを、人が引き離してはなりません。」

10 家に入ると、弟子たちは再びこの問題についてイエスに尋ねた。

11 イエスは彼らに言われた。「だれでも、自分の妻を離縁し、別の女を妻にする者は、妻に対し

て姦淫を犯すのです。

12 妻も、夫を離縁して別の男に嫁ぐなら、姦淫を犯すのです。」

13 さて、イエスに触れていただこうと、人々が子どもたちを連れて来た。ところが弟子たちは彼

らを叱った。

14 イエスはそれを見て、憤って弟子たちに言われた。「子どもたちを、わたしのところに来させ

なさい。邪魔してはいけません。神の国はこのような者たちのものなのです。

15 まことに、あなたがたに言います。子どものように神の国を受け入れる者でなければ、決して

そこに入ることはできません。」

16 そしてイエスは子どもたちを抱き、彼らの上に手を置いて祝福された。

17 イエスが道に出て行かれると、一人の人が駆け寄り、御前にひざまずいて尋ねた。「良い先

生。永遠のいのちを受け継ぐためには、何をしたらよいでしょうか。」

18 イエスは彼に言われた。「なぜ、わたしを『良い』と言うのですか。良い方は神おひとりのほ

か、だれもいません。

19 戒めはあなたも知っているはずです。『殺してはならない。姦淫してはならない。盗んではな

らない。偽りの証言をしてはならない。だまし取ってはならない。あなたの父と母を敬

え。』」

20 その人はイエスに言った。「先生。私は少年のころから、それらすべてを守ってきました。」

21 イエスは彼を見つめ、いつくしんで言われた。「あなたに欠けていることが一つあります。帰

って、あなたが持っている物をすべて売り払い、貧しい人たちに与えなさい。そうすれば、あ

なたは天に宝を持つことになります。そのうえで、わたしに従って来なさい。」

22 すると彼は、このことばに顔を曇らせ、悲しみながら立ち去った。多くの財産を持っていたか

らである。

23 イエスは、周囲を見回して、弟子たちに言われた。「富を持つ者が神の国に入るのは、なんと

難しいことでしょう。」

24 弟子たちはイエスのことばに驚いた。しかし、イエスは重ねて彼らに言われた。「子たちよ。

神の国に入ることは、なんと難しいことでしょう。

25 金持ちが神の国に入るよりは、らくだが針の穴を通るほうが易しいのです。」

26 弟子たちは、ますます驚いて互いに言った。「それでは、だれが救われることができるでしょ

う。」

27 イエスは彼らをじっと見て言われた。「それは人にはできないことです。しかし、神は違いま

す。神にはどんなことでもできるのです。」



28 ペテロがイエスにこう言い出した。「ご覧ください。私たちはすべてを捨てて、あなたに従っ

て来ました。」

29 イエスは言われた。「まことに、あなたがたに言います。わたしのために、また福音のため

に、家、兄弟、姉妹、母、父、子ども、畑を捨てた者は、

30 今この世で、迫害とともに、家、兄弟、姉妹、母、子ども、畑を百倍受け、来たるべき世で永

遠のいのちを受けます。

31 しかし、先にいる多くの者が後になり、後にいる多くの者が先になります。」

32 さて、一行はエルサレムに上る途上にあった。イエスは弟子たちの先に立って行かれた。弟子

たちは驚き、ついて行く人たちは恐れを覚えた。すると、イエスは再び十二人をそばに呼ん

で、ご自分に起ころうとしていることを話し始められた。

33 「ご覧なさい。わたしたちはエルサレムに上って行きます。そして、人の子は、祭司長たちや

律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑に定め、異邦人に引き渡します。

34 異邦人は人の子を嘲り、唾をかけ、むちで打ち、殺します。しかし、人の子は三日後によみが

えります。」

35 ゼベダイの息子たち、ヤコブとヨハネが、イエスのところに来て言った。「先生。私たちが願

うことをかなえていただきたいのです。」

36 イエスは彼らに言われた。「何をしてほしいのですか。」

37 彼らは言った。「あなたが栄光をお受けになるとき、一人があなたの右に、もう一人が左に座

るようにしてください。」

38 しかし、イエスは彼らに言われた。「あなたがたは、自分が何を求めているのか分かっていま

せん。わたしが飲む杯を飲み、わたしが受けるバプテスマを受けることができますか。」

39 彼らは「できます」と言った。そこで、イエスは言われた。「確かにあなたがたは、わたしが

飲む杯を飲み、わたしが受けるバプテスマを受けることになります。

40 しかし、わたしの右と左に座ることは、わたしが許すことではありません。それは備えられた

人たちに与えられるのです。」

41 ほかの十人はこれを聞いて、ヤコブとヨハネに腹を立て始めた。

42 そこで、イエスは彼らを呼び寄せて言われた。「あなたがたも知っているとおり、異邦人の支

配者と認められている者たちは、人々に対して横柄にふるまい、偉い人たちは人々の上に権力

をふるっています。

43 しかし、あなたがたの間では、そうであってはなりません。あなたがたの間で偉くなりたいと

思う者は、皆に仕える者になりなさい。

44 あなたがたの間で先頭に立ちたいと思う者は、皆のしもべになりなさい。

45 人の子も、仕えられるためではなく仕えるために、また多くの人のための贖いの代価として、

自分のいのちを与えるために来たのです。」

46 さて、一行はエリコに着いた。そしてイエスが、弟子たちや多くの群衆と一緒にエリコを出て

行かれると、ティマイの子のバルティマイという目の見えない物乞いが、道端に座っていた。

47 彼は、ナザレのイエスがおられると聞いて、「ダビデの子のイエス様、私をあわれんでくださ

い」と叫び始めた。

48 多くの人たちが彼を黙らせようとたしなめたが、「ダビデの子よ、私をあわれんでください」

と、ますます叫んだ。



49 イエスは立ち止まって、「あの人を呼んで来なさい」と言われた。そこで、彼らはその目の見

えない人を呼んで、「心配しないでよい。さあ、立ちなさい。あなたを呼んでおられる」と言

った。

50 その人は上着を脱ぎ捨て、躍り上がってイエスのところに来た。

51 イエスは彼に言われた。「わたしに何をしてほしいのですか。」すると、その目の見えない人

は言った。「先生、目が見えるようにしてください。」

52 そこでイエスは言われた。「さあ、行きなさい。あなたの信仰があなたを救いました。」する

と、すぐに彼は見えるようになり、道を進むイエスについて行った。

第11章

1 さて、一行がエルサレムに近づき、オリーブ山のふもとのベテパゲとベタニアに来たとき、イ

エスはこう言って二人の弟子を遣わされた。

2 「向こうの村へ行きなさい。村に入るとすぐ、まだだれも乗ったことのない子ろばが、つなが

れているのに気がつくでしょう。それをほどいて、引いて来なさい。

3 もしだれかが、『なぜそんなことをするのか』と言ったら、『主がお入り用なのです。すぐ

に、またここにお返しします』と言いなさい。」

4 弟子たちは出かけて行き、表通りにある家の戸口に、子ろばがつながれているのを見つけたの

で、それをほどいた。

5 すると、そこに立っていた何人かが言った。「子ろばをほどいたりして、どうするのか。」

6 弟子たちが、イエスの言われたとおりに話すと、彼らは許してくれた。

7 それで、子ろばをイエスのところに引いて行き、自分たちの上着をその上に掛けた。イエスは

それに乗られた。

8 すると、多くの人たちが自分たちの上着を道に敷き、ほかの人たちは葉の付いた枝を野から切

って来て敷いた。

9 そして、前を行く人たちも、後に続く人たちも叫んだ。 「ホサナ。 祝福あれ、主の御名によ

って来られる方に。

10 祝福あれ、われらの父ダビデの、来たるべき国に。 ホサナ、いと高き所に。」

11 こうしてイエスはエルサレムに着き、宮に入られた。そして、すべてを見て回った後、すでに

夕方になっていたので、十二人と一緒にベタニアに出て行かれた。

12 翌日、彼らがベタニアを出たとき、イエスは空腹を覚えられた。

13 葉の茂ったいちじくの木が遠くに見えたので、その木に何かあるかどうか見に行かれたが、そ

こに来てみると、葉のほかには何も見つからなかった。いちじくのなる季節ではなかったから

である。

14 するとイエスは、その木に向かって言われた。「今後いつまでも、だれもおまえの実を食べる

ことがないように。」弟子たちはこれを聞いていた。

15 こうして彼らはエルサレムに着いた。イエスは宮に入り、その中で売り買いしている者たちを

追い出し始め、両替人の台や、鳩を売る者たちの腰掛けを倒された。

16 また、だれにも、宮を通って物を運ぶことをお許しにならなかった。

17 そして、人々に教えて言われた。 「『わたしの家は、 あらゆる民の祈りの家と呼ばれる』 と

書いてあるではないか。それなのに、おまえたちはそれを『強盗の巣』にしてしまった。」



18 祭司長たちや律法学者たちはこれを聞いて、どのようにしてイエスを殺そうかと相談した。群

衆がみなその教えに驚嘆していたため、彼らはイエスを恐れていたのである。

19 夕方になると、イエスと弟子たちは都の外に出て行った。

20 さて、朝早く、彼らが通りがかりにいちじくの木を見ると、それは根元から枯れていた。

21 ペテロは思い出して、イエスに言った。「先生、ご覧ください。あなたがのろわれた、いちじ

くの木が枯れています。」

22 イエスは弟子たちに答えられた。「神を信じなさい。

23 まことに、あなたがたに言います。この山に向かい、『立ち上がって、海に入れ』と言い、心

の中で疑わずに、自分の言ったとおりになると信じる者には、そのとおりになります。

24 ですから、あなたがたに言います。あなたがたが祈り求めるものは何でも、すでに得たと信じ

なさい。そうすれば、そのとおりになります。

25 また、祈るために立ち上がるとき、だれかに対し恨んでいることがあるなら、赦しなさい。そ

うすれば、天におられるあなたがたの父も、あなたがたの過ちを赦してくださいます。」

27 彼らは再びエルサレムに来た。イエスが宮の中を歩いておられると、祭司長たち、律法学者た

ち、長老たちがやって来て、

28 こう言った。「何の権威によって、これらのことをしているのですか。だれがあなたに、これ

らのことをする権威を授けたのですか。」

29 イエスは彼らに言われた。「わたしも一言尋ねましょう。それに答えなさい。そうしたら、何

の権威によってこれらのことをしているのか、わたしも言いましょう。

30 ヨハネのバプテスマは、天から来たのですか、それとも人から出たのですか。わたしに答えな

さい。」

31 すると、彼らは論じ合った。「もし、天から来たと言えば、それならなぜ、ヨハネを信じなか

ったのかと言うだろう。

32 だが、人から出たと言えば──。」彼らは群衆を恐れていた。人々がみな、ヨハネは確かに預言

者だと思っていたからである。

33 そこで、彼らはイエスに、「分かりません」と答えた。するとイエスは彼らに言われた。「わ

たしも、何の権威によってこれらのことをするのか、あなたがたに言いません。」

第12章

1 それからイエスは、たとえで彼らに話し始められた。「ある人がぶどう園を造った。垣根を巡

らし、踏み場を掘り、見張りやぐらを建て、それを農夫たちに貸して旅に出た。

2 収穫の時になったので、ぶどう園の収穫の一部を受け取るため、農夫たちのところにしもべを

遣わした。

3 ところが、彼らはそのしもべを捕らえて打ちたたき、何も持たせないで送り返した。

4 そこで、主人は再び別のしもべを遣わしたが、農夫たちはその頭を殴り、辱めた。

5 また別のしもべを遣わしたが、これを殺してしまった。さらに、多くのしもべを遣わしたが、

打ちたたいたり、殺したりした。

6 しかし、主人にはもう一人、愛する息子がいた。彼は『私の息子なら敬ってくれるだろう』と

言って、最後に、息子を彼らのところに遣わした。



7 すると、農夫たちは話し合った。『あれは跡取りだ。さあ、殺してしまおう。そうすれば、相

続財産は自分たちのものになる。』

8 そして、彼を捕らえて殺し、ぶどう園の外に投げ捨てた。

9 ぶどう園の主人はどうするでしょうか。やって来て、農夫たちを殺し、ぶどう園をほかの人た

ちに与えるでしょう。

10 あなたがたは、次の聖書のことばを読んだことがないのですか。 『家を建てる者たちが捨て

た石、 それが要の石となった。

11 これは主がなさったこと。 私たちの目には不思議なことだ。』」

12 彼らは、このたとえ話が自分たちを指して語られたことに気づいたので、イエスを捕らえよう

と思ったが、群衆を恐れた。それでイエスを残して立ち去った。

13 さて、彼らはイエスのことばじりをとらえようとして、パリサイ人とヘロデ党の者を数人、イ

エスのところに遣わした。

14 その人たちはやって来てイエスに言った。「先生。私たちは、あなたが真実な方で、だれにも

遠慮しない方だと知っております。人の顔色を見ず、真理に基づいて神の道を教えておられる

からです。ところで、カエサルに税金を納めることは、律法にかなっているでしょうか、いな

いでしょうか。納めるべきでしょうか、納めるべきでないでしょうか。」

15 イエスは彼らの欺瞞を見抜いて言われた。「なぜわたしを試すのですか。デナリ銀貨を持って

来て見せなさい。」

16 彼らが持って来ると、イエスは言われた。「これは、だれの肖像と銘ですか。」彼らは、「カ

エサルのです」と言った。

17 するとイエスは言われた。「カエサルのものはカエサルに、神のものは神に返しなさい。」彼

らはイエスのことばに驚嘆した。

18 また、復活はないと言っているサドカイ人たちが、イエスのところに来て質問した。

19 「先生、モーセは私たちのためにこう書いています。『もし、ある人の兄が死んで妻を後に残

し、子を残さなかった場合、その弟が兄嫁を妻にして、兄のために子孫を起こさなければなら

ない。』

20 さて、七人の兄弟がいました。長男が妻を迎えましたが、死んで子孫を残しませんでした。

21 次男が兄嫁を妻にしましたが、やはり死んで子孫を残しませんでした。三男も同様でした。

22 こうして、七人とも子孫を残しませんでした。最後に、その妻も死にました。

23 復活の際、彼らがよみがえるとき、彼女は彼らのうちのだれの妻になるのでしょうか。七人と

も彼女を妻にしたのですが。」

24 イエスは彼らに言われた。「あなたがたは、聖書も神の力も知らないので、そのために思い違

いをしているのではありませんか。

25 死人の中からよみがえるときには、人はめとることも嫁ぐこともなく、天の御使いたちのよう

です。

26 死人がよみがえることについては、モーセの書にある柴の箇所で、神がモーセにどう語られた

か、あなたがたは読んだことがないのですか。『わたしはアブラハムの神、イサクの神、ヤコ

ブの神である』とあります。

27 神は死んだ者の神ではなく、生きている者の神です。あなたがたは大変な思い違いをしていま

す。」



28 律法学者の一人が来て、彼らが議論するのを聞いていたが、イエスが見事に答えられたのを見

て、イエスに尋ねた。「すべての中で、どれが第一の戒めですか。」

29 イエスは答えられた。「第一の戒めはこれです。『聞け、イスラエルよ。主は私たちの神。主

は唯一である。

30 あなたは心を尽くし、いのちを尽くし、知性を尽くし、力を尽くして、あなたの神、主を愛し

なさい。』

31 第二の戒めはこれです。『あなたの隣人を自分自身のように愛しなさい。』これらよりも重要

な命令は、ほかにありません。」

32 律法学者はイエスに言った。「先生、そのとおりです。主は唯一であって、そのほかに主はい

ない、とあなたが言われたことは、まさにそのとおりです。

33 そして、心を尽くし、知恵を尽くし、力を尽くして主を愛すること、また、隣人を自分自身の

ように愛することは、どんな全焼のささげ物やいけにえよりもはるかにすぐれています。」

34 イエスは、彼が賢く答えたのを見て言われた。「あなたは神の国から遠くない。」それから後

は、だれもイエスにあえて尋ねる者はいなかった。

35 イエスは宮で教えていたとき、こう言われた。「どうして律法学者たちは、キリストをダビデ

の子だと言うのですか。

36 ダビデ自身が、聖霊によって、こう言っています。 『主は、私の主に言われた。 「あなた

は、わたしの右の座に着いていなさい。 わたしがあなたの敵を あなたの足台とするま

で。」』

37 ダビデ自身がキリストを主と呼んでいるのに、どうしてキリストがダビデの子なのでしょ

う。」 大勢の群衆が、イエスの言われることを喜んで聞いていた。

38 イエスはその教えの中でこう言われた。「律法学者たちに気をつけなさい。彼らが願うのは、

長い衣を着て歩き回ること、広場であいさつされること、

39 会堂で上席に、宴会で上座に座ることです。

40 また、やもめたちの家を食い尽くし、見栄を張って長く祈ります。こういう人たちは、より厳

しい罰を受けます。」

41 それから、イエスは献金箱の向かい側に座り、群衆がお金を献金箱へ投げ入れる様子を見てお

られた。多くの金持ちがたくさん投げ入れていた。

42 そこに一人の貧しいやもめが来て、レプタ銅貨二枚を投げ入れた。それは一コドラントに当た

る。

43 イエスは弟子たちを呼んで言われた。「まことに、あなたがたに言います。この貧しいやもめ

は、献金箱に投げ入れている人々の中で、だれよりも多くを投げ入れました。

44 皆はあり余る中から投げ入れたのに、この人は乏しい中から、持っているすべてを、生きる手

立てのすべてを投げ入れたのですから。」

第13章

1 イエスが宮から出て行かれるとき、弟子の一人がイエスに言った。「先生、ご覧ください。な

んとすばらしい石、なんとすばらしい建物でしょう。」

2 すると、イエスは彼に言われた。「この大きな建物を見ているのですか。ここで、どの石も崩

されずに、ほかの石の上に残ることは決してありません。」



3 イエスがオリーブ山で宮に向かって座っておられると、ペテロ、ヤコブ、ヨハネ、アンデレ

が、ひそかにイエスに尋ねた。

4 「お話しください。いつ、そのようなことが起こるのですか。また、それらがすべて終わりに

近づくときのしるしは、どのようなものですか。」

5 それで、イエスは彼らに話し始められた。「人に惑わされないように気をつけなさい。

6 わたしの名を名乗る者が大勢現れ、『私こそ、その者だ』と言って、多くの人を惑わします。

7 また、戦争や戦争のうわさを聞いても、うろたえてはいけません。そういうことは必ず起こり

ますが、まだ終わりではありません。

8 民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり、あちこちで地震があり、飢饉も起こるからで

す。これらのことは産みの苦しみの始まりです。

9 あなたがたは用心していなさい。人々はあなたがたを地方法院に引き渡します。あなたがた

は、会堂で打ちたたかれ、わたしのために、総督たちや王たちの前に立たされます。そのよう

にして彼らに証しするのです。

10 まず福音が、すべての民族に宣べ伝えられなければなりません。

11 人々があなたがたを捕らえて引き渡すとき、何を話そうかと、前もって心配するのはやめなさ

い。ただ、そのときあなたがたに与えられることを話しなさい。話すのはあなたがたではな

く、聖霊です。

12 また、兄弟は兄弟を、父は子を死に渡し、子どもたちは両親に逆らって立ち、死に至らせま

す。

13 また、わたしの名のために、あなたがたはすべての人に憎まれます。しかし、最後まで耐え忍

ぶ人は救われます。

14 『荒らす忌まわしいもの』が、立ってはならない所に立っているのを見たら──読者はよく理解

せよ──ユダヤにいる人たちは山へ逃げなさい。

15 屋上にいる人は、家から何かを持ち出そうと、下に降りたり、中に入ったりしてはいけませ

ん。

16 畑にいる人は、上着を取りに戻ってはいけません。

17 それらの日、身重の女たちと乳飲み子を持つ女たちは哀れです。

18 このことが冬に起こらないように祈りなさい。

19 それらの日には、神が創造された被造世界のはじめから今に至るまでなかったような、また、

今後も決してないような苦難が起こるからです。

20 もし主が、その日数を少なくしてくださらなかったら、一人も救われないでしょう。しかし、

主は、ご自分が選んだ人たちのために、その日数を少なくしてくださいました。

21 そのときに、だれかが、『ご覧なさい。ここにキリストがいる』とか、『あそこにいる』とか

言っても、信じてはいけません。

22 偽キリストたち、偽預言者たちが現れて、できれば選ばれた者たちを惑わそうと、しるしや不

思議を行います。

23 あなたがたは、気をつけていなさい。わたしは、すべてのことを前もって話しました。

24 しかしその日、これらの苦難に続いて、太陽は暗くなり、月は光を放たなくなり、

25 星は天から落ち、天にあるもろもろの力は揺り動かされます。

26 そのとき人々は、人の子が雲のうちに、偉大な力と栄光とともに来るのを見ます。



27 そのとき、人の子は御使いたちを遣わし、地の果てから天の果てまで、選ばれた者たちを四方

から集めます。

28 いちじくの木から教訓を学びなさい。枝が柔らかくなって葉が出て来ると、夏が近いことが分

かります。

29 同じように、これらのことが起こるのを見たら、あなたがたは、人の子が戸口まで近づいてい

ることを知りなさい。

30 まことに、あなたがたに言います。これらのことがすべて起こるまでは、この時代が過ぎ去る

ことは決してありません。

31 天地は消え去ります。しかし、わたしのことばは決して消え去ることがありません。

32 ただし、その日、その時がいつなのかは、だれも知りません。天の御使いたちも子も知りませ

ん。父だけが知っておられます。

33 気をつけて、目を覚ましていなさい。その時がいつなのか、あなたがたは知らないからです。

34 それはちょうど、旅に出る人のようです。家を離れるとき、しもべたちそれぞれに、仕事を割

り当てて責任を持たせ、門番には目を覚ましているように命じます。

35 ですから、目を覚ましていなさい。家の主人がいつ帰って来るのか、夕方なのか、夜中なの

か、鶏の鳴くころなのか、明け方なのか、分からないからです。

36 主人が突然帰って来て、あなたがたが眠っているのを見ることがないようにしなさい。

37 わたしがあなたがたに言っていることは、すべての人に言っているのです。目を覚ましていな

さい。」

第14章

1 過越の祭り、すなわち種なしパンの祭りが二日後に迫っていた。祭司長たちと律法学者たち

は、イエスをだまして捕らえ、殺すための良い方法を探していた。

2 彼らは、「祭りの間はやめておこう。民が騒ぎを起こすといけない」と話していた。

3 さて、イエスがベタニアで、ツァラアトに冒された人シモンの家におられたときのことであ

る。食事をしておられると、ある女の人が、純粋で非常に高価なナルド油の入った小さな壺を

持って来て、その壺を割り、イエスの頭に注いだ。

4 すると、何人かの者が憤慨して互いに言った。「何のために、香油をこんなに無駄にしたの

か。

5 この香油なら、三百デナリ以上に売れて、貧しい人たちに施しができたのに。」そして、彼女

を厳しく責めた。

6 すると、イエスは言われた。「彼女を、するままにさせておきなさい。なぜ困らせるのです

か。わたしのために、良いことをしてくれたのです。

7 貧しい人々は、いつもあなたがたと一緒にいます。あなたがたは望むとき、いつでも彼らに良

いことをしてあげられます。しかし、わたしは、いつもあなたがたと一緒にいるわけではあり

ません。

8 彼女は、自分にできることをしたのです。埋葬に備えて、わたしのからだに、前もって香油を

塗ってくれました。

9 まことに、あなたがたに言います。世界中どこでも、福音が宣べ伝えられるところでは、この

人がしたことも、この人の記念として語られます。」



10 さて、十二人の一人であるイスカリオテのユダは、祭司長たちのところへ行った。イエスを引

き渡すためであった。

11 彼らはそれを聞いて喜び、金を与える約束をした。そこでユダは、どうすればイエスをうまく

引き渡せるかと、その機をうかがっていた。

12 種なしパンの祭りの最初の日、すなわち、過越の子羊を屠る日、弟子たちはイエスに言った。

「過越の食事ができるように、私たちは、どこへ行って用意をしましょうか。」

13 イエスは、こう言って弟子のうち二人を遣わされた。「都に入りなさい。すると、水がめを運

んでいる人に出会います。その人について行きなさい。

14 そして、彼が入って行く家の主人に、『弟子たちと一緒に過越の食事をする、わたしの客間は

どこかと先生が言っております』と言いなさい。

15 すると、その主人自ら、席が整えられて用意のできた二階の大広間を見せてくれます。そこで

わたしたちのために用意をしなさい。」

16 弟子たちが出かけて行って都に入ると、イエスが彼らに言われたとおりであった。それで、彼

らは過越の用意をした。

17 夕方になって、イエスは十二人と一緒にそこに来られた。

18 そして、彼らが席に着いて食事をしているとき、イエスは言われた。「まことに、あなたがた

に言います。あなたがたのうちの一人で、わたしと一緒に食事をしている者が、わたしを裏切

ります。」

19 弟子たちは悲しくなり、次々にイエスに言い始めた。「まさか私ではないでしょう。」

20 イエスは言われた。「十二人の一人で、わたしと一緒に手を鉢に浸している者です。

21 人の子は、自分について書かれているとおり、去って行きます。しかし、人の子を裏切るその

人はわざわいです。そういう人は、生まれて来なければよかったのです。」

22 さて、一同が食事をしているとき、イエスはパンを取り、神をほめたたえてこれを裂き、弟子

たちに与えて言われた。「取りなさい。これはわたしのからだです。」

23 また、杯を取り、感謝の祈りをささげた後、彼らにお与えになった。彼らはみなその杯から飲

んだ。

24 イエスは彼らに言われた。「これは、多くの人のために流される、わたしの契約の血です。

25 まことに、あなたがたに言います。神の国で新しく飲むその日まで、わたしがぶどうの実から

できた物を飲むことは、もはや決してありません。」

26 そして、賛美の歌を歌ってから、皆でオリーブ山へ出かけた。

27 イエスは弟子たちに言われた。「あなたがたはみな、つまずきます。 『わたしは羊飼いを打

つ。 すると、羊は散らされる』 と書いてあるからです。

28 しかしわたしは、よみがえった後、あなたがたより先にガリラヤへ行きます。」

29 すると、ペテロがイエスに言った。「たとえ皆がつまずいても、私はつまずきません。」

30 イエスは彼に言われた。「まことに、あなたに言います。まさに今夜、鶏が二度鳴く前に、あ

なたは三度わたしを知らないと言います。」

31 ペテロは力を込めて言い張った。「たとえ、ご一緒に死ななければならないとしても、あなた

を知らないなどとは決して申しません。」皆も同じように言った。

32 さて、彼らはゲツセマネという場所に来た。イエスは弟子たちに言われた。「わたしが祈って

いる間、ここに座っていなさい。」



33 そして、ペテロ、ヤコブ、ヨハネを一緒に連れて行かれた。イエスは深く悩み、もだえ始め、

34 彼らに言われた。「わたしは悲しみのあまり死ぬほどです。ここにいて、目を覚ましていなさ

い。」

35 それからイエスは少し進んで行って、地面にひれ伏し、できることなら、この時が自分から過

ぎ去るようにと祈られた。

36 そしてこう言われた。「アバ、父よ、あなたは何でもおできになります。どうか、この杯をわ

たしから取り去ってください。しかし、わたしの望むことではなく、あなたがお望みになるこ

とが行われますように。」

37 イエスは戻り、彼らが眠っているのを見て、ペテロに言われた。「シモン、眠っているのです

か。一時間でも、目を覚ましていられなかったのですか。

38 誘惑に陥らないように、目を覚まして祈っていなさい。霊は燃えていても肉は弱いのです。」

39 イエスは再び離れて行き、前と同じことばで祈られた。

40 そして再び戻って来てご覧になると、弟子たちは眠っていた。まぶたがとても重くなっていた

のである。彼らは、イエスに何と言ってよいか、分からなかった。

41 イエスは三度目に戻って来ると、彼らに言われた。「まだ眠って休んでいるのですか。もう十

分です。時が来ました。見なさい。人の子は罪人たちの手に渡されます。

42 立ちなさい。さあ、行こう。見なさい。わたしを裏切る者が近くに来ています。」

43 そしてすぐ、イエスがまだ話しておられるうちに、十二人の一人のユダが現れた。祭司長た

ち、律法学者たち、長老たちから差し向けられ、剣や棒を手にした群衆も一緒であった。

44 イエスを裏切ろうとしていた者は、彼らと合図を決め、「私が口づけをするのが、その人だ。

その人を捕まえて、しっかりと引いて行くのだ」と言っておいた。

45 ユダはやって来るとすぐ、イエスに近づき、「先生」と言って口づけした。

46 人々は、イエスに手をかけて捕らえた。

47 そのとき、そばに立っていた一人が、剣を抜いて大祭司のしもべに切りかかり、その耳を切り

落とした。

48 イエスは彼らに向かって言われた。「まるで強盗にでも向かうように、剣や棒を持ってわたし

を捕らえに来たのですか。

49 わたしは毎日、宮であなたがたと一緒にいて教えていたのに、あなたがたは、わたしを捕らえ

ませんでした。しかし、こうなったのは聖書が成就するためです。」

50 皆は、イエスを見捨てて逃げてしまった。

51 ある青年が、からだに亜麻布を一枚まとっただけでイエスについて行ったところ、人々が彼を

捕らえようとした。

52 すると、彼は亜麻布を脱ぎ捨てて、裸で逃げた。

53 人々がイエスを大祭司のところに連れて行くと、祭司長たち、長老たち、律法学者たちがみな

集まって来た。

54 ペテロは、遠くからイエスの後について、大祭司の家の庭の中にまで入って行った。そして、

下役たちと一緒に座って、火に当たっていた。

55 さて、祭司長たちと最高法院全体は、イエスを死刑にするため、彼に不利な証言を得ようとし

たが、何も見つからなかった。

56 多くの者たちがイエスに不利な偽証をしたが、それらの証言が一致しなかったのである。



57 すると、何人かが立ち上がり、こう言って、イエスに不利な偽証をした。

58 「『わたしは人の手で造られたこの神殿を壊し、人の手で造られたのではない別の神殿を三日

で建てる』とこの人が言うのを、私たちは聞きました。」

59 しかし、この点でも、証言は一致しなかった。

60 そこで、大祭司が立ち上がり、真ん中に進み出て、イエスに尋ねた。「何も答えないのか。こ

の人たちがおまえに不利な証言をしているが、どういうことか。」

61 しかし、イエスは黙ったまま、何もお答えにならなかった。大祭司は再びイエスに尋ねた。

「おまえは、ほむべき方の子キリストなのか。」

62 そこでイエスは言われた。「わたしが、それです。あなたがたは、人の子が力ある方の右の座

に着き、そして天の雲とともに来るのを見ることになります。」

63 すると、大祭司は自分の衣を引き裂いて言った。「なぜこれ以上、証人が必要か。

64 あなたがたは、神を冒瀆することばを聞いたのだ。どう考えるか。」すると彼らは全員で、イ

エスは死に値すると決めた。

65 そして、ある者たちはイエスに唾をかけ、顔に目隠しをして拳で殴り、「当ててみろ」と言い

始めた。また、下役たちはイエスを平手で打った。

66 ペテロが下の中庭にいると、大祭司の召使いの女の一人がやって来た。

67 ペテロが火に当たっているのを見かけると、彼をじっと見つめて言った。「あなたも、ナザレ

人イエスと一緒にいましたね。」

68 ペテロはそれを否定して、「何を言っているのか分からない。理解できない」と言って、前庭

の方に出て行った。すると鶏が鳴いた。

69 召使いの女はペテロを見て、そばに立っていた人たちに再び言い始めた。「この人はあの人た

ちの仲間です。」

70 すると、ペテロは再び否定した。しばらくすると、そばに立っていた人たちが、またペテロに

言った。「確かに、あなたはあの人たちの仲間だ。ガリラヤ人だから。」

71 するとペテロは、噓ならのろわれてもよいと誓い始め、「私は、あなたがたが話しているその

人を知らない」と言った。

72 するとすぐに、鶏がもう一度鳴いた。ペテロは、「鶏が二度鳴く前に、あなたは三度わたしを

知らないと言います」と、イエスが自分に話されたことを思い出した。そして彼は泣き崩れ

た。

第15章

1 夜が明けるとすぐに、祭司長たちは、長老たちや律法学者たちと最高法院全体で協議を行って

から、イエスを縛って連れ出し、ピラトに引き渡した。

2 ピラトはイエスに尋ねた。「あなたはユダヤ人の王なのか。」イエスは答えられた。「あなた

がそう言っています。」

3 そこで祭司長たちは、多くのことでイエスを訴えた。

4 ピラトは再びイエスに尋ねた。「何も答えないのか。見なさい。彼らはあんなにまであなたを

訴えているが。」

5 しかし、イエスはもはや何も答えようとされなかった。それにはピラトも驚いた。



6 ところで、ピラトは祭りのたびに、人々の願う囚人一人を釈放していた。

7 そこに、バラバという者がいて、暴動で人殺しをした暴徒たちとともに牢につながれていた。

8 群衆が上って来て、いつものようにしてもらうことを、ピラトに要求し始めた。

9 そこでピラトは彼らに答えた。「おまえたちはユダヤ人の王を釈放してほしいのか。」

10 ピラトは、祭司長たちがねたみからイエスを引き渡したことを、知っていたのである。

11 しかし、祭司長たちは、むしろ、バラバを釈放してもらうように群衆を扇動した。

12 そこで、ピラトは再び答えた。「では、おまえたちがユダヤ人の王と呼ぶあの人を、私にどう

してほしいのか。」

13 すると彼らはまたも叫んだ。「十字架につけろ。」

14 ピラトは彼らに言った。「あの人がどんな悪いことをしたのか。」しかし、彼らはますます激

しく叫び続けた。「十字架につけろ。」

15 それで、ピラトは群衆を満足させようと思い、バラバを釈放し、イエスはむちで打ってから、

十字架につけるために引き渡した。

16 兵士たちは、イエスを中庭に、すなわち、総督官邸の中に連れて行き、全部隊を呼び集めた。

17 そして、イエスに紫の衣を着せ、茨の冠を編んでかぶらせ、

18 それから、「ユダヤ人の王様、万歳」と叫んで敬礼し始めた。

19 また、葦の棒でイエスの頭をたたき、唾をかけ、ひざまずいて拝んだ。

20 彼らはイエスをからかってから、紫の衣を脱がせて、元の衣を着せた。それから、イエスを十

字架につけるために連れ出した。

21 兵士たちは、通りかかったクレネ人シモンという人に、イエスの十字架を無理やり背負わせ

た。彼はアレクサンドロとルフォスの父で、田舎から来ていた。

22 彼らはイエスを、ゴルゴタという所（訳すと、どくろの場所）に連れて行った。

23 彼らは、没薬を混ぜたぶどう酒を与えようとしたが、イエスはお受けにならなかった。

24 それから、彼らはイエスを十字架につけた。そして、くじを引いて、だれが何を取るかを決

め、イエスの衣を分けた。

25 彼らがイエスを十字架につけたのは、午前九時であった。

26 イエスの罪状書きには、「ユダヤ人の王」と書いてあった。

27 彼らは、イエスと一緒に二人の強盗を、一人は右に、一人は左に、十字架につけた。

29 通りすがりの人たちは、頭を振りながらイエスをののしって言った。「おい、神殿を壊して三

日で建てる人よ。

30 十字架から降りて来て、自分を救ってみろ。」

31 同じように、祭司長たちも律法学者たちと一緒になって、代わる代わるイエスを嘲って言っ

た。「他人は救ったが、自分は救えない。

32 キリスト、イスラエルの王に、今、十字架から降りてもらおう。それを見たら信じよう。」ま

た、一緒に十字架につけられていた者たちもイエスをののしった。

33 さて、十二時になったとき、闇が全地をおおい、午後三時まで続いた。

34 そして三時に、イエスは大声で叫ばれた。「エロイ、エロイ、レマ、サバクタニ。」訳すと

「わが神、わが神、どうしてわたしをお見捨てになったのですか」という意味である。

35 そばに立っていた人たちの何人かがこれを聞いて言った。「ほら、エリヤを呼んでいる。」



36 すると一人が駆け寄り、海綿に酸いぶどう酒を含ませて、葦の棒に付け、「待て。エリヤが降

ろしに来るか見てみよう」と言って、イエスに飲ませようとした。

37 しかし、イエスは大声をあげて、息を引き取られた。

38 すると、神殿の幕が上から下まで真っ二つに裂けた。

39 イエスの正面に立っていた百人隊長は、イエスがこのように息を引き取られたのを見て言っ

た。「この方は本当に神の子であった。」

40 女たちも遠くから見ていたが、その中には、マグダラのマリアと、小ヤコブとヨセの母マリア

と、サロメがいた。

41 イエスがガリラヤにおられたときに、イエスに従って仕えていた人たちであった。このほかに

も、イエスと一緒にエルサレムに上って来た女たちがたくさんいた。

42 さて、すでに夕方になっていた。その日は備え日、すなわち安息日の前日であったので、

43 アリマタヤ出身のヨセフは、勇気を出してピラトのところに行き、イエスのからだの下げ渡し

を願い出た。ヨセフは有力な議員で、自らも神の国を待ち望んでいた。

44 ピラトは、イエスがもう死んだのかと驚いた。そして百人隊長を呼び、イエスがすでに死んだ

のかどうか尋ねた。

45 百人隊長に確認すると、ピラトはイエスの遺体をヨセフに下げ渡した。

46 ヨセフは亜麻布を買い、イエスを降ろして亜麻布で包み、岩を掘って造った墓に納めた。そし

て、墓の入り口には石を転がしておいた。

47 マグダラのマリアとヨセの母マリアは、イエスがどこに納められるか、よく見ていた。

第16章

1 さて、安息日が終わったので、マグダラのマリアとヤコブの母マリアとサロメは、イエスに油

を塗りに行こうと思い、香料を買った。

2 そして、週の初めの日の早朝、日が昇ったころ、墓に行った。

3 彼女たちは、「だれが墓の入り口から石を転がしてくれるでしょうか」と話し合っていた。

4 ところが、目を上げると、その石が転がしてあるのが見えた。石は非常に大きかった。

5 墓の中に入ると、真っ白な衣をまとった青年が、右側に座っているのが見えたので、彼女たち

は非常に驚いた。

6 青年は言った。「驚くことはありません。あなたがたは、十字架につけられたナザレ人イエス

を捜しているのでしょう。あの方はよみがえられました。ここにはおられません。ご覧なさ

い。ここがあの方の納められていた場所です。

7 さあ行って、弟子たちとペテロに伝えなさい。『イエスは、あなたがたより先にガリラヤへ行

かれます。前に言われたとおり、そこでお会いできます』と。」

8 彼女たちは墓を出て、そこから逃げ去った。震え上がり、気も動転していたからである。そし

てだれにも何も言わなかった。恐ろしかったからである。 〔彼女たちは、命じられたすべて

のことを、ペテロとその仲間たちに短く伝えた。その後、イエスご自身が彼らを通して、きよ

く朽ちることのない永遠の救いの宣言を、日の昇るところから日の沈むところまで送られた。

アーメン。〕

9 〔さて、週の初めの日の朝早く、よみがえったイエスは、最初にマグダラのマリアにご自分を

現された。彼女は、かつて七つの悪霊をイエスに追い出してもらった人である。



10 マリアは、イエスと一緒にいた人たちが嘆き悲しんで泣いているところに行って、そのことを

知らせた。

11 彼らは、イエスが生きていて彼女にご自分を現された、と聞いても信じなかった。

12 それから、彼らのうちの二人が徒歩で田舎に向かっていたとき、イエスは別の姿でご自分を現

された。

13 その二人も、ほかの人たちのところへ行って知らせたが、彼らはその話も信じなかった。

14 その後イエスは、十一人が食卓に着いているところに現れ、彼らの不信仰と頑なな心をお責め

になった。よみがえられたイエスを見た人たちの言うことを、彼らが信じなかったからであ

る。

15 それから、イエスは彼らに言われた。「全世界に出て行き、すべての造られた者に福音を宣べ

伝えなさい。

16 信じてバプテスマを受ける者は救われます。しかし、信じない者は罪に定められます。

17 信じる人々には次のようなしるしが伴います。すなわち、わたしの名によって悪霊を追い出

し、新しいことばで語り、

18 その手で蛇をつかみ、たとえ毒を飲んでも決して害を受けず、病人に手を置けば癒やされま

す。」

19 主イエスは彼らに語った後、天に上げられ、神の右の座に着かれた。

20 弟子たちは出て行って、いたるところで福音を宣べ伝えた。主は彼らとともに働き、みことば

を、それに伴うしるしをもって、確かなものとされた。〕



ルカによる福音書

Luke

第1章

1 私たちの間で成し遂げられた事柄については、初めからの目撃者で、みことばに仕える者とな

った人たちが私たちに伝えたとおりのことを、多くの人がまとめて書き上げようとすでに試み

ています。

2 ［前節と合節］

3 私も、すべてのことを初めから綿密に調べていますから、尊敬するテオフィロ様、あなたのた

めに、順序立てて書いて差し上げるのがよいと思います。

4 それによって、すでにお受けになった教えが確かであることを、あなたによく分かっていただ

きたいと思います。

5 ユダヤの王ヘロデの時代に、アビヤの組の者でザカリヤという名の祭司がいた。彼の妻はアロ

ンの子孫で、名をエリサベツといった。

6 二人とも神の前に正しい人で、主のすべての命令と掟を落度なく行っていた。

7 しかし、彼らには子がいなかった。エリサベツが不妊だったからである。また、二人ともすで

に年をとっていた。

8 さてザカリヤは、自分の組が当番で、神の前で祭司の務めをしていたとき、

9 祭司職の慣習によってくじを引いたところ、主の神殿に入って香をたくことになった。

10 彼が香をたく間、外では大勢の民がみな祈っていた。

11 すると、主の使いが彼に現れて、香の祭壇の右に立った。

12 これを見たザカリヤは取り乱し、恐怖に襲われた。

13 御使いは彼に言った。「恐れることはありません、ザカリヤ。あなたの願いが聞き入れられた

のです。あなたの妻エリサベツは、あなたに男の子を産みます。その名をヨハネとつけなさ

い。

14 その子はあなたにとって、あふれるばかりの喜びとなり、多くの人もその誕生を喜びます。

15 その子は主の御前に大いなる者となるからです。彼はぶどう酒や強い酒を決して飲まず、まだ

母の胎にいるときから聖霊に満たされ、

16 イスラエルの子らの多くを、彼らの神である主に立ち返らせます。

17 彼はエリヤの霊と力で、主に先立って歩みます。父たちの心を子どもたちに向けさせ、不従順

な者たちを義人の思いに立ち返らせて、主のために、整えられた民を用意します。」

18 ザカリヤは御使いに言った。「私はそのようなことを、何によって知ることができるでしょう

か。この私は年寄りですし、妻ももう年をとっています。」

19 御使いは彼に答えた。「この私は神の前に立つガブリエルです。あなたに話をし、この良い知

らせを伝えるために遣わされたのです。

20 見なさい。これらのことが起こる日まで、あなたは口がきけなくなり、話せなくなります。そ

の時が来れば実現する私のことばを、あなたが信じなかったからです。」

21 民はザカリヤを待っていたが、神殿で手間取っているので、不思議に思っていた。



22 やがて彼は出て来たが、彼らに話をすることができなかった。それで、彼が神殿で幻を見たこ

とが分かった。ザカリヤは彼らに合図をするだけで、口がきけないままであった。

23 やがて務めの期間が終わり、彼は自分の家に帰った。

24 しばらくして、妻エリサベツは身ごもった。そして、「主は今このようにして私に目を留め、

人々の間から私の恥を取り除いてくださいました」と言い、五か月の間、安静にしていた。

25 ［前節と合節］

26 さて、その六か月目に、御使いガブリエルが神から遣わされて、ガリラヤのナザレという町の

一人の処女のところに来た。

27 この処女は、ダビデの家系のヨセフという人のいいなずけで、名をマリアといった。

28 御使いは入って来ると、マリアに言った。「おめでとう、恵まれた方。主があなたとともにお

られます。」

29 しかし、マリアはこのことばにひどく戸惑って、これはいったい何のあいさつかと考え込ん

だ。

30 すると、御使いは彼女に言った。「恐れることはありません、マリア。あなたは神から恵みを

受けたのです。

31 見なさい。あなたは身ごもって、男の子を産みます。その名をイエスとつけなさい。

32 その子は大いなる者となり、いと高き方の子と呼ばれます。また神である主は、彼にその父ダ

ビデの王位をお与えになります。

33 彼はとこしえにヤコブの家を治め、その支配に終わりはありません。」

34 マリアは御使いに言った。「どうしてそのようなことが起こるのでしょう。私は男の人を知り

ませんのに。」

35 御使いは彼女に答えた。「聖霊があなたの上に臨み、いと高き方の力があなたをおおいます。

それゆえ、生まれる子は聖なる者、神の子と呼ばれます。

36 見なさい。あなたの親類のエリサベツ、あの人もあの年になって男の子を宿しています。不妊

と言われていた人なのに、今はもう六か月です。

37 神にとって不可能なことは何もありません。」

38 マリアは言った。「ご覧ください。私は主のはしためです。どうぞ、あなたのおことばどお

り、この身になりますように。」すると、御使いは彼女から去って行った。

39 それから、マリアは立って、山地にあるユダの町に急いで行った。

40 そしてザカリヤの家に行って、エリサベツにあいさつした。

41 エリサベツがマリアのあいさつを聞いたとき、子が胎内で躍り、エリサベツは聖霊に満たされ

た。

42 そして大声で叫んだ。「あなたは女の中で最も祝福された方。あなたの胎の実も祝福されてい

ます。

43 私の主の母が私のところに来られるとは、どうしたことでしょう。

44 あなたのあいさつの声が私の耳に入った、ちょうどそのとき、私の胎内で子どもが喜んで躍り

ました。

45 主によって語られたことは必ず実現すると信じた人は、幸いです。」

46 マリアは言った。 「私のたましいは主をあがめ、



47 私の霊は私の救い主である神をたたえます。

48 この卑しいはしために 目を留めてくださったからです。 ご覧ください。今から後、どの時代

の人々も 私を幸いな者と呼ぶでしょう。

49 力ある方が、 私に大きなことをしてくださったからです。 その御名は聖なるもの、

50 主のあわれみは、代々にわたって 主を恐れる者に及びます。

51 主はその御腕で力強いわざを行い、 心の思いの高ぶる者を追い散らされました。

52 権力のある者を王位から引き降ろし、 低い者を高く引き上げられました。

53 飢えた者を良いもので満ち足らせ、 富む者を何も持たせずに追い返されました。

54 主はあわれみを忘れずに、 そのしもべイスラエルを助けてくださいました。

55 私たちの父祖たちに語られたとおり、 アブラハムとその子孫に対するあわれみを いつまでも

忘れずに。」

56 マリアは、三か月ほどエリサベツのもとにとどまって、家に帰った。

57 さて、月が満ちて、エリサベツは男の子を産んだ。

58 近所の人たちや親族は、主がエリサベツに大きなあわれみをかけてくださったことを聞いて、

彼女とともに喜んだ。

59 八日目になり、人々は幼子に割礼を施すためにやって来た。彼らは幼子を父の名にちなんでザ

カリヤと名づけようとしたが、

60 母親は「いいえ、名はヨハネとしなければなりません」と言った。

61 彼らは彼女に「あなたの親族には、そのような名の人は一人もいません」と言った。

62 そして、幼子にどういう名をつけるつもりか、身振りで父親に尋ねた。

63 すると彼は書き板を持って来させて、「その子の名はヨハネ」と書いたので、人々はみな驚い

た。

64 すると、ただちにザカリヤの口が開かれ、舌が解かれ、ものが言えるようになって神をほめた

たえた。

65 近所に住む人たちはみな恐れを抱いた。そして、これらのことの一部始終が、ユダヤの山地全

体に語り伝えられていった。

66 聞いた人たちはみな、これらのことを心にとどめ、「いったいこの子は何になるのでしょう

か」と言った。主の御手がその子とともにあったからである。

67 さて、父親のザカリヤは聖霊に満たされて預言した。

68 「ほむべきかな、イスラエルの神、主。 主はその御民を顧みて、贖いをなし、

69 救いの角を私たちのために、 しもべダビデの家に立てられた。

70 古くから、その聖なる預言者たちの口を通して 語られたとおりに。

71 この救いは、私たちの敵からの、 私たちを憎むすべての者の手からの救いである。

72 主は私たちの父祖たちにあわれみを施し、 ご自分の聖なる契約を覚えておられた。

73 私たちの父アブラハムに誓われた誓いを。

74 主は私たちを敵の手から救い出し、 恐れなく主に仕えるようにしてくださる。

75 私たちのすべての日々において、 主の御前で、敬虔に、正しく。

76 幼子よ、あなたこそ いと高き方の預言者と呼ばれる。 主の御前を先立って行き、その道を備

え、



77 罪の赦しによる救いについて、 神の民に、知識を与えるからである。

78 これは私たちの神の深いあわれみによる。 そのあわれみにより、 曙の光が、いと高き所から

私たちに訪れ、

79 暗闇と死の陰に住んでいた者たちを照らし、 私たちの足を平和の道に導く。」

80 幼子は成長し、その霊は強くなり、イスラエルの民の前に公に現れる日まで荒野にいた。

第2章

1 そのころ、全世界の住民登録をせよという勅令が、皇帝アウグストゥスから出た。

2 これは、キリニウスがシリアの総督であったときの、最初の住民登録であった。

3 人々はみな登録のために、それぞれ自分の町に帰って行った。

4 ヨセフも、ダビデの家に属し、その血筋であったので、ガリラヤの町ナザレから、ユダヤのベ

ツレヘムというダビデの町へ上って行った。

5 身重になっていた、いいなずけの妻マリアとともに登録するためであった。

6 ところが、彼らがそこにいる間に、マリアは月が満ちて、

7 男子の初子を産んだ。そして、その子を布にくるんで飼葉桶に寝かせた。宿屋には彼らのいる

場所がなかったからである。

8 さて、その地方で、羊飼いたちが野宿をしながら、羊の群れの夜番をしていた。

9 すると、主の使いが彼らのところに来て、主の栄光が周りを照らしたので、彼らは非常に恐れ

た。

10 御使いは彼らに言った。「恐れることはありません。見なさい。私は、この民全体に与えられ

る、大きな喜びを告げ知らせます。

11 今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになりました。この方こそ主キリス

トです。

12 あなたがたは、布にくるまって飼葉桶に寝ているみどりごを見つけます。それが、あなたがた

のためのしるしです。」

13 すると突然、その御使いと一緒におびただしい数の天の軍勢が現れて、神を賛美した。

14 「いと高き所で、栄光が神にあるように。 地の上で、平和が みこころにかなう人々にあるよ

うに。」

15 御使いたちが彼らから離れて天に帰ったとき、羊飼いたちは話し合った。「さあ、ベツレヘム

まで行って、主が私たちに知らせてくださったこの出来事を見届けて来よう。」

16 そして急いで行って、マリアとヨセフと、飼葉桶に寝ているみどりごを捜し当てた。

17 それを目にして羊飼いたちは、この幼子について自分たちに告げられたことを知らせた。

18 聞いた人たちはみな、羊飼いたちが話したことに驚いた。

19 しかしマリアは、これらのことをすべて心に納めて、思いを巡らしていた。

20 羊飼いたちは、見聞きしたことがすべて御使いの話のとおりだったので、神をあがめ、賛美し

ながら帰って行った。

21 八日が満ちて幼子に割礼を施す日となり、幼子の名はイエスとつけられた。胎内に宿る前に御

使いがつけた名である。



22 そして、モーセの律法による彼らのきよめの期間が満ちたとき、両親は幼子をエルサレムに連

れて行った。

23 それは、主の律法に「最初に胎を開く男子はみな、主のために聖別された者と呼ばれる」と書

いてあるとおり、幼子を主に献げるためであった。

24 また、主の律法に「山鳩一つがい、あるいは家鳩のひな二羽」と言われていることにしたがっ

て、いけにえを献げるためであった。

25 そのとき、エルサレムにシメオンという人がいた。この人は正しい、敬虔な人で、イスラエル

が慰められるのを待ち望んでいた。また、聖霊が彼の上におられた。

26 そして、主のキリストを見るまでは決して死を見ることはないと、聖霊によって告げられてい

た。

27 シメオンが御霊に導かれて宮に入ると、律法の慣習を守るために、両親が幼子イエスを連れて

入って来た。

28 シメオンは幼子を腕に抱き、神をほめたたえて言った。

29 「主よ。今こそあなたは、おことばどおり、 しもべを安らかに去らせてくださいます。

30 私の目があなたの御救いを見たからです。

31 あなたが万民の前に備えられた救いを。

32 異邦人を照らす啓示の光、 御民イスラエルの栄光を。」

33 父と母は、幼子について語られる様々なことに驚いた。

34 シメオンは両親を祝福し、母マリアに言った。「ご覧なさい。この子は、イスラエルの多くの

人が倒れたり立ち上がったりするために定められ、また、人々の反対にあうしるしとして定め

られています。

35 あなた自身の心さえも、剣が刺し貫くことになります。それは多くの人の心のうちの思いが、

あらわになるためです。」

36 また、アシェル族のペヌエルの娘で、アンナという女預言者がいた。この人は非常に年をとっ

ていた。処女の時代の後、七年間夫とともに暮らしたが、

37 やもめとなり、八十四歳になっていた。彼女は宮を離れず、断食と祈りをもって、夜も昼も神

に仕えていた。

38 ちょうどそのとき彼女も近寄って来て、神に感謝をささげ、エルサレムの贖いを待ち望んでい

たすべての人に、この幼子のことを語った。

39 両親は、主の律法にしたがってすべてのことを成し遂げたので、ガリラヤの自分たちの町ナザ

レに帰って行った。

40 幼子は成長し、知恵に満ちてたくましくなり、神の恵みがその上にあった。

41 さて、イエスの両親は、過越の祭りに毎年エルサレムに行っていた。

42 イエスが十二歳になられたときも、両親は祭りの慣習にしたがって都へ上った。

43 そして祭りの期間を過ごしてから帰路についたが、少年イエスはエルサレムにとどまっておら

れた。両親はそれに気づかずに、

44 イエスが一行の中にいるものと思って、一日の道のりを進んだ。後になって親族や知人の中を

捜し回ったが、

45 見つからなかったので、イエスを捜しながらエルサレムまで引き返した。



46 そして三日後になって、イエスが宮で教師たちの真ん中に座って、話を聞いたり質問したりし

ておられるのを見つけた。

47 聞いていた人たちはみな、イエスの知恵と答えに驚いていた。

48 両親は彼を見て驚き、母は言った。「どうしてこんなことをしたのですか。見なさい。お父さ

んも私も、心配してあなたを捜していたのです。」

49 すると、イエスは両親に言われた。「どうしてわたしを捜されたのですか。わたしが自分の父

の家にいるのは当然であることを、ご存じなかったのですか。」

50 しかし両親には、イエスの語られたことばが理解できなかった。

51 それからイエスは一緒に下って行き、ナザレに帰って両親に仕えられた。母はこれらのことを

みな、心に留めておいた。

52 イエスは神と人とにいつくしまれ、知恵が増し加わり、背たけも伸びていった。

第3章

1 皇帝ティベリウスの治世の第十五年、ポンティオ・ピラトがユダヤの総督であり、ヘロデがガ

リラヤの領主、その兄弟ピリポがイトラヤとトラコニテ地方の領主、リサニアがアビレネの領

主、

2 アンナスとカヤパが大祭司であったころ、神のことばが、荒野でザカリヤの子ヨハネに臨ん

だ。

3 ヨハネはヨルダン川周辺のすべての地域に行って、罪の赦しに導く悔い改めのバプテスマを宣

べ伝えた。

4 これは、預言者イザヤのことばの書に書いてあるとおりである。 「荒野で叫ぶ者の声がす

る。 『主の道を用意せよ。 主の通られる道をまっすぐにせよ。

5 すべての谷は埋められ、 すべての山や丘は低くなる。 曲がったところはまっすぐになり、 険

しい道は平らになる。

6 こうして、すべての者が神の救いを見る。』」

7 ヨハネは、彼からバプテスマを受けようとして出て来た群衆に言った。「まむしの子孫たち。

だれが、迫り来る怒りを逃れるようにと教えたのか。

8 それなら、悔い改めにふさわしい実を結びなさい。『われわれの父はアブラハムだ』という考

えを起こしてはいけません。言っておきますが、神はこれらの石ころからでも、アブラハムの

子らを起こすことができるのです。

9 斧もすでに木の根元に置かれています。だから、良い実を結ばない木はすべて切り倒されて、

火に投げ込まれます。」

10 群衆はヨハネに尋ねた。「それでは、私たちはどうすればよいのでしょうか。」

11 ヨハネは答えた。「下着を二枚持っている人は、持っていない人に分けてあげなさい。食べ物

を持っている人も同じようにしなさい。」

12 取税人たちもバプテスマを受けにやって来て、ヨハネに言った。「先生、私たちはどうすれば

よいのでしょうか。」

13 ヨハネは彼らに言った。「決められた以上には、何も取り立ててはいけません。」

14 兵士たちもヨハネに尋ねた。「この私たちはどうすればよいのでしょうか。」ヨハネは言っ

た。「だれからも、金を力ずくで奪ったり脅し取ったりしてはいけません。自分の給料で満足



しなさい。」

15 人々はキリストを待ち望んでいたので、みなヨハネのことを、もしかするとこの方がキリスト

ではないか、と心の中で考えていた。

16 そこでヨハネは皆に向かって言った。「私は水であなたがたにバプテスマを授けています。し

かし、私よりも力のある方が来られます。私はその方の履き物のひもを解く資格もありませ

ん。その方は聖霊と火で、あなたがたにバプテスマを授けられます。

17 また手に箕を持って、ご自分の脱穀場を隅々まで掃ききよめ、麦を集めて倉に納められます。

そして、殻を消えない火で焼き尽くされます。」

18 このようにヨハネは、ほかにも多くのことを勧めながら、人々に福音を伝えた。

19 しかし領主ヘロデは、兄弟の妻ヘロディアのことと、自分が行った悪事のすべてをヨハネに非

難されたので、

20 すべての悪事にもう一つ悪事を加え、ヨハネを牢に閉じ込めた。

21 さて、民がみなバプテスマを受けていたころ、イエスもバプテスマを受けられた。そして祈っ

ておられると、天が開け、

22 聖霊が鳩のような形をして、イエスの上に降って来られた。すると、天から声がした。「あな

たはわたしの愛する子。わたしはあなたを喜ぶ。」

23 イエスは、働きを始められたとき、およそ三十歳で、ヨセフの子と考えられていた。ヨセフは

エリの子で、さかのぼると、

24 マタテ、レビ、メルキ、ヤンナイ、ヨセフ、

25 マタティア、アモス、ナホム、エスリ、ナガイ、

26 マハテ、マタティア、シメイ、ヨセク、ヨダ、

27 ヨハナン、レサ、ゼルバベル、シェアルティエル、ネリ、

28 メルキ、アディ、コサム、エルマダム、エル、

29 ヨシュア、エリエゼル、ヨリム、マタテ、レビ、

30 シメオン、ユダ、ヨセフ、ヨナム、エルヤキム、

31 メレア、メンナ、マタタ、ナタン、ダビデ、

32 エッサイ、オベデ、ボアズ、サラ、ナフション、

33 アミナダブ、アデミン、アルニ、ヘツロン、ペレツ、ユダ、

34 ヤコブ、イサク、アブラハム、テラ、ナホル、

35 セルグ、レウ、ペレグ、エベル、シェラ、

36 ケナン、アルパクシャデ、セム、ノア、レメク、

37 メトシェラ、エノク、ヤレデ、マハラルエル、ケナン、

38 エノシュ、セツ、アダム、そして神に至る。

第4章

1 さて、イエスは聖霊に満ちてヨルダンから帰られた。そして御霊によって荒野に導かれ、

2 四十日間、悪魔の試みを受けられた。その間イエスは何も食べず、その期間が終わると空腹を

覚えられた。



3 そこで、悪魔はイエスに言った。「あなたが神の子なら、この石に、パンになるように命じな

さい。」

4 イエスは悪魔に答えられた。「『人はパンだけで生きるのではない』と書いてある。」

5 すると悪魔はイエスを高いところに連れて行き、一瞬のうちに世界のすべての国々を見せて、

6 こう言った。「このような、国々の権力と栄光をすべてあなたにあげよう。それは私に任され

ていて、だれでも私が望む人にあげるのだから。

7 だから、もしあなたが私の前にひれ伏すなら、すべてがあなたのものとなる。」

8 イエスは悪魔に答えられた。「『あなたの神である主を礼拝しなさい。主にのみ仕えなさい』

と書いてある。」

9 また、悪魔はイエスをエルサレムに連れて行き、神殿の屋根の端に立たせて、こう言った。

「あなたが神の子なら、ここから下に身を投げなさい。

10 『神は、あなたのために御使いたちに命じて、 あなたを守られる。

11 彼らは、その両手にあなたをのせ、 あなたの足が石に打ち当たらないようにする』 と書いて

あるから。」

12 するとイエスは答えられた。「『あなたの神である主を試みてはならない』と言われてい

る。」

13 悪魔はあらゆる試みを終えると、しばらくの間イエスから離れた。

14 イエスは御霊の力を帯びてガリラヤに帰られた。すると、その評判が周辺一帯に広まった。

15 イエスは彼らの会堂で教え、すべての人に称賛された。

16 それからイエスはご自分が育ったナザレに行き、いつもしているとおり安息日に会堂に入り、

朗読しようとして立たれた。

17 すると、預言者イザヤの書が手渡されたので、その巻物を開いて、こう書いてある箇所に目を

留められた。

18 「主の霊がわたしの上にある。 貧しい人に良い知らせを伝えるため、 主はわたしに油を注

ぎ、 わたしを遣わされた。 捕らわれ人には解放を、 目の見えない人には目の開かれることを

告げ、 虐げられている人を自由の身とし、

19 主の恵みの年を告げるために。」

20 イエスは巻物を巻き、係りの者に渡して座られた。会堂にいた皆の目はイエスに注がれてい

た。

21 イエスは人々に向かって話し始められた。「あなたがたが耳にしたとおり、今日、この聖書の

ことばが実現しました。」

22 人々はみなイエスをほめ、その口から出て来る恵みのことばに驚いて、「この人はヨセフの子

ではないか」と言った。

23 そこでイエスは彼らに言われた。「きっとあなたがたは、『医者よ、自分を治せ』ということ

わざを引いて、『カペナウムで行われたと聞いていることを、あなたの郷里のここでもしてく

れ』と言うでしょう。」

24 そしてこう言われた。「まことに、あなたがたに言います。預言者はだれも、自分の郷里では

歓迎されません。

25 まことに、あなたがたに言います。エリヤの時代に、イスラエルに多くのやもめがいました。

三年六か月の間、天が閉じられ、大飢饉が全地に起こったとき、



26 そのやもめたちのだれのところにもエリヤは遣わされず、シドンのツァレファテにいた、一人

のやもめの女にだけ遣わされました。

27 また、預言者エリシャのときには、イスラエルにはツァラアトに冒された人が多くいました

が、その中のだれもきよめられることはなく、シリア人ナアマンだけがきよめられました。」

28 これを聞くと、会堂にいた人たちはみな憤りに満たされ、

29 立ち上がってイエスを町の外に追い出した。そして町が建っていた丘の崖の縁まで連れて行

き、そこから突き落とそうとした。

30 しかし、イエスは彼らのただ中を通り抜けて、去って行かれた。

31 それからイエスは、ガリラヤの町カペナウムに下られた。そして安息日には人々を教えておら

れた。

32 人々はその教えに驚いた。そのことばに権威があったからである。

33 そこの会堂に、汚れた悪霊につかれた人がいた。彼は大声で叫んだ。

34 「ああ、ナザレの人イエスよ、私たちと何の関係があるのですか。私たちを滅ぼしに来たので

すか。私はあなたがどなたなのか知っています。神の聖者です。」

35 イエスは彼を叱って、「黙れ。この人から出て行け」と言われた。すると悪霊は、その人を

人々の真ん中に投げ倒し、何の害も与えることなくその人から出て行った。

36 人々はみな驚いて、互いに言った。「このことばは何なのだろうか。権威と力をもって命じら

れると、汚れた霊が出て行くとは。」

37 こうしてイエスのうわさは、周辺の地域のいたるところに広まっていった。

38 イエスは立ち上がって会堂を出て、シモンの家に入られた。シモンの姑がひどい熱で苦しんで

いたので、人々は彼女のことをイエスにお願いした。

39 イエスがその枕元に立って熱を叱りつけられると、熱がひいた。彼女はすぐに立ち上がって彼

らをもてなし始めた。

40 日が沈むと、様々な病で弱っている者をかかえている人たちがみな、病人たちをみもとに連れ

て来た。イエスは一人ひとりに手を置いて癒やされた。

41 また悪霊どもも、「あなたこそ神の子です」と叫びながら、多くの人から出て行った。イエス

は悪霊どもを叱って、ものを言うのをお許しにならなかった。イエスがキリストであること

を、彼らが知っていたからである。

42 朝になって、イエスは寂しいところに出て行かれた。群衆はイエスを捜し回って、みもとまで

やって来た。そして、イエスが自分たちから離れて行かないように、引き止めておこうとし

た。

43 しかしイエスは、彼らにこう言われた。「ほかの町々にも、神の国の福音を宣べ伝えなければ

なりません。わたしは、そのために遣わされたのですから。」

44 そしてユダヤの諸会堂で、宣教を続けられた。

第5章

1 さて、群衆が神のことばを聞こうとしてイエスに押し迫って来たとき、イエスはゲネサレ湖の

岸辺に立って、

2 岸辺に小舟が二艘あるのをご覧になった。漁師たちは舟から降りて網を洗っていた。



3 イエスはそのうちの一つ、シモンの舟に乗り、陸から少し漕ぎ出すようにお頼みになった。そ

して腰を下ろし、舟から群衆を教え始められた。

4 話が終わるとシモンに言われた。「深みに漕ぎ出し、網を下ろして魚を捕りなさい。」

5 すると、シモンが答えた。「先生。私たちは夜通し働きましたが、何一つ捕れませんでした。

でも、おことばですので、網を下ろしてみましょう。」

6 そして、そのとおりにすると、おびただしい数の魚が入り、網が破れそうになった。

7 そこで別の舟にいた仲間の者たちに、助けに来てくれるよう合図した。彼らがやって来て、魚

を二艘の舟いっぱいに引き上げたところ、両方とも沈みそうになった。

8 これを見たシモン・ペテロは、イエスの足もとにひれ伏して言った。「主よ、私から離れてく

ださい。私は罪深い人間ですから。」

9 彼も、一緒にいた者たちもみな、自分たちが捕った魚のことで驚いたのであった。

10 シモンの仲間の、ゼベダイの子ヤコブやヨハネも同じであった。イエスはシモンに言われた。

「恐れることはない。今から後、あなたは人間を捕るようになるのです。」

11 彼らは舟を陸に着けると、すべてを捨ててイエスに従った。

12 さて、イエスがある町におられたとき、見よ、全身ツァラアトに冒された人がいた。その人は

イエスを見ると、ひれ伏してお願いした。「主よ、お心一つで私をきよくすることがおできに

なります。」

13 イエスは手を伸ばして彼にさわり、「わたしの心だ。きよくなれ」と言われた。すると、すぐ

にツァラアトが消えた。

14 イエスは彼にこう命じられた。「だれにも話してはいけない。ただ行って、自分を祭司に見せ

なさい。そして、人々への証しのため、モーセが命じたように、あなたのきよめのささげ物を

しなさい。」

15 しかし、イエスのうわさはますます広まり、大勢の群衆が話を聞くために、また病気を癒やし

てもらうために集まって来た。

16 だが、イエスご自身は寂しいところに退いて祈っておられた。

17 ある日のこと、イエスが教えておられると、パリサイ人たちと律法の教師たちが、そこに座っ

ていた。彼らはガリラヤとユダヤのすべての村やエルサレムから来ていた。イエスは主の御力

によって、病気を治しておられた。

18 すると見よ。男たちが、中風をわずらっている人を床に載せて運んで来た。そして家の中に運

び込み、イエスの前に置こうとした。

19 しかし、大勢の人のために病人を運び込む方法が見つからなかったので、屋上に上って瓦をは

がし、そこから彼の寝床を、人々の真ん中、イエスの前につり降ろした。

20 イエスは彼らの信仰を見て、「友よ、あなたの罪は赦された」と言われた。

21 ところが、律法学者たち、パリサイ人たちはあれこれ考え始めた。「神への冒瀆を口にするこ

の人は、いったい何者だ。神おひとりのほかに、だれが罪を赦すことができるだろうか。」

22 イエスは彼らがあれこれ考えているのを見抜いて言われた。「あなたがたは心の中で何を考え

ているのか。

23 『あなたの罪は赦された』と言うのと、『起きて歩け』と言うのと、どちらが易しいか。

24 しかし、人の子が地上で罪を赦す権威を持っていることを、あなたがたが知るために──。」そ

う言って、中風の人に言われた。「あなたに言う。起きなさい。寝床を担いで、家に帰りなさ



い。」

25 すると彼はすぐに人々の前で立ち上がり、寝ていた床を担ぎ、神をあがめながら自分の家に帰

って行った。

26 人々はみな非常に驚き、神をあがめた。また、恐れに満たされて言った。「私たちは今日、驚

くべきことを見た。」

27 その後、イエスは出て行き、収税所に座っているレビという取税人に目を留められた。そして

「わたしについて来なさい」と言われた。

28 するとレビは、すべてを捨てて立ち上がり、イエスに従った。

29 それからレビは、自分の家でイエスのために盛大なもてなしをした。取税人たちやほかの人た

ちが大勢、ともに食卓に着いていた。

30 すると、パリサイ人たちや彼らのうちの律法学者たちが、イエスの弟子たちに向かって小声で

文句を言った。「なぜあなたがたは、取税人たちや罪人たちと一緒に食べたり飲んだりするの

ですか。」

31 そこでイエスは彼らに答えられた。「医者を必要とするのは、健康な人ではなく病人です。

32 わたしが来たのは、正しい人を招くためではなく、罪人を招いて悔い改めさせるためです。」

33 また彼らはイエスに言った。「ヨハネの弟子たちはよく断食をし、祈りをしています。パリサ

イ人の弟子たちも同じです。ところが、あなたの弟子たちは食べたり飲んだりしています。」

34 イエスは彼らに言われた。「花婿が一緒にいるのに、花婿に付き添う友人たちに断食させるこ

とが、あなたがたにできますか。

35 しかし、やがて時が来て、花婿が取り去られたら、その日には彼らは断食します。」

36 イエスはまた一つのたとえを彼らに話された。「だれも、新しい衣から布切れを引き裂いて、

古い衣に継ぎを当てたりはしません。そんなことをすれば、その新しい衣を裂くことになり、

新しい衣から取った布切れも古い衣には合いません。

37 まただれも、新しいぶどう酒を古い皮袋に入れたりはしません。そんなことをすれば、新しい

ぶどう酒は皮袋を裂き、ぶどう酒が流れ出て、皮袋もだめになります。

38 新しいぶどう酒は、新しい皮袋に入れなければなりません。

39 まただれも、古いぶどう酒を飲んでから、新しい物を望みはしません。『古い物が良い』と言

います。」

第6章

1 ある安息日に、イエスが麦畑を通っておられたときのことである。弟子たちは穂を摘んで、手

でもみながら食べていた。

2 すると、パリサイ人のうちの何人かが言った。「なぜあなたがたは、安息日にしてはならない

ことをするのですか。」

3 イエスは彼らに答えられた。「ダビデと供の者たちが空腹になったとき、ダビデが何をした

か、

4 どのようにして、神の家に入り、祭司以外はだれも食べてはならない臨在のパンを取って食

べ、供の者たちにも与えたか、読んだことがないのですか。」

5 そして彼らに言われた。「人の子は安息日の主です。」



6 別の安息日に、イエスは会堂に入って教えておられた。そこに右手の萎えた人がいた。

7 律法学者たちやパリサイ人たちは、イエスが安息日に癒やしを行うかどうか、じっと見つめて

いた。彼を訴える口実を見つけるためであった。

8 イエスは彼らの考えを知っておられた。それで、手の萎えた人に言われた。「立って、真ん中

に出なさい。」その人は起き上がり、そこに立った。

9 イエスは彼らに言われた。「あなたがたに尋ねますが、安息日に律法にかなっているのは、善

を行うことですか、それとも悪を行うことですか。いのちを救うことですか、それとも滅ぼす

ことですか。」

10 そして彼ら全員を見回してから、その人に「手を伸ばしなさい」と言われた。そのとおりにす

ると、手は元どおりになった。

11 彼らは怒りに満ち、イエスをどうするか、話し合いを始めた。

12 そのころ、イエスは祈るために山に行き、神に祈りながら夜を明かされた。

13 そして、夜が明けると弟子たちを呼び寄せ、その中から十二人を選び、彼らに使徒という名を

お与えになった。

14 すなわち、ペテロという名を与えられたシモンとその兄弟アンデレ、そしてヤコブ、ヨハネ、

ピリポ、バルトロマイ、

15 マタイ、トマス、アルパヨの子ヤコブ、熱心党員と呼ばれていたシモン、

16 ヤコブの子ユダ、イスカリオテのユダで、このユダが裏切る者となった。

17 それからイエスは彼らとともに山を下り、平らなところにお立ちになった。大勢の弟子たちの

群れや、ユダヤ全土、エルサレム、ツロやシドンの海岸地方から来た、おびただしい数の人々

がそこにいた。

18 彼らはイエスの教えを聞くため、また病気を治してもらうために来ていた。汚れた霊に悩まさ

れていた人たちも癒やしてもらっていた。

19 群衆はみな何とかしてイエスにさわろうとしていた。イエスから力が出て、すべての人を癒や

していたからである。

20 イエスは目を上げて弟子たちを見つめながら、話し始められた。 「貧しい人たちは幸いで

す。 神の国はあなたがたのものだからです。

21 今飢えている人たちは幸いです。 あなたがたは満ち足りるようになるからです。 今泣いてい

る人たちは幸いです。 あなたがたは笑うようになるからです。

22 人々があなたがたを憎むとき、人の子のゆえに排除し、ののしり、あなたがたの名を悪しざま

にけなすとき、あなたがたは幸いです。

23 その日には躍り上がって喜びなさい。見なさい。天においてあなたがたの報いは大きいのです

から。彼らの先祖たちも、預言者たちに同じことをしたのです。

24 しかし、富んでいるあなたがたは哀れです。 あなたがたは慰めをすでに受けているからで

す。

25 今満腹しているあなたがたは哀れです。 あなたがたは飢えるようになるからです。 今笑って

いるあなたがたは哀れです。 あなたがたは泣き悲しむようになるからです。

26 人々がみな、あなたがたをほめるとき、あなたがたは哀れです。彼らの先祖たちも、偽預言者

たちに同じことをしたのです。



27 しかし、これを聞いているあなたがたに、わたしは言います。あなたがたの敵を愛しなさい。

あなたがたを憎む者たちに善を行いなさい。

28 あなたがたを呪う者たちを祝福しなさい。あなたがたを侮辱する者たちのために祈りなさい。

29 あなたの頬を打つ者には、もう一方の頬も向けなさい。あなたの上着を奪い取る者には、下着

も拒んではいけません。

30 求める者には、だれにでも与えなさい。あなたのものを奪い取る者から、取り戻してはいけま

せん。

31 人からしてもらいたいと望むとおりに、人にしなさい。

32 自分を愛してくれる者たちを愛したとしても、あなたがたにどんな恵みがあるでしょうか。罪

人たちでも、自分を愛してくれる者たちを愛しています。

33 自分に良いことをしてくれる者たちに良いことをしたとしても、あなたがたにどんな恵みがあ

るでしょうか。罪人たちでも同じことをしています。

34 返してもらうつもりで人に貸したとしても、あなたがたにどんな恵みがあるでしょうか。罪人

たちでも、同じだけ返してもらうつもりで、罪人たちに貸しています。

35 しかし、あなたがたは自分の敵を愛しなさい。彼らに良くしてやり、返してもらうことを考え

ずに貸しなさい。そうすれば、あなたがたの受ける報いは多く、あなたがたは、いと高き方の

子どもになります。いと高き方は、恩知らずな者にも悪人にもあわれみ深いからです。

36 あなたがたの父があわれみ深いように、あなたがたも、あわれみ深くなりなさい。

37 さばいてはいけません。そうすれば、あなたがたもさばかれません。人を不義に定めてはいけ

ません。そうすれば、あなたがたも不義に定められません。赦しなさい。そうすれば、あなた

がたも赦されます。

38 与えなさい。そうすれば、あなたがたも与えられます。詰め込んだり、揺すって入れたり、盛

り上げたりして、気前良く量って懐に入れてもらえます。あなたがたが量るその秤で、あなた

がたも量り返してもらえるからです。」

39 イエスはまた、彼らに一つのたとえを話された。「盲人が盲人を案内できるでしょうか。二人

とも穴に落ち込まないでしょうか。

40 弟子は師以上の者ではありません。しかし、だれでも十分に訓練を受ければ、自分の師のよう

にはなります。

41 あなたは、兄弟の目にあるちりは見えるのに、自分自身の目にある梁には、なぜ気がつかない

のですか。

42 あなた自身、自分の目にある梁が見えていないのに、兄弟に対して『兄弟、あなたの目のちり

を取り除かせてください』と、どうして言えるのですか。偽善者よ、まず自分の目から梁を取

り除きなさい。そうすれば、兄弟の目のちりがはっきり見えるようになって、取り除くことが

できます。

43 良い木が悪い実を結ぶことはなく、悪い木が良い実を結ぶこともありません。

44 木はそれぞれ、その実によって分かります。茨からいちじくを採ることはなく、野ばらからぶ

どうを摘むこともありません。

45 良い人は、その心の良い倉から良い物を出し、悪い人は、悪い倉から悪い物を出します。人の

口は、心に満ちていることを話すからです。



46 なぜあなたがたは、わたしを『主よ、主よ』と呼びながら、わたしの言うことを行わないので

すか。

47 わたしのもとに来て、わたしのことばを聞き、それを行う人がみな、どんな人に似ているか、

あなたがたに示しましょう。

48 その人は、地面を深く掘り下げ、岩の上に土台を据えて、家を建てた人に似ています。洪水に

なり、川の水がその家に押し寄せても、しっかり建てられていたので、びくともしませんでし

た。

49 しかし、聞いても行わない人は、土台なしで地面に家を建てた人に似ています。川の水が押し

寄せると、家はすぐに倒れてしまい、その壊れ方はひどいものでした。」

第7章

1 イエスは、耳を傾けている人々にこれらのことばをすべて話し終えると、カペナウムに入られ

た。

2 時に、ある百人隊長に重んじられていた一人のしもべが、病気で死にかけていた。

3 百人隊長はイエスのことを聞き、みもとにユダヤ人の長老たちを送って、自分のしもべを助け

に来てくださいとお願いした。

4 イエスのもとに来たその人たちは、熱心にお願いして言った。「この人は、あなたにそうして

いただく資格のある人です。

5 私たちの国民を愛し、私たちのために自ら会堂を建ててくれました。」

6 そこで、イエスは彼らと一緒に行かれた。ところが、百人隊長の家からあまり遠くないところ

まで来たとき、百人隊長は友人たちを使いに出して、イエスにこう伝えた。「主よ、わざわ

ざ、ご足労くださるには及びません。あなた様を、私のような者の家の屋根の下にお入れする

資格はありませんので。

7 ですから、私自身があなた様のもとに伺うのも、ふさわしいとは思いませんでした。ただ、お

ことばを下さい。そうして私のしもべを癒やしてください。

8 と申しますのは、私も権威の下に置かれている者だからです。私自身の下にも兵士たちがい

て、その一人に『行け』と言えば行きますし、別の者に『来い』と言えば来ます。また、しも

べに『これをしろ』と言えば、そのようにします。」

9 イエスはこれを聞いて驚き、振り向いて、ついて来ていた群衆に言われた。「あなたがたに言

いますが、わたしはイスラエルのうちでも、これほどの信仰を見たことがありません。」

10 使いに送られた人たちが家に戻ると、そのしもべは良くなっていた。

11 それから間もなく、イエスはナインという町に行かれた。弟子たちと大勢の群衆も一緒に行っ

た。

12 イエスが町の門に近づかれると、見よ、ある母親の一人息子が、死んで担ぎ出されるところで

あった。その母親はやもめで、その町の人々が大勢、彼女に付き添っていた。

13 主はその母親を見て深くあわれみ、「泣かなくてもよい」と言われた。

14 そして近寄って棺に触れられると、担いでいた人たちは立ち止まった。イエスは言われた。

「若者よ、あなたに言う。起きなさい。」

15 すると、その死人が起き上がって、ものを言い始めた。イエスは彼を母親に返された。



16 人々はみな恐れを抱き、「偉大な預言者が私たちのうちに現れた」とか、「神がご自分の民を

顧みてくださった」と言って、神をあがめた。

17 イエスについてのこの話は、ユダヤ全土と周辺の地域一帯に広まった。

18 さて、ヨハネの弟子たちは、これらのことをすべてヨハネに報告した。すると、ヨハネは弟子

たちの中から二人の者を呼んで、

19 こう言づけて、主のもとに送り出した。「おいでになるはずの方は、あなたですか。それと

も、ほかの方を待つべきでしょうか。」

20 その人たちはみもとに来て言った。「私たちはバプテスマのヨハネから遣わされて、ここに参

りました。『おいでになるはずの方は、あなたですか。それとも、ほかの方を待つべきでしょ

うか』と、ヨハネが申しております。」

21 ちょうどそのころ、イエスは病気や苦しみや悪霊に悩む多くの人たちを癒やし、また目の見え

ない多くの人たちを見えるようにしておられた。

22 イエスは彼らにこう答えられた。「あなたがたは行って、自分たちが見たり聞いたりしたこと

をヨハネに伝えなさい。目の見えない者たちが見、足の不自由な者たちが歩き、ツァラアトに

冒された者たちがきよめられ、耳の聞こえない者たちが聞き、死人たちが生き返り、貧しい者

たちに福音が伝えられています。

23 だれでも、わたしにつまずかない者は幸いです。」

24 ヨハネの使いが帰ってから、イエスはヨハネについて群衆に話し始められた。「あなたがた

は、何を見に荒野に出て行ったのですか。風に揺れる葦ですか。

25 では、何を見に行ったのですか。柔らかな衣をまとった人ですか。ご覧なさい。きらびやかな

服を着て、ぜいたくに暮らしている人たちなら宮殿にいます。

26 では、何を見に行ったのですか。預言者ですか。そのとおり。わたしはあなたがたに言いま

す。預言者よりもすぐれた者をです。

27 この人こそ、 『見よ、わたしはわたしの使いを あなたの前に遣わす。 彼は、あなたの前にあ

なたの道を備える』 と書かれているその人です。

28 わたしはあなたがたに言います。女から生まれた者の中で、ヨハネよりも偉大な者はだれもい

ません。しかし、神の国で一番小さい者でさえ、彼より偉大です。

29 ヨハネの教えを聞いた民はみな、取税人たちでさえ彼からバプテスマを受けて、神が正しいこ

とを認めました。

30 ところが、パリサイ人たちや律法の専門家たちは、彼からバプテスマを受けず、自分たちに対

する神のみこころを拒みました。

31 それでは、この時代の人々を何にたとえたらよいでしょうか。彼らは何に似ているでしょう

か。

32 広場に座り、互いに呼びかけながら、こう言っている子どもたちに似ています。 『笛を吹い

てあげたのに、 君たちは踊らなかった。 弔いの歌を歌ってあげたのに、 泣かなかった。』

33 バプテスマのヨハネが来て、パンも食べず、ぶどう酒も飲まずにいると、あなたがたは『あれ

は悪霊につかれている』と言い、

34 人の子が来て食べたり飲んだりしていると、『見ろ、大食いの大酒飲み、取税人や罪人の仲間

だ』と言います。

35 しかし、知恵が正しいことは、すべての知恵の子らが証明します。」



36 さて、あるパリサイ人が一緒に食事をしたいとイエスを招いたので、イエスはそのパリサイ人

の家に入って食卓に着かれた。

37 すると見よ。その町に一人の罪深い女がいて、イエスがパリサイ人の家で食卓に着いておられ

ることを知り、香油の入った石膏の壺を持って来た。

38 そしてうしろからイエスの足もとに近寄り、泣きながらイエスの足を涙でぬらし始め、髪の毛

でぬぐい、その足に口づけして香油を塗った。

39 イエスを招いたパリサイ人はこれを見て、「この人がもし預言者だったら、自分にさわってい

る女がだれで、どんな女であるか知っているはずだ。この女は罪深いのだから」と心の中で思

っていた。

40 するとイエスは彼に向かって、「シモン、あなたに言いたいことがあります」と言われた。シ

モンは、「先生、お話しください」と言った。

41 「ある金貸しから、二人の人が金を借りていた。一人は五百デナリ、もう一人は五十デナリ。

42 彼らは返すことができなかったので、金貸しは二人とも借金を帳消しにしてやった。それで

は、二人のうちのどちらが、金貸しをより多く愛するようになるでしょうか。」

43 シモンが「より多くを帳消しにしてもらったほうだと思います」と答えると、イエスは「あな

たの判断は正しい」と言われた。

44 それから彼女の方を向き、シモンに言われた。「この人を見ましたか。わたしがあなたの家に

入って来たとき、あなたは足を洗う水をくれなかったが、彼女は涙でわたしの足をぬらし、自

分の髪の毛でぬぐってくれました。

45 あなたは口づけしてくれなかったが、彼女は、わたしが入って来たときから、わたしの足に口

づけしてやめませんでした。

46 あなたはわたしの頭にオリーブ油を塗ってくれなかったが、彼女は、わたしの足に香油を塗っ

てくれました。

47 ですから、わたしはあなたに言います。この人は多くの罪を赦されています。彼女は多く愛し

たのですから。赦されることの少ない者は、愛することも少ないのです。」

48 そして彼女に、「あなたの罪は赦されています」と言われた。

49 すると、ともに食卓に着いていた人たちは、自分たちの間で言い始めた。「罪を赦すことさえ

するこの人は、いったいだれなのか。」

50 イエスは彼女に言われた。「あなたの信仰があなたを救ったのです。安心して行きなさい。」

第8章

1 その後、イエスは町や村を巡って神の国を説き、福音を宣べ伝えられた。十二人もお供をし

た。

2 また、悪霊や病気を治してもらった女たち、すなわち、七つの悪霊を追い出してもらったマグ

ダラの女と呼ばれるマリア、

3 ヘロデの執事クーザの妻ヨハンナ、スザンナ、そのほか多くの女たちも一緒であった。彼女た

ちは、自分の財産をもって彼らに仕えていた。

4 さて、大勢の群衆が集まり、方々の町から人々がみもとにやって来たので、イエスはたとえを

用いて話された。



5 「種を蒔く人が種蒔きに出かけた。蒔いていると、ある種が道端に落ちた。すると、人に踏み

つけられ、空の鳥が食べてしまった。

6 また、別の種は岩の上に落ちた。生長したが、水分がなかったので枯れてしまった。

7 また、別の種は茨の真ん中に落ちた。すると、茨も一緒に生え出てふさいでしまった。

8 また、別の種は良い地に落ち、生長して百倍の実を結んだ。」イエスはこれらのことを話しな

がら、大声で言われた。「聞く耳のある者は聞きなさい。」

9 弟子たちは、このたとえがどういう意味なのか、イエスに尋ねた。

10 イエスは言われた。「あなたがたには神の国の奥義を知ることが許されていますが、ほかの人

たちには、たとえで話します。 『彼らが見ていても見ることがなく、 聞いていても悟ること

がないように』 するためです。

11 このたとえの意味はこうです。種は神のことばです。

12 道端に落ちたものとは、みことばを聞いても信じて救われないように、後で悪魔が来て、その

心からみことばを取り去ってしまう、そのような人たちのことです。

13 岩の上に落ちたものとは、みことばを聞くと喜んで受け入れるのですが、根がないので、しば

らくは信じていても試練のときに身を引いてしまう、そのような人たちのことです。

14 茨の中に落ちたものとは、こういう人たちのことです。彼らはみことばを聞いたのですが、時

がたつにつれ、生活における思い煩いや、富や、快楽でふさがれて、実が熟すまでになりませ

ん。

15 しかし、良い地に落ちたものとは、こういう人たちのことです。彼らは立派な良い心でみこと

ばを聞いて、それをしっかり守り、忍耐して実を結びます。

16 明かりをつけてから、それを器で隠したり、寝台の下に置いたりする人はいません。燭台の上

に置いて、入って来た人たちに光が見えるようにします。

17 隠れているもので、あらわにされないものはなく、秘められたもので知られないもの、明らか

にされないものはありません。

18 ですから、聞き方に注意しなさい。というのは、持っている人はさらに与えられ、持っていな

い人は、持っていると思っているものまで取り上げられるからです。」

19 さて、イエスのところに母と兄弟たちが来たが、大勢の人のためにそばに近寄れなかった。

20 それでイエスに、「母上と兄弟方が、お会いしたいと外に立っておられます」という知らせが

あった。

21 しかし、イエスはその人たちにこう答えられた。「わたしの母、わたしの兄弟たちとは、神の

ことばを聞いて行う人たちのことです。」

22 ある日のことであった。イエスは弟子たちと一緒に舟に乗り、「湖の向こう岸へ渡ろう」と言

われたので、弟子たちは舟を出した。

23 舟で渡っている間に、イエスは眠り始められた。ところが突風が湖に吹きおろして来たので、

彼らは水をかぶって危険になった。

24 そこで弟子たちは近寄ってイエスを起こし、「先生、先生、私たちは死んでしまいます」と言

った。イエスは起き上がり、風と荒波を叱りつけられた。すると静まり、凪になった。

25 イエスは彼らに対して、「あなたがたの信仰はどこにあるのですか」と言われた。弟子たちは

驚き恐れて互いに言った。「お命じになると、風や水までが従うとは、いったいこの方はどう

いう方なのだろうか。」



26 こうして彼らは、舟で、ガリラヤの反対側にあるゲラサ人の地に着いた。

27 イエスが陸に上がられると、その町の者で、悪霊につかれている男がイエスを迎えた。彼は長

い間、服を身に着けず、家に住まないで墓場に住んでいた。

28 彼はイエスを見ると叫び声をあげ、御前にひれ伏して大声で言った。「いと高き神の子イエス

よ、私とあなたに何の関係があるのですか。お願いです。私を苦しめないでください。」

29 それは、イエスが汚れた霊に、この人から出て行くように命じられたからであった。汚れた霊

はこの人を何回も捕らえていた。それで彼は鎖と足かせでつながれて監視されていたが、それ

らを断ち切っては、悪霊によって荒野に駆り立てられていた。

30 イエスが「おまえの名は何か」とお尋ねになると、彼は「レギオンです」と答えた。悪霊が大

勢彼に入っていたからである。

31 悪霊どもはイエスに、底知れぬ所に行けと自分たちにお命じにならないようにと懇願した。

32 ちょうど、そのあたりの山に、たくさんの豚の群れが飼われていたので、悪霊どもは、その豚

に入ることを許してくださいと懇願した。イエスはそれを許された。

33 悪霊どもはその人から出て、豚に入った。すると豚の群れは崖を下って湖へなだれ込み、おぼ

れて死んだ。

34 飼っていた人たちは、この出来事を見て逃げ出し、町や里でこのことを伝えた。

35 人々は、起こったことを見ようと出て来た。そしてイエスのところに来て、イエスの足もと

に、悪霊の去った男が服を着て、正気に返って座っているのを見た。それで恐ろしくなった。

36 見ていた人たちは、悪霊につかれていた人がどのように救われたか、人々に知らせた。

37 ゲラサ周辺の人々はみな、イエスに、自分たちのところから出て行ってほしいと願った。非常

な恐れに取りつかれていたからであった。それで、イエスが舟に乗って帰ろうとされると、

38 悪霊が去ったその人は、お供をしたいとしきりに願った。しかし、イエスはこう言って彼を帰

された。

39 「あなたの家に帰って、神があなたにしてくださったことをすべて、話して聞かせなさい。」

それで彼は立ち去って、イエスが自分にしてくださったことをすべて、町中に言い広めた。

40 さて、イエスが帰って来られると、群衆は喜んで迎えた。みなイエスを待ちわびていたのであ

る。

41 すると見よ、ヤイロという人がやって来た。この人は会堂司であった。彼はイエスの足もとに

ひれ伏して、自分の家に来ていただきたいと懇願した。

42 彼には十二歳ぐらいの一人娘がいて、死にかけていたのであった。それでイエスが出かけられ

ると、群衆はイエスに押し迫って来た。

43 そこに、十二年の間、長血をわずらい、医者たちに財産すべてを費やしたのに、だれにも治し

てもらえなかった女の人がいた。

44 彼女はイエスのうしろから近づいて、その衣の房に触れた。すると、ただちに出血が止まっ

た。

45 イエスは、「わたしにさわったのは、だれですか」と言われた。みな自分ではないと言ったの

で、ペテロは、「先生。大勢の人たちが、あなたを囲んで押し合っています」と言った。

46 しかし、イエスは言われた。「だれかがわたしにさわりました。わたし自身、自分から力が出

て行くのを感じました。」



47 彼女は隠しきれないと知って、震えながら進み出て御前にひれ伏し、イエスにさわった理由

と、ただちに癒やされた次第を、すべての民の前で話した。

48 イエスは彼女に言われた。「娘よ、あなたの信仰があなたを救ったのです。安心して行きなさ

い。」

49 イエスがまだ話しておられるとき、会堂司の家から人が来て言った。「お嬢さんは亡くなりま

した。もう、先生を煩わすことはありません。」

50 これを聞いて、イエスは答えられた。「恐れないで、ただ信じなさい。そうすれば、娘は救わ

れます。」

51 イエスは家に着いたが、ペテロ、ヨハネ、ヤコブ、そしてその子の父と母のほかは、だれも一

緒に入ることをお許しにならなかった。

52 人々はみな、少女のために泣き悲しんでいた。しかし、イエスは言われた。「泣かなくてよ

い。死んだのではなく、眠っているのです。」

53 人々は、少女が死んだことを知っていたので、イエスをあざ笑った。

54 しかし、イエスは少女の手を取って叫ばれた。「子よ、起きなさい。」

55 すると少女の霊が戻って、少女はただちに起き上がった。それでイエスは、その子に食べ物を

与えるように命じられた。

56 両親が驚いていると、イエスは、この出来事をだれにも話さないように命じられた。

第9章

1 イエスは十二人を呼び集めて、すべての悪霊を制して病気を癒やす力と権威を、彼らにお授け

になった。

2 そして、神の国を宣べ伝え、病人を治すために、こう言って彼らを遣わされた。

3 「旅には何も持って行かないようにしなさい。杖も袋もパンも金もです。また下着も、それぞ

れ二枚持ってはいけません。

4 どの家に入っても、そこにとどまり、そこから出かけなさい。

5 人々があなたがたを受け入れないなら、その町を出て行くときに、彼らに対する証言として、

足のちりを払い落としなさい。」

6 十二人は出て行って、村から村へと巡りながら、いたるところで福音を宣べ伝え、癒やしを行

った。

7 さて、領主ヘロデはこのすべての出来事を聞いて、ひどく当惑していた。ある人たちは、「ヨ

ハネが死人の中からよみがえったのだ」と言い、

8 別の人たちは、「エリヤが現れたのだ」と言い、さらに別の人たちは、「昔の預言者の一人が

生き返ったのだ」と言っていたからである。

9 ヘロデは言った。「ヨハネは私が首をはねた。このようなうわさがあるこの人は、いったいだ

れなのだろうか。」ヘロデはイエスに会ってみたいと思った。

10 さて、使徒たちは帰って来て、自分たちがしたことをすべて報告した。それからイエスは彼ら

を連れて、ベツサイダという町へひそかに退かれた。

11 ところが、それを知った群衆がイエスの後について来た。イエスは彼らを喜んで迎え、神の国

のことを話し、また、癒やしを必要とする人たちを治された。



12 日が傾き始めたので、十二人はみもとに来て言った。「群衆を解散させてください。そうすれ

ば、彼らは周りの村や里に行き、宿をとり、何か食べることができるでしょう。私たちは、こ

のような寂しいところにいるのですから。」

13 すると、イエスは彼らに言われた。「あなたがたが、あの人たちに食べる物をあげなさい。」

彼らは言った。「私たちには五つのパンと二匹の魚しかありません。私たちが出かけて行っ

て、この民全員のために食べ物を買うのでしょうか。」

14 というのは、男だけでおよそ五千人もいたからである。しかし、イエスは弟子たちに言われ

た。「人々を、五十人ぐらいずつ組にして座らせなさい。」

15 弟子たちはそのとおりにして、全員を座らせた。

16 そこでイエスは、五つのパンと二匹の魚を取り、天を見上げ、それらのゆえに神をほめたたえ

てそれを裂き、群衆に配るように弟子たちにお与えになった。

17 人々はみな、食べて満腹した。そして余ったパン切れを集めると、十二かごあった。

18 さて、イエスが一人で祈っておられたとき、弟子たちも一緒にいた。イエスは彼らにお尋ねに

なった。「群衆はわたしのことをだれだと言っていますか。」

19 彼らは答えた。「バプテスマのヨハネだと言っています。エリヤだと言う人たち、昔の預言者

の一人が生き返ったのだと言う人たちもいます。」

20 イエスは彼らに言われた。「あなたがたは、わたしをだれだと言いますか。」ペテロが答え

た。「神のキリストです。」

21 するとイエスは弟子たちを戒め、このことをだれにも話さないように命じられた。

22 そして、人の子は多くの苦しみを受け、長老たち、祭司長たち、律法学者たちに捨てられ、殺

され、三日目によみがえらなければならない、と語られた。

23 イエスは皆に言われた。「だれでもわたしについて来たいと思うなら、自分を捨て、日々自分

の十字架を負って、わたしに従って来なさい。

24 自分のいのちを救おうと思う者はそれを失い、わたしのためにいのちを失う者は、それを救う

のです。

25 人は、たとえ全世界を手に入れても、自分自身を失い、損じたら、何の益があるでしょうか。

26 だれでも、わたしとわたしのことばを恥じるなら、人の子もまた、自分と父と聖なる御使いの

栄光を帯びてやって来るとき、その人を恥じます。

27 まことに、あなたがたに言います。ここに立っている人たちの中には、神の国を見るまで、決

して死を味わわない人たちがいます。」

28 これらのことを教えてから八日ほどして、イエスはペテロとヨハネとヤコブを連れて、祈るた

めに山に登られた。

29 祈っておられると、その御顔の様子が変わり、その衣は白く光り輝いた。

30 そして、見よ、二人の人がイエスと語り合っていた。それはモーセとエリヤで、

31 栄光のうちに現れ、イエスがエルサレムで遂げようとしておられる最期について、話していた

のであった。

32 ペテロと仲間たちは眠くてたまらなかったが、はっきり目が覚めると、イエスの栄光と、イエ

スと一緒に立っている二人の人が見えた。

33 この二人がイエスと別れようとしたとき、ペテロがイエスに言った。「先生。私たちがここに

いることはすばらしいことです。幕屋を三つ造りましょう。一つはあなたのために、一つはモ



ーセのために、一つはエリヤのために。」ペテロは自分の言っていることが分かっていなかっ

た。

34 ペテロがこう言っているうちに、雲がわき起こって彼らをおおった。彼らが雲の中に入ると、

弟子たちは恐ろしくなった。

35 すると雲の中から言う声がした。「これはわたしの選んだ子。彼の言うことを聞け。」

36 この声がしたとき、そこに見えたのはイエスだけであった。弟子たちは沈黙を守り、当時は自

分たちの見たことをいっさい、だれにも話さなかった。

37 次の日、一行が山から下りて来ると、大勢の群衆がイエスを迎えた。

38 すると見よ、群衆の中から、一人の人が叫んで言った。「先生、お願いします。息子を見てや

ってください。私の一人息子です。

39 ご覧ください。霊がこの子に取りつくと、突然叫びます。そして、引きつけを起こさせて泡を

吹かせ、打ちのめして、なかなか離れようとしません。

40 あなたのお弟子たちに、霊を追い出してくださいとお願いしたのですが、できませんでし

た。」

41 イエスは答えられた。「ああ、不信仰な曲がった時代だ。いつまで、わたしはあなたがたと一

緒にいて、あなたがたに我慢しなければならないのか。あなたの子をここに連れて来なさ

い。」

42 その子が来る途中でも、悪霊は彼を倒して引きつけを起こさせた。しかし、イエスは汚れた霊

を叱り、その子を癒やして父親に渡された。

43 人々はみな、神の偉大さに驚嘆した。 イエスがなさったすべてのことに人々がみな驚いてい

ると、イエスは弟子たちにこう言われた。

44 「あなたがたは、これらのことばを自分の耳に入れておきなさい。人の子は、人々の手に渡さ

れようとしています。」

45 しかし、弟子たちには、このことばが理解できなかった。彼らには分からないように、彼らか

ら隠されていたのであった。彼らは、このことばについてイエスに尋ねるのを恐れていた。

46 さて、弟子たちの間で、だれが一番偉いかという議論が持ち上がった。

47 しかし、イエスは彼らの心にある考えを知り、一人の子どもの手を取って、自分のそばに立た

せ、

48 彼らに言われた。「だれでも、このような子どもを、わたしの名のゆえに受け入れる人は、わ

たしを受け入れるのです。また、だれでもわたしを受け入れる人は、わたしを遣わされた方を

受け入れるのです。あなたがた皆の中で一番小さい者が、一番偉いのです。」

49 さて、ヨハネが言った。「先生。あなたの名によって悪霊を追い出している人を見たので、や

めさせようとしました。その人が私たちについて来なかったからです。」

50 しかし、イエスは彼に言われた。「やめさせてはいけません。あなたがたに反対しない人は、

あなたがたの味方です。」

51 さて、天に上げられる日が近づいて来たころのことであった。イエスは御顔をエルサレムに向

け、毅然として進んで行かれた。

52 そして、ご自分の前に使いを送り出された。彼らは行ってサマリア人の村に入り、イエスのた

めに備えをした。



53 しかし、イエスが御顔をエルサレムに向けて進んでおられたので、サマリア人はイエスを受け

入れなかった。

54 弟子のヤコブとヨハネが、これを見て言った。「主よ。私たちが天から火を下して、彼らを焼

き滅ぼしましょうか。」

55 しかし、イエスは振り向いて二人を叱られた。

56 そして一行は別の村に行った。

57 彼らが道を進んで行くと、ある人がイエスに言った。「あなたがどこに行かれても、私はつい

て行きます。」

58 イエスは彼に言われた。「狐には穴があり、空の鳥には巣があるが、人の子には枕するところ

もありません。」

59 イエスは別の人に、「わたしに従って来なさい」と言われた。しかし、その人は言った。「ま

ず行って、父を葬ることをお許しください。」

60 イエスは彼に言われた。「死人たちに、彼ら自身の死人たちを葬らせなさい。あなたは出て行

って、神の国を言い広めなさい。」

61 また、別の人が言った。「主よ、あなたに従います。ただ、まず自分の家の者たちに、別れを

告げることをお許しください。」

62 すると、イエスは彼に言われた。「鋤に手をかけてからうしろを見る者はだれも、神の国にふ

さわしくありません。」

第10章

1 その後、主は別に七十二人を指名して、ご自分が行くつもりのすべての町や場所に、先に二人

ずつ遣わされた。

2 そして彼らに言われた。「収穫は多いが、働き手が少ない。だから、収穫の主に、ご自分の収

穫のために働き手を送ってくださるように祈りなさい。

3 さあ、行きなさい。いいですか。わたしがあなたがたを遣わすのは、狼の中に子羊を送り出す

ようなものです。

4 財布も袋も持たず、履き物もはかずに行きなさい。道でだれにもあいさつしてはいけません。

5 どの家に入っても、まず、『この家に平安があるように』と言いなさい。

6 そこに平安の子がいたら、あなたがたの平安は、その人の上にとどまります。いなければ、そ

の平安はあなたがたに返って来ます。

7 その家にとどまり、出される物を食べたり飲んだりしなさい。働く者が報酬を受けるのは当然

だからです。家から家へと渡り歩いてはいけません。

8 どの町に入っても、人々があなたがたを受け入れてくれたら、出された物を食べなさい。

9 そして、その町の病人を癒やし、彼らに『神の国があなたがたの近くに来ている』と言いなさ

い。

10 しかし、どの町であれ、人々があなたがたを受け入れないなら、大通りに出て言いなさい。

11 『私たちは、足に付いたこの町のちりさえ、おまえたちに払い落として行く。しかし、神の国

が近づいたことは知っておきなさい。』



12 あなたがたに言います。その日には、ソドムのほうが、その町よりもさばきに耐えやすいので

す。

13 ああ、コラジン。ああ、ベツサイダ。おまえたちの間で行われた力あるわざが、ツロとシドン

で行われていたら、彼らはとうの昔に粗布をまとい、灰をかぶって座り、悔い改めていたこと

だろう。

14 しかし、さばきのときには、ツロとシドンのほうが、おまえたちよりもさばきに耐えやすいの

だ。

15 カペナウム、おまえが天に上げられることがあるだろうか。よみにまで落とされるのだ。

16 あなたがたに耳を傾ける者は、わたしに耳を傾け、あなたがたを拒む者は、わたしを拒むので

す。わたしを拒む者は、わたしを遣わされた方を拒むのです。」

17 さて、七十二人が喜んで帰って来て言った。「主よ。あなたの御名を用いると、悪霊どもでさ

え私たちに服従します。」

18 イエスは彼らに言われた。「サタンが稲妻のように天から落ちるのを、わたしは見ました。

19 確かにわたしはあなたがたに、蛇やサソリを踏みつけ、敵のあらゆる力に打ち勝つ権威を授け

ました。ですから、あなたがたに害を加えるものは何一つありません。

20 しかし、霊どもがあなたがたに服従することを喜ぶのではなく、あなたがたの名が天に書き記

されていることを喜びなさい。」

21 ちょうどそのとき、イエスは聖霊によって喜びにあふれて言われた。「天地の主であられる父

よ、あなたをほめたたえます。あなたはこれらのことを、知恵ある者や賢い者には隠して、幼

子たちに現してくださいました。そうです、父よ、これはみこころにかなったことでした。

22 すべてのことが、わたしの父からわたしに渡されています。子がだれであるかは、父のほかは

だれも知りません。また父がだれであるかは、子と、子が父を現そうと心に定めた者のほか

は、だれも知りません。」

23 それからイエスは、弟子たちの方を振り向いて、彼らだけに言われた。「あなたがたが見てい

るものを見る目は幸いです。

24 あなたがたに言います。多くの預言者や王たちは、あなたがたが見ているものを見たいと願っ

たのに、見られず、あなたがたが聞いていることを聞きたいと願ったのに、聞けませんでし

た。」

25 さて、ある律法の専門家が立ち上がり、イエスを試みようとして言った。「先生。何をした

ら、永遠のいのちを受け継ぐことができるでしょうか。」

26 イエスは彼に言われた。「律法には何と書いてありますか。あなたはどう読んでいますか。」

27 すると彼は答えた。「『あなたは心を尽くし、いのちを尽くし、力を尽くし、知性を尽くし

て、あなたの神、主を愛しなさい』、また『あなたの隣人を自分自身のように愛しなさい』と

あります。」

28 イエスは言われた。「あなたの答えは正しい。それを実行しなさい。そうすれば、いのちを得

ます。」

29 しかし彼は、自分が正しいことを示そうとしてイエスに言った。「では、私の隣人とはだれで

すか。」

30 イエスは答えられた。「ある人が、エルサレムからエリコへ下って行ったが、強盗に襲われ

た。強盗たちはその人の着ている物をはぎ取り、殴りつけ、半殺しにしたまま立ち去った。



31 たまたま祭司が一人、その道を下って来たが、彼を見ると反対側を通り過ぎて行った。

32 同じようにレビ人も、その場所に来て彼を見ると、反対側を通り過ぎて行った。

33 ところが、旅をしていた一人のサマリア人は、その人のところに来ると、見てかわいそうに思

った。

34 そして近寄って、傷にオリーブ油とぶどう酒を注いで包帯をし、自分の家畜に乗せて宿屋に連

れて行って介抱した。

35 次の日、彼はデナリ二枚を取り出し、宿屋の主人に渡して言った。『介抱してあげてくださ

い。もっと費用がかかったら、私が帰りに払います。』

36 この三人の中でだれが、強盗に襲われた人の隣人になったと思いますか。」

37 彼は言った。「その人にあわれみ深い行いをした人です。」するとイエスは言われた。「あな

たも行って、同じようにしなさい。」

38 さて、一行が進んで行くうちに、イエスはある村に入られた。すると、マルタという女の人が

イエスを家に迎え入れた。

39 彼女にはマリアという姉妹がいたが、主の足もとに座って、主のことばに聞き入っていた。

40 ところが、マルタはいろいろなもてなしのために心が落ち着かず、みもとに来て言った。「主

よ。私の姉妹が私だけにもてなしをさせているのを、何ともお思いにならないのですか。私の

手伝いをするように、おっしゃってください。」

41 主は答えられた。「マルタ、マルタ、あなたはいろいろなことを思い煩って、心を乱していま

す。

42 しかし、必要なことは一つだけです。マリアはその良いほうを選びました。それが彼女から取

り上げられることはありません。」

第11章

1 さて、イエスはある場所で祈っておられた。祈りが終わると、弟子の一人がイエスに言った。

「主よ。ヨハネが弟子たちに教えたように、私たちにも祈りを教えてください。」

2 そこでイエスは彼らに言われた。「祈るときには、こう言いなさい。 『父よ、御名が聖なる

ものとされますように。 御国が来ますように。

3 私たちの日ごとの糧を、毎日お与えください。

4 私たちの罪をお赦しください。 私たちも私たちに負い目のある者をみな赦します。 私たちを

試みにあわせないでください。』」

5 また、イエスはこう言われた。「あなたがたのうちのだれかに友だちがいて、その人のところ

に真夜中に行き、次のように言ったとします。『友よ、パンを三つ貸してくれないか。

6 友人が旅の途中、私のところに来たのだが、出してやるものがないのだ。』

7 すると、その友だちは家の中からこう答えるでしょう。『面倒をかけないでほしい。もう戸を

閉めてしまったし、子どもたちも私と一緒に床に入っている。起きて、何かをあげることはで

きない。』

8 あなたがたに言います。この人は、友だちだからというだけでは、起きて何かをあげることは

しないでしょう。しかし、友だちのしつこさのゆえなら起き上がり、必要なものを何でもあげ

るでしょう。



9 ですから、あなたがたに言います。求めなさい。そうすれば与えられます。探しなさい。そう

すれば見出します。たたきなさい。そうすれば開かれます。

10 だれでも、求める者は手に入れ、探す者は見出し、たたく者には開かれます。

11 あなたがたの中で、子どもが魚を求めているのに、魚の代わりに蛇を与えるような父親がいる

でしょうか。

12 卵を求めているのに、サソリを与えるような父親がいるでしょうか。

13 ですから、あなたがたは悪い者であっても、自分の子どもたちには良いものを与えることを知

っています。それならなおのこと、天の父はご自分に求める者たちに聖霊を与えてくださいま

す。」

14 さて、イエスは悪霊を追い出しておられた。それは口をきけなくする悪霊であった。悪霊が出

て行くと、口がきけなかった人がものを言い始めたので、群衆は驚いた。

15 しかし、彼らのうちのある者たちは、「悪霊どものかしらベルゼブルによって、悪霊どもを追

い出しているのだ」と言った。

16 また、ほかの者たちはイエスを試みようとして、天からのしるしを要求した。

17 しかし、イエスは彼らの心を見抜いて言われた。「どんな国でも内輪もめしたら荒れすたれ、

家も内輪で争えば倒れます。

18 あなたがたは、わたしがベルゼブルによって悪霊どもを追い出していると言いますが、サタン

が仲間割れしたのなら、どうしてサタンの国は立ち行くことができるでしょう。

19 もし、わたしがベルゼブルによって悪霊どもを追い出しているとしたら、あなたがたの子らが

悪霊どもを追い出しているのは、だれによってなのですか。そういうわけで、あなたがたの子

らがあなたがたをさばく者となります。

20 しかし、わたしが神の指によって悪霊どもを追い出しているのなら、もう神の国はあなたがた

のところに来ているのです。

21 強い者が十分に武装して自分の屋敷を守っているときは、その財産は無事です。

22 しかし、もっと強い人が襲って来て彼に打ち勝つと、彼が頼みにしていた武具を奪い、分捕り

品を分けます。

23 わたしに味方しない者はわたしに敵対し、わたしとともに集めない者は散らしているのです。

24 汚れた霊は人から出て行くと、水のない地をさまよって休み場を探します。でも見つからず、

『出て来た自分の家に帰ろう』と言います。

25 帰って見ると、家は掃除されてきちんと片付いています。

26 そこで出かけて行って、自分よりも悪い、七つのほかの霊を連れて来て、入り込んでそこに住

みつきます。そうなると、その人の最後の状態は、初めよりも悪くなるのです。」

27 イエスがこれらのことを話しておられると、群衆の中から、ある女が声をあげてイエスに言っ

た。「あなたを宿した胎、あなたが吸った乳房は幸いです。」

28 しかし、イエスは言われた。「幸いなのは、むしろ神のことばを聞いてそれを守る人たちで

す。」

29 さて、群衆の数が増えてくると、イエスは話し始められた。「この時代は悪い時代です。しる

しを求めますが、しるしは与えられません。ただし、ヨナのしるしは別です。

30 ヨナがニネベの人々のために、しるしとなったように、人の子がこの時代のために、しるしと

なるからです。



31 南の女王が、さばきのときに、この時代の人々とともに立って、この時代の人々を罪ありとし

ます。彼女はソロモンの知恵を聞くために地の果てから来たからです。しかし見なさい。ここ

にソロモンにまさるものがあります。

32 ニネベの人々が、さばきのときに、この時代の人々とともに立って、この時代の人々を罪あり

とします。ニネベの人々はヨナの説教で悔い改めたからです。しかし見なさい。ここにヨナに

まさるものがあります。

33 だれも、明かりをともして、それを穴蔵の中や升の下に置く者はいません。燭台の上に置きま

す。入って来た人たちに、その光が見えるようにするためです。

34 からだの明かりは目です。あなたの目が健やかなら全身も明るくなりますが、目が悪いと、か

らだも暗くなります。

35 ですから、自分のうちの光が闇にならないように気をつけなさい。

36 もし、あなたの全身が明るくて何の暗い部分もないなら、明かりがその輝きであなたを照らす

ときのように、全身が光に満ちたものとなります。」

37 イエスが話し終えられると、一人のパリサイ人が、自分の家で食事をしていただきたい、とお

願いした。そこでイエスは家に入って、食卓に着かれた。

38 そのパリサイ人は、イエスが食事の前に、まずきよめの洗いをなさらないのを見て驚いた。

39 すると、主は彼に言われた。「なるほど、あなたがたパリサイ人は、杯や皿の外側はきよめる

が、その内側は強欲と邪悪で満ちています。

40 愚かな者たち。外側を造られた方は、内側も造られたのではありませんか。

41 とにかく、内にあるものを施しに用いなさい。そうすれば、見よ、あなたがたにとって、すべ

てがきよいものとなります。

42 だが、わざわいだ、パリサイ人。おまえたちはミント、うん香、あらゆる野菜の十分の一を納

めているが、正義と神への愛をおろそかにしている。十分の一もおろそかにしてはいけない

が、これこそしなければならないことだ。

43 わざわいだ、パリサイ人。おまえたちは会堂の上席や、広場であいさつされることが好きだ。

44 わざわいだ。おまえたちは人目につかない墓のようで、人々は、その上を歩いても気がつかな

い。」

45 すると、律法の専門家の一人がイエスに言った。「先生。そのようなことを言われるなら、私

たちまで侮辱することになります。」

46 しかし、イエスは言われた。「おまえたちもわざわいだ。律法の専門家たち。人々には負いき

れない荷物を負わせるが、自分は、その荷物に指一本触れようとはしない。

47 わざわいだ。おまえたちは預言者たちの墓を建てているが、彼らを殺したのは、おまえたちの

先祖だ。

48 こうして、おまえたちは先祖がしたことの証人となり、同意しているのだ。彼らが預言者たち

を殺し、おまえたちが墓を建てているのだから。

49 だから、神の知恵もこう言ったのだ。『わたしは預言者たちや使徒たちを彼らに遣わすが、彼

らは、そのうちのある者たちを殺し、ある者たちを迫害する。

50 それは、世界の基が据えられたときから流されてきた、すべての預言者の血の責任を、この時

代が問われるためである。



51 アベルの血から、祭壇と神の家の間で殺されたザカリヤの血に至るまで。』そうだ。わたしは

おまえたちに言う。この時代はその責任を問われる。

52 わざわいだ、律法の専門家たち。おまえたちは知識の鍵を取り上げて、自分は入らず、入ろう

とする人々を妨げたのだ。」

53 イエスがそこを出て行かれると、律法学者たち、パリサイ人たちはイエスに対して激しい敵意

を抱き、多くのことについてしつこく質問攻めを始めた。

54 彼らは、イエスの口から出ることに、言いがかりをつけようと狙っていたのである。

第12章

1 そうしているうちに、数えきれないほどの群衆が集まって来て、足を踏み合うほどになった。

イエスはまず弟子たちに話し始められた。「パリサイ人のパン種、すなわち偽善には気をつけ

なさい。

2 おおわれているもので現されないものはなく、隠されているもので知られずにすむものはあり

ません。

3 ですから、あなたがたが暗闇で言ったことが、みな明るみで聞かれ、奥の部屋で耳にささやい

たことが、屋上で言い広められるのです。

4 わたしの友であるあなたがたに言います。からだを殺しても、その後はもう何もできない者た

ちを恐れてはいけません。

5 恐れなければならない方を、あなたがたに教えてあげましょう。殺した後で、ゲヘナに投げ込

む権威を持っておられる方を恐れなさい。そうです。あなたがたに言います。この方を恐れな

さい。

6 五羽の雀が、二アサリオンで売られているではありませんか。そんな雀の一羽でも、神の御前

で忘れられてはいません。

7 それどころか、あなたがたの髪の毛さえも、すべて数えられています。恐れることはありませ

ん。あなたがたは、多くの雀よりも価値があるのです。

8 あなたがたに言います。だれでも人々の前でわたしを認めるなら、人の子もまた、神の御使い

たちの前でその人を認めます。

9 しかし、人々の前でわたしを知らないと言う者は、神の御使いたちの前で知らないと言われま

す。

10 人の子を悪く言う者はだれでも赦されます。しかし、聖霊を冒瀆する者は赦されません。

11 また、人々があなたがたを、会堂や役人たち、権力者たちのところに連れて行ったとき、何を

どう弁明しようか、何を言おうかと心配しなくてよいのです。

12 言うべきことは、そのときに聖霊が教えてくださるからです。」

13 群衆の中の一人がイエスに言った。「先生。遺産を私と分けるように、私の兄弟に言ってくだ

さい。」

14 すると、イエスは彼に言われた。「いったいだれが、わたしをあなたがたの裁判官や調停人に

任命したのですか。」

15 そして人々に言われた。「どんな貪欲にも気をつけ、警戒しなさい。人があり余るほど持って

いても、その人のいのちは財産にあるのではないからです。」

16 それからイエスは人々にたとえを話された。「ある金持ちの畑が豊作であった。



17 彼は心の中で考えた。『どうしよう。私の作物をしまっておく場所がない。』

18 そして言った。『こうしよう。私の倉を壊して、もっと大きいのを建て、私の穀物や財産はす

べてそこにしまっておこう。

19 そして、自分のたましいにこう言おう。「わがたましいよ、これから先何年分もいっぱい物が

ためられた。さあ休め。食べて、飲んで、楽しめ。」』

20 しかし、神は彼に言われた。『愚か者、おまえのたましいは、今夜おまえから取り去られる。

おまえが用意した物は、いったいだれのものになるのか。』

21 自分のために蓄えても、神に対して富まない者はこのとおりです。」

22 それからイエスは弟子たちに言われた。「ですから、わたしはあなたがたに言います。何を食

べようかと、いのちのことで心配したり、何を着ようかと、からだのことで心配したりするの

はやめなさい。

23 いのちは食べ物以上のもの、からだは着る物以上のものだからです。

24 烏のことをよく考えなさい。種蒔きもせず、刈り入れもせず、納屋も倉もありません。それで

も、神は養っていてくださいます。あなたがたには、その鳥よりも、どんなに大きな価値があ

ることでしょう。

25 あなたがたのうちだれが、心配したからといって、少しでも自分のいのちを延ばすことができ

るでしょうか。

26 こんな小さなことさえできないのなら、なぜほかのことまで心配するのですか。

27 草花がどのようにして育つのか、よく考えなさい。働きもせず、紡ぎもしません。しかし、わ

たしはあなたがたに言います。栄華を極めたソロモンでさえ、この花の一つほどにも装っては

いませんでした。

28 今日は野にあって、明日は炉に投げ込まれる草さえ、神はこのように装ってくださるのなら、

あなたがたには、どんなに良くしてくださることでしょう。信仰の薄い人たちよ。

29 何を食べたらよいか、何を飲んだらよいかと、心配するのをやめ、気をもむのをやめなさい。

30 これらのものはすべて、この世の異邦人が切に求めているものです。これらのものがあなたが

たに必要であることは、あなたがたの父が知っておられます。

31 むしろ、あなたがたは御国を求めなさい。そうすれば、これらのものはそれに加えて与えられ

ます。

32 小さな群れよ、恐れることはありません。あなたがたの父は、喜んであなたがたに御国を与え

てくださるのです。

33 自分の財産を売って施しをしなさい。自分のために、天に、すり切れない財布を作り、尽きる

ことのない宝を積みなさい。天では盗人が近寄ることも、虫が食い荒らすこともありません。

34 あなたがたの宝のあるところ、そこにあなたがたの心もあるのです。

35 腰に帯を締め、明かりをともしていなさい。

36 主人が婚礼から帰って来て戸をたたいたら、すぐに戸を開けようと、その帰りを待っている人

たちのようでありなさい。

37 帰って来た主人に、目を覚ましているのを見てもらえるしもべたちは幸いです。まことに、あ

なたがたに言います。主人のほうが帯を締め、そのしもべたちを食卓に着かせ、そばに来て給

仕してくれます。



38 主人が真夜中に帰って来ても、夜明けに帰って来ても、そのようにしているのを見てもらえる

なら、そのしもべたちは幸いです。

39 このことを知っておきなさい。もしも家の主人が、泥棒の来る時間を知っていたら、自分の家

に押し入るのを許さないでしょう。

40 あなたがたも用心していなさい。人の子は、思いがけない時に来るのです。」

41 そこで、ペテロが言った。「主よ。このたとえを話されたのは私たちのためですか、皆のため

ですか。」

42 主は言われた。「では、主人によって、その家の召使いたちの上に任命され、食事時には彼ら

に決められた分を与える、忠実で賢い管理人とは、いったいだれでしょうか。

43 主人が帰って来たときに、そのようにしているのを見てもらえるしもべは幸いです。

44 まことに、あなたがたに言います。主人はその人に自分の全財産を任せるようになります。

45 もし、そのしもべが心の中で、『主人の帰りは遅くなる』と思い、男女の召使いたちを打ちた

たき、食べたり飲んだり、酒に酔ったりし始めるなら、

46 そのしもべの主人は、予期していない日、思いがけない時に帰って来て、彼を厳しく罰し、不

忠実な者たちと同じ報いを与えます。

47 主人の思いを知りながら用意もせず、その思いどおりに働きもしなかったしもべは、むちでひ

どく打たれます。

48 しかし、主人の思いを知らずにいて、むち打たれるに値することをしたしもべは、少ししか打

たれません。多く与えられた者はみな、多くを求められ、多く任された者は、さらに多くを要

求されます。

49 わたしは、地上に火を投げ込むために来ました。火がすでに燃えていたらと、どんなに願って

いることでしょう。

50 わたしには受けるべきバプテスマがあります。それが成し遂げられるまで、わたしはどれほど

苦しむことでしょう。

51 あなたがたは、わたしが地上に平和をもたらすために来たと思っていますか。そうではありま

せん。あなたがたに言いますが、むしろ分裂です。

52 今から後、一つの家の中で五人が二つに分かれ、三人が二人に、二人が三人に対立するように

なります。

53 父は息子に、息子は父に対立し、母は娘に、娘は母に対立し、姑は嫁に、嫁は姑に対立して分

かれるようになります。」

54 イエスは群衆にもこう言われた。「あなたがたは、西に雲が出るのを見るとすぐに、『にわか

雨になる』と言います。そしてそのとおりになります。

55 また南風が吹くと、『暑くなるぞ』と言います。そしてそのとおりになります。

56 偽善者たちよ。あなたがたは地と空の様子を見分けることを知っていながら、どうして今の時

代を見分けようとしないのですか。

57 あなたがたは、何が正しいか、どうして自分で判断しないのですか。

58 あなたを訴える人と一緒に役人のところに行くときは、途中でその人と和解するように努めな

さい。そうでないと、その人はあなたを裁判官のもとにひっぱって行き、裁判官はあなたを看

守に引き渡し、看守はあなたを牢に投げ込みます。

59 あなたに言います。最後の一レプタを支払うまで、そこから出ることは決してできません。」



第13章

1 ちょうどそのとき、人々が何人かやって来て、ピラトがガリラヤ人たちの血を、ガリラヤ人た

ちが献げるいけにえに混ぜた、とイエスに報告した。

2 イエスは彼らに言われた。「そのガリラヤ人たちは、そのような災難にあったのだから、ほか

のすべてのガリラヤ人よりも罪深い人たちだったと思いますか。

3 そんなことはありません。わたしはあなたがたに言います。あなたがたも悔い改めないなら、

みな同じように滅びます。

4 また、シロアムの塔が倒れて死んだあの十八人は、エルサレムに住んでいるだれよりも多く、

罪の負債があったと思いますか。

5 そんなことはありません。わたしはあなたがたに言います。あなたがたも悔い改めないなら、

みな同じように滅びます。」

6 イエスはこのようなたとえを話された。「ある人が、ぶどう園にいちじくの木を植えておい

た。そして、実を探しに来たが、見つからなかった。

7 そこで、ぶどう園の番人に言った。『見なさい。三年間、このいちじくの木に実を探しに来て

いるが、見つからない。だから、切り倒してしまいなさい。何のために土地まで無駄にしてい

るのか。』

8 番人は答えた。『ご主人様、どうか、今年もう一年そのままにしておいてください。木の周り

を掘って、肥料をやってみます。

9 それで来年、実を結べばよいでしょう。それでもだめなら、切り倒してください。』」

10 イエスは安息日に、ある会堂で教えておられた。

11 すると、そこに十八年も病の霊につかれ、腰が曲がって、全く伸ばすことができない女の人が

いた。

12 イエスは彼女を見ると、呼び寄せて、「女の方、あなたは病から解放されました」と言われ

た。

13 そして手を置かれると、彼女はただちに腰が伸びて、神をあがめた。

14 すると、会堂司はイエスが安息日に癒やしを行ったことに憤って、群衆に言った。「働くべき

日は六日ある。だから、その間に来て治してもらいなさい。安息日にはいけない。」

15 しかし、主は彼に答えられた。「偽善者たち。あなたがたはそれぞれ、安息日に、自分の牛や

ろばを飼葉桶からほどき、連れて行って水を飲ませるではありませんか。

16 この人はアブラハムの娘です。それを十八年もの間サタンが縛っていたのです。安息日に、こ

の束縛を解いてやるべきではありませんか。」

17 イエスがこう話されると、反対していた者たちはみな恥じ入り、群衆はみな、イエスがなさっ

たすべての輝かしいみわざを喜んだ。

18 そこで、イエスはこう言われた。「神の国は何に似ているでしょうか。何にたとえたらよいで

しょうか。

19 それはからし種に似ています。ある人がそれを取って自分の庭に蒔くと、生長して木になり、

空の鳥が枝に巣を作りました。」

20 再びイエスは言われた。「神の国を何にたとえたらよいでしょうか。



21 それはパン種に似ています。女の人がそれを取って三サトンの粉に混ぜると、全体がふくらみ

ました。」

22 イエスは町や村を通りながら教え、エルサレムへの旅を続けておられた。

23 すると、ある人が言った。「主よ、救われる人は少ないのですか。」イエスは人々に言われ

た。

24 「狭い門から入るように努めなさい。あなたがたに言いますが、多くの人が、入ろうとしても

入れなくなるからです。

25 家の主人が立ち上がって、戸を閉めてしまってから、あなたがたが外に立って戸をたたき始

め、『ご主人様、開けてください』と言っても、主人は、『おまえたちがどこの者か、私は知

らない』と答えるでしょう。

26 すると、あなたがたはこう言い始めるでしょう。『私たちは、あなたの面前で食べたり飲んだ

りいたしました。また、あなたは私たちの大通りでお教えくださいました。』

27 しかし、主人はあなたがたに言います。『おまえたちがどこの者か、私は知らない。不義を行

う者たち、みな私から離れて行け。』

28 あなたがたは、アブラハムやイサクやヤコブ、またすべての預言者たちが神の国に入っている

のに、自分たちは外に放り出されているのを知って、そこで泣いて歯ぎしりするのです。

29 人々が東からも西からも、また南からも北からも来て、神の国で食卓に着きます。

30 いいですか、後にいる者が先になり、先にいる者が後になるのです。」

31 ちょうどそのとき、パリサイ人たちが何人か近寄って来て、イエスに言った。「ここから立ち

去りなさい。ヘロデがあなたを殺そうとしています。」

32 イエスは彼らに言われた。「行って、あの狐にこう言いなさい。『見なさい。わたしは今日と

明日、悪霊どもを追い出し、癒やしを行い、三日目に働きを完了する。

33 しかし、わたしは今日も明日も、その次の日も進んで行かなければならない。預言者がエルサ

レム以外のところで死ぬことはあり得ないのだ。』

34 エルサレム、エルサレム。預言者たちを殺し、自分に遣わされた人たちを石で打つ者よ。わた

しは何度、めんどりがひなを翼の下に集めるように、おまえの子らを集めようとしたことか。

それなのに、おまえたちはそれを望まなかった。

35 見よ、おまえたちの家は見捨てられる。わたしはおまえたちに言う。おまえたちが 『祝福あ

れ、主の御名によって来られる方に』 と言う時が来るまで、決しておまえたちがわたしを見

ることはない。」

第14章

1 ある安息日のこと、イエスは食事をするために、パリサイ派のある指導者の家に入られた。そ

のとき人々はじっとイエスを見つめていた。

2 見よ、イエスの前には、水腫をわずらっている人がいた。

3 イエスは、律法の専門家たちやパリサイ人たちに対して、「安息日に癒やすのは律法にかなっ

ているでしょうか、いないでしょうか」と言われた。

4 彼らは黙っていた。それで、イエスはその人を抱いて癒やし、帰された。

5 それから、彼らに言われた。「自分の息子や牛が井戸に落ちたのに、安息日だからといって、

すぐに引き上げてやらない者が、あなたがたのうちにいるでしょうか。」



6 彼らはこれに答えることができなかった。

7 イエスは、客として招かれた人たちが上座を選んでいる様子に気がついて、彼らにたとえを話

された。

8 「結婚の披露宴に招かれたときには、上座に座ってはいけません。あなたより身分の高い人が

招かれているかもしれません。

9 あなたやその人を招いた人が来て、『この人に席を譲ってください』と言うことになります。

そのときあなたは恥をかいて、末席に着くことになります。

10 招かれたなら、末席に行って座りなさい。そうすると、あなたを招いた人が来て、『友よ、も

っと上席にお進みください』と言うでしょう。そのとき、ともに座っている皆の前で、あなた

は誉れを得ることになります。

11 なぜなら、だれでも自分を高くする者は低くされ、自分を低くする者は高くされるからで

す。」

12 イエスはまた、ご自分を招いてくれた人にも、こう話された。「昼食や晩餐をふるまうのな

ら、友人、兄弟、親族、近所の金持ちなどを呼んではいけません。彼らがあなたを招いて、お

返しをすることがないようにするためです。

13 食事のふるまいをするときには、貧しい人たち、からだの不自由な人たち、足の不自由な人た

ち、目の見えない人たちを招きなさい。

14 その人たちはお返しができないので、あなたは幸いです。あなたは、義人の復活のときに、お

返しを受けるのです。」

15 イエスとともに食卓に着いていた客の一人はこれを聞いて、イエスに言った。「神の国で食事

をする人は、なんと幸いなことでしょう。」

16 するとイエスは彼にこう言われた。「ある人が盛大な宴会を催し、大勢の人を招いた。

17 宴会の時刻になったのでしもべを遣わし、招いていた人たちに、『さあ、おいでください。も

う用意ができましたから』と言った。

18 ところが、みな同じように断り始めた。最初の人はこう言った。『畑を買ったので、見に行か

なければなりません。どうか、ご容赦ください。』

19 別の人はこう言った。『五くびきの牛を買ったので、それを試しに行くところです。どうか、

ご容赦ください。』

20 また、別の人はこう言った。『結婚したので、行くことができません。』

21 しもべは帰って来て、このことを主人に報告した。すると、家の主人は怒って、そのしもべに

言った。『急いで町の大通りや路地に出て行って、貧しい人たち、からだの不自由な人たち、

目の見えない人たち、足の不自由な人たちをここに連れて来なさい。』

22 しもべは言った。『ご主人様、お命じになったとおりにいたしました。でも、まだ席がありま

す。』

23 すると主人はしもべに言った。『街道や垣根のところに出て行き、無理にでも人々を連れて来

て、私の家をいっぱいにしなさい。

24 言っておくが、あの招待されていた人たちの中で、私の食事を味わう者は一人もいませ

ん。』」

25 さて、大勢の群衆がイエスと一緒に歩いていたが、イエスは振り向いて彼らに言われた。



26 「わたしのもとに来て、自分の父、母、妻、子、兄弟、姉妹、さらに自分のいのちまでも憎ま

ないなら、わたしの弟子になることはできません。

27 自分の十字架を負ってわたしについて来ない者は、わたしの弟子になることはできません。

28 あなたがたのうちに、塔を建てようとするとき、まず座って、完成させるのに十分な金がある

かどうか、費用を計算しない人がいるでしょうか。

29 計算しないと、土台を据えただけで完成できず、見ていた人たちはみなその人を嘲って、

30 『この人は建て始めたのに、完成できなかった』と言うでしょう。

31 また、どんな王でも、ほかの王と戦いを交えようと出て行くときは、二万人を引き連れて向か

って来る敵を、一万人で迎え撃つことができるかどうか、まず座ってよく考えないでしょう

か。

32 もしできないと思えば、敵がまだ遠くに離れている間に、使者を送って講和の条件を尋ねるで

しょう。

33 そういうわけで、自分の財産すべてを捨てなければ、あなたがたはだれも、わたしの弟子にな

ることはできません。

34 塩は良いものです。しかし、もし塩が塩気をなくしたら、何によってそれに味をつけるのでし

ょうか。

35 土地にも肥やしにも役立たず、外に投げ捨てられます。聞く耳のある者は聞きなさい。」

第15章

1 さて、取税人たちや罪人たちがみな、話を聞こうとしてイエスの近くにやって来た。

2 すると、パリサイ人たち、律法学者たちが、「この人は罪人たちを受け入れて、一緒に食事を

している」と文句を言った。

3 そこでイエスは、彼らにこのようなたとえを話された。

4 「あなたがたのうちのだれかが羊を百匹持っていて、そのうちの一匹をなくしたら、その人は

九十九匹を野に残して、いなくなった一匹を見つけるまで捜し歩かないでしょうか。

5 見つけたら、喜んで羊を肩に担ぎ、

6 家に戻って、友だちや近所の人たちを呼び集め、『一緒に喜んでください。いなくなった羊を

見つけましたから』と言うでしょう。

7 あなたがたに言います。それと同じように、一人の罪人が悔い改めるなら、悔い改める必要の

ない九十九人の正しい人のためよりも、大きな喜びが天にあるのです。

8 また、ドラクマ銀貨を十枚持っている女の人が、その一枚をなくしたら、明かりをつけ、家を

掃いて、見つけるまで注意深く捜さないでしょうか。

9 見つけたら、女友だちや近所の女たちを呼び集めて、『一緒に喜んでください。なくしたドラ

クマ銀貨を見つけましたから』と言うでしょう。

10 あなたがたに言います。それと同じように、一人の罪人が悔い改めるなら、神の御使いたちの

前には喜びがあるのです。」

11 イエスはまた、こう話された。「ある人に二人の息子がいた。

12 弟のほうが父に、『お父さん、財産のうち私がいただく分を下さい』と言った。それで、父は

財産を二人に分けてやった。



13 それから何日もしないうちに、弟息子は、すべてのものをまとめて遠い国に旅立った。そし

て、そこで放蕩して、財産を湯水のように使ってしまった。

14 何もかも使い果たした後、その地方全体に激しい飢饉が起こり、彼は食べることにも困り始め

た。

15 それで、その地方に住むある人のところに身を寄せたところ、その人は彼を畑に送って、豚の

世話をさせた。

16 彼は、豚が食べているいなご豆で腹を満たしたいほどだったが、だれも彼に与えてはくれなか

った。

17 しかし、彼は我に返って言った。『父のところには、パンのあり余っている雇い人が、なんと

大勢いることか。それなのに、私はここで飢え死にしようとしている。

18 立って、父のところに行こう。そしてこう言おう。「お父さん。私は天に対して罪を犯し、あ

なたの前に罪ある者です。

19 もう、息子と呼ばれる資格はありません。雇い人の一人にしてください。」』

20 こうして彼は立ち上がって、自分の父のもとへ向かった。ところが、まだ家までは遠かったの

に、父親は彼を見つけて、かわいそうに思い、駆け寄って彼の首を抱き、口づけした。

21 息子は父に言った。『お父さん。私は天に対して罪を犯し、あなたの前に罪ある者です。も

う、息子と呼ばれる資格はありません。』

22 ところが父親は、しもべたちに言った。『急いで一番良い衣を持って来て、この子に着せなさ

い。手に指輪をはめ、足に履き物をはかせなさい。

23 そして肥えた子牛を引いて来て屠りなさい。食べて祝おう。

24 この息子は、死んでいたのに生き返り、いなくなっていたのに見つかったのだから。』こうし

て彼らは祝宴を始めた。

25 ところで、兄息子は畑にいたが、帰って来て家に近づくと、音楽や踊りの音が聞こえてきた。

26 それで、しもべの一人を呼んで、これはいったい何事かと尋ねた。

27 しもべは彼に言った。『あなたのご兄弟がお帰りになりました。無事な姿でお迎えしたので、

お父様が、肥えた子牛を屠られたのです。』

28 すると兄は怒って、家に入ろうともしなかった。それで、父が出て来て彼をなだめた。

29 しかし、兄は父に答えた。『ご覧ください。長年の間、私はお父さんにお仕えし、あなたの戒

めを破ったことは一度もありません。その私には、友だちと楽しむようにと、子やぎ一匹下さ

ったこともありません。

30 それなのに、遊女と一緒にお父さんの財産を食いつぶした息子が帰って来ると、そんな息子の

ために肥えた子牛を屠られるとは。』

31 父は彼に言った。『子よ、おまえはいつも私と一緒にいる。私のものは全部おまえのものだ。

32 だが、おまえの弟は死んでいたのに生き返り、いなくなっていたのに見つかったのだから、喜

び祝うのは当然ではないか。』」

第16章

1 イエスは弟子たちに対しても、次のように語られた。「ある金持ちに一人の管理人がいた。こ

の管理人が主人の財産を無駄遣いしている、という訴えが主人にあった。



2 主人は彼を呼んで言った。『おまえについて聞いたこの話は何なのか。会計の報告を出しなさ

い。もうおまえに、管理を任せておくわけにはいかない。』

3 管理人は心の中で考えた。『どうしよう。主人は私から管理の仕事を取り上げようとしてい

る。土を掘る力はないし、物乞いをするのは恥ずかしい。

4 分かった、こうしよう。管理の仕事をやめさせられても、人々が私を家に迎えてくれるように

すればよいのだ。』

5 そこで彼は、主人の債務者たちを一人ひとり呼んで、最初の人に、『私の主人に、いくら借り

がありますか』と言った。

6 その人は『油百バテ』と答えた。すると彼は、『あなたの証文を受け取り、座ってすぐに五十

と書きなさい』と言った。

7 それから別の人に、『あなたは、いくら借りがありますか』と言うと、その人は『小麦百コ

ル』と答えた。彼は、『あなたの証文を受け取り、八十と書きなさい』と言った。

8 主人は、不正な管理人が賢く行動したのをほめた。この世の子らは、自分と同じ時代の人々の

扱いについては、光の子らよりも賢いのである。

9 わたしはあなたがたに言います。不正の富で、自分のために友をつくりなさい。そうすれば、

富がなくなったとき、彼らがあなたがたを永遠の住まいに迎えてくれます。

10 最も小さなことに忠実な人は、大きなことにも忠実であり、最も小さなことに不忠実な人は、

大きなことにも不忠実です。

11 ですから、あなたがたが不正の富に忠実でなければ、だれがあなたがたに、まことの富を任せ

るでしょうか。

12 また、他人のものに忠実でなければ、だれがあなたがたに、あなたがた自身のものを持たせる

でしょうか。

13 どんなしもべも二人の主人に仕えることはできません。一方を憎んで他方を愛することになる

か、一方を重んじて他方を軽んじることになります。あなたがたは、神と富とに仕えることは

できません。」

14 金銭を好むパリサイ人たちは、これらすべてを聞いて、イエスをあざ笑っていた。

15 イエスは彼らに言われた。「あなたがたは、人々の前で自分を正しいとするが、神はあなたが

たの心をご存じです。人々の間で尊ばれるものは、神の前では忌み嫌われるものなのです。

16 律法と預言者はヨハネまでです。それ以来、神の国の福音が宣べ伝えられ、だれもが力ずく

で、そこに入ろうとしています。

17 しかし、律法の一画が落ちるよりも、天地が滅びるほうが易しいのです。

18 だれでも妻を離縁して別の女と結婚する者は、姦淫を犯すことになり、夫から離縁された女と

結婚する者も、姦淫を犯すことになります。

19 ある金持ちがいた。紫の衣や柔らかい亜麻布を着て、毎日ぜいたくに遊び暮らしていた。

20 その金持ちの門前には、ラザロという、できものだらけの貧しい人が寝ていた。

21 彼は金持ちの食卓から落ちる物で、腹を満たしたいと思っていた。犬たちもやって来ては、彼

のできものをなめていた。

22 しばらくして、この貧しい人は死に、御使いたちによってアブラハムの懐に連れて行かれた。

金持ちもまた、死んで葬られた。



23 金持ちが、よみで苦しみながら目を上げると、遠くにアブラハムと、その懐にいるラザロが見

えた。

24 金持ちは叫んで言った。『父アブラハムよ、私をあわれんでラザロをお送りください。ラザロ

が指先を水に浸して私の舌を冷やすようにしてください。私はこの炎の中で苦しくてたまりま

せん。』

25 するとアブラハムは言った。『子よ、思い出しなさい。おまえは生きている間、良いものを受

け、ラザロは生きている間、悪いものを受けた。しかし今は、彼はここで慰められ、おまえは

苦しみもだえている。

26 そればかりか、私たちとおまえたちの間には大きな淵がある。ここからおまえたちのところへ

渡ろうとしても渡れず、そこから私たちのところへ越えて来ることもできない。』

27 金持ちは言った。『父よ。それではお願いですから、ラザロを私の家族に送ってください。

28 私には兄弟が五人いますが、彼らまでこんな苦しい場所に来ることがないように、彼らに警告

してください。』

29 しかし、アブラハムは言った。『彼らにはモーセと預言者がいる。その言うことを聞くがよ

い。』

30 金持ちは言った。『いいえ、父アブラハムよ。もし、死んだ者たちの中から、だれかが彼らの

ところに行けば、彼らは悔い改めるでしょう。』

31 アブラハムは彼に言った。『モーセと預言者たちに耳を傾けないのなら、たとえ、だれかが死

人の中から生き返っても、彼らは聞き入れはしない。』」

第17章

1 イエスは弟子たちに言われた。「つまずきが起こるのは避けられませんが、つまずきをもたら

す者はわざわいです。

2 その者にとっては、これらの小さい者たちの一人をつまずかせるより、ひき臼を首に結び付け

られて、海に投げ込まれるほうがましです。

3 あなたがたは、自分自身に気をつけなさい。 兄弟が罪を犯したなら、戒めなさい。そして悔

い改めるなら、赦しなさい。

4 一日に七回あなたに対して罪を犯しても、七回あなたのところに来て『悔い改めます』と言う

なら、赦しなさい。」

5 使徒たちは主に言った。「私たちの信仰を増し加えてください。」

6 すると主は言われた。「もしあなたがたに、からし種ほどの信仰があれば、この桑の木に『根

元から抜かれて、海の中に植われ』と言うなら、あなたがたに従います。

7 あなたがたのだれかのところに、畑を耕すか羊を飼うしもべがいて、そのしもべが野から帰っ

て来たら、『さあ、こちらに来て、食事をしなさい』と言うでしょうか。

8 むしろ、『私の夕食の用意をし、私が食べたり飲んだりする間、帯を締めて給仕しなさい。お

まえはその後で食べたり飲んだりしなさい』と言うのではないでしょうか。

9 しもべが命じられたことをしたからといって、主人はそのしもべに感謝するでしょうか。

10 同じようにあなたがたも、自分に命じられたことをすべて行ったら、『私たちは取るに足りな

いしもべです。なすべきことをしただけです』と言いなさい。」

11 さて、イエスはエルサレムに向かう途中、サマリアとガリラヤの境を通られた。



12 ある村に入ると、ツァラアトに冒された十人の人がイエスを出迎えた。彼らは遠く離れたとこ

ろに立ち、

13 声を張り上げて、「イエス様、先生、私たちをあわれんでください」と言った。

14 イエスはこれを見て彼らに言われた。「行って、自分のからだを祭司に見せなさい。」すると

彼らは行く途中できよめられた。

15 そのうちの一人は、自分が癒やされたことが分かると、大声で神をほめたたえながら引き返し

て来て、

16 イエスの足もとにひれ伏して感謝した。彼はサマリア人であった。

17 すると、イエスは言われた。「十人きよめられたのではなかったか。九人はどこにいるのか。

18 この他国人のほかに、神をあがめるために戻って来た者はいなかったのか。」

19 それからイエスはその人に言われた。「立ち上がって行きなさい。あなたの信仰があなたを救

ったのです。」

20 パリサイ人たちが、神の国はいつ来るのかと尋ねたとき、イエスは彼らに答えられた。「神の

国は、目に見える形で来るものではありません。

21 『見よ、ここだ』とか、『あそこだ』とか言えるようなものではありません。見なさい。神の

国はあなたがたのただ中にあるのです。」

22 イエスは弟子たちに言われた。「あなたがたが、人の子の日を一日でも見たいと願っても、見

られない日が来ます。

23 人々は『見よ、あそこだ』とか、『見よ、ここだ』とか言いますが、行ってはいけません。追

いかけてもいけません。

24 人の子の日、人の子は、稲妻がひらめいて天の端から天の端まで光るのと、ちょうど同じよう

になります。

25 しかし、まず人の子は多くの苦しみを受け、この時代の人々に捨てられなければなりません。

26 ちょうど、ノアの日に起こったのと同じことが、人の子の日にも起こります。

27 ノアが箱舟に入るその日まで、人々は食べたり飲んだり、めとったり嫁いだりしていました

が、洪水が来て、すべての人を滅ぼしてしまいました。

28 また、ロトの日に起こったことと同じようになります。人々は食べたり飲んだり、売ったり買

ったり、植えたり建てたりしていましたが、

29 ロトがソドムから出て行ったその日に、火と硫黄が天から降って来て、すべての人を滅ぼして

しまいました。

30 人の子が現れる日にも、同じことが起こります。

31 その日、屋上にいる人は、家に家財があっても、それを持ち出すために下に降りてはいけませ

ん。同じように、畑にいる人も戻ってはいけません。

32 ロトの妻のことを思い出しなさい。

33 自分のいのちを救おうと努める者はそれを失い、それを失う者はいのちを保ちます。

34 あなたがたに言いますが、その夜、同じ寝床で人が二人寝ていると、一人は取られ、もう一人

は残されます。

35 同じところで臼をひいている女が二人いると、一人は取られ、もう一人は残されます。」



37 弟子たちが、「主よ、それはどこで起こるのですか」と言うと、イエスは彼らに言われた。

「死体のあるところ、そこには禿鷹が集まります。」

第18章

1 いつでも祈るべきで、失望してはいけないことを教えるために、イエスは弟子たちにたとえを

話された。

2 「ある町に、神を恐れず、人を人とも思わない裁判官がいた。

3 その町に一人のやもめがいたが、彼のところにやって来ては、『私を訴える人をさばいて、私

を守ってください』と言っていた。

4 この裁判官はしばらく取り合わなかったが、後になって心の中で考えた。『私は神をも恐れ

ず、人を人とも思わないが、

5 このやもめは、うるさくて仕方がないから、彼女のために裁判をしてやることにしよう。そう

でないと、ひっきりなしにやって来て、私は疲れ果ててしまう。』」

6 主は言われた。「不正な裁判官が言っていることを聞きなさい。

7 まして神は、昼も夜も神に叫び求めている、選ばれた者たちのためにさばきを行わないで、い

つまでも放っておかれることがあるでしょうか。

8 あなたがたに言いますが、神は彼らのため、速やかにさばきを行ってくださいます。だが、人

の子が来るとき、はたして地上に信仰が見られるでしょうか。」

9 自分は正しいと確信していて、ほかの人々を見下している人たちに、イエスはこのようなたと

えを話された。

10 「二人の人が祈るために宮に上って行った。一人はパリサイ人で、もう一人は取税人であっ

た。

11 パリサイ人は立って、心の中でこんな祈りをした。『神よ。私がほかの人たちのように、奪い

取る者、不正な者、姦淫する者でないこと、あるいは、この取税人のようでないことを感謝し

ます。

12 私は週に二度断食し、自分が得ているすべてのものから、十分の一を献げております。』

13 一方、取税人は遠く離れて立ち、目を天に向けようともせず、自分の胸をたたいて言った。

『神様、罪人の私をあわれんでください。』

14 あなたがたに言いますが、義と認められて家に帰ったのは、あのパリサイ人ではなく、この人

です。だれでも自分を高くする者は低くされ、自分を低くする者は高くされるのです。」

15 さて、イエスに触れていただこうと、人々は幼子たちまで連れて来た。ところが、弟子たちは

それを見て叱った。

16 しかし、イエスは幼子たちを呼び寄せて、こう言われた。「子どもたちを、わたしのところに

来させなさい。邪魔してはいけません。神の国はこのような者たちのものなのです。

17 まことに、あなたがたに言います。子どものように神の国を受け入れる者でなければ、決して

そこに入ることはできません。」

18 また、ある指導者がイエスに質問した。「良い先生。何をしたら、私は永遠のいのちを受け継

ぐことができるでしょうか。」

19 イエスは彼に言われた。「なぜ、わたしを『良い』と言うのですか。良い方は神おひとりのほ

か、だれもいません。



20 戒めはあなたも知っているはずです。『姦淫してはならない。殺してはならない。盗んではな

らない。偽りの証言をしてはならない。あなたの父と母を敬え。』」

21 するとその人は言った。「私は少年のころから、それらすべてを守ってきました。」

22 イエスはこれを聞いて、彼に言われた。「まだ一つ、あなたに欠けていることがあります。あ

なたが持っている物をすべて売り払い、貧しい人たちに分けてやりなさい。そうすれば、あな

たは天に宝を持つことになります。そのうえで、わたしに従って来なさい。」

23 彼はこれを聞いて、非常に悲しんだ。大変な金持ちだったからである。

24 イエスは彼が非常に悲しんだのを見て、こう言われた。「富を持つ者が神の国に入るのは、な

んと難しいことでしょう。

25 金持ちが神の国に入るよりは、らくだが針の穴を通るほうが易しいのです。」

26 それを聞いた人々は言った。「それでは、だれが救われることができるでしょう。」

27 イエスは言われた。「人にはできないことが、神にはできるのです。」

28 すると、ペテロが言った。「ご覧ください。私たちは自分のものを捨てて、あなたに従って来

ました。」

29 イエスは彼らに言われた。「まことに、あなたがたに言います。だれでも、神の国のために、

家、妻、兄弟、両親、子どもを捨てた者は、

30 必ずこの世で、その何倍も受け、来たるべき世で、永遠のいのちを受けます。」

31 さて、イエスは十二人をそばに呼んで、彼らに話された。「ご覧なさい。わたしたちはエルサ

レムに上って行きます。人の子について、預言者たちを通して書き記されているすべてのこと

が実現するのです。

32 人の子は異邦人に引き渡され、彼らに嘲られ、辱められ、唾をかけられます。

33 彼らは人の子をむちで打ってから殺します。しかし、人の子は三日目によみがえります。」

34 弟子たちには、これらのことが何一つ分からなかった。彼らにはこのことばが隠されていて、

話されたことが理解できなかった。

35 イエスがエリコに近づいたとき、一人の目の見えない人が道端に座り、物乞いをしていた。

36 彼は群衆が通って行くのを耳にして、これはいったい何事かと尋ねた。

37 ナザレ人イエスがお通りになるのだと人々が知らせると、

38 彼は大声で、「ダビデの子のイエス様、私をあわれんでください」と言った。

39 先を行く人たちが、黙らせようとしてたしなめたが、その人はますます激しく「ダビデの子

よ、私をあわれんでください」と叫んだ。

40 イエスは立ち止まって、彼を連れて来るように命じられた。彼が近くに来ると、イエスはお尋

ねになった。

41 「わたしに何をしてほしいのですか。」するとその人は答えた。「主よ、目が見えるようにし

てください。」

42 イエスは彼に言われた。「見えるようになれ。あなたの信仰があなたを救いました。」

43 その人はただちに見えるようになり、神をあがめながらイエスについて行った。これを見て、

民はみな神を賛美した。



第19章

1 それからイエスはエリコに入り、町の中を通っておられた。

2 するとそこに、ザアカイという名の人がいた。彼は取税人のかしらで、金持ちであった。

3 彼はイエスがどんな方かを見ようとしたが、背が低かったので、群衆のために見ることができ

なかった。

4 それで、先の方に走って行き、イエスを見ようとして、いちじく桑の木に登った。イエスがそ

こを通り過ぎようとしておられたからであった。

5 イエスはその場所に来ると、上を見上げて彼に言われた。「ザアカイ、急いで降りて来なさ

い。わたしは今日、あなたの家に泊まることにしているから。」

6 ザアカイは急いで降りて来て、喜んでイエスを迎えた。

7 人々はみな、これを見て、「あの人は罪人のところに行って客となった」と文句を言った。

8 しかし、ザアカイは立ち上がり、主に言った。「主よ、ご覧ください。私は財産の半分を貧し

い人たちに施します。だれかから脅し取った物があれば、四倍にして返します。」

9 イエスは彼に言われた。「今日、救いがこの家に来ました。この人もアブラハムの子なのです

から。

10 人の子は、失われた者を捜して救うために来たのです。」

11 人々がこれらのことばに耳を傾けていたとき、イエスは続けて一つのたとえを話された。イエ

スがエルサレムの近くに来ていて、人々が神の国がすぐに現れると思っていたからである。

12 イエスはこう言われた。「ある身分の高い人が遠い国に行った。王位を授かって戻って来るた

めであった。

13 彼はしもべを十人呼んで、彼らに十ミナを与え、『私が帰って来るまで、これで商売をしなさ

い』と言った。

14 一方、その国の人々は彼を憎んでいたので、彼の後に使者を送り、『この人が私たちの王にな

るのを、私たちは望んでいません』と伝えた。

15 さて、彼は王位を授かって帰って来ると、金を与えておいたしもべたちを呼び出すように命じ

た。彼らがどんな商売をしたかを知ろうと思ったのである。

16 最初のしもべが進み出て言った。『ご主人様、あなた様の一ミナで十ミナをもうけました。』

17 主人は彼に言った。『よくやった。良いしもべだ。おまえはほんの小さなことにも忠実だった

から、十の町を支配する者になりなさい。』

18 二番目のしもべが来て言った。『ご主人様、あなた様の一ミナで五ミナをもうけました。』

19 主人は彼にも言った。『おまえも五つの町を治めなさい。』

20 また別のしもべが来て言った。『ご主人様、ご覧ください。あなた様の一ミナがございます。

私は布に包んで、しまっておきました。

21 あなた様は預けなかったものを取り立て、蒔かなかったものを刈り取られる厳しい方ですか

ら、怖かったのです。』

22 主人はそのしもべに言った。『悪いしもべだ。私はおまえのことばによって、おまえをさばこ

う。おまえは、私が厳しい人間で、預けなかったものを取り立て、蒔かなかったものを刈り取

ると、分かっていたというのか。



23 それなら、どうして私の金を銀行に預けておかなかったのか。そうしておけば、私が帰って来

たとき、それを利息と一緒に受け取れたのに。』

24 そして、そばに立っていた者たちに言った。『その一ミナをこの者から取り上げて、十ミナ持

っている者に与えなさい。』

25 すると彼らは、『ご主人様、あの人はすでに十ミナ持っています』と言った。

26 彼は言った。『おまえたちに言うが、だれでも持っている者はさらに与えられ、持っていない

者からは、持っている物までも取り上げられるのだ。

27 またさらに、私が王になるのを望まなかったあの敵どもは、ここに連れて来て、私の目の前で

打ち殺せ。』」

28 これらのことを話してから、イエスはさらに進んで、エルサレムへと上って行かれた。

29 オリーブという山のふもとのベテパゲとベタニアに近づいたとき、イエスはこう言って、二人

の弟子を遣わされた。

30 「向こうの村へ行きなさい。そこに入ると、まだだれも乗ったことのない子ろばが、つながれ

ているのに気がつくでしょう。それをほどいて、連れて来なさい。

31 もし『どうして、ほどくのか』とだれかが尋ねたら、『主がお入り用なのです』と言いなさ

い。」

32 使いに出された二人が行って見ると、イエスが言われたとおりであった。

33 彼らが子ろばをほどいていると、持ち主たちが、「どうして、子ろばをほどくのか」と彼らに

言った。

34 弟子たちは、「主がお入り用なのです」と言った。

35 二人はその子ろばをイエスのもとに連れて来た。そして、その上に自分たちの上着を掛けて、

イエスをお乗せした。

36 イエスが進んで行かれると、人々は道に自分たちの上着を敷いた。

37 イエスがいよいよオリーブ山の下りにさしかかると、大勢の弟子たちはみな、自分たちが見た

すべての力あるわざについて、喜びのあまりに大声で神を賛美し始めて、

38 こう言った。 「祝福あれ、 主の御名によって来られる方、王に。 天には平和があるように。

栄光がいと高き所にあるように。」

39 するとパリサイ人のうちの何人かが、群衆の中からイエスに向かって、「先生、あなたの弟子

たちを叱ってください」と言った。

40 イエスは答えられた。「わたしは、あなたがたに言います。もしこの人たちが黙れば、石が叫

びます。」

41 エルサレムに近づいて、都をご覧になったイエスは、この都のために泣いて、言われた。

42 「もし、平和に向かう道を、この日おまえも知っていたら──。しかし今、それはおまえの目か

ら隠されている。

43 やがて次のような時代がおまえに来る。敵はおまえに対して塁を築き、包囲し、四方から攻め

寄せ、

44 そしておまえと、中にいるおまえの子どもたちを地にたたきつける。彼らはおまえの中で、一

つの石も、ほかの石の上に積まれたまま残してはおかない。それは、神の訪れの時を、おまえ

が知らなかったからだ。」

45 それからイエスは宮に入って、商売人たちを追い出し始め、



46 彼らに言われた。「『わたしの家は祈りの家でなければならない』と書いてある。それなの

に、おまえたちはそれを『強盗の巣』にした。」

47 イエスは毎日、宮で教えておられた。祭司長たち、律法学者たち、そして民のおもだった者た

ちは、イエスを殺そうと狙っていたが、

48 何をしたらよいのか分からなかった。人々がみな、イエスのことばに熱心に耳を傾けていたか

らである。

第20章

1 ある日、イエスが宮で人々を教え、福音を宣べ伝えておられると、祭司長たちと律法学者たち

が長老たちと一緒にやって来て、

2 イエスに言った。「何の権威によって、これらのことをしているのか、あなたにその権威を授

けたのはだれなのか、教えてくれませんか。」

3 イエスは彼らに答えられた。「わたしも一言尋ねましょう。それに答えなさい。

4 ヨハネのバプテスマは、天から来たのですか、それとも人から出たのですか。」

5 すると、彼らは論じ合った。「もし天からと言えば、どうしてヨハネを信じなかったのかと言

うだろう。

6 だが、もし人からと言えば、民はみな私たちを石で打ち殺すだろう。ヨハネは預言者だと確信

しているのだから。」

7 そこで、「どこから来たのか知りません」と答えた。

8 するとイエスは彼らに言われた。「わたしも、何の権威によってこれらのことをするのか、あ

なたがたに言いません。」

9 また、イエスは人々に対してこのようなたとえを話し始められた。「ある人がぶどう園を造

り、それを農夫たちに貸して、長い旅に出た。

10 収穫の時になったので、彼は農夫たちのところに一人のしもべを遣わした。ぶどう園の収穫の

一部を納めさせるためであった。ところが農夫たちは、そのしもべを打ちたたき、何も持たせ

ないで帰らせた。

11 そこで別のしもべを遣わしたが、彼らはそのしもべも打ちたたき、辱めたうえで、何も持たせ

ないで帰らせた。

12 彼はさらに三人目のしもべを遣わしたが、彼らはこのしもべにも傷を負わせて追い出した。

13 ぶどう園の主人は言った。『どうしようか。そうだ、私の愛する息子を送ろう。この子なら、

きっと敬ってくれるだろう。』

14 ところが、農夫たちはその息子を見ると、互いに議論して『あれは跡取りだ。あれを殺してし

まおう。そうすれば、相続財産は自分たちのものになる』と言った。

15 そして、彼をぶどう園の外に放り出して、殺してしまった。こうなったら、ぶどう園の主人は

彼らをどうするでしょうか。

16 主人はやって来て農夫たちを殺し、ぶどう園をほかの人たちに与えるでしょう。」 これを聞

いた人たちは、「そんなことが起こってはなりません」と言った。

17 イエスは彼らを見つめて言われた。「では、 『家を建てる者たちが捨てた石、 それが要の石

となった』 と書いてあるのは、どういうことなのですか。



18 だれでもこの石の上に落ちれば、粉々に砕かれ、またこの石が人の上に落ちれば、その人を押

しつぶします。」

19 律法学者たちと祭司長たちは、このたとえ話が自分たちを指して語られたことに気づいた。そ

れでそのとき、イエスに手をかけて捕らえようとしたが、民を恐れた。

20 さて、機会を狙っていた彼らは、義人を装った回し者を遣わした。イエスのことばじりをとら

えて、総督の支配と権威に引き渡すためであった。

21 彼らはイエスにこう質問した。「先生。私たちは、あなたがお話しになること、お教えになる

ことが正しく、またあなたが人を分け隔てせず、真理に基づいて神の道を教えておられること

を知っています。

22 ところで、私たちがカエサルに税金を納めることは、律法にかなっているでしょうか、いない

でしょうか。」

23 イエスは彼らの悪巧みを見抜いて言われた。

24 「デナリ銀貨をわたしに見せなさい。だれの肖像と銘がありますか。」彼らは、「カエサルの

です」と言った。

25 すると、イエスは彼らに言われた。「では、カエサルのものはカエサルに、神のものは神に返

しなさい。」

26 彼らは、民の前でイエスのことばじりをとらえることができず、答えに驚嘆して黙ってしまっ

た。

27 復活があることを否定しているサドカイ人たちが何人か、イエスのところに来て質問した。

28 「先生、モーセは私たちのためにこう書いています。『もし、ある人の兄が妻を迎えて死に、

子がいなかった場合、その弟が兄嫁を妻にして、兄のために子孫を起こさなければならな

い。』

29 ところで、七人の兄弟がいました。長男が妻を迎え、子がないままで死にました。

30 次男も、

31 三男もその兄嫁を妻とし、七人とも同じように、子を残さずに死にました。

32 最後に、その妻も死にました。

33 では復活の際、彼女は彼らのうちのだれの妻になるのでしょうか。七人とも彼女を妻にしたの

ですが。」

34 イエスは彼らに言われた。「この世の子らは、めとったり嫁いだりするが、

35 次の世に入るのにふさわしく、死んだ者の中から復活するのにふさわしいと認められた人たち

は、めとることも嫁ぐこともありません。

36 彼らが死ぬことは、もうあり得ないからです。彼らは御使いのようであり、復活の子として神

の子なのです。

37 モーセも柴の箇所で、主を『アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神』と呼んで、死んだ者

がよみがえることを明らかにしました。

38 神は死んだ者の神ではなく、生きている者の神です。神にとっては、すべての者が生きている

のです。」

39 律法学者たちの何人かが、「先生、立派なお答えです」と答えた。

40 彼らはそれ以上、何もあえて質問しようとはしなかった。



41 すると、イエスが彼らに言われた。「どうして人々は、キリストをダビデの子だと言うのです

か。

42 ダビデ自身が詩篇の中で、こう言っています。 『主は、私の主に言われた。 「あなたは、わ

たしの右の座に着いていなさい。

43 わたしがあなたの敵を あなたの足台とするまで。」』

44 ですから、ダビデがキリストを主と呼んでいるのです。それなら、どうしてキリストがダビデ

の子なのでしょう。」

45 また、人々がみな耳を傾けているときに、イエスは弟子たちに言われた。

46 「律法学者たちには用心しなさい。彼らは長い衣を着て歩き回ることが好きで、広場であいさ

つされることや会堂の上席、宴会の上座を好みます。

47 また、やもめの家を食い尽くし、見栄を張って長く祈ります。こういう人たちは、より厳しい

罰を受けるのです。」

第21章

1 イエスは目を上げて、金持ちたちが献金箱に献金を投げ入れているのを見ておられた。

2 そして、ある貧しいやもめが、そこにレプタ銅貨を二枚投げ入れるのを見て、

3 こう言われた。「まことに、あなたがたに言います。この貧しいやもめは、だれよりも多くを

投げ入れました。

4 あの人たちはみな、あり余る中から献金として投げ入れたのに、この人は乏しい中から、持っ

ていた生きる手立てのすべてを投げ入れたのですから。」

5 さて、宮が美しい石や奉納物で飾られている、と何人かが話していたので、イエスは言われ

た。

6 「あなたがたが見ているこれらの物ですが、どの石も崩されずに、ほかの石の上に残ることの

ない日が、やって来ます。」

7 そこで彼らはイエスに尋ねた。「先生、それでは、いつ、そのようなことが起こるのですか。

それが起こるときのしるしは、どのようなものですか。」

8 イエスは言われた。「惑わされないように気をつけなさい。わたしの名を名乗る者が大勢現れ

て、『私こそ、その者だ』とか『時は近づいた』とか言います。そんな人たちの後について行

ってはいけません。

9 戦争や暴動のことを聞いても、恐れてはいけません。まず、それらのことが必ず起こります

が、終わりはすぐには来ないからです。」

10 それから、イエスは彼らに言われた。「民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり、

11 大きな地震があり、方々に飢饉や疫病が起こり、恐ろしい光景や天からの大きなしるしが現れ

ます。

12 しかし、これらのことすべてが起こる前に、人々はあなたがたに手をかけて迫害し、会堂や牢

に引き渡し、わたしの名のために、あなたがたを王たちや総督たちの前に引き出します。

13 それは、あなたがたにとって証しをする機会となります。

14 ですから、どう弁明するかは、あらかじめ考えない、と心に決めておきなさい。



15 あなたがたに反対するどんな人も、対抗したり反論したりできないことばと知恵を、わたしが

与えるからです。

16 あなたがたは、両親、兄弟、親族、友人たちにも裏切られます。中には殺される人もいます。

17 また、わたしの名のために、すべての人に憎まれます。

18 しかし、あなたがたの髪の毛一本も失われることはありません。

19 あなたがたは、忍耐することによって自分のいのちを勝ち取りなさい。

20 しかし、エルサレムが軍隊に囲まれるのを見たら、そのときには、その滅亡が近づいたことを

悟りなさい。

21 そのとき、ユダヤにいる人たちは山へ逃げなさい。都の中にいる人たちはそこから出て行きな

さい。田舎にいる人たちは都に入ってはいけません。

22 書かれていることがすべて成就する、報復の日々だからです。

23 それらの日、身重の女たちと乳飲み子を持つ女たちは哀れです。この地に大きな苦難があり、

この民に御怒りが臨むからです。

24 人々は剣の刃に倒れ、捕虜となって、あらゆる国の人々のところに連れて行かれ、異邦人の時

が満ちるまで、エルサレムは異邦人に踏み荒らされます。

25 それから、太陽と月と星にしるしが現れ、地上では海と波が荒れどよめいて、諸国の民が不安

に陥って苦悩します。

26 人々は、この世界に起ころうとしていることを予測して、恐ろしさのあまり気を失います。天

のもろもろの力が揺り動かされるからです。

27 そのとき人々は、人の子が雲のうちに、偉大な力と栄光とともに来るのを見るのです。

28 これらのことが起こり始めたら、身を起こし、頭を上げなさい。あなたがたの贖いが近づいて

いるからです。」

29 それからイエスは、人々にたとえを話された。「いちじくの木や、すべての木を見なさい。

30 木の芽が出ると、それを見て、すでに夏が近いことが、おのずから分かります。

31 同じように、これらのことが起こるのを見たら、あなたがたは神の国が近いことを知りなさ

い。

32 まことに、あなたがたに言います。すべてのことが起こるまで、この時代が過ぎ去ることは決

してありません。

33 天地は消え去ります。しかし、わたしのことばは決して消え去ることがありません。

34 あなたがたの心が、放蕩や深酒や生活の思い煩いで押しつぶされていて、その日が罠のよう

に、突然あなたがたに臨むことにならないように、よく気をつけなさい。

35 その日は、全地の表に住むすべての人に突然臨むのです。

36 しかし、あなたがたは、必ず起こるこれらすべてのことから逃れて、人の子の前に立つことが

できるように、いつも目を覚まして祈っていなさい。」

37 こうしてイエスは、昼は宮で教え、夜は外に出てオリーブという山で過ごされた。

38 人々はみな朝早く、教えを聞こうとして、宮におられるイエスのもとにやって来た。

第22章

1 さて、過越の祭りと言われる、種なしパンの祭りが近づいていた。



2 祭司長、律法学者たちは、イエスを殺すための良い方法を探していた。彼らは民を恐れていた

のである。

3 ところで、十二人の一人で、イスカリオテと呼ばれるユダに、サタンが入った。

4 ユダは行って、祭司長たちや宮の守衛長たちと、どのようにしてイエスを彼らに引き渡すか相

談した。

5 彼らは喜んで、ユダに金を与える約束をした。

6 ユダは承知し、群衆がいないときにイエスを彼らに引き渡そうと機会を狙っていた。

7 過越の子羊が屠られる、種なしパンの祭りの日が来た。

8 イエスは、「過越の食事ができるように、行って用意をしなさい」と言って、ペテロとヨハネ

を遣わされた。

9 彼らがイエスに、「どこに用意しましょうか」と言うと、

10 イエスは言われた。「いいですか。都に入ると、水がめを運んでいる人に会います。その人が

入る家までついて行きなさい。

11 そして、その家の主人に、『弟子たちと一緒に過越の食事をする客間はどこか、と先生があな

たに言っております』と言いなさい。

12 すると主人は、席が整っている二階の大広間を見せてくれます。そこに用意をしなさい。」

13 彼らが行ってみると、イエスが言われたとおりであった。それで、彼らは過越の用意をした。

14 その時刻が来て、イエスは席に着かれ、使徒たちも一緒に座った。

15 イエスは彼らに言われた。「わたしは、苦しみを受ける前に、あなたがたと一緒にこの過越の

食事をすることを、切に願っていました。

16 あなたがたに言います。過越が神の国において成就するまで、わたしが過越の食事をすること

は、決してありません。」

17 そしてイエスは杯を取り、感謝の祈りをささげてから言われた。「これを取り、互いの間で分

けて飲みなさい。

18 あなたがたに言います。今から神の国が来る時まで、わたしがぶどうの実からできた物を飲む

ことは、決してありません。」

19 それからパンを取り、感謝の祈りをささげた後これを裂き、弟子たちに与えて言われた。「こ

れは、あなたがたのために与えられる、わたしのからだです。わたしを覚えて、これを行いな

さい。」

20 食事の後、杯も同じようにして言われた。「この杯は、あなたがたのために流される、わたし

の血による、新しい契約です。

21 しかし見なさい。わたしを裏切る者の手が、わたしとともに食卓の上にあります。

22 人の子は、定められたとおり去って行きます。しかし、人の子を裏切るその人はわざわいで

す。」

23 そこで弟子たちは、自分たちのうちのだれが、そんなことをしようとしているのかと、互いに

議論をし始めた。

24 また、彼らの間で、自分たちのうちでだれが一番偉いのだろうか、という議論も起こった。

25 すると、イエスは彼らに言われた。「異邦人の王たちは人々を支配し、また人々に対し権威を

持つ者は守護者と呼ばれています。



26 しかし、あなたがたは、そうであってはいけません。あなたがたの間で一番偉い人は、一番若

い者のようになりなさい。上に立つ人は、給仕する者のようになりなさい。

27 食卓に着く人と給仕する者と、どちらが偉いでしょうか。食卓に着く人ではありませんか。し

かし、わたしはあなたがたの間で、給仕する者のようにしています。

28 あなたがたは、わたしの様々な試練の時に、一緒に踏みとどまってくれた人たちです。

29 わたしの父がわたしに王権を委ねてくださったように、わたしもあなたがたに王権を委ねま

す。

30 そうしてあなたがたは、わたしの国でわたしの食卓に着いて食べたり飲んだりし、王座に着い

て、イスラエルの十二の部族を治めるのです。

31 シモン、シモン。見なさい。サタンがあなたがたを麦のようにふるいにかけることを願って、

聞き届けられました。

32 しかし、わたしはあなたのために、あなたの信仰がなくならないように祈りました。ですか

ら、あなたは立ち直ったら、兄弟たちを力づけてやりなさい。」

33 シモンはイエスに言った。「主よ。あなたとご一緒なら、牢であろうと、死であろうと、覚悟

はできております。」

34 しかし、イエスは言われた。「ペテロ、あなたに言っておきます。今日、鶏が鳴くまでに、あ

なたは三度わたしを知らないと言います。」

35 それから、イエスは弟子たちに言われた。「わたしがあなたがたを、財布も袋も履き物も持た

せずに遣わしたとき、何か足りない物がありましたか。」彼らは、「いいえ、何もありません

でした」と答えた。

36 すると言われた。「しかし今は、財布のある者は財布を持ち、同じように袋も持ちなさい。剣

のない者は上着を売って剣を買いなさい。

37 あなたがたに言いますが、『彼は不法な者たちとともに数えられた』と書かれていること、そ

れがわたしに必ず実現します。わたしに関わることは実現するのです。」

38 彼らが、「主よ、ご覧ください。ここに剣が二本あります」と言うと、イエスは、「それで十

分」と答えられた。

39 それからイエスは出て行き、いつものようにオリーブ山に行かれた。弟子たちもイエスに従っ

た。

40 いつもの場所に来ると、イエスは彼らに、「誘惑に陥らないように祈っていなさい」と言われ

た。

41 そして、ご自分は弟子たちから離れて、石を投げて届くほどのところに行き、ひざまずいて祈

られた。

42 「父よ、みこころなら、この杯をわたしから取り去ってください。しかし、わたしの願いでは

なく、みこころがなりますように。」

43 〔すると、御使いが天から現れて、イエスを力づけた。

44 イエスは苦しみもだえて、いよいよ切に祈られた。汗が血のしずくのように地に落ちた。〕

45 イエスが祈り終わって立ち上がり、弟子たちのところに行ってご覧になると、彼らは悲しみの

果てに眠り込んでいた。

46 そこで、彼らに言われた。「どうして眠っているのか。誘惑に陥らないように、起きて祈って

いなさい。」



47 イエスがまだ話をしておられるうちに、見よ、群衆がやって来た。十二人の一人で、ユダとい

う者が先頭に立っていた。ユダはイエスに口づけしようとして近づいた。

48 しかし、イエスは彼に言われた。「ユダ、あなたは口づけで人の子を裏切るのか。」

49 イエスの周りにいた者たちは、事の成り行きを見て、「主よ、剣で切りつけましょうか」と言

った。

50 そして、そのうちの一人が大祭司のしもべに切りかかり、右の耳を切り落とした。

51 するとイエスは、「やめなさい。そこまでにしなさい」と言われた。そして、耳にさわって彼

を癒やされた。

52 それからイエスは、押しかけて来た祭司長たち、宮の守衛長たち、長老たちに言われた。「ま

るで強盗にでも向かうように、剣や棒を持って出て来たのですか。

53 わたしが毎日、宮で一緒にいる間、あなたがたはわたしに手をかけませんでした。しかし、今

はあなたがたの時、暗闇の力です。」

54 彼らはイエスを捕らえ、引いて行き、大祭司の家に連れて入った。ペテロは遠く離れてついて

行った。

55 人々が中庭の真ん中に火をたいて、座り込んでいたので、ペテロも中に交じって腰を下ろし

た。

56 すると、ある召使いの女が、明かりの近くに座っているペテロを目にし、じっと見つめて言っ

た。「この人も、イエスと一緒にいました。」

57 しかし、ペテロはそれを否定して、「いや、私はその人を知らない」と言った。

58 しばらくして、ほかの男が彼を見て言った。「あなたも彼らの仲間だ。」しかし、ペテロは

「いや、違う」と言った。

59 それから一時間ほどたつと、また別の男が強く主張した。「確かにこの人も彼と一緒だった。

ガリラヤ人だから。」

60 しかしペテロは、「あなたの言っていることは分からない」と言った。するとすぐ、彼がまだ

話しているうちに、鶏が鳴いた。

61 主は振り向いてペテロを見つめられた。ペテロは、「今日、鶏が鳴く前に、あなたは三度わた

しを知らないと言います」と言われた主のことばを思い出した。

62 そして、外に出て行って、激しく泣いた。

63 さて、イエスを監視していた者たちは、イエスをからかい、むちでたたいた。

64 そして目隠しをして、「当ててみろ、おまえを打ったのはだれだ」と聞いた。

65 また、ほかにも多くの冒瀆のことばをイエスに浴びせた。

66 夜が明けると、民の長老会、祭司長たちや律法学者たちが集まり、イエスを彼らの最高法院に

連れ出して、こう言った。

67 「おまえがキリストなら、そうだと言え。」しかしイエスは言われた。「わたしが言っても、

あなたがたは決して信じないでしょう。

68 わたしが尋ねても、あなたがたは決して答えないでしょう。

69 だが今から後、人の子は力ある神の右の座に着きます。」

70 彼らはみな言った。「では、おまえは神の子なのか。」イエスは彼らに答えられた。「あなた

がたの言うとおり、わたしはそれです。」



71 そこで彼らは「どうして、これ以上証言が必要だろうか。私たち自身が彼の口から聞いたの

だ」と言った。

第23章

1 集まっていた彼ら全員は立ち上がり、イエスをピラトのもとに連れて行った。

2 そしてイエスを訴え始めて、こう言った。「この者はわが民を惑わし、カエサルに税金を納め

ることを禁じ、自分は王キリストだと言っていることが分かりました。」

3 そこでピラトはイエスに尋ねた。「あなたはユダヤ人の王なのか。」イエスは答えられた。

「あなたがそう言っています。」

4 ピラトは祭司長たちや群衆に、「この人には、訴える理由が何も見つからない」と言った。

5 しかし彼らは、「この者は、ガリラヤから始めてここまで、ユダヤ全土で教えながら民衆を扇

動しているのです」と言い張った。

6 それを聞いたピラトは、この人はガリラヤ人かと尋ね、

7 ヘロデの支配下にあると分かると、イエスをヘロデのところに送った。ヘロデもそのころ、エ

ルサレムにいたのである。

8 ヘロデはイエスを見ると、非常に喜んだ。イエスのことを聞いていて、ずっと前から会いたい

と思い、またイエスが行うしるしを何か見たいと望んでいたからである。

9 それで、いろいろと質問したが、イエスは何もお答えにならなかった。

10 祭司長たちと律法学者たちはその場にいて、イエスを激しく訴えていた。

11 ヘロデもまた、自分の兵士たちと一緒にイエスを侮辱したり、からかったりしてから、はでな

衣を着せてピラトに送り返した。

12 この日、ヘロデとピラトは親しくなった。それまでは互いに敵対していたのである。

13 ピラトは、祭司長たちと議員たち、そして民衆を呼び集め、

14 こう言った。「おまえたちはこの人を、民衆を惑わす者として私のところに連れて来た。私が

おまえたちの前で取り調べたところ、おまえたちが訴えているような罪は何も見つからなかっ

た。

15 ヘロデも同様だった。私たちにこの人を送り返して来たのだから。見なさい。この人は死に値

することを何もしていない。

16 だから私は、むちで懲らしめたうえで釈放する。」

18 しかし彼らは一斉に叫んだ。「その男を殺せ。バラバを釈放しろ。」

19 バラバは、都に起こった暴動と人殺しのかどで、牢に入れられていた者であった。

20 ピラトはイエスを釈放しようと思って、再び彼らに呼びかけた。

21 しかし彼らは、「十字架だ。十字架につけろ」と叫び続けた。

22 ピラトは彼らに三度目に言った。「この人がどんな悪いことをしたというのか。彼には、死に

値する罪が何も見つからなかった。だから私は、むちで懲らしめたうえで釈放する。」

23 けれども、彼らはイエスを十字架につけるように、しつこく大声で要求し続けた。そして、そ

の声がいよいよ強くなっていった。

24 それでピラトは、彼らの要求どおりにすることに決めた。



25 すなわち、暴動と人殺しのかどで牢に入れられていた男を願いどおりに釈放し、他方イエスを

彼らに引き渡して好きなようにさせた。

26 彼らはイエスを引いて行く途中、田舎から出て来たシモンというクレネ人を捕まえ、この人に

十字架を負わせてイエスの後から運ばせた。

27 民衆や、イエスのことを嘆き悲しむ女たちが大きな一群をなして、イエスの後について行っ

た。

28 イエスは彼女たちの方を振り向いて言われた。「エルサレムの娘たち、わたしのために泣いて

はいけません。むしろ自分自身と、自分の子どもたちのために泣きなさい。

29 なぜなら人々が、『不妊の女、子を産んだことのない胎、飲ませたことのない乳房は幸いだ』

と言う日が来るのですから。

30 そのとき、人々は山々に向かって『私たちの上に崩れ落ちよ』と言い、丘に向かって『私たち

をおおえ』と言い始めます。

31 生木にこのようなことが行われるなら、枯れ木には、いったい何が起こるでしょうか。」

32 ほかにも二人の犯罪人が、イエスとともに死刑にされるために引かれて行った。

33 「どくろ」と呼ばれている場所に来ると、そこで彼らはイエスを十字架につけた。また犯罪人

たちを、一人は右に、もう一人は左に十字架につけた。

34 そのとき、イエスはこう言われた。「父よ、彼らをお赦しください。彼らは、自分が何をして

いるのかが分かっていないのです。」彼らはイエスの衣を分けるために、くじを引いた。

35 民衆は立って眺めていた。議員たちもあざ笑って言った。「あれは他人を救った。もし神のキ

リストで、選ばれた者なら、自分を救ったらよい。」

36 兵士たちも近くに来て、酸いぶどう酒を差し出し、

37 「おまえがユダヤ人の王なら、自分を救ってみろ」と言ってイエスを嘲った。

38 「これはユダヤ人の王」と書いた札も、イエスの頭の上に掲げてあった。

39 十字架にかけられていた犯罪人の一人は、イエスをののしり、「おまえはキリストではない

か。自分とおれたちを救え」と言った。

40 すると、もう一人が彼をたしなめて言った。「おまえは神を恐れないのか。おまえも同じ刑罰

を受けているではないか。

41 おれたちは、自分のしたことの報いを受けているのだから当たり前だ。だがこの方は、悪いこ

とを何もしていない。」

42 そして言った。「イエス様。あなたが御国に入られるときには、私を思い出してください。」

43 イエスは彼に言われた。「まことに、あなたに言います。あなたは今日、わたしとともにパラ

ダイスにいます。」

44 さて、時はすでに十二時ごろであった。全地が暗くなり、午後三時まで続いた。

45 太陽は光を失っていた。すると神殿の幕が真ん中から裂けた。

46 イエスは大声で叫ばれた。「父よ、わたしの霊をあなたの御手にゆだねます。」こう言って、

息を引き取られた。

47 百人隊長はこの出来事を見て、神をほめたたえ、「本当にこの方は正しい人であった」と言っ

た。

48 また、この光景を見に集まっていた群衆もみな、これらの出来事を見て、悲しみのあまり胸を

たたきながら帰って行った。



49 しかし、イエスの知人たちや、ガリラヤからイエスについて来ていた女たちはみな、離れたと

ころに立ち、これらのことを見ていた。

50 さて、ここにヨセフという人がいたが、議員の一人で、善良で正しい人であった。

51 ユダヤ人の町アリマタヤの出身で、神の国を待ち望んでいた彼は、議員たちの計画や行動には

同意していなかった。

52 この人がピラトのところに行って、イエスのからだの下げ渡しを願い出た。

53 彼はからだを降ろして亜麻布で包み、まだだれも葬られていない、岩に掘った墓に納めた。

54 この日は備え日で、安息日が始まろうとしていた。

55 イエスとともにガリラヤから来ていた女たちは、ヨセフの後について行き、墓と、イエスのか

らだが納められる様子を見届けた。

56 それから、戻って香料と香油を用意した。そして安息日には、戒めにしたがって休んだ。

第24章

1 週の初めの日の明け方早く、彼女たちは準備しておいた香料を持って墓に来た。

2 見ると、石が墓からわきに転がされていた。

3 そこで中に入ると、主イエスのからだは見当たらなかった。

4 そのため途方に暮れていると、見よ、まばゆいばかりの衣を着た人が二人、近くに来た。

5 彼女たちは恐ろしくなって、地面に顔を伏せた。すると、その人たちはこう言った。「あなた

がたは、どうして生きている方を死人の中に捜すのですか。

6 ここにはおられません。よみがえられたのです。まだガリラヤにおられたころ、主がお話しに

なったことを思い出しなさい。

7 人の子は必ず罪人たちの手に引き渡され、十字架につけられ、三日目によみがえると言われた

でしょう。」

8 彼女たちはイエスのことばを思い出した。

9 そして墓から戻って、十一人とほかの人たち全員に、これらのことをすべて報告した。

10 それは、マグダラのマリア、ヨハンナ、ヤコブの母マリア、そして彼女たちとともにいた、ほ

かの女たちであった。彼女たちはこれらのことを使徒たちに話したが、

11 この話はたわごとのように思えたので、使徒たちは彼女たちを信じなかった。

12 しかしペテロは立ち上がり、走って墓に行った。そして、かがんでのぞき込むと、亜麻布だけ

が見えた。それで、この出来事に驚きながら自分のところに帰った。

13 ところで、ちょうどこの日、弟子たちのうちの二人が、エルサレムから六十スタディオン余り

離れた、エマオという村に向かっていた。

14 彼らは、これらの出来事すべてについて話し合っていた。

15 話し合ったり論じ合ったりしているところに、イエスご自身が近づいて来て、彼らとともに歩

き始められた。

16 しかし、二人の目はさえぎられていて、イエスであることが分からなかった。

17 イエスは彼らに言われた。「歩きながら語り合っているその話は何のことですか。」すると、

二人は暗い顔をして立ち止まった。



18 そして、その一人、クレオパという人がイエスに答えた。「エルサレムに滞在していながら、

近ごろそこで起こったことを、あなただけがご存じないのですか。」

19 イエスが「どんなことですか」と言われると、二人は答えた。「ナザレ人イエス様のことで

す。この方は、神と民全体の前で、行いにもことばにも力のある預言者でした。

20 それなのに、私たちの祭司長たちや議員たちは、この方を死刑にするために引き渡して、十字

架につけてしまいました。

21 私たちは、この方こそイスラエルを解放する方だ、と望みをかけていました。実際、そればか

りではありません。そのことがあってから三日目になりますが、

22 仲間の女たちの何人かが、私たちを驚かせました。彼女たちは朝早く墓に行きましたが、

23 イエス様のからだが見当たらず、戻って来ました。そして、自分たちは御使いたちの幻を見

た、彼らはイエス様が生きておられると告げた、と言うのです。

24 それで、仲間の何人かが墓に行ってみたのですが、まさしく彼女たちの言ったとおりで、あの

方は見当たりませんでした。」

25 そこでイエスは彼らに言われた。「ああ、愚かな者たち。心が鈍くて、預言者たちの言ったこ

とすべてを信じられない者たち。

26 キリストは必ずそのような苦しみを受け、それから、その栄光に入るはずだったのではありま

せんか。」

27 それからイエスは、モーセやすべての預言者たちから始めて、ご自分について聖書全体に書い

てあることを彼らに説き明かされた。

28 彼らは目的の村の近くに来たが、イエスはもっと先まで行きそうな様子であった。

29 彼らが、「一緒にお泊まりください。そろそろ夕刻になりますし、日もすでに傾いています」

と言って強く勧めたので、イエスは彼らとともに泊まるため、中に入られた。

30 そして彼らと食卓に着くと、イエスはパンを取って神をほめたたえ、裂いて彼らに渡された。

31 すると彼らの目が開かれ、イエスだと分かったが、その姿は見えなくなった。

32 二人は話し合った。「道々お話しくださる間、私たちに聖書を説き明かしてくださる間、私た

ちの心は内で燃えていたではないか。」

33 二人はただちに立ち上がり、エルサレムに戻った。すると、十一人とその仲間が集まって、

34 「本当に主はよみがえって、シモンに姿を現された」と話していた。

35 そこで二人も、道中で起こったことや、パンを裂かれたときにイエスだと分かった次第を話し

た。

36 これらのことを話していると、イエスご自身が彼らの真ん中に立ち、「平安があなたがたにあ

るように」と言われた。

37 彼らはおびえて震え上がり、幽霊を見ているのだと思った。

38 そこで、イエスは言われた。「なぜ取り乱しているのですか。どうして心に疑いを抱くのです

か。

39 わたしの手やわたしの足を見なさい。まさしくわたしです。わたしにさわって、よく見なさ

い。幽霊なら肉や骨はありません。見て分かるように、わたしにはあります。」

40 こう言って、イエスは彼らに手と足を見せられた。

41 彼らが喜びのあまりまだ信じられず、不思議がっていたので、イエスは、「ここに何か食べ物

がありますか」と言われた。



42 そこで、焼いた魚を一切れ差し出すと、

43 イエスはそれを取って、彼らの前で召し上がった。

44 そしてイエスは言われた。「わたしがまだあなたがたと一緒にいたころ、あなたがたに話した

ことばはこうです。わたしについて、モーセの律法と預言者たちの書と詩篇に書いてあること

は、すべて成就しなければなりません。」

45 それからイエスは、聖書を悟らせるために彼らの心を開いて、

46 こう言われた。「次のように書いてあります。『キリストは苦しみを受け、三日目に死人の中

からよみがえり、

47 その名によって、罪の赦しを得させる悔い改めが、あらゆる国の人々に宣べ伝えられる。』エ

ルサレムから開始して、

48 あなたがたは、これらのことの証人となります。

49 見よ。わたしは、わたしの父が約束されたものをあなたがたに送ります。あなたがたは、いと

高き所から力を着せられるまでは、都にとどまっていなさい。」

50 それからイエスは、弟子たちをベタニアの近くまで連れて行き、手を上げて祝福された。

51 そして、祝福しながら彼らから離れて行き、天に上げられた。

52 彼らはイエスを礼拝した後、大きな喜びとともにエルサレムに帰り、

53 いつも宮にいて神をほめたたえていた。



ヨハネによる福音書

John

第1章

1 初めにことばがあった。ことばは神とともにあった。ことばは神であった。

2 この方は、初めに神とともにおられた。

3 すべてのものは、この方によって造られた。造られたもので、この方によらずにできたものは

一つもなかった。

4 この方にはいのちがあった。このいのちは人の光であった。

5 光は闇の中に輝いている。闇はこれに打ち勝たなかった。

6 神から遣わされた一人の人が現れた。その名はヨハネであった。

7 この人は証しのために来た。光について証しするためであり、彼によってすべての人が信じる

ためであった。

8 彼は光ではなかった。ただ光について証しするために来たのである。

9 すべての人を照らすそのまことの光が、世に来ようとしていた。

10 この方はもとから世におられ、世はこの方によって造られたのに、世はこの方を知らなかっ

た。

11 この方はご自分のところに来られたのに、ご自分の民はこの方を受け入れなかった。

12 しかし、この方を受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子どもとなる特

権をお与えになった。

13 この人々は、血によってではなく、肉の望むところでも人の意志によってでもなく、ただ、神

によって生まれたのである。

14 ことばは人となって、私たちの間に住まわれた。私たちはこの方の栄光を見た。父のみもとか

ら来られたひとり子としての栄光である。この方は恵みとまことに満ちておられた。

15 ヨハネはこの方について証しして、こう叫んだ。「『私の後に来られる方は、私にまさる方で

す。私より先におられたからです』と私が言ったのは、この方のことです。」

16 私たちはみな、この方の満ち満ちた豊かさの中から、恵みの上にさらに恵みを受けた。

17 律法はモーセによって与えられ、恵みとまことはイエス・キリストによって実現したからであ

る。

18 いまだかつて神を見た者はいない。父のふところにおられるひとり子の神が、神を説き明かさ

れたのである。

19 さて、ヨハネの証しはこうである。ユダヤ人たちが、祭司たちとレビ人たちをエルサレムから

遣わして、「あなたはどなたですか」と尋ねたとき、

20 ヨハネはためらうことなく告白し、「私はキリストではありません」と明言した。

21 彼らはヨハネに尋ねた。「それでは、何者なのですか。あなたはエリヤですか。」ヨハネは

「違います」と言った。「では、あの預言者ですか。」ヨハネは「違います」と答えた。

22 それで、彼らはヨハネに言った。「あなたはだれですか。私たちを遣わした人たちに返事を伝

えたいのですが、あなたは自分を何だと言われるのですか。」



23 ヨハネは言った。「私は、預言者イザヤが言った、『主の道をまっすぐにせよ、と荒野で叫ぶ

者の声』です。」

24 彼らは、パリサイ人から遣わされて来ていた。

25 彼らはヨハネに尋ねた。「キリストでもなく、エリヤでもなく、あの預言者でもないなら、な

ぜ、あなたはバプテスマを授けているのですか。」

26 ヨハネは彼らに答えた。「私は水でバプテスマを授けていますが、あなたがたの中に、あなた

がたの知らない方が立っておられます。

27 その方は私の後に来られる方で、私にはその方の履き物のひもを解く値打ちもありません。」

28 このことがあったのは、ヨルダンの川向こうのベタニアであった。ヨハネはそこでバプテスマ

を授けていたのである。

29 その翌日、ヨハネは自分の方にイエスが来られるのを見て言った。「見よ、世の罪を取り除く

神の子羊。

30 『私の後に一人の人が来られます。その方は私にまさる方です。私より先におられたからで

す』と私が言ったのは、この方のことです。

31 私自身もこの方を知りませんでした。しかし、私が来て水でバプテスマを授けているのは、こ

の方がイスラエルに明らかにされるためです。」

32 そして、ヨハネはこのように証しした。「御霊が鳩のように天から降って、この方の上にとど

まるのを私は見ました。

33 私自身もこの方を知りませんでした。しかし、水でバプテスマを授けるようにと私を遣わした

方が、私に言われました。『御霊が、ある人の上に降って、その上にとどまるのをあなたが見

たら、その人こそ、聖霊によってバプテスマを授ける者である。』

34 私はそれを見ました。それで、この方が神の子であると証しをしているのです。」

35 その翌日、ヨハネは再び二人の弟子とともに立っていた。

36 そしてイエスが歩いて行かれるのを見て、「見よ、神の子羊」と言った。

37 二人の弟子は、彼がそう言うのを聞いて、イエスについて行った。

38 イエスは振り向いて、彼らがついて来るのを見て言われた。「あなたがたは何を求めているの

ですか。」彼らは言った。「ラビ（訳すと、先生）、どこにお泊まりですか。」

39 イエスは彼らに言われた。「来なさい。そうすれば分かります。」そこで、彼らはついて行っ

て、イエスが泊まっておられるところを見た。そしてその日、イエスのもとにとどまった。時

はおよそ第十の時であった。

40 ヨハネから聞いてイエスについて行った二人のうちの一人は、シモン・ペテロの兄弟アンデレ

であった。

41 彼はまず自分の兄弟シモンを見つけて、「私たちはメシア（訳すと、キリスト）に会った」と

言った。

42 彼はシモンをイエスのもとに連れて来た。イエスはシモンを見つめて言われた。「あなたはヨ

ハネの子シモンです。あなたはケファ（言い換えれば、ペテロ）と呼ばれます。」

43 その翌日、イエスはガリラヤに行こうとされた。そして、ピリポを見つけて、「わたしに従っ

て来なさい」と言われた。

44 彼はベツサイダの人で、アンデレやペテロと同じ町の出身であった。



45 ピリポはナタナエルを見つけて言った。「私たちは、モーセが律法の中に書き、預言者たちも

書いている方に会いました。ナザレの人で、ヨセフの子イエスです。」

46 ナタナエルは彼に言った。「ナザレから何か良いものが出るだろうか。」ピリポは言った。

「来て、見なさい。」

47 イエスはナタナエルが自分の方に来るのを見て、彼について言われた。「見なさい。まさにイ

スラエル人です。この人には偽りがありません。」

48 ナタナエルはイエスに言った。「どうして私をご存じなのですか。」イエスは答えられた。

「ピリポがあなたを呼ぶ前に、あなたがいちじくの木の下にいるのを見ました。」

49 ナタナエルは答えた。「先生、あなたは神の子です。あなたはイスラエルの王です。」

50 イエスは答えられた。「あなたがいちじくの木の下にいるのを見た、とわたしが言ったから信

じるのですか。それよりも大きなことを、あなたは見ることになります。」

51 そして言われた。「まことに、まことに、あなたがたに言います。天が開けて、神の御使いた

ちが人の子の上を上り下りするのを、あなたがたは見ることになります。」

第2章

1 それから三日目に、ガリラヤのカナで婚礼があり、そこにイエスの母がいた。

2 イエスも弟子たちも、その婚礼に招かれていた。

3 ぶどう酒がなくなると、母はイエスに向かって「ぶどう酒がありません」と言った。

4 すると、イエスは母に言われた。「女の方、あなたはわたしと何の関係がありますか。わたし

の時はまだ来ていません。」

5 母は給仕の者たちに言った。「あの方が言われることは、何でもしてください。」

6 そこには、ユダヤ人のきよめのしきたりによって、石の水がめが六つ置いてあった。それぞ

れ、二あるいは三メトレテス入りのものであった。

7 イエスは給仕の者たちに言われた。「水がめを水でいっぱいにしなさい。」彼らは水がめを縁

までいっぱいにした。

8 イエスは彼らに言われた。「さあ、それを汲んで、宴会の世話役のところに持って行きなさ

い。」彼らは持って行った。

9 宴会の世話役は、すでにぶどう酒になっていたその水を味見した。汲んだ給仕の者たちはそれ

がどこから来たのかを知っていたが、世話役は知らなかった。それで、花婿を呼んで、

10 こう言った。「みな、初めに良いぶどう酒を出して、酔いが回ったころに悪いのを出すものだ

が、あなたは良いぶどう酒を今まで取っておきました。」

11 イエスはこれを最初のしるしとしてガリラヤのカナで行い、ご自分の栄光を現された。それ

で、弟子たちはイエスを信じた。

12 その後イエスは、母と弟たち、そして弟子たちとともにカペナウムに下って行き、長い日数で

はなかったが、そこに滞在された。

13 さて、ユダヤ人の過越の祭りが近づき、イエスはエルサレムに上られた。

14 そして、宮の中で、牛や羊や鳩を売っている者たちと、座って両替をしている者たちを見て、

15 細縄でむちを作って、羊も牛もみな宮から追い出し、両替人の金を散らして、その台を倒し、



16 鳩を売っている者たちに言われた。「それをここから持って行け。わたしの父の家を商売の家

にしてはならない。」

17 弟子たちは、「あなたの家を思う熱心が私を食い尽くす」と書いてあるのを思い起こした。

18 すると、ユダヤ人たちがイエスに対して言った。「こんなことをするからには、どんなしるし

を見せてくれるのか。」

19 イエスは彼らに答えられた。「この神殿を壊してみなさい。わたしは、三日でそれをよみがえ

らせる。」

20 そこで、ユダヤ人たちは言った。「この神殿は建てるのに四十六年かかった。あなたはそれを

三日でよみがえらせるのか。」

21 しかし、イエスはご自分のからだという神殿について語られたのであった。

22 それで、イエスが死人の中からよみがえられたとき、弟子たちは、イエスがこのように言われ

たことを思い起こして、聖書とイエスが言われたことばを信じた。

23 過越の祭りの祝いの間、イエスがエルサレムにおられたとき、多くの人々がイエスの行われた

しるしを見て、その名を信じた。

24 しかし、イエスご自身は、彼らに自分をお任せにならなかった。すべての人を知っていたの

で、

25 人についてだれの証言も必要とされなかったからである。イエスは、人のうちに何があるかを

知っておられたのである。

第3章

1 さて、パリサイ人の一人で、ニコデモという名の人がいた。ユダヤ人の議員であった。

2 この人が、夜、イエスのもとに来て言った。「先生。私たちは、あなたが神のもとから来られ

た教師であることを知っています。神がともにおられなければ、あなたがなさっているこのよ

うなしるしは、だれも行うことができません。」

3 イエスは答えられた。「まことに、まことに、あなたに言います。人は、新しく生まれなけれ

ば、神の国を見ることはできません。」

4 ニコデモはイエスに言った。「人は、老いていながら、どうやって生まれることができます

か。もう一度、母の胎に入って生まれることなどできるでしょうか。」

5 イエスは答えられた。「まことに、まことに、あなたに言います。人は、水と御霊によって生

まれなければ、神の国に入ることはできません。

6 肉によって生まれた者は肉です。御霊によって生まれた者は霊です。

7 あなたがたは新しく生まれなければならない、とわたしが言ったことを不思議に思ってはなり

ません。

8 風は思いのままに吹きます。その音を聞いても、それがどこから来てどこへ行くのか分かりま

せん。御霊によって生まれた者もみな、それと同じです。」

9 ニコデモは答えた。「どうして、そのようなことがあり得るでしょうか。」

10 イエスは答えられた。「あなたはイスラエルの教師なのに、そのことが分からないのですか。

11 まことに、まことに、あなたに言います。わたしたちは知っていることを話し、見たことを証

ししているのに、あなたがたはわたしたちの証しを受け入れません。



12 わたしはあなたがたに地上のことを話しましたが、あなたがたは信じません。それなら、天上

のことを話して、どうして信じるでしょうか。

13 だれも天に上った者はいません。しかし、天から下って来た者、人の子は別です。

14 モーセが荒野で蛇を上げたように、人の子も上げられなければなりません。

15 それは、信じる者がみな、人の子にあって永遠のいのちを持つためです。」

16 神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者が、

一人として滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。

17 神が御子を世に遣わされたのは、世をさばくためではなく、御子によって世が救われるためで

ある。

18 御子を信じる者はさばかれない。信じない者はすでにさばかれている。神のひとり子の名を信

じなかったからである。

19 そのさばきとは、光が世に来ているのに、自分の行いが悪いために、人々が光よりも闇を愛し

たことである。

20 悪を行う者はみな、光を憎み、その行いが明るみに出されることを恐れて、光の方に来ない。

21 しかし、真理を行う者は、その行いが神にあってなされたことが明らかになるように、光の方

に来る。

22 その後、イエスは弟子たちとユダヤの地に行き、彼らとともにそこに滞在して、バプテスマを

授けておられた。

23 一方ヨハネも、サリムに近いアイノンでバプテスマを授けていた。そこには水が豊かにあった

からである。人々はやって来て、バプテスマを受けていた。

24 ヨハネは、まだ投獄されていなかった。

25 ところで、ヨハネの弟子の何人かが、あるユダヤ人ときよめについて論争をした。

26 彼らはヨハネのところに来て言った。「先生。ヨルダンの川向こうで先生と一緒にいて、先生

が証しされたあの方が、なんと、バプテスマを授けておられます。そして、皆があの方のほう

に行っています。」

27 ヨハネは答えた。「人は、天から与えられるのでなければ、何も受けることができません。

28 『私はキリストではありません。むしろ、その方の前に私は遣わされたのです』と私が言った

ことは、あなたがた自身が証ししてくれます。

29 花嫁を迎えるのは花婿です。そばに立って花婿が語ることに耳を傾けている友人は、花婿の声

を聞いて大いに喜びます。ですから、私もその喜びに満ちあふれています。

30 あの方は盛んになり、私は衰えなければなりません。」

31 上から来られる方は、すべてのものの上におられる。地から出る者は地に属し、地のことを話

す。天から来られる方は、すべてのものの上におられる。

32 この方は見たこと、聞いたことを証しされるが、だれもその証しを受け入れない。

33 その証しを受け入れた者は、神が真実であると認める印を押したのである。

34 神が遣わした方は、神のことばを語られる。神が御霊を限りなくお与えになるからである。

35 父は御子を愛しておられ、その手にすべてをお与えになった。

36 御子を信じる者は永遠のいのちを持っているが、御子に聞き従わない者はいのちを見ることが

なく、神の怒りがその上にとどまる。



第4章

1 パリサイ人たちは、イエスがヨハネよりも多くの弟子を作ってバプテスマを授けている、と伝

え聞いた。それを知るとイエスは、

2 ──バプテスマを授けていたのはイエスご自身ではなく、弟子たちであったのだが──

3 ユダヤを去って、再びガリラヤへ向かわれた。

4 しかし、サマリアを通って行かなければならなかった。

5 それでイエスは、ヤコブがその子ヨセフに与えた地所に近い、スカルというサマリアの町に来

られた。

6 そこにはヤコブの井戸があった。イエスは旅の疲れから、その井戸の傍らに、ただ座っておら

れた。時はおよそ第六の時であった。

7 一人のサマリアの女が、水を汲みに来た。イエスは彼女に、「わたしに水を飲ませてくださ

い」と言われた。

8 弟子たちは食物を買いに、町へ出かけていた。

9 そのサマリアの女は言った。「あなたはユダヤ人なのに、どうしてサマリアの女の私に、飲み

水をお求めになるのですか。」ユダヤ人はサマリア人と付き合いをしなかったのである。

10 イエスは答えられた。「もしあなたが神の賜物を知り、また、水を飲ませてくださいとあなた

に言っているのがだれなのかを知っていたら、あなたのほうからその人に求めていたでしょ

う。そして、その人はあなたに生ける水を与えたことでしょう。」

11 その女は言った。「主よ。あなたは汲む物を持っておられませんし、この井戸は深いのです。

その生ける水を、どこから手に入れられるのでしょうか。

12 あなたは、私たちの父ヤコブより偉いのでしょうか。ヤコブは私たちにこの井戸を下さって、

彼自身も、その子たちも家畜も、この井戸から飲みました。」

13 イエスは答えられた。「この水を飲む人はみな、また渇きます。

14 しかし、わたしが与える水を飲む人は、いつまでも決して渇くことがありません。わたしが与

える水は、その人の内で泉となり、永遠のいのちへの水が湧き出ます。」

15 彼女はイエスに言った。「主よ。私が渇くことのないように、ここに汲みに来なくてもよいよ

うに、その水を私に下さい。」

16 イエスは彼女に言われた。「行って、あなたの夫をここに呼んで来なさい。」

17 彼女は答えた。「私には夫がいません。」イエスは言われた。「自分には夫がいない、と言っ

たのは、そのとおりです。

18 あなたには夫が五人いましたが、今一緒にいるのは夫ではないのですから。あなたは本当のこ

とを言いました。」

19 彼女は言った。「主よ。あなたは預言者だとお見受けします。

20 私たちの先祖はこの山で礼拝しましたが、あなたがたは、礼拝すべき場所はエルサレムにある

と言っています。」

21 イエスは彼女に言われた。「女の人よ、わたしを信じなさい。この山でもなく、エルサレムで

もないところで、あなたがたが父を礼拝する時が来ます。

22 救いはユダヤ人から出るのですから、わたしたちは知って礼拝していますが、あなたがたは知

らないで礼拝しています。



23 しかし、まことの礼拝者たちが、御霊と真理によって父を礼拝する時が来ます。今がその時で

す。父はそのような人たちを、ご自分を礼拝する者として求めておられるのです。

24 神は霊ですから、神を礼拝する人は、御霊と真理によって礼拝しなければなりません。」

25 女はイエスに言った。「私は、キリストと呼ばれるメシアが来られることを知っています。そ

の方が来られるとき、一切のことを私たちに知らせてくださるでしょう。」

26 イエスは言われた。「あなたと話しているこのわたしがそれです。」

27 そのとき、弟子たちが戻って来て、イエスが女の人と話しておられるのを見て驚いた。だが、

「何をお求めですか」「なぜ彼女と話しておられるのですか」と言う人はだれもいなかった。

28 彼女は、自分の水がめを置いたまま町へ行き、人々に言った。

29 「来て、見てください。私がしたことを、すべて私に話した人がいます。もしかすると、この

方がキリストなのでしょうか。」

30 そこで、人々は町を出て、イエスのもとにやって来た。

31 その間、弟子たちはイエスに「先生、食事をしてください」と勧めていた。

32 ところが、イエスは彼らに言われた。「わたしには、あなたがたが知らない食べ物がありま

す。」

33 そこで、弟子たちは互いに言った。「だれかが食べる物を持って来たのだろうか。」

34 イエスは彼らに言われた。「わたしの食べ物とは、わたしを遣わされた方のみこころを行い、

そのわざを成し遂げることです。

35 あなたがたは、『まだ四か月あって、それから刈り入れだ』と言ってはいませんか。しかし、

あなたがたに言います。目を上げて畑を見なさい。色づいて、刈り入れるばかりになっていま

す。

36 すでに、刈る者は報酬を受け、永遠のいのちに至る実を集めています。それは蒔く者と刈る者

がともに喜ぶためです。

37 ですから、『一人が種を蒔き、ほかの者が刈り入れる』ということばはまことです。

38 わたしはあなたがたを、自分たちが労苦したのでないものを刈り入れるために遣わしました。

ほかの者たちが労苦し、あなたがたがその労苦の実にあずかっているのです。」

39 さて、その町の多くのサマリア人が、「あの方は、私がしたことをすべて私に話した」と証言

した女のことばによって、イエスを信じた。

40 それで、サマリア人たちはイエスのところに来て、自分たちのところに滞在してほしいと願っ

た。そこでイエスは、二日間そこに滞在された。

41 そして、さらに多くの人々が、イエスのことばによって信じた。

42 彼らはその女に言った。「もう私たちは、あなたが話したことによって信じているのではあり

ません。自分で聞いて、この方が本当に世の救い主だと分かったのです。」

43 さて、二日後に、イエスはそこを去ってガリラヤに行かれた。

44 イエスご自身、「預言者は自分の故郷では尊ばれない」と証言なさっていた。

45 それで、ガリラヤに入られたとき、ガリラヤの人たちはイエスを歓迎したが、それは、イエス

が祭りの間にエルサレムで行ったことを、すべて見ていたからであった。彼らもその祭りに行

っていたのである。

46 イエスは再びガリラヤのカナに行かれた。イエスが水をぶどう酒にされた場所である。さてカ

ペナウムに、ある王室の役人がいて、その息子が病気であった。



47 この人は、イエスがユダヤからガリラヤに来られたと聞いて、イエスのところに行った。そし

て、下って来て息子を癒やしてくださるように願った。息子が死にかかっていたのである。

48 イエスは彼に言われた。「あなたがたは、しるしと不思議を見ないかぎり、決して信じませ

ん。」

49 王室の役人はイエスに言った。「主よ。どうか子どもが死なないうちに、下って来てくださ

い。」

50 イエスは彼に言われた。「行きなさい。あなたの息子は治ります。」その人はイエスが語った

ことばを信じて、帰って行った。

51 彼が下って行く途中、しもべたちが彼を迎えに来て、彼の息子が治ったことを告げた。

52 子どもが良くなった時刻を尋ねると、彼らは「昨日の第七の時に熱がひきました」と言った。

53 父親は、その時刻が、「あなたの息子は治る」とイエスが言われた時刻だと知り、彼自身も家

の者たちもみな信じた。

54 イエスはユダヤを去ってガリラヤに来てから、これを第二のしるしとして行われた。

第5章

1 その後、ユダヤ人の祭りがあって、イエスはエルサレムに上られた。

2 エルサレムには、羊の門の近くに、ヘブル語でベテスダと呼ばれる池があり、五つの回廊がつ

いていた。

3 その中には、病人、目の見えない人、足の不自由な人、からだに麻痺のある人たちが大勢、横

になっていた。

5 そこに、三十八年も病気にかかっている人がいた。

6 イエスは彼が横になっているのを見て、すでに長い間そうしていることを知ると、彼に言われ

た。「良くなりたいか。」

7 病人は答えた。「主よ。水がかき回されたとき、池の中に入れてくれる人がいません。行きか

けると、ほかの人が先に下りて行きます。」

8 イエスは彼に言われた。「起きて床を取り上げ、歩きなさい。」

9 すると、すぐにその人は治って、床を取り上げて歩き出した。 ところが、その日は安息日で

あった。

10 そこでユダヤ人たちは、その癒やされた人に、「今日は安息日だ。床を取り上げることは許さ

れていない」と言った。

11 しかし、その人は彼らに答えた。「私を治してくださった方が、『床を取り上げて歩け』と私

に言われたのです。」

12 彼らは尋ねた。「『取り上げて歩け』とあなたに言った人はだれなのか。」

13 しかし、癒やされた人は、それがだれであるかを知らなかった。群衆がそこにいる間に、イエ

スは立ち去られたからである。

14 後になって、イエスは宮の中で彼を見つけて言われた。「見なさい。あなたは良くなった。も

う罪を犯してはなりません。そうでないと、もっと悪いことがあなたに起こるかもしれな

い。」

15 その人は行って、ユダヤ人たちに、自分を治してくれたのはイエスだと伝えた。



16 そのためユダヤ人たちは、イエスを迫害し始めた。イエスが、安息日にこのようなことをして

おられたからである。

17 イエスは彼らに答えられた。「わたしの父は今に至るまで働いておられます。それでわたしも

働いているのです。」

18 そのためユダヤ人たちは、ますますイエスを殺そうとするようになった。イエスが安息日を破

っていただけでなく、神をご自分の父と呼び、ご自分を神と等しくされたからである。

19 イエスは彼らに答えて言われた。「まことに、まことに、あなたがたに言います。子は、父が

しておられることを見て行う以外には、自分から何も行うことはできません。すべて父がなさ

ることを、子も同様に行うのです。

20 それは、父が子を愛し、ご自分がすることをすべて、子にお示しになるからです。また、これ

よりも大きなわざを子にお示しになるので、あなたがたは驚くことになります。

21 父が死人をよみがえらせ、いのちを与えられるように、子もまた、与えたいと思う者にいのち

を与えます。

22 また、父はだれをもさばかず、すべてのさばきを子に委ねられました。

23 それは、すべての人が、父を敬うのと同じように、子を敬うようになるためです。子を敬わな

い者は、子を遣わされた父も敬いません。

24 まことに、まことに、あなたがたに言います。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わされた

方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきにあうことがなく、死からいのちに移っていま

す。

25 まことに、まことに、あなたがたに言います。死人が神の子の声を聞く時が来ます。今がその

時です。それを聞く者は生きます。

26 それは、父がご自分のうちにいのちを持っておられるように、子にも、自分のうちにいのちを

持つようにしてくださったからです。

27 また父は、さばきを行う権威を子に与えてくださいました。子は人の子だからです。

28 このことに驚いてはなりません。墓の中にいる者がみな、子の声を聞く時が来るのです。

29 そのとき、善を行った者はよみがえっていのちを受けるために、悪を行った者はよみがえって

さばきを受けるために出て来ます。

30 わたしは、自分からは何も行うことができません。ただ聞いたとおりにさばきます。そして、

わたしのさばきは正しいのです。わたしは自分の意志ではなく、わたしを遣わされた方のみこ

ころを求めるからです。

31 もしわたし自身について証しをするのがわたしだけなら、わたしの証言は真実ではありませ

ん。

32 わたしについては、ほかにも証しをする方がおられます。そして、その方がわたしについて証

しする証言が真実であることを、わたしは知っています。

33 あなたがたはヨハネのところに人を遣わしました。そして彼は真理について証ししました。

34 わたしは人からの証しを受けませんが、あなたがたが救われるために、これらのことを言うの

です。

35 ヨハネは燃えて輝くともしびであり、あなたがたはしばらくの間、その光の中で大いに喜ぼう

としました。



36 しかし、わたしにはヨハネの証しよりもすぐれた証しがあります。わたしが成し遂げるように

と父が与えてくださったわざが、すなわち、わたしが行っているわざそのものが、わたしにつ

いて、父がわたしを遣わされたことを証ししているのです。

37 また、わたしを遣わされた父ご自身が、わたしについて証しをしてくださいました。あなたが

たは、まだ一度もその御声を聞いたことも、御姿を見たこともありません。

38 また、そのみことばを自分たちのうちにとどめてもいません。父が遣わされた者を信じないか

らです。

39 あなたがたは、聖書の中に永遠のいのちがあると思って、聖書を調べています。その聖書は、

わたしについて証ししているものです。

40 それなのに、あなたがたは、いのちを得るためにわたしのもとに来ようとはしません。

41 わたしは人からの栄誉は受けません。

42 しかし、わたしは知っています。あなたがたのうちに神への愛がないことを。

43 わたしは、わたしの父の名によって来たのに、あなたがたはわたしを受け入れません。もしほ

かの人がその人自身の名で来れば、あなたがたはその人を受け入れます。

44 互いの間では栄誉を受けても、唯一の神からの栄誉を求めないあなたがたが、どうして信じる

ことができるでしょうか。

45 わたしが、父の前にあなたがたを訴えると思ってはなりません。あなたがたを訴えるのは、あ

なたがたが望みを置いているモーセです。

46 もしも、あなたがたがモーセを信じているのなら、わたしを信じたはずです。モーセが書いた

のはわたしのことなのですから。

47 しかし、モーセが書いたものをあなたがたが信じていないのなら、どうしてわたしのことばを

信じるでしょうか。」

第6章

1 その後、イエスはガリラヤの湖、すなわち、ティベリアの湖の向こう岸に行かれた。

2 大勢の群衆がイエスについて行った。イエスが病人たちになさっていたしるしを見たからであ

った。

3 イエスは山に登り、弟子たちとともにそこに座られた。

4 ユダヤ人の祭りである過越が近づいていた。

5 イエスは目を上げて、大勢の群衆がご自分の方に来るのを見て、ピリポに言われた。「どこか

らパンを買って来て、この人たちに食べさせようか。」

6 イエスがこう言われたのは、ピリポを試すためであり、ご自分が何をしようとしているのか

を、知っておられた。

7 ピリポはイエスに答えた。「一人ひとりが少しずつ取るにしても、二百デナリのパンでは足り

ません。」

8 弟子の一人、シモン・ペテロの兄弟アンデレがイエスに言った。

9 「ここに、大麦のパン五つと、魚二匹を持っている少年がいます。でも、こんなに大勢の人々

では、それが何になるでしょう。」



10 イエスは言われた。「人々を座らせなさい。」その場所には草がたくさんあったので、男たち

は座った。その数はおよそ五千人であった。

11 そうして、イエスはパンを取り、感謝の祈りをささげてから、座っている人たちに分け与えら

れた。魚も同じようにして、彼らが望むだけ与えられた。

12 彼らが十分食べたとき、イエスは弟子たちに言われた。「一つも無駄にならないように、余っ

たパン切れを集めなさい。」

13 そこで彼らが集めると、大麦のパン五つを食べて余ったパン切れで、十二のかごがいっぱいに

なった。

14 人々はイエスがなさったしるしを見て、「まことにこの方こそ、世に来られるはずの預言者

だ」と言った。

15 イエスは、人々がやって来て、自分を王にするために連れて行こうとしているのを知り、再び

ただ一人で山に退かれた。

16 夕方になって、弟子たちは湖畔に下りて行った。

17 そして、舟に乗り込み、カペナウムの方へと湖を渡って行った。すでにあたりは暗く、イエス

はまだ彼らのところに来ておられなかった。

18 強風が吹いて湖は荒れ始めた。

19 そして、二十五ないし三十スタディオンほど漕ぎ出したころ、弟子たちは、イエスが湖の上を

歩いて舟に近づいて来られるのを見て恐れた。

20 しかし、イエスは彼らに言われた。「わたしだ。恐れることはない。」

21 それで彼らは、イエスを喜んで舟に迎えた。すると、舟はすぐに目的地に着いた。

22 その翌日、湖の向こう岸にとどまっていた群衆は、前にはそこに小舟が一艘しかなく、その舟

にイエスは弟子たちと一緒には乗らずに、弟子たちが自分たちだけで立ち去ったことに気づい

た。

23 すると、主が感謝をささげて人々がパンを食べた場所の近くに、ティベリアから小舟が数艘や

って来た。

24 群衆は、イエスも弟子たちもそこにいないことを知ると、自分たちもそれらの小舟に乗り込ん

で、イエスを捜しにカペナウムに向かった。

25 そして、湖の反対側でイエスを見つけると、彼らはイエスに言った。「先生、いつここにおい

でになったのですか。」

26 イエスは彼らに答えられた。「まことに、まことに、あなたがたに言います。あなたがたがわ

たしを捜しているのは、しるしを見たからではなく、パンを食べて満腹したからです。

27 なくなってしまう食べ物のためではなく、いつまでもなくならない、永遠のいのちに至る食べ

物のために働きなさい。それは、人の子が与える食べ物です。この人の子に、神である父が証

印を押されたのです。」

28 すると、彼らはイエスに言った。「神のわざを行うためには、何をすべきでしょうか。」

29 イエスは答えられた。「神が遣わした者をあなたがたが信じること、それが神のわざです。」

30 それで、彼らはイエスに言った。「それでは、私たちが見てあなたを信じられるように、どん

なしるしを行われるのですか。何をしてくださいますか。

31 私たちの先祖は、荒野でマナを食べました。『神は彼らに、食べ物として天からのパンを与え

られた』と書いてあるとおりです。」



32 それで、イエスは彼らに言われた。「まことに、まことに、あなたがたに言います。モーセが

あなたがたに天からのパンを与えたのではありません。わたしの父が、あなたがたに天からの

まことのパンを与えてくださるのです。

33 神のパンは、天から下って来て、世にいのちを与えるものなのです。」

34 そこで、彼らはイエスに言った。「主よ、そのパンをいつも私たちにお与えください。」

35 イエスは言われた。「わたしがいのちのパンです。わたしのもとに来る者は決して飢えること

がなく、わたしを信じる者はどんなときにも、決して渇くことがありません。

36 しかし、あなたがたに言ったように、あなたがたはわたしを見たのに信じません。

37 父がわたしに与えてくださる者はみな、わたしのもとに来ます。そして、わたしのもとに来る

者を、わたしは決して外に追い出したりはしません。

38 わたしが天から下って来たのは、自分の思いを行うためではなく、わたしを遣わされた方のみ

こころを行うためです。

39 わたしを遣わされた方のみこころは、わたしに与えてくださったすべての者を、わたしが一人

も失うことなく、終わりの日によみがえらせることです。

40 わたしの父のみこころは、子を見て信じる者がみな永遠のいのちを持ち、わたしがその人を終

わりの日によみがえらせることなのです。」

41 ユダヤ人たちは、イエスが「わたしは天から下って来たパンです」と言われたので、イエスに

ついて小声で文句を言い始めた。

42 彼らは言った。「あれは、ヨセフの子イエスではないか。私たちは父親と母親を知っている。

どうして今、『わたしは天から下って来た』と言ったりするのか。」

43 イエスは彼らに答えられた。「自分たちの間で小声で文句を言うのはやめなさい。

44 わたしを遣わされた父が引き寄せてくださらなければ、だれもわたしのもとに来ることはでき

ません。わたしはその人を終わりの日によみがえらせます。

45 預言者たちの書に、『彼らはみな、神によって教えられる』と書かれています。父から聞いて

学んだ者はみな、わたしのもとに来ます。

46 父を見た者はだれもいません。ただ神から出た者だけが、父を見たのです。

47 まことに、まことに、あなたがたに言います。信じる者は永遠のいのちを持っています。

48 わたしはいのちのパンです。

49 あなたがたの先祖たちは荒野でマナを食べたが、死にました。

50 しかし、これは天から下って来たパンで、それを食べると死ぬことがありません。

51 わたしは、天から下って来た生けるパンです。だれでもこのパンを食べるなら、永遠に生きま

す。そして、わたしが与えるパンは、世のいのちのための、わたしの肉です。」

52 それで、ユダヤ人たちは、「この人は、どうやって自分の肉を、私たちに与えて食べさせるこ

とができるのか」と互いに激しい議論を始めた。

53 イエスは彼らに言われた。「まことに、まことに、あなたがたに言います。人の子の肉を食

べ、その血を飲まなければ、あなたがたのうちに、いのちはありません。

54 わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者は、永遠のいのちを持っています。わたしは終わりの

日にその人をよみがえらせます。

55 わたしの肉はまことの食べ物、わたしの血はまことの飲み物なのです。



56 わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者は、わたしのうちにとどまり、わたしもその人のうち

にとどまります。

57 生ける父がわたしを遣わし、わたしが父によって生きているように、わたしを食べる者も、わ

たしによって生きるのです。

58 これは天から下って来たパンです。先祖が食べて、なお死んだようなものではありません。こ

のパンを食べる者は永遠に生きます。」

59 これが、イエスがカペナウムで教えられたとき、会堂で話されたことである。

60 これを聞いて、弟子たちのうちの多くの者が言った。「これはひどい話だ。だれが聞いていら

れるだろうか。」

61 しかしイエスは、弟子たちがこの話について、小声で文句を言っているのを知って、彼らに言

われた。「わたしの話があなたがたをつまずかせるのか。

62 それなら、人の子がかつていたところに上るのを見たら、どうなるのか。

63 いのちを与えるのは御霊です。肉は何の益ももたらしません。わたしがあなたがたに話してき

たことばは、霊であり、またいのちです。

64 けれども、あなたがたの中に信じない者たちがいます。」信じない者たちがだれか、ご自分を

裏切る者がだれか、イエスは初めから知っておられたのである。

65 そしてイエスは言われた。「ですから、わたしはあなたがたに、『父が与えてくださらないか

ぎり、だれもわたしのもとに来ることはできない』と言ったのです。」

66 こういうわけで、弟子たちのうちの多くの者が離れ去り、もはやイエスとともに歩もうとはし

なくなった。

67 それで、イエスは十二人に、「あなたがたも離れて行きたいのですか」と言われた。

68 すると、シモン・ペテロが答えた。「主よ、私たちはだれのところに行けるでしょうか。あな

たは、永遠のいのちのことばを持っておられます。

69 私たちは、あなたが神の聖者であると信じ、また知っています。」

70 イエスは彼らに答えられた。「わたしがあなたがた十二人を選んだのではありませんか。しか

し、あなたがたのうちの一人は悪魔です。」

71 イエスはイスカリオテのシモンの子ユダのことを言われたのであった。このユダは十二人の一

人であったが、イエスを裏切ろうとしていた。

第7章

1 その後、イエスはガリラヤを巡り続けられた。ユダヤ人たちがイエスを殺そうとしていたの

で、ユダヤを巡ろうとはされなかったからである。

2 時に、仮庵の祭りというユダヤ人の祭りが近づいていた。

3 そこで、イエスの兄弟たちがイエスに言った。「ここを去ってユダヤに行きなさい。そうすれ

ば、弟子たちもあなたがしている働きを見ることができます。

4 自分で公の場に出ることを願いながら、隠れて事を行う人はいません。このようなことを行う

のなら、自分を世に示しなさい。」

5 兄弟たちもイエスを信じていなかったのである。



6 そこで、イエスは彼らに言われた。「わたしの時はまだ来ていません。しかし、あなたがたの

時はいつでも用意ができています。

7 世はあなたがたを憎むことができないが、わたしのことは憎んでいます。わたしが世につい

て、その行いが悪いことを証ししているからです。

8 あなたがたは祭りに上って行きなさい。わたしはこの祭りに上って行きません。わたしの時は

まだ満ちていないのです。」

9 こう言って、イエスはガリラヤにとどまられた。

10 しかし、兄弟たちが祭りに上って行った後で、イエスご自身も、表立ってではなく、いわば内

密に上って行かれた。

11 ユダヤ人たちは祭りの場で、「あの人はどこにいるのか」と言って、イエスを捜していた。

12 群衆はイエスについて、小声でいろいろと話をしていた。ある人たちは「良い人だ」と言い、

別の人たちは「違う。群衆を惑わしているのだ」と言っていた。

13 しかし、ユダヤ人たちを恐れたため、イエスについて公然と語る者はだれもいなかった。

14 祭りもすでに半ばになったころ、イエスは宮に上って教え始められた。

15 ユダヤ人たちは驚いて言った。「この人は学んだこともないのに、どうして学問があるの

か。」

16 そこで、イエスは彼らに答えられた。「わたしの教えは、わたしのものではなく、わたしを遣

わされた方のものです。

17 だれでも神のみこころを行おうとするなら、その人には、この教えが神から出たものなのか、

わたしが自分から語っているのかが分かります。

18 自分から語る人は自分の栄誉を求めます。しかし、自分を遣わされた方の栄誉を求める人は真

実で、その人には不正がありません。

19 モーセはあなたがたに律法を与えたではありませんか。それなのに、あなたがたはだれも律法

を守っていません。あなたがたは、なぜわたしを殺そうとするのですか。」

20 群衆は答えた。「あなたは悪霊につかれている。だれがあなたを殺そうとしているのか。」

21 イエスは彼らに答えられた。「わたしが一つのわざを行い、それで、あなたがたはみな驚いて

います。

22 モーセはあなたがたに割礼を与えました。それはモーセからではなく、父祖たちから始まった

ことです。そして、あなたがたは安息日にも人に割礼を施しています。

23 モーセの律法を破らないようにと、人は安息日にも割礼を受けるのに、わたしが安息日に人の

全身を健やかにしたということで、あなたがたはわたしに腹を立てるのですか。

24 うわべで人をさばかないで、正しいさばきを行いなさい。」

25 さて、エルサレムのある人たちは、こう言い始めた。「この人は、彼らが殺そうとしている人

ではないか。

26 見なさい。この人は公然と語っているのに、彼らはこの人に何も言わない。もしかしたら議員

たちは、この人がキリストであると、本当に認めたのではないか。

27 しかし、私たちはこの人がどこから来たのか知っている。キリストが来られるときには、どこ

から来るのかだれも知らないはずだ。」

28 イエスは宮で教えていたとき、大きな声で言われた。「あなたがたはわたしを知っており、わ

たしがどこから来たかも知っています。しかし、わたしは自分で来たのではありません。わた



しを遣わされた方は真実です。その方を、あなたがたは知りません。

29 わたしはその方を知っています。なぜなら、わたしはその方から出たのであり、その方がわた

しを遣わされたからです。」

30 そこで人々はイエスを捕らえようとしたが、だれもイエスに手をかける者はいなかった。イエ

スの時がまだ来ていなかったからである。

31 群衆のうちにはイエスを信じる人が多くいて、「キリストが来られるとき、この方がなさった

よりも多くのしるしを行うだろうか」と言い合った。

32 パリサイ人たちは、群衆がイエスについて、このようなことを小声で話しているのを耳にし

た。それで祭司長たちとパリサイ人たちは、イエスを捕らえようとして下役たちを遣わした。

33 そこで、イエスは言われた。「もう少しの間、わたしはあなたがたとともにいて、それから、

わたしを遣わされた方のもとに行きます。

34 あなたがたはわたしを捜しますが、見つけることはありません。わたしがいるところに来るこ

とはできません。」

35 すると、ユダヤ人たちは互いに言った。「私たちには見つからないとは、あの人はどこへ行く

つもりなのか。まさか、ギリシア人の中に離散している人々のところに行って、ギリシア人を

教えるつもりではあるまい。

36 『あなたがたはわたしを捜しますが、見つけることはありません。わたしがいるところに来る

ことはできません』とあの人が言ったこのことばは、どういう意味だろうか。」

37 さて、祭りの終わりの大いなる日に、イエスは立ち上がり、大きな声で言われた。「だれでも

渇いているなら、わたしのもとに来て飲みなさい。

38 わたしを信じる者は、聖書が言っているとおり、その人の心の奥底から、生ける水の川が流れ

出るようになります。」

39 イエスは、ご自分を信じる者が受けることになる御霊について、こう言われたのである。イエ

スはまだ栄光を受けておられなかったので、御霊はまだ下っていなかったのである。

40 このことばを聞いて、群衆の中には、「この方は、確かにあの預言者だ」と言う人たちがい

た。

41 別の人たちは「この方はキリストだ」と言った。しかし、このように言う人たちもいた。「キ

リストはガリラヤから出るだろうか。

42 キリストはダビデの子孫から、ダビデがいた村、ベツレヘムから出ると、聖書は言っているで

はないか。」

43 こうして、イエスのことで群衆の間に分裂が生じた。

44 彼らの中にはイエスを捕らえたいと思う人たちもいたが、だれもイエスに手をかける者はいな

かった。

45 さて、祭司長たちとパリサイ人たちは、下役たちが自分たちのところに戻って来たとき、彼ら

に言った。「なぜあの人を連れて来なかったのか。」

46 下役たちは答えた。「これまで、あの人のように話した人はいませんでした。」

47 そこで、パリサイ人たちは答えた。「おまえたちまで惑わされているのか。

48 議員やパリサイ人の中で、だれかイエスを信じた者がいたか。

49 それにしても、律法を知らないこの群衆はのろわれている。」

50 彼らのうちの一人で、イエスのもとに来たことのあるニコデモが彼らに言った。



51 「私たちの律法は、まず本人から話を聞き、その人が何をしているのかを知ったうえでなけれ

ば、さばくことをしないのではないか。」

52 彼らはニコデモに答えて言った。「あなたもガリラヤの出なのか。よく調べなさい。ガリラヤ

から預言者は起こらないことが分かるだろう。」

53 〔人々はそれぞれ家に帰って行った。

第8章

1 イエスはオリーブ山に行かれた。

2 そして朝早く、イエスは再び宮に入られた。人々はみな、みもとに寄って来た。イエスは腰を

下ろして、彼らに教え始められた。

3 すると、律法学者とパリサイ人が、姦淫の場で捕らえられた女を連れて来て、真ん中に立た

せ、

4 イエスに言った。「先生、この女は姦淫の現場で捕らえられました。

5 モーセは律法の中で、こういう女を石打ちにするよう私たちに命じています。あなたは何と言

われますか。」

6 彼らはイエスを告発する理由を得ようと、イエスを試みてこう言ったのであった。だが、イエ

スは身をかがめて、指で地面に何か書いておられた。

7 しかし、彼らが問い続けるので、イエスは身を起こして言われた。「あなたがたの中で罪のな

い者が、まずこの人に石を投げなさい。」

8 そしてイエスは、再び身をかがめて、地面に何かを書き続けられた。

9 彼らはそれを聞くと、年長者たちから始まり、一人、また一人と去って行き、真ん中にいた女

とともに、イエスだけが残された。

10 イエスは身を起こして、彼女に言われた。「女の人よ、彼らはどこにいますか。だれもあなた

にさばきを下さなかったのですか。」

11 彼女は言った。「はい、主よ。だれも。」イエスは言われた。「わたしもあなたにさばきを下

さない。行きなさい。これからは、決して罪を犯してはなりません。」〕

12 イエスは再び人々に語られた。「わたしは世の光です。わたしに従う者は、決して闇の中を歩

むことがなく、いのちの光を持ちます。」

13 すると、パリサイ人はイエスに言った。「あなたは自分で自分のことを証ししています。だか

ら、あなたの証しは真実ではありません。」

14 イエスは彼らに答えられた。「たとえ、わたしが自分自身について証しをしても、わたしの証

しは真実です。わたしは自分がどこから来たのか、また、どこへ行くのかを知っているのです

から。しかしあなたがたは、わたしがどこから来て、どこへ行くのかを知りません。

15 あなたがたは肉によってさばきますが、わたしはだれもさばきません。

16 たとえ、わたしがさばくとしても、わたしのさばきは真実です。わたしは一人ではなく、わた

しとわたしを遣わした父がさばくからです。

17 あなたがたの律法にも、二人の人による証しは真実であると書かれています。

18 わたしは自分について証しする者です。またわたしを遣わした父が、わたしについて証しして

おられます。」



19 すると、彼らはイエスに言った。「あなたの父はどこにいるのですか。」イエスは答えられ

た。「あなたがたは、わたしも、わたしの父も知りません。もし、わたしを知っていたら、わ

たしの父をも知っていたでしょう。」

20 イエスは、宮で教えていたとき、献金箱の近くでこのことを話された。しかし、だれもイエス

を捕らえなかった。イエスの時がまだ来ていなかったからである。

21 イエスは再び彼らに言われた。「わたしは去って行きます。あなたがたはわたしを捜します

が、自分の罪の中で死にます。わたしが行くところに、あなたがたは来ることができませ

ん。」

22 そこで、ユダヤ人たちは言った。「『わたしが行くところに、あなたがたは来ることができま

せん』と言うが、まさか自殺するつもりではないだろう。」

23 イエスは彼らに言われた。「あなたがたは下から来た者ですが、わたしは上から来た者です。

あなたがたはこの世の者ですが、わたしはこの世の者ではありません。

24 それで、あなたがたは自分の罪の中で死ぬと、あなたがたに言ったのです。わたしが『わたし

はある』であることを信じなければ、あなたがたは、自分の罪の中で死ぬことになるからで

す。」

25 そこで、彼らはイエスに言った。「あなたはだれなのですか。」イエスは言われた。「それこ

そ、初めからあなたがたに話していることではありませんか。

26 わたしには、あなたがたについて言うべきこと、さばくべきことがたくさんあります。しか

し、わたしを遣わされた方は真実であって、わたしはその方から聞いたことを、そのまま世に

対して語っているのです。」

27 彼らは、イエスが父について語っておられることを理解していなかった。

28 そこで、イエスは言われた。「あなたがたが人の子を上げたとき、そのとき、わたしが『わた

しはある』であること、また、わたしが自分からは何もせず、父がわたしに教えられたとおり

に、これらのことを話していたことを、あなたがたは知るようになります。

29 わたしを遣わした方は、わたしとともにおられます。わたしを一人残されることはありませ

ん。わたしは、その方が喜ばれることをいつも行うからです。」

30 イエスがこれらのことを話されると、多くの者がイエスを信じた。

31 イエスは、ご自分を信じたユダヤ人たちに言われた。「あなたがたは、わたしのことばにとど

まるなら、本当にわたしの弟子です。

32 あなたがたは真理を知り、真理はあなたがたを自由にします。」

33 彼らはイエスに答えた。「私たちはアブラハムの子孫であって、今までだれの奴隷になったこ

ともありません。どうして、『あなたがたは自由になる』と言われるのですか。」

34 イエスは彼らに答えられた。「まことに、まことに、あなたがたに言います。罪を行っている

者はみな、罪の奴隷です。

35 奴隷はいつまでも家にいるわけではありませんが、息子はいつまでもいます。

36 ですから、子があなたがたを自由にするなら、あなたがたは本当に自由になるのです。

37 わたしは、あなたがたがアブラハムの子孫であることを知っています。しかし、あなたがたは

わたしを殺そうとしています。わたしのことばが、あなたがたのうちに入っていないからで

す。



38 わたしは父のもとで見たことを話しています。あなたがたは、あなたがたの父から聞いたこと

を行っています。」

39 彼らはイエスに答えて言った。「私たちの父はアブラハムです。」イエスは彼らに言われた。

「あなたがたがアブラハムの子どもなら、アブラハムのわざを行うはずです。

40 ところが今あなたがたは、神から聞いた真理をあなたがたに語った者であるわたしを、殺そう

としています。アブラハムはそのようなことをしませんでした。

41 あなたがたは、あなたがたの父がすることを行っているのです。」すると、彼らは言った。

「私たちは淫らな行いによって生まれた者ではありません。私たちにはひとりの父、神がいま

す。」

42 イエスは言われた。「神があなたがたの父であるなら、あなたがたはわたしを愛するはずで

す。わたしは神のもとから来てここにいるからです。わたしは自分で来たのではなく、神がわ

たしを遣わされたのです。

43 あなたがたは、なぜわたしの話が分からないのですか。それは、わたしのことばに聞き従うこ

とができないからです。

44 あなたがたは、悪魔である父から出た者であって、あなたがたの父の欲望を成し遂げたいと思

っています。悪魔は初めから人殺しで、真理に立っていません。彼のうちには真理がないから

です。悪魔は、偽りを言うとき、自分の本性から話します。なぜなら彼は偽り者、また偽りの

父だからです。

45 しかし、このわたしは真理を話しているので、あなたがたはわたしを信じません。

46 あなたがたのうちのだれが、わたしに罪があると責めることができますか。わたしが真理を話

しているなら、なぜわたしを信じないのですか。

47 神から出た者は、神のことばに聞き従います。ですから、あなたがたが聞き従わないのは、あ

なたがたが神から出た者でないからです。」

48 ユダヤ人たちはイエスに答えて言った。「あなたはサマリア人で悪霊につかれている、と私た

ちが言うのも当然ではないか。」

49 イエスは答えられた。「わたしは悪霊につかれてはいません。むしろ、わたしの父を敬ってい

るのに、あなたがたはわたしを卑しめています。

50 わたしは自分の栄光を求めません。それを求め、さばきをなさる方がおられます。

51 まことに、まことに、あなたがたに言います。だれでもわたしのことばを守るなら、その人は

いつまでも決して死を見ることがありません。」

52 ユダヤ人たちはイエスに言った。「あなたが悪霊につかれていることが、今分かった。アブラ

ハムは死に、預言者たちも死んだ。それなのにあなたは、『だれでもわたしのことばを守るな

ら、その人はいつまでも決して死を味わうことがない』と言う。

53 あなたは、私たちの父アブラハムよりも偉大なのか。アブラハムは死んだ。預言者たちも死ん

だ。あなたは、自分を何者だと言うのか。」

54 イエスは答えられた。「わたしがもし自分自身に栄光を帰するなら、わたしの栄光は空しい。

わたしに栄光を与える方は、わたしの父です。この方を、あなたがたは『私たちの神である』

と言っています。

55 あなたがたはこの方を知らないが、わたしは知っています。もしわたしがこの方を知らないと

言うなら、わたしもあなたがたと同様に偽り者となるでしょう。しかし、わたしはこの方を知



っていて、そのみことばを守っています。

56 あなたがたの父アブラハムは、わたしの日を見るようになることを、大いに喜んでいました。

そして、それを見て、喜んだのです。」

57 そこで、ユダヤ人たちはイエスに向かって言った。「あなたはまだ五十歳になっていないの

に、アブラハムを見たのか。」

58 イエスは彼らに言われた。「まことに、まことに、あなたがたに言います。アブラハムが生ま

れる前から、『わたしはある』なのです。」

59 すると彼らは、イエスに投げつけようと石を取った。しかし、イエスは身を隠して、宮から出

て行かれた。

第9章

1 さて、イエスは通りすがりに、生まれたときから目の見えない人をご覧になった。

2 弟子たちはイエスに尋ねた。「先生。この人が盲目で生まれたのは、だれが罪を犯したからで

すか。この人ですか。両親ですか。」

3 イエスは答えられた。「この人が罪を犯したのでもなく、両親でもありません。この人に神の

わざが現れるためです。

4 わたしたちは、わたしを遣わされた方のわざを、昼のうちに行わなければなりません。だれも

働くことができない夜が来ます。

5 わたしが世にいる間は、わたしが世の光です。」

6 イエスはこう言ってから、地面に唾をして、その唾で泥を作られた。そして、その泥を彼の目

に塗って、

7 「行って、シロアム（訳すと、遣わされた者）の池で洗いなさい」と言われた。そこで、彼は

行って洗った。すると、見えるようになり、帰って行った。

8 近所の人たちや、彼が物乞いであったのを前に見ていた人たちが言った。「これは座って物乞

いをしていた人ではないか。」

9 ある者たちは、「そうだ」と言い、ほかの者たちは「違う。似ているだけだ」と言った。当人

は、「私がその人です」と言った。

10 そこで、彼らは言った。「では、おまえの目はどのようにして開いたのか。」

11 彼は答えた。「イエスという方が泥を作って、私の目に塗り、『シロアムの池に行って洗いな

さい』と言われました。それで、行って洗うと、見えるようになりました。」

12 彼らが「その人はどこにいるのか」と言うと、彼は「知りません」と答えた。

13 人々は、前に目の見えなかったその人を、パリサイ人たちのところに連れて行った。

14 イエスが泥を作って彼の目を開けたのは、安息日であった。

15 こういうわけで再び、パリサイ人たちも、どのようにして見えるようになったのか、彼に尋ね

た。彼は、「あの方が私の目に泥を塗り、私が洗いました。それで今は見えるのです」と答え

た。

16 すると、パリサイ人のうちのある者たちは、「その人は安息日を守らないのだから、神のもと

から来た者ではない」と言った。ほかの者たちは「罪人である者に、どうしてこのようなしる

しを行うことができるだろうか」と言った。そして、彼らの間に分裂が生じた。



17 そこで、彼らは再び、目の見えなかった人に言った。「おまえは、あの人についてどう思う

か。あの人に目を開けてもらったのだから。」彼は「あの方は預言者です」と答えた。

18 ユダヤ人たちはこの人について、目が見えなかったのに見えるようになったことを信じず、つ

いには、目が見えるようになった人の両親を呼び出して、

19 尋ねた。「この人は、あなたがたの息子か。盲目で生まれたとあなたがたが言っている者か。

そうだとしたら、どうして今は見えるのか。」

20 そこで、両親は答えた。「これが私たちの息子で、盲目で生まれたことは知っています。

21 しかし、どうして今見えているのかは知りません。だれが息子の目を開けてくれたのかも知り

ません。本人に聞いてください。もう大人です。自分のことは自分で話すでしょう。」

22 彼の両親がこう言ったのは、ユダヤ人たちを恐れたからであった。すでにユダヤ人たちは、イ

エスをキリストであると告白する者がいれば、会堂から追放すると決めていた。

23 そのために彼の両親は、「もう大人ですから、息子に聞いてください」と言ったのである。

24 そこで彼らは、目の見えなかったその人をもう一度呼び出して言った。「神に栄光を帰しなさ

い。私たちはあの人が罪人であることを知っているのだ。」

25 彼は答えた。「あの方が罪人かどうか私は知りませんが、一つのことは知っています。私は盲

目であったのに、今は見えるということです。」

26 彼らは言った。「あの人はおまえに何をしたのか。どのようにしておまえの目を開けたの

か。」

27 彼は答えた。「すでに話しましたが、あなたがたは聞いてくれませんでした。なぜもう一度聞

こうとするのですか。あなたがたも、あの方の弟子になりたいのですか。」

28 彼らは彼をののしって言った。「おまえはあの者の弟子だが、私たちはモーセの弟子だ。

29 神がモーセに語られたということを私たちは知っている。しかし、あの者については、どこか

ら来たのか知らない。」

30 その人は彼らに答えた。「これは驚きです。あの方がどこから来られたのか、あなたがたが知

らないとは。あの方は私の目を開けてくださったのです。

31 私たちは知っています。神は、罪人たちの言うことはお聞きになりませんが、神を敬い、神の

みこころを行う者がいれば、その人の言うことはお聞きくださいます。

32 盲目で生まれた者の目を開けた人がいるなどと、昔から聞いたことがありません。

33 あの方が神から出ておられるのでなかったら、何もできなかったはずです。」

34 彼らは答えて言った。「おまえは全く罪の中に生まれていながら、私たちを教えるのか。」そ

して、彼を外に追い出した。

35 イエスは、ユダヤ人たちが彼を外に追い出したことを聞き、彼を見つけ出して言われた。「あ

なたは人の子を信じますか。」

36 その人は答えた。「主よ、私が信じることができるように教えてください。その人はどなたで

すか。」

37 イエスは彼に言われた。「あなたはその人を見ています。あなたと話しているのが、その人で

す。」

38 彼は「主よ、信じます」と言って、イエスを礼拝した。

39 そこで、イエスは言われた。「わたしはさばきのためにこの世に来ました。目の見えない者が

見えるようになり、見える者が盲目となるためです。」



40 パリサイ人の中でイエスとともにいた者たちが、このことを聞いて、イエスに言った。「私た

ちも盲目なのですか。」

41 イエスは彼らに言われた。「もしあなたがたが盲目であったなら、あなたがたに罪はなかった

でしょう。しかし、今、『私たちは見える』と言っているのですから、あなたがたの罪は残り

ます。」

第10章

1 「まことに、まことに、あなたがたに言います。羊たちの囲いに、門から入らず、ほかのとこ

ろを乗り越えて来る者は、盗人であり強盗です。

2 しかし、門から入るのは羊たちの牧者です。

3 門番は牧者のために門を開き、羊たちはその声を聞き分けます。牧者は自分の羊たちを、それ

ぞれ名を呼んで連れ出します。

4 羊たちをみな外に出すと、牧者はその先頭に立って行き、羊たちはついて行きます。彼の声を

知っているからです。

5 しかし、ほかの人には決してついて行かず、逃げて行きます。ほかの人たちの声は知らないか

らです。」

6 イエスはこの比喩を彼らに話されたが、彼らは、イエスが話されたことが何のことなのか、分

からなかった。

7 そこで、再びイエスは言われた。「まことに、まことに、あなたがたに言います。わたしは羊

たちの門です。

8 わたしの前に来た者たちはみな、盗人であり強盗です。羊たちは彼らの言うことを聞きません

でした。

9 わたしは門です。だれでも、わたしを通って入るなら救われます。また出たり入ったりして、

牧草を見つけます。

10 盗人が来るのは、盗んだり、殺したり、滅ぼしたりするためにほかなりません。わたしが来た

のは、羊たちがいのちを得るため、それも豊かに得るためです。

11 わたしは良い牧者です。良い牧者は羊たちのためにいのちを捨てます。

12 牧者でない雇い人は、羊たちが自分のものではないので、狼が来るのを見ると、置き去りにし

て逃げてしまいます。それで、狼は羊たちを奪ったり散らしたりします。

13 彼は雇い人で、羊たちのことを心にかけていないからです。

14 わたしは良い牧者です。わたしはわたしのものを知っており、わたしのものは、わたしを知っ

ています。

15 ちょうど、父がわたしを知っておられ、わたしが父を知っているのと同じです。また、わたし

は羊たちのために自分のいのちを捨てます。

16 わたしにはまた、この囲いに属さないほかの羊たちがいます。それらも、わたしは導かなけれ

ばなりません。その羊たちはわたしの声に聞き従います。そして、一つの群れ、一人の牧者と

なるのです。

17 わたしが再びいのちを得るために自分のいのちを捨てるからこそ、父はわたしを愛してくださ

います。



18 だれも、わたしからいのちを取りません。わたしが自分からいのちを捨てるのです。わたしに

は、それを捨てる権威があり、再び得る権威があります。わたしはこの命令を、わたしの父か

ら受けたのです。」

19 これらのことばのために、ユダヤ人たちの間に再び分裂が生じた。

20 彼らのうちの多くの人が言った。「彼は悪霊につかれておかしくなっている。どうしてあなた

がたは、彼の言うことを聞くのか。」

21 ほかの者たちは言った。「これは悪霊につかれた人のことばではない。見えない人の目を開け

ることを、悪霊ができるというのか。」

22 そのころ、エルサレムで宮きよめの祭りがあった。時は冬であった。

23 イエスは宮の中で、ソロモンの回廊を歩いておられた。

24 ユダヤ人たちは、イエスを取り囲んで言った。「あなたは、いつまで私たちに気をもませるの

ですか。あなたがキリストなら、はっきりと言ってください。」

25 イエスは彼らに答えられた。「わたしは話したのに、あなたがたは信じません。わたしが父の

名によって行うわざが、わたしについて証ししているのに、

26 あなたがたは信じません。あなたがたがわたしの羊の群れに属していないからです。

27 わたしの羊たちはわたしの声を聞き分けます。わたしもその羊たちを知っており、彼らはわた

しについて来ます。

28 わたしは彼らに永遠のいのちを与えます。彼らは永遠に、決して滅びることがなく、また、だ

れも彼らをわたしの手から奪い去りはしません。

29 わたしの父がわたしに与えてくださった者は、すべてにまさって大切です。だれも彼らを、父

の手から奪い去ることはできません。

30 わたしと父とは一つです。」

31 ユダヤ人たちは、イエスを石打ちにしようとして、再び石を取り上げた。

32 イエスは彼らに答えられた。「わたしは、父から出た多くの良いわざを、あなたがたに示しま

した。そのうちのどのわざのために、わたしを石打ちにしようとするのですか。」

33 ユダヤ人たちはイエスに答えた。「あなたを石打ちにするのは良いわざのためではなく、冒瀆

のためだ。あなたは人間でありながら、自分を神としているからだ。」

34 イエスは彼らに答えられた。「あなたがたの律法に、『わたしは言った。「おまえたちは神々

だ」』と書かれていないでしょうか。

35 神のことばを受けた人々を神々と呼んだのなら、聖書が廃棄されることはあり得ないのだか

ら、

36 『わたしは神の子である』とわたしが言ったからといって、どうしてあなたがたは、父が聖な

る者とし、世に遣わした者について、『神を冒瀆している』と言うのですか。

37 もしわたしが、わたしの父のみわざを行っていないのなら、わたしを信じてはなりません。

38 しかし、行っているのなら、たとえわたしが信じられなくても、わたしのわざを信じなさい。

それは、父がわたしにおられ、わたしも父にいることを、あなたがたが知り、また深く理解す

るようになるためです。」

39 そこで、彼らは再びイエスを捕らえようとしたが、イエスは彼らの手から逃れられた。

40 そして、イエスは再びヨルダンの川向こう、ヨハネが初めにバプテスマを授けていた場所に行

き、そこに滞在された。



41 多くの人々がイエスのところに来た。彼らは「ヨハネは何もしるしを行わなかったが、この方

についてヨハネが話したことはすべて真実であった」と言った。

42 そして、その地で多くの人々がイエスを信じた。

第11章

1 さて、ある人が病気にかかっていた。ベタニアのラザロである。ベタニアはマリアとその姉妹

マルタの村であった。

2 このマリアは、主に香油を塗り、自分の髪で主の足をぬぐったマリアで、彼女の兄弟ラザロが

病んでいたのである。

3 姉妹たちは、イエスのところに使いを送って言った。「主よ、ご覧ください。あなたが愛して

おられる者が病気です。」

4 これを聞いて、イエスは言われた。「この病気は死で終わるものではなく、神の栄光のための

ものです。それによって神の子が栄光を受けることになります。」

5 イエスはマルタとその姉妹とラザロを愛しておられた。

6 しかし、イエスはラザロが病んでいると聞いてからも、そのときいた場所に二日とどまられ

た。

7 それからイエスは、「もう一度ユダヤに行こう」と弟子たちに言われた。

8 弟子たちはイエスに言った。「先生。ついこの間ユダヤ人たちがあなたを石打ちにしようとし

たのに、またそこにおいでになるのですか。」

9 イエスは答えられた。「昼間は十二時間あるではありませんか。だれでも昼間歩けば、つまず

くことはありません。この世の光を見ているからです。

10 しかし、夜歩けばつまずきます。その人のうちに光がないからです。」

11 イエスはこのように話し、それから弟子たちに言われた。「わたしたちの友ラザロは眠ってし

まいました。わたしは彼を起こしに行きます。」

12 弟子たちはイエスに言った。「主よ。眠っているのなら、助かるでしょう。」

13 イエスは、ラザロの死のことを言われたのだが、彼らは睡眠の意味での眠りを言われたものと

思ったのである。

14 そこで、イエスは弟子たちに、今度ははっきりと言われた。「ラザロは死にました。

15 あなたがたのため、あなたがたが信じるためには、わたしがその場に居合わせなかったことを

喜んでいます。さあ、彼のところへ行きましょう。」

16 そこで、デドモと呼ばれるトマスが仲間の弟子たちに言った。「私たちも行って、主と一緒に

死のうではないか。」

17 イエスがおいでになると、ラザロは墓の中に入れられて、すでに四日たっていた。

18 ベタニアはエルサレムに近く、十五スタディオンほど離れたところにあった。

19 マルタとマリアのところには、兄弟のことで慰めようと、大勢のユダヤ人が来ていた。

20 マルタは、イエスが来られたと聞いて、出迎えに行った。マリアは家で座っていた。

21 マルタはイエスに言った。「主よ。もしここにいてくださったなら、私の兄弟は死ななかった

でしょうに。



22 しかし、あなたが神にお求めになることは何でも、神があなたにお与えになることを、私は今

でも知っています。」

23 イエスは彼女に言われた。「あなたの兄弟はよみがえります。」

24 マルタはイエスに言った。「終わりの日のよみがえりの時に、私の兄弟がよみがえることは知

っています。」

25 イエスは彼女に言われた。「わたしはよみがえりです。いのちです。わたしを信じる者は死ん

でも生きるのです。

26 また、生きていてわたしを信じる者はみな、永遠に決して死ぬことがありません。あなたは、

このことを信じますか。」

27 彼女はイエスに言った。「はい、主よ。私は、あなたが世に来られる神の子キリストであると

信じております。」

28 マルタはこう言ってから、帰って行って姉妹のマリアを呼び、そっと伝えた。「先生がお見え

になり、あなたを呼んでおられます。」

29 マリアはそれを聞くと、すぐに立ち上がって、イエスのところに行った。

30 イエスはまだ村に入らず、マルタが出迎えた場所におられた。

31 マリアとともに家にいて、彼女を慰めていたユダヤ人たちは、マリアが急いで立ち上がって出

て行くのを見て、墓に泣きに行くのだろうと思い、ついて行った。

32 マリアはイエスがおられるところに来た。そしてイエスを見ると、足もとにひれ伏して言っ

た。「主よ。もしここにいてくださったなら、私の兄弟は死ななかったでしょうに。」

33 イエスは、彼女が泣き、一緒に来たユダヤ人たちも泣いているのをご覧になった。そして、霊

に憤りを覚え、心を騒がせて、

34 「彼をどこに置きましたか」と言われた。彼らはイエスに「主よ、来てご覧ください」と言っ

た。

35 イエスは涙を流された。

36 ユダヤ人たちは言った。「ご覧なさい。どんなにラザロを愛しておられたことか。」

37 しかし、彼らのうちのある者たちは、「見えない人の目を開けたこの方も、ラザロが死なない

ようにすることはできなかったのか」と言った。

38 イエスは再び心のうちに憤りを覚えながら、墓に来られた。墓は洞穴で、石が置かれてふさが

れていた。

39 イエスは言われた。「その石を取りのけなさい。」死んだラザロの姉妹マルタは言った。「主

よ、もう臭くなっています。四日になりますから。」

40 イエスは彼女に言われた。「信じるなら神の栄光を見る、とあなたに言ったではありません

か。」

41 そこで、彼らは石を取りのけた。イエスは目を上げて言われた。「父よ、わたしの願いを聞い

てくださったことを感謝します。

42 あなたはいつでもわたしの願いを聞いてくださると、わたしは知っておりましたが、周りにい

る人たちのために、こう申し上げました。あなたがわたしを遣わされたことを、彼らが信じる

ようになるために。」

43 そう言ってから、イエスは大声で叫ばれた。「ラザロよ、出て来なさい。」



44 すると、死んでいた人が、手と足を長い布で巻かれたまま出て来た。彼の顔は布で包まれてい

た。イエスは彼らに言われた。「ほどいてやって、帰らせなさい。」

45 マリアのところに来ていて、イエスがなさったことを見たユダヤ人の多くが、イエスを信じ

た。

46 しかし、何人かはパリサイ人たちのところに行って、イエスがなさったことを伝えた。

47 祭司長たちとパリサイ人たちは最高法院を召集して言った。「われわれは何をしているのか。

あの者が多くのしるしを行っているというのに。

48 あの者をこのまま放っておけば、すべての人があの者を信じるようになる。そうなると、ロー

マ人がやって来て、われわれの土地も国民も取り上げてしまうだろう。」

49 しかし、彼らのうちの一人で、その年の大祭司であったカヤパが、彼らに言った。「あなたが

たは何も分かっていない。

50 一人の人が民に代わって死んで、国民全体が滅びないですむほうが、自分たちにとって得策だ

ということを、考えてもいない。」

51 このことは、彼が自分から言ったのではなかった。彼はその年の大祭司であったので、イエス

が国民のために死のうとしておられること、

52 また、ただ国民のためだけでなく、散らされている神の子らを一つに集めるためにも死のうと

しておられることを、預言したのである。

53 その日以来、彼らはイエスを殺そうと企んだ。

54 そのために、イエスはもはやユダヤ人たちの間を公然と歩くことをせず、そこから荒野に近い

地方に去って、エフライムという町に入り、弟子たちとともにそこに滞在された。

55 さて、ユダヤ人の過越の祭りが近づいた。多くの人々が、身を清めるため、過越の祭りの前に

地方からエルサレムに上って来た。

56 彼らはイエスを捜し、宮の中に立って互いに話していた。「どう思うか。あの方は祭りに来ら

れないのだろうか。」

57 祭司長たち、パリサイ人たちはイエスを捕らえるために、イエスがどこにいるかを知っている

者は報告するように、という命令を出していた。

第12章

1 さて、イエスは過越の祭りの六日前にベタニアに来られた。そこには、イエスが死人の中から

よみがえらせたラザロがいた。

2 人々はイエスのために、そこに夕食を用意した。マルタは給仕し、ラザロは、イエスとともに

食卓に着いていた人たちの中にいた。

3 一方マリアは、純粋で非常に高価なナルドの香油を一リトラ取って、イエスの足に塗り、自分

の髪でその足をぬぐった。家は香油の香りでいっぱいになった。

4 弟子の一人で、イエスを裏切ろうとしていたイスカリオテのユダが言った。

5 「どうして、この香油を三百デナリで売って、貧しい人々に施さなかったのか。」

6 彼がこう言ったのは、貧しい人々のことを心にかけていたからではなく、彼が盗人で、金入れ

を預かりながら、そこに入っているものを盗んでいたからであった。

7 イエスは言われた。「そのままさせておきなさい。マリアは、わたしの葬りの日のために、そ

れを取っておいたのです。



8 貧しい人々は、いつもあなたがたと一緒にいますが、わたしはいつも一緒にいるわけではあり

ません。」

9 すると、大勢のユダヤ人の群衆が、そこにイエスがおられると知って、やって来た。イエスに

会うためだけではなく、イエスが死人の中からよみがえらせたラザロを見るためでもあった。

10 祭司長たちはラザロも殺そうと相談した。

11 彼のために多くのユダヤ人が去って行き、イエスを信じるようになったからである。

12 その翌日、祭りに来ていた大勢の群衆は、イエスがエルサレムに来られると聞いて、

13 なつめ椰子の枝を持って迎えに出て行き、こう叫んだ。 「ホサナ。 祝福あれ、主の御名によ

って来られる方に。 イスラエルの王に。」

14 イエスはろばの子を見つけて、それに乗られた。次のように書かれているとおりである。

15 「恐れるな、娘シオン。 見よ、あなたの王が来られる。 ろばの子に乗って。」

16 これらのことは、初め弟子たちには分からなかった。しかし、イエスが栄光を受けられた後、

これがイエスについて書かれていたことで、それを人々がイエスに行ったのだと、彼らは思い

起こした。

17 さて、イエスがラザロを墓から呼び出して、死人の中からよみがえらせたときにイエスと一緒

にいた群衆は、そのことを証しし続けていた。

18 群衆がイエスを出迎えたのは、イエスがこのしるしを行われたことを聞いたからであった。

19 それで、パリサイ人たちは互いに言った。「見てみなさい。何一つうまくいっていない。見な

さい。世はこぞってあの人の後について行ってしまった。」

20 さて、祭りで礼拝のために上って来た人々の中に、ギリシア人が何人かいた。

21 この人たちは、ガリラヤのベツサイダ出身のピリポのところに来て、「お願いします。イエス

にお目にかかりたいのです」と頼んだ。

22 ピリポは行ってアンデレに話し、アンデレとピリポは行って、イエスに話した。

23 すると、イエスは彼らに答えられた。「人の子が栄光を受ける時が来ました。

24 まことに、まことに、あなたがたに言います。一粒の麦は、地に落ちて死ななければ、一粒の

ままです。しかし、死ぬなら、豊かな実を結びます。

25 自分のいのちを愛する者はそれを失い、この世で自分のいのちを憎む者は、それを保って永遠

のいのちに至ります。

26 わたしに仕えるというのなら、その人はわたしについて来なさい。わたしがいるところに、わ

たしに仕える者もいることになります。わたしに仕えるなら、父はその人を重んじてください

ます。」

27 「今わたしの心は騒いでいる。何と言おうか。『父よ、この時からわたしをお救いください』

と言おうか。いや、このためにこそ、わたしはこの時に至ったのだ。

28 父よ、御名の栄光を現してください。」すると、天から声が聞こえた。「わたしはすでに栄光

を現した。わたしは再び栄光を現そう。」

29 そばに立っていてそれを聞いた群衆は、「雷が鳴ったのだ」と言った。ほかの人々は、「御使

いがあの方に話しかけたのだ」と言った。

30 イエスは答えられた。「この声が聞こえたのは、わたしのためではなく、あなたがたのためで

す。

31 今、この世に対するさばきが行われ、今、この世を支配する者が追い出されます。



32 わたしが地上から上げられるとき、わたしはすべての人を自分のもとに引き寄せます。」

33 これは、ご自分がどのような死に方で死ぬことになるかを示して、言われたのである。

34 そこで、群衆はイエスに答えた。「私たちは律法によって、キリストはいつまでも生きると聞

きましたが、あなたはどうして、人の子は上げられなければならないと言われるのですか。そ

の人の子とはだれですか。」

35 そこで、イエスは彼らに言われた。「もうしばらく、光はあなたがたの間にあります。闇があ

なたがたを襲うことがないように、あなたがたは光があるうちに歩きなさい。闇の中を歩く者

は、自分がどこに行くのか分かりません。

36 自分に光があるうちに、光の子どもとなれるように、光を信じなさい。」 イエスは、これら

のことを話すと、立ち去って彼らから身を隠された。

37 イエスがこれほど多くのしるしを彼らの目の前で行われたのに、彼らはイエスを信じなかっ

た。

38 それは、預言者イザヤのことばが成就するためであった。彼はこう言っている。 「主よ。私

たちが聞いたことを、だれが信じたか。 主の御腕はだれに現れたか。」

39 イザヤはまた次のように言っているので、彼らは信じることができなかったのである。

40 「主は彼らの目を見えないようにされた。 また、彼らの心を頑なにされた。 彼らがその目で

見ることも、 心で理解することも、 立ち返ることもないように。 そして、わたしが彼らを癒

やすことも ないように。」

41 イザヤがこう言ったのは、イエスの栄光を見たからであり、イエスについて語ったのである。

42 しかし、それにもかかわらず、議員たちの中にもイエスを信じた者が多くいた。ただ、会堂か

ら追放されないように、パリサイ人たちを気にして、告白しなかった。

43 彼らは、神からの栄誉よりも、人からの栄誉を愛したのである。

44 イエスは大きな声でこう言われた。「わたしを信じる者は、わたしではなく、わたしを遣わさ

れた方を信じるのです。

45 また、わたしを見る者は、わたしを遣わされた方を見るのです。

46 わたしは光として世に来ました。わたしを信じる者が、だれも闇の中にとどまることのないよ

うにするためです。

47 だれか、わたしのことばを聞いてそれを守らない者がいても、わたしはその人をさばきませ

ん。わたしが来たのは世をさばくためではなく、世を救うためだからです。

48 わたしを拒み、わたしのことばを受け入れない者には、その人をさばくものがあります。わた

しが話したことば、それが、終わりの日にその人をさばきます。

49 わたしは自分から話したのではなく、わたしを遣わされた父ご自身が、言うべきこと、話すべ

きことを、わたしにお命じになったのだからです。

50 わたしは、父の命令が永遠のいのちであることを知っています。ですから、わたしが話してい

ることは、父がわたしに言われたとおりを、そのまま話しているのです。」

第13章

1 さて、過越の祭りの前のこと、イエスは、この世を去って父のみもとに行く、ご自分の時が来

たことを知っておられた。そして、世にいるご自分の者たちを愛してきたイエスは、彼らを最

後まで愛された。



2 夕食の間のこと、悪魔はすでにシモンの子イスカリオテのユダの心に、イエスを裏切ろうとい

う思いを入れていた。

3 イエスは、父が万物をご自分の手に委ねてくださったこと、またご自分が神から出て、神に帰

ろうとしていることを知っておられた。

4 イエスは夕食の席から立ち上がって、上着を脱ぎ、手ぬぐいを取って腰にまとわれた。

5 それから、たらいに水を入れて、弟子たちの足を洗い、腰にまとっていた手ぬぐいでふき始め

られた。

6 こうして、イエスがシモン・ペテロのところに来られると、ペテロはイエスに言った。「主

よ、あなたが私の足を洗ってくださるのですか。」

7 イエスは彼に答えられた。「わたしがしていることは、今は分からなくても、後で分かるよう

になります。」

8 ペテロはイエスに言った。「決して私の足を洗わないでください。」イエスは答えられた。

「わたしがあなたを洗わなければ、あなたはわたしと関係ないことになります。」

9 シモン・ペテロは言った。「主よ、足だけでなく、手も頭も洗ってください。」

10 イエスは彼に言われた。「水浴した者は、足以外は洗う必要がありません。全身がきよいので

す。あなたがたはきよいのですが、皆がきよいわけではありません。」

11 イエスはご自分を裏切る者を知っておられた。それで、「皆がきよいわけではない」と言われ

たのである。

12 イエスは彼らの足を洗うと、上着を着て再び席に着き、彼らに言われた。「わたしがあなたが

たに何をしたのか分かりますか。

13 あなたがたはわたしを『先生』とか『主』とか呼んでいます。そう言うのは正しいことです。

そのとおりなのですから。

14 主であり、師であるこのわたしが、あなたがたの足を洗ったのであれば、あなたがたもまた、

互いに足を洗い合わなければなりません。

15 わたしがあなたがたにしたとおりに、あなたがたもするようにと、あなたがたに模範を示した

のです。

16 まことに、まことに、あなたがたに言います。しもべは主人にまさらず、遣わされた者は遣わ

した者にまさりません。

17 これらのことが分かっているなら、そして、それを行うなら、あなたがたは幸いです。

18 わたしは、あなたがたすべてについて言っているのではありません。わたしは、自分が選んだ

者たちを知っています。けれども、聖書に『わたしのパンを食べている者が、わたしに向かっ

て、かかとを上げます』と書いてあることは成就するのです。

19 事が起こる前に、今からあなたがたに言っておきます。起こったときに、わたしが『わたしは

ある』であることを、あなたがたが信じるためです。

20 まことに、まことに、あなたがたに言います。わたしが遣わす者を受け入れる者は、わたしを

受け入れるのです。そして、わたしを受け入れる者は、わたしを遣わされた方を受け入れるの

です。」

21 イエスは、これらのことを話されたとき、心が騒いだ。そして証しされた。「まことに、まこ

とに、あなたがたに言います。あなたがたのうちの一人が、わたしを裏切ります。」

22 弟子たちは、だれのことを言われたのか分からず当惑し、互いに顔を見合わせていた。



23 弟子の一人がイエスの胸のところで横になっていた。イエスが愛しておられた弟子である。

24 そこで、シモン・ペテロは彼に、だれのことを言われたのか尋ねるように合図した。

25 その弟子はイエスの胸元に寄りかかったまま、イエスに言った。「主よ、それはだれのことで

すか。」

26 イエスは答えられた。「わたしがパン切れを浸して与える者が、その人です。」それからイエ

スはパン切れを浸して取り、イスカリオテのシモンの子ユダに与えられた。

27 ユダがパン切れを受け取ると、そのとき、サタンが彼に入った。すると、イエスは彼に言われ

た。「あなたがしようとしていることを、すぐしなさい。」

28 席に着いていた者で、なぜイエスがユダにそう言われたのか、分かった者はだれもいなかっ

た。

29 ある者たちは、ユダが金入れを持っていたので、「祭りのために必要な物を買いなさい」と

か、貧しい人々に何か施しをするようにとか、イエスが言われたのだと思っていた。

30 ユダはパン切れを受けると、すぐに出て行った。時は夜であった。

31 ユダが出て行ったとき、イエスは言われた。「今、人の子は栄光を受け、神も人の子によって

栄光をお受けになりました。

32 神が、人の子によって栄光をお受けになったのなら、神も、ご自分で人の子に栄光を与えてく

ださいます。しかも、すぐに与えてくださいます。

33 子どもたちよ、わたしはもう少しの間あなたがたとともにいます。あなたがたはわたしを捜す

ことになります。ユダヤ人たちに言ったように、今あなたがたにも言います。わたしが行くと

ころに、あなたがたは来ることができません。

34 わたしはあなたがたに新しい戒めを与えます。互いに愛し合いなさい。わたしがあなたがたを

愛したように、あなたがたも互いに愛し合いなさい。

35 互いの間に愛があるなら、それによって、あなたがたがわたしの弟子であることを、すべての

人が認めるようになります。」

36 シモン・ペテロがイエスに言った。「主よ、どこにおいでになるのですか。」イエスは答えら

れた。「わたしが行くところに、あなたは今ついて来ることができません。しかし後にはつい

て来ます。」

37 ペテロはイエスに言った。「主よ、なぜ今ついて行けないのですか。あなたのためなら、いの

ちも捨てます。」

38 イエスは答えられた。「わたしのためにいのちも捨てるのですか。まことに、まことに、あな

たに言います。鶏が鳴くまでに、あなたは三度わたしを知らないと言います。」

第14章

1 「あなたがたは心を騒がせてはなりません。神を信じ、またわたしを信じなさい。

2 わたしの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなかったら、あなたがたのために場所

を用意しに行く、と言ったでしょうか。

3 わたしが行って、あなたがたに場所を用意したら、また来て、あなたがたをわたしのもとに迎

えます。わたしがいるところに、あなたがたもいるようにするためです。

4 わたしがどこに行くのか、その道をあなたがたは知っています。」



5 トマスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、私たちには分かりません。どうした

ら、その道を知ることができるでしょうか。」

6 イエスは彼に言われた。「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通して

でなければ、だれも父のみもとに行くことはできません。

7 あなたがたがわたしを知っているなら、わたしの父をも知ることになります。今から父を知る

のです。いや、すでにあなたがたは父を見たのです。」

8 ピリポはイエスに言った。「主よ、私たちに父を見せてください。そうすれば満足します。」

9 イエスは彼に言われた。「ピリポ、こんなに長い間、あなたがたと一緒にいるのに、わたしを

知らないのですか。わたしを見た人は、父を見たのです。どうしてあなたは、『私たちに父を

見せてください』と言うのですか。

10 わたしが父のうちにいて、父がわたしのうちにおられることを、信じていないのですか。わた

しがあなたがたに言うことばは、自分から話しているのではありません。わたしのうちにおら

れる父が、ご自分のわざを行っておられるのです。

11 わたしが父のうちにいて、父がわたしのうちにおられると、わたしが言うのを信じなさい。信

じられないのなら、わざのゆえに信じなさい。

12 まことに、まことに、あなたがたに言います。わたしを信じる者は、わたしが行うわざを行

い、さらに大きなわざを行います。わたしが父のもとに行くからです。

13 またわたしは、あなたがたがわたしの名によって求めることは、何でもそれをしてあげます。

父が子によって栄光をお受けになるためです。

14 あなたがたが、わたしの名によって何かをわたしに求めるなら、わたしがそれをしてあげま

す。

15 もしわたしを愛しているなら、あなたがたはわたしの戒めを守るはずです。

16 そしてわたしが父にお願いすると、父はもう一人の助け主をお与えくださり、その助け主がい

つまでも、あなたがたとともにいるようにしてくださいます。

17 この方は真理の御霊です。世はこの方を見ることも知ることもないので、受け入れることがで

きません。あなたがたは、この方を知っています。この方はあなたがたとともにおられ、ま

た、あなたがたのうちにおられるようになるのです。

18 わたしは、あなたがたを捨てて孤児にはしません。あなたがたのところに戻って来ます。

19 あと少しで、世はもうわたしを見なくなります。しかし、あなたがたはわたしを見ます。わた

しが生き、あなたがたも生きることになるからです。

20 その日には、わたしが父のうちに、あなたがたがわたしのうちに、そしてわたしがあなたがた

のうちにいることが、あなたがたに分かります。

21 わたしの戒めを保ち、それを守る人は、わたしを愛している人です。わたしを愛している人は

わたしの父に愛され、わたしもその人を愛し、わたし自身をその人に現します。」

22 イスカリオテでないほうのユダがイエスに言った。「主よ。私たちにはご自分を現そうとなさ

るのに、世にはそうなさらないのは、どうしてですか。」

23 イエスは彼に答えられた。「だれでもわたしを愛する人は、わたしのことばを守ります。そう

すれば、わたしの父はその人を愛し、わたしたちはその人のところに来て、その人とともに住

みます。



24 わたしを愛さない人は、わたしのことばを守りません。あなたがたが聞いていることばは、わ

たしのものではなく、わたしを遣わされた父のものです。

25 これらのことを、わたしはあなたがたと一緒にいる間に話しました。

26 しかし、助け主、すなわち、父がわたしの名によってお遣わしになる聖霊は、あなたがたにす

べてのことを教え、わたしがあなたがたに話したすべてのことを思い起こさせてくださいま

す。

27 わたしはあなたがたに平安を残します。わたしの平安を与えます。わたしは、世が与えるのと

同じようには与えません。あなたがたは心を騒がせてはなりません。ひるんではなりません。

28 『わたしは去って行くが、あなたがたのところに戻って来る』とわたしが言ったのを、あなた

がたは聞きました。わたしを愛しているなら、わたしが父のもとに行くことを、あなたがたは

喜ぶはずです。父はわたしよりも偉大な方だからです。

29 今わたしは、それが起こる前にあなたがたに話しました。それが起こったとき、あなたがたが

信じるためです。

30 わたしはもう、あなたがたに多くを話しません。この世を支配する者が来るからです。彼はわ

たしに対して何もすることができません。

31 それは、わたしが父を愛していて、父が命じられたとおりに行っていることを、世が知るため

です。立ちなさい。さあ、ここから行くのです。

第15章

1 わたしはまことのぶどうの木、わたしの父は農夫です。

2 わたしの枝で実を結ばないものはすべて、父がそれを取り除き、実を結ぶものはすべて、もっ

と多く実を結ぶように、刈り込みをなさいます。

3 あなたがたは、わたしがあなたがたに話したことばによって、すでにきよいのです。

4 わたしにとどまりなさい。わたしもあなたがたの中にとどまります。枝がぶどうの木にとどま

っていなければ、自分では実を結ぶことができないのと同じように、あなたがたもわたしにと

どまっていなければ、実を結ぶことはできません。

5 わたしはぶどうの木、あなたがたは枝です。人がわたしにとどまり、わたしもその人にとどま

っているなら、その人は多くの実を結びます。わたしを離れては、あなたがたは何もすること

ができないのです。

6 わたしにとどまっていなければ、その人は枝のように投げ捨てられて枯れます。人々がそれを

集めて火に投げ込むので、燃えてしまいます。

7 あなたがたがわたしにとどまり、わたしのことばがあなたがたにとどまっているなら、何でも

欲しいものを求めなさい。そうすれば、それはかなえられます。

8 あなたがたが多くの実を結び、わたしの弟子となることによって、わたしの父は栄光をお受け

になります。

9 父がわたしを愛されたように、わたしもあなたがたを愛しました。わたしの愛にとどまりなさ

い。

10 わたしがわたしの父の戒めを守って、父の愛にとどまっているのと同じように、あなたがたも

わたしの戒めを守るなら、わたしの愛にとどまっているのです。



11 わたしの喜びがあなたがたのうちにあり、あなたがたが喜びで満ちあふれるようになるため

に、わたしはこれらのことをあなたがたに話しました。

12 わたしがあなたがたを愛したように、あなたがたも互いに愛し合うこと、これがわたしの戒め

です。

13 人が自分の友のためにいのちを捨てること、これよりも大きな愛はだれも持っていません。

14 わたしが命じることを行うなら、あなたがたはわたしの友です。

15 わたしはもう、あなたがたをしもべとは呼びません。しもべなら主人が何をするのか知らない

からです。わたしはあなたがたを友と呼びました。父から聞いたことをすべて、あなたがたに

は知らせたからです。

16 あなたがたがわたしを選んだのではなく、わたしがあなたがたを選び、あなたがたを任命しま

した。それは、あなたがたが行って実を結び、その実が残るようになるため、また、あなたが

たがわたしの名によって父に求めるものをすべて、父が与えてくださるようになるためです。

17 あなたがたが互いに愛し合うこと、わたしはこれを、あなたがたに命じます。

18 世があなたがたを憎むなら、あなたがたよりも先にわたしを憎んだことを知っておきなさい。

19 もしあなたがたがこの世のものであったら、世は自分のものを愛したでしょう。しかし、あな

たがたは世のものではありません。わたしが世からあなたがたを選び出したのです。そのた

め、世はあなたがたを憎むのです。

20 しもべは主人にまさるものではない、とわたしがあなたがたに言ったことばを覚えておきなさ

い。人々がわたしを迫害したのであれば、あなたがたも迫害します。彼らがわたしのことばを

守ったのであれば、あなたがたのことばも守ります。

21 しかし彼らは、これらのことをすべて、わたしの名のゆえにあなたがたに対して行います。わ

たしを遣わされた方を知らないからです。

22 もしわたしが来て彼らに話さなかったら、彼らに罪はなかったでしょう。けれども今では、彼

らの罪について弁解の余地はありません。

23 わたしを憎んでいる者は、わたしの父をも憎んでいます。

24 もしわたしが、ほかのだれも行ったことのないわざを、彼らの間で行わなかったら、彼らに罪

はなかったでしょう。けれども今や、彼らはそのわざを見て、そのうえでわたしとわたしの父

を憎みました。

25 これは、『彼らはゆえもなくわたしを憎んだ』と、彼らの律法に書かれていることばが成就す

るためです。

26 わたしが父のもとから遣わす助け主、すなわち、父から出る真理の御霊が来るとき、その方が

わたしについて証ししてくださいます。

27 あなたがたも証しします。初めからわたしと一緒にいたからです。

第16章

1 わたしがこれらのことをあなたがたに話したのは、あなたがたがつまずくことのないためで

す。

2 人々はあなたがたを会堂から追放するでしょう。実際、あなたがたを殺す者がみな、自分は神

に奉仕していると思う時が来ます。

3 彼らがそういうことを行うのは、父もわたしも知らないからです。



4 これらのことをあなたがたに話したのは、その時が来たとき、わたしがそれについて話したこ

とを、あなたがたが思い出すためです。 わたしは初めからこれらのことを話すことはしませ

んでした。それはあなたがたとともにいたからです。

5 しかし今、わたしは、わたしを遣わされた方のもとに行こうとしています。けれども、あなた

がたのうちだれも、『どこに行くのですか』と尋ねません。

6 むしろ、わたしがこれらのことを話したため、あなたがたの心は悲しみでいっぱいになってい

ます。

7 しかし、わたしは真実を言います。わたしが去って行くことは、あなたがたの益になるので

す。去って行かなければ、あなたがたのところに助け主はおいでになりません。でも、行け

ば、わたしはあなたがたのところに助け主を遣わします。

8 その方が来ると、罪について、義について、さばきについて、世の誤りを明らかになさいま

す。

9 罪についてというのは、彼らがわたしを信じないからです。

10 義についてとは、わたしが父のもとに行き、あなたがたがもはやわたしを見なくなるからで

す。

11 さばきについてとは、この世を支配する者がさばかれたからです。

12 あなたがたに話すことはまだたくさんありますが、今あなたがたはそれに耐えられません。

13 しかし、その方、すなわち真理の御霊が来ると、あなたがたをすべての真理に導いてください

ます。御霊は自分から語るのではなく、聞いたことをすべて語り、これから起こることをあな

たがたに伝えてくださいます。

14 御霊はわたしの栄光を現されます。わたしのものを受けて、あなたがたに伝えてくださるので

す。

15 父が持っておられるものはすべて、わたしのものです。ですからわたしは、御霊がわたしのも

のを受けて、あなたがたに伝えると言ったのです。

16 しばらくすると、あなたがたはもうわたしを見なくなりますが、またしばらくすると、わたし

を見ます。」

17 そこで、弟子たちのうちのある者たちは互いに言った。「『しばらくすると、あなたがたはわ

たしを見なくなるが、またしばらくすると、わたしを見る』、また『わたしは父のもとに行く

からだ』と言われるのは、どういうことなのだろうか。」

18 こうして、彼らは「しばらくすると、と言われるのは何のことだろうか。何を話しておられる

のか私たちには分からない」と言った。

19 イエスは、彼らが何かを尋ねたがっているのに気づいて、彼らに言われた。「『しばらくする

と、あなたがたはわたしを見なくなるが、またしばらくすると、わたしを見る』と、わたしが

言ったことについて、互いに論じ合っているのですか。

20 まことに、まことに、あなたがたに言います。あなたがたは泣き、嘆き悲しむが、世は喜びま

す。あなたがたは悲しみます。しかし、あなたがたの悲しみは喜びに変わります。

21 女は子を産むとき、苦しみます。自分の時が来たからです。しかし、子を産んでしまうと、一

人の人が世に生まれた喜びのために、その激しい痛みをもう覚えていません。

22 あなたがたも今は悲しんでいます。しかし、わたしは再びあなたがたに会います。そして、あ

なたがたの心は喜びに満たされます。その喜びをあなたがたから奪い去る者はありません。



23 その日には、あなたがたはわたしに何も尋ねません。まことに、まことに、あなたがたに言い

ます。わたしの名によって父に求めるものは何でも、父はあなたがたに与えてくださいます。

24 今まで、あなたがたは、わたしの名によって何も求めたことがありません。求めなさい。そう

すれば受けます。あなたがたの喜びが満ちあふれるようになるためです。

25 わたしはこれらのことを、あなたがたにたとえで話しました。もはやたとえで話すのではな

く、はっきりと父について伝える時が来ます。

26 その日には、あなたがたはわたしの名によって求めます。あなたがたに代わってわたしが父に

願う、と言うのではありません。

27 父ご自身があなたがたを愛しておられるのです。あなたがたがわたしを愛し、わたしが神のも

とから出て来たことを信じたからです。

28 わたしは父のもとから出て、世に来ましたが、再び世を去って、父のもとに行きます。」

29 弟子たちは言った。「本当に、今あなたははっきりとお話しくださり、何もたとえでは語られ

ません。

30 あなたがすべてをご存じであり、だれかがあなたにお尋ねする必要もないことが、今、分かり

ました。ですから私たちは、あなたが神から来られたことを信じます。」

31 イエスは彼らに答えられた。「あなたがたは今、信じているのですか。

32 見なさい。その時が来ます。いや、すでに来ています。あなたがたはそれぞれ散らされて自分

のところに帰り、わたしを一人残します。しかし、父がわたしとともにおられるので、わたし

は一人ではありません。

33 これらのことをあなたがたに話したのは、あなたがたがわたしにあって平安を得るためです。

世にあっては苦難があります。しかし、勇気を出しなさい。わたしはすでに世に勝ちまし

た。」

第17章

1 これらのことを話してから、イエスは目を天に向けて言われた。「父よ、時が来ました。子が

あなたの栄光を現すために、子の栄光を現してください。

2 あなたは子に、すべての人を支配する権威を下さいました。それは、あなたが下さったすべて

の人に、子が永遠のいのちを与えるためです。

3 永遠のいのちとは、唯一のまことの神であるあなたと、あなたが遣わされたイエス・キリスト

を知ることです。

4 わたしが行うようにと、あなたが与えてくださったわざを成し遂げて、わたしは地上であなた

の栄光を現しました。

5 父よ、今、あなたご自身が御前でわたしの栄光を現してください。世界が始まる前に一緒に持

っていたあの栄光を。

6 あなたが世から選び出して与えてくださった人たちに、わたしはあなたの御名を現しました。

彼らはあなたのものでしたが、あなたはわたしに委ねてくださいました。そして彼らはあなた

のみことばを守りました。

7 あなたがわたしに下さったものはすべて、あなたから出ていることを、今彼らは知っていま

す。



8 あなたがわたしに下さったみことばを、わたしが彼らに与えたからです。彼らはそれを受け入

れ、わたしがあなたのもとから出て来たことを本当に知り、あなたがわたしを遣わされたこと

を信じました。

9 わたしは彼らのためにお願いします。世のためにではなく、あなたがわたしに下さった人たち

のためにお願いします。彼らはあなたのものですから。

10 わたしのものはすべてあなたのもの、あなたのものはわたしのものです。わたしは彼らによっ

て栄光を受けました。

11 わたしはもう世にいなくなります。彼らは世にいますが、わたしはあなたのもとに参ります。

聖なる父よ、わたしに下さったあなたの御名によって、彼らをお守りください。わたしたちと

同じように、彼らが一つになるためです。

12 彼らとともにいたとき、わたしはあなたが下さったあなたの御名によって、彼らを守りまし

た。わたしが彼らを保ったので、彼らのうちだれも滅びた者はなく、ただ滅びの子が滅びまし

た。それは、聖書が成就するためでした。

13 わたしは今、あなたのもとに参ります。世にあってこれらのことを話しているのは、わたしの

喜びが彼らのうちに満ちあふれるためです。

14 わたしは彼らにあなたのみことばを与えました。世は彼らを憎みました。わたしがこの世のも

のでないように、彼らもこの世のものではないからです。

15 わたしがお願いすることは、あなたが彼らをこの世から取り去ることではなく、悪い者から守

ってくださることです。

16 わたしがこの世のものでないように、彼らもこの世のものではありません。

17 真理によって彼らを聖別してください。あなたのみことばは真理です。

18 あなたがわたしを世に遣わされたように、わたしも彼らを世に遣わしました。

19 わたしは彼らのため、わたし自身を聖別します。彼ら自身も真理によって聖別されるためで

す。

20 わたしは、ただこの人々のためだけでなく、彼らのことばによってわたしを信じる人々のため

にも、お願いします。

21 父よ。あなたがわたしのうちにおられ、わたしがあなたのうちにいるように、すべての人を一

つにしてください。彼らもわたしたちのうちにいるようにしてください。あなたがわたしを遣

わされたことを、世が信じるようになるためです。

22 またわたしは、あなたが下さった栄光を彼らに与えました。わたしたちが一つであるように、

彼らも一つになるためです。

23 わたしは彼らのうちにいて、あなたはわたしのうちにおられます。彼らが完全に一つになるた

めです。また、あなたがわたしを遣わされたことと、わたしを愛されたように彼らも愛された

ことを、世が知るためです。

24 父よ。わたしに下さったものについてお願いします。わたしがいるところに、彼らもわたしと

ともにいるようにしてください。わたしの栄光を、彼らが見るためです。世界の基が据えられ

る前からわたしを愛されたゆえに、あなたがわたしに下さった栄光を。

25 正しい父よ。この世はあなたを知りませんが、わたしはあなたを知っています。また、この

人々は、あなたがわたしを遣わされたことを知っています。



26 わたしは彼らにあなたの御名を知らせました。また、これからも知らせます。あなたがわたし

を愛してくださった愛が彼らのうちにあり、わたしも彼らのうちにいるようにするためで

す。」

第18章

1 これらのことを話してから、イエスは弟子たちとともに、キデロンの谷の向こうに出て行かれ

た。そこには園があり、イエスと弟子たちは中に入られた。

2 一方、イエスを裏切ろうとしていたユダもその場所を知っていた。イエスが弟子たちと、たび

たびそこに集まっておられたからである。

3 それでユダは、一隊の兵士と、祭司長たちやパリサイ人たちから送られた下役たちを連れ、明

かりとたいまつと武器を持って、そこにやって来た。

4 イエスはご自分に起ころうとしていることをすべて知っておられたので、進み出て、「だれを

捜しているのか」と彼らに言われた。

5 彼らは「ナザレ人イエスを」と答えた。イエスは彼らに「わたしがそれだ」と言われた。イエ

スを裏切ろうとしていたユダも彼らと一緒に立っていた。

6 イエスが彼らに「わたしがそれだ」と言われたとき、彼らは後ずさりし、地に倒れた。

7 イエスがもう一度、「だれを捜しているのか」と問われると、彼らは「ナザレ人イエスを」と

言った。

8 イエスは答えられた。「わたしがそれだ、と言ったではないか。わたしを捜しているのなら、

この人たちは去らせなさい。」

9 これは、「あなたが下さった者たちのうち、わたしは一人も失わなかった」と、イエスが言わ

れたことばが成就するためであった。

10 シモン・ペテロは剣を持っていたので、それを抜いて、大祭司のしもべに切りかかり、右の耳

を切り落とした。そのしもべの名はマルコスであった。

11 イエスはペテロに言われた。「剣をさやに収めなさい。父がわたしに下さった杯を飲まずにい

られるだろうか。」

12 一隊の兵士と千人隊長、それにユダヤ人の下役たちは、イエスを捕らえて縛り、

13 まずアンナスのところに連れて行った。彼が、その年の大祭司であったカヤパのしゅうとだっ

たからである。

14 カヤパは、一人の人が民に代わって死ぬほうが得策である、とユダヤ人に助言した人である。

15 シモン・ペテロともう一人の弟子はイエスについて行った。この弟子は大祭司の知り合いだっ

たので、イエスと一緒に大祭司の家の中庭に入ったが、

16 ペテロは外で門のところに立っていた。それで、大祭司の知り合いだったもう一人の弟子が出

て来て、門番の女に話し、ペテロを中に入れた。

17 すると、門番をしていた召使いの女がペテロに、「あなたも、あの人の弟子ではないでしょう

ね」と言った。ペテロは「違う」と言った。

18 しもべたちや下役たちは、寒かったので炭火を起こし、立って暖まっていた。ペテロも彼らと

一緒に立って暖まっていた。

19 大祭司はイエスに、弟子たちのことや教えについて尋問した。



20 イエスは彼に答えられた。「わたしは世に対して公然と話しました。いつでも、ユダヤ人がみ

な集まる会堂や宮で教えました。何も隠れて話してはいません。

21 なぜ、わたしに尋ねるのですか。わたしが人々に何を話したかは、それを聞いた人たちに尋ね

なさい。その人たちなら、わたしが話したことを知っています。」

22 イエスがこう言われたとき、そばに立っていた下役の一人が、「大祭司にそのような答え方を

するのか」と言って、平手でイエスを打った。

23 イエスは彼に答えられた。「わたしの言ったことが悪いのなら、悪いという証拠を示しなさ

い。正しいのなら、なぜ、わたしを打つのですか。」

24 アンナスは、イエスを縛ったまま大祭司カヤパのところに送った。

25 さて、シモン・ペテロは立ったまま暖まっていた。すると、人々は彼に「あなたもあの人の弟

子ではないだろうね」と言った。ペテロは否定して、「弟子ではない」と言った。

26 大祭司のしもべの一人で、ペテロに耳を切り落とされた人の親類が言った。「あなたが園であ

の人と一緒にいるのを見たと思うが。」

27 ペテロは再び否定した。すると、すぐに鶏が鳴いた。

28 さて、彼らはイエスをカヤパのもとから総督官邸に連れて行った。明け方のことであった。彼

らは、過越の食事が食べられるようにするため、汚れを避けようとして、官邸の中には入らな

かった。

29 それで、ピラトは外に出て、彼らのところに来て言った。「この人に対して何を告発するの

か。」

30 彼らは答えた。「この人が悪いことをしていなければ、あなたに引き渡したりはしません。」

31 そこで、ピラトは言った。「おまえたちがこの人を引き取り、自分たちの律法にしたがってさ

ばくがよい。」ユダヤ人たちは言った。「私たちはだれも死刑にすることが許されていませ

ん。」

32 これは、イエスがどのような死に方をするかを示して言われたことばが、成就するためであっ

た。

33 そこで、ピラトは再び総督官邸に入り、イエスを呼んで言った。「あなたはユダヤ人の王なの

か。」

34 イエスは答えられた。「あなたは、そのことを自分で言っているのですか。それともわたしの

ことを、ほかの人々があなたに話したのですか。」

35 ピラトは答えた。「私はユダヤ人なのか。あなたの同胞と祭司長たちが、あなたを私に引き渡

したのだ。あなたは何をしたのか。」

36 イエスは答えられた。「わたしの国はこの世のものではありません。もしこの世のものであっ

たら、わたしのしもべたちが、わたしをユダヤ人に渡さないように戦ったでしょう。しかし、

事実、わたしの国はこの世のものではありません。」

37 そこで、ピラトはイエスに言った。「それでは、あなたは王なのか。」イエスは答えられた。

「わたしが王であることは、あなたの言うとおりです。わたしは、真理について証しするため

に生まれ、そのために世に来ました。真理に属する者はみな、わたしの声に聞き従います。」

38 ピラトはイエスに言った。「真理とは何なのか。」 こう言ってから、再びユダヤ人たちのと

ころに出て行って、彼らに言った。「私はあの人に何の罪も認めない。



39 過越の祭りでは、だれか一人をおまえたちのために釈放する慣わしがある。おまえたちは、ユ

ダヤ人の王を釈放することを望むか。」

40 すると、彼らは再び大声をあげて、「その人ではなく、バラバを」と言った。バラバは強盗で

あった。

第19章

1 それでピラトは、イエスを捕らえてむちで打った。

2 兵士たちは、茨で冠を編んでイエスの頭にかぶらせ、紫色の衣を着せた。

3 彼らはイエスに近寄り、「ユダヤ人の王様、万歳」と言って、顔を平手でたたいた。

4 ピラトは、再び外に出て来て彼らに言った。「さあ、あの人をおまえたちのところに連れて来

る。そうすれば、私にはあの人に何の罪も見出せないことが、おまえたちに分かるだろう。」

5 イエスは、茨の冠と紫色の衣を着けて、出て来られた。ピラトは彼らに言った。「見よ、この

人だ。」

6 祭司長たちと下役たちはイエスを見ると、「十字架につけろ。十字架につけろ」と叫んだ。ピ

ラトは彼らに言った。「おまえたちがこの人を引き取り、十字架につけよ。私にはこの人に罪

を見出せない。」

7 ユダヤ人たちは彼に答えた。「私たちには律法があります。その律法によれば、この人は死に

当たります。自分を神の子としたのですから。」

8 ピラトは、このことばを聞くと、ますます恐れを覚えた。

9 そして、再び総督官邸に入り、イエスに「あなたはどこから来たのか」と言った。しかし、イ

エスは何もお答えにならなかった。

10 そこで、ピラトはイエスに言った。「私に話さないのか。私にはあなたを釈放する権威があ

り、十字架につける権威もあることを、知らないのか。」

11 イエスは答えられた。「上から与えられていなければ、あなたにはわたしに対して何の権威も

ありません。ですから、わたしをあなたに引き渡した者に、もっと大きな罪があるのです。」

12 ピラトはイエスを釈放しようと努力したが、ユダヤ人たちは激しく叫んだ。「この人を釈放す

るのなら、あなたはカエサルの友ではありません。自分を王とする者はみな、カエサルに背い

ています。」

13 ピラトは、これらのことばを聞いて、イエスを外に連れ出し、敷石、ヘブル語でガバタと呼ば

れる場所で、裁判の席に着いた。

14 その日は過越の備え日で、時はおよそ第六の時であった。ピラトはユダヤ人たちに言った。

「見よ、おまえたちの王だ。」

15 彼らは叫んだ。「除け、除け、十字架につけろ。」ピラトは言った。「おまえたちの王を私が

十字架につけるのか。」祭司長たちは答えた。「カエサルのほかには、私たちに王はありませ

ん。」

16 ピラトは、イエスを十字架につけるため彼らに引き渡した。 彼らはイエスを引き取った。

17 イエスは自分で十字架を負って、「どくろの場所」と呼ばれるところに出て行かれた。そこ

は、ヘブル語ではゴルゴタと呼ばれている。

18 彼らはその場所でイエスを十字架につけた。また、イエスを真ん中にして、こちら側とあちら

側に、ほかの二人の者を一緒に十字架につけた。



19 ピラトは罪状書きも書いて、十字架の上に掲げた。それには「ユダヤ人の王、ナザレ人イエ

ス」と書かれていた。

20 イエスが十字架につけられた場所は都に近かったので、多くのユダヤ人がこの罪状書きを読ん

だ。それはヘブル語、ラテン語、ギリシア語で書かれていた。

21 そこで、ユダヤ人の祭司長たちはピラトに、「ユダヤ人の王と書かないで、この者はユダヤ人

の王と自称したと書いてください」と言った。

22 ピラトは答えた。「私が書いたものは、書いたままにしておけ。」

23 さて、兵士たちはイエスを十字架につけると、その衣を取って四つに分け、各自に一つずつ渡

るようにした。また下着も取ったが、それは上から全部一つに織った、縫い目のないものであ

った。

24 そのため、彼らは互いに言った。「これは裂かないで、だれの物になるか、くじを引こう。」

これは、 「彼らは私の衣服を分け合い、 私の衣をくじ引きにします」 とある聖書が成就する

ためであった。それで、兵士たちはそのように行った。

25 イエスの十字架のそばには、イエスの母とその姉妹、そしてクロパの妻マリアとマグダラのマ

リアが立っていた。

26 イエスは、母とそばに立っている愛する弟子を見て、母に「女の方、ご覧なさい。あなたの息

子です」と言われた。

27 それから、その弟子に「ご覧なさい。あなたの母です」と言われた。その時から、この弟子は

彼女を自分のところに引き取った。

28 それから、イエスはすべてのことが完了したのを知ると、聖書が成就するために、「わたしは

渇く」と言われた。

29 酸いぶどう酒がいっぱい入った器がそこに置いてあったので、兵士たちは、酸いぶどう酒を含

んだ海綿をヒソプの枝に付けて、イエスの口もとに差し出した。

30 イエスは酸いぶどう酒を受けると、「完了した」と言われた。そして、頭を垂れて霊をお渡し

になった。

31 その日は備え日であり、翌日の安息日は大いなる日であったので、ユダヤ人たちは、安息日に

死体が十字架の上に残らないようにするため、その脚を折って取り降ろしてほしいとピラトに

願い出た。

32 そこで、兵士たちが来て、イエスと一緒に十字架につけられた一人目の者と、もう一人の者の

脚を折った。

33 イエスのところに来ると、すでに死んでいるのが分かったので、その脚を折らなかった。

34 しかし兵士の一人は、イエスの脇腹を槍で突き刺した。すると、すぐに血と水が出て来た。

35 これを目撃した者が証ししている。それは、あなたがたも信じるようになるためである。その

証しは真実であり、その人は自分が真実を話していることを知っている。

36 これらのことが起こったのは、「彼の骨は、一つも折られることはない」とある聖書が成就す

るためであり、

37 また聖書の別のところで、「彼らは自分たちが突き刺した方を仰ぎ見る」と言われているから

である。

38 その後で、イエスの弟子であったが、ユダヤ人を恐れてそれを隠していたアリマタヤのヨセフ

が、イエスのからだを取り降ろすことをピラトに願い出た。ピラトは許可を与えた。そこで彼



はやって来て、イエスのからだを取り降ろした。

39 以前、夜イエスのところに来たニコデモも、没薬と沈香を混ぜ合わせたものを、百リトラほど

持ってやって来た。

40 彼らはイエスのからだを取り、ユダヤ人の埋葬の習慣にしたがって、香料と一緒に亜麻布で巻

いた。

41 イエスが十字架につけられた場所には園があり、そこに、まだだれも葬られたことのない新し

い墓があった。

42 その日はユダヤ人の備え日であり、その墓が近かったので、彼らはそこにイエスを納めた。

第20章

1 さて、週の初めの日、朝早くまだ暗いうちに、マグダラのマリアは墓にやって来て、墓から石

が取りのけられているのを見た。

2 それで、走って、シモン・ペテロと、イエスが愛されたもう一人の弟子のところに行って、こ

う言った。「だれかが墓から主を取って行きました。どこに主を置いたのか、私たちには分か

りません。」

3 そこで、ペテロともう一人の弟子は外に出て、墓へ行った。

4 二人は一緒に走ったが、もう一人の弟子がペテロよりも速かったので、先に墓に着いた。

5 そして、身をかがめると、亜麻布が置いてあるのが見えたが、中に入らなかった。

6 彼に続いてシモン・ペテロも来て、墓に入り、亜麻布が置いてあるのを見た。

7 イエスの頭を包んでいた布は亜麻布と一緒にはなく、離れたところに丸めてあった。

8 そのとき、先に墓に着いたもう一人の弟子も入って来た。そして見て、信じた。

9 彼らは、イエスが死人の中からよみがえらなければならないという聖書を、まだ理解していな

かった。

10 それで、弟子たちは再び自分たちのところに帰って行った。

11 一方、マリアは墓の外にたたずんで泣いていた。そして、泣きながら、からだをかがめて墓の

中をのぞき込んだ。

12 すると、白い衣を着た二人の御使いが、イエスのからだが置かれていた場所に、一人は頭のと

ころに、一人は足のところに座っているのが見えた。

13 彼らはマリアに言った。「女の方、なぜ泣いているのですか。」彼女は言った。「だれかが私

の主を取って行きました。どこに主を置いたのか、私には分かりません。」

14 彼女はこう言ってから、うしろを振り向いた。そして、イエスが立っておられるのを見たが、

それがイエスであることが分からなかった。

15 イエスは彼女に言われた。「なぜ泣いているのですか。だれを捜しているのですか。」彼女

は、彼が園の管理人だと思って言った。「あなたがあの方を運び去ったのでしたら、どこに置

いたのか教えてください。私が引き取ります。」

16 イエスは彼女に言われた。「マリア。」彼女は振り向いて、ヘブル語で「ラボニ」、すなわち

「先生」とイエスに言った。

17 イエスは彼女に言われた。「わたしにすがりついていてはいけません。わたしはまだ父のもと

に上っていないのです。わたしの兄弟たちのところに行って、『わたしは、わたしの父であ



り、あなたがたの父である方、わたしの神であり、あなたがたの神である方のもとに上る』と

伝えなさい。」

18 マグダラのマリアは行って、弟子たちに「私は主を見ました」と言い、主が自分にこれらのこ

とを話されたと伝えた。

19 その日、すなわち週の初めの日の夕方、弟子たちがいたところでは、ユダヤ人を恐れて戸に鍵

がかけられていた。すると、イエスが来て彼らの真ん中に立ち、こう言われた。「平安があな

たがたにあるように。」

20 こう言って、イエスは手と脇腹を彼らに示された。弟子たちは主を見て喜んだ。

21 イエスは再び彼らに言われた。「平安があなたがたにあるように。父がわたしを遣わされたよ

うに、わたしもあなたがたを遣わします。」

22 こう言ってから、彼らに息を吹きかけて言われた。「聖霊を受けなさい。

23 あなたがたがだれかの罪を赦すなら、その人の罪は赦されます。赦さずに残すなら、そのまま

残ります。」

24 十二弟子の一人で、デドモと呼ばれるトマスは、イエスが来られたとき、彼らと一緒にいなか

った。

25 そこで、ほかの弟子たちは彼に「私たちは主を見た」と言った。しかし、トマスは彼らに「私

は、その手に釘の跡を見て、釘の跡に指を入れ、その脇腹に手を入れてみなければ、決して信

じません」と言った。

26 八日後、弟子たちは再び家の中におり、トマスも彼らと一緒にいた。戸には鍵がかけられてい

たが、イエスがやって来て、彼らの真ん中に立ち、「平安があなたがたにあるように」と言わ

れた。

27 それから、トマスに言われた。「あなたの指をここに当てて、わたしの手を見なさい。手を伸

ばして、わたしの脇腹に入れなさい。信じない者ではなく、信じる者になりなさい。」

28 トマスはイエスに答えた。「私の主、私の神よ。」

29 イエスは彼に言われた。「あなたはわたしを見たから信じたのですか。見ないで信じる人たち

は幸いです。」

30 イエスは弟子たちの前で、ほかにも多くのしるしを行われたが、それらはこの書には書かれて

いない。

31 これらのことが書かれたのは、イエスが神の子キリストであることを、あなたがたが信じるた

めであり、また信じて、イエスの名によっていのちを得るためである。

第21章

1 その後、イエスはティベリア湖畔で、再び弟子たちにご自分を現された。現された次第はこう

であった。

2 シモン・ペテロ、デドモと呼ばれるトマス、ガリラヤのカナ出身のナタナエル、ゼベダイの子

たち、そして、ほかに二人の弟子が同じところにいた。

3 シモン・ペテロが彼らに「私は漁に行く」と言った。すると、彼らは「私たちも一緒に行く」

と言った。彼らは出て行って、小舟に乗り込んだが、その夜は何も捕れなかった。

4 夜が明け始めていたころ、イエスは岸辺に立たれた。けれども弟子たちには、イエスであるこ

とが分からなかった。



5 イエスは彼らに言われた。「子どもたちよ、食べる魚がありませんね。」彼らは答えた。「あ

りません。」

6 イエスは彼らに言われた。「舟の右側に網を打ちなさい。そうすれば捕れます。」そこで、彼

らは網を打った。すると、おびただしい数の魚のために、もはや彼らには網を引き上げること

ができなかった。

7 それで、イエスが愛されたあの弟子が、ペテロに「主だ」と言った。シモン・ペテロは「主

だ」と聞くと、裸に近かったので上着をまとい、湖に飛び込んだ。

8 一方、ほかの弟子たちは、魚の入った網を引いて小舟で戻って行った。陸地から遠くなく、二

百ペキスほどの距離だったからである。

9 こうして彼らが陸地に上がると、そこには炭火がおこされていて、その上には魚があり、また

パンがあるのが見えた。

10 イエスは彼らに「今捕った魚を何匹か持って来なさい」と言われた。

11 シモン・ペテロは舟に乗って、網を陸地に引き上げた。網は百五十三匹の大きな魚でいっぱい

であった。それほど多かったのに、網は破れていなかった。

12 イエスは彼らに言われた。「さあ、朝の食事をしなさい。」弟子たちは、主であることを知っ

ていたので、だれも「あなたはどなたですか」とあえて尋ねはしなかった。

13 イエスは来てパンを取り、彼らにお与えになった。また、魚も同じようにされた。

14 イエスが死人の中からよみがえって、弟子たちにご自分を現されたのは、これですでに三度目

である。

15 彼らが食事を済ませたとき、イエスはシモン・ペテロに言われた。「ヨハネの子シモン。あな

たは、この人たちが愛する以上に、わたしを愛していますか。」ペテロは答えた。「はい、主

よ。私があなたを愛していることは、あなたがご存じです。」イエスは彼に言われた。「わた

しの子羊を飼いなさい。」

16 イエスは再び彼に「ヨハネの子シモン。あなたはわたしを愛していますか」と言われた。ペテ

ロは答えた。「はい、主よ。私があなたを愛していることは、あなたがご存じです。」イエス

は彼に言われた。「わたしの羊を牧しなさい。」

17 イエスは三度目もペテロに、「ヨハネの子シモン。あなたはわたしを愛していますか」と言わ

れた。ペテロは、イエスが三度目も「あなたはわたしを愛していますか」と言われたので、心

を痛めてイエスに言った。「主よ、あなたはすべてをご存じです。あなたは、私があなたを愛

していることを知っておられます。」イエスは彼に言われた。「わたしの羊を飼いなさい。

18 まことに、まことに、あなたに言います。あなたは若いときには、自分で帯をして、自分の望

むところを歩きました。しかし年をとると、あなたは両手を伸ばし、ほかの人があなたに帯を

して、望まないところに連れて行きます。」

19 イエスは、ペテロがどのような死に方で神の栄光を現すかを示すために、こう言われたのであ

る。こう話してから、ペテロに言われた。「わたしに従いなさい。」

20 ペテロは振り向いて、イエスが愛された弟子がついて来るのを見た。この弟子は、夕食の席で

イエスの胸元に寄りかかり、「主よ、あなたを裏切るのはだれですか」と言った者である。

21 ペテロは彼を見て、「主よ、この人はどうなのですか」とイエスに言った。

22 イエスはペテロに言われた。「わたしが来るときまで彼が生きるように、わたしが望んだとし

ても、あなたに何の関わりがありますか。あなたは、わたしに従いなさい。」



23 それで、その弟子は死なないという話が兄弟たちの間に広まった。しかし、イエスはペテロ

に、その弟子は死なないと言われたのではなく、「わたしが来るときまで彼が生きるように、

わたしが望んだとしても、あなたに何の関わりがありますか」と言われたのである。

24 これらのことについて証しし、これらのことを書いた者は、その弟子である。私たちは、彼の

証しが真実であることを知っている。

25 イエスが行われたことは、ほかにもたくさんある。その一つ一つを書き記すなら、世界もその

書かれた書物を収められないと、私は思う。



使徒の働き

Acts

第1章

1 テオフィロ様。私は前の書で、イエスが行い始め、また教え始められたすべてのことについて

書き記しました。

2 それは、お選びになった使徒たちに聖霊によって命じた後、天に上げられた日までのことでし

た。

3 イエスは苦しみを受けた後、数多くの確かな証拠をもって、ご自分が生きていることを使徒た

ちに示された。四十日にわたって彼らに現れ、神の国のことを語られた。

4 使徒たちと一緒にいるとき、イエスは彼らにこう命じられた。「エルサレムを離れないで、わ

たしから聞いた父の約束を待ちなさい。

5 ヨハネは水でバプテスマを授けましたが、あなたがたは間もなく、聖霊によるバプテスマを授

けられるからです。」

6 そこで使徒たちは、一緒に集まったとき、イエスに尋ねた。「主よ。イスラエルのために国を

再興してくださるのは、この時なのですか。」

7 イエスは彼らに言われた。「いつとか、どんな時とかいうことは、あなたがたの知るところで

はありません。それは、父がご自分の権威をもって定めておられることです。

8 しかし、聖霊があなたがたの上に臨むとき、あなたがたは力を受けます。そして、エルサレ

ム、ユダヤとサマリアの全土、さらに地の果てまで、わたしの証人となります。」

9 こう言ってから、イエスは使徒たちが見ている間に上げられた。そして雲がイエスを包み、彼

らの目には見えなくなった。

10 イエスが上って行かれるとき、使徒たちは天を見つめていた。すると見よ、白い衣を着た二人

の人が、彼らのそばに立っていた。

11 そしてこう言った。「ガリラヤの人たち、どうして天を見上げて立っているのですか。あなた

がたを離れて天に上げられたこのイエスは、天に上って行くのをあなたがたが見たのと同じ有

様で、またおいでになります。」

12 そこで、使徒たちはオリーブという山からエルサレムに帰った。この山はエルサレムに近く、

安息日に歩くことが許される道のりのところにあった。

13 彼らは町に入ると、泊まっている屋上の部屋に上がった。この人たちは、ペテロとヨハネとヤ

コブとアンデレ、ピリポとトマス、バルトロマイとマタイ、アルパヨの子ヤコブと熱心党員シ

モンとヤコブの子ユダであった。

14 彼らはみな、女たちとイエスの母マリア、およびイエスの兄弟たちとともに、いつも心を一つ

にして祈っていた。

15 そのころ、百二十人ほどの人々が一つになって集まっていたが、ペテロがこれらの兄弟たちの

中に立って、こう言った。

16 「兄弟たち。イエスを捕らえた者たちを手引きしたユダについては、聖霊がダビデの口を通し

て前もって語った聖書のことばが、成就しなければなりませんでした。

17 ユダは私たちの仲間として数えられていて、その務めを割り当てられていました。



18 （このユダは、不義の報酬で地所を手に入れたが、真っ逆さまに落ちて、からだが真っ二つに

裂け、はらわたがすべて飛び出してしまった。

19 このことは、エルサレムの全住民に知れ渡り、その地所は彼らの国のことばでアケルダマ、す

なわち『血の地所』と呼ばれるようになっていた。）

20 詩篇にはこう書いてあります。 『彼の宿営が荒れ果て、 そこから住む者が絶えますよう

に。』 また、 『彼の務めは、ほかの人が取るように。』

21 ですから、主イエスが私たちと一緒に生活しておられた間、

22 すなわち、ヨハネのバプテスマから始まって、私たちを離れて天に上げられた日までの間、い

つも私たちと行動をともにした人たちの中から、だれか一人が、私たちとともにイエスの復活

の証人とならなければなりません。」

23 そこで彼らは、バルサバと呼ばれ、別名をユストというヨセフと、マッティアの二人を立て

た。

24 そしてこう祈った。「すべての人の心をご存じである主よ。この二人のうち、あなたがお選び

になった一人をお示しください。

25 ユダが自分の場所へ行くために離れてしまった、この奉仕の場、使徒職に就くためです。」

26 そして、二人のためにくじを引くと、くじはマッティアに当たったので、彼が十一人の使徒た

ちの仲間に加えられた。

第2章

1 五旬節の日になって、皆が同じ場所に集まっていた。

2 すると天から突然、激しい風が吹いて来たような響きが起こり、彼らが座っていた家全体に響

き渡った。

3 また、炎のような舌が分かれて現れ、一人ひとりの上にとどまった。

4 すると皆が聖霊に満たされ、御霊が語らせるままに、他国のいろいろなことばで話し始めた。

5 さて、エルサレムには、敬虔なユダヤ人たちが、天下のあらゆる国々から来て住んでいたが、

6 この物音がしたため、大勢の人々が集まって来た。彼らは、それぞれ自分の国のことばで弟子

たちが話すのを聞いて、呆気にとられてしまった。

7 彼らは驚き、不思議に思って言った。「見なさい。話しているこの人たちはみな、ガリラヤの

人ではないか。

8 それなのに、私たちそれぞれが生まれた国のことばで話を聞くとは、いったいどうしたこと

か。

9 私たちは、パルティア人、メディア人、エラム人、またメソポタミア、ユダヤ、カパドキア、

ポントスとアジア、

10 フリュギアとパンフィリア、エジプト、クレネに近いリビア地方などに住む者、また滞在中の

ローマ人で、

11 ユダヤ人もいれば改宗者もいる。またクレタ人とアラビア人もいる。それなのに、あの人たち

が、私たちのことばで神の大きなみわざを語るのを聞くとは。」

12 人々はみな驚き当惑して、「いったい、これはどうしたことか」と言い合った。

13 だが、「彼らは新しいぶどう酒に酔っているのだ」と言って、嘲る者たちもいた。



14 ペテロは十一人とともに立って、声を張り上げ、人々に語りかけた。「ユダヤの皆さん、なら

びにエルサレムに住むすべての皆さん、あなたがたにこのことを知っていただきたい。私のこ

とばに耳を傾けていただきたい。

15 今は朝の九時ですから、この人たちは、あなたがたが思っているように酔っているのではあり

ません。

16 これは、預言者ヨエルによって語られたことです。

17 『神は言われる。 終わりの日に、わたしは すべての人にわたしの霊を注ぐ。 あなたがたの息

子や娘は預言し、 青年は幻を見、老人は夢を見る。

18 その日わたしは、 わたしのしもべにも、はしためにも、 わたしの霊を注ぐ。 すると彼らは預

言する。

19 また、わたしは上は天に不思議を、 下は地にしるしを現れさせる。 それは血と火と立ち上る

煙。

20 主の大いなる輝かしい日が来る前に、 太陽は闇に、月は血に変わる。

21 しかし、主の御名を呼び求める者は みな救われる。』

22 イスラエルの皆さん、これらのことばを聞いてください。神はナザレ人イエスによって、あな

たがたの間で力あるわざと不思議としるしを行い、それによって、あなたがたにこの方を証し

されました。それは、あなたがた自身がご承知のことです。

23 神が定めた計画と神の予知によって引き渡されたこのイエスを、あなたがたは律法を持たない

人々の手によって十字架につけて殺したのです。

24 しかし神は、イエスを死の苦しみから解き放って、よみがえらせました。この方が死につなが

れていることなど、あり得なかったからです。

25 ダビデは、この方について次のように言っています。 『私はいつも、主を前にしています。

主が私の右におられるので、 私は揺るがされることはありません。

26 それゆえ、私の心は喜び、 私の舌は喜びにあふれます。 私の身も、望みの中に住まいます。

27 あなたは、私のたましいをよみに捨て置かず、 あなたにある敬虔な者に 滅びをお見せになら

ないからです。

28 あなたは私に、 いのちの道を知らせてくださいます。 あなたの御前で、 私を喜びで満たして

くださいます。』

29 兄弟たち。父祖ダビデについては、あなたがたに確信をもって言うことができます。彼は死ん

で葬られ、その墓は今日に至るまで私たちの間にあります。

30 彼は預言者でしたから、自分の子孫の一人を自分の王座に就かせると、神が誓われたことを知

っていました。

31 それで、後のことを予見し、キリストの復活について、『彼はよみに捨て置かれず、そのから

だは朽ちて滅びることがない』と語ったのです。

32 このイエスを、神はよみがえらせました。私たちはみな、そのことの証人です。

33 ですから、神の右に上げられたイエスが、約束された聖霊を御父から受けて、今あなたがたが

目にし、耳にしている聖霊を注いでくださったのです。

34 ダビデが天に上ったのではありません。彼自身こう言っています。 『主は、私の主に言われ

た。 あなたは、わたしの右の座に着いていなさい。

35 わたしがあなたの敵を あなたの足台とするまで。』



36 ですから、イスラエルの全家は、このことをはっきりと知らなければなりません。神が今や主

ともキリストともされたこのイエスを、あなたがたは十字架につけたのです。」

37 人々はこれを聞いて心を刺され、ペテロとほかの使徒たちに、「兄弟たち、私たちはどうした

らよいでしょうか」と言った。

38 そこで、ペテロは彼らに言った。「それぞれ罪を赦していただくために、悔い改めて、イエ

ス・キリストの名によってバプテスマを受けなさい。そうすれば、賜物として聖霊を受けま

す。

39 この約束は、あなたがたに、あなたがたの子どもたちに、そして遠くにいるすべての人々に、

すなわち、私たちの神である主が召される人ならだれにでも、与えられているのです。」

40 ペテロは、ほかにも多くのことばをもって証しをし、「この曲がった時代から救われなさい」

と言って、彼らに勧めた。

41 彼のことばを受け入れた人々はバプテスマを受けた。その日、三千人ほどが仲間に加えられ

た。

42 彼らはいつも、使徒たちの教えを守り、交わりを持ち、パンを裂き、祈りをしていた。

43 すべての人に恐れが生じ、使徒たちによって多くの不思議としるしが行われていた。

44 信者となった人々はみな一つになって、一切の物を共有し、

45 財産や所有物を売っては、それぞれの必要に応じて、皆に分配していた。

46 そして、毎日心を一つにして宮に集まり、家々でパンを裂き、喜びと真心をもって食事をとも

にし、

47 神を賛美し、民全体から好意を持たれていた。主は毎日、救われる人々を加えて一つにしてく

ださった。

第3章

1 ペテロとヨハネは、午後三時の祈りの時間に宮に上って行った。

2 すると、生まれつき足の不自由な人が運ばれて来た。この人は、宮に入る人たちから施しを求

めるために、毎日「美しの門」と呼ばれる宮の門に置いてもらっていた。

3 彼は、ペテロとヨハネが宮に入ろうとするのを見て、施しを求めた。

4 ペテロは、ヨハネとともにその人を見つめて、「私たちを見なさい」と言った。

5 彼は何かもらえると期待して、二人に目を注いだ。

6 すると、ペテロは言った。「金銀は私にはない。しかし、私にあるものをあげよう。ナザレの

イエス・キリストの名によって立ち上がり、歩きなさい。」

7 そして彼の右手を取って立たせた。するとたちまち、彼の足とくるぶしが強くなり、

8 躍り上がって立ち、歩き出した。そして、歩いたり飛び跳ねたりしながら、神を賛美しつつ二

人と一緒に宮に入って行った。

9 人々はみな、彼が歩きながら神を賛美しているのを見た。

10 そしてそれが、宮の美しの門のところで施しを求めて座っていた人だと分かると、彼の身に起

こったことに、ものも言えないほど驚いた。

11 この人がペテロとヨハネにつきまとっているうちに、非常に驚いた人々がみな、「ソロモンの

回廊」と呼ばれる場所にいた彼らのところに、一斉に駆け寄って来た。



12 これを見たペテロは、人々に向かって言った。「イスラエルの皆さん、どうしてこのことに驚

いているのですか。どうして、私たちが自分の力や敬虔さによって彼を歩かせたかのように、

私たちを見つめるのですか。

13 アブラハム、イサク、ヤコブの神、すなわち私たちの父祖たちの神は、そのしもべイエスに栄

光をお与えになりました。あなたがたはこの方を引き渡し、ピラトが釈放すると決めたのに、

その面前でこの方を拒みました。

14 あなたがたは、この聖なる正しい方を拒んで、人殺しの男を赦免するように要求し、

15 いのちの君を殺したのです。しかし、神はこのイエスを死者の中からよみがえらせました。私

たちはそのことの証人です。

16 このイエスの名が、その名を信じる信仰のゆえに、あなたがたが今見て知っているこの人を強

くしました。イエスによって与えられる信仰が、この人を皆さんの前で、このとおり完全なか

らだにしたのです。

17 さて兄弟たち。あなたがたが、自分たちの指導者たちと同様に、無知のためにあのような行い

をしたことを、私は知っています。

18 しかし神は、すべての預言者たちの口を通してあらかじめ告げておられたこと、すなわち、キ

リストの受難をこのように実現されました。

19 ですから、悔い改めて神に立ち返りなさい。そうすれば、あなたがたの罪はぬぐい去られま

す。

20 そうして、主の御前から回復の時が来て、あなたがたのためにあらかじめキリストとして定め

られていたイエスを、主は遣わしてくださいます。

21 このイエスは、神が昔からその聖なる預言者たちの口を通して語られた、万物が改まる時ま

で、天にとどまっていなければなりません。

22 モーセはこう言いました。『あなたがたの神、主は、あなたがたの同胞の中から、私のような

一人の預言者をあなたがたのために起こされる。彼があなたがたに告げることすべてに聞き従

わなければならない。

23 その預言者に聞き従わない者はだれでも、自分の民から断ち切られる。』

24 また、サムエルをはじめ、彼に続いて語った預言者たちもみな、今の時について告げ知らせま

した。

25 あなたがたは預言者たちの子であり、契約の子です。この契約は、神がアブラハムに『あなた

の子孫によって、地のすべての民族は祝福を受けるようになる』と言って、あなたがたの父祖

たちと結ばれたものです。

26 神はまず、そのしもべを立てて、あなたがたに遣わされました。その方が、あなたがた一人ひ

とりを悪から立ち返らせて、祝福にあずからせてくださるのです。」

第4章

1 ペテロとヨハネが民に話していると、祭司たち、宮の守衛長、サドカイ人たちが二人のところ

にやって来た。

2 彼らは、二人が民を教え、イエスを例にあげて死者の中からの復活を宣べ伝えていることに苛

立ち、



3 二人に手をかけて捕らえた。そして、翌日まで留置することにした。すでに夕方だったからで

ある。

4 しかし、話を聞いた人々のうち大勢が信じ、男の数が五千人ほどになった。

5 翌日、民の指導者たち、長老たち、律法学者たちは、エルサレムに集まった。

6 大祭司アンナス、カヤパ、ヨハネ、アレクサンドロと、大祭司の一族もみな出席した。

7 彼らは二人を真ん中に立たせて、「おまえたちは何の権威によって、また、だれの名によって

あのようなことをしたのか」と尋問した。

8 そのとき、ペテロは聖霊に満たされて、彼らに言った。「民の指導者たち、ならびに長老の

方々。

9 私たちが今日取り調べを受けているのが、一人の病人に対する良いわざと、その人が何によっ

て癒やされたのかということのためなら、

10 皆さんも、またイスラエルのすべての民も、知っていただきたい。この人が治ってあなたがた

の前に立っているのは、あなたがたが十字架につけ、神が死者の中からよみがえらせたナザレ

人イエス・キリストの名によることです。

11 『あなたがた家を建てる者たちに捨てられた石、それが要の石となった』というのは、この方

のことです。

12 この方以外には、だれによっても救いはありません。天の下でこの御名のほかに、私たちが救

われるべき名は人間に与えられていないからです。」

13 彼らはペテロとヨハネの大胆さを見、また二人が無学な普通の人であるのを知って驚いた。ま

た、二人がイエスとともにいたのだということも分かってきた。

14 そして、癒やされた人が二人と一緒に立っているのを見ては、返すことばもなかった。

15 彼らは二人に議場の外に出るように命じ、協議して言った。

16 「あの者たちをどうしようか。あの者たちによって著しいしるしが行われたことは、エルサレ

ムのすべての住民に知れ渡っていて、われわれはそれを否定しようもない。

17 しかし、これ以上民の間に広まらないように、今後だれにもこの名によって語ってはならな

い、と彼らを脅しておこう。」

18 そこで、彼らは二人を呼んで、イエスの名によって語ることも教えることも、いっさいしては

ならないと命じた。

19 しかし、ペテロとヨハネは彼らに答えた。「神に聞き従うよりも、あなたがたに聞き従うほう

が、神の御前に正しいかどうか、判断してください。

20 私たちは、自分たちが見たことや聞いたことを話さないわけにはいきません。」

21 そこで彼らは、二人をさらに脅したうえで釈放した。それは、皆の者がこの出来事のゆえに神

をあがめていたので、人々の手前、二人を罰する術がなかったからである。

22 このしるしによって癒やされた人は、四十歳を過ぎていた。

23 さて、釈放された二人は仲間のところに行き、祭司長たちや長老たちが彼らに言ったことを残

らず報告した。

24 これを聞いた人々は心を一つにして、神に向かって声をあげた。「主よ。あなたは天と地と

海、またそれらの中のすべてのものを造られた方です。

25 あなたは聖霊によって、あなたのしもべであり私たちの父であるダビデの口を通して、こう言

われました。 『なぜ、異邦人たちは騒ぎ立ち、 もろもろの国民はむなしいことを企むのか。



26 地の王たちは立ち構え、 君主たちは相ともに集まるのか、 主と、主に油注がれた者に対し

て。』

27 事実、ヘロデとポンティオ・ピラトは、異邦人たちやイスラエルの民とともに、あなたが油を

注がれた、あなたの聖なるしもべイエスに逆らってこの都に集まり、

28 あなたの御手とご計画によって、起こるように前もって定められていたことすべてを行いまし

た。

29 主よ。今、彼らの脅かしをご覧になって、しもべたちにあなたのみことばを大胆に語らせてく

ださい。

30 また、御手を伸ばし、あなたの聖なるしもべイエスの名によって、癒やしとしるしと不思議を

行わせてください。」

31 彼らが祈り終えると、集まっていた場所が揺れ動き、一同は聖霊に満たされ、神のことばを大

胆に語り出した。

32 さて、信じた大勢の人々は心と思いを一つにして、だれ一人自分が所有しているものを自分の

ものと言わず、すべてを共有していた。

33 使徒たちは、主イエスの復活を大きな力をもって証しし、大きな恵みが彼ら全員の上にあっ

た。

34 彼らの中には、一人も乏しい者がいなかった。地所や家を所有している者はみな、それを売

り、その代金を持って来て、

35 使徒たちの足もとに置いた。その金が、必要に応じてそれぞれに分け与えられたのであった。

36 キプロス生まれのレビ人で、使徒たちにバルナバ（訳すと、慰めの子）と呼ばれていたヨセフ

も、

37 所有していた畑を売り、その代金を持って来て、使徒たちの足もとに置いた。

第5章

1 ところが、アナニアという人は、妻のサッピラとともに土地を売り、

2 妻も承知のうえで、代金の一部を自分のために取っておき、一部だけを持って来て、使徒たち

の足もとに置いた。

3 すると、ペテロは言った。「アナニア。なぜあなたはサタンに心を奪われて聖霊を欺き、地所

の代金の一部を自分のために取っておいたのか。

4 売らないでおけば、あなたのものであり、売った後でも、あなたの自由になったではないか。

どうして、このようなことを企んだのか。あなたは人を欺いたのではなく、神を欺いたの

だ。」

5 このことばを聞くと、アナニアは倒れて息が絶えた。これを聞いたすべての人たちに、大きな

恐れが生じた。

6 若者たちは立ち上がって彼のからだを包み、運び出して葬った。

7 さて、三時間ほどたって、アナニアの妻がこの出来事を知らずに入って来た。

8 ペテロは彼女に言った。「あなたがたは地所をこの値段で売ったのか。私に言いなさい。」彼

女は「はい、その値段です」と言った。

9 そこでペテロは彼女に言った。「なぜあなたがたは、心を合わせて主の御霊を試みたのか。見

なさい。あなたの夫を葬った人たちの足が戸口まで来ている。彼らがあなたを運び出すことに



なる。」

10 すると、即座に彼女はペテロの足もとに倒れて、息絶えた。入って来た若者たちは、彼女が死

んでいるのを見て運び出し、夫のそばに葬った。

11 そして、教会全体と、このことを聞いたすべての人たちに、大きな恐れが生じた。

12 さて、使徒たちの手により、多くのしるしと不思議が人々の間で行われた。皆は心を一つにし

てソロモンの回廊にいた。

13 ほかの人たちはだれもあえて彼らの仲間に加わろうとはしなかったが、民は彼らを尊敬してい

た。

14 そして、主を信じる者たちはますます増え、男も女も大勢になった。

15 そしてついには、病人を大通りへ運び出し、寝台や寝床の上に寝かせて、ペテロが通りかかる

ときには、せめてその影だけでも、病人のだれかにかかるようにするほどになった。

16 また、エルサレム付近の町々から大勢の人が、病人や、汚れた霊に苦しめられている人々を連

れて集まって来た。その人々はみな癒やされた。

17 そこで、大祭司とその仲間たち、すなわちサドカイ派の者たちはみな、ねたみに燃えて立ち上

がり、

18 使徒たちに手をかけて捕らえ、彼らを公の留置場に入れた。

19 ところが、夜、主の使いが牢の戸を開け、彼らを連れ出し、

20 「行って宮の中に立ち、人々にこのいのちのことばをすべて語りなさい」と言った。

21 彼らはこれを聞くと、夜明けごろ宮に入って教え始めた。一方、大祭司とその仲間たちは集ま

って、最高法院、すなわちイスラエルの子らの全長老会を召集し、使徒たちを引き出して来さ

せるために、人を牢獄に遣わした。

22 ところが、下役たちが行ってみると、牢の中に彼らはいなかった。それで引き返して、こう報

告した。

23 「牢獄は完全に鍵がかかっていて、番人たちが戸口に立っていました。しかし、開けてみる

と、中にはだれもいませんでした。」

24 宮の守衛長や祭司長たちは、このことばを聞くと、いったいどうなることかと、使徒たちのこ

とで当惑した。

25 そこへ、ある人がやって来て、「ご覧ください。あなたがたが牢に入れた者たちが、宮の中に

立って人々を教えています」と告げた。

26 そこで、宮の守衛長は下役たちと一緒に出て行き、使徒たちを連れて来たが、手荒なことはし

なかった。人々に石で打たれるのを恐れたのである。

27 彼らが使徒たちを連れて来て最高法院の中に立たせると、大祭司は使徒たちを尋問した。

28 「あの名によって教えてはならないと厳しく命じておいたではないか。それなのに、何という

ことだ。おまえたちはエルサレム中に自分たちの教えを広めてしまった。そして、あの人の血

の責任をわれわれに負わせようとしている。」

29 しかし、ペテロと使徒たちは答えた。「人に従うより、神に従うべきです。

30 私たちの父祖の神は、あなたがたが木にかけて殺したイエスを、よみがえらせました。

31 神は、イスラエルを悔い改めさせ、罪の赦しを与えるために、このイエスを導き手、また救い

主として、ご自分の右に上げられました。



32 私たちはこれらのことの証人です。神がご自分に従う者たちにお与えになった聖霊も証人で

す。」

33 これを聞いて、彼らは怒り狂い、使徒たちを殺そうと考えた。

34 ところが、民全体に尊敬されている律法の教師で、ガマリエルというパリサイ人が議場に立

ち、使徒たちをしばらく外に出すように命じ、

35 それから議員たちに向かってこう言った。「イスラエルの皆さん、この者たちをどう扱うか、

よく気をつけてください。

36 先ごろテウダが立ち上がって、自分を何か偉い者のように言い、彼に従った男の数が四百人ほ

どになりました。しかし彼は殺され、従った者たちはみな散らされて、跡形もなくなりまし

た。

37 彼の後、住民登録の時に、ガリラヤ人のユダが立ち上がり、民をそそのかして反乱を起こしま

したが、彼も滅び、彼に従った者たちもみな散らされてしまいました。

38 そこで今、私はあなたがたに申し上げたい。この者たちから手を引き、放っておきなさい。も

しその計画や行動が人間から出たものなら、自滅するでしょう。

39 しかし、もしそれが神から出たものなら、彼らを滅ぼすことはできないでしょう。もしかする

と、あなたがたは神に敵対する者になってしまいます。」議員たちは彼の意見に従い、

40 使徒たちを呼び入れて、むちで打ち、イエスの名によって語ってはならないと命じたうえで、

釈放した。

41 使徒たちは、御名のために辱められるに値する者とされたことを喜びながら、最高法院から出

て行った。

42 そして毎日、宮や家々でイエスがキリストであると教え、宣べ伝えることをやめなかった。

第6章

1 そのころ、弟子の数が増えるにつれて、ギリシア語を使うユダヤ人たちから、ヘブル語を使う

ユダヤ人たちに対して苦情が出た。彼らのうちのやもめたちが、毎日の配給においてなおざり

にされていたからである。

2 そこで、十二人は弟子たち全員を呼び集めてこう言った。「私たちが神のことばを後回しにし

て、食卓のことに仕えるのは良くありません。

3 そこで、兄弟たち。あなたがたの中から、御霊と知恵に満ちた、評判の良い人たちを七人選び

なさい。その人たちにこの務めを任せることにして、

4 私たちは祈りと、みことばの奉仕に専念します。」

5 この提案を一同はみな喜んで受け入れた。そして彼らは、信仰と聖霊に満ちた人ステパノ、お

よびピリポ、プロコロ、ニカノル、ティモン、パルメナ、そしてアンティオキアの改宗者ニコ

ラオを選び、

6 この人たちを使徒たちの前に立たせた。使徒たちは祈って、彼らの上に手を置いた。

7 こうして、神のことばはますます広まっていき、エルサレムで弟子の数が非常に増えていっ

た。また、祭司たちが大勢、次々と信仰に入った。

8 さて、ステパノは恵みと力に満ち、人々の間で大いなる不思議としるしを行っていた。

9 ところが、リベルテンと呼ばれる会堂に属する人々、クレネ人、アレクサンドリア人、またキ

リキアやアジアから来た人々が立ち上がって、ステパノと議論した。



10 しかし、彼が語るときの知恵と御霊に対抗することはできなかった。

11 そこで、彼らはある人たちをそそのかして、「私たちは、彼がモーセと神を冒瀆することばを

語るのを聞いた」と言わせた。

12 また、民衆と長老たちと律法学者たちを扇動し、ステパノを襲って捕らえ、最高法院に引いて

行った。

13 そして偽りの証人たちを立てて言わせた。「この人は、この聖なる所と律法に逆らうことばを

語るのをやめません。

14 『あのナザレ人イエスは、この聖なる所を壊し、モーセが私たちに伝えた慣習を変える』と彼

が言うのを、私たちは聞きました。」

15 最高法院で席に着いていた人々が、みなステパノに目を注ぐと、彼の顔は御使いの顔のように

見えた。

第7章

1 大祭司は、「そのとおりなのか」と尋ねた。

2 するとステパノは言った。「兄弟ならびに父である皆さん、聞いてください。私たちの父アブ

ラハムがハランに住む以前、まだメソポタミアにいたとき、栄光の神が彼に現れ、

3 『あなたの土地、あなたの親族を離れて、わたしが示す地へ行きなさい』と言われました。

4 そこで、アブラハムはカルデア人の地を出て、ハランに住みました。そして父の死後、神はそ

こから彼を、今あなたがたが住んでいるこの地に移されましたが、

5 ここでは、足の踏み場となる土地さえも、相続財産として彼にお与えになりませんでした。し

かし神は、まだ子がいなかった彼に対して、この地を彼とその後の子孫に所有地として与える

ことを約束されました。

6 また、神は次のように言われました。『彼の子孫は他国の地で寄留者となり、四百年の間、奴

隷となって苦しめられる。』

7 また、神は言われました。『彼らが奴隷として仕えるその国民を、わたしはさばく。それから

彼らは出て来て、この場所でわたしに仕えるようになる。』

8 そして、神はアブラハムに割礼の契約を与えられました。こうして、アブラハムはイサクを生

み、八日目にその子に割礼を施しました。それからイサクはヤコブを、ヤコブは十二人の族長

たちを生みました。

9 族長たちはヨセフをねたんで、彼をエジプトに売りとばしました。しかし、神は彼とともにお

られ、

10 あらゆる苦難から彼を救い出し、エジプト王ファラオの前で恵みと知恵を与えられたので、フ

ァラオは彼をエジプトと王の全家を治める高官に任じました。

11 すると、エジプトとカナンの全地に飢饉が起こり、大きな苦難が襲って来たので、私たちの父

祖たちは食べ物を手に入れることができなくなりました。

12 しかし、ヤコブはエジプトに穀物があると聞いて、まず私たちの父祖たちを遣わしました。

13 二度目のとき、ヨセフは兄弟たちに自分のことを打ち明け、ヨセフの家族のことがファラオに

明らかになりました。

14 そこで、ヨセフは人を遣わして、自分の父ヤコブと七十五人の親族全員を呼び寄せました。

15 こうして、ヤコブはエジプトに下り、そこで彼も私たちの父祖たちも死にました。



16 彼らはシェケムに運ばれ、かつてアブラハムがいくらかの銀でシェケムのハモルの子らから買

っておいた墓に、葬られました。

17 さて、神がアブラハムになされた約束の時が近づくにしたがい、民はエジプトで大いに数が増

え、

18 ヨセフのことを知らない別の王がエジプトに起こる時まで続きました。

19 この王は、私たちの同胞に対して策略をめぐらし、私たちの先祖たちを苦しめて幼子を捨てさ

せ、生かしておけないようにしました。

20 モーセが生まれたのは、このような時でした。彼は神の目にかなった、かわいい子で、三か月

の間、父の家で育てられましたが、

21 ついに捨てられたのをファラオの娘が拾い上げ、自分の子として育てました。

22 モーセは、エジプト人のあらゆる学問を教え込まれ、ことばにも行いにも力がありました。

23 モーセが四十歳になったとき、自分の同胞であるイスラエルの子らを顧みる思いが、その心に

起こりました。

24 そして、同胞の一人が虐待されているのを見て、その人をかばい、エジプト人を打ち殺して、

ひどい目にあっていた人のために仕返しをしました。

25 モーセは、自分の手によって神が同胞に救いを与えようとしておられることを、皆が理解して

くれるものと思っていましたが、彼らは理解しませんでした。

26 翌日、モーセは同胞たちが争っているところに現れ、和解させようとして言いました。『あな

たがたは兄弟だ。どうして互いに傷つけ合うのか。』

27 すると、隣人を傷つけていた者が、モーセを押しのけながら言いました。『だれがおまえを、

指導者やさばき人として私たちの上に任命したのか。

28 昨日エジプト人を殺したように、私も殺すつもりか。』

29 このことばを聞いたモーセは逃げて、ミディアンの地で寄留者となり、そこで男の子を二人も

うけました。

30 四十年たったとき、シナイ山の荒野において、柴の茂みの燃える炎の中で、御使いがモーセに

現れました。

31 その光景を見たモーセは驚き、それをよく見ようとして近寄ったところ、主の御声が聞こえま

した。

32 『わたしは、あなたの父祖たちの神、アブラハム、イサク、ヤコブの神である。』モーセは震

え上がり、あえて見ようとはしませんでした。

33 すると、主は彼にこう言われました。『あなたの履き物を脱げ。あなたの立っている場所は聖

なる地である。

34 わたしは、エジプトにいるわたしの民の苦しみを確かに見た。また彼らのうめきを聞いた。だ

から、彼らを救い出すために下って来たのだ。今、行け。わたしは、あなたをエジプトに遣わ

す。』

35 『だれがおまえを、指導者やさばき人として任命したのか』と言って人々が拒んだこのモーセ

を、神は、柴の茂みの中で彼に現れた御使いの手によって、指導者また解放者として遣わされ

たのです。

36 この人が人々を導き出し、エジプトの地で、紅海で、また四十年の間荒野で、不思議としるし

を行いました。



37 このモーセが、イスラエルの子らにこう言ったのです。『神は、あなたがたの同胞の中から、

私のような一人の預言者をあなたがたのために起こされる。』

38 また、モーセは、シナイ山で彼に語った御使いや私たちの先祖たちとともに、荒野の集会にい

て、私たちに与えるための生きたみことばを授かりました。

39 ところが私たちの先祖たちは、彼に従うことを好まず、かえって彼を退け、エジプトをなつか

しく思って、

40 アロンに言いました。『われわれに先立って行く神々を、われわれのために造ってほしい。わ

れわれをエジプトの地から導き出した、あのモーセがどうなったのか、分からないから。』

41 彼らが子牛を造ったのはそのころで、彼らはこの偶像にいけにえを献げ、自分たちの手で造っ

た物を楽しんでいました。

42 そこで、神は彼らに背を向け、彼らが天の万象に仕えるに任せられました。預言者たちの書に

書いてあるとおりです。 『イスラエルの家よ。あなたがたは 荒野にいた四十年の間に、 いけ

にえとささげ物を、 わたしのところに携えて来たことがあったか。

43 あなたがたは、モレクの幕屋と 神ライパンの星を担いでいた。 それらは、あなたがたが拝む

ために 造った像ではないか。 わたしはあなたがたを、 バビロンのかなたへ捕らえ移す。』

44 私たちの先祖たちのためには、荒野にあかしの幕屋がありました。それは、見たとおりの形に

造れとモーセに言われた方の命令どおりのものでした。

45 私たちの先祖たちは、この幕屋を受け継いで、神が自分たちの前から追い払ってくださった異

邦の民の所有地に、ヨシュアとともにそれを運び入れ、ダビデの時代に至りました。

46 ダビデは神の前に恵みをいただき、ヤコブの家のために、幕屋のとどまるところを求めまし

た。

47 そして、ソロモンが神のために家を建てました。

48 しかし、いと高き方は、手で造った家にはお住みになりません。預言者が語っているとおりで

す。

49 『天はわたしの王座、 地はわたしの足台。 あなたがたは、わたしのために どのような家を建

てようとするのか。 ──主のことば── わたしの安息の場は、いったいどこにあるのか。

50 これらすべては、 わたしの手が造ったものではないか。』

51 うなじを固くする、心と耳に割礼を受けていない人たち。あなたがたは、いつも聖霊に逆らっ

ています。あなたがたの先祖たちが逆らったように、あなたがたもそうしているのです。

52 あなたがたの先祖たちが迫害しなかった預言者が、だれかいたでしょうか。彼らは、正しい方

が来られることを前もって告げた人たちを殺しましたが、今はあなたがたが、この正しい方を

裏切る者、殺す者となりました。

53 あなたがたは御使いたちを通して律法を受けたのに、それを守らなかったのです。」

54 人々はこれを聞いて、はらわたが煮え返る思いで、ステパノに向かって歯ぎしりしていた。

55 しかし、聖霊に満たされ、じっと天を見つめていたステパノは、神の栄光と神の右に立ってお

られるイエスを見て、

56 「見なさい。天が開けて、人の子が神の右に立っておられるのが見えます」と言った。

57 人々は大声で叫びながら、耳をおおい、一斉にステパノに向かって殺到した。

58 そして彼を町の外に追い出して、石を投げつけた。証人たちは、自分たちの上着をサウロとい

う青年の足もとに置いた。



59 こうして彼らがステパノに石を投げつけていると、ステパノは主を呼んで言った。「主イエス

よ、私の霊をお受けください。」

60 そして、ひざまずいて大声で叫んだ。「主よ、この罪を彼らに負わせないでください。」こう

言って、彼は眠りについた。

第8章

1 サウロは、ステパノを殺すことに賛成していた。 その日、エルサレムの教会に対する激しい

迫害が起こり、使徒たち以外はみな、ユダヤとサマリアの諸地方に散らされた。

2 敬虔な人たちはステパノを葬り、彼のためにたいへん悲しんだ。

3 サウロは家から家に押し入って、教会を荒らし、男も女も引きずり出して、牢に入れた。

4 散らされた人たちは、みことばの福音を伝えながら巡り歩いた。

5 ピリポはサマリアの町に下って行き、人々にキリストを宣べ伝えた。

6 群衆はピリポの話を聞き、彼が行っていたしるしを見て、彼が語ることに、そろって関心を抱

くようになった。

7 汚れた霊につかれた多くの人たちから、その霊が大声で叫びながら出て行き、中風の人や足の

不自由な人が数多く癒やされたからである。

8 その町には、大きな喜びがあった。

9 ところで、以前からその町にはシモンという名の人がいた。彼は魔術を行ってサマリアの人々

を驚かせ、自分は偉大な者だと話していた。

10 小さい者から大きい者まで、すべての人々が彼に関心を抱き、「この人こそ、『大能』と呼ば

れる、神の力だ」と言っていた。

11 人々が彼に関心を抱いていたのは、長い間その魔術に驚かされていたからであった。

12 しかし人々は、ピリポが神の国とイエス・キリストの名について宣べ伝えたことを信じて、男

も女もバプテスマを受けた。

13 シモン自身も信じてバプテスマを受けると、いつもピリポにつき従って、しるしと大いなる奇

跡が行われるのを見ては驚いていた。

14 エルサレムにいる使徒たちは、サマリアの人々が神のことばを受け入れたと聞いて、ペテロと

ヨハネを彼らのところに遣わした。

15 二人は下って行って、彼らが聖霊を受けるように祈った。

16 彼らは主イエスの名によってバプテスマを受けていただけで、聖霊はまだ、彼らのうちのだれ

にも下っていなかったからであった。

17 そこで二人が彼らの上に手を置くと、彼らは聖霊を受けた。

18 シモンは、使徒たちが手を置くことで御霊が与えられるのを見て、使徒たちのところに金を持

って来て、

19 「私が手を置く者がだれでも聖霊を受けられるように、その権威を私にも下さい」と言った。

20 しかし、ペテロは彼に言った。「おまえの金は、おまえとともに滅びるがよい。おまえが金で

神の賜物を手に入れようと思っているからだ。

21 おまえは、このことに何の関係もないし、あずかることもできない。おまえの心が神の前に正

しくないからだ。



22 だから、この悪事を悔い改めて、主に祈れ。もしかしたら、心に抱いた思いが赦されるかもし

れない。

23 おまえが苦い悪意と、不義の束縛の中にいることが、私には見えるのだ。」

24 シモンは答えた。「あなたがたが言ったことが何一つ私の身に起こらないように、私のために

主に祈ってください。」

25 こうして、使徒たちは証しをし、主のことばを語った後、エルサレムに戻って行った。彼らは

サマリア人の多くの村で福音を宣べ伝えた。

26 さて、主の使いがピリポに言った。「立って南へ行き、エルサレムからガザに下る道に出なさ

い。」そこは荒野である。

27 そこで、ピリポは立って出かけた。すると見よ。そこに、エチオピア人の女王カンダケの高官

で、女王の全財産を管理していた宦官のエチオピア人がいた。彼は礼拝のためエルサレムに上

り、

28 帰る途中であった。彼は馬車に乗って、預言者イザヤの書を読んでいた。

29 御霊がピリポに「近寄って、あの馬車と一緒に行きなさい」と言われた。

30 そこでピリポが走って行くと、預言者イザヤの書を読んでいるのが聞こえたので、「あなた

は、読んでいることが分かりますか」と言った。

31 するとその人は、「導いてくれる人がいなければ、どうして分かるでしょうか」と答えた。そ

して、馬車に乗って一緒に座るよう、ピリポに頼んだ。

32 彼が読んでいた聖書の箇所には、こうあった。 「屠り場に引かれて行く羊のように、 毛を刈

る者の前で黙っている子羊のように、 彼は口を開かない。

33 彼は卑しめられ、さばきは行われなかった。 彼の時代のことを、だれが語れるだろう。 彼の

いのちは地上から取り去られたのである。」

34 宦官はピリポに向かって言った。「お尋ねしますが、預言者はだれについてこう言っているの

ですか。自分についてですか。それとも、だれかほかの人についてですか。」

35 ピリポは口を開き、この聖書の箇所から始めて、イエスの福音を彼に伝えた。

36 道を進んで行くうちに、水のある場所に来たので、宦官は言った。「見てください。水があり

ます。私がバプテスマを受けるのに、何か妨げがあるでしょうか。」

38 そして、馬車を止めるように命じた。ピリポと宦官は二人とも水の中に降りて行き、ピリポが

宦官にバプテスマを授けた。

39 二人が水から上がって来たとき、主の霊がピリポを連れ去られた。宦官はもはやピリポを見る

ことはなかったが、喜びながら帰って行った。

40 それからピリポはアゾトに現れた。そして、すべての町を通って福音を宣べ伝え、カイサリア

に行った。

第9章

1 さて、サウロはなおも主の弟子たちを脅かして殺害しようと息巻き、大祭司のところに行っ

て、

2 ダマスコの諸会堂宛ての手紙を求めた。それは、この道の者であれば男でも女でも見つけ出

し、縛り上げてエルサレムに引いて来るためであった。



3 ところが、サウロが道を進んでダマスコの近くまで来たとき、突然、天からの光が彼の周りを

照らした。

4 彼は地に倒れて、自分に語りかける声を聞いた。「サウロ、サウロ、なぜわたしを迫害するの

か。」

5 彼が「主よ、あなたはどなたですか」と言うと、答えがあった。「わたしは、あなたが迫害し

ているイエスである。

6 立ち上がって、町に入りなさい。そうすれば、あなたがしなければならないことが告げられ

る。」

7 同行していた人たちは、声は聞こえてもだれも見えないので、ものも言えずに立っていた。

8 サウロは地面から立ち上がった。しかし、目を開けていたものの、何も見えなかった。それで

人々は彼の手を引いて、ダマスコに連れて行った。

9 彼は三日間、目が見えず、食べることも飲むこともしなかった。

10 さて、ダマスコにアナニアという名の弟子がいた。主が幻の中で「アナニアよ」と言われたの

で、彼は「主よ、ここにおります」と答えた。

11 すると、主はこう言われた。「立って、『まっすぐ』と呼ばれる通りに行き、ユダの家にいる

サウロという名のタルソ人を訪ねなさい。彼はそこで祈っています。

12 彼は幻の中で、アナニアという名の人が入って来て、自分の上に手を置き、再び見えるように

してくれるのを見たのです。」

13 しかし、アナニアは答えた。「主よ。私は多くの人たちから、この人がエルサレムで、あなた

の聖徒たちにどんなにひどいことをしたかを聞きました。

14 彼はここでも、あなたの名を呼ぶ者たちをみな捕縛する権限を、祭司長たちから与えられてい

ます。」

15 しかし、主はアナニアに言われた。「行きなさい。あの人はわたしの名を、異邦人、王たち、

イスラエルの子らの前に運ぶ、わたしの選びの器です。

16 彼がわたしの名のためにどんなに苦しまなければならないかを、わたしは彼に示します。」

17 そこでアナニアは出かけて行って、その家に入り、サウロの上に手を置いて言った。「兄弟サ

ウロ。あなたが来る途中であなたに現れた主イエスが、私を遣わされました。あなたが再び見

えるようになり、聖霊に満たされるためです。」

18 するとただちに、サウロの目から鱗のような物が落ちて、目が見えるようになった。そこで、

彼は立ち上がってバプテスマを受け、

19 食事をして元気になった。 サウロは数日の間、ダマスコの弟子たちとともにいて、

20 ただちに諸会堂で、「この方こそ神の子です」とイエスのことを宣べ伝え始めた。

21 これを聞いた人々はみな驚いて言った。「この人はエルサレムで、この名を呼ぶ人たちを滅ぼ

した者ではないか。ここへやって来たのも、彼らを縛って、祭司長たちのところへ引いて行く

ためではなかったか。」

22 しかし、サウロはますます力を増し、イエスがキリストであることを証明して、ダマスコに住

むユダヤ人たちをうろたえさせた。

23 かなりの日数がたち、ユダヤ人たちはサウロを殺す相談をしたが、

24 彼らの陰謀はサウロの知るところとなった。彼らはサウロを殺そうと、昼も夜も町の門を見張

っていた。



25 そこで、彼の弟子たちは夜の間に彼を連れ出し、籠に乗せて町の城壁伝いにつり降ろした。

26 エルサレムに着いて、サウロは弟子たちの仲間に入ろうと試みたが、みな、彼が弟子であると

は信じず、彼を恐れていた。

27 しかし、バルナバはサウロを引き受けて、使徒たちのところに連れて行き、彼がダマスコへ行

く途中で主を見た様子や、主が彼に語られたこと、また彼がダマスコでイエスの名によって大

胆に語った様子を彼らに説明した。

28 サウロはエルサレムで使徒たちと自由に行き来し、主の御名によって大胆に語った。

29 また、ギリシア語を使うユダヤ人たちと語ったり、論じたりしていたが、彼らはサウロを殺そ

うと狙っていた。

30 それを知った兄弟たちは、彼をカイサリアに連れて下り、タルソへ送り出した。

31 こうして、教会はユダヤ、ガリラヤ、サマリアの全地にわたり築き上げられて平安を得た。主

を恐れ、聖霊に励まされて前進し続け、信者の数が増えていった。

32 さて、ペテロがあらゆるところを巡回していたときのことであった。彼は、リダに住む聖徒た

ちのところにも下って行った。

33 そこで彼は、アイネアという名で、八年間床についている人に出会った。彼は中風であった。

34 ペテロは彼に言った。「アイネア、イエス・キリストがあなたを癒やしてくださいます。立ち

上がりなさい。そして自分で床を整えなさい。」すると、彼はただちに立ち上がった。

35 リダとシャロンに住む人々はみなアイネアを見て、主に立ち返った。

36 またヤッファに、その名をタビタ、ギリシア語に訳せばドルカスという女の弟子がいた。彼女

は多くの良いわざと施しをしていた。

37 ところが、そのころ彼女は病気になって死んだ。人々は遺体を洗って、屋上の部屋に安置し

た。

38 リダはヤッファに近かったので、ペテロがそこにいると聞いた弟子たちは、人を二人、彼のと

ころに遣わして、「私たちのところまで、すぐ来てください」と頼んだ。

39 そこで、ペテロは立って二人と一緒に出かけた。ペテロが到着すると、彼らはペテロを屋上の

部屋に案内した。やもめたちはみな彼のところに来て、泣きながら、ドルカスが一緒にいたこ

ろ作ってくれた下着や上着の数々を見せるのであった。

40 ペテロは皆を外に出し、ひざまずいて祈った。そして、遺体の方を向いて、「タビタ、起きな

さい」と言った。すると彼女は目を開け、ペテロを見て起き上がった。

41 そこで、ペテロは手を貸して彼女を立たせた。そして聖徒たちとやもめたちを呼んで、生きて

いる彼女を見せた。

42 このことがヤッファ中に知れ渡り、多くの人々が主を信じた。

43 ペテロはかなりの期間、ヤッファで、シモンという皮なめし職人のところに滞在した。

第10章

1 さて、カイサリアにコルネリウスという名の人がいた。イタリア隊という部隊の百人隊長であ

った。

2 彼は敬虔な人で、家族全員とともに神を恐れ、民に多くの施しをし、いつも神に祈りをささげ

ていた。



3 ある日の午後三時ごろ、彼は幻の中で、はっきりと神の御使いを見た。その御使いは彼のとこ

ろに来て、「コルネリウス」と呼びかけた。

4 彼は御使いを見つめていたが、恐ろしくなって言った。「主よ、何でしょうか。」すると御使

いは言った。「あなたの祈りと施しは神の御前に上って、覚えられています。

5 さあ今、ヤッファに人を遣わして、ペテロと呼ばれているシモンという人を招きなさい。

6 その人は、シモンという皮なめし職人のところに泊まっています。その家は海辺にありま

す。」

7 御使いが彼にこう語って立ち去ると、コルネリウスはしもべたちのうち二人と、彼の側近の部

下のうち敬虔な兵士一人を呼び、

8 すべてのことを説明して、彼らをヤッファに遣わした。

9 翌日、この人たちが旅を続けて、町の近くまで来たころ、ペテロは祈るために屋上に上った。

昼の十二時ごろであった。

10 彼は空腹を覚え、何か食べたいと思った。ところが、人々が食事の用意をしているうちに、彼

は夢心地になった。

11 すると天が開け、大きな敷布のような入れ物が、四隅をつるされて地上に降りて来るのが見え

た。

12 その中には、あらゆる四つ足の動物、地を這うもの、空の鳥がいた。

13 そして彼に、「ペテロよ、立ち上がり、屠って食べなさい」という声が聞こえた。

14 しかし、ペテロは言った。「主よ、そんなことはできません。私はまだ一度も、きよくない物

や汚れた物を食べたことがありません。」

15 すると、もう一度、声が聞こえた。「神がきよめた物を、あなたがきよくないと言ってはなら

ない。」

16 このようなことが三回あってから、すぐにその入れ物は天に引き上げられた。

17 ペテロが、今見た幻はいったいどういうことだろうか、と一人で思い惑っていると、なんと、

コルネリウスから遣わされた人たちがシモンの家を捜し当てて、その門口に立ち、

18 声をかけて、「ペテロと呼ばれているシモンはここに泊まっていますか」と尋ねていた。

19 ペテロは幻について思い巡らしていたが、御霊が彼に言われた。「見なさい。三人の人があな

たを訪ねて来ています。

20 さあ、下に降りて行き、ためらわずに彼らと一緒に行きなさい。わたしが彼らを遣わしたので

す。」

21 そこでペテロは、その人たちのところに降りて行って、言った。「あなたがたが探しているの

は、この私です。どんなご用でおいでになったのですか。」

22 すると、彼らは言った。「正しい人で、神を恐れ、ユダヤの民全体に評判が良い百人隊長コル

ネリウスが、あなたを自分の家に招いて、あなたから話を聞くようにと、聖なる御使いから示

されました。」

23 それでペテロは、彼らを迎え入れて泊まらせた。 翌日、ペテロは立って、彼らと一緒に出か

けた。ヤッファの兄弟たちも数人同行した。

24 そして次の日、ペテロはカイサリアに着いた。コルネリウスは、親族や親しい友人たちを呼び

集めて、彼らを待っていた。

25 ペテロが着くと、コルネリウスは迎えに出て、足もとにひれ伏して拝んだ。



26 するとペテロは彼を起こして、「お立ちください。私も同じ人間です」と言った。

27 そして、コルネリウスとことばを交わしながら家に入り、多くの人が集まっているのを見て、

28 その人たちにこう言った。「ご存じのとおり、ユダヤ人には、外国人と交わったり、外国人を

訪問したりすることは許されていません。ところが、神は私に、どんな人のことも、きよくな

い者であるとか汚れた者であるとか言ってはならないことを、示してくださいました。

29 それで、お招きを受けたとき、ためらうことなく来たのです。そこでお尋ねしますが、あなた

がたは、どういうわけで私をお招きになったのですか。」

30 すると、コルネリウスが言った。「四日前のこの時刻に、私が家で午後三時の祈りをしていま

すと、なんと、輝いた衣を着た人が私の前に立って、

31 こう言いました。『コルネリウス。あなたの祈りは聞き入れられ、あなたの施しは神の前に覚

えられています。

32 だから、ヤッファに人を送って、ペテロと呼ばれるシモンを招きなさい。この人は海辺にあ

る、皮なめし職人のシモンの家に泊まっています。』

33 それで、私はすぐにあなたのところに人を送ったのです。ようこそおいでくださいました。

今、私たちはみな、主があなたにお命じになったすべてのことを伺おうとして、神の御前に出

ております。」

34 そこで、ペテロは口を開いてこう言った。「これで私は、はっきり分かりました。神はえこひ

いきをする方ではなく、

35 どこの国の人であっても、神を恐れ、正義を行う人は、神に受け入れられます。

36 神は、イスラエルの子らにみことばを送り、イエス・キリストによって平和の福音を宣べ伝え

られました。このイエス・キリストはすべての人の主です。

37 あなたがたは、ヨハネが宣べ伝えたバプテスマの後、ガリラヤから始まって、ユダヤ全土に起

こった事柄をご存じです。

38 それは、ナザレのイエスのことです。神はこのイエスに聖霊と力によって油を注がれました。

イエスは巡り歩いて良いわざを行い、悪魔に虐げられている人たちをみな癒やされました。そ

れは神がイエスとともにおられたからです。

39 私たちは、イエスがユダヤ人の地とエルサレムで行われた、すべてのことの証人です。人々は

このイエスを木にかけて殺しましたが、

40 神はこの方を三日目によみがえらせ、現れさせてくださいました。

41 民全体にではなく、神によって前もって選ばれた証人である私たちに現れたのです。私たち

は、イエスが死者の中からよみがえられた後、一緒に食べたり飲んだりしました。

42 そしてイエスは、ご自分が、生きている者と死んだ者のさばき主として神が定めた方であるこ

とを、人々に宣べ伝え、証しするように、私たちに命じられました。

43 預言者たちもみなイエスについて、この方を信じる者はだれでも、その名によって罪の赦しが

受けられると、証ししています。」

44 ペテロがなおもこれらのことを話し続けていると、みことばを聞いていたすべての人々に、聖

霊が下った。

45 割礼を受けている信者で、ペテロと一緒に来た人たちは、異邦人にも聖霊の賜物が注がれたこ

とに驚いた。

46 彼らが異言を語り、神を賛美するのを聞いたからである。するとペテロは言った。



47 「この人たちが水でバプテスマを受けるのを、だれが妨げることができるでしょうか。私たち

と同じように聖霊を受けたのですから。」

48 ペテロはコルネリウスたちに命じて、イエス・キリストの名によってバプテスマを受けさせ

た。それから、彼らはペテロに願って、何日か滞在してもらった。

第11章

1 さて、使徒たちとユダヤにいる兄弟たちは、異邦人たちも神のことばを受け入れたことを耳に

した。

2 そこで、ペテロがエルサレムに上って来たとき、割礼を受けている者たちが、彼を非難して、

3 「あなたは割礼を受けていない者たちのところに行って、彼らと一緒に食事をした」と言っ

た。

4 そこで、ペテロは彼らに事の次第を順序立てて説明した。

5 「私はヤッファの町で祈っていました。すると、夢心地になり、幻を見ました。大きな敷布の

ような入れ物が、四隅をつり下げられ、天から降りて来て、私のところに届いたのです。

6 その中をよく見ると、地の四つ足の動物、獣、這うもの、空の鳥が見えました。

7 そして、『ペテロよ、さあ、屠って食べなさい』と言う声を聞きました。

8 しかし私は、『主よ、そんなことはできません。私は、きよくない物や汚れた物を、まだ一度

も口に入れたことがありません』と言いました。

9 すると、もう一度天から声が返って来ました。『神がきよめた物を、あなたがきよくないと言

ってはならない。』

10 このようなことが三回あって、すべての物が再び天に引き上げられました。

11 すると、なんとちょうどそのとき、三人の人が私たちがいた家の前に立っていたのです。カイ

サリアから私のところに遣わされた人たちでした。

12 そして御霊は私に、ためらわずにその人たちと一緒に行くように言われました。そこで、ここ

にいる六人の兄弟たちも同行して、私たちはその人の家に入りました。

13 すると、その人は、御使いが自分の家の中に立っているのを見たこと、そして次のように語っ

たことを私たちに話してくれました。『ヤッファに人を遣わして、ペテロと呼ばれるシモンを

招きなさい。

14 その人が、あなたとあなたの家の者たち全員を救うことばを、あなたに話してくれます。』

15 そこで、私が話し始めると、聖霊が初めに私たちの上に下ったのと同じように、彼らの上に下

ったのです。

16 私は主が、『ヨハネは水でバプテスマを授けたが、あなたがたは聖霊によるバプテスマを授け

られる』と言われたことばを思い起こしました。

17 ですから、神が、私たちが主イエス・キリストを信じたときに私たちに下さったのと同じ賜物

を、彼らにもお授けになったのなら、どうして私などが、神がなさることを妨げることができ

るでしょうか。」

18 人々はこれを聞いて沈黙した。そして「それでは神は、いのちに至る悔い改めを異邦人にもお

与えになったのだ」と言って、神をほめたたえた。

19 さて、ステパノのことから起こった迫害により散らされた人々は、フェニキア、キプロス、ア

ンティオキアまで進んで行ったが、ユダヤ人以外の人には、だれにもみことばを語らなかっ



た。

20 ところが、彼らの中にキプロス人とクレネ人が何人かいて、アンティオキアに来ると、ギリシ

ア語を話す人たちにも語りかけ、主イエスの福音を宣べ伝えた。

21 そして、主の御手が彼らとともにあったので、大勢の人が信じて主に立ち返った。

22 この知らせがエルサレムにある教会の耳に入ったので、彼らはバルナバをアンティオキアに遣

わした。

23 バルナバはそこに到着し、神の恵みを見て喜んだ。そして、心を堅く保っていつも主にとどま

っているようにと、皆を励ました。

24 彼は立派な人物で、聖霊と信仰に満ちている人であった。こうして、大勢の人たちが主に導か

れた。

25 それから、バルナバはサウロを捜しにタルソに行き、

26 彼を見つけて、アンティオキアに連れて来た。彼らは、まる一年の間教会に集い、大勢の人た

ちを教えた。弟子たちは、アンティオキアで初めて、キリスト者と呼ばれるようになった。

27 そのころ、預言者たちがエルサレムからアンティオキアに下って来た。

28 その中の一人で名をアガボという人が立って、世界中に大飢饉が起こると御霊によって預言

し、それがクラウディウス帝の時に起こった。

29 弟子たちは、それぞれの力に応じて、ユダヤに住んでいる兄弟たちに救援の物を送ることに決

めた。

30 彼らはそれを実行し、バルナバとサウロの手に託して長老たちに送った。

第12章

1 そのころ、ヘロデ王は、教会の中のある人たちを苦しめようとしてその手を伸ばし、

2 ヨハネの兄弟ヤコブを剣で殺した。

3 それがユダヤ人に喜ばれたのを見て、さらにペテロも捕らえにかかった。それは、種なしパン

の祭りの時期であった。

4 ヘロデはペテロを捕らえて牢に入れ、四人一組の兵士四組に引き渡して監視させた。過越の祭

りの後に、彼を民衆の前に引き出すつもりでいたのである。

5 こうしてペテロは牢に閉じ込められていたが、教会は彼のために、熱心な祈りを神にささげて

いた。

6 ヘロデが彼を引き出そうとしていた日の前夜、ペテロは二本の鎖につながれて、二人の兵士の

間で眠っていた。戸口では番兵たちが牢を監視していた。

7 すると見よ。主の使いがそばに立ち、牢の中を光が照らした。御使いはペテロの脇腹を突いて

彼を起こし、「急いで立ち上がりなさい」と言った。すると、鎖が彼の手から外れ落ちた。

8 御使いは彼に言った。「帯を締めて、履き物をはきなさい。」ペテロがそのとおりにすると、

御使いはまた言った。「上着を着て、私について来なさい。」

9 そこでペテロは外に出て、御使いについて行った。彼には御使いがしていることが現実とは思

えず、幻を見ているのだと思っていた。

10 彼らが、第一、第二の衛所を通り、町に通じる鉄の門まで来ると、門がひとりでに開いた。彼

らは外に出て、一つの通りを進んで行った。すると、すぐに御使いは彼から離れた。



11 そのとき、ペテロは我に返って言った。「今、本当のことが分かった。主が御使いを遣わし

て、ヘロデの手から、またユダヤの民のすべてのもくろみから、私を救い出してくださったの

だ。」

12 それが分かったので、ペテロは、マルコと呼ばれているヨハネの母マリアの家に行った。そこ

には多くの人々が集まって、祈っていた。

13 彼が門の戸をたたくと、ロデという名の召使いが応対に出て来た。

14 そして、ペテロの声だと分かると、喜びのあまり門を開けもせずに奥に駆け込み、ペテロが門

の前に立っていることを知らせた。

15 人々は彼女に「あなたは気が変になっている」と言ったが、彼女は本当だと言い張った。それ

で彼らは「それはペテロの御使いだ」と言った。

16 だが、ペテロは門をたたき続けていた。彼らが開けると、そこにペテロがいたので非常に驚い

た。

17 ペテロは静かにするように手で彼らを制してから、主がどのようにして自分を牢から救い出し

てくださったかを彼らに説明し、「このことをヤコブと兄弟たちに知らせてください」と言っ

た。そして、そこを出て、ほかの場所へ行った。

18 朝になると、ペテロはどうなったのかと、兵士たちの間で大変な騒ぎになった。

19 ヘロデはペテロを捜したが見つからないので、番兵たちを取り調べ、彼らを処刑するように命

じた。そしてユダヤからカイサリアに下って行き、そこに滞在した。

20 さて、ヘロデはツロとシドンの人々に対してひどく腹を立てていた。そこで、その人々はそろ

って王を訪ね、王の侍従ブラストに取り入って和解を願い出た。彼らの地方は王の国から食糧

を得ていたからである。

21 定められた日に、ヘロデは王服をまとって王座に着き、彼らに向かって演説をした。

22 集まった会衆は、「神の声だ。人間の声ではない」と叫び続けた。

23 すると、即座に主の使いがヘロデを打った。ヘロデが神に栄光を帰さなかったからである。彼

は虫に食われて、息絶えた。

24 神のことばはますます盛んになり、広まっていった。

25 エルサレムのための奉仕を果たしたバルナバとサウロは、マルコと呼ばれるヨハネを連れて、

戻って来た。

第13章

1 さて、アンティオキアには、そこにある教会に、バルナバ、ニゲルと呼ばれるシメオン、クレ

ネ人ルキオ、領主ヘロデの乳兄弟マナエン、サウロなどの預言者や教師がいた。

2 彼らが主を礼拝し、断食していると、聖霊が「さあ、わたしのためにバルナバとサウロを聖別

して、わたしが召した働きに就かせなさい」と言われた。

3 そこで彼らは断食して祈り、二人の上に手を置いてから送り出した。

4 二人は聖霊によって送り出され、セレウキアに下り、そこからキプロスに向けて船出し、

5 サラミスに着くとユダヤ人の諸会堂で神のことばを宣べ伝えた。彼らはヨハネも助手として連

れていた。

6 島全体を巡回してパポスまで行ったところ、ある魔術師に出会った。バルイエスという名のユ

ダヤ人で、偽預言者であった。



7 この男は、地方総督セルギウス・パウルスのもとにいた。この総督は賢明な人で、バルナバと

サウロを招いて神のことばを聞きたいと願った。

8 ところが、その魔術師エリマ（その名を訳すと、魔術師）は、二人に反対して総督を信仰から

遠ざけようとした。

9 すると、サウロ、別名パウロは、聖霊に満たされ、彼をにらみつけて、

10 こう言った。「ああ、あらゆる偽りとあらゆる悪事に満ちた者、悪魔の子、すべての正義の

敵、おまえは、主のまっすぐな道を曲げることをやめないのか。

11 見よ、主の御手が今、おまえの上にある。おまえは盲目になって、しばらくの間、日の光を見

ることができなくなる。」するとたちまち、かすみと闇が彼をおおったため、彼は手を引いて

くれる人を探し回った。

12 総督はこの出来事を見て、主の教えに驚嘆し、信仰に入った。

13 パウロの一行は、パポスから船出してパンフィリアのペルゲに渡ったが、ヨハネは一行から離

れて、エルサレムに帰ってしまった。

14 二人はペルゲから進んで、ピシディアのアンティオキアにやって来た。そして、安息日に会堂

に入って席に着いた。

15 律法と預言者たちの書の朗読があった後、会堂司たちは彼らのところに人を行かせて、こう言

った。「兄弟たち。あなたがたに、この人たちのために何か奨励のことばがあれば、お話しく

ださい。」

16 そこでパウロが立ち上がり、手振りで静かにさせてから言った。 「イスラエル人の皆さん、

ならびに神を恐れる方々、聞いてください。

17 この民イスラエルの神は、私たちの父祖たちを選び、民がエジプトの地に滞在していた間にこ

れを強大にし、御腕を高く上げて、彼らをその地から導き出してくださいました。

18 そして約四十年の間、荒野で彼らを耐え忍ばれ、

19 カナンの地で七つの異邦の民を滅ぼした後、その地を彼らに相続財産として与えられました。

20 約四百五十年の間のことでした。その後、預言者サムエルの時まで、神はさばきつかさたちを

与えられました。

21 それから彼らが王を求めたので、神は彼らにベニヤミン族の人、キシュの子サウルを四十年間

与えられました。

22 そしてサウルを退けた後、神は彼らのために王としてダビデを立て、彼について証しして言わ

れました。『わたしは、エッサイの子ダビデを見出した。彼はわたしの心にかなった者で、わ

たしが望むことをすべて成し遂げる。』

23 神は約束にしたがって、このダビデの子孫から、イスラエルに救い主イエスを送ってください

ました。

24 この方が来られる前に、ヨハネがイスラエルのすべての民に、悔い改めのバプテスマをあらか

じめ宣べ伝えました。

25 ヨハネは、その生涯を終えようとしたとき、こう言いました。『あなたがたは、私をだれだと

思っているのですか。私はその方ではありません。見なさい。その方は私の後から来られま

す。私には、その方の足の履き物のひもを解く値打ちもありません。』

26 アブラハムの子孫である兄弟たち、ならびに、あなたがたのうちの神を恐れる方々。この救い

のことばは、私たちに送られたのです。



27 エルサレムに住む人々とその指導者たちは、このイエスを認めず、また安息日ごとに読まれる

預言者たちのことばを理解せず、イエスを罪に定めて、預言を成就させました。

28 そして、死に値する罪が何も見出せなかったのに、イエスを殺すことをピラトに求めたので

す。

29 こうして、彼らはイエスについて書かれていることをすべて成し終えた後、イエスを木から降

ろして、墓に納めました。

30 しかし、神はイエスを死者の中からよみがえらせました。

31 イエスは、ご自分と一緒にガリラヤからエルサレムに上った人たちに、何日にもわたって現れ

ました。その人たちが今、この民に対してイエスの証人となっています。

32 私たちもあなたがたに、神が父祖たちに約束された福音を宣べ伝えています。

33 神はイエスをよみがえらせ、彼らの子孫である私たちにその約束を成就してくださいました。

詩篇の第二篇に、 『あなたはわたしの子。 わたしが今日、あなたを生んだ』 と書かれている

とおりです。

34 そして、神がイエスを死者の中からよみがえらせて、もはや朽ちて滅びることがない方とされ

たことについては、こう言っておられました。 『わたしはダビデへの確かで真実な約束を、

あなたがたに与える。』

35 ですから、ほかの箇所でもこう言っておられます。 『あなたは、あなたにある敬虔な者に 滅

びをお見せになりません。』

36 ダビデは、彼の生きた時代に神のみこころに仕えた後、死んで先祖たちの仲間に加えられ、朽

ちて滅びることになりました。

37 しかし、神がよみがえらせた方は、朽ちて滅びることがありませんでした。

38 ですから、兄弟たち、あなたがたに知っていただきたい。このイエスを通して罪の赦しが宣べ

伝えられているのです。また、モーセの律法を通しては義と認められることができなかったす

べてのことについて、

39 この方によって、信じる者はみな義と認められるのです。

40 ですから、預言者たちの書に言われているようなことが起こらないように、気をつけなさい。

41 『見よ、嘲る者たち。 驚け。そして消え去れ。 わたしが一つの事を あなたがたの時代に行う

からだ。 それは、だれかが告げても、 あなたがたには信じがたいことである。』」

42 二人が会堂を出るとき、人々は、次の安息日にも同じことについて話してくれるように頼ん

だ。

43 会堂の集会が終わってからも、多くのユダヤ人と神を敬う改宗者たちがパウロとバルナバにつ

いて来たので、二人は彼らと語り合い、神の恵みにとどまるように説得した。

44 次の安息日には、ほぼ町中の人々が、主のことばを聞くために集まって来た。

45 しかし、この群衆を見たユダヤ人たちはねたみに燃え、パウロが語ることに反対し、口汚くの

のしった。

46 そこで、パウロとバルナバは大胆に語った。「神のことばは、まずあなたがたに語られなけれ

ばなりませんでした。しかし、あなたがたはそれを拒んで、自分自身を永遠のいのちにふさわ

しくない者にしています。ですから、見なさい、私たちはこれから異邦人たちの方に向かいま

す。



47 主が私たちに、こう命じておられるからです。 『わたしはあなたを異邦人の光とし、 地の果

てにまで救いをもたらす者とする。』」

48 異邦人たちはこれを聞いて喜び、主のことばを賛美した。そして、永遠のいのちにあずかるよ

うに定められていた人たちはみな、信仰に入った。

49 こうして主のことばは、この地方全体に広まった。

50 ところが、ユダヤ人たちは、神を敬う貴婦人たちや町のおもだった人たちを扇動して、パウロ

とバルナバを迫害させ、二人をその地方から追い出した。

51 二人は彼らに対して足のちりを払い落として、イコニオンに行った。

52 弟子たちは喜びと聖霊に満たされていた。

第14章

1 イコニオンでも、同じことが起こった。二人がユダヤ人の会堂に入って話をすると、ユダヤ人

もギリシア人も大勢の人々が信じた。

2 ところが、信じようとしないユダヤ人たちは、異邦人たちを扇動して、兄弟たちに対して悪意

を抱かせた。

3 それでも、二人は長く滞在し、主によって大胆に語った。主は彼らの手によってしるしと不思

議を行わせ、その恵みのことばを証しされた。

4 すると、町の人々は二派に分かれ、一方はユダヤ人の側に、もう一方は使徒たちの側につい

た。

5 異邦人とユダヤ人が彼らの指導者たちと一緒になり、二人を辱めて石打ちにしようと企てたと

き、

6 二人はそれを知って、リカオニアの町であるリステラとデルベ、およびその付近の地方に難を

避け、

7 そこで福音の宣教を続けた。

8 さてリステラで、足の不自由な人が座っていた。彼は生まれつき足が動かず、これまで一度も

歩いたことがなかった。

9 彼はパウロの話すことに耳を傾けていた。パウロは彼をじっと見つめ、癒やされるにふさわし

い信仰があるのを見て、

10 大声で「自分の足で、まっすぐに立ちなさい」と言った。すると彼は飛び上がり、歩き出し

た。

11 群衆はパウロが行ったことを見て、声を張り上げ、リカオニア語で「神々が人間の姿をとっ

て、私たちのところにお下りになった」と言った。

12 そして、バルナバをゼウスと呼び、パウロがおもに話す人だったことから、パウロをヘルメス

と呼んだ。

13 すると、町の入り口にあるゼウス神殿の祭司が、雄牛数頭と花輪を門のところに持って来て、

群衆と一緒にいけにえを献げようとした。

14 これを聞いた使徒たち、バルナバとパウロは、衣を裂いて群衆の中に飛び込んで行き、叫ん

だ。

15 「皆さん、どうしてこんなことをするのですか。私たちもあなたがたと同じ人間です。そし

て、あなたがたがこのような空しいことから離れて、天と地と海、またそれらの中のすべての



ものを造られた生ける神に立ち返るように、福音を宣べ伝えているのです。

16 神は、過ぎ去った時代には、あらゆる国の人々がそれぞれ自分の道を歩むままにしておられま

した。

17 それでも、ご自分を証ししないでおられたのではありません。あなたがたに天からの雨と実り

の季節を与え、食物と喜びであなたがたの心を満たすなど、恵みを施しておられたのです。」

18 こう言って二人は、群衆が自分たちにいけにえを献げるのを、かろうじてやめさせた。

19 ところが、アンティオキアとイコニオンからユダヤ人たちがやって来て、群衆を抱き込み、パ

ウロを石打ちにした。彼らはパウロが死んだものと思って、町の外に引きずり出した。

20 しかし、弟子たちがパウロを囲んでいると、彼は立ち上がって町に入って行った。そして翌

日、バルナバとともにデルベに向かった。

21 二人はこの町で福音を宣べ伝え、多くの人々を弟子としてから、リステラ、イコニオン、アン

ティオキアへと引き返して、

22 弟子たちの心を強め、信仰にしっかりとどまるように勧めて、「私たちは、神の国に入るため

に、多くの苦しみを経なければならない」と語った。

23 また、彼らのために教会ごとに長老たちを選び、断食して祈った後、彼らをその信じている主

にゆだねた。

24 二人はピシディアを通ってパンフィリアに着き、

25 ペルゲでみことばを語ってからアタリアに下り、

26 そこから船出してアンティオキアに帰った。そこは、二人が今回成し終えた働きのために、神

の恵みにゆだねられて送り出された所であった。

27 そこに着くと、彼らは教会の人々を集め、神が自分たちとともに行われたすべてのことと、異

邦人に信仰の門を開いてくださったことを報告した。

28 そして二人は、しばらくの間、弟子たちとともに過ごした。

第15章

1 さて、ある人々がユダヤから下って来て、兄弟たちに「モーセの慣習にしたがって割礼を受け

なければ、あなたがたは救われない」と教えていた。

2 それで、パウロやバルナバと彼らの間に激しい対立と論争が生じたので、パウロとバルナバ、

そのほかの何人かが、この問題について使徒たちや長老たちと話し合うために、エルサレムに

上ることになった。

3 こうして彼らは教会の人々に送り出され、フェニキアとサマリアを通って行った。道々、異邦

人の回心について詳しく伝えたので、すべての兄弟たちに大きな喜びをもたらした。

4 エルサレムに着くと、彼らは教会の人々と使徒たちと長老たちに迎えられた。それで、神が彼

らとともにいて行われたことをすべて報告した。

5 ところが、パリサイ派の者で信者になった人たちが立ち上がり、「異邦人にも割礼を受けさ

せ、モーセの律法を守るように命じるべきである」と言った。

6 そこで使徒たちと長老たちは、この問題について協議するために集まった。

7 多くの論争があった後、ペテロが立って彼らに言った。「兄弟たち。ご存じのとおり、神は以

前にあなたがたの中から私をお選びになり、異邦人が私の口から福音のことばを聞いて信じる

ようにされました。



8 そして、人の心をご存じである神は、私たちに与えられたのと同じように、異邦人にも聖霊を

与えて、彼らのために証しをされました。

9 私たちと彼らの間に何の差別もつけず、彼らの心を信仰によってきよめてくださったのです。

10 そうであるなら、なぜ今あなたがたは、私たちの先祖たちも私たちも負いきれなかったくびき

を、あの弟子たちの首に掛けて、神を試みるのですか。

11 私たちは、主イエスの恵みによって救われると信じていますが、あの人たちも同じなので

す。」

12 すると、全会衆は静かになった。そして、バルナバとパウロが、神が彼らを通して異邦人の間

で行われたしるしと不思議について話すのに、耳を傾けた。

13 二人が話し終えると、ヤコブが応じて言った。「兄弟たち、私の言うことを聞いてください。

14 神が初めに、どのように異邦人を顧みて、彼らの中から御名のために民をお召しになったかに

ついては、シメオンが説明しました。

15 預言者たちのことばもこれと一致していて、次のように書かれています。

16 『その後、わたしは 倒れているダビデの仮庵を再び建て直す。 その廃墟を建て直し、 それを

堅く立てる。

17 それは、人々のうちの残りの者と わたしの名で呼ばれるすべての異邦人が、 主を求めるよう

になるためだ。

18 ──昔から知らされていたこと、 それを行う主のことば。』

19 ですから、私の判断では、異邦人の間で神に立ち返る者たちを悩ませてはいけません。

20 ただ、偶像に供えて汚れたものと、淫らな行いと、絞め殺したものと、血とを避けるように、

彼らに書き送るべきです。

21 モーセの律法は、昔から町ごとに宣べ伝える者たちがいて、安息日ごとに諸会堂で読まれてい

るからです。」

22 そこで、使徒たちと長老たちは、全教会とともに、自分たちの中から人を選んで、パウロとバ

ルナバと一緒にアンティオキアに送ることに決めた。選ばれたのはバルサバと呼ばれるユダと

シラスで、兄弟たちの間で指導的な人であった。

23 彼らはこの人たちに託して、こう書き送った。「兄弟である使徒たちと長老たちは、アンティ

オキア、シリア、キリキアにいる異邦人の兄弟たちに、あいさつを送ります。

24 私たちは何も指示していないのに、私たちの中のある者たちが出て行って、いろいろなことを

言ってあなたがたを混乱させ、あなたがたの心を動揺させたと聞きました。

25 そこで私たちは人を選び、私たちの愛するバルナバとパウロと一緒に、あなたがたのところに

送ることを、全会一致で決めました。

26 私たちの主イエス・キリストの名のために、いのちを献げている、バルナバとパウロと一緒に

です。

27 こういうわけで、私たちはユダとシラスを遣わします。彼らは口頭で同じことを伝えるでしょ

う。

28 聖霊と私たちは、次の必要なことのほかには、あなたがたに、それ以上のどんな重荷も負わせ

ないことを決めました。

29 すなわち、偶像に供えたものと、血と、絞め殺したものと、淫らな行いを避けることです。こ

れらを避けていれば、それで結構です。祝福を祈ります。」



30 さて、一行は送り出されてアンティオキアに下り、教会の会衆を集めて手紙を手渡した。

31 人々はそれを読んで、その励ましのことばに喜んだ。

32 ユダもシラスも預言者であったので、多くのことばをもって兄弟たちを励まし、力づけた。

33 二人は、しばらく滞在した後、兄弟たちの平安のあいさつに送られて、自分たちを遣わした

人々のところに帰って行った。

35 パウロとバルナバはアンティオキアにとどまって、ほかの多くの人々とともに、主のことばを

教え、福音を宣べ伝えた。

36 それから数日後、パウロはバルナバに言った。「さあ、先に主のことばを宣べ伝えたすべての

町で、兄弟たちがどうしているか、また行って見て来ようではありませんか。」

37 バルナバは、マルコと呼ばれるヨハネを一緒に連れて行くつもりであった。

38 しかしパウロは、パンフィリアで一行から離れて働きに同行しなかった者は、連れて行かない

ほうがよいと考えた。

39 こうして激しい議論になり、その結果、互いに別行動をとることになった。バルナバはマルコ

を連れて、船でキプロスに渡って行き、

40 パウロはシラスを選び、兄弟たちから主の恵みにゆだねられて出発した。

41 そしてシリアおよびキリキアを通り、諸教会を力づけた。

第16章

1 それからパウロはデルベに、そしてリステラに行った。すると、そこにテモテという弟子がい

た。信者であるユダヤ人女性の子で、父親はギリシア人であった。

2 彼は、リステラとイコニオンの兄弟たちの間で評判の良い人であった。

3 パウロは、このテモテを連れて行きたかった。それで、その地方にいるユダヤ人たちのため

に、彼に割礼を受けさせた。彼の父親がギリシア人であることを、皆が知っていたからであ

る。

4 彼らは町々を巡り、エルサレムの使徒たちと長老たちが決めた規定を、守るべきものとして

人々に伝えた。

5 こうして諸教会は信仰を強められ、人数も日ごとに増えていった。

6 それから彼らは、アジアでみことばを語ることを聖霊によって禁じられたので、フリュギア・

ガラテヤの地方を通って行った。

7 こうしてミシアの近くまで来たとき、ビティニアに進もうとしたが、イエスの御霊がそれを許

されなかった。

8 それでミシアを通って、トロアスに下った。

9 その夜、パウロは幻を見た。一人のマケドニア人が立って、「マケドニアに渡って来て、私た

ちを助けてください」と懇願するのであった。

10 パウロがこの幻を見たとき、私たちはただちにマケドニアに渡ることにした。彼らに福音を宣

べ伝えるために、神が私たちを召しておられるのだと確信したからである。

11 私たちはトロアスから船出して、サモトラケに直航し、翌日ネアポリスに着いた。

12 そこからピリピに行った。この町はマケドニアのこの地方の主要な町で、植民都市であった。

私たちはこの町に数日滞在した。



13 そして安息日に、私たちは町の門の外に出て、祈り場があると思われた川岸に行き、そこに腰

を下ろして、集まって来た女たちに話をした。

14 リディアという名の女の人が聞いていた。ティアティラ市の紫布の商人で、神を敬う人であっ

た。主は彼女の心を開いて、パウロの語ることに心を留めるようにされた。

15 そして、彼女とその家族の者たちがバプテスマを受けたとき、彼女は「私が主を信じる者だと

お思いでしたら、私の家に来てお泊まりください」と懇願し、無理やり私たちにそうさせた。

16 さて、祈り場に行く途中のことであった。私たちは占いの霊につかれた若い女奴隷に出会っ

た。この女は占いをして、主人たちに多くの利益を得させていた。

17 彼女はパウロや私たちの後について来て、「この人たちは、いと高き神のしもべたちで、救い

の道をあなたがたに宣べ伝えています」と叫び続けた。

18 何日もこんなことをするので、困り果てたパウロは、振り向いてその霊に、「イエス・キリス

トの名によっておまえに命じる。この女から出て行け」と言った。すると、ただちに霊は出て

行った。

19 彼女の主人たちは、金儲けする望みがなくなったのを見て、パウロとシラスを捕らえ、広場の

役人たちのところに引き立てて行った。

20 そして、二人を長官たちの前に引き出して言った。「この者たちはユダヤ人で、私たちの町を

かき乱し、

21 ローマ人である私たちが、受け入れることも行うことも許されていない風習を宣伝しておりま

す。」

22 群衆も二人に反対して立ったので、長官たちは、彼らの衣をはぎ取ってむちで打つように命じ

た。

23 そして何度もむちで打たせてから二人を牢に入れ、看守に厳重に見張るように命じた。

24 この命令を受けた看守は、二人を奥の牢に入れ、足には木の足かせをはめた。

25 真夜中ごろ、パウロとシラスは祈りつつ、神を賛美する歌を歌っていた。ほかの囚人たちはそ

れに聞き入っていた。

26 すると突然、大きな地震が起こり、牢獄の土台が揺れ動き、たちまち扉が全部開いて、すべて

の囚人の鎖が外れてしまった。

27 目を覚ました看守は、牢の扉が開いているのを見て、囚人たちが逃げてしまったものと思い、

剣を抜いて自殺しようとした。

28 パウロは大声で「自害してはいけない。私たちはみなここにいる」と叫んだ。

29 看守は明かりを求めてから、牢の中に駆け込み、震えながらパウロとシラスの前にひれ伏し

た。

30 そして二人を外に連れ出して、「先生方。救われるためには、何をしなければなりませんか」

と言った。

31 二人は言った。「主イエスを信じなさい。そうすれば、あなたもあなたの家族も救われま

す。」

32 そして、彼と彼の家にいる者全員に、主のことばを語った。

33 看守はその夜、時を移さず二人を引き取り、打ち傷を洗った。そして、彼とその家の者全員

が、すぐにバプテスマを受けた。



34 それから二人を家に案内して、食事のもてなしをし、神を信じたことを全家族とともに心から

喜んだ。

35 夜が明けると、長官たちは警吏たちを遣わして、「あの者たちを釈放せよ」と言った。

36 そこで、看守はこのことばをパウロに伝えて、「長官たちが、あなたがたを釈放するように

と、使いをよこしました。さあ牢を出て、安心してお行きください」と言った。

37 しかし、パウロは警吏たちに言った。「長官たちは、ローマ市民である私たちを、有罪判決を

受けていないのに公衆の前でむち打ち、牢に入れました。それなのに、今ひそかに私たちを去

らせるのですか。それはいけない。彼ら自身が来て、私たちを外に出すべきです。」

38 警吏たちは、このことばを長官たちに報告した。すると長官たちは、二人がローマ市民である

と聞いて恐れ、

39 自分たちで出向いて来て、二人をなだめた。そして牢から外に出し、町から立ち去るように頼

んだ。

40 牢を出た二人はリディアの家に行った。そして兄弟たちに会い、彼らを励ましてから立ち去っ

た。

第17章

1 パウロとシラスは、アンピポリスとアポロニアを通って、テサロニケに行った。そこにはユダ

ヤ人の会堂があった。

2 パウロは、いつものように人々のところに入って行き、三回の安息日にわたって、聖書に基づ

いて彼らと論じ合った。

3 そして、「キリストは苦しみを受け、死者の中からよみがえらなければならなかったのです。

私があなたがたに宣べ伝えている、このイエスこそキリストです」と説明し、また論証した。

4 彼らのうちのある者たちは納得して、パウロとシラスに従った。神を敬う大勢のギリシア人た

ちや、かなりの数の有力な婦人たちも同様であった。

5 ところが、ユダヤ人たちはねたみに駆られ、広場にいるならず者たちを集め、暴動を起こして

町を混乱させた。そしてヤソンの家を襲い、二人を捜して集まった会衆の前に引き出そうとし

た。

6 しかし、二人が見つからないので、ヤソンと兄弟たち何人かを町の役人たちのところに引いて

行き、大声で言った。「世界中を騒がせてきた者たちが、ここにも来ています。

7 ヤソンが家に迎え入れたのです。彼らはみな、『イエスという別の王がいる』と言って、カエ

サルの詔勅に背く行いをしています。」

8 これを聞いた群衆と町の役人たちは動揺した。

9 役人たちは、ヤソンとほかの者たちから保証金を取ったうえで釈放した。

10 兄弟たちはすぐ、夜のうちにパウロとシラスをベレアに送り出した。そこに着くと、二人はユ

ダヤ人の会堂に入って行った。

11 この町のユダヤ人は、テサロニケにいる者たちよりも素直で、非常に熱心にみことばを受け入

れ、はたしてそのとおりかどうか、毎日聖書を調べた。

12 それで彼らのうちの多くの人たちが信じた。また、ギリシアの貴婦人たち、そして男たちも少

なからず信じた。



13 ところが、テサロニケのユダヤ人たちが、ベレアでもパウロによって神のことばが伝えられて

いることを知り、そこにもやって来て、群衆を扇動して騒ぎを起こした。

14 そこで兄弟たちは、すぐにパウロを送り出して海岸まで行かせたが、シラスとテモテはベレア

にとどまった。

15 パウロを案内した人たちは、彼をアテネまで連れて行った。そして、できるだけ早く彼のとこ

ろに来るようにという、シラスとテモテに対する指示を受けて、その人たちは帰途についた。

16 さて、パウロはアテネで二人を待っていたが、町が偶像でいっぱいなのを見て、心に憤りを覚

えた。

17 それでパウロは、会堂ではユダヤ人たちや神を敬う人たちと論じ、広場ではそこに居合わせた

人たちと毎日論じ合った。

18 エピクロス派とストア派の哲学者たちも何人か、パウロと議論していたが、ある者たちは「こ

のおしゃべりは、何が言いたいのか」と言い、ほかの者たちは「彼は他国の神々の宣伝者のよ

うだ」と言った。パウロが、イエスと復活を宣べ伝えていたからである。

19 そこで彼らは、パウロをアレオパゴスに連れて行き、こう言った。「あなたが語っているその

新しい教えがどんなものか、知ることができるでしょうか。

20 私たちには耳慣れないことを聞かせてくださるので、それがいったいどんなことなのか、知り

たいのです。」

21 アテネ人も、そこに滞在する他国人もみな、何か新しいことを話したり聞いたりすることだけ

で、日を過ごしていた。

22 パウロは、アレオパゴスの中央に立って言った。「アテネの人たち。あなたがたは、あらゆる

点で宗教心にあつい方々だと、私は見ております。

23 道を通りながら、あなたがたの拝むものをよく見ているうちに、『知られていない神に』と刻

まれた祭壇があるのを見つけたからです。そこで、あなたがたが知らずに拝んでいるもの、そ

れを教えましょう。

24 この世界とその中にあるすべてのものをお造りになった神は、天地の主ですから、手で造られ

た宮にお住みにはなりません。

25 また、何かが足りないかのように、人の手によって仕えられる必要もありません。神ご自身が

すべての人に、いのちと息と万物を与えておられるのですから。

26 神は、一人の人からあらゆる民を造り出して、地の全面に住まわせ、それぞれに決められた時

代と、住まいの境をお定めになりました。

27 それは、神を求めさせるためです。もし人が手探りで求めることがあれば、神を見出すことも

あるでしょう。確かに、神は私たち一人ひとりから遠く離れてはおられません。

28 『私たちは神の中に生き、動き、存在している』のです。あなたがたのうちのある詩人たち

も、『私たちもまた、その子孫である』と言ったとおりです。

29 そのように私たちは神の子孫ですから、神である方を金や銀や石、人間の技術や考えで造った

ものと同じであると、考えるべきではありません。

30 神はそのような無知の時代を見過ごしておられましたが、今はどこででも、すべての人に悔い

改めを命じておられます。

31 なぜなら、神は日を定めて、お立てになった一人の方により、義をもってこの世界をさばこう

としておられるからです。神はこの方を死者の中からよみがえらせて、その確証をすべての人



にお与えになったのです。」

32 死者の復活のことを聞くと、ある人たちはあざ笑ったが、ほかの人たちは「そのことについて

は、もう一度聞くことにしよう」と言った。

33 こうして、パウロは彼らの中から出て行った。

34 ある人々は彼につき従い、信仰に入った。その中には、アレオパゴスの裁判官ディオヌシオ、

ダマリスという名の女の人、そのほかの人たちもいた。

第18章

1 その後、パウロはアテネを去ってコリントに行った。

2 そこで、ポントス生まれでアキラという名のユダヤ人と、彼の妻プリスキラに出会った。クラ

ウディウス帝が、すべてのユダヤ人をローマから退去させるように命じたので、最近イタリア

から来ていたのである。パウロは二人のところに行き、

3 自分も同業者であったので、その家に住んで一緒に仕事をした。彼らの職業は天幕作りであっ

た。

4 パウロは安息日ごとに会堂で論じ、ユダヤ人やギリシア人を説得しようとした。

5 シラスとテモテがマケドニアから下って来ると、パウロはみことばを語ることに専念し、イエ

スがキリストであることをユダヤ人たちに証しした。

6 しかし、彼らが反抗して口汚くののしったので、パウロは衣のちりを振り払って言った。「あ

なたがたの血は、あなたがたの頭上に降りかかれ。私には責任がない。今から私は異邦人のと

ころに行く。」

7 そして、そこを去って、ティティオ・ユストという名の、神を敬う人の家に行った。その家は

会堂の隣にあった。

8 会堂司クリスポは、家族全員とともに主を信じた。また、多くのコリント人も聞いて信じ、バ

プテスマを受けた。

9 ある夜、主は幻によってパウロに言われた。「恐れないで、語り続けなさい。黙ってはいけな

い。

10 わたしがあなたとともにいるので、あなたを襲って危害を加える者はいない。この町には、わ

たしの民がたくさんいるのだから。」

11 そこで、パウロは一年六か月の間腰を据えて、彼らの間で神のことばを教え続けた。

12 ところが、ガリオがアカイアの地方総督であったとき、ユダヤ人たちは一斉にパウロに反抗し

て立ち上がり、彼を法廷に引いて行って、

13 「この人は、律法に反するやり方で神を拝むよう、人々をそそのかしています」と言った。

14 パウロが口を開こうとすると、ガリオはユダヤ人に向かって言った。「ユダヤ人の諸君。不正

な行為や悪質な犯罪のことであれば、私は当然あなたがたの訴えを取り上げるが、

15 ことばや名称やあなたがたの律法に関する問題であれば、自分たちで解決するがよい。私はそ

のようなことの裁判官になりたくはない。」

16 そうして彼らを法廷から追い出した。

17 そこで皆は会堂司ソステネを捕らえ、法廷の前で打ちたたいた。ガリオは、そのようなことは

少しも気にしなかった。



18 パウロは、なおしばらく滞在してから、兄弟たちに別れを告げて、シリアへ向けて船で出発し

た。プリスキラとアキラも同行した。パウロは誓願を立てていたので、ケンクレアで髪を剃っ

た。

19 彼らがエペソに着くと、パウロは二人を残し、自分だけ会堂に入って、ユダヤ人たちと論じ合

った。

20 人々は、もっと長くとどまるように頼んだが、パウロは聞き入れず、

21 「神のみこころなら、またあなたがたのところに戻って来ます」と言って別れを告げ、エペソ

から船出した。

22 それからカイサリアに上陸してエルサレムに上り、教会にあいさつしてからアンティオキアに

下って行った。

23 パウロはアンティオキアにしばらく滞在した後、また出発し、ガラテヤの地方やフリュギアを

次々に巡って、すべての弟子たちを力づけた。

24 さて、アレクサンドリア生まれでアポロという名の、雄弁なユダヤ人がエペソに来た。彼は聖

書に通じていた。

25 この人は主の道について教えを受け、霊に燃えてイエスのことを正確に語ったり教えたりして

いたが、ヨハネのバプテスマしか知らなかった。

26 彼は会堂で大胆に語り始めた。それを聞いたプリスキラとアキラは、彼をわきに呼んで、神の

道をもっと正確に説明した。

27 アポロはアカイアに渡りたいと思っていたので、兄弟たちは彼を励まし、彼を歓迎してくれる

ようにと、弟子たちに手紙を書いた。彼はそこに着くと、恵みによって信者になっていた人た

ちを、大いに助けた。

28 聖書によってイエスがキリストであることを証明し、人々の前で力強くユダヤ人たちを論破し

たからである。

第19章

1 アポロがコリントにいたときのことであった。パウロは内陸の地方を通ってエペソに下り、何

人かの弟子たちに出会った。

2 彼らに「信じたとき、聖霊を受けましたか」と尋ねると、彼らは「いいえ、聖霊がおられるの

かどうか、聞いたこともありません」と答えた。

3 「それでは、どのようなバプテスマを受けたのですか」と尋ねると、彼らは「ヨハネのバプテ

スマです」と答えた。

4 そこでパウロは言った。「ヨハネは、自分の後に来られる方、すなわちイエスを信じるように

人々に告げ、悔い改めのバプテスマを授けたのです。」

5 これを聞いた彼らは、主イエスの名によってバプテスマを受けた。

6 パウロが彼らの上に手を置くと、聖霊が彼らに臨み、彼らは異言を語ったり、預言したりし

た。

7 その人たちは、全員で十二人ほどであった。

8 パウロは会堂に入って、三か月の間大胆に語り、神の国について論じて、人々を説得しようと

努めた。



9 しかし、ある者たちが心を頑なにして聞き入れず、会衆の前でこの道のことを悪く言ったの

で、パウロは彼らから離れ、弟子たちも退かせて、毎日ティラノの講堂で論じた。

10 これが二年続いたので、アジアに住む人々はみな、ユダヤ人もギリシア人も主のことばを聞い

た。

11 神はパウロの手によって、驚くべき力あるわざを行われた。

12 彼が身に着けていた手ぬぐいや前掛けを、持って行って病人たちに当てると、病気が去り、悪

霊も出て行くほどであった。

13 ところが、ユダヤ人の巡回祈祷師のうちの何人かが、悪霊につかれている人たちに向かって、

試しに主イエスの名を唱え、「パウロの宣べ伝えているイエスによって、おまえたちに命じ

る」と言ってみた。

14 このようなことをしていたのは、ユダヤ人の祭司長スケワという人の七人の息子たちであっ

た。

15 すると、悪霊が彼らに答えた。「イエスのことは知っているし、パウロのこともよく知ってい

る。しかし、おまえたちは何者だ。」

16 そして、悪霊につかれている人が彼らに飛びかかり、皆を押さえつけ、打ち負かしたので、彼

らは裸にされ、傷を負ってその家から逃げ出した。

17 このことが、エペソに住むユダヤ人とギリシア人のすべてに知れ渡ったので、みな恐れを抱

き、主イエスの名をあがめるようになった。

18 そして、信仰に入った人たちが大勢やって来て、自分たちのしていた行為を告白し、明らかに

した。

19 また魔術を行っていた者たちが多数、その書物を持って来て、皆の前で焼き捨てた。その値段

を合計すると、銀貨五万枚になった。

20 こうして、主のことばは力強く広まり、勢いを得ていった。

21 これらのことがあった後、パウロは御霊に示され、マケドニアとアカイアを通ってエルサレム

に行くことにした。そして、「私はそこに行ってから、ローマも見なければならない」と言っ

た。

22 そこで、自分に仕えている者たちのうちの二人、テモテとエラストをマケドニアに遣わし、自

分自身はなおしばらくアジアにとどまっていた。

23 そのころ、この道のことで、大変な騒ぎが起こった。

24 デメテリオという名の銀細工人がいて、銀でアルテミス神殿の模型を造り、職人たちにかなり

の収入を得させていたが、

25 その職人たちや同業の者たちを集めて、こう言ったのである。「皆さん。ご承知のとおり、私

たちが繁盛しているのはこの仕事のおかげです。

26 ところが、見聞きしているように、あのパウロが、手で造った物は神ではないと言って、エペ

ソだけでなく、アジアのほぼ全域にわたって、大勢の人々を説き伏せ、迷わせてしまいまし

た。

27 これでは、私たちの仕事の評判が悪くなる恐れがあるばかりか、偉大な女神アルテミスの神殿

も軽んじられ、全アジア、全世界が拝むこの女神のご威光さえも失われそうです。」

28 これを聞くと彼らは激しく怒り、「偉大なるかな、エペソ人のアルテミス」と叫び始めた。



29 そして町中が大混乱に陥り、人々はパウロの同行者である、マケドニア人ガイオとアリスタル

コを捕らえ、一団となって劇場になだれ込んだ。

30 パウロはその集まった会衆の中に入って行こうとしたが、弟子たちがそうさせなかった。

31 パウロの友人でアジア州の高官であった人たちも、パウロに使いを送り、劇場に入って行かな

いようにと懇願した。

32 人々は、それぞれ違ったことを叫んでいた。実際、集会は混乱状態で、大多数の人たちは、何

のために集まったのかさえ知らなかった。

33 群衆のうちのある者たちは、ユダヤ人たちが前に押し出したアレクサンドロに話すよう促し

た。そこで、彼は手振りで静かにさせてから、集まった会衆に弁明しようとした。

34 しかし、彼がユダヤ人だと分かると、みな一斉に声をあげ、「偉大なるかな、エペソ人のアル

テミス」と二時間ほど叫び続けた。

35 そこで、町の書記官が群衆を静めて言った。「エペソの皆さん。エペソの町が、偉大な女神ア

ルテミスと、天から下ったご神体との守護者であることを知らない人が、だれかいるでしょう

か。

36 これらのことは否定できないことですから、皆さんは静かにして、決して無謀なことをしては

なりません。

37 皆さんは、この人たちをここに連れて来ましたが、彼らは神殿を汚した者でも、私たちの女神

を冒瀆した者でもありません。

38 ですから、もしデメテリオと仲間の職人たちが、だれかに対して苦情があるなら、裁判も開か

れるし地方総督たちもいることですから、互いに訴え出たらよいのです。

39 もし、あなたがたがこれ以上何かを要求するのなら、正式な集会で解決してもらうことになり

ます。

40 今日の事件については、正当な理由がないのですから、騒乱罪に問われる恐れがあります。そ

の点に関しては、私たちはこの騒動を弁護できません。」こう言って、その集まりを解散させ

た。

第20章

1 騒ぎが収まると、パウロは弟子たちを呼び集めて励まし、別れを告げ、マケドニアに向けて出

発した。

2 そして、その地方を通り、多くのことばをもって弟子たちを励まし、ギリシアに来て、

3 そこで三か月を過ごした。そして、シリアに向けて船出しようとしていたときに、パウロに対

するユダヤ人の陰謀があったため、彼はマケドニアを通って帰ることにした。

4 彼に同行していたのは、ピロの子であるベレア人ソパテロ、テサロニケ人のアリスタルコとセ

クンド、デルベ人のガイオ、テモテ、アジア人のティキコとトロフィモであった。

5 この人たちは先に行って、トロアスで私たちを待っていた。

6 私たちは、種なしパンの祭りの後にピリピから船出した。五日のうちに、トロアスにいる彼ら

のところに行き、そこで七日間滞在した。

7 週の初めの日に、私たちはパンを裂くために集まった。パウロは翌日に出発することにしてい

たので、人々と語り合い、夜中まで語り続けた。

8 私たちが集まっていた屋上の間には、ともしびがたくさんついていた。



9 ユテコという名の一人の青年が、窓のところに腰掛けていたが、パウロの話が長く続くので、

ひどく眠気がさし、とうとう眠り込んで三階から下に落ちてしまった。抱き起こしてみると、

もう死んでいた。

10 しかし、パウロは降りて行って彼の上に身をかがめ、抱きかかえて、「心配することはない。

まだいのちがあります」と言った。

11 そして、また上がって行ってパンを裂いて食べ、明け方まで長く語り合って、それから出発し

た。

12 人々は生き返った青年を連れて帰り、ひとかたならず慰められた。

13 私たちは先に船に乗り込んで、アソスに向けて船出した。そこからパウロを船に乗せることに

なっていた。パウロ自身は陸路をとるつもりでいて、そのように決めていたのである。

14 こうしてパウロはアソスで私たちと落ち合い、私たちは彼を船に乗せてミティレネに行った。

15 翌日そこから船出して、キオスの沖に達し、その次の日にサモスに立ち寄り、さらにその翌日

にはミレトスに着いた。

16 パウロは、アジアで時間を取られないようにと、エペソには寄らずに航海を続けることに決め

ていた。彼は、できれば五旬節の日にはエルサレムに着いていたいと、急いでいたのである。

17 パウロはミレトスからエペソに使いを送って、教会の長老たちを呼び寄せた。

18 彼らが集まって来たとき、パウロはこう語った。「あなたがたは、私がアジアに足を踏み入れ

た最初の日から、いつもどのようにあなたがたと過ごしてきたか、よくご存じです。

19 私は、ユダヤ人の陰謀によってこの身に降りかかる数々の試練の中で、謙遜の限りを尽くし、

涙とともに主に仕えてきました。

20 益になることは、公衆の前でも家々でも、余すところなくあなたがたに伝え、また教えてきま

した。

21 ユダヤ人にもギリシア人にも、神に対する悔い改めと、私たちの主イエスに対する信仰を証し

してきたのです。

22 ご覧なさい。私は今、御霊に縛られてエルサレムに行きます。そこで私にどんなことが起こる

のか、分かりません。

23 ただ、聖霊がどの町でも私に証しして言われるのは、鎖と苦しみが私を待っているということ

です。

24 けれども、私が自分の走るべき道のりを走り尽くし、主イエスから受けた、神の恵みの福音を

証しする任務を全うできるなら、自分のいのちは少しも惜しいとは思いません。

25 今、私には分かっています。御国を宣べ伝えてあなたがたの間を巡回した私の顔を、あなたが

たはだれも二度と見ることがないでしょう。

26 ですから、今日この日、あなたがたに宣言します。私は、だれの血に対しても責任がありませ

ん。

27 私は神のご計画のすべてを、余すところなくあなたがたに知らせたからです。

28 あなたがたは自分自身と群れの全体に気を配りなさい。神がご自分の血をもって買い取られた

神の教会を牧させるために、聖霊はあなたがたを群れの監督にお立てになったのです。

29 私は知っています。私が去った後、狂暴な狼があなたがたの中に入り込んで来て、容赦なく群

れを荒らし回ります。



30 また、あなたがた自身の中からも、いろいろと曲がったことを語って、弟子たちを自分のほう

に引き込もうとする者たちが起こってくるでしょう。

31 ですから、私が三年の間、夜も昼も、涙とともにあなたがた一人ひとりを訓戒し続けてきたこ

とを思い起こして、目を覚ましていなさい。

32 今私は、あなたがたを神とその恵みのみことばにゆだねます。みことばは、あなたがたを成長

させ、聖なるものとされたすべての人々とともに、あなたがたに御国を受け継がせることがで

きるのです。

33 私は、人の金銀や衣服を貪ったことはありません。

34 あなたがた自身が知っているとおり、私の両手は、自分の必要のためにも、ともにいる人たち

のためにも働いてきました。

35 このように労苦して、弱い者を助けなければならないこと、また、主イエスご自身が『受ける

よりも与えるほうが幸いである』と言われたみことばを、覚えているべきだということを、私

はあらゆることを通してあなたがたに示してきたのです。」

36 こう言ってから、パウロは皆とともに、ひざまずいて祈った。

37 皆は声をあげて泣き、パウロの首を抱いて何度も口づけした。

38 「もう二度と私の顔を見ることがないでしょう」と言った彼のことばに、特に心を痛めたので

ある。それから、彼らはパウロを船まで見送った。

第21章

1 私たちは、彼らと別れて船出した。コスに直航し、翌日ロドスに着き、そこからパタラに渡っ

た。

2 そこにはフェニキア行きの船があったので、それに乗って出発した。

3 やがてキプロスが見えてきたが、それを左にして通過し、シリアに向かって航海を続け、ツロ

に入港した。ここで船は積荷を降ろすことになっていた。

4 私たちは弟子たちを探して、そこに七日間滞在した。彼らは御霊に示されて、エルサレムには

行かないようにとパウロに繰り返し言った。

5 滞在期間が終わると、私たちはそこを出て、また旅を続けた。彼らはみな、妻や子どもたちと

一緒に町の外まで私たちを送りに来た。そして海岸でひざまずいて祈ってから、

6 互いに別れを告げた。私たちは船に乗り込み、彼らは自分の家に帰って行った。

7 私たちはツロからの航海を終えて、プトレマイスに着いた。そこの兄弟たちにあいさつをし

て、彼らのところに一日滞在した。

8 翌日そこを出発して、カイサリアに着くと、あの七人の一人である伝道者ピリポの家に行き、

そこに滞在した。

9 この人には、預言をする未婚の娘が四人いた。

10 かなりの期間そこに滞在していると、アガボという名の預言者がユダヤから下って来た。

11 彼は私たちのところに来て、パウロの帯を取り、自分の両手と両足を縛って言った。「聖霊が

こう言われます。『この帯の持ち主を、ユダヤ人たちはエルサレムでこのように縛り、異邦人

の手に渡すことになる。』」

12 これを聞いて、私たちも土地の人たちもパウロに、エルサレムには上って行かないようにと懇

願した。



13 すると、パウロは答えた。「あなたがたは、泣いたり私の心をくじいたりして、いったい何を

しているのですか。私は主イエスの名のためなら、エルサレムで縛られるだけでなく、死ぬこ

とも覚悟しています。」

14 彼が聞き入れようとしないので、私たちは「主のみこころがなりますように」と言って、口を

つぐんだ。

15 数日後、私たちは旅支度をしてエルサレムに上って行った。

16 カイサリアの弟子たちも何人か私たちに同行して、古くからの弟子である、キプロス人ムナソ

ンのところに案内してくれた。私たちはそこに泊まることになっていたのである。

17 私たちがエルサレムに着くと、兄弟たちは喜んで迎えてくれた。

18 翌日、パウロは私たちを連れて、ヤコブを訪問した。そこには長老たちがみな集まっていた。

19 彼らにあいさつしてから、パウロは自分の奉仕を通して神が異邦人の間でなさったことを、一

つ一つ説明した。

20 彼らはこれを聞いて神をほめたたえ、パウロに言った。「兄弟よ。ご覧のとおり、ユダヤ人の

中で信仰に入っている人が何万となくいますが、みな律法に熱心な人たちです。

21 ところが、彼らがあなたについて聞かされているのは、あなたが、異邦人の中にいるすべての

ユダヤ人に、子どもに割礼を施すな、慣習にしたがって歩むなと言って、モーセに背くように

教えている、ということなのです。

22 それで、どうしましょうか。あなたが来たことは、必ず彼らの耳に入るでしょう。

23 ですから、私たちの言うとおりにしてください。私たちの中に、誓願を立てている者が四人い

ます。

24 この人たちを連れて行って、一緒に身を清め、彼らが頭を剃る費用を出してあげてください。

そうすれば、あなたについて聞かされていることは根も葉もないことで、あなたも律法を守っ

て正しく歩んでいることが、皆に分かるでしょう。

25 信仰に入った異邦人に関しては、偶像に供えたものと、血と、絞め殺したものと、淫らな行い

を避けるべきであると決定し、すでに書き送りました。」

26 そこで、パウロはその人たちを連れて行き、翌日、彼らとともに身を清めて宮に入った。そし

て、いつ、清めの期間が終わって、一人ひとりのためにささげ物をすることができるかを告げ

た。

27 ところが、その七日の期間が終わろうとしていたとき、アジアから来たユダヤ人たちは、パウ

ロが宮にいるのを見ると、群衆をみな扇動して、彼に手をかけ、

28 こう叫んだ。「イスラエルの皆さん、手を貸してください。この男は、民と律法とこの場所に

逆らうことを、いたるところで皆に教えている者です。そのうえ、ギリシア人を宮の中に連れ

込んで、この神聖な場所を汚しています。」

29 彼らは、エペソ人のトロフィモが町でパウロと一緒にいるのを以前に見かけていて、パウロが

彼を宮に連れ込んだと思ったのである。

30 そこで町中が大騒ぎになり、人々は殺到してパウロを捕らえ、宮の外へ引きずり出した。する

と、ただちに宮の門が閉じられた。

31 彼らがパウロを殺そうとしていたとき、エルサレム中が混乱状態に陥っているという報告が、

ローマ軍の千人隊長に届いた。



32 彼はただちに、兵士たちと百人隊長たちを率いて、彼らのところに駆けつけた。人々は千人隊

長と兵士たちを見て、パウロを打つのをやめた。

33 千人隊長は近寄ってパウロを捕らえ、二本の鎖で縛るように命じた。そして、パウロが何者な

のか、何をしたのかと尋ねた。

34 しかし、群衆はそれぞれに違ったことを叫び続けていた。千人隊長は、騒がしくて確かなこと

が分からなかったので、パウロを兵営に連れて行くように命じた。

35 パウロが階段にさしかかったとき、群衆の暴行を避けるために、兵士たちは彼を担ぎ上げなけ

ればならなかった。

36 大勢の民衆が、「殺してしまえ」と叫びながら、ついて来たからである。

37 兵営の中に連れ込まれようとしたとき、パウロが千人隊長に「少しお話ししてもよいでしょう

か」と尋ねた。すると千人隊長は、「おまえはギリシア語を知っているのか。

38 では、おまえは、近ごろ暴動を起こして、四千人の暗殺者を荒野に連れて行った、あのエジプ

ト人ではないのか」と言った。

39 パウロは答えた。「私はキリキアのタルソ出身のユダヤ人で、れっきとした町の市民です。お

願いです。この人たちに話をさせてください。」

40 千人隊長が許したので、パウロは階段の上に立ち、静かにするよう民衆を手で制した。そし

て、すっかり静かになったとき、ヘブル語で次のように語りかけた。

第22章

1 「兄弟ならびに父である皆さん。今から申し上げる私の弁明を聞いてください。」

2 パウロがヘブル語で語りかけるのを聞いて、人々はますます静かになった。そこでパウロは言

った。

3 「私は、キリキアのタルソで生まれたユダヤ人ですが、この町で育てられ、ガマリエルのもと

で先祖の律法について厳しく教育を受け、今日の皆さんと同じように、神に対して熱心な者で

した。

4 そしてこの道を迫害し、男でも女でも縛って牢に入れ、死にまでも至らせました。

5 このことについては、大祭司や長老会全体も私のために証言してくれます。この人たちから兄

弟たちに宛てた手紙まで受け取って、私はダマスコへ向かいました。そこにいる者たちも縛り

上げ、エルサレムに引いて来て処罰するためでした。

6 私が道を進んで、真昼ごろダマスコの近くまで来たとき、突然、天からのまばゆい光が私の周

りを照らしました。

7 私は地に倒れ、私に語りかける声を聞きました。『サウロ、サウロ、どうしてわたしを迫害す

るのか。』

8 私が答えて、『主よ、あなたはどなたですか』と言うと、その方は私に言われました。『わた

しは、あなたが迫害しているナザレのイエスである。』

9 一緒にいた人たちは、その光は見たのですが、私に語っている方の声は聞き分けられませんで

した。

10 私が『主よ、私はどうしたらよいでしょうか』と尋ねると、主は私に言われました。『起き上

がって、ダマスコに行きなさい。あなたが行うように定められているすべてのことが、そこで

あなたに告げられる』と。



11 私はその光の輝きのために目が見えなくなっていたので、一緒にいた人たちに手を引いてもら

って、ダマスコに入りました。

12 すると、律法に従う敬虔な人で、そこに住んでいるすべてのユダヤ人たちに評判の良い、アナ

ニアという人が、

13 私のところに来て、そばに立ち、『兄弟サウロ、再び見えるようになりなさい』と言いまし

た。するとそのとき、私はその人が見えるようになりました。

14 彼はこう言いました。『私たちの父祖の神は、あなたをお選びになりました。あなたがみここ

ろを知り、義なる方を見、その方の口から御声を聞くようになるためです。

15 あなたはその方のために、すべての人に対して、見聞きしたことを証しする証人となるので

す。

16 さあ、何をためらっているのですか。立ちなさい。その方の名を呼んでバプテスマを受け、自

分の罪を洗い流しなさい。』

17 それから私がエルサレムに帰り、宮で祈っていたとき、私は夢心地になりました。

18 そして主を見たのです。主は私にこう語られました。『早く、急いでエルサレムを離れなさ

い。わたしについてあなたがする証しを、人々は受け入れないから。』

19 そこで私は答えました。『主よ。この私が会堂ごとに、あなたを信じる者たちを牢に入れた

り、むちで打ったりしていたのを、彼らは知っています。

20 また、あなたの証人ステパノの血が流されたとき、私自身もその場にいて、それに賛成し、彼

を殺した者たちの上着の番をしていたのです。』

21 すると主は私に、『行きなさい。わたしはあなたを遠く異邦人に遣わす』と言われました。」

22 人々は彼の話をここまで聞いていたが、声を張り上げて言った。「こんな男は、地上から除い

てしまえ。生かしておくべきではない。」

23 人々がわめき立て、上着を放り投げ、ちりを空中にまき散らすので、

24 千人隊長は、パウロを兵営の中に引き入れるように命じ、なぜ人々がこのように彼に対して怒

鳴っているのかを知るため、むちで打って取り調べるように言った。

25 彼らがむちで打とうとしてパウロの手足を広げたとき、パウロはそばに立っていた百人隊長に

言った。「ローマ市民である者を、裁判にもかけずに、むちで打ってよいのですか。」

26 これを聞いた百人隊長は、千人隊長のところに行って報告し、「どうなさいますか。あの人は

ローマ市民です」と言った。

27 そこで、千人隊長はパウロのところに来て言った。「私に言いなさい。あなたはローマ市民な

のか。」パウロは「そうです」と答えた。

28 すると千人隊長は言った。「私は多額の金でこの市民権を手に入れたのだ。」パウロは言っ

た。「私は生まれながらの市民です。」

29 そこで、パウロを取り調べようとしていた者たちは、すぐにパウロから身を引いた。千人隊長

も、パウロがローマ市民であり、その彼を縛っていたことを知って恐れた。

30 翌日、千人隊長は、パウロがなぜユダヤ人たちに訴えられているのか、確かなことを知りたい

と思い、彼の鎖を解いた。そして、祭司長たちと最高法院全体に集まるように命じ、パウロを

連れて行って、彼らの前に立たせた。



第23章

1 パウロは、最高法院の人々を見つめて言った。「兄弟たち。私は今日まで、あくまでも健全な

良心にしたがって、神の前に生きてきました。」

2 すると、大祭司アナニアは、パウロのそばに立っていた者たちに、彼の口を打つように命じ

た。

3 そこで、パウロはアナニアに向かって言った。「白く塗った壁よ、神があなたを打たれる。あ

なたは、律法にしたがって私をさばく座に着いていながら、律法に背いて私を打てと命じるの

か。」

4 すると、そばに立っていた者たちが「あなたは神の大祭司をののしるのか」と言ったので、

5 パウロは答えた。「兄弟たち。私は彼が大祭司だとは知らなかった。確かに、『あなたの民の

指導者を悪く言ってはならない』と書かれています。」

6 パウロは、彼らの一部がサドカイ人で、一部がパリサイ人であるのを見てとって、最高法院の

中でこう叫んだ。「兄弟たち、私はパリサイ人です。パリサイ人の子です。私は死者の復活と

いう望みのことで、さばきを受けているのです。」

7 パウロがこう言うと、パリサイ人とサドカイ人の間に論争が起こり、最高法院は二つに割れ

た。

8 サドカイ人は復活も御使いも霊もないと言い、パリサイ人はいずれも認めているからである。

9 騒ぎは大きくなった。そして、パリサイ派の律法学者たちが何人か立ち上がって、激しく論

じ、「この人には何の悪い点も見られない。もしかしたら、霊か御使いが彼に語りかけたのか

もしれない」と言った。

10 論争がますます激しくなったので、千人隊長は、パウロが彼らに引き裂かれてしまうのではな

いかと恐れた。それで兵士たちに、降りて行ってパウロを彼らの中から引っ張り出し、兵営に

連れて行くように命じた。

11 その夜、主がパウロのそばに立って、「勇気を出しなさい。あなたは、エルサレムでわたしの

ことを証ししたように、ローマでも証しをしなければならない」と言われた。

12 夜が明けると、ユダヤ人たちは徒党を組み、パウロを殺すまでは食べたり飲んだりしない、と

呪いをかけて誓った。

13 この陰謀を企てた者たちは、四十人以上いた。

14 彼らは祭司長たちや長老たちのところに行って、次のように言った。「私たちは、パウロを殺

すまでは何も口にしない、と呪いをかけて堅く誓いました。

15 そこで、今あなたがたは、パウロのことをもっと詳しく調べるふりをして、彼をあなたがたの

ところに連れて来るように、最高法院と組んで千人隊長に願い出てください。私たちのほうで

は、彼がこの近くに来る前に殺す手はずを整えています。」

16 ところが、パウロの姉妹の息子がこの待ち伏せのことを耳にしたので、兵営に来て中に入り、

そのことをパウロに知らせた。

17 そこで、パウロは百人隊長の一人を呼んで、「この青年を千人隊長のところに連れて行ってく

ださい。何か知らせたいことがあるそうです」と言った。

18 百人隊長は彼を千人隊長のもとに連れて行き、「囚人パウロが私を呼んで、この青年をあなた

のところに連れて行くように頼みました。何かあなたに話したいことがあるそうです」と言っ

た。



19 すると、千人隊長は青年の手を取り、だれもいないところに連れて行って、「私に知らせたい

こととは何だ」と尋ねた。

20 青年は言った。「ユダヤ人たちは、パウロについてもっと詳しく調べるふりをして、明日パウ

ロを最高法院に連れて来るよう、あなたにお願いすることを申し合わせました。

21 どうか、彼らの言うことを信じないでください。彼らのうちの四十人以上の者が、パウロを殺

すまでは食べたり飲んだりしないと呪いをかけて誓い、待ち伏せをしています。今、彼らは手

はずを整えて、あなたの承諾を待っているのです。」

22 そこで千人隊長は、「このことを私に知らせたことは、だれにも言うな」と命じて、その青年

を帰した。

23 それから千人隊長は二人の百人隊長を呼び、「今夜九時、カイサリアに向けて出発できるよう

に、歩兵二百人、騎兵七十人、槍兵二百人を用意せよ」と命じた。

24 また、パウロを乗せて無事に総督フェリクスのもとに送り届けるように、馬の用意もさせた。

25 そして、次のような文面の手紙を書いた。

26 「クラウディウス・リシア、謹んで総督フェリクス閣下にごあいさつ申し上げます。

27 この男がユダヤ人たちに捕らえられ、まさに殺されようとしていたときに、私は兵士たちを率

いて行って彼を救い出しました。ローマ市民であることが分かったからです。

28 そして、ユダヤ人たちが彼を訴えている理由を知ろうと思い、彼を彼らの最高法院に連れて行

きました。

29 ところが、彼が訴えられているのは、ユダヤ人の律法に関する問題のためで、死刑や投獄に当

たる罪はないことが分かりました。

30 しかし、この者に対する陰謀があるという情報を得ましたので、私はただちに彼を閣下のもと

にお送りします。なお、訴えている者たちには、彼のことを閣下の前で訴えるように命じてお

きました。」

31 そこで、兵士たちは命じられたとおりにパウロを引き取り、夜のうちにアンティパトリスまで

連れて行き、

32 翌日、騎兵たちにパウロの護送を任せて、兵営に帰った。

33 騎兵たちはカイサリアに到着すると、総督に手紙を手渡して、パウロを引き合わせた。

34 総督は手紙を読んでから、パウロにどの州の者かと尋ね、キリキア出身であることを知って、

35 「おまえを訴える者たちが来たときに、よく聞くことにしよう」と言った。そして、ヘロデの

建てた官邸に彼を保護しておくように命じた。

第24章

1 五日後、大祭司アナニアは、数人の長老たち、およびテルティロという弁護士と一緒に下って

来て、パウロを総督に告訴した。

2 パウロが呼び出され、テルティロが訴えを述べ始めた。「フェリクス閣下。閣下のおかげで、

私たちはすばらしい平和を享受しております。また、閣下のご配慮により、この国に改革が進

行しております。

3 私たちは、あらゆる面で、また、いたるところでこのことを認め、心から感謝しております。

4 さて、これ以上ご迷惑をおかけしないために、私たちが手短に申し上げることを、ご寛容をも

ってお聞きくださるようお願いいたします。



5 実は、この男はまるで疫病のような人間で、世界中のユダヤ人の間に騒ぎを起こしている者で

あり、ナザレ人の一派の首謀者であります。

6 この男は宮さえも汚そうとしましたので、私たちは彼を捕らえました。

8 閣下ご自身で彼をお調べくだされば、私たちが彼を訴えております事柄のすべてについて、よ

くお分かりいただけると思います。」

9 ユダヤ人たちもこの訴えに同調し、そのとおりだと主張した。

10 そのとき、総督がパウロに話すよう合図したので、パウロは次のように答えた。「閣下が長

年、この民の裁判をつかさどってこられたことを存じておりますので、喜んで私自身のことを

弁明いたします。

11 お調べになれば分かることですが、私が礼拝のためにエルサレムに上ってから、まだ十二日し

かたっていません。

12 そして、宮でも会堂でも町の中でも、私がだれかと論争したり、群衆を扇動したりするのを見

た者はいません。

13 また、今私を訴えていることについて、彼らは閣下に証明できないはずです。

14 ただ、私は閣下の前で、次のことは認めます。私は、彼らが分派と呼んでいるこの道にしたが

って、私たちの先祖の神に仕えています。私は、律法にかなうことと、預言者たちの書に書か

れていることを、すべて信じています。

15 また私は、正しい者も正しくない者も復活するという、この人たち自身も抱いている望みを、

神に対して抱いています。

16 そのために、私はいつも、神の前にも人の前にも責められることのない良心を保つように、最

善を尽くしています。

17 さて私は、同胞に対して施しをするために、またささげ物をするために、何年ぶりかで帰って

来ました。

18 そのささげ物をし、私は清めを済ませて宮の中にいるのを見られたのですが、別に群衆もおら

ず、騒ぎもありませんでした。

19 ただ、アジアから来たユダヤ人が数人いました。もしその人たちに、私に対して何か非難した

いことがあるなら、彼らが閣下の前に来て訴えるべきだったのです。

20 そうでなければ、ここにいる人たちが、最高法院の前に立っていたときの私に、どんな不正を

見つけたのかを言うべきです。

21 私は彼らの中に立って、ただ一言、『死者の復活のことで、私は今日あなたがたの前でさばか

れている』と叫んだにすぎません。」

22 フェリクスは、この道についてかなり詳しく知っていたので、「千人隊長リシアが下って来た

ら、おまえたちの事件に判決を下すことにする」と言って、裁判を延期した。

23 そして百人隊長に、パウロを監禁するように、しかし、ある程度の自由を与え、仲間の者たち

が彼の世話をするのを妨げないように、と命じた。

24 数日後、フェリクスはユダヤ人である妻ドルシラとともにやって来て、パウロを呼び出し、キ

リスト・イエスに対する信仰について話を聞いた。

25 しかし、パウロが正義と節制と来たるべきさばきについて論じたので、フェリクスは恐ろしく

なり、「今は帰ってよい。折を見て、また呼ぶことにする」と言った。



26 また同時に、フェリクスにはパウロから金をもらいたい下心があったので、何度もパウロを呼

び出して語り合った。

27 二年が過ぎ、ポルキウス・フェストゥスがフェリクスの後任になった。しかし、フェリクスは

ユダヤ人たちの機嫌を取ろうとして、パウロを監禁したままにしておいた。

第25章

1 フェストゥスは、属州に到着すると、三日後にカイサリアからエルサレムに上った。

2 すると、祭司長たちとユダヤ人のおもだった者たちが、パウロのことを告訴した。

3 そして、パウロの件で自分たちに好意を示し、彼をエルサレムに呼び寄せていただきたいと、

フェストゥスに懇願した。待ち伏せして、途中でパウロを殺そうとしていたのである。

4 しかしフェストゥスは、パウロはカイサリアに監禁されているし、自分も間もなく出発する予

定であると答え、

5 「その男に何か問題があるなら、おまえたちの中の有力者たちが私と一緒に下って行って、彼

を訴えればよい」と言った。

6 フェストゥスは、彼らのところに八日か十日ほど滞在しただけで、カイサリアに下り、翌日、

裁判の席に着いて、パウロの出廷を命じた。

7 パウロが現れると、エルサレムから下って来たユダヤ人たちは彼を取り囲んで立ち、多くの重

い罪状を申し立てた。しかし、それを立証することはできなかった。

8 パウロは、「私は、ユダヤ人の律法に対しても、宮に対しても、カエサルに対しても、何の罪

も犯してはいません」と弁明した。

9 ところが、ユダヤ人たちの機嫌を取ろうとしたフェストゥスは、パウロに向かって、「おまえ

はエルサレムに上り、そこでこれらの件について、私の前で裁判を受けることを望むか」と尋

ねた。

10 すると、パウロは言った。「私はカエサルの法廷に立っているのですから、ここで裁判を受け

るのが当然です。閣下もよくご存じのとおり、私はユダヤ人たちに何も悪いことをしていませ

ん。

11 もし私が悪いことをし、死に値する何かをしたのなら、私は死を免れようとは思いません。し

かし、この人たちが訴えていることに何の根拠もないとすれば、だれも私を彼らに引き渡すこ

とはできません。私はカエサルに上訴します。」

12 そこで、フェストゥスは陪席の者たちと協議したうえで、こう答えた。「おまえはカエサルに

上訴したのだから、カエサルのもとに行くことになる。」

13 数日たって、アグリッパ王とベルニケが、フェストゥスに敬意を表するためにカイサリアに来

た。

14 二人がそこに何日も滞在していたので、フェストゥスはパウロの件を王に持ち出して、次のよ

うに言った。「フェリクスが囚人として残して行った男が一人います。

15 私がエルサレムに行ったとき、祭司長たちとユダヤ人の長老たちが、その男のことを私に訴え

出て、罪に定めるよう求めました。

16 そこで、私は彼らにこう答えました。『訴えられている者が、告発する者たちの面前で訴えに

ついて弁明する機会が与えられずに、引き渡されるということは、ローマ人の慣習にはな

い。』



17 それで、訴える者たちがともにこちらに来たので、私は時を移さず、その翌日に裁判の席に着

いて、その男を出廷させました。

18 告発者たちは立ち上がりましたが、彼について私が予測していたような犯罪についての告発理

由は、何一つ申し立てませんでした。

19 ただ、彼と言い争っている点は、彼ら自身の宗教に関すること、また死んでしまったイエスと

いう者のことで、そのイエスが生きているとパウロは主張しているのです。

20 このような問題をどう取り調べたらよいか、私には見当がつかないので、彼に『エルサレムに

行き、そこでこの件について裁判を受けたいか』と尋ねました。

21 するとパウロは、皇帝の判決を受けるまで保護してほしいと訴えたので、彼をカエサルのもと

に送る時まで保護しておくように命じました。」

22 アグリッパがフェストゥスに「私も、その男の話を聞いてみたいものです」と言ったので、フ

ェストゥスは、「では、明日お聞きください」と言った。

23 翌日、アグリッパとベルニケは大いに威儀を正して到着し、千人隊長たちや町の有力者たちと

ともに謁見室に入った。そして、フェストゥスが命じると、パウロが連れて来られた。

24 フェストゥスは言った。「アグリッパ王、ならびにご列席の皆さん、この者をご覧ください。

多くのユダヤ人たちがみな、エルサレムでもここでも、もはや生かしておくべきではないと叫

び、私に訴えてきたのは、この者です。

25 私の理解するところでは、彼は死罪に当たることは何一つしていません。ただ、彼自身が皇帝

に上訴したので、私は彼を送ることに決めました。

26 ところが、彼について、わが君に書き送るべき確かな事柄が何もありません。それで皆さんの

前に、わけてもアグリッパ王、あなたの前に、彼を引き出しました。こうして取り調べること

で、何か私が書き送るべきことを得たいのです。

27 囚人を送るのに、訴える理由を示さないのは、道理に合わないと思うのです。」

第26章

1 アグリッパはパウロに向かって、「自分のことを話してよろしい」と言った。そこでパウロ

は、手を差し出して弁明し始めた。

2 「アグリッパ王よ。私がユダヤ人たちに訴えられているすべてのことについて、今日、王様の

前で弁明できることを幸いに思います。

3 特に、王様はユダヤ人の慣習や問題に精通しておられます。ですから、どうか忍耐をもって、

私の申し上げることをお聞きくださるよう、お願いいたします。

4 さて、初めから同胞の間で、またエルサレムで過ごしてきた、私の若いころからの生き方は、

すべてのユダヤ人が知っています。

5 彼らは以前から私を知っているので、証言しようと思えばできますが、私は、私たちの宗教の

中で最も厳格な派にしたがって、パリサイ人として生活してきました。

6 そして今、神が私たちの父祖たちに与えられた約束に望みを抱いているために、私はここに立

って、さばかれているのです。

7 私たちの十二部族は、夜も昼も熱心に神に仕えながら、その約束のものを得たいと望んでいま

す。王よ。私はこの望みを抱いているために、ユダヤ人から訴えられているのです。



8 神が死者をよみがえらせるということを、あなたがたは、なぜ信じがたいこととお考えになる

のでしょうか。

9 実は私自身も、ナザレ人イエスの名に対して、徹底して反対すべきであると考えていました。

10 そして、それをエルサレムで実行しました。祭司長たちから権限を受けた私は、多くの聖徒た

ちを牢に閉じ込め、彼らが殺されるときには賛成の票を投じました。

11 そして、すべての会堂で、何度も彼らに罰を科し、御名を汚すことばを無理やり言わせ、彼ら

に対する激しい怒りに燃えて、ついには国外の町々にまで彼らを迫害して行きました。

12 このような次第で、私は祭司長たちから権限と委任を受けてダマスコへ向かいましたが、

13 その途中のこと、王様、真昼に私は天からの光を見ました。それは太陽よりも明るく輝いて、

私と私に同行していた者たちの周りを照らしました。

14 私たちはみな地に倒れましたが、そのとき私は、ヘブル語で自分に語りかける声を聞きまし

た。『サウロ、サウロ、なぜわたしを迫害するのか。とげの付いた棒を蹴るのは、あなたには

痛い。』

15 私が『主よ、あなたはどなたですか』と言うと、主はこう言われました。『わたしは、あなた

が迫害しているイエスである。

16 起き上がって自分の足で立ちなさい。わたしがあなたに現れたのは、あなたがわたしを見たこ

とや、わたしがあなたに示そうとしていることについて、あなたを奉仕者、また証人に任命す

るためである。

17 わたしは、あなたをこの民と異邦人の中から救い出し、彼らのところに遣わす。

18 それは彼らの目を開いて、闇から光に、サタンの支配から神に立ち返らせ、こうしてわたしを

信じる信仰によって、彼らが罪の赦しを得て、聖なるものとされた人々とともに相続にあずか

るためである。』

19 こういうわけで、アグリッパ王よ、私は天からの幻に背かず、

20 ダマスコにいる人々をはじめエルサレムにいる人々に、またユダヤ地方全体に、さらに異邦人

にまで、悔い改めて神に立ち返り、悔い改めにふさわしい行いをするようにと宣べ伝えてきま

した。

21 そのために、ユダヤ人たちは私を宮の中で捕らえ、殺そうとしたのです。

22 このようにして、私は今日に至るまで神の助けを受けながら、堅く立って、小さい者にも大き

い者にも証しをしています。そして、話してきたことは、預言者たちやモーセが後に起こるは

ずだと語ったことにほかなりません。

23 すなわち、キリストが苦しみを受けること、また、死者の中から最初に復活し、この民にも異

邦人にも光を宣べ伝えることになると話したのです。」

24 パウロがこのように弁明していると、フェストゥスが大声で言った。「パウロよ、おまえは頭

がおかしくなっている。博学がおまえを狂わせている。」

25 パウロは言った。「フェストゥス閣下、私は頭がおかしくはありません。私は、真実で理にか

なったことばを話しています。

26 王様はこれらのことをよくご存じですので、その王様に対して私は率直に申し上げているので

す。このことは片隅で起こった出来事ではありませんから、そのうちの一つでも、王様がお気

づきにならなかったことはない、と確信しています。



27 アグリッパ王よ、王様は預言者たちを信じておられますか。信じておられることと思いま

す。」

28 するとアグリッパはパウロに、「おまえは、わずかな時間で私を説き伏せて、キリスト者にし

ようとしている」と言った。

29 しかし、パウロはこう答えた。「わずかな時間であろうと長い時間であろうと、私が神に願っ

ているのは、あなたばかりでなく今日私の話を聞いておられる方々が、この鎖は別として、み

な私のようになってくださることです。」

30 王と総督とベルニケ、および同席の人々は立ち上がった。

31 彼らは退場してから話し合った。「あの人は、死や投獄に値することは何もしていない。」

32 また、アグリッパはフェストゥスに、「あの人は、もしカエサルに上訴していなかったら、釈

放してもらえたであろうに」と言った。

第27章

1 さて、私たちが船でイタリアへ行くことが決まったとき、パウロとほかの数人の囚人は、親衛

隊のユリウスという百人隊長に引き渡された。

2 私たちは、アジアの沿岸の各地に寄港して行く、アドラミティオの船に乗り込んで出発した。

テサロニケのマケドニア人アリスタルコも同行した。

3 翌日、私たちはシドンに入港した。ユリウスはパウロを親切に扱い、友人たちのところへ行っ

て、もてなしを受けることを許した。

4 私たちはそこから船出し、向かい風だったので、キプロスの島陰を航行した。

5 そしてキリキアとパンフィリアの沖を航行して、リキアのミラに入港した。

6 ここで、百人隊長はイタリアへ行くアレクサンドリアの船を見つけて、それに私たちを乗り込

ませた。

7 何日もの間、船の進みは遅く、やっとのことでクニドの沖まで来たが、風のせいでそれ以上は

進めず、サルモネ沖のクレタの島陰を航行した。

8 そしてその岸に沿って進みながら、やっとのことで、ラサヤの町に近い「良い港」と呼ばれる

場所に着いた。

9 かなりの時が経過し、断食の日もすでに過ぎていたため、もはや航海は危険であった。そこで

パウロは人々に警告して、

10 「皆さん。私の見るところでは、この航海は積荷や船体だけでなく、私たちのいのちにも危害

と大きな損失をもたらすでしょう」と言った。

11 しかし百人隊長は、パウロの言うことよりも、船長や船主のほうを信用した。

12 また、この港は冬を過ごすのに適していなかったので、多数の者たちの意見により、ここから

船出し、できれば、南西と北西に面しているクレタの港フェニクスに行き、そこで冬を過ごそ

うということになった。

13 さて、穏やかな南風が吹いて来たので、人々は思いどおりになったと考え、錨を上げて、クレ

タの海岸に沿って航行した。

14 ところが、間もなくユーラクロンという暴風が陸から吹き降ろして来た。

15 船はそれに巻き込まれて、風に逆らって進むことができず、私たちは流されるままとなった。



16 しかし、カウダと呼ばれる小島の陰に入ったので、どうにかしっかりと小舟を引き寄せること

ができた。

17 そして小舟を船に引き上げ、船を補強するために綱で船体を巻いた。また、シルティスの浅瀬

に乗り上げるのを恐れて、船具を降ろし、流されるに任せた。

18 私たちは暴風に激しく翻弄されていたので、翌日、人々は積荷を捨て始め、

19 三日目には、自分たちの手で船具を投げ捨てた。

20 太陽も星も見えない日が何日も続き、暴風が激しく吹き荒れたので、私たちが助かる望みも今

や完全に絶たれようとしていた。

21 長い間、だれも食べていなかったが、そのときパウロは彼らの中に立って言った。「皆さん。

あなたがたが私の言うことを聞き入れて、クレタから船出しないでいたら、こんな危害や損失

を被らなくてすんだのです。

22 しかし今、あなたがたに勧めます。元気を出しなさい。あなたがたのうち、いのちを失う人は

一人もありません。失われるのは船だけです。

23 昨夜、私の主で、私が仕えている神の御使いが私のそばに立って、

24 こう言ったのです。『恐れることはありません、パウロよ。あなたは必ずカエサルの前に立ち

ます。見なさい。神は同船している人たちを、みなあなたに与えておられます。』

25 ですから、皆さん、元気を出しなさい。私は神を信じています。私に語られたことは、そのと

おりになるのです。

26 私たちは必ず、どこかの島に打ち上げられます。」

27 十四日目の夜になり、私たちはアドリア海を漂っていた。真夜中ごろ、水夫たちはどこかの陸

地に近づいているのではないかと思った。

28 彼らが水の深さを測ってみると、二十オルギヤであることが分かった。少し進んでもう一度測

ると、十五オルギヤであった。

29 どこかで暗礁に乗り上げるのではないかと恐れて、人々は船尾から錨を四つ投げ降ろし、夜が

明けるのを待ちわびた。

30 ところが、水夫たちが船から逃げ出そうとして、船首から錨を降ろすように見せかけ、小舟を

海に降ろしていたので、

31 パウロは百人隊長や兵士たちに、「あの人たちが船にとどまっていなければ、あなたがたは助

かりません」と言った。

32 そこで兵士たちは小舟の綱を切って、それが流れるままにした。

33 夜が明けかけたころ、パウロは一同に食事をするように勧めて、こう言った。「今日で十四

日、あなたがたはひたすら待ち続け、何も口に入れず、食べることなく過ごしてきました。

34 ですから、食事をするよう勧めます。これで、あなたがたは助かります。頭から髪の毛一本失

われることはありません。」

35 こう言って、彼はパンを取り、一同の前で神に感謝の祈りをささげてから、それを裂いて食べ

始めた。

36 それで皆も元気づけられ、食事をした。

37 船にいた私たちは、合わせて二百七十六人であった。

38 十分に食べた後、人々は麦を海に投げ捨てて、船を軽くした。



39 夜が明けたとき、どこの陸地かよく分からなかったが、砂浜のある入江が目に留まったので、

できればそこに船を乗り入れようということになった。

40 錨を切って海に捨て、同時に舵の綱を解き、吹く風に船首の帆を上げて、砂浜に向かって進ん

で行った。

41 ところが、二つの潮流に挟まれた浅瀬に乗り上げて、船を座礁させてしまった。船首はめり込

んで動かなくなり、船尾は激しい波によって壊れ始めた。

42 兵士たちは、囚人たちがだれも泳いで逃げないように、殺してしまおうと図った。

43 しかし、百人隊長はパウロを助けたいと思い、彼らの計画を制止して、泳げる者たちがまず海

に飛び込んで陸に上がり、

44 残りの者たちは、板切れや、船にある何かにつかまって行くように命じた。こうして、全員が

無事に陸に上がった。

第28章

1 こうして助かってから、私たちはこの島がマルタと呼ばれていることを知った。

2 島の人々は私たちに非常に親切にしてくれた。雨が降り出していて寒かったので、彼らは火を

たいて私たちみなを迎えてくれた。

3 パウロが枯れ枝を一抱え集めて火にくべると、熱気のために一匹のまむしが這い出して来て、

彼の手にかみついた。

4 島の人々は、この生き物がパウロの手にぶら下がっているのを見て、言い合った。「この人は

きっと人殺しだ。海からは救われたが、正義の女神はこの人を生かしておかないのだ。」

5 しかし、パウロはその生き物を火の中に振り落として、何の害も受けなかった。

6 人々は、彼が今にも腫れ上がってくるか、あるいは急に倒れて死ぬだろうと待っていた。しか

し、いくら待っても彼に何も変わった様子が見えないので、考えを変えて、「この人は神様

だ」と言い出した。

7 さて、その場所の近くに、島の長官でプブリウスという名の人の所有地があった。彼は私たち

を歓迎して、三日間親切にもてなしてくれた。

8 たまたまプブリウスの父が、発熱と下痢で苦しんで床についていた。パウロはその人のところ

に行って、彼に手を置いて祈り、癒やした。

9 このことがあってから、島にいたほかの病人たちもやって来て、癒やしを受けた。

10 また人々は私たちに深い尊敬を表し、私たちが船出するときには、必要な物を用意してくれ

た。

11 三か月後、私たちは、この島で冬を越していたアレクサンドリアの船で出発した。その船首に

はディオスクロイの飾りが付いていた。

12 私たちはシラクサに寄港して、三日間そこに滞在し、

13 そこから錨を上げて、レギオンに達した。一日たつと南風が吹き始めたので、二日目にはプテ

オリに入港した。

14 その町で、私たちは兄弟たちを見つけ、勧められるままに彼らのところに七日間滞在した。こ

うして、私たちはローマにやって来た。

15 ローマからは、私たちのことを聞いた兄弟たちが、アピイ・フォルムとトレス・タベルネま

で、私たちを迎えに来てくれた。パウロは彼らに会って、神に感謝し、勇気づけられた。



16 私たちがローマに入ったとき、パウロは、監視の兵士が付いてはいたが、一人で生活すること

を許された。

17 三日後、パウロはユダヤ人のおもだった人たちを呼び集めた。そして、彼らが集まったとき、

こう言った。「兄弟たち。私は、民に対しても先祖の慣習に対しても、何一つ背くことはして

いないにもかかわらず、エルサレムで囚人としてローマ人の手に渡されました。

18 彼らは私を取り調べましたが、私に死に値する罪が何もなかったので、釈放しようと思いまし

た。

19 ところが、ユダヤ人たちが反対したため、私は仕方なくカエサルに上訴しました。自分の同胞

を訴えようとしたわけではありません。

20 そういうわけで、私はあなたがたに会ってお話ししたいと願ったのです。私がこの鎖につなが

れているのは、イスラエルの望みのためです。」

21 すると、彼らはパウロに言った。「私たちは、あなたについて、ユダヤから何の通知も受け取

っていません。また、ここに来た兄弟たちのだれかが、あなたについて何か悪いことを告げた

り、話したりしたこともありません。

22 私たちは、あなたが考えておられることを、あなたから聞くのがよいと思っています。この宗

派について、いたるところで反対があるということを、私たちは耳にしていますから。」

23 そこで彼らは日を定めて、さらに大勢でパウロの宿にやって来た。パウロは、神の国のことを

証しし、モーセの律法と預言者たちの書からイエスについて彼らを説得しようと、朝から晩ま

で説明を続けた。

24 ある人たちは彼が語ることを受け入れたが、ほかの人たちは信じようとしなかった。

25 互いの意見が一致しないまま彼らが帰ろうとしたので、パウロは一言、次のように言った。

「まさしく聖霊が、預言者イザヤを通して、あなたがたの先祖に語られたとおりです。

26 『この民のところに行って告げよ。 あなたがたは聞くには聞くが、 決して悟ることはない。

見るには見るが、決して知ることはない。

27 この民の心は鈍くなり、 耳は遠くなり、目は閉じているからである。 彼らがその目で見るこ

とも、耳で聞くことも、 心で悟ることも、立ち返ることもないように。 そして、わたしが癒

やすこともないように。』

28 ですから、承知しておいてください。神のこの救いは、異邦人に送られました。彼らが聞き従

うことになります。」

30 パウロは、まる二年間、自費で借りた家に住み、訪ねて来る人たちをみな迎えて、

31 少しもはばかることなく、また妨げられることもなく、神の国を宣べ伝え、主イエス・キリス

トのことを教えた。



ローマ人への手紙

Romans

第1章

1 キリスト・イエスのしもべ、神の福音のために選び出され、使徒として召されたパウロから。

2 ──この福音は、神がご自分の預言者たちを通して、聖書にあらかじめ約束されたもので、

3 御子に関するものです。御子は、肉によればダビデの子孫から生まれ、

4 聖なる霊によれば、死者の中からの復活により、力ある神の子として公に示された方、私たち

の主イエス・キリストです。

5 この方によって、私たちは恵みと使徒の務めを受けました。御名のために、すべての異邦人の

中に信仰の従順をもたらすためです。

6 その異邦人たちの中にあって、あなたがたも召されてイエス・キリストのものとなりました──

7 ローマにいるすべての、神に愛され、召された聖徒たちへ。 私たちの父なる神と主イエス・

キリストから、恵みと平安があなたがたにありますように。

8 まず初めに、私はあなたがたすべてについて、イエス・キリストを通して私の神に感謝しま

す。全世界であなたがたの信仰が語り伝えられているからです。

9 私が御子の福音を伝えつつ心から仕えている神が証ししてくださることですが、私は絶えずあ

なたがたのことを思い、

10 祈るときにはいつも、神のみこころによって、今度こそついに道が開かれ、何とかしてあなた

がたのところに行けるようにと願っています。

11 私があなたがたに会いたいと切に望むのは、御霊の賜物をいくらかでも分け与えて、あなたが

たを強くしたいからです。

12 というより、あなたがたの間にあって、あなたがたと私の互いの信仰によって、ともに励まし

を受けたいのです。

13 兄弟たち、知らずにいてほしくはありません。私はほかの異邦人たちの間で得たように、あな

たがたの間でもいくらかの実を得ようと、何度もあなたがたのところに行く計画を立てました

が、今に至るまで妨げられてきました。

14 私は、ギリシア人にも未開の人にも、知識のある人にも知識のない人にも、負い目のある者で

す。

15 ですから私としては、ローマにいるあなたがたにも、ぜひ福音を伝えたいのです。

16 私は福音を恥としません。福音は、ユダヤ人をはじめギリシア人にも、信じるすべての人に救

いをもたらす神の力です。

17 福音には神の義が啓示されていて、信仰に始まり信仰に進ませるからです。「義人は信仰によ

って生きる」と書いてあるとおりです。

18 というのは、不義によって真理を阻んでいる人々のあらゆる不敬虔と不義に対して、神の怒り

が天から啓示されているからです。

19 神について知りうることは、彼らの間で明らかです。神が彼らに明らかにされたのです。



20 神の、目に見えない性質、すなわち神の永遠の力と神性は、世界が創造されたときから被造物

を通して知られ、はっきりと認められるので、彼らに弁解の余地はありません。

21 彼らは神を知っていながら、神を神としてあがめず、感謝もせず、かえってその思いはむなし

くなり、その鈍い心は暗くなったのです。

22 彼らは、自分たちは知者であると主張しながら愚かになり、

23 朽ちない神の栄光を、朽ちる人間や、鳥、獣、這うものに似たかたちと替えてしまいました。

24 そこで神は、彼らをその心の欲望のままに汚れに引き渡されました。そのため、彼らは互いに

自分たちのからだを辱めています。

25 彼らは神の真理を偽りと取り替え、造り主の代わりに、造られた物を拝み、これに仕えまし

た。造り主こそ、とこしえにほめたたえられる方です。アーメン。

26 こういうわけで、神は彼らを恥ずべき情欲に引き渡されました。すなわち、彼らのうちの女た

ちは自然な関係を自然に反するものに替え、

27 同じように男たちも、女との自然な関係を捨てて、男同士で情欲に燃えました。男が男と恥ず

べきことを行い、その誤りに対する当然の報いをその身に受けています。

28 また、彼らは神を知ることに価値を認めなかったので、神は彼らを無価値な思いに引き渡され

ました。それで彼らは、してはならないことを行っているのです。

29 彼らは、あらゆる不義、悪、貪欲、悪意に満ち、ねたみ、殺意、争い、欺き、悪巧みにまみれ

ています。また彼らは陰口を言い、

30 人を中傷し、神を憎み、人を侮り、高ぶり、大言壮語し、悪事を企み、親に逆らい、

31 浅はかで、不誠実で、情け知らずで、無慈悲です。

32 彼らは、そのような行いをする者たちが死に値するという神の定めを知りながら、自らそれを

行っているだけでなく、それを行う者たちに同意もしているのです。

第2章

1 ですから、すべて他人をさばく者よ、あなたに弁解の余地はありません。あなたは他人をさば

くことで、自分自身にさばきを下しています。さばくあなたが同じことを行っているからで

す。

2 そのようなことを行う者たちの上に、真理に基づいて神のさばきが下ることを、私たちは知っ

ています。

3 そのようなことを行う者たちをさばきながら、同じことを行っている者よ、あなたは神のさば

きを免れるとでも思っているのですか。

4 それとも、神のいつくしみ深さがあなたを悔い改めに導くことも知らないで、その豊かないつ

くしみと忍耐と寛容を軽んじているのですか。

5 あなたは、頑なで悔い改める心がないために、神の正しいさばきが現れる御怒りの日の怒り

を、自分のために蓄えています。

6 神は、一人ひとり、その人の行いに応じて報いられます。

7 忍耐をもって善を行い、栄光と誉れと朽ちないものを求める者には、永遠のいのちを与え、

8 利己的な思いから真理に従わず、不義に従う者には、怒りと憤りを下されます。

9 悪を行うすべての者の上には、ユダヤ人をはじめギリシア人にも、苦難と苦悩が下り、



10 善を行うすべての者には、ユダヤ人をはじめギリシア人にも、栄光と誉れと平和が与えられま

す。

11 神にはえこひいきがないからです。

12 律法なしに罪を犯した者はみな、律法なしに滅び、律法の下にあって罪を犯した者はみな、律

法によってさばかれます。

13 なぜなら、律法を聞く者が神の前に正しいのではなく、律法を行う者が義と認められるからで

す。

14 律法を持たない異邦人が、生まれつきのままで律法の命じることを行う場合は、律法を持たな

くても、彼ら自身が自分に対する律法なのです。

15 彼らは、律法の命じる行いが自分の心に記されていることを示しています。彼らの良心も証し

していて、彼らの心の思いは互いに責め合ったり、また弁明し合ったりさえするのです。

16 私の福音によれば、神のさばきは、神がキリスト・イエスによって、人々の隠された事柄をさ

ばかれるその日に行われるのです。

17 あなたが自らユダヤ人と称し、律法を頼みとし、神を誇り、

18 みこころを知り、律法から教えられて、大切なことをわきまえているなら、

19 また、律法のうちに具体的に示された知識と真理を持っているので、目の見えない人の案内

人、闇の中にいる者の光、愚かな者の導き手、幼子の教師だ、と自負しているなら、

20 ［前節と合節］

21 どうして、他人を教えながら、自分自身を教えないのですか。盗むなと説きながら、自分は盗

むのですか。

22 姦淫するなと言いながら、自分は姦淫するのですか。偶像を忌み嫌いながら、神殿の物をかす

め取るのですか。

23 律法を誇りとするあなたは、律法に違反することで、神を侮っているのです。

24 「あなたがたのゆえに、神の御名は異邦人の間で汚されている」と書いてあるとおりです。

25 もしあなたが律法を行うなら、割礼には価値があります。しかし、もしあなたが律法の違反者

であるなら、あなたの割礼は無割礼になったのです。

26 ですから、もし割礼を受けていない人が律法の規定を守るなら、その人の無割礼は割礼と見な

されるのではないでしょうか。

27 からだは無割礼でも律法を守る人が、律法の文字と割礼がありながらも律法に違反するあなた

を、さばくことになります。

28 外見上のユダヤ人がユダヤ人ではなく、また、外見上のからだの割礼が割礼ではないからで

す。

29 かえって人目に隠れたユダヤ人がユダヤ人であり、文字ではなく、御霊による心の割礼こそ割

礼だからです。その人への称賛は人からではなく、神から来ます。

第3章

1 それでは、ユダヤ人のすぐれている点は何ですか。割礼に何の益があるのですか。

2 あらゆる点から見て、それは大いにあります。第一に、彼らは神のことばを委ねられました。



3 では、どうですか。彼らのうちに不真実な者がいたなら、その不真実は神の真実を無にするの

でしょうか。

4 決してそんなことはありません。たとえすべての人が偽り者であるとしても、神は真実な方で

あるとすべきです。 「それゆえ、あなたが告げるとき、 あなたは正しくあられ、 さばくと

き、勝利を得られます」 と書いてあるとおりです。

5 では、もし私たちの不義が神の義を明らかにするのなら、私たちはどのように言うべきでしょ

うか。私は人間的な言い方をしますが、御怒りを下す神は不義なのでしょうか。

6 決してそんなことはありません。もしそうなら、神はどのようにして世界をさばかれるのです

か。

7 では、もし私の偽りによって神の真理がますます明らかにされて、神の栄光となるのなら、ど

うして私はなおも罪人としてさばかれるのですか。

8 「善をもたらすために悪を行おう」ということになりませんか。私たちがそう言っていると、

ある者たちから中傷されています。そのように中傷する者たちが、さばきを受けるのは当然で

す。

9 では、どうなのでしょう。私たちにすぐれているところはあるのでしょうか。全くありませ

ん。私たちがすでに指摘したように、ユダヤ人もギリシア人も、すべての人が罪の下にあるか

らです。

10 次のように書いてあるとおりです。 「義人はいない。一人もいない。

11 悟る者はいない。 神を求める者はいない。

12 すべての者が離れて行き、 だれもかれも無用の者となった。 善を行う者はいない。 だれ一人

いない。」

13 「彼らの喉は開いた墓。 彼らはその舌で欺く。」 「彼らの唇の下にはまむしの毒がある。」

14 「彼らの口は、呪いと苦みに満ちている。」

15 「彼らの足は血を流すのに速く、

16 彼らの道には破壊と悲惨がある。

17 彼らは平和の道を知らない。」

18 「彼らの目の前には、神に対する恐れがない。」

19 私たちは知っています。律法が言うことはみな、律法の下にある者たちに対して語られている

のです。それは、すべての口がふさがれて、全世界が神のさばきに服するためです。

20 なぜなら、人はだれも、律法を行うことによっては神の前に義と認められないからです。律法

を通して生じるのは罪の意識です。

21 しかし今や、律法とは関わりなく、律法と預言者たちの書によって証しされて、神の義が示さ

れました。

22 すなわち、イエス・キリストを信じることによって、信じるすべての人に与えられる神の義で

す。そこに差別はありません。

23 すべての人は罪を犯して、神の栄光を受けることができず、

24 神の恵みにより、キリスト・イエスによる贖いを通して、価なしに義と認められるからです。

25 神はこの方を、信仰によって受けるべき、血による宥めのささげ物として公に示されました。

ご自分の義を明らかにされるためです。神は忍耐をもって、これまで犯されてきた罪を見逃し

てこられたのです。



26 すなわち、ご自分が義であり、イエスを信じる者を義と認める方であることを示すため、今こ

の時に、ご自分の義を明らかにされたのです。

27 それでは、私たちの誇りはどこにあるのでしょうか。それは取り除かれました。どのような種

類の律法によってでしょうか。行いの律法でしょうか。いいえ、信仰の律法によってです。

28 人は律法の行いとは関わりなく、信仰によって義と認められると、私たちは考えているからで

す。

29 それとも、神はユダヤ人だけの神でしょうか。異邦人の神でもあるのではないでしょうか。そ

うです。異邦人の神でもあります。

30 神が唯一なら、そうです。神は、割礼のある者を信仰によって義と認め、割礼のない者も信仰

によって義と認めてくださるのです。

31 それでは、私たちは信仰によって律法を無効にすることになるのでしょうか。決してそんなこ

とはありません。むしろ、律法を確立することになります。

第4章

1 それでは、肉による私たちの父祖アブラハムは何を見出した、と言えるのでしょうか。

2 もしアブラハムが行いによって義と認められたのであれば、彼は誇ることができます。しか

し、神の御前ではそうではありません。

3 聖書は何と言っていますか。「アブラハムは神を信じた。それで、それが彼の義と認められ

た」とあります。

4 働く者にとっては、報酬は恵みによるものではなく、当然支払われるべきものと見なされま

す。

5 しかし、働きがない人であっても、不敬虔な者を義と認める方を信じる人には、その信仰が義

と認められます。

6 同じようにダビデも、行いと関わりなく、神が義とお認めになる人の幸いを、このように言っ

ています。

7 「幸いなことよ、 不法を赦され、罪をおおわれた人たち。

8 幸いなことよ、 主が罪をお認めにならない人。」

9 それでは、この幸いは、割礼のある者にだけ与えられるのでしょうか。それとも、割礼のない

者にも与えられるのでしょうか。私たちは、「アブラハムには、その信仰が義と認められた」

と言っていますが、

10 どのようにして、その信仰が義と認められたのでしょうか。割礼を受けてからですか。割礼を

受けていないときですか。割礼を受けてからではなく、割礼を受けていないときです。

11 彼は、割礼を受けていないときに信仰によって義と認められたことの証印として、割礼という

しるしを受けたのです。それは、彼が、割礼を受けないままで信じるすべての人の父となり、

彼らも義と認められるためであり、

12 また、単に割礼を受けているだけではなく、私たちの父アブラハムが割礼を受けていなかった

ときの信仰の足跡にしたがって歩む者たちにとって、割礼の父となるためでした。

13 というのは、世界の相続人となるという約束が、アブラハムに、あるいは彼の子孫に与えられ

たのは、律法によってではなく、信仰による義によってであったからです。



14 もし律法による者たちが相続人であるなら、信仰は空しくなり、約束は無効になってしまいま

す。

15 実際、律法は御怒りを招くものです。律法のないところには違反もありません。

16 そのようなわけで、すべては信仰によるのです。それは、事が恵みによるようになるためで

す。こうして、約束がすべての子孫に、すなわち、律法を持つ人々だけでなく、アブラハムの

信仰に倣う人々にも保証されるのです。アブラハムは、私たちすべての者の父です。

17 「わたしはあなたを多くの国民の父とした」と書いてあるとおりです。彼は、死者を生かし、

無いものを有るものとして召される神を信じ、その御前で父となったのです。

18 彼は望み得ない時に望みを抱いて信じ、「あなたの子孫は、このようになる」と言われていた

とおり、多くの国民の父となりました。

19 彼は、およそ百歳になり、自分のからだがすでに死んだも同然であること、またサラの胎が死

んでいることを認めても、その信仰は弱まりませんでした。

20 不信仰になって神の約束を疑うようなことはなく、かえって信仰が強められて、神に栄光を帰

し、

21 神には約束したことを実行する力がある、と確信していました。

22 だからこそ、「彼には、それが義と認められた」のです。

23 しかし、「彼には、それが義と認められた」と書かれたのは、ただ彼のためだけでなく、

24 私たちのためでもあります。すなわち、私たちの主イエスを死者の中からよみがえらせた方を

信じる私たちも、義と認められるのです。

25 主イエスは、私たちの背きの罪のゆえに死に渡され、私たちが義と認められるために、よみが

えられました。

第5章

1 こうして、私たちは信仰によって義と認められたので、私たちの主イエス・キリストによっ

て、神との平和を持っています。

2 このキリストによって私たちは、信仰によって、今立っているこの恵みに導き入れられまし

た。そして、神の栄光にあずかる望みを喜んでいます。

3 それだけではなく、苦難さえも喜んでいます。それは、苦難が忍耐を生み出し、

4 忍耐が練られた品性を生み出し、練られた品性が希望を生み出すと、私たちは知っているから

です。

5 この希望は失望に終わることがありません。なぜなら、私たちに与えられた聖霊によって、神

の愛が私たちの心に注がれているからです。

6 実にキリストは、私たちがまだ弱かったころ、定められた時に、不敬虔な者たちのために死ん

でくださいました。

7 正しい人のためであっても、死ぬ人はほとんどいません。善良な人のためなら、進んで死ぬ人

がいるかもしれません。

8 しかし、私たちがまだ罪人であったとき、キリストが私たちのために死なれたことによって、

神は私たちに対するご自分の愛を明らかにしておられます。

9 ですから、今、キリストの血によって義と認められた私たちが、この方によって神の怒りから

救われるのは、なおいっそう確かなことです。



10 敵であった私たちが、御子の死によって神と和解させていただいたのなら、和解させていただ

いた私たちが、御子のいのちによって救われるのは、なおいっそう確かなことです。

11 それだけではなく、私たちの主イエス・キリストによって、私たちは神を喜んでいます。キリ

ストによって、今や、私たちは和解させていただいたのです。

12 こういうわけで、ちょうど一人の人によって罪が世界に入り、罪によって死が入り、こうし

て、すべての人が罪を犯したので、死がすべての人に広がったのと同様に──

13 実に、律法が与えられる以前にも、罪は世にあったのですが、律法がなければ罪は罪として認

められないのです。

14 けれども死は、アダムからモーセまでの間も、アダムの違反と同じようには罪を犯さなかった

人々さえも、支配しました。アダムは来たるべき方のひな型です。

15 しかし、恵みの賜物は違反の場合と違います。もし一人の違反によって多くの人が死んだのな

ら、神の恵みと、一人の人イエス・キリストの恵みによる賜物は、なおいっそう、多くの人に

満ちあふれるのです。

16 また賜物は、一人の人が罪を犯した結果とは違います。さばきの場合は、一つの違反から不義

に定められましたが、恵みの場合は、多くの違反が義と認められるからです。

17 もし一人の違反により、一人によって死が支配するようになったのなら、なおさらのこと、恵

みと義の賜物をあふれるばかり受けている人たちは、一人の人イエス・キリストにより、いの

ちにあって支配するようになるのです。

18 こういうわけで、ちょうど一人の違反によってすべての人が不義に定められたのと同様に、一

人の義の行為によってすべての人が義と認められ、いのちを与えられます。

19 すなわち、ちょうど一人の人の不従順によって多くの人が罪人とされたのと同様に、一人の従

順によって多くの人が義人とされるのです。

20 律法が入って来たのは、違反が増し加わるためでした。しかし、罪の増し加わるところに、恵

みも満ちあふれました。

21 それは、罪が死によって支配したように、恵みもまた義によって支配して、私たちの主イエ

ス・キリストにより永遠のいのちに導くためなのです。

第6章

1 それでは、どのように言うべきでしょうか。恵みが増し加わるために、私たちは罪にとどまる

べきでしょうか。

2 決してそんなことはありません。罪に対して死んだ私たちが、どうしてなおも罪のうちに生き

ていられるでしょうか。

3 それとも、あなたがたは知らないのですか。キリスト・イエスにつくバプテスマを受けた私た

ちはみな、その死にあずかるバプテスマを受けたのではありませんか。

4 私たちは、キリストの死にあずかるバプテスマによって、キリストとともに葬られたのです。

それは、ちょうどキリストが御父の栄光によって死者の中からよみがえられたように、私たち

も、新しいいのちに歩むためです。

5 私たちがキリストの死と同じようになって、キリストと一つになっているなら、キリストの復

活とも同じようになるからです。



6 私たちは知っています。私たちの古い人がキリストとともに十字架につけられたのは、罪のか

らだが滅ぼされて、私たちがもはや罪の奴隷でなくなるためです。

7 死んだ者は、罪から解放されているのです。

8 私たちがキリストとともに死んだのなら、キリストとともに生きることにもなる、と私たちは

信じています。

9 私たちは知っています。キリストは死者の中からよみがえって、もはや死ぬことはありませ

ん。死はもはやキリストを支配しないのです。

10 なぜなら、キリストが死なれたのは、ただ一度罪に対して死なれたのであり、キリストが生き

ておられるのは、神に対して生きておられるのだからです。

11 同じように、あなたがたもキリスト・イエスにあって、自分は罪に対して死んだ者であり、神

に対して生きている者だと、認めなさい。

12 ですから、あなたがたの死ぬべきからだを罪に支配させて、からだの欲望に従ってはいけませ

ん。

13 また、あなたがたの手足を不義の道具として罪に献げてはいけません。むしろ、死者の中から

生かされた者としてあなたがた自身を神に献げ、また、あなたがたの手足を義の道具として神

に献げなさい。

14 罪があなたがたを支配することはないからです。あなたがたは律法の下にではなく、恵みの下

にあるのです。

15 では、どうなのでしょう。私たちは律法の下にではなく、恵みの下にあるのだから、罪を犯そ

う、となるのでしょうか。決してそんなことはありません。

16 あなたがたは知らないのですか。あなたがたが自分自身を奴隷として献げて服従すれば、その

服従する相手の奴隷となるのです。つまり、罪の奴隷となって死に至り、あるいは従順の奴隷

となって義に至ります。

17 神に感謝します。あなたがたは、かつては罪の奴隷でしたが、伝えられた教えの規範に心から

服従し、

18 罪から解放されて、義の奴隷となりました。

19 あなたがたの肉の弱さのために、私は人間的な言い方をしています。以前あなたがたは、自分

の手足を汚れと不法の奴隷として献げて、不法に進みました。同じように、今はその手足を義

の奴隷として献げて、聖潔に進みなさい。

20 あなたがたは、罪の奴隷であったとき、義については自由にふるまっていました。

21 ではそのころ、あなたがたはどんな実を得ましたか。今では恥ずかしく思っているものです。

それらの行き着くところは死です。

22 しかし今は、罪から解放されて神の奴隷となり、聖潔に至る実を得ています。その行き着くと

ころは永遠のいのちです。

23 罪の報酬は死です。しかし神の賜物は、私たちの主キリスト・イエスにある永遠のいのちで

す。

第7章

1 それとも、兄弟たち、あなたがたは知らないのですか──私は律法を知っている人たちに話して

います──律法が人を支配するのは、その人が生きている期間だけです。



2 結婚している女は、夫が生きている間は、律法によって夫に結ばれています。しかし、夫が死

んだら、自分を夫に結びつけていた律法から解かれます。

3 したがって、夫が生きている間に他の男のものとなれば、姦淫の女と呼ばれますが、夫が死ん

だら律法から自由になるので、他の男のものとなっても姦淫の女とはなりません。

4 ですから、私の兄弟たちよ。あなたがたもキリストのからだを通して、律法に対して死んでい

るのです。それは、あなたがたがほかの方、すなわち死者の中からよみがえった方のものとな

り、こうして私たちが神のために実を結ぶようになるためです。

5 私たちが肉にあったときは、律法によって目覚めた罪の欲情が私たちのからだの中に働いて、

死のために実を結びました。

6 しかし今は、私たちは自分を縛っていた律法に死んだので、律法から解かれました。その結

果、古い文字にはよらず、新しい御霊によって仕えているのです。

7 それでは、どのように言うべきでしょうか。律法は罪なのでしょうか。決してそんなことはあ

りません。むしろ、律法によらなければ、私は罪を知ることはなかったでしょう。実際、律法

が「隣人のものを欲してはならない」と言わなければ、私は欲望を知らなかったでしょう。

8 しかし、罪は戒めによって機会をとらえ、私のうちにあらゆる欲望を引き起こしました。律法

がなければ、罪は死んだものです。

9 私はかつて律法なしに生きていましたが、戒めが来たとき、罪は生き、

10 私は死にました。それで、いのちに導くはずの戒めが、死に導くものであると分かりました。

11 罪は戒めによって機会をとらえ、私を欺き、戒めによって私を殺したのです。

12 ですから、律法は聖なるものです。また戒めも聖なるものであり、正しく、また良いもので

す。

13 それでは、この良いものが、私に死をもたらしたのでしょうか。決してそんなことはありませ

ん。むしろ、罪がそれをもたらしたのです。罪は、この良いもので私に死をもたらすことによ

って、罪として明らかにされました。罪は戒めによって、限りなく罪深いものとなりました。

14 私たちは、律法が霊的なものであることを知っています。しかし、私は肉的な者であり、売り

渡されて罪の下にある者です。

15 私には、自分のしていることが分かりません。自分がしたいと願うことはせずに、むしろ自分

が憎んでいることを行っているからです。

16 自分のしたくないことを行っているなら、私は律法に同意し、それを良いものと認めているこ

とになります。

17 ですから、今それを行っているのは、もはや私ではなく、私のうちに住んでいる罪なのです。

18 私は、自分のうちに、すなわち、自分の肉のうちに善が住んでいないことを知っています。私

には良いことをしたいという願いがいつもあるのに、実行できないからです。

19 私は、したいと願う善を行わないで、したくない悪を行っています。

20 私が自分でしたくないことをしているなら、それを行っているのは、もはや私ではなく、私の

うちに住んでいる罪です。

21 そういうわけで、善を行いたいと願っている、その私に悪が存在するという原理を、私は見出

します。

22 私は、内なる人としては、神の律法を喜んでいますが、



23 私のからだには異なる律法があって、それが私の心の律法に対して戦いを挑み、私を、からだ

にある罪の律法のうちにとりこにしていることが分かるのです。

24 私は本当にみじめな人間です。だれがこの死のからだから、私を救い出してくれるのでしょう

か。

25 私たちの主イエス・キリストを通して、神に感謝します。こうして、この私は、心では神の律

法に仕え、肉では罪の律法に仕えているのです。

第8章

1 こういうわけで、今や、キリスト・イエスにある者が罪に定められることは決してありませ

ん。

2 なぜなら、キリスト・イエスにあるいのちの御霊の律法が、罪と死の律法からあなたを解放し

たからです。

3 肉によって弱くなったため、律法にできなくなったことを、神はしてくださいました。神はご

自分の御子を、罪深い肉と同じような形で、罪のきよめのために遣わし、肉において罪を処罰

されたのです。

4 それは、肉に従わず御霊に従って歩む私たちのうちに、律法の要求が満たされるためなので

す。

5 肉に従う者は肉に属することを考えますが、御霊に従う者は御霊に属することを考えます。

6 肉の思いは死ですが、御霊の思いはいのちと平安です。

7 なぜなら、肉の思いは神に敵対するからです。それは神の律法に従いません。いや、従うこと

ができないのです。

8 肉のうちにある者は神を喜ばせることができません。

9 しかし、もし神の御霊があなたがたのうちに住んでおられるなら、あなたがたは肉のうちにで

はなく、御霊のうちにいるのです。もし、キリストの御霊を持っていない人がいれば、その人

はキリストのものではありません。

10 キリストがあなたがたのうちにおられるなら、からだは罪のゆえに死んでいても、御霊が義の

ゆえにいのちとなっています。

11 イエスを死者の中からよみがえらせた方の御霊が、あなたがたのうちに住んでおられるなら、

キリストを死者の中からよみがえらせた方は、あなたがたのうちに住んでおられるご自分の御

霊によって、あなたがたの死ぬべきからだも生かしてくださいます。

12 ですから、兄弟たちよ、私たちには義務があります。肉に従って生きなければならないとい

う、肉に対する義務ではありません。

13 もし肉に従って生きるなら、あなたがたは死ぬことになります。しかし、もし御霊によってか

らだの行いを殺すなら、あなたがたは生きます。

14 神の御霊に導かれる人はみな、神の子どもです。

15 あなたがたは、人を再び恐怖に陥れる、奴隷の霊を受けたのではなく、子とする御霊を受けた

のです。この御霊によって、私たちは「アバ、父」と叫びます。

16 御霊ご自身が、私たちの霊とともに、私たちが神の子どもであることを証ししてくださいま

す。



17 子どもであるなら、相続人でもあります。私たちはキリストと、栄光をともに受けるために苦

難をともにしているのですから、神の相続人であり、キリストとともに共同相続人なのです。

18 今の時の苦難は、やがて私たちに啓示される栄光に比べれば、取るに足りないと私は考えま

す。

19 被造物は切実な思いで、神の子どもたちが現れるのを待ち望んでいます。

20 被造物が虚無に服したのは、自分の意志からではなく、服従させた方によるものなので、彼ら

には望みがあるのです。

21 被造物自体も、滅びの束縛から解放され、神の子どもたちの栄光の自由にあずかります。

22 私たちは知っています。被造物のすべては、今に至るまで、ともにうめき、ともに産みの苦し

みをしています。

23 それだけでなく、御霊の初穂をいただいている私たち自身も、子にしていただくこと、すなわ

ち、私たちのからだが贖われることを待ち望みながら、心の中でうめいています。

24 私たちは、この望みとともに救われたのです。目に見える望みは望みではありません。目で見

ているものを、だれが望むでしょうか。

25 私たちはまだ見ていないものを望んでいるのですから、忍耐して待ち望みます。

26 同じように御霊も、弱い私たちを助けてくださいます。私たちは、何をどう祈ったらよいか分

からないのですが、御霊ご自身が、ことばにならないうめきをもって、とりなしてくださるの

です。

27 人間の心を探る方は、御霊の思いが何であるかを知っておられます。なぜなら、御霊は神のみ

こころにしたがって、聖徒たちのためにとりなしてくださるからです。

28 神を愛する人たち、すなわち、神のご計画にしたがって召された人たちのためには、すべての

ことがともに働いて益となることを、私たちは知っています。

29 神は、あらかじめ知っている人たちを、御子のかたちと同じ姿にあらかじめ定められたので

す。それは、多くの兄弟たちの中で御子が長子となるためです。

30 神は、あらかじめ定めた人たちをさらに召し、召した人たちをさらに義と認め、義と認めた人

たちにはさらに栄光をお与えになりました。

31 では、これらのことについて、どのように言えるでしょうか。神が私たちの味方であるなら、

だれが私たちに敵対できるでしょう。

32 私たちすべてのために、ご自分の御子さえも惜しむことなく死に渡された神が、どうして、御

子とともにすべてのものを、私たちに恵んでくださらないことがあるでしょうか。

33 だれが、神に選ばれた者たちを訴えるのですか。神が義と認めてくださるのです。

34 だれが、私たちを罪ありとするのですか。死んでくださった方、いや、よみがえられた方であ

るキリスト・イエスが、神の右の座に着き、しかも私たちのために、とりなしていてくださる

のです。

35 だれが、私たちをキリストの愛から引き離すのですか。苦難ですか、苦悩ですか、迫害です

か、飢えですか、裸ですか、危険ですか、剣ですか。

36 こう書かれています。 「あなたのために、私たちは休みなく殺され、 屠られる羊と見なされ

ています。」

37 しかし、これらすべてにおいても、私たちを愛してくださった方によって、私たちは圧倒的な

勝利者です。



38 私はこう確信しています。死も、いのちも、御使いたちも、支配者たちも、今あるものも、後

に来るものも、力あるものも、

39 高いところにあるものも、深いところにあるものも、そのほかのどんな被造物も、私たちの主

キリスト・イエスにある神の愛から、私たちを引き離すことはできません。

第9章

1 私はキリストにあって真実を語り、偽りを言いません。私の良心も、聖霊によって私に対し証

ししていますが、

2 私には大きな悲しみがあり、私の心には絶えず痛みがあります。

3 私は、自分の兄弟たち、肉による自分の同胞のためなら、私自身がキリストから引き離され

て、のろわれた者となってもよいとさえ思っています。

4 彼らはイスラエル人です。子とされることも、栄光も、契約も、律法の授与も、礼拝も、約束

も彼らのものです。

5 父祖たちも彼らのものです。キリストも、肉によれば彼らから出ました。キリストは万物の上

にあり、とこしえにほむべき神です。アーメン。

6 しかし、神のことばは無効になったわけではありません。イスラエルから出た者がみな、イス

ラエルではないからです。

7 アブラハムの子どもたちがみな、アブラハムの子孫だということではありません。むしろ、

「イサクにあって、あなたの子孫が起こされる」からです。

8 すなわち、肉の子どもがそのまま神の子どもなのではなく、むしろ、約束の子どもが子孫と認

められるのです。

9 約束のみことばはこうです。「わたしは来年の今ごろ来ます。そのとき、サラには男の子が生

まれています。」

10 それだけではありません。一人の人、すなわち私たちの父イサクによって身ごもったリベカの

場合もそうです。

11 その子どもたちがまだ生まれもせず、善も悪も行わないうちに、選びによる神のご計画が、

12 行いによるのではなく、召してくださる方によって進められるために、「兄が弟に仕える」と

彼女に告げられました。

13 「わたしはヤコブを愛し、エサウを憎んだ」と書かれているとおりです。

14 それでは、どのように言うべきでしょうか。神に不正があるのでしょうか。決してそんなこと

はありません。

15 神はモーセに言われました。「わたしはあわれもうと思う者をあわれみ、いつくしもうと思う

者をいつくしむ。」

16 ですから、これは人の願いや努力によるのではなく、あわれんでくださる神によるのです。

17 聖書はファラオにこう言っています。「このことのために、わたしはあなたを立てておいた。

わたしの力をあなたに示すため、そうして、わたしの名を全地に知らしめるためである。」

18 ですから、神は人をみこころのままにあわれみ、またみこころのままに頑なにされるのです。

19 すると、あなたは私にこう言うでしょう。「それではなぜ、神はなおも人を責められるのです

か。だれが神の意図に逆らえるのですか。」



20 人よ。神に言い返すあなたは、いったい何者ですか。造られた者が造った者に「どうして私を

このように造ったのか」と言えるでしょうか。

21 陶器師は同じ土のかたまりから、あるものは尊いことに用いる器に、別のものは普通の器に作

る権利を持っていないのでしょうか。

22 それでいて、もし神が、御怒りを示してご自分の力を知らせようと望んでおられたのに、滅ぼ

されるはずの怒りの器を、豊かな寛容をもって耐え忍ばれたとすれば、どうですか。

23 しかもそれが、栄光のためにあらかじめ備えられたあわれみの器に対して、ご自分の豊かな栄

光を知らせるためであったとすれば、どうですか。

24 このあわれみの器として、神は私たちを、ユダヤ人の中からだけでなく、異邦人の中からも召

してくださったのです。

25 それは、ホセアの書でも神が言っておられるとおりです。 「わたしは、わたしの民でない者

を わたしの民と呼び、 愛されない者を愛される者と呼ぶ。

26 あなたがたはわたしの民ではない、 と言われたその場所で、 彼らは生ける神の子らと呼ばれ

る。」

27 イザヤはイスラエルについてこう叫んでいます。 「たとえ、イスラエルの子らの数が 海の砂

のようであっても、 残りの者だけが救われる。

28 主が、語られたことを完全に、かつ速やかに、 地の上で行おうとしておられる。」

29 また、イザヤがあらかじめ告げたとおりです。 「もしも、万軍の主が、私たちに 子孫を残さ

れなかったなら、 私たちもソドムのようになり、 ゴモラと同じようになっていたであろ

う。」

30 それでは、どのように言うべきでしょうか。義を追い求めなかった異邦人が義を、すなわち、

信仰による義を得ました。

31 しかし、イスラエルは、義の律法を追い求めていたのに、その律法に到達しませんでした。

32 なぜでしょうか。信仰によってではなく、行いによるかのように追い求めたからです。彼ら

は、つまずきの石につまずいたのです。

33 「見よ、わたしはシオンに、 つまずきの石、妨げの岩を置く。 この方に信頼する者は 失望さ

せられることがない」 と書いてあるとおりです。

第10章

1 兄弟たちよ。私の心の願い、彼らのために神にささげる祈りは、彼らの救いです。

2 私は、彼らが神に対して熱心であることを証ししますが、その熱心は知識に基づくものではあ

りません。

3 彼らは神の義を知らずに、自らの義を立てようとして、神の義に従わなかったのです。

4 律法が目指すものはキリストです。それで、義は信じる者すべてに与えられるのです。

5 モーセは、律法による義について、「律法の掟を行う人は、その掟によって生きる」と書いて

います。

6 しかし、信仰による義はこう言います。「あなたは心の中で、『だれが天に上るのか』と言っ

てはならない。」それはキリストを引き降ろすことです。

7 また、「『だれが深みに下るのか』と言ってはならない。」それはキリストを死者の中から引

き上げることです。



8 では、何と言っていますか。「みことばは、あなたの近くにあり、あなたの口にあり、あなた

の心にある。」これは、私たちが宣べ伝えている信仰のことばのことです。

9 なぜなら、もしあなたの口でイエスを主と告白し、あなたの心で神はイエスを死者の中からよ

みがえらせたと信じるなら、あなたは救われるからです。

10 人は心に信じて義と認められ、口で告白して救われるのです。

11 聖書はこう言っています。 「この方に信頼する者は、 だれも失望させられることがない。」

12 ユダヤ人とギリシア人の区別はありません。同じ主がすべての人の主であり、ご自分を呼び求

めるすべての人に豊かに恵みをお与えになるからです。

13 「主の御名を呼び求める者はみな救われる」 のです。

14 しかし、信じたことのない方を、どのようにして呼び求めるのでしょうか。聞いたことのない

方を、どのようにして信じるのでしょうか。宣べ伝える人がいなければ、どのようにして聞く

のでしょうか。

15 遣わされることがなければ、どのようにして宣べ伝えるのでしょうか。 「なんと美しいこと

か、 良い知らせを伝える人たちの足は」 と書いてあるようにです。

16 しかし、すべての人が福音に従ったのではありません。 「主よ。私たちが聞いたことを、だ

れが信じたか」 とイザヤは言っています。

17 ですから、信仰は聞くことから始まります。聞くことは、キリストについてのことばを通して

実現するのです。

18 では、私は尋ねます。彼らは聞かなかったのでしょうか。いいえ、むしろ、 「その響きは全

地に、 そのことばは、世界の果てまで届いた」 のです。

19 では、私は尋ねます。イスラエルは知らなかったのでしょうか。まず、モーセがこう言ってい

ます。 「わたしは、民でない者たちで あなたがたのねたみを引き起こし、 愚かな国民で あな

たがたの怒りを燃えさせる。」

20 また、イザヤは大胆にもこう言っています。 「わたしを探さなかった者たちに わたしは見出

され、 わたしを尋ねなかった者たちに 自分を現した。」

21 そして、イスラエルのことをこう言っています。 「わたしは終日、手を差し伸べた。 不従順

で反抗する民に対して。」

第11章

1 それでは尋ねますが、神はご自分の民を退けられたのでしょうか。決してそんなことはありま

せん。この私もイスラエル人で、アブラハムの子孫、ベニヤミン族の出身です。

2 神は、前から知っていたご自分の民を退けられたのではありません。それとも、聖書がエリヤ

の箇所で言っていることを、あなたがたは知らないのですか。エリヤはイスラエルを神に訴え

ています。

3 「主よ。彼らはあなたの預言者たちを殺し、あなたの祭壇を壊しました。ただ私だけが残りま

したが、彼らは私のいのちを狙っています。」

4 しかし、神が彼に告げられたことは何だったでしょうか。「わたしは、わたし自身のために、

男子七千人を残している。これらの者は、バアルに膝をかがめなかった者たちである。」

5 ですから、同じように今この時にも、恵みの選びによって残された者たちがいます。



6 恵みによるのであれば、もはや行いによるのではありません。そうでなければ、恵みが恵みで

なくなります。

7 では、どうなのでしょうか。イスラエルは追い求めていたものを手に入れず、選ばれた者たち

が手に入れました。ほかの者たちは頑なにされたのです。

8 「神は今日に至るまで、彼らに鈍い心と見ない目と聞かない耳を与えられた」と書いてあると

おりです。

9 ダビデもこう言っています。 「彼らの食卓が、彼らにとって 罠となり、落とし穴となり、 つ

まずきとなり、報いとなりますように。

10 彼らの目が暗くなり、見えなくなりますように。 その腰をいつも曲げておいてください。」

11 それでは尋ねますが、彼らがつまずいたのは倒れるためでしょうか。決してそんなことはあり

ません。かえって、彼らの背きによって、救いが異邦人に及び、イスラエルにねたみを起こさ

せました。

12 彼らの背きが世界の富となり、彼らの失敗が異邦人の富となるのなら、彼らがみな救われるこ

とは、どんなにすばらしいものをもたらすことでしょう。

13 そこで、異邦人であるあなたがたに言いますが、私は異邦人への使徒ですから、自分の務めを

重く受けとめています。

14 私は何とかして自分の同胞にねたみを起こさせて、彼らのうち何人かでも救いたいのです。

15 もし彼らの捨てられることが世界の和解となるなら、彼らが受け入れられることは、死者の中

からのいのちでなくて何でしょうか。

16 麦の初穂が聖なるものであれば、こねた粉もそうなのです。根が聖なるものであれば、枝もそ

うなのです。

17 枝の中のいくつかが折られ、野生のオリーブであるあなたがその枝の間に接ぎ木され、そのオ

リーブの根から豊かな養分をともに受けているのなら、

18 あなたはその枝に対して誇ってはいけません。たとえ誇るとしても、あなたが根を支えている

のではなく、根があなたを支えているのです。

19 すると、あなたは「枝が折られたのは、私が接ぎ木されるためだった」と言うでしょう。

20 そのとおりです。彼らは不信仰によって折られましたが、あなたは信仰によって立っていま

す。思い上がることなく、むしろ恐れなさい。

21 もし神が本来の枝を惜しまなかったとすれば、あなたをも惜しまれないでしょう。

22 ですから見なさい、神のいつくしみと厳しさを。倒れた者の上にあるのは厳しさですが、あな

たの上にあるのは神のいつくしみです。ただし、あなたがそのいつくしみの中にとどまってい

ればであって、そうでなければ、あなたも切り取られます。

23 あの人たちも、もし不信仰の中に居続けないなら、接ぎ木されます。神は、彼らを再び接ぎ木

することがおできになるのです。

24 あなたが、本来野生であるオリーブから切り取られ、元の性質に反して、栽培されたオリーブ

に接ぎ木されたのであれば、本来栽培された枝であった彼らは、もっとたやすく自分の元のオ

リーブに接ぎ木されるはずです。

25 兄弟たち。あなたがたが自分を知恵のある者と考えないようにするために、この奥義を知らず

にいてほしくはありません。イスラエル人の一部が頑なになったのは異邦人の満ちる時が来る

までであり、



26 こうして、イスラエルはみな救われるのです。 「救い出す者がシオンから現れ、 ヤコブから

不敬虔を除き去る。

27 これこそ、彼らと結ぶわたしの契約、 すなわち、わたしが彼らの罪を取り除く時である」 と

書いてあるとおりです。

28 彼らは、福音に関して言えば、あなたがたのゆえに、神に敵対している者ですが、選びに関し

て言えば、父祖たちのゆえに、神に愛されている者です。

29 神の賜物と召命は、取り消されることがないからです。

30 あなたがたは、かつては神に不従順でしたが、今は彼らの不従順のゆえに、あわれみを受けて

います。

31 それと同じように、彼らも今は、あなたがたの受けたあわれみのゆえに不従順になっています

が、それは、彼ら自身も今あわれみを受けるためです。

32 神は、すべての人を不従順のうちに閉じ込めましたが、それはすべての人をあわれむためだっ

たのです。

33 ああ、神の知恵と知識の富は、なんと深いことでしょう。神のさばきはなんと知り尽くしがた

く、神の道はなんと極めがたいことでしょう。

34 「だれが主の心を知っているのですか。 だれが主の助言者になったのですか。

35 だれがまず主に与え、 主から報いを受けるのですか。」

36 すべてのものが神から発し、神によって成り、神に至るのです。この神に、栄光がとこしえに

ありますように。アーメン。

第12章

1 ですから、兄弟たち、私は神のあわれみによって、あなたがたに勧めます。あなたがたのから

だを、神に喜ばれる、聖なる生きたささげ物として献げなさい。それこそ、あなたがたにふさ

わしい礼拝です。

2 この世と調子を合わせてはいけません。むしろ、心を新たにすることで、自分を変えていただ

きなさい。そうすれば、神のみこころは何か、すなわち、何が良いことで、神に喜ばれ、完全

であるのかを見分けるようになります。

3 私は、自分に与えられた恵みによって、あなたがた一人ひとりに言います。思うべき限度を超

えて思い上がってはいけません。むしろ、神が各自に分け与えてくださった信仰の量りに応じ

て、慎み深く考えなさい。

4 一つのからだには多くの器官があり、しかも、すべての器官が同じ働きをしてはいないよう

に、

5 大勢いる私たちも、キリストにあって一つのからだであり、一人ひとりは互いに器官なので

す。

6 私たちは、与えられた恵みにしたがって、異なる賜物を持っているので、それが預言であれ

ば、その信仰に応じて預言し、

7 奉仕であれば奉仕し、教える人であれば教え、

8 勧めをする人であれば勧め、分け与える人は惜しまずに分け与え、指導する人は熱心に指導

し、慈善を行う人は喜んでそれを行いなさい。

9 愛には偽りがあってはなりません。悪を憎み、善から離れないようにしなさい。



10 兄弟愛をもって互いに愛し合い、互いに相手をすぐれた者として尊敬し合いなさい。

11 勤勉で怠らず、霊に燃え、主に仕えなさい。

12 望みを抱いて喜び、苦難に耐え、ひたすら祈りなさい。

13 聖徒たちの必要をともに満たし、努めて人をもてなしなさい。

14 あなたがたを迫害する者たちを祝福しなさい。祝福すべきであって、呪ってはいけません。

15 喜んでいる者たちとともに喜び、泣いている者たちとともに泣きなさい。

16 互いに一つ心になり、思い上がることなく、むしろ身分の低い人たちと交わりなさい。自分を

知恵のある者と考えてはいけません。

17 だれに対しても悪に悪を返さず、すべての人が良いと思うことを行うように心がけなさい。

18 自分に関することについては、できる限り、すべての人と平和を保ちなさい。

19 愛する者たち、自分で復讐してはいけません。神の怒りにゆだねなさい。こう書かれているか

らです。 「復讐はわたしのもの。 わたしが報復する。」 主はそう言われます。

20 次のようにも書かれています。 「もしあなたの敵が飢えているなら食べさせ、 渇いているな

ら飲ませよ。 なぜなら、こうしてあなたは彼の頭上に 燃える炭火を積むことになるから

だ。」

21 悪に負けてはいけません。むしろ、善をもって悪に打ち勝ちなさい。

第13章

1 人はみな、上に立つ権威に従うべきです。神によらない権威はなく、存在している権威はすべ

て、神によって立てられているからです。

2 したがって、権威に反抗する者は、神の定めに逆らうのです。逆らう者は自分の身にさばきを

招きます。

3 支配者を恐ろしいと思うのは、良い行いをするときではなく、悪を行うときです。権威を恐ろ

しいと思いたくなければ、善を行いなさい。そうすれば、権威から称賛されます。

4 彼はあなたに益を与えるための、神のしもべなのです。しかし、もしあなたが悪を行うなら、

恐れなければなりません。彼は無意味に剣を帯びてはいないからです。彼は神のしもべであっ

て、悪を行う人には怒りをもって報います。

5 ですから、怒りが恐ろしいからだけでなく、良心のためにも従うべきです。

6 同じ理由で、あなたがたは税金も納めるのです。彼らは神の公僕であり、その務めに専念して

いるのです。

7 すべての人に対して義務を果たしなさい。税金を納めるべき人には税金を納め、関税を納める

べき人には関税を納め、恐れるべき人を恐れ、敬うべき人を敬いなさい。

8 だれに対しても、何の借りもあってはいけません。ただし、互いに愛し合うことは別です。他

の人を愛する者は、律法の要求を満たしているのです。

9 「姦淫してはならない。殺してはならない。盗んではならない。隣人のものを欲してはならな

い」という戒め、またほかのどんな戒めであっても、それらは、「あなたの隣人を自分自身の

ように愛しなさい」ということばに要約されるからです。

10 愛は隣人に対して悪を行いません。それゆえ、愛は律法の要求を満たすものです。



11 さらにあなたがたは、今がどのような時であるか知っています。あなたがたが眠りからさめる

べき時刻が、もう来ているのです。私たちが信じたときよりも、今は救いがもっと私たちに近

づいているのですから。

12 夜は深まり、昼は近づいて来ました。ですから私たちは、闇のわざを脱ぎ捨て、光の武具を身

に着けようではありませんか。

13 遊興や泥酔、淫乱や好色、争いやねたみの生活ではなく、昼らしい、品位のある生き方をしよ

うではありませんか。

14 主イエス・キリストを着なさい。欲望を満たそうと、肉に心を用いてはいけません。

第14章

1 信仰の弱い人を受け入れなさい。その意見をさばいてはいけません。

2 ある人は何を食べてもよいと信じていますが、弱い人は野菜しか食べません。

3 食べる人は食べない人を見下してはいけないし、食べない人も食べる人をさばいてはいけませ

ん。神がその人を受け入れてくださったのです。

4 他人のしもべをさばくあなたは何者ですか。しもべが立つか倒れるか、それは主人次第です。

しかし、しもべは立ちます。主は、彼を立たせることがおできになるからです。

5 ある日を別の日よりも大事だと考える人もいれば、どの日も大事だと考える人もいます。それ

ぞれ自分の心の中で確信を持ちなさい。

6 特定の日を尊ぶ人は、主のために尊んでいます。食べる人は、主のために食べています。神に

感謝しているからです。食べない人も主のために食べないのであって、神に感謝しているので

す。

7 私たちの中でだれ一人、自分のために生きている人はなく、自分のために死ぬ人もいないから

です。

8 私たちは、生きるとすれば主のために生き、死ぬとすれば主のために死にます。ですから、生

きるにしても、死ぬにしても、私たちは主のものです。

9 キリストが死んでよみがえられたのは、死んだ人にも生きている人にも、主となるためです。

10 それなのに、あなたはどうして、自分の兄弟をさばくのですか。どうして、自分の兄弟を見下

すのですか。私たちはみな、神のさばきの座に立つことになるのです。

11 次のように書かれています。 「わたしは生きている──主のことば──。 すべての膝は、わたし

に向かってかがめられ、 すべての舌は、神に告白する。」

12 ですから、私たちはそれぞれ自分について、神に申し開きをすることになります。

13 こういうわけで、私たちはもう互いにさばき合わないようにしましょう。いや、むしろ、兄弟

に対して妨げになるもの、つまずきになるものを置くことはしないと決心しなさい。

14 私は主イエスにあって知り、また確信しています。それ自体で汚れているものは何一つありま

せん。ただ、何かが汚れていると考える人には、それは汚れたものなのです。

15 もし、食べ物のことで、あなたの兄弟が心を痛めているなら、あなたはもはや愛によって歩ん

ではいません。キリストが代わりに死んでくださった、そのような人を、あなたの食べ物のこ

とで滅ぼさないでください。

16 ですから、あなたがたが良いとしていることで、悪く言われないようにしなさい。



17 なぜなら、神の国は食べたり飲んだりすることではなく、聖霊による義と平和と喜びだからで

す。

18 このようにキリストに仕える人は、神に喜ばれ、人々にも認められるのです。

19 ですから、私たちは、平和に役立つことと、お互いの霊的成長に役立つことを追い求めましょ

う。

20 食べ物のために神のみわざを台無しにしてはいけません。すべての食べ物はきよいのです。し

かし、それを食べて人につまずきを与えるような者にとっては、悪いものなのです。

21 肉を食べず、ぶどう酒を飲まず、あなたの兄弟がつまずくようなことをしないのは良いことで

す。

22 あなたが持っている信仰は、神の御前で自分の信仰として持っていなさい。自分が良いと認め

ていることで自分自身をさばかない人は幸いです。

23 しかし、疑いを抱く人が食べるなら、罪ありとされます。なぜなら、それは信仰から出ていな

いからです。信仰から出ていないことは、みな罪です。

第15章

1 私たち力のある者たちは、力のない人たちの弱さを担うべきであり、自分を喜ばせるべきでは

ありません。

2 私たちは一人ひとり、霊的な成長のため、益となることを図って隣人を喜ばせるべきです。

3 キリストもご自分を喜ばせることはなさいませんでした。むしろ、 「あなたを嘲る者たちの

嘲りが、 わたしに降りかかった」 と書いてあるとおりです。

4 かつて書かれたものはすべて、私たちを教えるために書かれました。それは、聖書が与える忍

耐と励ましによって、私たちが希望を持ち続けるためです。

5 どうか、忍耐と励ましの神があなたがたに、キリスト・イエスにふさわしく、互いに同じ思い

を抱かせてくださいますように。

6 そうして、あなたがたが心を一つにし、声を合わせて、私たちの主イエス・キリストの父であ

る神をほめたたえますように。

7 ですから、神の栄光のために、キリストがあなたがたを受け入れてくださったように、あなた

がたも互いに受け入れ合いなさい。

8 私は言います。キリストは、神の真理を現すために、割礼のある者たちのしもべとなられまし

た。父祖たちに与えられた約束を確証するためであり、

9 また異邦人もあわれみのゆえに、神をあがめるようになるためです。 「それゆえ、 私は異邦

人の間であなたをほめたたえます。 あなたの御名をほめ歌います」 と書いてあるとおりで

す。

10 また、こう言われています。 「異邦人よ、主の民とともに喜べ。」

11 さらに、こうあります。 「すべての異邦人よ、主をほめよ。 すべての国民が、主をたたえる

ように。」

12 さらにまたイザヤは、 「エッサイの根が起こる。 異邦人を治めるために立ち上がる方が。 異

邦人はこの方に望みを置く」 と言っています。

13 どうか、希望の神が、信仰によるすべての喜びと平安であなたがたを満たし、聖霊の力によっ

て希望にあふれさせてくださいますように。



14 私の兄弟たちよ。あなたがた自身、善意にあふれ、あらゆる知識に満たされ、互いに訓戒し合

うことができると、この私も確信しています。

15 ただ、あなたがたにもう一度思い起こしてもらうために、私は所々かなり大胆に書きました。

私は、神が与えてくださった恵みのゆえに、

16 異邦人のためにキリスト・イエスに仕える者となったからです。私は神の福音をもって、祭司

の務めを果たしています。それは異邦人が、聖霊によって聖なるものとされた、神に喜ばれる

ささげ物となるためです。

17 ですから、神への奉仕について、私はキリスト・イエスにあって誇りを持っています。

18 私は、異邦人を従順にするため、キリストが私を用いて成し遂げてくださったこと以外に、何

かをあえて話そうとは思いません。キリストは、ことばと行いにより、

19 また、しるしと不思議を行う力と、神の御霊の力によって、それらを成し遂げてくださいまし

た。こうして、私はエルサレムから始めて、イルリコに至るまでを巡り、キリストの福音をく

まなく伝えました。

20 このように、ほかの人が据えた土台の上に建てないように、キリストの名がまだ語られていな

い場所に福音を宣べ伝えることを、私は切に求めているのです。

21 こう書かれているとおりです。 「彼のことを告げられていなかった人々が 見るようになり、

聞いたことのなかった人々が 悟るようになる。」

22 そういうわけで、私は、あなたがたのところに行くのを何度も妨げられてきました。

23 しかし今は、もうこの地方に私が働くべき場所はありません。また、イスパニアに行く場合

は、あなたがたのところに立ち寄ることを長年切望してきたので、

24 旅の途中であなたがたを訪問し、しばらくの間あなたがたとともにいて、まず心を満たされて

から、あなたがたに送られてイスパニアに行きたいと願っています。

25 しかし今は、聖徒たちに奉仕するために、私はエルサレムに行きます。

26 それは、マケドニアとアカイアの人々が、エルサレムの聖徒たちの中の貧しい人たちのため

に、喜んで援助をすることにしたからです。

27 彼らは喜んでそうすることにしたのですが、聖徒たちに対してそうする義務もあります。異邦

人は彼らの霊的なものにあずかったのですから、物質的なもので彼らに奉仕すべきです。

28 それで私はこのことを済ませ、彼らにこの実を確かに渡してから、あなたがたのところを通っ

てイスパニアに行くことにします。

29 あなたがたのところに行くときは、キリストの祝福に満ちあふれて行くことになると分かって

います。

30 兄弟たち。私たちの主イエス・キリストによって、また、御霊の愛によってお願いします。私

のために、私とともに力を尽くして、神に祈ってください。

31 私がユダヤにいる不信仰な人々から救い出され、エルサレムに対する私の奉仕が聖徒たちに受

け入れられるように、

32 また、神のみこころにより、喜びをもってあなたがたのところに行き、あなたがたとともに、

憩いを得ることができるように、祈ってください。

33 どうか、平和の神が、あなたがたすべてとともにいてくださいますように。アーメン。



第16章

1 私たちの姉妹で、ケンクレアにある教会の奉仕者であるフィベを、あなたがたに推薦します。

2 どうか、聖徒にふさわしく、主にあって彼女を歓迎し、あなたがたの助けが必要であれば、ど

んなことでも助けてあげてください。彼女は、多くの人々の支援者で、私自身の支援者でもあ

るのです。

3 キリスト・イエスにある私の同労者、プリスカとアキラによろしく伝えてください。

4 二人は、私のいのちを救うために自分のいのちを危険にさらしてくれました。彼らには、私だ

けでなく、異邦人のすべての教会も感謝しています。

5 また彼らの家の教会によろしく伝えてください。キリストに献げられたアジアの初穂である、

私の愛するエパイネトによろしく。

6 あなたがたのために非常に労苦したマリアによろしく。

7 私の同胞で私とともに投獄されたアンドロニコとユニアによろしく。二人は使徒たちの間でよ

く知られており、また私より先にキリストにある者となりました。

8 主にあって私の愛するアンプリアトによろしく。

9 キリストにある私たちの同労者ウルバノと、私の愛するスタキスによろしく。

10 キリストにあって認められているアペレによろしく。アリストブロの家の人々によろしく。

11 私の同胞ヘロディオンによろしく。ナルキソの家の主にある人々によろしく。

12 主にあって労苦している、トリファイナとトリフォサによろしく。主にあって非常に労苦した

愛するペルシスによろしく。

13 主にあって選ばれた人ルフォスによろしく。また彼と私の母によろしく。

14 アシンクリト、フレゴン、ヘルメス、パトロバ、ヘルマス、および彼らとともにいる兄弟たち

によろしく。

15 フィロロゴとユリア、ネレウスとその姉妹、またオリンパ、および彼らとともにいるすべての

聖徒たちによろしく。

16 あなたがたは聖なる口づけをもって互いにあいさつを交わしなさい。すべてのキリストの教会

が、あなたがたによろしくと言っています。

17 兄弟たち、私はあなたがたに勧めます。あなたがたの学んだ教えに背いて、分裂とつまずきを

もたらす者たちを警戒しなさい。彼らから遠ざかりなさい。

18 そのような者たちは、私たちの主キリストにではなく、自分の欲望に仕えているのです。彼ら

は、滑らかなことば、へつらいのことばをもって純朴な人たちの心をだましています。

19 あなたがたの従順は皆の耳に届いています。ですから、私はあなたがたのことを喜んでいます

が、なお私が願うのは、あなたがたが善にはさとく、悪にはうとくあることです。

20 平和の神は、速やかに、あなたがたの足の下でサタンを踏み砕いてくださいます。 どうか、

私たちの主イエスの恵みが、あなたがたとともにありますように。

21 私の同労者テモテ、また私の同胞、ルキオとヤソンとソシパテロが、あなたがたによろしくと

言っています。

22 この手紙を筆記した私テルティオも、主にあってあなたがたにごあいさつ申し上げます。

23 私と教会全体の家主であるガイオも、あなたがたによろしくと言っています。市の会計係エラ

ストと兄弟クアルトもよろしくと言っています。



25 〔私の福音、すなわち、イエス・キリストを伝える宣教によって、また、世々にわたって隠さ

れていた奥義の啓示によって──

26 永遠の神の命令にしたがい、預言者たちの書を通して今や明らかにされ、すべての異邦人に信

仰の従順をもたらすために知らされた奥義の啓示によって、あなたがたを強くすることができ

る方、

27 知恵に富む唯一の神に、イエス・キリストによって、栄光がとこしえまでありますように。ア

ーメン。〕



コリント人への手紙一

1 Corinthians

第1章

1 神のみこころによりキリスト・イエスの使徒として召されたパウロと、兄弟ソステネから、

2 コリントにある神の教会へ。すなわち、いたるところで私たちの主イエス・キリストの名を呼

び求めているすべての人とともに、キリスト・イエスにあって聖なる者とされ、聖徒として召

された方々へ。主はそのすべての人の主であり、私たちの主です。

3 私たちの父なる神と主イエス・キリストから、恵みと平安があなたがたにありますように。

4 私は、キリスト・イエスにあってあなたがたに与えられた神の恵みのゆえに、あなたがたのこ

とをいつも私の神に感謝しています。

5 あなたがたはすべての点で、あらゆることばとあらゆる知識において、キリストにあって豊か

な者とされました。

6 キリストについての証しが、あなたがたの中で確かなものとなったからです。

7 その結果、あなたがたはどんな賜物にも欠けることがなく、熱心に私たちの主イエス・キリス

トの現れを待ち望むようになっています。

8 主はあなたがたを最後まで堅く保って、私たちの主イエス・キリストの日に責められるところ

がない者としてくださいます。

9 神は真実です。その神に召されて、あなたがたは神の御子、私たちの主イエス・キリストとの

交わりに入れられたのです。

10 さて、兄弟たち、私たちの主イエス・キリストの名によって、あなたがたにお願いします。ど

うか皆が語ることを一つにして、仲間割れせず、同じ心、同じ考えで一致してください。

11 私の兄弟たち。実は、あなたがたの間に争いがあると、クロエの家の者から知らされました。

12 あなたがたはそれぞれ、「私はパウロにつく」「私はアポロに」「私はケファに」「私はキリ

ストに」と言っているとのことです。

13 キリストが分割されたのですか。パウロがあなたがたのために十字架につけられたのですか。

あなたがたはパウロの名によってバプテスマを受けたのですか。

14 私は神に感謝しています。私はクリスポとガイオのほか、あなたがたのだれにもバプテスマを

授けませんでした。

15 ですから、あなたがたが私の名によってバプテスマを受けたとは、だれも言えないのです。

16 もっとも、ステファナの家の者たちにもバプテスマを授けましたが、そのほかにはだれにも授

けた覚えはありません。

17 キリストが私を遣わされたのは、バプテスマを授けるためではなく、福音を、ことばの知恵に

よらずに宣べ伝えるためでした。これはキリストの十字架が空しくならないようにするためで

す。

18 十字架のことばは、滅びる者たちには愚かであっても、救われる私たちには神の力です。

19 「わたしは知恵ある者の知恵を滅ぼし、 悟りある者の悟りを消し去る」 と書いてあるからで

す。



20 知恵ある者はどこにいるのですか。学者はどこにいるのですか。この世の論客はどこにいるの

ですか。神は、この世の知恵を愚かなものにされたではありませんか。

21 神の知恵により、この世は自分の知恵によって神を知ることがありませんでした。それゆえ神

は、宣教のことばの愚かさを通して、信じる者を救うことにされたのです。

22 ユダヤ人はしるしを要求し、ギリシア人は知恵を追求します。

23 しかし、私たちは十字架につけられたキリストを宣べ伝えます。ユダヤ人にとってはつまず

き、異邦人にとっては愚かなことですが、

24 ユダヤ人であってもギリシア人であっても、召された者たちにとっては、神の力、神の知恵で

あるキリストです。

25 神の愚かさは人よりも賢く、神の弱さは人よりも強いからです。

26 兄弟たち、自分たちの召しのことを考えてみなさい。人間的に見れば知者は多くはなく、力あ

る者も多くはなく、身分の高い者も多くはありません。

27 しかし神は、知恵ある者を恥じ入らせるために、この世の愚かな者を選び、強い者を恥じ入ら

せるために、この世の弱い者を選ばれました。

28 有るものを無いものとするために、この世の取るに足りない者や見下されている者、すなわち

無に等しい者を神は選ばれたのです。

29 肉なる者がだれも神の御前で誇ることがないようにするためです。

30 しかし、あなたがたは神によってキリスト・イエスのうちにあります。キリストは、私たちに

とって神からの知恵、すなわち、義と聖と贖いになられました。

31 「誇る者は主を誇れ」と書いてあるとおりになるためです。

第2章

1 兄弟たち。私があなたがたのところに行ったとき、私は、すぐれたことばや知恵を用いて神の

奥義を宣べ伝えることはしませんでした。

2 なぜなら私は、あなたがたの間で、イエス・キリスト、しかも十字架につけられたキリストの

ほかには、何も知るまいと決心していたからです。

3 あなたがたのところに行ったときの私は、弱く、恐れおののいていました。

4 そして、私のことばと私の宣教は、説得力のある知恵のことばによるものではなく、御霊と御

力の現れによるものでした。

5 それは、あなたがたの信仰が、人間の知恵によらず、神の力によるものとなるためだったので

す。

6 しかし私たちは、成熟した人たちの間では知恵を語ります。この知恵は、この世の知恵でも、

この世の過ぎ去って行く支配者たちの知恵でもありません。

7 私たちは、奥義のうちにある、隠された神の知恵を語るのであって、その知恵は、神が私たち

の栄光のために、世界の始まる前から定めておられたものです。

8 この知恵を、この世の支配者たちは、だれ一人知りませんでした。もし知っていたら、栄光の

主を十字架につけはしなかったでしょう。

9 しかし、このことは、 「目が見たことのないもの、 耳が聞いたことのないもの、 人の心に思

い浮かんだことがないものを、 神は、神を愛する者たちに備えてくださった」 と書いてある

とおりでした。



10 それを、神は私たちに御霊によって啓示してくださいました。御霊はすべてのことを、神の深

みさえも探られるからです。

11 人間のことは、その人のうちにある人間の霊のほかに、いったいだれが知っているでしょう。

同じように、神のことは、神の霊のほかにはだれも知りません。

12 しかし私たちは、この世の霊を受けたのではなく、神からの霊を受けました。それで私たち

は、神が私たちに恵みとして与えてくださったものを知るのです。

13 それについて語るのに、私たちは人間の知恵によって教えられたことばではなく、御霊に教え

られたことばを用います。その御霊のことばによって御霊のことを説明するのです。

14 生まれながらの人間は、神の御霊に属することを受け入れません。それらはその人には愚かな

ことであり、理解することができないのです。御霊に属することは御霊によって判断するもの

だからです。

15 御霊を受けている人はすべてのことを判断しますが、その人自身はだれによっても判断されま

せん。

16 「だれが主の心を知り、主に助言するというのですか。」しかし、私たちはキリストの心を持

っています。

第3章

1 兄弟たち。私はあなたがたに、御霊に属する人に対するようには語ることができずに、肉に属

する人、キリストにある幼子に対するように語りました。

2 私はあなたがたには乳を飲ませ、固い食物を与えませんでした。あなたがたには、まだ無理だ

ったからです。実は、今でもまだ無理なのです。

3 あなたがたは、まだ肉の人だからです。あなたがたの間にはねたみや争いがあるのですから、

あなたがたは肉の人であり、ただの人として歩んでいることにならないでしょうか。

4 ある人は「私はパウロにつく」と言い、別の人は「私はアポロに」と言っているのであれば、

あなたがたは、ただの人ではありませんか。

5 アポロとは何なのでしょう。パウロとは何なのでしょう。あなたがたが信じるために用いられ

た奉仕者であって、主がそれぞれに与えられたとおりのことをしたのです。

6 私が植えて、アポロが水を注ぎました。しかし、成長させたのは神です。

7 ですから、大切なのは、植える者でも水を注ぐ者でもなく、成長させてくださる神です。

8 植える者と水を注ぐ者は一つとなって働き、それぞれ自分の労苦に応じて自分の報酬を受ける

のです。

9 私たちは神のために働く同労者であり、あなたがたは神の畑、神の建物です。

10 私は、自分に与えられた神の恵みによって、賢い建築家のように土台を据えました。ほかの人

がその上に家を建てるのです。しかし、どのように建てるかは、それぞれが注意しなければな

りません。

11 だれも、すでに据えられている土台以外の物を据えることはできないからです。その土台とは

イエス・キリストです。

12 だれかがこの土台の上に、金、銀、宝石、木、草、藁で家を建てると、

13 それぞれの働きは明らかになります。「その日」がそれを明るみに出すのです。その日は火と

ともに現れ、この火が、それぞれの働きがどのようなものかを試すからです。



14 だれかの建てた建物が残れば、その人は報いを受けます。

15 だれかの建てた建物が焼ければ、その人は損害を受けますが、その人自身は火の中をくぐるよ

うにして助かります。

16 あなたがたは、自分が神の宮であり、神の御霊が自分のうちに住んでおられることを知らない

のですか。

17 もし、だれかが神の宮を壊すなら、神がその人を滅ぼされます。神の宮は聖なるものだからで

す。あなたがたは、その宮です。

18 だれも自分を欺いてはいけません。あなたがたの中に、自分はこの世で知恵のある者だと思う

者がいたら、知恵のある者となるために愚かになりなさい。

19 なぜなら、この世の知恵は神の御前では愚かだからです。「神は知恵のある者を、彼ら自身の

悪巧みによって捕らえる」と書かれており、

20 また、「主は、知恵のある者の思い計ることがいかに空しいかを、知っておられる」とも書か

れています。

21 ですから、だれも人間を誇ってはいけません。すべては、あなたがたのものです。

22 パウロであれ、アポロであれ、ケファであれ、また世界であれ、いのちであれ、死であれ、ま

た現在のものであれ、未来のものであれ、すべてはあなたがたのもの、

23 あなたがたはキリストのもの、キリストは神のものです。

第4章

1 人は私たちをキリストのしもべ、神の奥義の管理者と考えるべきです。

2 その場合、管理者に要求されることは、忠実だと認められることです。

3 しかし私にとって、あなたがたにさばかれたり、あるいは人間の法廷でさばかれたりすること

は、非常に小さなことです。それどころか、私は自分で自分をさばくことさえしません。

4 私には、やましいことは少しもありませんが、だからといって、それで義と認められているわ

けではありません。私をさばく方は主です。

5 ですから、主が来られるまでは、何についても先走ってさばいてはいけません。主は、闇に隠

れたことも明るみに出し、心の中のはかりごとも明らかにされます。そのときに、神からそれ

ぞれの人に称賛が与えられるのです。

6 兄弟たち。私はあなたがたのために、私自身とアポロに当てはめて、以上のことを述べてきま

した。それは、私たちの例から、「書かれていることを越えない」ことをあなたがたが学ぶた

め、そして、一方にくみし、他方に反対して思い上がることのないようにするためです。

7 いったいだれが、あなたをほかの人よりもすぐれていると認めるのですか。あなたには、何

か、人からもらわなかったものがあるのですか。もしもらったのなら、なぜ、もらっていない

かのように誇るのですか。

8 あなたがたは、もう満ち足りています。すでに豊かになっています。私たち抜きで王様になっ

ています。いっそのこと、本当に王様になっていたらよかったのです。そうすれば、私たちも

あなたがたとともに、王様になれたでしょうに。

9 私はこう思います。神は私たち使徒を、死罪に決まった者のように、最後の出場者として引き

出されました。こうして私たちは、世界に対し、御使いたちにも人々にも見せ物になりまし

た。



10 私たちはキリストのために愚かな者ですが、あなたがたはキリストにあって賢い者です。私た

ちは弱いのですが、あなたがたは強いのです。あなたがたは尊ばれていますが、私たちは卑し

められています。

11 今この時に至るまで、私たちは飢え、渇き、着る物もなく、ひどい扱いを受け、住む所もな

く、

12 労苦して自分の手で働いています。ののしられては祝福し、迫害されては耐え忍び、

13 中傷されては、優しいことばをかけています。私たちはこの世の屑、あらゆるものの、かすに

なりました。今もそうです。

14 私がこれらのことを書くのは、あなたがたに恥ずかしい思いをさせるためではなく、私の愛す

る子どもとして諭すためです。

15 たとえあなたがたにキリストにある養育係が一万人いても、父親が大勢いるわけではありませ

ん。この私が、福音により、キリスト・イエスにあって、あなたがたを生んだのです。

16 ですから、あなたがたに勧めます。私に倣う者となってください。

17 そのために、私はあなたがたのところにテモテを送りました。テモテは、私が愛する、主にあ

って忠実な子です。彼は、あらゆるところのあらゆる教会で私が教えているとおりに、キリス

ト・イエスにある私の生き方を、あなたがたに思い起こさせてくれるでしょう。

18 あなたがたのところに私が行くことはないだろうと考えて、思い上がっている人たちがいま

す。

19 しかし、主のみこころであれば、すぐにでもあなたがたのところに行きます。そして、思い上

がっている人たちの、ことばではなく力を見せてもらいましょう。

20 神の国は、ことばではなく力にあるのです。

21 あなたがたはどちらを望みますか。私があなたがたのところに、むちを持って行くことです

か。それとも、愛をもって柔和な心で行くことですか。

第5章

1 現に聞くところによれば、あなたがたの間には淫らな行いがあり、しかもそれは、異邦人の間

にもないほどの淫らな行いで、父の妻を妻にしている者がいるとのことです。

2 それなのに、あなたがたは思い上がっています。むしろ、悲しんで、そのような行いをしてい

る者を、自分たちの中から取り除くべきではなかったのですか。

3 私は、からだは離れていても霊においてはそこにいて、実際にそこにいる者のように、そのよ

うな行いをした者をすでにさばきました。

4 すなわち、あなたがたと、私の霊が、私たちの主イエスの名によって、しかも私たちの主イエ

スの御力とともに集まり、

5 そのような者を、その肉が滅ぼされるようにサタンに引き渡したのです。それによって彼の霊

が主の日に救われるためです。

6 あなたがたが誇っているのは、良くないことです。わずかなパン種が、こねた粉全体をふくら

ませることを、あなたがたは知らないのですか。

7 新しいこねた粉のままでいられるように、古いパン種をすっかり取り除きなさい。あなたがた

は種なしパンなのですから。私たちの過越の子羊キリストは、すでに屠られたのです。



8 ですから、古いパン種を用いたり、悪意と邪悪のパン種を用いたりしないで、誠実と真実の種

なしパンで祭りをしようではありませんか。

9 私は前の手紙で、淫らな行いをする者たちと付き合わないようにと書きました。

10 それは、この世の淫らな者、貪欲な者、奪い取る者、偶像を拝む者と、いっさい付き合わない

ようにという意味ではありません。そうだとしたら、この世から出て行かなければならないで

しょう。

11 私が今書いたのは、兄弟と呼ばれる者で、淫らな者、貪欲な者、偶像を拝む者、人をそしる

者、酒におぼれる者、奪い取る者がいたなら、そのような者とは付き合ってはいけない、一緒

に食事をしてもいけない、ということです。

12 外部の人たちをさばくことは、私がすべきことでしょうか。あなたがたがさばくべき者は、内

部の人たちではありませんか。

13 外部の人たちは神がおさばきになります。「あなたがたの中からその悪い者を除き去りなさ

い。」

第6章

1 あなたがたのうちには、仲間と争いを起こしたら、それを聖徒たちに訴えずに、あえて、正し

くない人たちに訴える人がいるのですか。

2 聖徒たちが世界をさばくようになることを、あなたがたは知らないのですか。世界があなたが

たによってさばかれるのに、あなたがたには、ごく小さな事件さえもさばく力がないのです

か。

3 あなたがたは知らないのですか。私たちは御使いたちをさばくようになります。それなら、日

常の事柄は言うまでもないではありませんか。

4 それなのに、日常の事柄で争いが起こると、教会の中で軽んじられている人たちを裁判官に選

ぶのですか。

5 私は、あなたがたを恥じ入らせるために、こう言っているのです。あなたがたの中には、兄弟

の間を仲裁することができる賢い人が、一人もいないのですか。

6 それで兄弟が兄弟を告訴し、しかも、それを信者でない人たちの前でするのですか。

7 そもそも、互いに訴え合うことが、すでにあなたがたの敗北です。どうして、むしろ不正な行

いを甘んじて受けないのですか。どうして、むしろ、だまし取られるままでいないのですか。

8 それどころか、あなたがた自身が不正を行い、だまし取っています。しかも、そのようなこと

を兄弟たちに対してしています。

9 あなたがたは知らないのですか。正しくない者は神の国を相続できません。思い違いをしては

いけません。淫らな行いをする者、偶像を拝む者、姦淫をする者、男娼となる者、男色をする

者、

10 盗む者、貪欲な者、酒におぼれる者、そしる者、奪い取る者はみな、神の国を相続することが

できません。

11 あなたがたのうちのある人たちは、以前はそのような者でした。しかし、主イエス・キリスト

の御名と私たちの神の御霊によって、あなたがたは洗われ、聖なる者とされ、義と認められた

のです。



12 「すべてのことが私には許されている」と言いますが、すべてが益になるわけではありませ

ん。「すべてのことが私には許されている」と言いますが、私はどんなことにも支配されはし

ません。

13 「食物は腹のためにあり、腹は食物のためにある」と言いますが、神は、そのどちらも滅ぼさ

れます。からだは淫らな行いのためではなく、主のためにあり、主はからだのためにおられる

のです。

14 神は主をよみがえらせましたが、その御力によって私たちも、よみがえらせてくださいます。

15 あなたがたは知らないのですか。あなたがたのからだはキリストのからだの一部なのです。そ

れなのに、キリストのからだの一部を取って、遊女のからだの一部とするのですか。そんなこ

とがあってはなりません。

16 それとも、あなたがたは知らないのですか。遊女と交わる者は、彼女と一つのからだになりま

す。「ふたりは一体となる」と言われているからです。

17 しかし、主と交わる者は、主と一つの霊になるのです。

18 淫らな行いを避けなさい。人が犯す罪はすべて、からだの外のものです。しかし、淫らなこと

を行う者は、自分のからだに対して罪を犯すのです。

19 あなたがたは知らないのですか。あなたがたのからだは、あなたがたのうちにおられる、神か

ら受けた聖霊の宮であり、あなたがたはもはや自分自身のものではありません。

20 あなたがたは、代価を払って買い取られたのです。ですから、自分のからだをもって神の栄光

を現しなさい。

第7章

1 さて、「男が女に触れないのは良いことだ」と、あなたがたが書いてきたことについてです

が、

2 淫らな行いを避けるため、男はそれぞれ自分の妻を持ち、女もそれぞれ自分の夫を持ちなさ

い。

3 夫は自分の妻に対して義務を果たし、同じように妻も自分の夫に対して義務を果たしなさい。

4 妻は自分のからだについて権利を持ってはおらず、それは夫のものです。同じように、夫も自

分のからだについて権利を持ってはおらず、それは妻のものです。

5 互いに相手を拒んではいけません。ただし、祈りに専心するために合意の上でしばらく離れて

いて、再び一緒になるというのならかまいません。これは、あなたがたの自制力の無さに乗じ

て、サタンがあなたがたを誘惑しないようにするためです。

6 以上は譲歩として言っているのであって、命令ではありません。

7 私が願うのは、すべての人が私のように独身であることです。しかし、一人ひとり神から与え

られた自分の賜物があるので、人それぞれの生き方があります。

8 結婚していない人とやもめに言います。私のようにしていられるなら、それが良いのです。

9 しかし、自制することができないなら、結婚しなさい。欲情に燃えるより、結婚するほうがよ

いからです。

10 すでに結婚した人たちに命じます。命じるのは私ではなく主です。妻は夫と別れてはいけませ

ん。



11 もし別れたのなら、再婚せずにいるか、夫と和解するか、どちらかにしなさい。また、夫は妻

と離婚してはいけません。

12 そのほかの人々に言います。これを言うのは主ではなく私です。信者である夫に信者でない妻

がいて、その妻が一緒にいることを承知している場合は、離婚してはいけません。

13 また、女の人に信者でない夫がいて、その夫が一緒にいることを承知している場合は、離婚し

てはいけません。

14 なぜなら、信者でない夫は妻によって聖なるものとされており、また、信者でない妻も信者で

ある夫によって聖なるものとされているからです。そうでなかったら、あなたがたの子どもは

汚れていることになりますが、実際には聖なるものです。

15 しかし、信者でないほうの者が離れて行くなら、離れて行かせなさい。そのような場合には、

信者である夫あるいは妻は、縛られることはありません。神は、平和を得させようとして、あ

なたがたを召されたのです。

16 妻よ。あなたが夫を救えるかどうか、どうして分かりますか。また、夫よ。あなたが妻を救え

るかどうか、どうして分かりますか。

17 ただ、それぞれ主からいただいた分に応じて、また、それぞれ神から召されたときのままの状

態で歩むべきです。私はすべての教会に、そのように命じています。

18 召されたとき割礼を受けていたのなら、その跡をなくそうとしてはいけません。また、召され

たとき割礼を受けていなかったのなら、割礼を受けてはいけません。

19 割礼は取るに足りないこと、無割礼も取るに足りないことです。重要なのは神の命令を守るこ

とです。

20 それぞれ自分が召されたときの状態にとどまっていなさい。

21 あなたが奴隷の状態で召されたのなら、そのことを気にしてはいけません。しかし、もし自由

の身になれるなら、その機会を用いたらよいでしょう。

22 主にあって召された奴隷は、主に属する自由人であり、同じように自由人も、召された者はキ

リストに属する奴隷だからです。

23 あなたがたは、代価を払って買い取られたのです。人間の奴隷となってはいけません。

24 兄弟たち、それぞれ召されたときのままの状態で、神の御前にいなさい。

25 未婚の人たちについて、私は主の命令を受けてはいませんが、主のあわれみにより信頼を得て

いる者として、意見を述べます。

26 差し迫っている危機のゆえに、男はそのままの状態にとどまるのがよい、と私は思います。

27 あなたが妻と結ばれているなら、解こうとしてはいけません。妻と結ばれていないなら、妻を

得ようとしてはいけません。

28 しかし、たとえあなたが結婚しても、罪を犯すわけではありません。たとえ未婚の女が結婚し

ても、罪を犯すわけではありません。ただ、結婚する人たちは、身に苦難を招くでしょう。私

はあなたがたを、そのような目にあわせたくないのです。

29 兄弟たち、私は次のことを言いたいのです。時は短くなっています。今からは、妻のいる人は

妻のいない人のようにしていなさい。

30 泣いている人は泣いていないかのように、喜んでいる人は喜んでいないかのように、買う人は

所有していないかのようにしていなさい。

31 世と関わる人は関わりすぎないようにしなさい。この世の有様は過ぎ去るからです。



32 あなたがたが思い煩わないように、と私は願います。独身の男は、どうすれば主に喜ばれるか

と、主のことに心を配ります。

33 しかし、結婚した男は、どうすれば妻に喜ばれるかと世のことに心を配り、

34 心が分かれるのです。独身の女や未婚の女は、身も心も聖なるものになろうとして、主のこと

に心を配りますが、結婚した女は、どうすれば夫に喜ばれるかと、世のことに心を配ります。

35 私がこう言うのは、あなたがた自身の益のためです。あなたがたを束縛しようとしているので

はありません。むしろ、あなたがたが品位ある生活を送って、ひたすら主に奉仕できるように

なるためです。

36 ある人が、自分の婚約者に対して品位を欠いたふるまいをしていると思ったら、また、その婚

約者が婚期を過ぎようとしていて、結婚すべきだと思うなら、望んでいるとおりにしなさい。

罪を犯すわけではありません。二人は結婚しなさい。

37 しかし、心のうちに固く決意し、強いられてではなく、自分の思いを制して、婚約者をそのま

まにしておこうと自分の心で決意するなら、それは立派なふるまいです。

38 ですから、婚約者と結婚する人は良いことをしており、結婚しない人はもっと良いことをして

いるのです。

39 妻は、夫が生きている間は夫に縛られています。しかし、夫が死んだら、自分が願う人と結婚

する自由があります。ただし、主にある結婚に限ります。

40 しかし、そのままにしていられるなら、そのほうがもっと幸いです。これは私の意見ですが、

私も神の御霊をいただいていると思います。

第8章

1 次に、偶像に献げた肉についてですが、「私たちはみな知識を持っている」ということは分か

っています。しかし、知識は人を高ぶらせ、愛は人を育てます。

2 自分は何かを知っていると思う人がいたら、その人は、知るべきほどのことをまだ知らないの

です。

3 しかし、だれかが神を愛するなら、その人は神に知られています。

4 さて、偶像に献げた肉を食べることについてですが、「世の偶像の神は実際には存在せず、唯

一の神以外には神は存在しない」ことを私たちは知っています。

5 というのは、多くの神々や多くの主があるとされているように、たとえ、神々と呼ばれるもの

が天にも地にもあったとしても、

6 私たちには、父なる唯一の神がおられるだけで、この神からすべてのものは発し、この神に私

たちは至るからです。また、唯一の主なるイエス・キリストがおられるだけで、この主によっ

てすべてのものは存在し、この主によって私たちも存在するからです。

7 しかし、すべての人にこの知識があるわけではありません。ある人たちは、今まで偶像になじ

んできたため、偶像に献げられた肉として食べて、その弱い良心が汚されてしまいます。

8 しかし、私たちを神の御前に立たせるのは食物ではありません。食べなくても損にならない

し、食べても得になりません。

9 ただ、あなたがたのこの権利が、弱い人たちのつまずきとならないように気をつけなさい。

10 知識のあるあなたが偶像の宮で食事をしているのをだれかが見たら、その人はそれに後押しさ

れて、その良心は弱いのに、偶像の神に献げた肉を食べるようにならないでしょうか。



11 つまり、その弱い人は、あなたの知識によって滅びることになります。この兄弟のためにも、

キリストは死んでくださったのです。

12 あなたがたはこのように兄弟たちに対して罪を犯し、彼らの弱い良心を傷つけるとき、キリス

トに対して罪を犯しているのです。

13 ですから、食物が私の兄弟をつまずかせるのなら、兄弟をつまずかせないために、私は今後、

決して肉を食べません。

第9章

1 私には自由がないのですか。私は使徒ではないのですか。私は私たちの主イエスを見なかった

のですか。あなたがたは、主にあって私の働きの実ではありませんか。

2 たとえ私がほかの人々に対しては使徒でなくても、少なくともあなたがたに対しては使徒で

す。あなたがたは、私が主にあって使徒であることの証印です。

3 私をさばく人たちに対して、私は次のように弁明します。

4 私たちには食べたり飲んだりする権利がないのですか。

5 私たちには、ほかの使徒たち、主の兄弟たちや、ケファのように、信者である妻を連れて歩く

権利がないのですか。

6 あるいは、私とバルナバだけには、生活のために働かなくてもよいという権利がないのです

か。

7 はたして、自分の費用で兵役に服す人がいるでしょうか。自分でぶどう園を造りながら、その

実を食べない人がいるでしょうか。羊の群れを飼いながら、その乳を飲まない人がいるでしょ

うか。

8 私がこのようなことを言うのは、人間の考えによるのでしょうか。律法も同じことを言っては

いないでしょうか。

9 モーセの律法には「脱穀をしている牛に口籠をはめてはならない」と書いてあります。はたし

て神は、牛のことを気にかけておられるのでしょうか。

10 私たちのために言っておられるのではありませんか。そうです。私たちのために書かれている

のです。なぜなら、耕す者が望みを持って耕し、脱穀する者が分配を受ける望みを持って仕事

をするのは、当然だからです。

11 私たちがあなたがたに御霊のものを蒔いたのなら、あなたがたから物質的なものを刈り取るこ

とは、行き過ぎでしょうか。

12 ほかの人々があなたがたに対する権利にあずかっているのなら、私たちは、なおさらそうでは

ありませんか。それなのに、私たちはこの権利を用いませんでした。むしろ、キリストの福音

に対し何の妨げにもならないように、すべてのことを耐え忍んでいます。

13 あなたがたは、宮に奉仕している者が宮から下がる物を食べ、祭壇に仕える者が祭壇のささげ

物にあずかることを知らないのですか。

14 同じように主も、福音を宣べ伝える者が、福音の働きから生活の支えを得るように定めておら

れます。

15 しかし、私はこれらの権利を一つも用いませんでした。また、私は権利を用いたくて、このよ

うに書いているのでもありません。それを用いるよりは死んだほうがましです。私の誇りを空

しいものにすることは、だれにもできません。



16 私が福音を宣べ伝えても、私の誇りにはなりません。そうせずにはいられないのです。福音を

宣べ伝えないなら、私はわざわいです。

17 私が自発的にそれをしているなら、報いがあります。自発的にするのでないとしても、それは

私に務めとして委ねられているのです。

18 では、私にどんな報いがあるのでしょう。それは、福音を宣べ伝えるときに無報酬で福音を提

供し、福音宣教によって得る自分の権利を用いない、ということです。

19 私はだれに対しても自由ですが、より多くの人を獲得するために、すべての人の奴隷になりま

した。

20 ユダヤ人にはユダヤ人のようになりました。ユダヤ人を獲得するためです。律法の下にある人

たちには──私自身は律法の下にはいませんが──律法の下にある者のようになりました。律法

の下にある人たちを獲得するためです。

21 律法を持たない人たちには──私自身は神の律法を持たない者ではなく、キリストの律法を守る

者ですが──律法を持たない者のようになりました。律法を持たない人たちを獲得するためで

す。

22 弱い人たちには、弱い者になりました。弱い人たちを獲得するためです。すべての人に、すべ

てのものとなりました。何とかして、何人かでも救うためです。

23 私は福音のためにあらゆることをしています。私も福音の恵みをともに受ける者となるためで

す。

24 競技場で走る人たちはみな走っても、賞を受けるのは一人だけだということを、あなたがたは

知らないのですか。ですから、あなたがたも賞を得られるように走りなさい。

25 競技をする人は、あらゆることについて節制します。彼らは朽ちる冠を受けるためにそうする

のですが、私たちは朽ちない冠を受けるためにそうするのです。

26 ですから、私は目標がはっきりしないような走り方はしません。空を打つような拳闘もしませ

ん。

27 むしろ、私は自分のからだを打ちたたいて服従させます。ほかの人に宣べ伝えておきながら、

自分自身が失格者にならないようにするためです。

第10章

1 兄弟たち。あなたがたには知らずにいてほしくありません。私たちの先祖はみな雲の下にい

て、みな海を通って行きました。

2 そしてみな、雲の中と海の中で、モーセにつくバプテスマを受け、

3 みな、同じ霊的な食べ物を食べ、

4 みな、同じ霊的な飲み物を飲みました。彼らについて来た霊的な岩から飲んだのです。その岩

とはキリストです。

5 しかし、彼らの大部分は神のみこころにかなわず、荒野で滅ぼされました。

6 これらのことは、私たちを戒める実例として起こったのです。彼らが貪ったように、私たちが

悪を貪ることのないようにするためです。

7 あなたがたは、彼らのうちのある人たちのように、偶像礼拝者になってはいけません。聖書に

は「民は、座っては食べたり飲んだりし、立っては戯れた」と書いてあります。



8 また私たちは、彼らのうちのある人たちがしたように、淫らなことを行うことのないようにし

ましょう。彼らはそれをして一日に二万三千人が倒れて死にました。

9 また私たちは、彼らのうちのある人たちがしたように、キリストを試みることのないようにし

ましょう。彼らは蛇によって滅んでいきました。

10 また、彼らのうちのある人たちがしたように、不平を言ってはいけません。彼らは滅ぼす者に

よって滅ぼされました。

11 これらのことが彼らに起こったのは、戒めのためであり、それが書かれたのは、世の終わりに

臨んでいる私たちへの教訓とするためです。

12 ですから、立っていると思う者は、倒れないように気をつけなさい。

13 あなたがたが経験した試練はみな、人の知らないものではありません。神は真実な方です。あ

なたがたを耐えられない試練にあわせることはなさいません。むしろ、耐えられるように、試

練とともに脱出の道も備えていてくださいます。

14 ですから、私の愛する者たちよ、偶像礼拝を避けなさい。

15 私は賢い人たちに話すように話します。私の言うことを判断してください。

16 私たちが神をほめたたえる賛美の杯は、キリストの血にあずかることではありませんか。私た

ちが裂くパンは、キリストのからだにあずかることではありませんか。

17 パンは一つですから、私たちは大勢いても、一つのからだです。皆がともに一つのパンを食べ

るのですから。

18 肉によるイスラエルのことを考えてみなさい。ささげ物を食する者は、祭壇の交わりにあずか

ることになるのではありませんか。

19 私は何を言おうとしているのでしょうか。偶像に献げた肉に何か意味があるとか、偶像に何か

意味があるとか、言おうとしているのでしょうか。

20 むしろ、彼らが献げる物は、神にではなくて悪霊に献げられている、と言っているのです。私

は、あなたがたに悪霊と交わる者になってもらいたくありません。

21 あなたがたは、主の杯を飲みながら、悪霊の杯を飲むことはできません。主の食卓にあずかり

ながら、悪霊の食卓にあずかることはできません。

22 それとも、私たちは主のねたみを引き起こすつもりなのですか。私たちは主よりも強い者なの

ですか。

23 「すべてのことが許されている」と言いますが、すべてのことが益になるわけではありませ

ん。「すべてのことが許されている」と言いますが、すべてのことが人を育てるとはかぎりま

せん。

24 だれでも、自分の利益を求めず、ほかの人の利益を求めなさい。

25 市場で売っている肉はどれでも、良心の問題を問うことをせずに食べなさい。

26 地とそこに満ちているものは、主のものだからです。

27 あなたがたが、信仰のないだれかに招待されて、そこに行きたいと思うときには、自分の前に

出される物はどれも、良心の問題を問うことをせずに食べなさい。

28 しかし、だれかがあなたがたに「これは偶像に献げた肉です」と言うなら、そう知らせてくれ

た人のため、また良心のために、食べてはいけません。

29 良心と言っているのは、あなた自身の良心ではなく、知らせてくれた人の良心です。私の自由

が、どうしてほかの人の良心によってさばかれるでしょうか。



30 もし私が感謝して食べるなら、どうして私が感謝する物のために悪く言われるのでしょうか。

31 こういうわけで、あなたがたは、食べるにも飲むにも、何をするにも、すべて神の栄光を現す

ためにしなさい。

32 ユダヤ人にも、ギリシア人にも、神の教会にも、つまずきを与えない者になりなさい。

33 私も、人々が救われるために、自分の利益ではなく多くの人々の利益を求め、すべてのことで

すべての人を喜ばせようと努めているのです。

第11章

1 私がキリストに倣う者であるように、あなたがたも私に倣う者でありなさい。

2 さて、私はあなたがたをほめたいと思います。あなたがたは、すべての点で私を覚え、私があ

なたがたに伝えたとおりに、伝えられた教えを堅く守っているからです。

3 しかし、あなたがたに次のことを知ってほしいのです。すべての男のかしらはキリストであ

り、女のかしらは男であり、キリストのかしらは神です。

4 男はだれでも祈りや預言をするとき、頭をおおっていたら、自分の頭を辱めることになりま

す。

5 しかし、女はだれでも祈りや預言をするとき、頭にかぶり物を着けていなかったら、自分の頭

を辱めることになります。それは頭を剃っているのと全く同じことなのです。

6 女は、かぶり物を着けないのなら、髪も切ってしまいなさい。髪を切り、頭を剃ることが女と

して恥ずかしいことなら、かぶり物を着けなさい。

7 男は神のかたちであり、神の栄光の現れなので、頭にかぶり物を着けるべきではありません。

一方、女は男の栄光の現れです。

8 男が女から出たのではなく、女が男から出たからです。

9 また、男が女のために造られたのではなく、女が男のために造られたからです。

10 それゆえ、女は御使いたちのため、頭に権威のしるしをかぶるべきです。

11 とはいえ、主にあっては、女は男なしにあるものではなく、男も女なしにあるものではありま

せん。

12 女が男から出たのと同様に、男も女によって生まれるのだからです。しかし、すべては神から

出ています。

13 あなたがたは自分自身で判断しなさい。女が何もかぶらないで神に祈るのは、ふさわしいこと

でしょうか。

14 自然そのものが、あなたがたにこう教えていないでしょうか。男が長い髪をしていたら、それ

は彼にとって恥ずかしいことであり、

15 女が長い髪をしていたら、それは彼女にとっては栄誉なのです。なぜなら、髪はかぶり物とし

て女に与えられているからです。

16 たとえ、だれかがこのことに異議を唱えたくても、そのような習慣は私たちにはなく、神の諸

教会にもありません。

17 ところで、次のことを命じるにあたって、私はあなたがたをほめるわけにはいきません。あな

たがたの集まりが益にならず、かえって害になっているからです。



18 まず第一に、あなたがたが教会に集まる際、あなたがたの間に分裂があると聞いています。あ

る程度は、そういうこともあろうかと思います。

19 実際、あなたがたの間で本当の信者が明らかにされるためには、分派が生じるのもやむを得ま

せん。

20 しかし、そういうわけで、あなたがたが一緒に集まっても、主の晩餐を食べることにはなりま

せん。

21 というのも、食事のとき、それぞれが我先にと自分の食事をするので、空腹な者もいれば、酔

っている者もいるという始末だからです。

22 あなたがたには、食べたり飲んだりする家がないのですか。それとも、神の教会を軽んじて、

貧しい人たちに恥ずかしい思いをさせたいのですか。私はあなたがたにどう言うべきでしょう

か。ほめるべきでしょうか。このことでは、ほめるわけにはいきません。

23 私は主から受けたことを、あなたがたに伝えました。すなわち、主イエスは渡される夜、パン

を取り、

24 感謝の祈りをささげた後それを裂き、こう言われました。「これはあなたがたのための、わた

しのからだです。わたしを覚えて、これを行いなさい。」

25 食事の後、同じように杯を取って言われました。「この杯は、わたしの血による新しい契約で

す。飲むたびに、わたしを覚えて、これを行いなさい。」

26 ですから、あなたがたは、このパンを食べ、杯を飲むたびに、主が来られるまで主の死を告げ

知らせるのです。

27 したがって、もし、ふさわしくない仕方でパンを食べ、主の杯を飲む者があれば、主のからだ

と血に対して罪を犯すことになります。

28 だれでも、自分自身を吟味して、そのうえでパンを食べ、杯を飲みなさい。

29 みからだをわきまえないで食べ、また飲む者は、自分自身に対するさばきを食べ、また飲むこ

とになるのです。

30 あなたがたの中に弱い者や病人が多く、死んだ者たちもかなりいるのは、そのためです。

31 しかし、もし私たちが自分をわきまえるなら、さばかれることはありません。

32 私たちがさばかれるとすれば、それは、この世とともにさばきを下されることがないように、

主によって懲らしめられる、ということなのです。

33 ですから、兄弟たち。食事に集まるときは、互いに待ち合わせなさい。

34 空腹な人は家で食べなさい。あなたがたが集まることによって、さばきを受けないようにする

ためです。このほかのことについては、私が行ったときに決めることにします。

第12章

1 さて、兄弟たち。御霊の賜物については、私はあなたがたに知らずにいてほしくありません。

2 ご存じのとおり、あなたがたが異教徒であったときには、誘われるまま、ものを言えない偶像

のところに引かれて行きました。

3 ですから、あなたがたに次のことを教えておきます。神の御霊によって語る者はだれも「イエ

スは、のろわれよ」と言うことはなく、また、聖霊によるのでなければ、だれも「イエスは主

です」と言うことはできません。

4 さて、賜物はいろいろありますが、与える方は同じ御霊です。



5 奉仕はいろいろありますが、仕える相手は同じ主です。

6 働きはいろいろありますが、同じ神がすべての人の中で、すべての働きをなさいます。

7 皆の益となるために、一人ひとりに御霊の現れが与えられているのです。

8 ある人には御霊を通して知恵のことばが、ある人には同じ御霊によって知識のことばが与えら

れています。

9 ある人には同じ御霊によって信仰、ある人には同一の御霊によって癒やしの賜物、

10 ある人には奇跡を行う力、ある人には預言、ある人には霊を見分ける力、ある人には種々の異

言、ある人には異言を解き明かす力が与えられています。

11 同じ一つの御霊がこれらすべてのことをなさるのであり、御霊は、みこころのままに、一人ひ

とりそれぞれに賜物を分け与えてくださるのです。

12 ちょうど、からだが一つでも、多くの部分があり、からだの部分が多くても、一つのからだで

あるように、キリストもそれと同様です。

13 私たちはみな、ユダヤ人もギリシア人も、奴隷も自由人も、一つの御霊によってバプテスマを

受けて、一つのからだとなりました。そして、みな一つの御霊を飲んだのです。

14 実際、からだはただ一つの部分からではなく、多くの部分から成っています。

15 たとえ足が「私は手ではないから、からだに属さない」と言ったとしても、それで、からだに

属さなくなるわけではありません。

16 たとえ耳が「私は目ではないから、からだに属さない」と言ったとしても、それで、からだに

属さなくなるわけではありません。

17 もし、からだ全体が目であったら、どこで聞くのでしょうか。もし、からだ全体が耳であった

ら、どこでにおいを嗅ぐのでしょうか。

18 しかし実際、神はみこころにしたがって、からだの中にそれぞれの部分を備えてくださいまし

た。

19 もし全体がただ一つの部分だとしたら、からだはどこにあるのでしょうか。

20 しかし実際、部分は多くあり、からだは一つなのです。

21 目が手に向かって「あなたはいらない」と言うことはできないし、頭が足に向かって「あなた

がたはいらない」と言うこともできません。

22 それどころか、からだの中でほかより弱く見える部分が、かえってなくてはならないのです。

23 また私たちは、からだの中で見栄えがほかより劣っていると思う部分を、見栄えをよくするも

のでおおいます。こうして、見苦しい部分はもっと良い格好になりますが、

24 格好の良い部分はその必要がありません。神は、劣ったところには、見栄えをよくするものを

与えて、からだを組み合わせられました。

25 それは、からだの中に分裂がなく、各部分が互いのために、同じように配慮し合うためです。

26 一つの部分が苦しめば、すべての部分がともに苦しみ、一つの部分が尊ばれれば、すべての部

分がともに喜ぶのです。

27 あなたがたはキリストのからだであって、一人ひとりはその部分です。

28 神は教会の中に、第一に使徒たち、第二に預言者たち、第三に教師たち、そして力あるわざ、

そして癒やしの賜物、援助、管理、種々の異言を備えてくださいました。



29 皆が使徒でしょうか。皆が預言者でしょうか。皆が教師でしょうか。すべてが力あるわざでし

ょうか。

30 皆が癒やしの賜物を持っているでしょうか。皆が異言を語るでしょうか。皆がその解き明かし

をするでしょうか。

31 あなたがたは、よりすぐれた賜物を熱心に求めなさい。 私は今、はるかにまさる道を示しま

しょう。

第13章

1 たとえ私が人の異言や御使いの異言で話しても、愛がなければ、騒がしいどらや、うるさいシ

ンバルと同じです。

2 たとえ私が預言の賜物を持ち、あらゆる奥義とあらゆる知識に通じていても、たとえ山を動か

すほどの完全な信仰を持っていても、愛がないなら、私は無に等しいのです。

3 たとえ私が持っている物のすべてを分け与えても、たとえ私のからだを引き渡して誇ることに

なっても、愛がなければ、何の役にも立ちません。

4 愛は寛容であり、愛は親切です。また人をねたみません。愛は自慢せず、高慢になりません。

5 礼儀に反することをせず、自分の利益を求めず、苛立たず、人がした悪を心に留めず、

6 不正を喜ばずに、真理を喜びます。

7 すべてを耐え、すべてを信じ、すべてを望み、すべてを忍びます。

8 愛は決して絶えることがありません。預言ならすたれます。異言ならやみます。知識ならすた

れます。

9 私たちが知るのは一部分、預言するのも一部分であり、

10 完全なものが現れたら、部分的なものはすたれるのです。

11 私は、幼子であったときには、幼子として話し、幼子として思い、幼子として考えましたが、

大人になったとき、幼子のことはやめました。

12 今、私たちは鏡にぼんやり映るものを見ていますが、そのときには顔と顔を合わせて見ること

になります。今、私は一部分しか知りませんが、そのときには、私が完全に知られているのと

同じように、私も完全に知ることになります。

13 こういうわけで、いつまでも残るのは信仰と希望と愛、これら三つです。その中で一番すぐれ

ているのは愛です。

第14章

1 愛を追い求めなさい。また、御霊の賜物、特に預言することを熱心に求めなさい。

2 異言で語る人は、人に向かって語るのではなく、神に向かって語ります。だれも理解できませ

んが、御霊によって奥義を語るのです。

3 しかし預言する人は、人を育てることばや勧めや慰めを、人に向かって話します。

4 異言で語る人は自らを成長させますが、預言する人は教会を成長させます。

5 私は、あなたがたがみな異言で語ることを願いますが、それ以上に願うのは、あなたがたが預

言することです。異言で語る人がその解き明かしをして教会の成長に役立つのでないかぎり、

預言する人のほうがまさっています。



6 ですから、兄弟たち。私があなたがたのところに行って異言で語るとしても、啓示か知識か預

言か教えによって語るのでなければ、あなたがたに何の益になるでしょう。

7 笛や竪琴など、いのちのない楽器でも、変化のある音を出さなければ、何を吹いているのか、

何を弾いているのか、どうして分かるでしょうか。

8 また、ラッパがはっきりしない音を出したら、だれが戦いの準備をするでしょう。

9 同じようにあなたがたも、舌で明瞭なことばを語らなければ、話していることをどうして分か

ってもらえるでしょうか。空気に向かって話していることになります。

10 世界には、おそらく非常に多くの種類のことばがあるでしょうが、意味のないことばは一つも

ありません。

11 それで、もし私がそのことばの意味を知らなければ、私はそれを話す人にとって外国人であ

り、それを話す人も私には外国人となるでしょう。

12 同じようにあなたがたも、御霊の賜物を熱心に求めているのですから、教会を成長させるため

に、それが豊かに与えられるように求めなさい。

13 そういうわけで、異言で語る人は、それを解き明かすことができるように祈りなさい。

14 もし私が異言で祈るなら、私の霊は祈りますが、私の知性は実を結びません。

15 それでは、どうすればよいのでしょう。私は霊で祈り、知性でも祈りましょう。霊で賛美し、

知性でも賛美しましょう。

16 そうでないと、あなたが霊において賛美しても、初心者の席に着いている人は、あなたの感謝

について、どうしてアーメンと言えるでしょう。あなたが言っていることが分からないのです

から。

17 あなたが感謝するのはけっこうですが、そのことでほかの人が育てられるわけではありませ

ん。

18 私は、あなたがたのだれよりも多くの異言で語っていることを、神に感謝しています。

19 しかし教会では、異言で一万のことばを語るよりむしろ、ほかの人たちにも教えるために、私

の知性で五つのことばを語りたいと思います。

20 兄弟たち、考え方において子どもになってはいけません。悪事においては幼子でありなさい。

けれども、考え方においては大人になりなさい。

21 律法にこう書かれています。 「『わたしは、異国の舌で、 異なる唇でこの民に語る。 それで

も彼らは、 わたしの言うことを聞こうとはしない』 と主は言われる。」

22 それで異言は、信じている者たちのためではなく、信じていない者たちのためのしるしであ

り、預言は、信じていない者たちのためではなく、信じている者たちのためのしるしです。

23 ですから、教会全体が一緒に集まって、皆が異言で語るなら、初心の人か信じていない人が入

って来たとき、あなたがたは気が変になっていると言われることにならないでしょうか。

24 しかし、皆が預言をするなら、信じていない人や初心の人が入って来たとき、その人は皆に誤

りを指摘され、皆に問いただされ、

25 心の秘密があらわにされます。こうして、「神が確かにあなたがたの中におられる」と言い、

ひれ伏して神を拝むでしょう。

26 それでは、兄弟たち、どうすればよいのでしょう。あなたがたが集まるときには、それぞれが

賛美したり、教えたり、啓示を告げたり、異言を話したり、解き明かしたりすることができま

す。そのすべてのことを、成長に役立てるためにしなさい。



27 だれかが異言で語るのであれば、二人か、多くても三人で順番に行い、一人が解き明かしをし

なさい。

28 解き明かす者がいなければ、教会では黙っていて、自分に対し、また神に対して語りなさい。

29 預言する者たちも、二人か三人が語り、ほかの者たちはそれを吟味しなさい。

30 席に着いている別の人に啓示が与えられたら、先に語っていた人は黙りなさい。

31 だれでも学び、だれでも励ましが受けられるように、だれでも一人ずつ預言することができる

のです。

32 預言する者たちの霊は預言する者たちに従います。

33 神は混乱の神ではなく、平和の神なのです。 聖徒たちのすべての教会で行われているよう

に、

34 女の人は教会では黙っていなさい。彼女たちは語ることを許されていません。律法も言ってい

るように、従いなさい。

35 もし何かを知りたければ、家で自分の夫に尋ねなさい。教会で語ることは、女の人にとって恥

ずかしいことなのです。

36 神のことばは、あなたがたのところから出たのでしょうか。あるいは、あなたがたにだけ伝わ

ったのでしょうか。

37 だれかが自分を預言者、あるいは御霊の人と思っているなら、その人は、私があなたがたに書

くことが主の命令であることを認めなさい。

38 それを無視する人がいるなら、その人は無視されます。

39 ですから、私の兄弟たち、預言することを熱心に求めなさい。また、異言で語ることを禁じて

はいけません。

40 ただ、すべてのことを適切に、秩序正しく行いなさい。

第15章

1 兄弟たち。私があなたがたに宣べ伝えた福音を、改めて知らせます。あなたがたはその福音を

受け入れ、その福音によって立っているのです。

2 私がどのようなことばで福音を伝えたか、あなたがたがしっかり覚えているなら、この福音に

よって救われます。そうでなければ、あなたがたが信じたことは無駄になってしまいます。

3 私があなたがたに最も大切なこととして伝えたのは、私も受けたことであって、次のことで

す。キリストは、聖書に書いてあるとおりに、私たちの罪のために死なれたこと、

4 また、葬られたこと、また、聖書に書いてあるとおりに、三日目によみがえられたこと、

5 また、ケファに現れ、それから十二弟子に現れたことです。

6 その後、キリストは五百人以上の兄弟たちに同時に現れました。その中にはすでに眠った人も

何人かいますが、大多数は今なお生き残っています。

7 その後、キリストはヤコブに現れ、それからすべての使徒たちに現れました。

8 そして最後に、月足らずで生まれた者のような私にも現れてくださいました。

9 私は使徒の中では最も小さい者であり、神の教会を迫害したのですから、使徒と呼ばれるに値

しない者です。



10 ところが、神の恵みによって、私は今の私になりました。そして、私に対するこの神の恵みは

無駄にはならず、私はほかのすべての使徒たちよりも多く働きました。働いたのは私ではな

く、私とともにあった神の恵みなのですが。

11 とにかく、私にせよ、ほかの人たちにせよ、私たちはこのように宣べ伝えているのであり、あ

なたがたはこのように信じたのです。

12 ところで、キリストは死者の中からよみがえられたと宣べ伝えられているのに、どうして、あ

なたがたの中に、死者の復活はないと言う人たちがいるのですか。

13 もし死者の復活がないとしたら、キリストもよみがえらなかったでしょう。

14 そして、キリストがよみがえらなかったとしたら、私たちの宣教は空しく、あなたがたの信仰

も空しいものとなります。

15 私たちは神についての偽証人ということにさえなります。なぜなら、かりに死者がよみがえら

ないとしたら、神はキリストをよみがえらせなかったはずなのに、私たちは神がキリストをよ

みがえらせたと言って、神に逆らう証言をしたことになるからです。

16 もし死者がよみがえらないとしたら、キリストもよみがえらなかったでしょう。

17 そして、もしキリストがよみがえらなかったとしたら、あなたがたの信仰は空しく、あなたが

たは今もなお自分の罪の中にいます。

18 そうだとしたら、キリストにあって眠った者たちは、滅んでしまったことになります。

19 もし私たちが、この地上のいのちにおいてのみ、キリストに望みを抱いているのなら、私たち

はすべての人の中で一番哀れな者です。

20 しかし、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の中からよみがえられました。

21 死が一人の人を通して来たのですから、死者の復活も一人の人を通して来るのです。

22 アダムにあってすべての人が死んでいるように、キリストにあってすべての人が生かされるの

です。

23 しかし、それぞれに順序があります。まず初穂であるキリスト、次にその来臨のときにキリス

トに属している人たちです。

24 それから終わりが来ます。そのとき、キリストはあらゆる支配と、あらゆる権威、権力を滅ぼ

し、王国を父である神に渡されます。

25 すべての敵をその足の下に置くまで、キリストは王として治めることになっているからです。

26 最後の敵として滅ぼされるのは、死です。

27 「神は万物をその方の足の下に従わせた」のです。しかし、万物が従わせられたと言うとき、

そこには万物をキリストに従わせた方が含まれていないことは明らかです。

28 そして、万物が御子に従うとき、御子自身も、万物をご自分に従わせてくださった方に従われ

ます。これは、神が、すべてにおいてすべてとなられるためです。

29 そうでなかったら、死者のためにバプテスマを受ける人たちは、何をしようとしているのです

か。死者が決してよみがえらないのなら、その人たちは、なぜ死者のためにバプテスマを受け

るのですか。

30 なぜ私たちも、絶えず危険にさらされているのでしょうか。

31 兄弟たち。私たちの主キリスト・イエスにあって私が抱いている、あなたがたについての誇り

にかけて言いますが、私は日々死んでいるのです。



32 もし私が人間の考えからエペソで獣と戦ったのなら、何の得があったでしょう。もし死者がよ

みがえらないのなら、「食べたり飲んだりしようではないか。どうせ、明日は死ぬのだから」

ということになります。

33 惑わされてはいけません。「悪い交際は良い習慣を損なう」のです。

34 目を覚まして正しい生活を送り、罪を犯さないようにしなさい。神について無知な人たちがい

ます。私はあなたがたを恥じ入らせるために言っているのです。

35 しかし、「死者はどのようにしてよみがえるのか。どのようなからだで来るのか」と言う人が

いるでしょう。

36 愚かな人だ。あなたが蒔くものは、死ななければ生かされません。

37 また、あなたが蒔くものは、後にできるからだではなく、麦であれ、そのほかの穀物であれ、

ただの種粒です。

38 しかし神は、みこころのままに、それにからだを与え、それぞれの種にそれ自身のからだをお

与えになります。

39 どんな肉も同じではなく、人間の肉、獣の肉、鳥の肉、魚の肉、それぞれ違います。

40 また、天上のからだもあり、地上のからだもあり、天上のからだの輝きと地上のからだの輝き

は異なり、

41 太陽の輝き、月の輝き、星の輝き、それぞれ違います。星と星の間でも輝きが違います。

42 死者の復活もこれと同じです。朽ちるもので蒔かれ、朽ちないものによみがえらされ、

43 卑しいもので蒔かれ、栄光あるものによみがえらされ、弱いもので蒔かれ、力あるものによみ

がえらされ、

44 血肉のからだで蒔かれ、御霊に属するからだによみがえらされるのです。血肉のからだがある

のですから、御霊のからだもあるのです。

45 こう書かれています。「最初の人アダムは生きるものとなった。」しかし、最後のアダムはい

のちを与える御霊となりました。

46 最初にあったのは、御霊のものではなく血肉のものです。御霊のものは後に来るのです。

47 第一の人は地から出て、土で造られた人ですが、第二の人は天から出た方です。

48 土で造られた者たちはみな、この土で造られた人に似ており、天に属する者たちはみな、この

天に属する方に似ています。

49 私たちは、土で造られた人のかたちを持っていたように、天に属する方のかたちも持つことに

なるのです。

50 兄弟たち、私はこのことを言っておきます。血肉のからだは神の国を相続できません。朽ちる

ものは、朽ちないものを相続できません。

51 聞きなさい。私はあなたがたに奥義を告げましょう。私たちはみな眠るわけではありません

が、みな変えられます。

52 終わりのラッパとともに、たちまち、一瞬のうちに変えられます。ラッパが鳴ると、死者は朽

ちないものによみがえり、私たちは変えられるのです。

53 この朽ちるべきものが、朽ちないものを必ず着ることになり、この死ぬべきものが、死なない

ものを必ず着ることになるからです。

54 そして、この朽ちるべきものが朽ちないものを着て、この死ぬべきものが死なないものを着る

とき、このように記されたみことばが実現します。 「死は勝利に吞み込まれた。」



55 「死よ、おまえの勝利はどこにあるのか。 死よ、おまえのとげはどこにあるのか。」

56 死のとげは罪であり、罪の力は律法です。

57 しかし、神に感謝します。神は、私たちの主イエス・キリストによって、私たちに勝利を与え

てくださいました。

58 ですから、私の愛する兄弟たち。堅く立って、動かされることなく、いつも主のわざに励みな

さい。あなたがたは、自分たちの労苦が主にあって無駄でないことを知っているのですから。

第16章

1 さて、聖徒たちのための献金については、ガラテヤの諸教会に命じたとおりに、あなたがたも

行いなさい。

2 私がそちらに行ってから献金を集めることがないように、あなたがたはそれぞれ、いつも週の

初めの日に、収入に応じて、いくらかでも手もとに蓄えておきなさい。

3 私がそちらに着いたら、あなたがたの承認を得た人たちに手紙を持たせてエルサレムに派遣

し、あなたがたの贈り物を届けさせましょう。

4 もし私も行くほうがよければ、その人たちは私と一緒に行くことになるでしょう。

5 私はマケドニアを通って、あなたがたのところへ行きます。マケドニアはただ通過し、

6 おそらく、あなたがたのところに滞在するでしょう。冬を越すことになるかもしれません。ど

こに向かうにしても、あなたがたに送り出してもらうためです。

7 私は今、旅のついでにあなたがたに会うようなことはしたくありません。主がお許しになるな

ら、あなたがたのところにしばらく滞在したいと願っています。

8 しかし、五旬節まではエペソに滞在します。

9 実り多い働きをもたらす門が私のために広く開かれていますが、反対者も大勢いるからです。

10 テモテがそちらに行ったら、あなたがたのところで心配なく過ごせるようにしてあげてくださ

い。彼も私と同じように、主のみわざに励んでいるのです。

11 だれも彼を軽んじてはいけません。彼を平安のうちに送り出して、私のところに来させてくだ

さい。私は、彼が兄弟たちと一緒に戻るのを待っています。

12 兄弟アポロのことですが、兄弟たちと一緒にあなたがたのところに行くように、私は強く勧め

ました。けれども、彼は今のところ行く意志は全くありません。しかし、良い機会があれば行

くでしょう。

13 目を覚ましていなさい。堅く信仰に立ちなさい。雄々しく、強くありなさい。

14 一切のことを、愛をもって行いなさい。

15 兄弟たちよ、あなたがたに勧めます。ご存じのとおり、ステファナの一家はアカイアの初穂で

あり、聖徒たちのために熱心に奉仕してくれました。

16 あなたがたも、このような人たちに、また、ともに働き、労苦しているすべての人たちに従い

なさい。

17 ステファナとポルトナトとアカイコが来たので、私は喜んでいます。あなたがたがいない分

を、彼らが埋めてくれたからです。

18 彼らは、私の心とあなたがたの心を安らがせてくれました。このような人たちを尊びなさい。



19 アジアの諸教会がよろしくと言っています。アキラとプリスカ、また彼らの家にある教会が、

主にあって心から、あなたがたによろしくと言っています。

20 すべての兄弟たちが、あなたがたによろしくと言っています。聖なる口づけをもって互いにあ

いさつを交わしなさい。

21 私パウロが、自分の手であいさつを記します。

22 主を愛さない者はみな、のろわれよ。主よ、来てください。

23 主イエスの恵みが、あなたがたとともにありますように。

24 私の愛が、キリスト・イエスにあって、あなたがたすべてとともにありますように。



コリント人への手紙二

2 Corinthians

第1章

1 神のみこころによるキリスト・イエスの使徒パウロと、兄弟テモテから、コリントにある神の

教会、ならびにアカイア全土にいるすべての聖徒たちへ。

2 私たちの父なる神と主イエス・キリストから、恵みと平安があなたがたにありますように。

3 私たちの主イエス・キリストの父である神、あわれみ深い父、あらゆる慰めに満ちた神がほめ

たたえられますように。

4 神は、どのような苦しみのときにも、私たちを慰めてくださいます。それで私たちも、自分た

ちが神から受ける慰めによって、あらゆる苦しみの中にある人たちを慰めることができます。

5 私たちにキリストの苦難があふれているように、キリストによって私たちの慰めもあふれてい

るからです。

6 私たちが苦しみにあうとすれば、それはあなたがたの慰めと救いのためです。私たちが慰めを

受けるとすれば、それもあなたがたの慰めのためです。その慰めは、私たちが受けているのと

同じ苦難に耐え抜く力を、あなたがたに与えてくれます。

7 私たちがあなたがたについて抱いている望みは揺るぎません。なぜなら、あなたがたが私たち

と苦しみをともにしているように、慰めもともにしていることを、私たちは知っているからで

す。

8 兄弟たち。アジアで起こった私たちの苦難について、あなたがたに知らずにいてほしくありま

せん。私たちは、非常に激しい、耐えられないほどの圧迫を受け、生きる望みさえ失うほどで

した。

9 実際、私たちは死刑の宣告を受けた思いでした。それは、私たちが自分自身に頼らず、死者を

よみがえらせてくださる神に頼る者となるためだったのです。

10 神は、それほど大きな死の危険から私たちを救い出してくださいました。これからも救い出し

てくださいます。私たちはこの神に希望を置いています。

11 あなたがたも祈りによって協力してくれれば、神は私たちを救い出してくださいます。そのよ

うにして、多くの人たちの助けを通して私たちに与えられた恵みについて、多くの人たちが感

謝をささげるようになるのです。

12 私たちが誇りとすること、私たちの良心が証ししていることは、私たちがこの世において、特

にあなたがたに対して、神から来る純真さと誠実さをもって、肉的な知恵によらず、神の恵み

によって行動してきたということです。

13 私たちは、あなたがたが読んで理解できること以外は何も書いていません。あなたがたは、私

たちについてすでにある程度理解しているのですから、私たちの主イエスの日には、あなたが

たが私たちの誇りであるように、私たちもあなたがたの誇りであることを、完全に理解してく

れるものと期待しています。

14 ［前節と合節］

15 この確信をもって、私はまずあなたがたのところを訪れて、あなたがたが恵みを二度得られる

ようにと計画しました。



16 すなわち、あなたがたのところを通ってマケドニアに赴き、そしてマケドニアから再びあなた

がたのところに帰り、あなたがたに送られてユダヤに行きたいと思ったのです。

17 このように願った私は軽率だったのでしょうか。それとも、私が計画することは人間的な計画

であって、そのため私には、「はい、はい」は同時に「いいえ、いいえ」になるのでしょう

か。

18 神の真実にかけて言いますが、あなたがたに対する私たちのことばは、「はい」であると同時

に「いいえ」である、というようなものではありません。

19 私たち、すなわち、私とシルワノとテモテが、あなたがたの間で宣べ伝えた神の子キリスト・

イエスは、「はい」と同時に「いいえ」であるような方ではありません。この方においては

「はい」だけがあるのです。

20 神の約束はことごとく、この方において「はい」となりました。それで私たちは、この方によ

って「アーメン」と言い、神に栄光を帰するのです。

21 私たちをあなたがたと一緒にキリストのうちに堅く保ち、私たちに油を注がれた方は神です。

22 神はまた、私たちに証印を押し、保証として御霊を私たちの心に与えてくださいました。

23 私は自分のいのちにかけ、神を証人にお呼びして言います。私がまだコリントへ行かないでい

るのは、あなたがたへの思いやりからです。

24 私たちは、あなたがたの信仰を支配しようとする者ではなく、あなたがたの喜びのために協力

して働く者です。あなたがたは信仰に堅く立っているのですから。

第2章

1 そこで私は、あなたがたを悲しませる訪問は二度としない、と決心しました。

2 もし私があなたがたを悲しませるなら、私が悲しませているその人以外に、だれが私を喜ばせ

てくれるでしょう。

3 あの手紙を書いたのは、私が訪れるときに、私に喜びをもたらすはずの人たちから、悲しみを

受けることがないようにするためでした。私の喜びがあなたがたすべての喜びであると、私は

あなたがたすべてについて確信しています。

4 私は大きな苦しみと心の嘆きから、涙ながらにあなたがたに手紙を書きました。それは、あな

たがたを悲しませるためではなく、私があなたがたに対して抱いている、あふれるばかりの愛

を、あなたがたに知ってもらうためでした。

5 もしある人が悲しみをもたらしたのなら、その人は私を悲しませたのではありません。むし

ろ、言い過ぎにならないように言えば、ある程度まで、あなたがたすべてを悲しませたので

す。

6 その人にとっては、すでに多数の人から受けたあの処罰で十分ですから、

7 あなたがたは、むしろその人を赦し、慰めてあげなさい。そうしないと、その人はあまりにも

深い悲しみに押しつぶされてしまうかもしれません。

8 そこで私はあなたがたに、その人へのあなたがたの愛を確認することを勧めます。

9 私が手紙を書いたのは、あなたがたがすべてのことにおいて従順であるかどうか、試すためで

した。

10 あなたがたが何かのことで人を赦すなら、私もそうします。私が何かのことで赦したとすれ

ば、あなたがたのために、キリストの御前で赦したのです。



11 それは、私たちがサタンに乗じられないようにするためです。私たちはサタンの策略を知らな

いわけではありません。

12 私がキリストの福音を伝えるためにトロアスに行ったとき、主は私のために門を開いておられ

ましたが、

13 私は、兄弟テトスに会えなかったので、心に安らぎがありませんでした。それで人々に別れを

告げて、マケドニアに向けて出発しました。

14 しかし、神に感謝します。神はいつでも、私たちをキリストによる凱旋の行列に加え、私たち

を通してキリストを知る知識の香りを、いたるところで放ってくださいます。

15 私たちは、救われる人々の中でも、滅びる人々の中でも、神に献げられた芳しいキリストの香

りなのです。

16 滅びる人々にとっては、死から出て死に至らせる香りであり、救われる人々にとっては、いの

ちから出ていのちに至らせる香りです。このような務めにふさわしい人は、いったいだれでし

ょうか。

17 私たちは、多くの人たちのように、神のことばに混ぜ物をして売ったりせず、誠実な者とし

て、また神から遣わされた者として、神の御前でキリストにあって語るのです。

第3章

1 私たちは、またもや自分を推薦しようとしているのでしょうか。それとも、ある人々のよう

に、あなたがたに宛てた推薦状とか、あなたがたからの推薦状とかが、私たちに必要なのでし

ょうか。

2 私たちの推薦状はあなたがたです。それは私たちの心に書き記されていて、すべての人に知ら

れ、また読まれています。

3 あなたがたが、私たちの奉仕の結果としてのキリストの手紙であることは、明らかです。それ

は、墨によってではなく生ける神の御霊によって、石の板にではなく人の心の板に書き記され

たものです。

4 私たちはキリストによって、神の御前でこのような確信を抱いています。

5 何かを、自分が成したことだと考える資格は、私たち自身にはありません。私たちの資格は神

から与えられるものです。

6 神は私たちに、新しい契約に仕える者となる資格を下さいました。文字に仕える者ではなく、

御霊に仕える者となる資格です。文字は殺し、御霊は生かすからです。

7 石の上に刻まれた文字による、死に仕える務めさえ栄光を帯びたものであり、イスラエルの子

らはモーセの顔にあった消え去る栄光のために、モーセの顔を見つめることができないほどで

した。そうであれば、

8 御霊に仕える務めは、もっと栄光を帯びたものとならないでしょうか。

9 罪に定める務めに栄光があるのなら、義とする務めは、なおいっそう栄光に満ちあふれます。

10 実にこの点において、かつては栄光を受けたものが、それよりさらにすぐれた栄光のゆえに、

栄光のないものになっているのです。

11 消え去るべきものが栄光の中にあったのなら、永続するものは、なおのこと栄光に包まれてい

るはずです。

12 このような望みを抱いているので、私たちはきわめて大胆にふるまいます。



13 モーセのようなことはしません。彼は、消え去るものの最後をイスラエルの子らに見せないよ

うに、自分の顔に覆いを掛けました。

14 しかし、イスラエルの子らの理解は鈍くなりました。今日に至るまで、古い契約が朗読される

ときには、同じ覆いが掛けられたままで、取りのけられていません。それはキリストによって

取り除かれるものだからです。

15 確かに今日まで、モーセの書が朗読されるときはいつでも、彼らの心には覆いが掛かっていま

す。

16 しかし、人が主に立ち返るなら、いつでもその覆いは除かれます。

17 主は御霊です。そして、主の御霊がおられるところには自由があります。

18 私たちはみな、覆いを取り除かれた顔に、鏡のように主の栄光を映しつつ、栄光から栄光へ

と、主と同じかたちに姿を変えられていきます。これはまさに、御霊なる主の働きによるので

す。

第4章

1 こういうわけで、私たちは、あわれみを受けてこの務めについているので、落胆することがあ

りません。

2 かえって、恥となるような隠し事を捨て、ずる賢い歩みをせず、神のことばを曲げず、真理を

明らかにすることで、神の御前で自分自身をすべての人の良心に推薦しています。

3 それでもなお私たちの福音に覆いが掛かっているとしたら、それは、滅び行く人々に対して覆

いが掛かっているということです。

4 彼らの場合は、この世の神が、信じない者たちの思いを暗くし、神のかたちであるキリストの

栄光に関わる福音の光を、輝かせないようにしているのです。

5 私たちは自分自身を宣べ伝えているのではなく、主なるイエス・キリストを宣べ伝えていま

す。私たち自身は、イエスのためにあなたがたに仕えるしもべなのです。

6 「闇の中から光が輝き出よ」と言われた神が、キリストの御顔にある神の栄光を知る知識を輝

かせるために、私たちの心を照らしてくださったのです。

7 私たちは、この宝を土の器の中に入れています。それは、この測り知れない力が神のものであ

って、私たちから出たものではないことが明らかになるためです。

8 私たちは四方八方から苦しめられますが、窮することはありません。途方に暮れますが、行き

詰まることはありません。

9 迫害されますが、見捨てられることはありません。倒されますが、滅びません。

10 私たちは、いつもイエスの死を身に帯びています。それはまた、イエスのいのちが私たちの身

に現れるためです。

11 私たち生きている者は、イエスのために絶えず死に渡されています。それはまた、イエスのい

のちが私たちの死ぬべき肉体において現れるためです。

12 こうして、死は私たちのうちに働き、いのちはあなたがたのうちに働いているのです。

13 「私は信じています。それゆえに語ります」と書かれているとおり、それと同じ信仰の霊を持

っている私たちも、信じているゆえに語ります。

14 主イエスをよみがえらせた方が、私たちをもイエスとともによみがえらせ、あなたがたと一緒

に御前に立たせてくださることを知っているからです。



15 すべてのことは、あなたがたのためであり、恵みがますます多くの人々に及んで感謝が満ちあ

ふれ、神の栄光が現れるようになるためなのです。

16 ですから、私たちは落胆しません。たとえ私たちの外なる人は衰えても、内なる人は日々新た

にされています。

17 私たちの一時の軽い苦難は、それとは比べものにならないほど重い永遠の栄光を、私たちにも

たらすのです。

18 私たちは見えるものにではなく、見えないものに目を留めます。見えるものは一時的であり、

見えないものは永遠に続くからです。

第5章

1 たとえ私たちの地上の住まいである幕屋が壊れても、私たちには天に、神が下さる建物、人の

手によらない永遠の住まいがあることを、私たちは知っています。

2 私たちはこの幕屋にあってうめき、天から与えられる住まいを着たいと切望しています。

3 その幕屋を脱いだとしても、私たちは裸の状態でいることはありません。

4 確かにこの幕屋のうちにいる間、私たちは重荷を負ってうめいています。それは、この幕屋を

脱ぎたいからではありません。死ぬはずのものが、いのちによって吞み込まれるために、天か

らの住まいを上に着たいからです。

5 そうなるのにふさわしく私たちを整えてくださったのは、神です。神はその保証として御霊を

下さいました。

6 ですから、私たちはいつも心強いのです。ただし、肉体を住まいとしている間は、私たちは主

から離れているということも知っています。

7 私たちは見えるものによらず、信仰によって歩んでいます。

8 私たちは心強いのですが、むしろ肉体を離れて、主のみもとに住むほうがよいと思っていま

す。

9 そういうわけで、肉体を住まいとしていても、肉体を離れていても、私たちが心から願うの

は、主に喜ばれることです。

10 私たちはみな、善であれ悪であれ、それぞれ肉体においてした行いに応じて報いを受けるため

に、キリストのさばきの座の前に現れなければならないのです。

11 そのため、主を恐れることを知っている私たちは、人々を説得しようとしています。私たちの

ことは、神の御前に明らかです。しかしそれが、あなたがたの良心にも明らかになることが、

私の望みです。

12 私たちは、またしてもあなたがたに自分を推薦しているのではありません。むしろ、あなたが

たに私たちのことを誇る機会を与え、心ではなくうわべを誇る人たちに応じられるようにした

いのです。

13 私たちが正気でないとすれば、それは神のためであり、正気であるとすれば、それはあなたが

たのためです。

14 というのは、キリストの愛が私たちを捕らえているからです。私たちはこう考えました。一人

の人がすべての人のために死んだ以上、すべての人が死んだのである、と。

15 キリストはすべての人のために死なれました。それは、生きている人々が、もはや自分のため

にではなく、自分のために死んでよみがえった方のために生きるためです。



16 ですから、私たちは今後、肉にしたがって人を知ろうとはしません。かつては肉にしたがって

キリストを知っていたとしても、今はもうそのような知り方はしません。

17 ですから、だれでもキリストのうちにあるなら、その人は新しく造られた者です。古いものは

過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました。

18 これらのことはすべて、神から出ています。神は、キリストによって私たちをご自分と和解さ

せ、また、和解の務めを私たちに与えてくださいました。

19 すなわち、神はキリストにあって、この世をご自分と和解させ、背きの責任を人々に負わせ

ず、和解のことばを私たちに委ねられました。

20 こういうわけで、神が私たちを通して勧めておられるのですから、私たちはキリストに代わる

使節なのです。私たちはキリストに代わって願います。神と和解させていただきなさい。

21 神は、罪を知らない方を私たちのために罪とされました。それは、私たちがこの方にあって神

の義となるためです。

第6章

1 私たちは神とともに働く者として、あなたがたに勧めます。神の恵みを無駄に受けないように

してください。

2 神は言われます。 「恵みの時に、わたしはあなたに答え、 救いの日に、あなたを助ける。」

見よ、今は恵みの時、今は救いの日です。

3 私たちは、この務めがそしられないように、どんなことにおいても決してつまずきを与えず、

4 むしろ、あらゆることにおいて、自分を神のしもべとして推薦しています。すなわち、苦難に

も苦悩にも困難にも、

5 むち打ちにも入獄にも騒乱にも、疲れ果てた時も眠れない時も食べられない時も、大いなる忍

耐を働かせて、

6 また、純潔と知識、寛容と親切、聖霊と偽りのない愛、

7 真理のことばと神の力により、また左右の手にある義の武器によって、

8 また、ほめられたりそしられたり、悪評を受けたり好評を博したりすることによって、自分を

神のしもべとして推薦しているのです。私たちは人をだます者のように見えても、真実であ

り、

9 人に知られていないようでも、よく知られており、死にかけているようでも、見よ、生きてお

り、懲らしめられているようでも、殺されておらず、

10 悲しんでいるようでも、いつも喜んでおり、貧しいようでも、多くの人を富ませ、何も持って

いないようでも、すべてのものを持っています。

11 コリントの人たち、私たちはあなたがたに対して率直に話しました。私たちの心は広く開かれ

ています。

12 あなたがたに対する私たちの愛の心は、狭くなってはいません。むしろ、あなたがたの思いの

中で狭くなっているのです。

13 私は子どもたちに語るように言います。私たちと同じように、あなたがたも心を広くしてくだ

さい。

14 不信者と、つり合わないくびきをともにしてはいけません。正義と不法に何の関わりがあるで

しょう。光と闇に何の交わりがあるでしょう。



15 キリストとベリアルに何の調和があるでしょう。信者と不信者が何を共有しているでしょう。

16 神の宮と偶像に何の一致があるでしょう。私たちは生ける神の宮なのです。神がこう言われる

とおりです。 「わたしは彼らの間に住み、また歩む。 わたしは彼らの神となり、 彼らはわた

しの民となる。

17 それゆえ、彼らの中から出て行き、 彼らから離れよ。 ──主は言われる── 汚れたものに触れ

てはならない。 そうすればわたしは、あなたがたを受け入れ、

18 わたしはあなたがたの父となり、 あなたがたはわたしの息子、娘となる。 ──全能の主は言わ

れる。」

第7章

1 愛する者たち。このような約束を与えられているのですから、肉と霊の一切の汚れから自分を

きよめ、神を恐れつつ聖さを全うしようではありませんか。

2 私たちに対して心を開いてください。私たちはだれにも不正をしたことがなく、だれも滅ぼし

たことがなく、だれからもだまし取ったことがありません。

3 私はあなたがたを責めるために言っているのではありません。前にも言ったように、あなたが

たは、私たちとともに死に、ともに生きるために、私たちの心のうちにあるのです。

4 私には、あなたがたに対する大きな確信があり、あなたがたについて大きな誇りがあります。

私は慰めに満たされ、どんな苦難にあっても喜びに満ちあふれています。

5 マケドニアに着いたとき、私たちの身には全く安らぎがなく、あらゆることで苦しんでいまし

た。外には戦いが、内には恐れがありました。

6 しかし、気落ちした者を慰めてくださる神は、テトスが来たことで私たちを慰めてくださいま

した。

7 テトスが来たことだけでなく、彼があなたがたから受けた慰めによっても、私たちは慰められ

ました。私を慕うあなたがたの思い、あなたがたの深い悲しみ、私に対する熱意を知らされ

て、私はますます喜びにあふれました。

8 あの手紙によってあなたがたを悲しませたとしても、私は後悔していません。あの手紙が一時

的にでも、あなたがたを悲しませたことを知っています。それで後悔したとしても、

9 今は喜んでいます。あなたがたが悲しんだからではなく、悲しんで悔い改めたからです。あな

たがたは神のみこころに添って悲しんだので、私たちから何の害も受けなかったのです。

10 神のみこころに添った悲しみは、後悔のない、救いに至る悔い改めを生じさせますが、世の悲

しみは死をもたらします。

11 見なさい。神のみこころに添って悲しむこと、そのことが、あなたがたに、どれほどの熱心を

もたらしたことでしょう。そればかりか、どれほどの弁明、憤り、恐れ、慕う思い、熱意、処

罰をもたらしたことでしょう。あの問題について、あなたがたは、自分たちがすべての点で潔

白であることを証明しました。

12 ですから、私はあなたがたに手紙を書きましたが、それは不正を行った人のためでも、その被

害者のためでもなく、私たちに対するあなたがたの熱心が、あなたがたのために神の御前に明

らかにされるためだったのです。

13 こういうわけで、私たちは慰めを受けました。 この慰めの上にテトスの喜びが加わって、私

たちはなおいっそう喜びました。テトスの心が、あなたがたすべてによって安らいでいたから



です。

14 私はテトスに、あなたがたのことを少しばかり誇りましたが、そのことで恥をかかずにすみま

した。むしろ、私たちがあなたがたに語ったことがすべて真実であったように、テトスの前で

誇ったことも真実となったのです。

15 テトスは、あなたがたがみな従順で、どのように恐れおののきながら自分を迎えてくれたかを

思い起こし、あなたがたへの愛情をますます深めています。

16 私はすべてのことにおいて、あなたがたに信頼を寄せることができることを喜んでいます。

第8章

1 さて、兄弟たち。私たちは、マケドニアの諸教会に与えられた神の恵みを、あなたがたに知ら

せようと思います。

2 彼らの満ちあふれる喜びと極度の貧しさは、苦しみによる激しい試練の中にあってもあふれ出

て、惜しみなく施す富となりました。

3 私は証しします。彼らは自ら進んで、力に応じて、また力以上に献げ、

4 聖徒たちを支える奉仕の恵みにあずかりたいと、大変な熱意をもって私たちに懇願しました。

5 そして、私たちの期待以上に、神のみこころにしたがって、まず自分自身を主に献げ、私たち

にも委ねてくれました。

6 それで私たちは、テトスがこの恵みのわざをあなたがたの間で始めたからには、それを成し遂

げるようにと、彼に勧めました。

7 あなたがたはすべてのことに、すなわち、信仰にも、ことばにも、知識にも、あらゆる熱心に

も、私たちからあなたがたが受けた愛にもあふれています。そのように、この恵みのわざにも

あふれるようになってください。

8 私は命令として言っているのではありません。ただ、他の人々の熱心さを伝えることで、あな

たがたの愛が本物であることを確かめようとしているのです。

9 あなたがたは、私たちの主イエス・キリストの恵みを知っています。すなわち、主は富んでお

られたのに、あなたがたのために貧しくなられました。それは、あなたがたが、キリストの貧

しさによって富む者となるためです。

10 この献金のことについて、私の意見を述べましょう。それがあなたがたの益になるからです。

あなたがたは献金を実行することだけでなく、その志を持つことも、昨年から始めて他に先ん

じていました。

11 ですから今、それをやり遂げなさい。喜んでしようと思ったとおりに、持っているものでやり

遂げてください。

12 喜んでする思いがあるなら、持っていないものに応じてではなく、持っているものに応じて受

け入れられるのです。

13 私は、他の人々には楽をさせ、あなたがたには苦労をさせようとしているのではなく、むしろ

平等になるように図っています。

14 今あなたがたのゆとりが彼らの不足を補うことは、いずれ彼らのゆとりがあなたがたの不足を

補うことになり、そのようにして平等になるのです。

15 「たくさん集めた人にも余ることはなく、少しだけ集めた人にも足りないことはなかった」と

書いてあるとおりです。



16 神に感謝します。私があなたがたのことを思っているのと同じ熱心を、神はテトスの心にも与

えてくださいました。

17 彼は私の勧めを受け入れ、大変な熱意をもって、自分から進んであなたがたのところに行こう

としています。

18 私たちはテトスと一緒に一人の兄弟を送ります。この人は福音の働きによって、すべての教会

で称賛されています。

19 そればかりでなく、彼は、この恵みのわざに携わる私たちの同伴者になるようにと、諸教会の

任命を受けています。私たちはそのわざに、主ご自身の栄光と私たちの熱意を現すために仕え

ています。

20 私たちは、自分たちが携わっているこの惜しみないわざについて、だれからも非難されること

がないように努めています。

21 主の御前だけでなく、人々の前でも正しくあるように心がけているのです。

22 また、彼らと一緒にもう一人、私たちの兄弟を送ります。この兄弟が多くのことについて熱心

であることを、私たちは何度も認めることができました。彼は今、あなたがたに深い信頼を寄

せ、ますます熱心になっています。

23 テトスについて言えば、彼は私の仲間であり、あなたがたのために働く同労者です。私たちの

兄弟たちについて言えば、彼らは諸教会の使者であり、キリストの栄光です。

24 ですから、あなたがたの愛の証拠と、あなたがたを私たちが誇りとしている理由を、彼らに対

して、諸教会の前に示してほしいのです。

第9章

1 聖徒たちのためのこの奉仕については、これ以上書く必要はありません。

2 私はあなたがたの熱意を知り、そのことでマケドニアの人々にあなたがたのことを誇って、ア

カイアでは昨年から準備ができていると言ったのです。あなたがたの熱心は多くの人を奮い立

たせました。

3 私が兄弟たちを送るのは、あなたがたについての私たちの誇りが、この点で空しくならないた

めであり、私が言っていたとおりに準備していてもらうためです。

4 そうでないと、もしマケドニアの人々が私と一緒に行って、準備ができていないのを見たら、

あなたがたはもちろんですが、私たちも、このことを確信していただけに、恥をかくことにな

るでしょう。

5 そこで私は、兄弟たちに頼んで先にそちらに行ってもらい、あなたがたが以前に約束していた

祝福の贈り物を、あらかじめ用意しておいてもらうことが必要だと思いました。惜しみながら

するのではなく、祝福の贈り物として用意してもらうためです。

6 私が伝えたいことは、こうです。わずかだけ蒔く者はわずかだけ刈り入れ、豊かに蒔く者は豊

かに刈り入れます。

7 一人ひとり、いやいやながらでなく、強いられてでもなく、心で決めたとおりにしなさい。神

は、喜んで与える人を愛してくださるのです。

8 神はあなたがたに、あらゆる恵みをあふれるばかりに与えることがおできになります。あなた

がたが、いつもすべてのことに満ち足りて、すべての良いわざにあふれるようになるためで

す。



9 「彼は貧しい人々に惜しみなく分け与えた。彼の義は永遠にとどまる」と書かれているように

です。

10 種蒔く人に種と食べるためのパンを与えてくださる方は、あなたがたの種を備え、増やし、あ

なたがたの義の実を増し加えてくださいます。

11 あなたがたは、あらゆる点で豊かになって、すべてを惜しみなく与えるようになり、それが私

たちを通して神への感謝を生み出すのです。

12 なぜなら、この奉仕の務めは、聖徒たちの欠乏を満たすだけではなく、神に対する多くの感謝

を通してますます豊かになるからです。

13 この務めが証拠となって、彼らは、あなたがたがキリストの福音の告白に対して従順であり、

自分たちや、すべての人に惜しみなく与えていることを理解して、神をあがめるでしょう。

14 そして彼らは、あなたがたのために祈るとき、あなたがたに与えられた、神のこの上なく豊か

な恵みのゆえに、あなたがたを慕うようになります。

15 ことばに表せないほどの賜物のゆえに、神に感謝します。

第10章

1 さて、あなたがたの間にいて顔を合わせているときはおとなしいのに、離れているとあなたが

たに対して強気になる私パウロ自身が、キリストの柔和さと優しさをもってあなたがたにお願

いします。

2 私たちが肉に従って歩んでいると見なす人たちに対しては、大胆にふるまうべきだと私は考え

ていますが、そちらに行ったときに、その確信から強気にふるまわないですむように願いま

す。

3 私たちは肉にあって歩んではいても、肉に従って戦ってはいません。

4 私たちの戦いの武器は肉のものではなく、神のために要塞を打ち倒す力があるものです。

5 私たちは様々な議論と、神の知識に逆らって立つあらゆる高ぶりを打ち倒し、また、すべての

はかりごとを取り押さえて、キリストに服従させます。

6 また、あなたがたの従順が完全になったとき、あらゆる不従順を罰する用意ができています。

7 あなたがたは、うわべのことだけを見ています。もし自分はキリストに属する者だと確信して

いる人がいるなら、その人は、自分がキリストに属しているように、私たちもキリストに属し

ているということを、もう一度よく考えなさい。

8 あなたがたを倒すためにではなく、建てるために主が私たちに与えてくださった権威につい

て、私が多少誇り過ぎることがあっても、恥とはならないでしょう。

9 私は、手紙であなたがたを脅しているかのように思われたくありません。

10 「パウロの手紙は重みがあって力強いが、実際に会ってみると弱々しく、話は大したことはな

い」と言う人たちがいるからです。

11 そのような人は承知していなさい。私たちは、離れて書く手紙のことばどおりの者として、そ

ちらに行ってもふるまいます。

12 私たちは、自分自身を推薦している人たちの中のだれかと、自分を同列に置いたり比較したり

しようとは思いません。彼らは自分たちの間で自分自身を量ったり、互いを比較し合ったりし

ていますが、愚かなことです。



13 私たちは限度を超えて誇りません。神が私たちに割り当ててくださった限度の内で、あなたが

たのところにまで行ったことについて、私たちは誇るのです。

14 私たちは、あなたがたのところに行かなかったかのようにして、無理に手を伸ばしているので

はありません。事実、私たちは他の人たちに先んじて、あなたがたのところにキリストの福音

を携えて行ったのです。

15 私たちは、自分の限度を超えてほかの人の労苦を誇ることはしません。ただ、あなたがたの信

仰が成長し、あなたがたの間で私たちの働きが、定められた範囲の内で拡大し、あふれるほど

になることを望んでいます。

16 それは、あなたがたより向こうの地域にまで福音を宣べ伝えるためであって、決して、ほかの

人の領域ですでになされた働きを誇るためではありません。

17 「誇る者は主を誇れ。」

18 自分自身を推薦する人ではなく、主に推薦される人こそ本物です。

第11章

1 私の少しばかりの愚かさを我慢してほしいと思います。いや、あなたがたは我慢しています。

2 私は神の熱心をもって、あなたがたのことを熱心に思っています。私はあなたがたを清純な処

女として、一人の夫キリストに献げるために婚約させたのですから。

3 蛇が悪巧みによってエバを欺いたように、あなたがたの思いが汚されて、キリストに対する真

心と純潔から離れてしまうのではないかと、私は心配しています。

4 実際、だれかが来て、私たちが宣べ伝えなかった別のイエスを宣べ伝えたり、あるいは、あな

たがたが受けたことのない異なる霊や、受け入れたことのない異なる福音を受けたりしても、

あなたがたはよく我慢しています。

5 私は、自分があの大使徒たちに少しも劣っていないと思います。

6 話し方は素人でも、知識においてはそうではありません。私たちはすべての点で、あらゆる場

合に、そのことをあなたがたに示してきました。

7 それとも、あなたがたを高めるために自分を低くして、報酬を受けずに神の福音をあなたがた

に宣べ伝えたことで、私は罪を犯したのでしょうか。

8 私は他の諸教会から奪い取って、あなたがたに仕えるための給料を得たのです。

9 あなたがたのところにいて困窮していたときも、私はだれにも負担をかけませんでした。マケ

ドニアから来た兄弟たちが、私の欠乏を十分に補ってくれたからです。私は、何であれ、あな

たがたの重荷にならないようにしましたし、今後もそうするつもりです。

10 私のうちにある、キリストの真実にかけて言います。アカイア地方で私のこの誇りが封じられ

ることはありません。

11 なぜでしょう。私があなたがたを愛していないからでしょうか。神はご存じです。

12 私は、今していることを今後も続けるつもりです。それは、ある人たちが自分たちで誇りとし

ていることについて、私たちと同じだと認められる機会を求めているのを断ち切るためです。

13 こういう者たちは偽使徒、人を欺く働き人であり、キリストの使徒に変装しているのです。

14 しかし、驚くには及びません。サタンでさえ光の御使いに変装します。

15 ですから、サタンのしもべどもが義のしもべに変装したとしても、大したことではありませ

ん。彼らの最後は、その行いにふさわしいものとなるでしょう。



16 もう一度言いますが、だれも私を愚かだと思わないでください。もし愚かだと思うなら、愚か

者として受け入れてください。そうすれば、私も少しばかり誇ることができます。

17 これから話すことは、主によって話すのではなく、愚か者として、自慢できると確信して話し

ます。

18 多くの人が肉によって誇っているので、私も誇ることにします。

19 あなたがたは賢いので、喜んで愚か者たちを我慢してくれるからです。

20 実際あなたがたは、だれかに奴隷にされても、食い尽くされても、強奪されても、いばられて

も、顔をたたかれても、我慢しています。

21 言うのも恥ずかしいことですが、私たちは弱かったのです。 何であれ、だれかがあえて誇る

のなら、私は愚かになって言いますが、私もあえて誇りましょう。

22 彼らはヘブル人ですか。私もそうです。彼らはイスラエル人ですか。私もそうです。彼らはア

ブラハムの子孫ですか。私もそうです。

23 彼らはキリストのしもべですか。私は狂気したように言いますが、私は彼ら以上にそうです。

労苦したことはずっと多く、牢に入れられたこともずっと多く、むち打たれたことははるかに

多く、死に直面したこともたびたびありました。

24 ユダヤ人から四十に一つ足りないむちを受けたことが五度、

25 ローマ人にむちで打たれたことが三度、石で打たれたことが一度、難船したことが三度、一昼

夜、海上を漂ったこともあります。

26 何度も旅をし、川の難、盗賊の難、同胞から受ける難、異邦人から受ける難、町での難、荒野

での難、海上の難、偽兄弟による難にあい、

27 労し苦しみ、たびたび眠らずに過ごし、飢え渇き、しばしば食べ物もなく、寒さの中に裸でい

たこともありました。

28 ほかにもいろいろなことがありますが、さらに、日々私に重荷となっている、すべての教会へ

の心づかいがあります。

29 だれかが弱くなっているときに、私は弱くならないでしょうか。だれかがつまずいていて、私

は心が激しく痛まないでしょうか。

30 もし誇る必要があるなら、私は自分の弱さのことを誇ります。

31 主イエスの父である神、とこしえにほめたたえられる方は、私が偽りを言っていないことをご

存じです。

32 ダマスコでアレタ王の代官が、私を捕らえようとしてダマスコの人たちの町を見張りました

が、

33 私は窓からかごで城壁伝いにつり降ろされ、彼の手を逃れたのでした。

第12章

1 私は誇らずにはいられません。誇っても無益ですが、主の幻と啓示の話に入りましょう。

2 私はキリストにある一人の人を知っています。この人は十四年前に、第三の天にまで引き上げ

られました。肉体のままであったのか、私は知りません。肉体を離れてであったのか、それも

知りません。神がご存じです。

3 私はこのような人を知っています。肉体のままであったのか、肉体を離れてであったのか、私

は知りません。神がご存じです。



4 彼はパラダイスに引き上げられて、言い表すこともできない、人間が語ることを許されていな

いことばを聞きました。

5 このような人のことを私は誇ります。しかし、私自身については、弱さ以外は誇りません。

6 たとえ私が誇りたいと思ったとしても、愚か者とはならないでしょう。本当のことを語るから

です。しかし、その啓示があまりにもすばらしいために、私について見ること、私から聞くこ

と以上に、だれかが私を過大に評価するといけないので、私は誇ることを控えましょう。

7 その啓示のすばらしさのため高慢にならないように、私は肉体に一つのとげを与えられまし

た。それは私が高慢にならないように、私を打つためのサタンの使いです。

8 この使いについて、私から去らせてくださるようにと、私は三度、主に願いました。

9 しかし主は、「わたしの恵みはあなたに十分である。わたしの力は弱さのうちに完全に現れる

からである」と言われました。ですから私は、キリストの力が私をおおうために、むしろ大い

に喜んで自分の弱さを誇りましょう。

10 ですから私は、キリストのゆえに、弱さ、侮辱、苦悩、迫害、困難を喜んでいます。というの

は、私が弱いときにこそ、私は強いからです。

11 私は愚か者になってしまいました。あなたがたが無理に私をそうさせたのです。私は当然、あ

なたがたの推薦を受けてよかったはずです。私は、たとえ取るに足りない者であっても、あの

大使徒たちに少しも劣るところはなかったのですから。

12 私は忍耐を尽くして、あなたがたの間で使徒としてのしるしを明らかにしました。しるしと不

思議と力あるわざによってです。

13 あなたがたが他の諸教会より劣っている点は何でしょうか。この私が、あなたがたに負担をか

けなかったことだけではありませんか。この不正のことは赦してください。

14 見なさい。私は、あなたがたのところに三度目の訪問をする準備ができていますが、あなたが

たに負担はかけません。私が求めているのは、あなたがたが持っている物ではなく、あなたが

た自身なのです。子が親のために蓄える必要はなく、親が子のために蓄えるべきです。

15 私は、あなたがたのたましいのために、大いに喜んで財を費やし、自分自身を使い尽くしまし

ょう。私があなたがたを愛すれば愛するほど、私はますます愛されなくなるのでしょうか。

16 それならそれでよいとして、私はあなたがたに重荷を負わせませんでした。それでも私は、悪

賢くて、あなたがたからだまし取ったと言われます。

17 私はあなたがたのところに人を遣わしましたが、そのうちのだれかによって、あなたがたをだ

ますことがあったでしょうか。

18 私はテトスにそちらに行くように頼み、あの兄弟もともに遣わしました。テトスはあなたがた

をだましたでしょうか。私たちは同じ心で歩んだではありませんか。同じ足跡をたどったでは

ありませんか。

19 あなたがたは、私たちがあなたがたに対して自己弁護をしているのだと、前からずっと思って

いましたか。私たちは神の御前で、キリストにあって語っているのです。愛する者たち、すべ

てはあなたがたが成長するためなのです。

20 私は心配をしています。そちらに行ってみると、あなたがたは私が期待したような人たちでな

く、私もあなたがたが期待したような者でなかった、ということにならないでしょうか。争

い、ねたみ、憤り、党派心、悪口、陰口、高ぶり、混乱がありはしないでしょうか。



21 私が再びそちらに行くとき、私の神があなたがたの前で、私を恥じ入らせるのではないでしょ

うか。そして、以前に罪を犯していながら、犯した汚れと淫らな行いと好色を悔い改めない多

くの人たちのことを、私は嘆くことにならないでしょうか。

第13章

1 私があなたがたのところに行くのは、これで三度目です。二人または三人の証人の証言によっ

て、すべてのことは立証されなければなりません。

2 以前に罪を犯した人たちとほかの人たち全員に、私は二度目の滞在のとき、前もって言ってお

きましたが、こうして離れている今も、あらかじめ言っておきます。今度そちらに行ったとき

には、容赦しません。

3 こう言うのは、キリストが私によって語っておられるという証拠を、あなたがたが求めている

からです。キリストはあなたがたに対して弱い方ではなく、あなたがたの間にあって力ある方

です。

4 キリストは弱さのゆえに十字架につけられましたが、神の力によって生きておられます。私た

ちもキリストにあって弱い者ですが、あなたがたに対しては、神の力によってキリストととも

に生きるのです。

5 あなたがたは、信仰に生きているかどうか、自分自身を試し、吟味しなさい。それとも、あな

たがたは自分自身のことを、自分のうちにイエス・キリストがおられることを、自覚していな

いのですか。あなたがたが不適格な者なら別ですが。

6 しかし、私たちは不適格でないことが、あなたがたに分かるように、私は望んでいます。

7 私たちは、あなたがたがどんな悪も行うことのないように、神に祈っています。それは、私た

ちが適格であることを明らかにしたいからではなく、私たちが不適格な者のように見えたとし

ても、あなたがたに善を行ってもらいたいからです。

8 私たちは、真理に逆らっては何もすることができませんが、真理のためならできます。

9 私たちは、自分は弱くても、あなたがたが強ければ喜びます。あなたがたが完全な者になるこ

と、このことも私たちは祈っています。

10 そういうわけで、離れていてこれらのことを書いているのは、私が行ったときに、主が私に授

けてくださった権威を用いて、厳しい処置をとらなくてもすむようになるためです。この権威

が私に与えられたのは、建てるためであって、倒すためではありません。

11 最後に兄弟たち、喜びなさい。完全になりなさい。慰めを受けなさい。思いを一つにしなさ

い。平和を保ちなさい。そうすれば、愛と平和の神はあなたがたとともにいてくださいます。

12 聖なる口づけをもって互いにあいさつを交わしなさい。すべての聖徒たちが、あなたがたによ

ろしくと言っています。

13 主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、あなたがたすべてとともにありますよ

うに。



ガラテヤ人への手紙

Galatians

第1章

1 人々から出たのではなく、人間を通してでもなく、イエス・キリストと、キリストを死者の中

からよみがえらせた父なる神によって、使徒とされたパウロと、

2 私とともにいるすべての兄弟たちから、ガラテヤの諸教会へ。

3 私たちの父なる神と主イエス・キリストから、恵みと平安があなたがたにありますように。

4 キリストは、今の悪の時代から私たちを救い出すために、私たちの罪のためにご自分を与えて

くださいました。私たちの父である神のみこころにしたがったのです。

5 この神に、栄光が世々限りなくありますように。アーメン。

6 私は驚いています。あなたがたが、キリストの恵みによって自分たちを召してくださった方か

ら、このように急に離れて、ほかの福音に移って行くことに。

7 ほかの福音といっても、もう一つ別に福音があるわけではありません。あなたがたを動揺させ

て、キリストの福音を変えてしまおうとする者たちがいるだけです。

8 しかし、私たちであれ天の御使いであれ、もし私たちがあなたがたに宣べ伝えた福音に反する

ことを、福音として宣べ伝えるなら、そのような者はのろわれるべきです。

9 私たちが以前にも言ったように、今もう一度、私は言います。もしだれかが、あなたがたが受

けた福音に反する福音をあなたがたに宣べ伝えているなら、そのような者はのろわれるべきで

す。

10 今、私は人々に取り入ろうとしているのでしょうか。神に取り入ろうとしているのでしょう

か。あるいは、人々を喜ばせようと努めているのでしょうか。もし今なお人々を喜ばせようと

しているのなら、私はキリストのしもべではありません。

11 兄弟たち、私はあなたがたに明らかにしておきたいのです。私が宣べ伝えた福音は、人間によ

るものではありません。

12 私はそれを人間から受けたのではなく、また教えられたのでもありません。ただイエス・キリ

ストの啓示によって受けたのです。

13 ユダヤ教のうちにあった、かつての私の生き方を、あなたがたはすでに聞いています。私は激

しく神の教会を迫害し、それを滅ぼそうとしました。

14 また私は、自分の同胞で同じ世代の多くの人に比べ、はるかにユダヤ教に進んでおり、先祖の

伝承に人一倍熱心でした。

15 しかし、母の胎にあるときから私を選び出し、恵みをもって召してくださった神が、

16 異邦人の間に御子の福音を伝えるため、御子を私のうちに啓示することを良しとされたとき、

私は血肉に相談することをせず、

17 私より先に使徒となった人たちに会うためにエルサレムに上ることもせず、すぐにアラビアに

出て行き、再びダマスコに戻りました。

18 それから三年後に、私はケファを訪ねてエルサレムに上り、彼のもとに十五日間滞在しまし

た。



19 しかし、主の兄弟ヤコブは別として、ほかの使徒たちにはだれにも会いませんでした。

20 神の御前で言いますが、私があなたがたに書いていることに偽りはありません。

21 それから、私はシリアおよびキリキアの地方に行きました。

22 それで私は、キリストにあるユダヤの諸教会には顔を知られることはありませんでした。

23 ただ、人々は、「以前私たちを迫害した者が、そのとき滅ぼそうとした信仰を今は宣べ伝えて

いる」と聞いて、

24 私のことで神をあがめていました。

第2章

1 それから十四年たって、私はバルナバと一緒に、テトスも連れて、再びエルサレムに上りまし

た。

2 私は啓示によって上ったのです。そして、私が今走っていること、また今まで走ってきたこと

が無駄にならないように、異邦人の間で私が伝えている福音を人々に示しました。おもだった

人たちには個人的にそうしました。

3 しかし、私と一緒にいたテトスでさえ、ギリシア人であったのに、割礼を強いられませんでし

た。

4 忍び込んだ偽兄弟たちがいたのに、強いられるということはありませんでした。彼らは私たち

を奴隷にしようとして、キリスト・イエスにあって私たちが持っている自由を狙って、忍び込

んでいたのです。

5 私たちは、一時も彼らに譲歩したり屈服したりすることはありませんでした。それは、福音の

真理があなたがたのもとで保たれるためでした。

6 そして、おもだった人たちからは──彼らがどれほどの者であっても、私にとって問題ではあり

ません。神は人を分け隔てなさいません──そのおもだった人たちは、私に対して何もつけ加え

はしませんでした。

7 それどころか、ペテロが割礼を受けている者への福音を委ねられているように、私は割礼を受

けていない者への福音を委ねられていることを理解してくれました。

8 ペテロに働きかけて、割礼を受けている者への使徒とされた方が、私にも働きかけて、異邦人

への使徒としてくださったからでした。

9 そして、私に与えられたこの恵みを認め、柱として重んじられているヤコブとケファとヨハネ

が、私とバルナバに、交わりのしるしとして右手を差し出しました。それは、私たちが異邦人

のところに行き、彼らが割礼を受けている人々のところに行くためでした。

10 ただ、私たちが貧しい人たちのことを心に留めるようにとのことでしたが、そのことなら私も

大いに努めてきました。

11 ところが、ケファがアンティオキアに来たとき、彼に非難すべきことがあったので、私は面と

向かって抗議しました。

12 ケファは、ある人たちがヤコブのところから来る前は、異邦人と一緒に食事をしていたのに、

その人たちが来ると、割礼派の人々を恐れて異邦人から身を引き、離れて行ったからです。

13 そして、ほかのユダヤ人たちも彼と一緒に本心を偽った行動をとり、バルナバまで、その偽り

の行動に引き込まれてしまいました。



14 彼らが福音の真理に向かってまっすぐに歩んでいないのを見て、私は皆の面前でケファにこう

言いました。「あなた自身、ユダヤ人でありながら、ユダヤ人ではなく異邦人のように生活し

ているのならば、どうして異邦人に、ユダヤ人のように生活することを強いるのですか。」

15 私たちは、生まれながらのユダヤ人であって、「異邦人のような罪人」ではありません。

16 しかし、人は律法を行うことによってではなく、ただイエス・キリストを信じることによって

義と認められると知って、私たちもキリスト・イエスを信じました。律法を行うことによって

ではなく、キリストを信じることによって義と認められるためです。というのは、肉なる者は

だれも、律法を行うことによっては義と認められないからです。

17 しかし、もし、私たちがキリストにあって義と認められようとすることで、私たち自身も「罪

人」であることになるのなら、キリストは罪に仕える者なのですか。決してそんなことはあり

ません。

18 もし自分が打ち壊したものを再び建てるなら、私は自分が違反者であると証明することになる

のです。

19 しかし私は、神に生きるために、律法によって律法に死にました。私はキリストとともに十字

架につけられました。

20 もはや私が生きているのではなく、キリストが私のうちに生きておられるのです。今私が肉に

おいて生きているいのちは、私を愛し、私のためにご自分を与えてくださった、神の御子に対

する信仰によるのです。

21 私は神の恵みを無にはしません。もし義が律法によって得られるとしたら、それこそ、キリス

トの死は無意味になってしまいます。

第3章

1 ああ、愚かなガラテヤ人。十字架につけられたイエス・キリストが、目の前に描き出されたと

いうのに、だれがあなたがたを惑わしたのですか。

2 これだけは、あなたがたに聞いておきたい。あなたがたが御霊を受けたのは、律法を行ったか

らですか。それとも信仰をもって聞いたからですか。

3 あなたがたはそんなにも愚かなのですか。御霊によって始まったあなたがたが、今、肉によっ

て完成されるというのですか。

4 あれほどの経験をしたのは、無駄だったのでしょうか。まさか、無駄だったということはない

でしょう。

5 あなたがたに御霊を与え、あなたがたの間で力あるわざを行われる方は、あなたがたが律法を

行ったから、そうなさるのでしょうか。それとも信仰をもって聞いたから、そうなさるのでし

ょうか。

6 「アブラハムは神を信じた。それで、それが彼の義と認められた」とあるとおりです。

7 ですから、信仰によって生きる人々こそアブラハムの子である、と知りなさい。

8 聖書は、神が異邦人を信仰によって義とお認めになることを前から知っていたので、アブラハ

ムに対して、「すべての異邦人が、あなたによって祝福される」と、前もって福音を告げまし

た。

9 ですから、信仰によって生きる人々が、信仰の人アブラハムとともに祝福を受けるのです。



10 律法の行いによる人々はみな、のろいのもとにあります。「律法の書に書いてあるすべてのこ

とを守り行わない者はみな、のろわれる」と書いてあるからです。

11 律法によって神の前に義と認められる者が、だれもいないということは明らかです。「義人は

信仰によって生きる」からです。

12 律法は、「信仰による」のではありません。「律法の掟を行う人は、その掟によって生きる」

のです。

13 キリストは、ご自分が私たちのためにのろわれた者となることで、私たちを律法ののろいから

贖い出してくださいました。「木にかけられた者はみな、のろわれている」と書いてあるから

です。

14 それは、アブラハムへの祝福がキリスト・イエスによって異邦人に及び、私たちが信仰によっ

て約束の御霊を受けるようになるためでした。

15 兄弟たちよ、人間の例で説明しましょう。人間の契約でも、いったん結ばれたら、だれもそれ

を無効にしたり、それにつけ加えたりはしません。

16 約束は、アブラハムとその子孫に告げられました。神は、「子孫たちに」と言って多数を指す

ことなく、一人を指して「あなたの子孫に」と言っておられます。それはキリストのことで

す。

17 私の言おうとしていることは、こうです。先に神によって結ばれた契約を、その後四百三十年

たってできた律法が無効にし、その約束を破棄することはありません。

18 相続がもし律法によるなら、もはやそれは約束によるのではありません。しかし、神は約束を

通して、アブラハムに相続の恵みを下さったのです。

19 それでは、律法とは何でしょうか。それは、約束を受けたこの子孫が来られるときまで、違反

を示すためにつけ加えられたもので、御使いたちを通して仲介者の手で定められたものです。

20 仲介者は、当事者が一人であれば、いりません。しかし約束をお与えになった神は唯一の方で

す。

21 それでは、律法は神の約束に反するのでしょうか。決してそんなことはありません。もし、い

のちを与えることができる律法が与えられたのであれば、義は確かに律法によるものだったで

しょう。

22 しかし聖書は、すべてのものを罪の下に閉じ込めました。それは約束が、イエス・キリストに

対する信仰によって、信じる人たちに与えられるためでした。

23 信仰が現れる前、私たちは律法の下で監視され、来たるべき信仰が啓示されるまで閉じ込めら

れていました。

24 こうして、律法は私たちをキリストに導く養育係となりました。それは、私たちが信仰によっ

て義と認められるためです。

25 しかし、信仰が現れたので、私たちはもはや養育係の下にはいません。

26 あなたがたはみな、信仰により、キリスト・イエスにあって神の子どもです。

27 キリストにつくバプテスマを受けたあなたがたはみな、キリストを着たのです。

28 ユダヤ人もギリシア人もなく、奴隷も自由人もなく、男と女もありません。あなたがたはみ

な、キリスト・イエスにあって一つだからです。

29 あなたがたがキリストのものであれば、アブラハムの子孫であり、約束による相続人なので

す。



第4章

1 つまり、こういうことです。相続人は、全財産の持ち主なのに、子どもであるうちは奴隷と何

も変わらず、

2 父が定めた日までは、後見人や管理人の下にあります。

3 同じように私たちも、子どもであったときには、この世のもろもろの霊の下に奴隷となってい

ました。

4 しかし時が満ちて、神はご自分の御子を、女から生まれた者、律法の下にある者として遣わさ

れました。

5 それは、律法の下にある者を贖い出すためであり、私たちが子としての身分を受けるためでし

た。

6 そして、あなたがたが子であるので、神は「アバ、父よ」と叫ぶ御子の御霊を、私たちの心に

遣わされました。

7 ですから、あなたはもはや奴隷ではなく、子です。子であれば、神による相続人です。

8 あなたがたは、かつて神を知らなかったとき、本来神ではない神々の奴隷でした。

9 しかし、今では神を知っているのに、いや、むしろ神に知られているのに、どうして弱くて貧

弱な、もろもろの霊に逆戻りして、もう一度改めて奴隷になりたいと願うのですか。

10 あなたがたは、いろいろな日、月、季節、年を守っています。

11 私は、あなたがたのために労したことが無駄になったのではないかと、あなたがたのことを心

配しています。

12 兄弟たち、あなたがたに願います。私もあなたがたのようになったのですから、あなたがたも

私のようになってください。あなたがたは私に悪いことを何一つしていません。

13 あなたがたが知っているとおり、私が最初あなたがたに福音を伝えたのは、私の肉体が弱かっ

たためでした。

14 そして私の肉体には、あなたがたにとって試練となるものがあったのに、あなたがたは軽蔑し

たり嫌悪したりせず、かえって、私を神の御使いであるかのように、キリスト・イエスである

かのように、受け入れてくれました。

15 それなのに、あなたがたの幸いは、今どこにあるのですか。私はあなたがたのために証ししま

すが、あなたがたは、できることなら、自分の目をえぐり出して私に与えようとさえしたので

す。

16 それでは、私はあなたがたに真理を語ったために、あなたがたの敵になったのでしょうか。

17 あの人たちはあなたがたに対して熱心ですが、それは善意からではありません。彼らはあなた

がたを私から引き離して、自分たちに熱心にならせようとしているのです。

18 善意から熱心に慕われるのは、いつでも良いことです。それは、私があなたがたと一緒にいる

時だけではありません。

19 私の子どもたち。あなたがたのうちにキリストが形造られるまで、私は再びあなたがたのため

に産みの苦しみをしています。

20 私は今、あなたがたと一緒にいて、口調を変えて話せたらと思います。あなたがたのことで私

は途方に暮れているのです。



21 律法の下にいたいと思う人たち、私に答えてください。あなたがたは律法の言うことを聞かな

いのですか。

22 アブラハムには二人の息子がいて、一人は女奴隷から、一人は自由の女から生まれた、と書か

れています。

23 女奴隷の子は肉によって生まれたのに対し、自由の女の子は約束によって生まれました。

24 ここには比喩的な意味があります。この女たちは二つの契約を表しています。一方はシナイ山

から出ていて、奴隷となる子を産みます。それはハガルのことです。

25 このハガルは、アラビアにあるシナイ山のことで、今のエルサレムに当たります。なぜなら、

今のエルサレムは、彼女の子らとともに奴隷となっているからです。

26 しかし、上にあるエルサレムは自由の女であり、私たちの母です。

27 なぜなら、こう書いてあるからです。 「子を産まない不妊の女よ、喜び歌え。 産みの苦しみ

を知らない女よ、喜び叫べ。 夫に捨てられた女の子どもは、 夫のある女の子どもよりも多い

からだ。」

28 兄弟たち、あなたがたはイサクのように約束の子どもです。

29 けれども、あのとき、肉によって生まれた者が、御霊によって生まれた者を迫害したように、

今もそのとおりになっています。

30 しかし、聖書は何と言っていますか。「女奴隷とその子どもを追い出してください。女奴隷の

子どもは、決して自由の女の子どもとともに相続すべきではないのです。」

31 こういうわけで、兄弟たち、私たちは女奴隷の子どもではなく、自由の女の子どもです。

第5章

1 キリストは、自由を得させるために私たちを解放してくださいました。ですから、あなたがた

は堅く立って、再び奴隷のくびきを負わされないようにしなさい。

2 よく聞いてください。私パウロがあなたがたに言います。もしあなたがたが割礼を受けるな

ら、キリストはあなたがたに、何の益ももたらさないことになります。

3 割礼を受けるすべての人に、もう一度はっきり言っておきます。そういう人には律法全体を行

う義務があります。

4 律法によって義と認められようとしているなら、あなたがたはキリストから離れ、恵みから落

ちてしまったのです。

5 私たちは、義とされる望みの実現を、信仰により、御霊によって待ち望んでいるのですから。

6 キリスト・イエスにあって大事なのは、割礼を受ける受けないではなく、愛によって働く信仰

なのです。

7 あなたがたはよく走っていたのに、だれがあなたがたの邪魔をして、真理に従わないようにさ

せたのですか。

8 そのような説得は、あなたがたを召された方から出たものではありません。

9 わずかなパン種が、こねた粉全体をふくらませるのです。

10 あなたがたが別の考えを持つことは決してないと、私は主にあって確信しています。しかし、

あなたがたを動揺させる者は、だれであろうと、さばきを受けます。



11 兄弟たち。もし私が今でも割礼を宣べ伝えているなら、どうして今なお迫害を受けているので

すか。それを宣べ伝えているなら、十字架のつまずきはなくなっているはずです。

12 あなたがたをかき乱す者たちは、いっそのこと切除してしまえばよいのです。

13 兄弟たち。あなたがたは自由を与えられるために召されたのです。ただ、その自由を肉の働く

機会としないで、愛をもって互いに仕え合いなさい。

14 律法全体は、「あなたの隣人を自分自身のように愛しなさい」という一つのことばで全うされ

るのです。

15 気をつけなさい。互いに、かみつき合ったり、食い合ったりしているなら、互いの間で滅ぼさ

れてしまいます。

16 私は言います。御霊によって歩みなさい。そうすれば、肉の欲望を満たすことは決してありま

せん。

17 肉が望むことは御霊に逆らい、御霊が望むことは肉に逆らうからです。この二つは互いに対立

しているので、あなたがたは願っていることができなくなります。

18 御霊によって導かれているなら、あなたがたは律法の下にはいません。

19 肉のわざは明らかです。すなわち、淫らな行い、汚れ、好色、

20 偶像礼拝、魔術、敵意、争い、そねみ、憤り、党派心、分裂、分派、

21 ねたみ、泥酔、遊興、そういった類のものです。以前にも言ったように、今もあなたがたにあ

らかじめ言っておきます。このようなことをしている者たちは神の国を相続できません。

22 しかし、御霊の実は、愛、喜び、平安、寛容、親切、善意、誠実、

23 柔和、自制です。このようなものに反対する律法はありません。

24 キリスト・イエスにつく者は、自分の肉を、情欲や欲望とともに十字架につけたのです。

25 私たちは、御霊によって生きているのなら、御霊によって進もうではありませんか。

26 うぬぼれて、互いに挑み合ったり、ねたみ合ったりしないようにしましょう。

第6章

1 兄弟たち。もしだれかが何かの過ちに陥っていることが分かったなら、御霊の人であるあなた

がたは、柔和な心でその人を正してあげなさい。また、自分自身も誘惑に陥らないように気を

つけなさい。

2 互いの重荷を負い合いなさい。そうすれば、キリストの律法を成就することになります。

3 だれかが、何者でもないのに、自分を何者かであるように思うなら、自分自身を欺いているの

です。

4 それぞれ自分の行いを吟味しなさい。そうすれば、自分にだけは誇ることができても、ほかの

人には誇ることができなくなるでしょう。

5 人はそれぞれ、自分自身の重荷を負うことになるのです。

6 みことばを教えてもらう人は、教えてくれる人と、すべての良いものを分かち合いなさい。

7 思い違いをしてはいけません。神は侮られるような方ではありません。人は種を蒔けば、刈り

取りもすることになります。

8 自分の肉に蒔く者は、肉から滅びを刈り取り、御霊に蒔く者は、御霊から永遠のいのちを刈り

取るのです。



9 失望せずに善を行いましょう。あきらめずに続ければ、時が来て刈り取ることになります。

10 ですから、私たちは機会があるうちに、すべての人に、特に信仰の家族に善を行いましょう。

11 ご覧なさい。こんなに大きな字で、私はあなたがたに自分の手で書いています。

12 肉において外見を良くしたい者たちが、ただ、キリストの十字架のゆえに自分たちが迫害され

ないようにと、あなたがたに割礼を強いています。

13 割礼を受けている者たちは、自分自身では律法を守っていないのに、あなたがたの肉を誇るた

めに、あなたがたに割礼を受けさせたいのです。

14 しかし私には、私たちの主イエス・キリストの十字架以外に誇りとするものが、決してあって

はなりません。この十字架につけられて、世は私に対して死に、私も世に対して死にました。

15 割礼を受けているか受けていないかは、大事なことではありません。大事なのは新しい創造で

す。

16 この基準にしたがって進む人々の上に、そして神のイスラエルの上に、平安とあわれみがあり

ますように。

17 これからは、だれも私を煩わせないようにしてください。私は、この身にイエスの焼き印を帯

びているのですから。

18 兄弟たち。私たちの主イエス・キリストの恵みが、あなたがたの霊とともにありますように。

アーメン。



エペソ人への手紙

Ephesians

第1章

1 神のみこころによるキリスト・イエスの使徒パウロから、キリスト・イエスにある忠実なエペ

ソの聖徒たちへ。

2 私たちの父なる神と主イエス・キリストから、恵みと平安があなたがたにありますように。

3 私たちの主イエス・キリストの父である神がほめたたえられますように。神はキリストにあっ

て、天上にあるすべての霊的祝福をもって私たちを祝福してくださいました。

4 すなわち神は、世界の基が据えられる前から、この方にあって私たちを選び、御前に聖なる、

傷のない者にしようとされたのです。

5 神は、みこころの良しとするところにしたがって、私たちをイエス・キリストによってご自分

の子にしようと、愛をもってあらかじめ定めておられました。

6 それは、神がその愛する方にあって私たちに与えてくださった恵みの栄光が、ほめたたえられ

るためです。

7 このキリストにあって、私たちはその血による贖い、背きの罪の赦しを受けています。これは

神の豊かな恵みによることです。

8 この恵みを、神はあらゆる知恵と思慮をもって私たちの上にあふれさせ、

9 みこころの奥義を私たちに知らせてくださいました。その奥義とは、キリストにあって神があ

らかじめお立てになったみむねにしたがい、

10 時が満ちて計画が実行に移され、天にあるものも地にあるものも、一切のものが、キリストに

あって、一つに集められることです。

11 またキリストにあって、私たちは御国を受け継ぐ者となりました。すべてをみこころによる計

画のままに行う方の目的にしたがい、あらかじめそのように定められていたのです。

12 それは、前からキリストに望みを置いていた私たちが、神の栄光をほめたたえるためです。

13 このキリストにあって、あなたがたもまた、真理のことば、あなたがたの救いの福音を聞いて

それを信じたことにより、約束の聖霊によって証印を押されました。

14 聖霊は私たちが御国を受け継ぐことの保証です。このことは、私たちが贖われて神のものとさ

れ、神の栄光がほめたたえられるためです。

15 こういうわけで私も、主イエスに対するあなたがたの信仰と、すべての聖徒に対する愛を聞い

ているので、

16 祈るときには、あなたがたのことを思い、絶えず感謝しています。

17 どうか、私たちの主イエス・キリストの神、栄光の父が、神を知るための知恵と啓示の御霊

を、あなたがたに与えてくださいますように。

18 また、あなたがたの心の目がはっきり見えるようになって、神の召しにより与えられる望みが

どのようなものか、聖徒たちが受け継ぐものがどれほど栄光に富んだものか、

19 また、神の大能の力の働きによって私たち信じる者に働く神のすぐれた力が、どれほど偉大な

ものであるかを、知ることができますように。



20 この大能の力を神はキリストのうちに働かせて、キリストを死者の中からよみがえらせ、天上

でご自分の右の座に着かせて、

21 すべての支配、権威、権力、主権の上に、また、今の世だけでなく、次に来る世においても、

となえられるすべての名の上に置かれました。

22 また、神はすべてのものをキリストの足の下に従わせ、キリストを、すべてのものの上に立つ

かしらとして教会に与えられました。

23 教会はキリストのからだであり、すべてのものをすべてのもので満たす方が満ちておられると

ころです。

第2章

1 さて、あなたがたは自分の背きと罪の中に死んでいた者であり、

2 かつては、それらの罪の中にあってこの世の流れに従い、空中の権威を持つ支配者、すなわ

ち、不従順の子らの中に今も働いている霊に従って歩んでいました。

3 私たちもみな、不従順の子らの中にあって、かつては自分の肉の欲のままに生き、肉と心の望

むことを行い、ほかの人たちと同じように、生まれながら御怒りを受けるべき子らでした。

4 しかし、あわれみ豊かな神は、私たちを愛してくださったその大きな愛のゆえに、

5 背きの中に死んでいた私たちを、キリストとともに生かしてくださいました。あなたがたが救

われたのは恵みによるのです。

6 神はまた、キリスト・イエスにあって、私たちをともによみがえらせ、ともに天上に座らせて

くださいました。

7 それは、キリスト・イエスにあって私たちに与えられた慈愛によって、この限りなく豊かな恵

みを、来たるべき世々に示すためでした。

8 この恵みのゆえに、あなたがたは信仰によって救われたのです。それはあなたがたから出たこ

とではなく、神の賜物です。

9 行いによるのではありません。だれも誇ることのないためです。

10 実に、私たちは神の作品であって、良い行いをするためにキリスト・イエスにあって造られた

のです。神は、私たちが良い行いに歩むように、その良い行いをあらかじめ備えてくださいま

した。

11 ですから、思い出してください。あなたがたはかつて、肉においては異邦人でした。人の手で

肉に施された、いわゆる「割礼」を持つ人々からは、無割礼の者と呼ばれ、

12 そのころは、キリストから遠く離れ、イスラエルの民から除外され、約束の契約については他

国人で、この世にあって望みもなく、神もない者たちでした。

13 しかし、かつては遠く離れていたあなたがたも、今ではキリスト・イエスにあって、キリスト

の血によって近い者となりました。

14 実に、キリストこそ私たちの平和です。キリストは私たち二つのものを一つにし、ご自分の肉

において、隔ての壁である敵意を打ち壊し、

15 様々な規定から成る戒めの律法を廃棄されました。こうしてキリストは、この二つをご自分に

おいて新しい一人の人に造り上げて平和を実現し、

16 二つのものを一つのからだとして、十字架によって神と和解させ、敵意を十字架によって滅ぼ

されました。



17 また、キリストは来て、遠くにいたあなたがたに平和を、また近くにいた人々にも平和を、福

音として伝えられました。

18 このキリストを通して、私たち二つのものが、一つの御霊によって御父に近づくことができる

のです。

19 こういうわけで、あなたがたは、もはや他国人でも寄留者でもなく、聖徒たちと同じ国の民で

あり、神の家族なのです。

20 使徒たちや預言者たちという土台の上に建てられていて、キリスト・イエスご自身がその要の

石です。

21 このキリストにあって、建物の全体が組み合わされて成長し、主にある聖なる宮となります。

22 あなたがたも、このキリストにあって、ともに築き上げられ、御霊によって神の御住まいとな

るのです。

第3章

1 こういうわけで、あなたがた異邦人のために、私パウロはキリスト・イエスの囚人となってい

ます。

2 あなたがたのために私に与えられた神の恵みの務めについては、あなたがたはすでに聞いたこ

とでしょう。

3 先に短く書いたとおり、奥義が啓示によって私に知らされました。

4 それを読めば、私がキリストの奥義をどう理解しているかがよく分かるはずです。

5 この奥義は、前の時代には、今のように人の子らに知らされていませんでしたが、今は御霊に

よって、キリストの聖なる使徒たちと預言者たちに啓示されています。

6 それは、福音により、キリスト・イエスにあって、異邦人も共同の相続人になり、ともに同じ

からだに連なって、ともに約束にあずかる者になるということです。

7 私は、神の力の働きによって私に与えられた神の恵みの賜物により、この福音に仕える者にな

りました。

8 すべての聖徒たちのうちで最も小さな私に、この恵みが与えられたのは、キリストの測り知れ

ない富を福音として異邦人に宣べ伝えるためであり、

9 また、万物を創造した神のうちに世々隠されていた奥義の実現がどのようなものなのかを、す

べての人に明らかにするためです。

10 これは、今、天上にある支配と権威に、教会を通して神のきわめて豊かな知恵が知らされるた

めであり、

11 私たちの主キリスト・イエスにおいて成し遂げられた、永遠のご計画によるものです。

12 私たちはこのキリストにあって、キリストに対する信仰により、確信をもって大胆に神に近づ

くことができます。

13 ですから、私があなたがたのために苦難にあっていることで、落胆することのないようお願い

します。私が受けている苦難は、あなたがたの栄光なのです。

14 こういうわけで、私は膝をかがめて、

15 天と地にあるすべての家族の、「家族」という呼び名の元である御父の前に祈ります。



16 どうか御父が、その栄光の豊かさにしたがって、内なる人に働く御霊により、力をもってあな

たがたを強めてくださいますように。

17 信仰によって、あなたがたの心のうちにキリストを住まわせてくださいますように。そして、

愛に根ざし、愛に基礎を置いているあなたがたが、

18 すべての聖徒たちとともに、その広さ、長さ、高さ、深さがどれほどであるかを理解する力を

持つようになり、

19 人知をはるかに超えたキリストの愛を知ることができますように。そのようにして、神の満ち

あふれる豊かさにまで、あなたがたが満たされますように。

20 どうか、私たちのうちに働く御力によって、私たちが願うところ、思うところのすべてをはる

かに超えて行うことのできる方に、

21 教会において、またキリスト・イエスにあって、栄光が、世々限りなく、とこしえまでもあり

ますように。アーメン。

第4章

1 さて、主にある囚人の私はあなたがたに勧めます。あなたがたは、召されたその召しにふさわ

しく歩みなさい。

2 謙遜と柔和の限りを尽くし、寛容を示し、愛をもって互いに耐え忍び、

3 平和の絆で結ばれて、御霊による一致を熱心に保ちなさい。

4 あなたがたが召された、その召しの望みが一つであったのと同じように、からだは一つ、御霊

は一つです。

5 主はひとり、信仰は一つ、バプテスマは一つです。

6 すべてのものの上にあり、すべてのものを貫き、すべてのもののうちにおられる、すべてのも

のの父である神はただひとりです。

7 しかし、私たちは一人ひとり、キリストの賜物の量りにしたがって恵みを与えられました。

8 そのため、こう言われています。 「彼はいと高き所に上ったとき、 捕虜を連れて行き、 人々

に贈り物を与えられた。」

9 「上った」ということは、彼が低い所、つまり地上に降られたということでなくて何でしょう

か。

10 この降られた方ご自身は、すべてのものを満たすために、もろもろの天よりも高く上られた方

でもあります。

11 こうして、キリストご自身が、ある人たちを使徒、ある人たちを預言者、ある人たちを伝道

者、ある人たちを牧師また教師としてお立てになりました。

12 それは、聖徒たちを整えて奉仕の働きをさせ、キリストのからだを建て上げるためです。

13 私たちはみな、神の御子に対する信仰と知識において一つとなり、一人の成熟した大人となっ

て、キリストの満ち満ちた身丈にまで達するのです。

14 こうして、私たちはもはや子どもではなく、人の悪巧みや人を欺く悪賢い策略から出た、どん

な教えの風にも、吹き回されたり、もてあそばれたりすることがなく、

15 むしろ、愛をもって真理を語り、あらゆる点において、かしらであるキリストに向かって成長

するのです。



16 キリストによって、からだ全体は、あらゆる節々を支えとして組み合わされ、つなぎ合わさ

れ、それぞれの部分がその分に応じて働くことにより成長して、愛のうちに建てられることに

なります。

17 ですから私は言います。主にあって厳かに勧めます。あなたがたはもはや、異邦人がむなしい

心で歩んでいるように歩んではなりません。

18 彼らは知性において暗くなり、彼らのうちにある無知と、頑なな心のゆえに、神のいのちから

遠く離れています。

19 無感覚になった彼らは、好色に身を任せて、あらゆる不潔な行いを貪るようになっています。

20 しかしあなたがたは、キリストをそのように学んだのではありません。

21 ただし、本当にあなたがたがキリストについて聞き、キリストにあって教えられているとすれ

ば、です。真理はイエスにあるのですから。

22 その教えとは、あなたがたの以前の生活について言えば、人を欺く情欲によって腐敗していく

古い人を、あなたがたが脱ぎ捨てること、

23 また、あなたがたが霊と心において新しくされ続け、

24 真理に基づく義と聖をもって、神にかたどり造られた新しい人を着ることでした。

25 ですから、あなたがたは偽りを捨て、それぞれ隣人に対して真実を語りなさい。私たちは互い

に、からだの一部分なのです。

26 怒っても、罪を犯してはなりません。憤ったままで日が暮れるようであってはいけません。

27 悪魔に機会を与えないようにしなさい。

28 盗みをしている者は、もう盗んではいけません。むしろ、困っている人に分け与えるため、自

分の手で正しい仕事をし、労苦して働きなさい。

29 悪いことばを、いっさい口から出してはいけません。むしろ、必要なときに、人の成長に役立

つことばを語り、聞く人に恵みを与えなさい。

30 神の聖霊を悲しませてはいけません。あなたがたは、贖いの日のために、聖霊によって証印を

押されているのです。

31 無慈悲、憤り、怒り、怒号、ののしりなどを、一切の悪意とともに、すべて捨て去りなさい。

32 互いに親切にし、優しい心で赦し合いなさい。神も、キリストにおいてあなたがたを赦してく

ださったのです。

第5章

1 ですから、愛されている子どもらしく、神に倣う者となりなさい。

2 また、愛のうちに歩みなさい。キリストも私たちを愛して、私たちのために、ご自分を神への

ささげ物、またいけにえとし、芳ばしい香りを献げてくださいました。

3 あなたがたの間では、聖徒にふさわしく、淫らな行いも、どんな汚れも、また貪りも、口にす

ることさえしてはいけません。

4 また、わいせつなことや、愚かなおしゃべり、下品な冗談もそうです。これらは、ふさわしく

ありません。むしろ、口にすべきは感謝のことばです。

5 このことをよく知っておきなさい。淫らな者、汚れた者、貪る者は偶像礼拝者であって、こう

いう者はだれも、キリストと神との御国を受け継ぐことができません。



6 だれにも空しいことばでだまされてはいけません。こういう行いのゆえに、神の怒りは不従順

の子らに下るのです。

7 ですから、彼らの仲間になってはいけません。

8 あなたがたは以前は闇でしたが、今は、主にあって光となりました。光の子どもとして歩みな

さい。

9 あらゆる善意と正義と真実のうちに、光は実を結ぶのです。

10 何が主に喜ばれることなのかを吟味しなさい。

11 実を結ばない暗闇のわざに加わらず、むしろ、それを明るみに出しなさい。

12 彼らがひそかに行っていることは、口にするのも恥ずかしいことなのです。

13 しかし、すべてのものは光によって明るみに引き出され、明らかにされます。

14 明らかにされるものはみな光だからです。それで、こう言われています。 「眠っている人

よ、起きよ。 死者の中から起き上がれ。 そうすれば、キリストがあなたを照らされる。」

15 ですから、自分がどのように歩んでいるか、あなたがたは細かく注意を払いなさい。知恵のな

い者としてではなく、知恵のある者として、

16 機会を十分に活かしなさい。悪い時代だからです。

17 ですから、愚かにならないで、主のみこころが何であるかを悟りなさい。

18 また、ぶどう酒に酔ってはいけません。そこには放蕩があるからです。むしろ、御霊に満たさ

れなさい。

19 詩と賛美と霊の歌をもって互いに語り合い、主に向かって心から賛美し、歌いなさい。

20 いつでも、すべてのことについて、私たちの主イエス・キリストの名によって、父である神に

感謝しなさい。

21 キリストを恐れて、互いに従い合いなさい。

22 妻たちよ。主に従うように、自分の夫に従いなさい。

23 キリストが教会のかしらであり、ご自分がそのからだの救い主であるように、夫は妻のかしら

なのです。

24 教会がキリストに従うように、妻もすべてにおいて夫に従いなさい。

25 夫たちよ。キリストが教会を愛し、教会のためにご自分を献げられたように、あなたがたも妻

を愛しなさい。

26 キリストがそうされたのは、みことばにより、水の洗いをもって、教会をきよめて聖なるもの

とするためであり、

27 ご自分で、しみや、しわや、そのようなものが何一つない、聖なるもの、傷のないものとなっ

た栄光の教会を、ご自分の前に立たせるためです。

28 同様に夫たちも、自分の妻を自分のからだのように愛さなければなりません。自分の妻を愛す

る人は自分自身を愛しているのです。

29 いまだかつて自分の身を憎んだ人はいません。むしろ、それを養い育てます。キリストも教会

に対してそのようになさるのです。

30 私たちはキリストのからだの部分だからです。

31 「それゆえ、男は父と母を離れ、その妻と結ばれ、ふたりは一体となるのである。」

32 この奥義は偉大です。私は、キリストと教会を指して言っているのです。



33 それはそれとして、あなたがたもそれぞれ、自分の妻を自分と同じように愛しなさい。妻もま

た、自分の夫を敬いなさい。

第6章

1 子どもたちよ。主にあって自分の両親に従いなさい。これは正しいことなのです。

2 「あなたの父と母を敬え。」これは約束を伴う第一の戒めです。

3 「そうすれば、あなたは幸せになり、その土地であなたの日々は長く続く」という約束です。

4 父たちよ。自分の子どもたちを怒らせてはいけません。むしろ、主の教育と訓戒によって育て

なさい。

5 奴隷たちよ。キリストに従うように、恐れおののいて真心から地上の主人に従いなさい。

6 ご機嫌取りのような、うわべだけの仕え方ではなく、キリストのしもべとして心から神のみこ

ころを行い、

7 人にではなく主に仕えるように、喜んで仕えなさい。

8 奴隷であっても自由人であっても、良いことを行えば、それぞれ主からその報いを受けること

を、あなたがたは知っています。

9 主人たちよ。あなたがたも奴隷に対して同じようにしなさい。脅すことはやめなさい。あなた

がたは、彼らの主、またあなたがたの主が天におられ、主は人を差別なさらないことを知って

いるのです。

10 終わりに言います。主にあって、その大能の力によって強められなさい。

11 悪魔の策略に対して堅く立つことができるように、神のすべての武具を身に着けなさい。

12 私たちの格闘は血肉に対するものではなく、支配、力、この暗闇の世界の支配者たち、また天

上にいるもろもろの悪霊に対するものです。

13 ですから、邪悪な日に際して対抗できるように、また、一切を成し遂げて堅く立つことができ

るように、神のすべての武具を取りなさい。

14 そして、堅く立ちなさい。腰には真理の帯を締め、胸には正義の胸当てを着け、

15 足には平和の福音の備えをはきなさい。

16 これらすべての上に、信仰の盾を取りなさい。それによって、悪い者が放つ火矢をすべて消す

ことができます。

17 救いのかぶとをかぶり、御霊の剣、すなわち神のことばを取りなさい。

18 あらゆる祈りと願いによって、どんなときにも御霊によって祈りなさい。そのために、目を覚

ましていて、すべての聖徒のために、忍耐の限りを尽くして祈りなさい。

19 また、私のためにも、私が口を開くときに語るべきことばが与えられて、福音の奥義を大胆に

知らせることができるように、祈ってください。

20 私はこの福音のために、鎖につながれながらも使節の務めを果たしています。宣べ伝える際、

語るべきことを大胆に語れるように、祈ってください。

21 私の様子や私が何をしているかを、あなたがたにも分かってもらうために、愛する兄弟、主に

ある忠実な奉仕者であるティキコがすべてを知らせます。

22 ティキコをあなたがたのもとに遣わすのは、ほかでもなく、あなたがたが私たちの様子を知っ

て、心に励ましを受けるためです。



23 信仰に伴う、平安と愛が、父なる神と主イエス・キリストから、兄弟たちにありますように。

24 朽ちることのない愛をもって私たちの主イエス・キリストを愛する、すべての人とともに、恵

みがありますように。



ピリピ人への手紙

Philippians

第1章

1 キリスト・イエスのしもべである、パウロとテモテから、ピリピにいる、キリスト・イエスに

あるすべての聖徒たち、ならびに監督たちと執事たちへ。

2 私たちの父なる神と主イエス・キリストから、恵みと平安があなたがたにありますように。

3 私は、あなたがたのことを思うたびに、私の神に感謝しています。

4 あなたがたすべてのために祈るたびに、いつも喜びをもって祈り、

5 あなたがたが最初の日から今日まで、福音を伝えることにともに携わってきたことを感謝して

います。

6 あなたがたの間で良い働きを始められた方は、キリスト・イエスの日が来るまでにそれを完成

させてくださると、私は確信しています。

7 あなたがたすべてについて、私がこのように考えるのは正しいことです。あなたがたはみな、

私が投獄されているときも、福音を弁明し立証しているときも、私とともに恵みにあずかった

人たちであり、そのようなあなたがたを私は心に留めているからです。

8 私がキリスト・イエスの愛の心をもって、どんなにあなたがたすべてを慕っているか、その証

しをしてくださるのは神です。

9 私はこう祈っています。あなたがたの愛が、知識とあらゆる識別力によって、いよいよ豊かに

なり、

10 あなたがたが、大切なことを見分けることができますように。こうしてあなたがたが、キリス

トの日に備えて、純真で非難されるところのない者となり、

11 イエス・キリストによって与えられる義の実に満たされて、神の栄光と誉れが現されますよう

に。

12 さて、兄弟たち。私の身に起こったことが、かえって福音の前進に役立ったことを知ってほし

いのです。

13 私がキリストのゆえに投獄されていることが、親衛隊の全員と、ほかのすべての人たちに明ら

かになり、

14 兄弟たちの大多数は、私が投獄されたことで、主にあって確信を与えられ、恐れることなく、

ますます大胆にみことばを語るようになりました。

15 人々の中には、ねたみや争いからキリストを宣べ伝える者もいますが、善意からする者もいま

す。

16 ある人たちは、私が福音を弁証するために立てられていることを知り、愛をもってキリストを

伝えていますが、

17 ほかの人たちは党派心からキリストを宣べ伝えており、純粋な動機からではありません。鎖に

つながれている私をさらに苦しめるつもりなのです。

18 しかし、それが何だというのでしょう。見せかけであれ、真実であれ、あらゆる仕方でキリス

トが宣べ伝えられているのですから、私はそのことを喜んでいます。 そうです。これからも



喜ぶでしょう。

19 というのは、あなたがたの祈りとイエス・キリストの御霊の支えによって、私が切に期待し望

んでいるとおりに、このことが結局は私の救いとなることを知っているからです。

20 私の願いは、どんな場合にも恥じることなく、今もいつものように大胆に語り、生きるにして

も死ぬにしても、私の身によってキリストがあがめられることです。

21 私にとって生きることはキリスト、死ぬことは益です。

22 しかし、肉体において生きることが続くなら、私の働きが実を結ぶことになるので、どちらを

選んだらよいか、私には分かりません。

23 私は、その二つのことの間で板ばさみとなっています。私の願いは、世を去ってキリストとと

もにいることです。そのほうが、はるかに望ましいのです。

24 しかし、この肉体にとどまることが、あなたがたのためにはもっと必要です。

25 このことを確信しているので、あなたがたの信仰の前進と喜びのために、私が生きながらえ

て、あなたがたすべてとともにいるようになることを知っています。

26 そうなれば、私は再びあなたがたのもとに行けるので、私に関するあなたがたの誇りは、キリ

スト・イエスにあって増し加わるでしょう。

27 ただキリストの福音にふさわしく生活しなさい。そうすれば、私が行ってあなたがたに会うに

しても、離れているにしても、あなたがたについて、こう聞くことができるでしょう。あなた

がたは霊を一つにして堅く立ち、福音の信仰のために心を一つにしてともに戦っていて、

28 どんなことがあっても、反対者たちに脅かされることはない、と。そのことは、彼らにとって

は滅びのしるし、あなたがたにとっては救いのしるしです。それは神によることです。

29 あなたがたがキリストのために受けた恵みは、キリストを信じることだけでなく、キリストの

ために苦しむことでもあるのです。

30 かつて私について見て、今また私について聞いているのと同じ苦闘を、あなたがたは経験して

いるのです。

第2章

1 ですから、キリストにあって励ましがあり、愛の慰めがあり、御霊の交わりがあり、愛情とあ

われみがあるなら、

2 あなたがたは同じ思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、思いを一つにして、私の喜び

を満たしてください。

3 何事も利己的な思いや虚栄からするのではなく、へりくだって、互いに人を自分よりすぐれた

者と思いなさい。

4 それぞれ、自分のことだけでなく、ほかの人のことも顧みなさい。

5 キリスト・イエスのうちにあるこの思いを、あなたがたの間でも抱きなさい。

6 キリストは、神の御姿であられるのに、 神としてのあり方を捨てられないとは考えず、

7 ご自分を空しくして、しもべの姿をとり、 人間と同じようになられました。 人としての姿を

もって現れ、

8 自らを低くして、死にまで、 それも十字架の死にまで従われました。

9 それゆえ神は、この方を高く上げて、 すべての名にまさる名を与えられました。



10 それは、イエスの名によって、 天にあるもの、地にあるもの、 地の下にあるもののすべてが

膝をかがめ、

11 すべての舌が 「イエス・キリストは主です」と告白して、 父なる神に栄光を帰するためで

す。

12 こういうわけですから、愛する者たち、あなたがたがいつも従順であったように、私がともに

いるときだけでなく、私がいない今はなおさら従順になり、恐れおののいて自分の救いを達成

するよう努めなさい。

13 神はみこころのままに、あなたがたのうちに働いて志を立てさせ、事を行わせてくださる方で

す。

14 すべてのことを、不平を言わずに、疑わずに行いなさい。

15 それは、あなたがたが、非難されるところのない純真な者となり、また、曲がった邪悪な世代

のただ中にあって傷のない神の子どもとなり、

16 いのちのことばをしっかり握り、彼らの間で世の光として輝くためです。そうすれば、私は自

分の努力したことが無駄ではなく、労苦したことも無駄でなかったことを、キリストの日に誇

ることができます。

17 たとえ私が、あなたがたの信仰の礼拝といういけにえに添えられる、注ぎのささげ物となって

も、私は喜びます。あなたがたすべてとともに喜びます。

18 同じように、あなたがたも喜んでください。私とともに喜んでください。

19 私は早くテモテをあなたがたのところに送りたいと、主イエスにあって望んでいます。あなた

がたのことを知って、励ましを受けるためです。

20 テモテのように私と同じ心になって、真実にあなたがたのことを心配している者は、だれもい

ません。

21 みな自分自身のことを求めていて、イエス・キリストのことを求めてはいません。

22 しかし、テモテが適任であることは、あなたがたが知っています。子が父に仕えるように、テ

モテは私とともに福音のために奉仕してきました。

23 ですから、私のことがどうなるのか分かり次第、すぐに彼を送りたいと望んでいます。

24 また、私自身も近いうちに行けると、主にあって確信しています。

25 私は、私の兄弟、同労者、戦友であり、あなたがたの使者で、私の必要に仕えてくれたエパフ

ロディトを、あなたがたのところに送り返す必要があると考えました。

26 彼はあなたがたみなを慕っており、自分が病気になったことがあなたがたに伝わったことを、

気にしているからです。

27 本当に、彼は死ぬほどの病気にかかりました。しかし、神は彼をあわれんでくださいました。

彼だけでなく私もあわれんでくださり、悲しみに悲しみが重ならないようにしてくださいまし

た。

28 そこで、私は大急ぎで彼を送ります。あなたがたが彼に再び会って喜び、私も心配が少なくな

るためです。

29 ですから大きな喜びをもって、主にあって彼を迎えてください。また、彼のような人たちを尊

敬しなさい。

30 彼はキリストの働きのために、死ぬばかりになりました。あなたがたが私に仕えることができ

なかった分を果たすため、いのちの危険を冒したのです。



第3章

1 最後に、私の兄弟たち、主にあって喜びなさい。私は、また同じことをいくつか書きますが、

これは私にとって面倒なことではなく、あなたがたの安全のためにもなります。

2 犬どもに気をつけなさい。悪い働き人たちに気をつけなさい。肉体だけの割礼の者に気をつけ

なさい。

3 神の御霊によって礼拝し、キリスト・イエスを誇り、肉に頼らない私たちこそ、割礼の者なの

です。

4 ただし、私には、肉においても頼れるところがあります。ほかのだれかが肉に頼れると思うな

ら、私はそれ以上です。

5 私は生まれて八日目に割礼を受け、イスラエル民族、ベニヤミン部族の出身、ヘブル人の中の

ヘブル人、律法についてはパリサイ人、

6 その熱心については教会を迫害したほどであり、律法による義については非難されるところが

ない者でした。

7 しかし私は、自分にとって得であったこのようなすべてのものを、キリストのゆえに損と思う

ようになりました。

8 それどころか、私の主であるキリスト・イエスを知っていることのすばらしさのゆえに、私は

すべてを損と思っています。私はキリストのゆえにすべてを失いましたが、それらはちりあく

ただと考えています。それは、私がキリストを得て、

9 キリストにある者と認められるようになるためです。私は律法による自分の義ではなく、キリ

ストを信じることによる義、すなわち、信仰に基づいて神から与えられる義を持つのです。

10 私は、キリストとその復活の力を知り、キリストの苦難にもあずかって、キリストの死と同じ

状態になり、

11 何とかして死者の中からの復活に達したいのです。

12 私は、すでに得たのでもなく、すでに完全にされているのでもありません。ただ捕らえようと

して追求しているのです。そして、それを得るようにと、キリスト・イエスが私を捕らえてく

ださったのです。

13 兄弟たち。私は、自分がすでに捕らえたなどと考えてはいません。ただ一つのこと、すなわ

ち、うしろのものを忘れ、前のものに向かって身を伸ばし、

14 キリスト・イエスにあって神が上に召してくださるという、その賞をいただくために、目標を

目指して走っているのです。

15 ですから、大人である人はみな、このように考えましょう。もしも、あなたがたが何か違う考

え方をしているなら、そのことも神があなたがたに明らかにしてくださいます。

16 ただし、私たちは到達したところを基準にして進むべきです。

17 兄弟たち。私に倣う者となってください。また、あなたがたと同じように私たちを手本として

歩んでいる人たちに、目を留めてください。

18 というのは、私はたびたびあなたがたに言ってきたし、今も涙ながらに言うのですが、多くの

人がキリストの十字架の敵として歩んでいるからです。

19 その人たちの最後は滅びです。彼らは欲望を神とし、恥ずべきものを栄光として、地上のこと

だけを考える者たちです。



20 しかし、私たちの国籍は天にあります。そこから主イエス・キリストが救い主として来られる

のを、私たちは待ち望んでいます。

21 キリストは、万物をご自分に従わせることさえできる御力によって、私たちの卑しいからだ

を、ご自分の栄光に輝くからだと同じ姿に変えてくださいます。

第4章

1 ですから、私の愛し慕う兄弟たち、私の喜び、冠よ。このように主にあって堅く立ってくださ

い。愛する者たち。

2 ユウオディアに勧め、シンティケに勧めます。あなたがたは、主にあって同じ思いになってく

ださい。

3 そうです、真の協力者よ、あなたにもお願いします。彼女たちを助けてあげてください。この

人たちは、いのちの書に名が記されているクレメンスやそのほかの私の同労者たちとともに、

福音のために私と一緒に戦ったのです。

4 いつも主にあって喜びなさい。もう一度言います。喜びなさい。

5 あなたがたの寛容な心が、すべての人に知られるようにしなさい。主は近いのです。

6 何も思い煩わないで、あらゆる場合に、感謝をもってささげる祈りと願いによって、あなたが

たの願い事を神に知っていただきなさい。

7 そうすれば、すべての理解を超えた神の平安が、あなたがたの心と思いをキリスト・イエスに

あって守ってくれます。

8 最後に、兄弟たち。すべて真実なこと、すべて尊ぶべきこと、すべて正しいこと、すべて清い

こと、すべて愛すべきこと、すべて評判の良いことに、また、何か徳とされることや称賛に値

することがあれば、そのようなことに心を留めなさい。

9 あなたがたが私から学んだこと、受けたこと、聞いたこと、見たことを行いなさい。そうすれ

ば、平和の神があなたがたとともにいてくださいます。

10 私を案じてくれるあなたがたの心が、今ついによみがえってきたことを、私は主にあって大い

に喜んでいます。あなたがたは案じてくれていたのですが、それを示す機会がなかったので

す。

11 乏しいからこう言うのではありません。私は、どんな境遇にあっても満足することを学びまし

た。

12 私は、貧しくあることも知っており、富むことも知っています。満ち足りることにも飢えるこ

とにも、富むことにも乏しいことにも、ありとあらゆる境遇に対処する秘訣を心得ています。

13 私を強くしてくださる方によって、私はどんなことでもできるのです。

14 それにしても、あなたがたは、よく私と苦難を分け合ってくれました。

15 ピリピの人たち。あなたがたも知っているとおり、福音を伝え始めたころ、私がマケドニアを

出たときに、物をやり取りして私の働きに関わってくれた教会はあなたがただけで、ほかには

ありませんでした。

16 テサロニケにいたときでさえ、あなたがたは私の必要のために、一度ならず二度までも物を送

ってくれました。

17 私は贈り物を求めているのではありません。私が求めているのは、あなたがたの霊的な口座に

加えられていく実なのです。



18 私はすべての物を受けて、満ちあふれています。エパフロディトからあなたがたの贈り物を受

け取って、満ち足りています。それは芳ばしい香りであって、神が喜んで受けてくださるささ

げ物です。

19 また、私の神は、キリスト・イエスの栄光のうちにあるご自分の豊かさにしたがって、あなた

がたの必要をすべて満たしてくださいます。

20 私たちの父である神に、栄光が世々限りなくありますように。アーメン。

21 キリスト・イエスにある聖徒の一人ひとりに、よろしく伝えてください。私と一緒にいる兄弟

たちが、あなたがたによろしくと言っています。

22 すべての聖徒たち、特にカエサルの家に属する人たちが、よろしくと言っています。

23 主イエス・キリストの恵みが、あなたがたの霊とともにありますように。



コロサイ人への手紙

Colossians

第1章

1 神のみこころによるキリスト・イエスの使徒パウロと、兄弟テモテから、

2 コロサイにいる聖徒たち、キリストにある忠実な兄弟たちへ。私たちの父なる神から、恵みと

平安があなたがたにありますように。

3 私たちは、あなたがたのことを祈るときにいつも、私たちの主イエス・キリストの父なる神に

感謝しています。

4 キリスト・イエスに対するあなたがたの信仰と、すべての聖徒に対してあなたがたが抱いてい

る愛について聞いたからです。

5 それらは、あなたがたのために天に蓄えられている望みに基づくもので、あなたがたはこの望

みのことを、あなたがたに届いた福音の真理のことばによって聞きました。

6 この福音は、あなたがたが神の恵みを聞いて本当に理解したとき以来、世界中で起こっている

ように、あなたがたの間でも実を結び成長しています。

7 そういうものとして、あなたがたは私たちの同労のしもべ、愛するエパフラスから福音を学び

ました。彼は、あなたがたのためにキリストに忠実に仕える者であり、

8 御霊によるあなたがたの愛を、私たちに知らせてくれた人です。

9 こういうわけで、私たちもそのことを聞いた日から、絶えずあなたがたのために祈り求めてい

ます。どうか、あなたがたが、あらゆる霊的な知恵と理解力によって、神のみこころについて

の知識に満たされますように。

10 また、主にふさわしく歩み、あらゆる点で主に喜ばれ、あらゆる良いわざのうちに実を結び、

神を知ることにおいて成長しますように。

11 神の栄光の支配により、あらゆる力をもって強くされ、どんなことにも忍耐し、寛容でいられ

ますように。

12 また、光の中にある、聖徒の相続分にあずかる資格をあなたがたに与えてくださった御父に、

喜びをもって感謝をささげることができますように。

13 御父は、私たちを暗闇の力から救い出して、愛する御子のご支配の中に移してくださいまし

た。

14 この御子にあって、私たちは、贖い、すなわち罪の赦しを得ているのです。

15 御子は、見えない神のかたちであり、すべての造られたものより先に生まれた方です。

16 なぜなら、天と地にあるすべてのものは、見えるものも見えないものも、王座であれ主権であ

れ、支配であれ権威であれ、御子にあって造られたからです。万物は御子によって造られ、御

子のために造られました。

17 御子は万物に先立って存在し、万物は御子にあって成り立っています。

18 また、御子はそのからだである教会のかしらです。御子は初めであり、死者の中から最初に生

まれた方です。こうして、すべてのことにおいて第一の者となられました。

19 なぜなら神は、ご自分の満ち満ちたものをすべて御子のうちに宿らせ、



20 その十字架の血によって平和をもたらし、御子によって、御子のために万物を和解させるこ

と、すなわち、地にあるものも天にあるものも、御子によって和解させることを良しとしてく

ださったからです。

21 あなたがたも、かつては神から離れ、敵意を抱き、悪い行いの中にありましたが、

22 今は、神が御子の肉のからだにおいて、その死によって、あなたがたをご自分と和解させてく

ださいました。あなたがたを聖なる者、傷のない者、責められるところのない者として御前に

立たせるためです。

23 ただし、あなたがたは信仰に土台を据え、堅く立ち、聞いている福音の望みから外れることな

く、信仰にとどまらなければなりません。この福音は、天の下のすべての造られたものに宣べ

伝えられており、私パウロはそれに仕える者となりました。

24 今、私は、あなたがたのために受ける苦しみを喜びとしています。私は、キリストのからだ、

すなわち教会のために、自分の身をもって、キリストの苦しみの欠けたところを満たしている

のです。

25 私は神から委ねられた務めにしたがって、教会に仕える者となりました。あなたがたに神のこ

とばを、

26 すなわち、世々の昔から多くの世代にわたって隠されてきて、今は神の聖徒たちに明らかにさ

れた奥義を、余すところなく伝えるためです。

27 この奥義が異邦人の間でどれほど栄光に富んだものであるか、神は聖徒たちに知らせたいと思

われました。この奥義とは、あなたがたの中におられるキリスト、栄光の望みのことです。

28 私たちはこのキリストを宣べ伝え、あらゆる知恵をもって、すべての人を諭し、すべての人を

教えています。すべての人を、キリストにあって成熟した者として立たせるためです。

29 このために、私は自分のうちに力強く働くキリストの力によって、労苦しながら奮闘していま

す。

第2章

1 私が、あなたがたやラオディキアの人たちのために、そのほか私と直接顔を合わせたことがな

い人たちのために、どんなに苦闘しているか、知ってほしいと思います。

2 私が苦闘しているのは、この人たちが愛のうちに結び合わされて心に励ましを受け、さらに、

理解することで豊かな全き確信に達し、神の奥義であるキリストを知るようになるためです。

3 このキリストのうちに、知恵と知識の宝がすべて隠されています。

4 私がこう言うのは、まことしやかな議論によって、だれもあなたがたを惑わすことのないよう

にするためです。

5 私は肉体においては離れていても、霊においてはあなたがたとともにいて、あなたがたの秩序

と、キリストに対する堅い信仰を見て喜んでいます。

6 このように、あなたがたは主キリスト・イエスを受け入れたのですから、キリストにあって歩

みなさい。

7 キリストのうちに根ざし、建てられ、教えられたとおり信仰を堅くし、あふれるばかりに感謝

しなさい。

8 あの空しいだましごとの哲学によって、だれかの捕らわれの身にならないように、注意しなさ

い。それは人間の言い伝えによるもの、この世のもろもろの霊によるものであり、キリストに



よるものではありません。

9 キリストのうちにこそ、神の満ち満ちたご性質が形をとって宿っています。

10 あなたがたは、キリストにあって満たされているのです。キリストはすべての支配と権威のか

しらです。

11 キリストにあって、あなたがたは人の手によらない割礼を受けました。肉のからだを脱ぎ捨て

て、キリストの割礼を受けたのです。

12 バプテスマにおいて、あなたがたはキリストとともに葬られ、また、キリストとともによみが

えらされたのです。キリストを死者の中からよみがえらせた神の力を信じたからです。

13 背きのうちにあり、また肉の割礼がなく、死んだ者であったあなたがたを、神はキリストとと

もに生かしてくださいました。私たちのすべての背きを赦し、

14 私たちに不利な、様々な規定で私たちを責め立てている債務証書を無効にし、それを十字架に

釘付けにして取り除いてくださいました。

15 そして、様々な支配と権威の武装を解除し、それらをキリストの凱旋の行列に捕虜として加え

て、さらしものにされました。

16 こういうわけですから、食べ物と飲み物について、あるいは祭りや新月や安息日のことで、だ

れかがあなたがたを批判することがあってはなりません。

17 これらは、来たるべきものの影であって、本体はキリストにあります。

18 自己卑下や御使い礼拝を喜んでいる者が、あなたがたを断罪することがあってはなりません。

彼らは自分が見た幻に拠り頼み、肉の思いによっていたずらに思い上がって、

19 かしらにしっかり結びつくことをしません。このかしらがもとになって、からだ全体は節々と

筋によって支えられ、つなぎ合わされ、神に育てられて成長していくのです。

20 もしあなたがたがキリストとともに死んで、この世のもろもろの霊から離れたのなら、どうし

て、まだこの世に生きているかのように、

21 「つかむな、味わうな、さわるな」といった定めに縛られるのですか。

22 これらはすべて、使ったら消滅するものについての定めで、人間の戒めや教えによるもので

す。

23 これらの定めは、人間の好き勝手な礼拝、自己卑下、肉体の苦行のゆえに知恵のあることのよ

うに見えますが、何の価値もなく、肉を満足させるだけです。

第3章

1 こういうわけで、あなたがたはキリストとともによみがえらされたのなら、上にあるものを求

めなさい。そこでは、キリストが神の右の座に着いておられます。

2 上にあるものを思いなさい。地にあるものを思ってはなりません。

3 あなたがたはすでに死んでいて、あなたがたのいのちは、キリストとともに神のうちに隠され

ているのです。

4 あなたがたのいのちであるキリストが現れると、そのときあなたがたも、キリストとともに栄

光のうちに現れます。

5 ですから、地にあるからだの部分、すなわち、淫らな行い、汚れ、情欲、悪い欲、そして貪欲

を殺してしまいなさい。貪欲は偶像礼拝です。



6 これらのために、神の怒りが不従順の子らの上に下ります。

7 あなたがたも以前は、そのようなものの中に生き、そのような歩みをしていました。

8 しかし今は、これらすべてを、すなわち、怒り、憤り、悪意、ののしり、あなたがたの口から

出る恥ずべきことばを捨てなさい。

9 互いに偽りを言ってはいけません。あなたがたは古い人をその行いとともに脱ぎ捨てて、

10 新しい人を着たのです。新しい人は、それを造られた方のかたちにしたがって新しくされ続

け、真の知識に至ります。

11 そこには、ギリシア人もユダヤ人もなく、割礼のある者もない者も、未開の人も、スキタイ人

も、奴隷も自由人もありません。キリストがすべてであり、すべてのうちにおられるのです。

12 ですから、あなたがたは神に選ばれた者、聖なる者、愛されている者として、深い慈愛の心、

親切、謙遜、柔和、寛容を着なさい。

13 互いに忍耐し合い、だれかがほかの人に不満を抱いたとしても、互いに赦し合いなさい。主が

あなたがたを赦してくださったように、あなたがたもそうしなさい。

14 そして、これらすべての上に、愛を着けなさい。愛は結びの帯として完全です。

15 キリストの平和が、あなたがたの心を支配するようにしなさい。そのために、あなたがたも召

されて一つのからだとなったのです。また、感謝の心を持つ人になりなさい。

16 キリストのことばが、あなたがたのうちに豊かに住むようにしなさい。知恵を尽くして互いに

教え、忠告し合い、詩と賛美と霊の歌により、感謝をもって心から神に向かって歌いなさい。

17 ことばであれ行いであれ、何かをするときには、主イエスによって父なる神に感謝し、すべて

を主イエスの名において行いなさい。

18 妻たちよ。主にある者にふさわしく、夫に従いなさい。

19 夫たちよ、妻を愛しなさい。妻に対して辛く当たってはいけません。

20 子どもたちよ、すべてのことについて両親に従いなさい。それは主に喜ばれることなのです。

21 父たちよ、子どもたちを苛立たせてはいけません。その子たちが意欲を失わないようにするた

めです。

22 奴隷たちよ、すべてのことについて地上の主人に従いなさい。人のご機嫌取りのような、うわ

べだけの仕え方ではなく、主を恐れつつ、真心から従いなさい。

23 何をするにも、人に対してではなく、主に対してするように、心から行いなさい。

24 あなたがたは、主から報いとして御国を受け継ぐことを知っています。あなたがたは主キリス

トに仕えているのです。

25 不正を行う者は、自分が行った不正を報いとして受け取ることになります。不公平な扱いはあ

りません。

第4章

1 主人たちよ。あなたがたは、自分たちも天に主人を持つ者だと知っているのですから、奴隷に

対して正義と公平を示しなさい。

2 たゆみなく祈りなさい。感謝をもって祈りつつ、目を覚ましていなさい。

3 同時に、私たちのためにも祈ってください。神がみことばのために門を開いてくださって、私

たちがキリストの奥義を語れるように祈ってください。この奥義のために、私は牢につながれ



ています。

4 また、私がこの奥義を、語るべき語り方で明らかに示すことができるように、祈ってくださ

い。

5 外部の人たちに対しては、機会を十分に活かし、知恵をもって行動しなさい。

6 あなたがたのことばが、いつも親切で、塩味の効いたものであるようにしなさい。そうすれ

ば、一人ひとりにどのように答えたらよいかが分かります。

7 私の様子はすべて、愛する兄弟、忠実な奉仕者、主にある同労のしもべであるティキコが、あ

なたがたに知らせます。

8 ティキコをあなたがたのもとに遣わすのは、ほかでもなく、あなたがたが私たちの様子を知っ

て、心に励ましを受けるためです。

9 また彼は、あなたがたの仲間の一人で、忠実な、愛する兄弟オネシモと一緒に行きます。この

二人がこちらの様子をすべて知らせます。

10 私とともに囚人となっているアリスタルコと、バルナバのいとこであるマルコが、あなたがた

によろしくと言っています。このマルコについては、もし彼があなたがたのところに行ったら

迎え入れるように、という指示をあなたがたはすでに受けています。

11 ユストと呼ばれるイエスも、よろしくと言っています。割礼のある人では、この三人だけが神

の国のために働く私の同労者です。彼らは私にとって慰めになりました。

12 あなたがたの仲間の一人、キリスト・イエスのしもべエパフラスが、あなたがたによろしくと

言っています。彼はいつも、あなたがたが神のみこころのすべてを確信し、成熟した者として

堅く立つことができるように、あなたがたのために祈りに励んでいます。

13 私はエパフラスのために証言します。彼はあなたがたのため、またラオディキアとヒエラポリ

スにいる人々のため、たいへん苦労しています。

14 愛する医者のルカ、それにデマスが、あなたがたによろしくと言っています。

15 どうか、ラオディキアの兄弟たちに、またニンパと彼女の家にある教会に、よろしく伝えてく

ださい。

16 この手紙があなたがたのところで読まれたら、ラオディキア人の教会でも読まれるようにして

ください。あなたがたも、ラオディキアから回って来る手紙を読んでください。

17 アルキポに、「主にあって受けた務めを、注意してよく果たすように」と言ってください。

18 私パウロが自分の手であいさつを記します。私が牢につながれていることを覚えていてくださ

い。どうか、恵みがあなたがたとともにありますように。



テサロニケ人への手紙一

1 Thessalonians

第1章

1 パウロ、シルワノ、テモテから、父なる神と主イエス・キリストにあるテサロニケ人の教会

へ。恵みと平安があなたがたにありますように。

2 私たちは、あなたがたのことを覚えて祈るとき、あなたがたすべてについて、いつも神に感謝

しています。

3 私たちの父である神の御前に、あなたがたの信仰から出た働きと、愛から生まれた労苦、私た

ちの主イエス・キリストに対する望みに支えられた忍耐を、絶えず思い起こしているからで

す。

4 神に愛されている兄弟たち。私たちは、あなたがたが神に選ばれていることを知っています。

5 私たちの福音は、ことばだけでなく、力と聖霊と強い確信を伴って、あなたがたの間に届いた

からです。あなたがたのところで、私たちがあなたがたのためにどのように行動していたか

は、あなたがたが知っているとおりです。

6 あなたがたも、多くの苦難の中で、聖霊による喜びをもってみことばを受け入れ、私たちに、

そして主に倣う者になりました。

7 その結果、あなたがたは、マケドニアとアカイアにいるすべての信者の模範になったのです。

8 主のことばがあなたがたのところから出て、マケドニアとアカイアに響き渡っただけでなく、

神に対するあなたがたの信仰が、あらゆる場所に伝わっています。そのため、私たちは何も言

う必要がありません。

9 人々自身が私たちのことを知らせています。私たちがどのようにあなたがたに受け入れてもら

ったか、また、あなたがたがどのように偶像から神に立ち返って、生けるまことの神に仕える

ようになり、

10 御子が天から来られるのを待ち望むようになったかを、知らせているのです。この御子こそ、

神が死者の中からよみがえらせた方、やがて来る御怒りから私たちを救い出してくださるイエ

スです。

第2章

1 兄弟たち。あなたがた自身が知っているとおり、私たちがあなたがたのところに行ったこと

は、無駄になりませんでした。

2 それどころか、ご存じのように、私たちは先にピリピで苦しみにあい、辱めを受けていたので

すが、私たちの神によって勇気づけられて、激しい苦闘のうちにも神の福音をあなたがたに語

りました。

3 私たちの勧めは、誤りから出ているものでも、不純な心から出ているものでもなく、だましご

とでもありません。

4 むしろ私たちは、神に認められて福音を委ねられた者ですから、それにふさわしく、人を喜ば

せるのではなく、私たちの心をお調べになる神に喜んでいただこうとして、語っているので

す。



5 あなたがたが知っているとおり、私たちは今まで、へつらいのことばを用いたり、貪りの口実

を設けたりしたことはありません。神がそのことの証人です。

6 また私たちは、あなたがたからも、ほかの人たちからも、人からの栄誉は求めませんでした。

7 キリストの使徒として権威を主張することもできましたが、あなたがたの間では幼子になりま

した。私たちは、自分の子どもたちを養い育てる母親のように、

8 あなたがたをいとおしく思い、神の福音だけではなく、自分自身のいのちまで、喜んであなた

がたに与えたいと思っています。あなたがたが私たちの愛する者となったからです。

9 兄弟たち。あなたがたは私たちの労苦と辛苦を覚えているでしょう。私たちは、あなたがたの

だれにも負担をかけないように、夜も昼も働きながら、神の福音をあなたがたに宣べ伝えまし

た。

10 また、信者であるあなたがたに対して、私たちが敬虔に、正しく、また責められるところがな

いようにふるまったことについては、あなたがたが証人であり、神もまた証人です。

11 また、あなたがたが知っているとおり、私たちは自分の子どもに向かう父親のように、あなた

がた一人ひとりに、

12 ご自分の御国と栄光にあずかるようにと召してくださる神にふさわしく歩むよう、勧め、励ま

し、厳かに命じました。

13 こういうわけで、私たちもまた、絶えず神に感謝しています。あなたがたが、私たちから聞い

た神のことばを受けたとき、それを人間のことばとしてではなく、事実そのとおり神のことば

として受け入れてくれたからです。この神のことばは、信じているあなたがたのうちに働いて

います。

14 兄弟たち。あなたがたはユダヤの、キリスト・イエスにある神の諸教会に倣う者となりまし

た。彼らがユダヤ人たちに苦しめられたように、あなたがたも自分の同胞に苦しめられたから

です。

15 ユダヤ人たちは、主であるイエスと預言者たちを殺し、私たちを迫害し、神に喜ばれることを

せず、すべての人と対立しています。

16 彼らは、異邦人たちが救われるように私たちが語るのを妨げ、こうしていつも、自分たちの罪

が満ちるようにしているのです。しかし、御怒りは彼らの上に臨んで極みに達しています。

17 兄弟たち。私たちは、しばらくの間あなたがたから引き離されていました。といっても、顔を

見ないだけで、心が離れていたわけではありません。そのため、あなたがたの顔を見たいと、

なおいっそう切望しました。

18 それで私たちは、あなたがたのところに行こうとしました。私パウロは何度も行こうとしまし

た。しかし、サタンが私たちを妨げたのです。

19 私たちの主イエスが再び来られるとき、御前で私たちの望み、喜び、誇りの冠となるのは、い

ったいだれでしょうか。あなたがたではありませんか。

20 あなたがたこそ私たちの栄光であり、喜びなのです。

第3章

1 そこで、私たちはもはや耐えきれなくなり、私たちだけがアテネに残ることにして、

2 私たちの兄弟であり、キリストの福音を伝える神の同労者であるテモテを遣わしたのです。あ

なたがたを信仰において強め励まし、



3 このような苦難の中にあっても、だれも動揺することがないようにするためでした。あなたが

た自身が知っているとおり、私たちはこのような苦難にあうように定められているのです。

4 あなたがたのところにいたとき、私たちは前もって、苦難にあうようになると言っておいたの

ですが、あなたがたが知っているとおり、それは事実となりました。

5 そういうわけで、私ももはや耐えられなくなって、あなたがたの信仰の様子を知るために、テ

モテを遣わしたのです。それは、誘惑する者があなたがたを誘惑して、私たちの労苦が無駄に

ならないようにするためでした。

6 ところが今、テモテがあなたがたのところから私たちのもとに帰って来て、あなたがたの信仰

と愛について良い知らせを伝えてくれました。また、あなたがたが私たちのことを、いつも好

意をもって思い起こし、私たちがあなたがたに会いたいと思っているように、あなたがたも私

たちに会いたがっていることを知らせてくれました。

7 こういうわけで、兄弟たち。私たちはあらゆる苦悩と苦難のうちにありながら、あなたがたの

ことでは慰めを受けました。あなたがたの信仰による慰めです。

8 あなたがたが主にあって堅く立っているなら、今、私たちの心は生き返るからです。

9 あなたがたのことで、どれほどの感謝を神におささげできるでしょうか。神の御前であなたが

たのことを喜んでいる、そのすべての喜びのゆえに。

10 私たちは、あなたがたの顔を見て、あなたがたの信仰で不足しているものを補うことができる

ようにと、夜昼、熱心に祈っています。

11 どうか、私たちの父である神ご自身と、私たちの主イエスが、私たちの道を開いて、あなたが

たのところに行かせてくださいますように。

12 私たちがあなたがたを愛しているように、あなたがたの互いに対する愛を、またすべての人に

対する愛を、主が豊かにし、あふれさせてくださいますように。

13 そして、あなたがたの心を強めて、私たちの主イエスがご自分のすべての聖徒たちとともに来

られるときに、私たちの父である神の御前で、聖であり、責められるところのない者としてく

ださいますように。アーメン。

第4章

1 最後に兄弟たち。主イエスにあってお願いし、また勧めます。あなたがたは、神に喜ばれるた

めにどのように歩むべきかを私たちから学び、現にそう歩んでいるのですから、ますますそう

してください。

2 私たちが主イエスによって、どのような命令をあなたがたに与えたか、あなたがたは知ってい

ます。

3 神のみこころは、あなたがたが聖なる者となることです。あなたがたが淫らな行いを避け、

4 一人ひとりがわきまえて、自分のからだを聖なる尊いものとして保ち、

5 神を知らない異邦人のように情欲におぼれず、

6 また、そのようなことで、兄弟を踏みつけたり欺いたりしないことです。私たちが前もってあ

なたがたに話し、厳しく警告しておいたように、主はこれらすべてのことについて罰を与える

方だからです。

7 神が私たちを召されたのは、汚れたことを行わせるためではなく、聖さにあずからせるためで

す。



8 ですから、この警告を拒む者は、人を拒むのではなく、あなたがたにご自分の聖霊を与えてく

ださる神を拒むのです。

9 兄弟愛については、あなたがたに書き送る必要がありません。あなたがたこそ、互いに愛し合

うことを神から教えられた人たちで、

10 マケドニア全土のすべての兄弟たちに対して、それを実行しているからです。兄弟たち、あな

たがたに勧めます。ますます豊かにそれを行いなさい。

11 また、私たちが命じたように、落ち着いた生活をし、自分の仕事に励み、自分の手で働くこと

を名誉としなさい。

12 外の人々に対して品位をもって歩み、だれの世話にもならずに生活するためです。

13 眠っている人たちについては、兄弟たち、あなたがたに知らずにいてほしくありません。あな

たがたが、望みのない他の人々のように悲しまないためです。

14 イエスが死んで復活された、と私たちが信じているなら、神はまた同じように、イエスにあっ

て眠った人たちを、イエスとともに連れて来られるはずです。

15 私たちは主のことばによって、あなたがたに伝えます。生きている私たちは、主の来臨まで残

っているなら、眠った人たちより先になることは決してありません。

16 すなわち、号令と御使いのかしらの声と神のラッパの響きとともに、主ご自身が天から下って

来られます。そしてまず、キリストにある死者がよみがえり、

17 それから、生き残っている私たちが、彼らと一緒に雲に包まれて引き上げられ、空中で主と会

うのです。こうして私たちは、いつまでも主とともにいることになります。

18 ですから、これらのことばをもって互いに励まし合いなさい。

第5章

1 兄弟たち。その時と時期については、あなたがたに書き送る必要はありません。

2 主の日は、盗人が夜やって来るように来ることを、あなたがた自身よく知っているからです。

3 人々が「平和だ、安全だ」と言っているとき、妊婦に産みの苦しみが臨むように、突然の破滅

が彼らを襲います。それを逃れることは決してできません。

4 しかし、兄弟たち。あなたがたは暗闇の中にいないので、その日が盗人のようにあなたがたを

襲うことはありません。

5 あなたがたはみな、光の子ども、昼の子どもなのです。私たちは夜の者、闇の者ではありませ

ん。

6 ですから、ほかの者たちのように眠っていないで、目を覚まし、身を慎んでいましょう。

7 眠る者は夜眠り、酔う者は夜酔うのです。

8 しかし、私たちは昼の者なので、信仰と愛の胸当てを着け、救いの望みというかぶとをかぶ

り、身を慎んでいましょう。

9 神は、私たちが御怒りを受けるようにではなく、主イエス・キリストによる救いを得るように

定めてくださったからです。

10 主が私たちのために死んでくださったのは、私たちが、目を覚ましていても眠っていても、主

とともに生きるようになるためです。

11 ですからあなたがたは、現に行っているとおり、互いに励まし合い、互いを高め合いなさい。



12 兄弟たち、あなたがたにお願いします。あなたがたの間で労苦し、主にあってあなたがたを指

導し、訓戒している人たちを重んじ、

13 その働きのゆえに、愛をもって、この上ない尊敬を払いなさい。また、お互いに平和を保ちな

さい。

14 兄弟たち、あなたがたに勧めます。怠惰な者を諭し、小心な者を励まし、弱い者の世話をし、

すべての人に対して寛容でありなさい。

15 だれも、悪に対して悪を返さないように気をつけ、互いの間で、またすべての人に対して、い

つも善を行うように努めなさい。

16 いつも喜んでいなさい。

17 絶えず祈りなさい。

18 すべてのことにおいて感謝しなさい。これが、キリスト・イエスにあって神があなたがたに望

んでおられることです。

19 御霊を消してはいけません。

20 預言を軽んじてはいけません。

21 ただし、すべてを吟味し、良いものはしっかり保ちなさい。

22 あらゆる形の悪から離れなさい。

23 平和の神ご自身が、あなたがたを完全に聖なるものとしてくださいますように。あなたがたの

霊、たましい、からだのすべてが、私たちの主イエス・キリストの来臨のときに、責められる

ところのないものとして保たれていますように。

24 あなたがたを召された方は真実ですから、そのようにしてくださいます。

25 兄弟たち、私たちのためにも祈ってください。

26 すべての兄弟たちに、聖なる口づけをもってあいさつをしなさい。

27 この手紙をすべての兄弟たちに読んで聞かせるよう、私は主によって堅く命じます。

28 私たちの主イエス・キリストの恵みが、あなたがたとともにありますように。



テサロニケ人への手紙二

2 Thessalonians

第1章

1 パウロ、シルワノ、テモテから、私たちの父なる神と主イエス・キリストにあるテサロニケ人

の教会へ。

2 私たちの父なる神と主イエス・キリストから、恵みと平安があなたがたにありますように。

3 兄弟たち。あなたがたについて、私たちはいつも神に感謝しなければなりません。それは当然

のことです。あなたがたの信仰が大いに成長し、あなたがたすべての間で、一人ひとりの互い

に対する愛が増し加わっているからです。

4 ですから私たち自身、神の諸教会の間であなたがたを誇りに思っています。あなたがたはあら

ゆる迫害と苦難に耐えながら、忍耐と信仰を保っています。

5 それは、あなたがたを神の国にふさわしいものと認める、神の正しいさばきがあることの証拠

です。あなたがたが苦しみを受けているのは、この神の国のためです。

6 神にとって正しいこととは、あなたがたを苦しめる者には、報いとして苦しみを与え、

7 苦しめられているあなたがたには、私たちとともに、報いとして安息を与えることです。この

ことは、主イエスが、燃える炎の中に、力ある御使いたちとともに天から現れるときに起こり

ます。

8 主は、神を知らない人々や、私たちの主イエスの福音に従わない人々に罰を与えられます。

9 そのような者たちは、永遠の滅びという刑罰を受け、主の御前から、そして、その御力の栄光

から退けられることになります。

10 その日に主イエスは来て、ご自分の聖徒たちの間であがめられ、信じたすべての者たちの間で

感嘆の的となられます。そうです、あなたがたに対する私たちの証しを、あなたがたは信じた

のです。

11 こうしたことのため、私たちはいつも、あなたがたのために祈っています。どうか私たちの神

が、あなたがたを召しにふさわしい者にし、また御力によって、善を求めるあらゆる願いと、

信仰から出た働きを実現してくださいますように。

12 それは、私たちの神であり主であるイエス・キリストの恵みによって、私たちの主イエスの名

があなたがたの間であがめられ、あなたがたも主にあって栄光を受けるためです。

第2章

1 さて兄弟たち。私たちの主イエス・キリストの来臨と、私たちが主のみもとに集められること

に関して、あなたがたにお願いします。

2 霊によってであれ、ことばによってであれ、私たちから出たかのような手紙によってであれ、

主の日がすでに来たかのように言われるのを聞いても、すぐに落ち着きを失ったり、心を騒が

せたりしないでください。

3 どんな手段によっても、だれにもだまされてはいけません。まず背教が起こり、不法の者、す

なわち滅びの子が現れなければ、主の日は来ないのです。



4 不法の者は、すべて神と呼ばれるもの、礼拝されるものに対抗して自分を高く上げ、ついには

自分こそ神であると宣言して、神の宮に座ることになります。

5 私がまだあなたがたのところにいたとき、これらのことをよく話していたのを覚えていません

か。

6 不法の者がその定められた時に現れるようにと、今はその者を引き止めているものがあること

を、あなたがたは知っています。

7 不法の秘密はすでに働いています。ただし、秘密であるのは、今引き止めている者が取り除か

れる時までのことです。

8 その時になると、不法の者が現れますが、主イエスは彼を御口の息をもって殺し、来臨の輝き

をもって滅ぼされます。

9 不法の者は、サタンの働きによって到来し、あらゆる力、偽りのしるしと不思議、

10 また、あらゆる悪の欺きをもって、滅びる者たちに臨みます。彼らが滅びるのは、自分を救う

真理を愛をもって受け入れなかったからです。

11 それで神は、惑わす力を送られ、彼らは偽りを信じるようになります。

12 それは、真理を信じないで、不義を喜んでいたすべての者が、さばかれるようになるためで

す。

13 しかし、主に愛されている兄弟たち。私たちはあなたがたのことについて、いつも神に感謝し

なければなりません。神が、御霊による聖別と、真理に対する信仰によって、あなたがたを初

穂として救いに選ばれたからです。

14 そのために神は、私たちの福音によってあなたがたを召し、私たちの主イエス・キリストの栄

光にあずからせてくださいました。

15 ですから兄弟たち。堅く立って、語ったことばであれ手紙であれ、私たちから学んだ教えをし

っかりと守りなさい。

16 どうか、私たちの主イエス・キリストと、私たちの父なる神、すなわち、私たちを愛し、永遠

の慰めとすばらしい望みを恵みによって与えてくださった方ご自身が、

17 あなたがたの心を慰め、強めて、あらゆる良いわざとことばに進ませてくださいますように。

第3章

1 最後に兄弟たち、私たちのために祈ってください。主のことばが、あなたがたのところと同じ

ように速やかに広まり、尊ばれるように。

2 また、私たちが、ひねくれた悪人どもから救い出されるように祈ってください。すべての人に

信仰があるわけではないからです。

3 しかし、主は真実な方です。あなたがたを強くし、悪い者から守ってくださいます。

4 私たちが命じることを、あなたがたは実行していますし、これからも実行してくれると、私た

ちは主にあって確信しています。

5 主があなたがたの心を導いて、神の愛とキリストの忍耐に向けさせてくださいますように。

6 兄弟たち、私たちの主イエス・キリストの名によって命じます。怠惰な歩みをして、私たちか

ら受け継いだ教えに従わない兄弟は、みな避けなさい。

7 どのように私たちを見習うべきか、あなたがた自身が知っているのです。あなたがたの間で、

私たちは怠惰に暮らすことはなく、



8 人からただでもらったパンを食べることもしませんでした。むしろ、あなたがたのだれにも負

担をかけないように、夜昼、労し苦しみながら働きました。

9 私たちに権利がなかったからではなく、あなたがたが私たちを見習うように、身をもって模範

を示すためでした。

10 あなたがたのところにいたとき、働きたくない者は食べるな、と私たちは命じました。

11 ところが、あなたがたの中には、怠惰な歩みをしている人たち、何も仕事をせずにおせっかい

ばかり焼いている人たちがいると聞いています。

12 そのような人たちに、主イエス・キリストによって命じ、勧めます。落ち着いて仕事をし、自

分で得たパンを食べなさい。

13 兄弟たち、あなたがたは、たゆまず良い働きをしなさい。

14 もし、この手紙に書いた私たちのことばに従わない者がいれば、そのような人には注意を払

い、交際しないようにしなさい。その人が恥じ入るようになるためです。

15 しかし、敵とは見なさないで、兄弟として諭しなさい。

16 どうか、平和の主ご自身が、どんな時にも、どんな場合にも、あなたがたに平和を与えてくだ

さいますように。どうか、主があなたがたすべてとともにいてくださいますように。

17 私パウロが自分の手であいさつを記します。これは、私のどの手紙にもあるしるしです。この

ように私は書くのです。

18 私たちの主イエス・キリストの恵みが、あなたがたすべてとともにありますように。



テモテへの手紙一

1 Timothy

第1章

1 私たちの救い主である神と、私たちの望みであるキリスト・イエスの命令によって、キリス

ト・イエスの使徒となったパウロから、

2 信仰による、真のわが子テモテへ。父なる神と私たちの主キリスト・イエスから、恵みとあわ

れみと平安がありますように。

3 私がマケドニアに行くときに言ったように、あなたはエペソにとどまり、ある人たちが違った

教えを説いたり、

4 果てしない作り話と系図に心を寄せたりしないように命じなさい。そのようなものは、論議を

引き起こすだけで、神に委ねられた信仰の務めを実現させることにはなりません。

5 この命令が目指す目標は、きよい心と健全な良心と偽りのない信仰から生まれる愛です。

6 ある人たちはこれらのものを見失い、むなしい議論に迷い込み、

7 律法の教師でありたいと望みながら、自分の言っていることも、確信をもって主張している事

柄についても理解していません。

8 私たちは知っています。律法は、次のことを知っていて適切に用いるなら、良いものです。

9 すなわち、律法は正しい人のためにあるのではなく、不法な者や不従順な者、不敬虔な者や罪

深い者、汚れた者や俗悪な者、父を殺す者や母を殺す者、人を殺す者、

10 淫らな者、男色をする者、人を誘拐する者、噓をつく者、偽証する者のために、また、そのほ

かの健全な教えに反する行為のためにあるのです。

11 祝福に満ちた神の、栄光の福音によれば、そうなのであって、私はその福音を委ねられたので

す。

12 私は、私を強くしてくださる、私たちの主キリスト・イエスに感謝しています。キリストは私

を忠実な者と認めて、この務めに任命してくださったからです。

13 私は以前には、神を冒瀆する者、迫害する者、暴力をふるう者でした。しかし、信じていない

ときに知らないでしたことだったので、あわれみを受けました。

14 私たちの主の恵みは、キリスト・イエスにある信仰と愛とともに満ちあふれました。

15 「キリスト・イエスは罪人を救うために世に来られた」ということばは真実であり、そのまま

受け入れるに値するものです。私はその罪人のかしらです。

16 しかし、私はあわれみを受けました。それは、キリスト・イエスがこの上ない寛容をまず私に

示し、私を、ご自分を信じて永遠のいのちを得ることになる人々の先例にするためでした。

17 どうか、世々の王、すなわち、朽ちることなく、目に見えない唯一の神に、誉れと栄光が世々

限りなくありますように。アーメン。

18 私の子テモテよ。以前あなたについてなされた預言にしたがって、私はあなたにこの命令を委

ねます。それは、あなたがあの預言によって、信仰と健全な良心を保ち、立派に戦い抜くため

です。

19 ある人たちは健全な良心を捨てて、信仰の破船にあいました。



20 その中には、ヒメナイとアレクサンドロがいます。私は、神を冒瀆してはならないことを学ば

せるため、彼らをサタンに引き渡しました。

第2章

1 そこで、私は何よりもまず勧めます。すべての人のために、王たちと高い地位にあるすべての

人のために願い、祈り、とりなし、感謝をささげなさい。

2 それは、私たちがいつも敬虔で品位を保ち、平安で落ち着いた生活を送るためです。

3 そのような祈りは、私たちの救い主である神の御前において良いことであり、喜ばれることで

す。

4 神は、すべての人が救われて、真理を知るようになることを望んでおられます。

5 神は唯一です。神と人との間の仲介者も唯一であり、それは人としてのキリスト・イエスで

す。

6 キリストは、すべての人の贖いの代価として、ご自分を与えてくださいました。これは、定め

られた時になされた証しです。

7 その証しのために、私は宣教者、使徒、そして、信仰と真理を異邦人に教える教師に任命され

ました。私は真実を言っていて、偽ってはいません。

8 そういうわけで、私はこう願っています。男たちは怒ったり言い争ったりせずに、どこでで

も、きよい手を上げて祈りなさい。

9 同じように女たちも、つつましい身なりで、控えめに慎み深く身を飾り、はでな髪型や、金や

真珠や高価な衣服ではなく、

10 神を敬うと言っている女たちにふさわしく、良い行いで自分を飾りなさい。

11 女は、よく従う心をもって静かに学びなさい。

12 私は、女が教えたり男を支配したりすることを許しません。むしろ、静かにしていなさい。

13 アダムが初めに造られ、それからエバが造られたからです。

14 そして、アダムはだまされませんでしたが、女はだまされて過ちを犯したのです。

15 女は、慎みをもって、信仰と愛と聖さにとどまるなら、子を産むことによって救われます。

第3章

1 次のことばは真実です。「もしだれかが監督の職に就きたいと思うなら、それは立派な働きを

求めることである。」

2 ですから監督は、非難されるところがなく、一人の妻の夫であり、自分を制し、慎み深く、礼

儀正しく、よくもてなし、教える能力があり、

3 酒飲みでなく、乱暴でなく、柔和で、争わず、金銭に無欲で、

4 自分の家庭をよく治め、十分な威厳をもって子どもを従わせている人でなければなりません。

5 自分自身の家庭を治めることを知らない人が、どうして神の教会を世話することができるでし

ょうか。

6 また、信者になったばかりの人であってはいけません。高慢になって、悪魔と同じさばきを受

けることにならないようにするためです。



7 また、教会の外の人々にも評判の良い人でなければなりません。嘲られて、悪魔の罠に陥らな

いようにするためです。

8 同じように執事たちも、品位があり、二枚舌を使わず、大酒飲みでなく、不正な利を求めず、

9 きよい良心をもって、信仰の奥義を保っている人でなければなりません。

10 この人たちも、まず審査を受けさせなさい。そして、非難される点がなければ、執事として仕

えさせなさい。

11 この奉仕に就く女の人も同じように、品位があり、人を中傷する者でなく、自分を制し、すべ

てに忠実な人でなければなりません。

12 執事は一人の妻の夫であって、子どもと家庭をよく治める人でなければなりません。

13 執事として立派に仕えた人は、良い地歩を占め、また、キリスト・イエスを信じる信仰につい

て、強い確信を持つことができるのです。

14 私は、近いうちにあなたのところに行きたいと思いながら、これらのことを書いています。

15 たとえ遅くなった場合でも、神の家でどのように行動すべきかを、あなたに知っておいてもら

うためです。神の家とは、真理の柱と土台である、生ける神の教会のことです。

16 だれもが認めるように、この敬虔の奥義は偉大です。 「キリストは肉において現れ、 霊にお

いて義とされ、 御使いたちに見られ、 諸国の民の間で宣べ伝えられ、 世界中で信じられ、 栄

光のうちに上げられた。」

第4章

1 しかし、御霊が明らかに言われるように、後の時代になると、ある人たちは惑わす霊と悪霊の

教えとに心を奪われ、信仰から離れるようになります。

2 それは、良心が麻痺した、偽りを語る者たちの偽善によるものです。

3 彼らは結婚することを禁じたり、食物を断つことを命じたりします。しかし食物は、信仰があ

り、真理を知っている人々が感謝して受けるように、神が造られたものです。

4 神が造られたものはすべて良いもので、感謝して受けるとき、捨てるべきものは何もありませ

ん。

5 神のことばと祈りによって、聖なるものとされるからです。

6 これらのことを兄弟たちに教えるなら、あなたは、信仰のことばと、自分が従ってきた良い教

えのことばで養われて、キリスト・イエスの立派な奉仕者になります。

7 俗悪で愚にもつかない作り話を避けなさい。むしろ、敬虔のために自分自身を鍛錬しなさい。

8 肉体の鍛錬も少しは有益ですが、今のいのちと来たるべきいのちを約束する敬虔は、すべてに

有益です。

9 このことばは真実であり、そのまま受け入れるに値するものです。

10 私たちが労苦し、苦闘しているのは、すべての人々、特に信じる人々の救い主である生ける神

に、望みを置いているからです。

11 あなたはこれらのことを命じ、また教えなさい。

12 あなたは、年が若いからといって、だれにも軽く見られないようにしなさい。むしろ、こと

ば、態度、愛、信仰、純潔において信者の模範となりなさい。

13 私が行くまで、聖書の朗読と勧めと教えに専念しなさい。



14 長老たちによる按手を受けたとき、預言によって与えられた、あなたのうちにある賜物を軽ん

じてはいけません。

15 これらのことに心を砕き、ひたすら励みなさい。そうすれば、あなたの進歩はすべての人に明

らかになるでしょう。

16 自分自身にも、教えることにも、よく気をつけなさい。働きをあくまでも続けなさい。そうす

れば、自分自身と、あなたの教えを聞く人たちとを、救うことになるのです。

第5章

1 年配の男の人を叱ってはいけません。むしろ、父親に対するように勧めなさい。若い人には兄

弟に対するように、

2 年配の女の人には母親に対するように、若い女の人には姉妹に対するように、真に純粋な心で

勧めなさい。

3 やもめの中の本当のやもめを大事にしなさい。

4 もし、やもめに子どもか孫がいるなら、まずその人たちに、自分の家の人に敬愛を示して、親

の恩に報いることを学ばせなさい。それが神の御前に喜ばれることです。

5 身寄りのない本当のやもめは、望みを神に置いて、夜昼、絶えず神に願いと祈りをささげてい

ますが、

6 自堕落な生活をしているやもめは、生きてはいても死んでいるのです。

7 彼女たちが非難されることのないように、これらのことも命じなさい。

8 もしも親族、特に自分の家族の世話をしない人がいるなら、その人は信仰を否定しているので

あって、不信者よりも劣っているのです。

9 やもめとして名簿に載せるのは、六十歳未満ではなく、一人の夫の妻であった人で、

10 良い行いによって認められている人、すなわち、子どもを育て、旅人をもてなし、聖徒の足を

洗い、困っている人を助けるなど、すべての良いわざに励んだ人にしなさい。

11 若いやもめの登録は断りなさい。彼女たちは、キリストに背いて情欲にかられると、結婚した

がり、

12 初めの誓いを捨ててしまったと非難を受けることになるからです。

13 そのうえ、怠けて、家々を歩き回ることを覚えます。ただ怠けるだけでなく、うわさ話やおせ

っかいをして、話さなくてよいことまで話すのです。

14 ですから、私が願うのは、若いやもめは結婚し、子を産み、家庭を治め、反対者にそしる機会

をいっさい与えないことです。

15 すでに道を踏み外し、サタンの後について行ったやもめたちがいるからです。

16 もし信者である女の人に、やもめの身内がいるなら、その人がそのやもめを助けて、教会に負

担をかけないようにしなさい。そうすれば、教会は本当のやもめを助けることができます。

17 よく指導している長老は、二倍の尊敬を受けるにふさわしいとしなさい。みことばと教えのた

めに労苦している長老は特にそうです。

18 聖書に「脱穀をしている牛に口籠をはめてはならない」、また「働く者が報酬を受けるのは当

然である」と言われているからです。

19 長老に対する訴えは、二人か三人の証人がいなければ、受理してはいけません。



20 罪を犯している者をすべての人の前で責めなさい。そうすれば、ほかの人たちも恐れを抱くで

しょう。

21 私は、神とキリスト・イエスと選ばれた御使いたちの前で、あなたに厳かに命じます。これら

のことを先入観なしに守り、何事もえこひいきせずに行いなさい。

22 だれにも性急に按手をしてはいけません。また、ほかの人の罪に加担してはいけません。自分

を清く保ちなさい。

23 これからは水ばかり飲まないで、胃のために、また、たびたび起こる病気のために、少量のぶ

どう酒を用いなさい。

24 ある人たちの罪は、さばきを受ける前から明らかですが、ほかの人たちの罪は後で明らかにな

ります。

25 同じように、良い行いも明らかですが、そうでない場合でも、隠れたままでいることはありま

せん。

第6章

1 奴隷としてくびきの下にある人はみな、自分の主人をあらゆる面で尊敬に値する人と思わなけ

ればなりません。神の御名と教えが悪く言われないようにするためです。

2 信者である主人を持つ人は、主人が兄弟だからといって軽んじることなく、むしろ、ますます

よく仕えなさい。その良い行いから益を受けるのは信者であり、愛されている人なのですか

ら。 あなたはこれらのことを教え、また勧めなさい。

3 違ったことを教え、私たちの主イエス・キリストの健全なことばと、敬虔にかなう教えに同意

しない者がいるなら、

4 その人は高慢になっていて、何一つ理解しておらず、議論やことばの争いをする病気にかかっ

ているのです。そこから、ねたみ、争い、ののしり、邪推、絶え間ない言い争いが生じます。

5 これらは、知性が腐って真理を失い、敬虔を利得の手段と考える者たちの間に生じるのです。

6 しかし、満ち足りる心を伴う敬虔こそが、大きな利益を得る道です。

7 私たちは、何もこの世に持って来なかったし、また、何かを持って出ることもできません。

8 衣食があれば、それで満足すべきです。

9 金持ちになりたがる人たちは、誘惑と罠と、また人を滅びと破滅に沈める、愚かで有害な多く

の欲望に陥ります。

10 金銭を愛することが、あらゆる悪の根だからです。ある人たちは金銭を追い求めたために、信

仰から迷い出て、多くの苦痛で自分を刺し貫きました。

11 しかし、神の人よ。あなたはこれらのことを避け、義と敬虔と信仰、愛と忍耐と柔和を追い求

めなさい。

12 信仰の戦いを立派に戦い、永遠のいのちを獲得しなさい。あなたはこのために召され、多くの

証人たちの前ですばらしい告白をしました。

13 私は、すべてのものにいのちを与えてくださる神の御前で、また、ポンティオ・ピラトに対し

てすばらしい告白をもって証しをされたキリスト・イエスの御前で、あなたに命じます。

14 私たちの主イエス・キリストの現れの時まで、あなたは汚れなく、非難されるところなく、命

令を守りなさい。



15 キリストの現れを、定められた時にもたらしてくださる、祝福に満ちた唯一の主権者、王の

王、主の主、

16 死ぬことがない唯一の方、近づくこともできない光の中に住まわれ、人間がだれ一人見たこと

がなく、見ることもできない方。この方に誉れと永遠の支配がありますように。アーメン。

17 今の世で富んでいる人たちに命じなさい。高慢にならず、頼りにならない富にではなく、むし

ろ、私たちにすべての物を豊かに与えて楽しませてくださる神に望みを置き、

18 善を行い、立派な行いに富み、惜しみなく施し、喜んで分け与え、

19 来たるべき世において立派な土台となるものを自分自身のために蓄え、まことのいのちを得る

ように命じなさい。

20 テモテよ、委ねられたものを守りなさい。そして、俗悪な無駄話や、間違って「知識」と呼ば

れている反対論を避けなさい。

21 ある者たちはこの「知識」を持っていると主張して、信仰から外れてしまっています。 恵み

があなたがたとともにありますように。



テモテへの手紙二

2 Timothy

第1章

1 神のみこころにより、またキリスト・イエスにあるいのちの約束にしたがって、キリスト・イ

エスの使徒となったパウロから、

2 愛する子テモテへ。父なる神と、私たちの主キリスト・イエスから、恵みとあわれみと平安が

ありますように。

3 私は夜昼、祈りの中であなたのことを絶えず思い起こし、先祖がしてきたように、私もきよい

良心をもって仕えている神に感謝しています。

4 私はあなたの涙を覚えているので、あなたに会って喜びに満たされたいと切望しています。

5 私はあなたのうちにある、偽りのない信仰を思い起こしています。その信仰は、最初あなたの

祖母ロイスと母ユニケのうちに宿ったもので、それがあなたのうちにも宿っていると私は確信

しています。

6 そういうわけで、私はあなたに思い起こしてほしいのです。私の按手によってあなたのうちに

与えられた神の賜物を、再び燃え立たせてください。

7 神は私たちに、臆病の霊ではなく、力と愛と慎みの霊を与えてくださいました。

8 ですからあなたは、私たちの主を証しすることや、私が主の囚人であることを恥じてはいけま

せん。むしろ、神の力によって、福音のために私と苦しみをともにしてください。

9 神は私たちを救い、また、聖なる招きをもって召してくださいましたが、それは私たちの働き

によるのではなく、ご自分の計画と恵みによるものでした。この恵みは、キリスト・イエスに

おいて、私たちに永遠の昔に与えられ、

10 今、私たちの救い主キリスト・イエスの現れによって明らかにされました。キリストは死を滅

ぼし、福音によっていのちと不滅を明らかに示されたのです。

11 この福音のために、私は宣教者、使徒、また教師として任命されました。

12 そのために、私はこのような苦しみにあっています。しかし、それを恥とは思っていません。

なぜなら、私は自分が信じてきた方をよく知っており、また、その方は私がお任せしたもの

を、かの日まで守ることがおできになると確信しているからです。

13 あなたは、キリスト・イエスにある信仰と愛のうちに、私から聞いた健全なことばを手本にし

なさい。

14 自分に委ねられた良いものを、私たちのうちに宿る聖霊によって守りなさい。

15 あなたが知っているとおり、アジアにいる人たちはみな、私から離れて行きました。その中に

はフィゲロとヘルモゲネがいます。

16 オネシポロの家族を主があわれんでくださるように。彼はたびたび私を元気づけ、私が鎖につ

ながれていることを恥と思わず、

17 ローマに着いたとき、熱心に私を捜して見つけ出してくれました。

18 かの日には主が、ご自分のあわれみをオネシポロに示してくださいますように。エペソで彼が

どれほど多くの奉仕をしてくれたかは、あなた自身が一番よく知っています。



第2章

1 ですから、私の子よ、キリスト・イエスにある恵みによって強くなりなさい。

2 多くの証人たちの前で私から聞いたことを、ほかの人にも教える力のある信頼できる人たちに

委ねなさい。

3 キリスト・イエスの立派な兵士として、私と苦しみをともにしてください。

4 兵役についている人はだれも、日常生活のことに煩わされることはありません。ただ、兵を募

った人を喜ばせようとします。

5 また、競技をする人も、規定にしたがって競技をしなければ栄冠を得ることはできません。

6 労苦している農夫こそ、最初に収穫の分け前にあずかるべきです。

7 私が言っていることをよく考えなさい。主はすべてのことについて、理解する力をあなたに与

えてくださいます。

8 イエス・キリストのことを心に留めていなさい。私が伝える福音によれば、この方は、ダビデ

の子孫として生まれ、死者の中からよみがえった方です。

9 この福音のために私は苦しみを受け、犯罪者のようにつながれています。しかし、神のことば

はつながれていません。

10 ですから私はすべてのことを、選ばれた人たちのために耐え忍びます。彼らもまた、キリス

ト・イエスにある救いを、永遠の栄光とともに受けるようになるためです。

11 次のことばは真実です。 「私たちが、キリストとともに死んだのなら、 キリストとともに生

きるようになる。

12 耐え忍んでいるなら、 キリストとともに王となる。 キリストを否むなら、 キリストもまた、

私たちを否まれる。

13 私たちが真実でなくても、 キリストは常に真実である。 ご自分を否むことができないからで

ある。」

14 これらのことを人々に思い起こさせなさい。そして、何の益にもならず、聞いている人々を滅

ぼすことになる、ことばについての論争などをしないように、神の御前で厳かに命じなさい。

15 あなたは務めにふさわしいと認められる人として、すなわち、真理のみことばをまっすぐに説

き明かす、恥じることのない働き人として、自分を神に献げるように最善を尽くしなさい。

16 俗悪な無駄話を避けなさい。人々はそれによってますます不敬虔になり、

17 その人たちの話は悪性の腫れもののように広がります。彼らの中に、ヒメナイとピレトがいま

す。

18 彼らは真理から外れてしまい、復活はすでに起こったと言って、ある人たちの信仰をくつがえ

しています。

19 しかし、神の堅固な土台は据えられていて、そこに次のような銘が刻まれています。「主はご

自分に属する者を知っておられる。」また、「主の御名を呼ぶ者はみな、不義を離れよ。」

20 大きな家には、金や銀の器だけでなく、木や土の器もあります。ある物は尊いことに、ある物

は卑しいことに用いられます。

21 ですから、だれでもこれらのことから離れて自分自身をきよめるなら、その人は尊いことに用

いられる器となります。すなわち、聖なるものとされ、主人にとって役に立つもの、あらゆる

良い働きに備えられたものとなるのです。



22 あなたは若いときの情欲を避け、きよい心で主を呼び求める人たちとともに、義と信仰と愛と

平和を追い求めなさい。

23 愚かで無知な議論は、それが争いのもとであることを知っているのですから、避けなさい。

24 主のしもべが争ってはいけません。むしろ、すべての人に優しくし、よく教え、よく忍耐し、

25 反対する人たちを柔和に教え導きなさい。神は、彼らに悔い改めの心を与えて、真理を悟らせ

てくださるかもしれません。

26 悪魔に捕らえられて思いのままにされている人々でも、目を覚まして、その罠を逃れるかもし

れません。

第3章

1 終わりの日には困難な時代が来ることを、承知していなさい。

2 そのときに人々は、自分だけを愛し、金銭を愛し、大言壮語し、高ぶり、神を冒瀆し、両親に

従わず、恩知らずで、汚れた者になります。

3 また、情け知らずで、人と和解せず、中傷し、自制できず、粗野で、善を好まない者になり、

4 人を裏切り、向こう見ずで、思い上がり、神よりも快楽を愛する者になり、

5 見かけは敬虔であっても、敬虔の力を否定する者になります。こういう人たちを避けなさい。

6 彼らの中には、家々に入り込み、愚かな女たちをたぶらかしている者たちがいます。その女た

ちは様々な欲望に引き回されて罪に罪を重ね、

7 いつも学んでいるのに、いつになっても真理を知ることができません。

8 たぶらかしている者たちは、ヤンネとヤンブレがモーセに逆らったように、真理に逆らってお

り、知性の腐った、信仰の失格者です。

9 しかし、彼らがこれ以上先に進むことはありません。彼らの愚かさは、あの二人の場合のよう

に、すべての人にはっきり分かるからです。

10 しかしあなたは、私の教え、生き方、計画、信仰、寛容、愛、忍耐に、

11 また、アンティオキア、イコニオン、リステラで私に降りかかった迫害や苦難に、よくついて

来てくれました。私はそのような迫害に耐えました。そして、主はそのすべてから私を救い出

してくださいました。

12 キリスト・イエスにあって敬虔に生きようと願う者はみな、迫害を受けます。

13 悪い者たちや詐欺師たちは、だましたり、だまされたりして、ますます悪に落ちて行きます。

14 けれどもあなたは、学んで確信したところにとどまっていなさい。あなたは自分がだれから学

んだかを知っており、

15 また、自分が幼いころから聖書に親しんできたことも知っているからです。聖書はあなたに知

恵を与えて、キリスト・イエスに対する信仰による救いを受けさせることができます。

16 聖書はすべて神の霊感によるもので、教えと戒めと矯正と義の訓練のために有益です。

17 神の人がすべての良い働きにふさわしく、十分に整えられた者となるためです。

第4章

1 神の御前で、また、生きている人と死んだ人をさばかれるキリスト・イエスの御前で、その現

れとその御国を思いながら、私は厳かに命じます。



2 みことばを宣べ伝えなさい。時が良くても悪くてもしっかりやりなさい。忍耐の限りを尽く

し、絶えず教えながら、責め、戒め、また勧めなさい。

3 というのは、人々が健全な教えに耐えられなくなり、耳に心地よい話を聞こうと、自分の好み

にしたがって自分たちのために教師を寄せ集め、

4 真理から耳を背け、作り話にそれて行くような時代になるからです。

5 けれども、あなたはどんな場合にも慎んで、苦難に耐え、伝道者の働きをなし、自分の務めを

十分に果たしなさい。

6 私はすでに注ぎのささげ物となっています。私が世を去る時が来ました。

7 私は勇敢に戦い抜き、走るべき道のりを走り終え、信仰を守り通しました。

8 あとは、義の栄冠が私のために用意されているだけです。その日には、正しいさばき主である

主が、それを私に授けてくださいます。私だけでなく、主の現れを慕い求めている人には、だ

れにでも授けてくださるのです。

9 あなたは、何とかして早く私のところに来てください。

10 デマスは今の世を愛し、私を見捨ててテサロニケに行ってしまいました。また、クレスケンス

はガラテヤに、テトスはダルマティアに行きました。

11 ルカだけが私とともにいます。マルコを伴って、一緒に来てください。彼は私の務めのために

役に立つからです。

12 私はティキコをエペソに遣わしました。

13 あなたが来るとき、トロアスでカルポのところに置いてきた外套を持って来てください。また

書物、特に羊皮紙の物を持って来てください。

14 銅細工人のアレクサンドロが私をひどく苦しめました。その行いに応じて、主が彼に報いられ

ます。

15 あなたも彼を警戒しなさい。彼は私たちのことばに激しく逆らったからです。

16 私の最初の弁明の際、だれも私を支持してくれず、みな私を見捨ててしまいました。どうか、

その責任を彼らが負わせられることがありませんように。

17 しかし、主は私とともに立ち、私に力を与えてくださいました。それは、私を通してみことば

が余すところなく宣べ伝えられ、すべての国の人々がみことばを聞くようになるためでした。

こうして私は獅子の口から救い出されたのです。

18 主は私を、どんな悪しきわざからも救い出し、無事、天にある御国に入れてくださいます。主

に栄光が世々限りなくありますように。アーメン。

19 プリスカとアキラによろしく。また、オネシポロの家族によろしく。

20 エラストはコリントにとどまり、病気のトロフィモはミレトスに残して来ました。

21 何とかして冬になる前に来てください。ユブロ、プデス、リノス、クラウディア、そしてすべ

ての兄弟たちが、あなたによろしくと言っています。

22 主があなたの霊とともにいてくださいますように。恵みがあなたがたとともにありますよう

に。



テトスへの手紙

Titus

第1章

1 神のしもべ、イエス・キリストの使徒パウロから。──私が使徒とされたのは、神に選ばれた

人々が信仰に進み、敬虔にふさわしい、真理の知識を得るためで、

2 それは、偽ることのない神が永遠の昔から約束してくださった、永遠のいのちの望みに基づく

ものです。

3 神は、定められた時に、みことばを宣教によって明らかにされました。私はこの宣教を、私た

ちの救い主である神の命令によって委ねられたのです──

4 同じ信仰による、真のわが子テトスへ。父なる神と、私たちの救い主キリスト・イエスから、

恵みと平安がありますように。

5 私があなたをクレタに残したのは、残っている仕事の整理をし、私が命じたとおりに町ごとに

長老たちを任命するためでした。

6 長老は、非難されるところがなく、一人の妻の夫であり、子どもたちも信者で、放蕩を責めら

れたり、反抗的であったりしないことが条件です。

7 監督は神の家を管理する者として、非難されるところのない者であるべきです。わがままでな

く、短気でなく、酒飲みでなく、乱暴でなく、不正な利を求めず、

8 むしろ、人をよくもてなし、善を愛し、慎み深く、正しく、敬虔で、自制心があり、

9 教えにかなった信頼すべきみことばを、しっかりと守っていなければなりません。健全な教え

をもって励ましたり、反対する人たちを戒めたりすることができるようになるためです。

10 実は、反抗的な者、無益な話をする者、人を惑わす者が多くいます。特に、割礼を受けている

人々の中に多くいます。

11 そのような者たちの口は封じなければなりません。彼らは、恥ずべき利益を得るために、教え

てはならないことを教え、いくつかの家庭をことごとく破壊しています。

12 クレタ人のうちの一人、彼ら自身の預言者が言いました。 「クレタ人はいつも噓つき、 悪い

獣、 怠け者の大食漢。」

13 この証言は本当です。ですから、彼らを厳しく戒めて、その信仰を健全にし、

14 ユダヤ人の作り話や、真理に背を向けている人たちの戒めに、心を奪われないようにさせなさ

い。

15 きよい人たちには、すべてのものがきよいのです。しかし、汚れた不信仰な人たちには、何一

つきよいものはなく、その知性も良心も汚れています。

16 彼らは、神を知っていると公言しますが、行いでは否定しています。彼らは忌まわしく、不従

順で、どんな良いわざにも不適格です。

第2章

1 しかし、あなたは健全な教えにふさわしいことを語りなさい。



2 年配の男の人には、自分を制し、品位を保ち、慎み深く、信仰と愛と忍耐において健全である

ように。

3 同じように、年配の女の人には、神に仕えている者にふさわしくふるまい、人を中傷せず、大

酒のとりこにならず、良いことを教える者であるように。

4 そうすれば、彼女たちは若い女の人に、夫を愛し、子どもを愛し、

5 慎み深く、貞潔で、家事に励み、善良で、自分の夫に従順であるように諭すことができます。

神のことばが悪く言われることのないようにするためです。

6 同じように、若い人には、あらゆる点で思慮深くあるように勧めなさい。

7 また、あなた自身、良いわざの模範となりなさい。人を教えることにおいて偽りがなく、品位

を保ち、

8 非難する余地がない健全なことばを用いなさい。そうすれば、敵対する者も、私たちについて

何も悪いことが言えずに、恥じ入ることになるでしょう。

9 奴隷には、あらゆる点で自分の主人に従って、喜ばれる者となるようにし、口答えせず、

10 盗んだりせず、いつも善良で信頼できることを示すように勧めなさい。それは、彼らがあらゆ

る点で、私たちの救い主である神の教えを飾るようになるためです。

11 実に、すべての人に救いをもたらす神の恵みが現れたのです。

12 その恵みは、私たちが不敬虔とこの世の欲を捨て、今の世にあって、慎み深く、正しく、敬虔

に生活し、

13 祝福に満ちた望み、すなわち、大いなる神であり私たちの救い主であるイエス・キリストの、

栄光ある現れを待ち望むように教えています。

14 キリストは、私たちをすべての不法から贖い出し、良いわざに熱心な選びの民をご自分のもの

としてきよめるため、私たちのためにご自分を献げられたのです。

15 あなたは、これらのことを十分な権威をもって語り、勧め、戒めなさい。だれにも軽んじられ

てはいけません。

第3章

1 あなたは人々に注意を与えて、その人々が、支配者たちと権威者たちに服し、従い、すべての

良いわざを進んでする者となるようにしなさい。

2 また、だれも中傷せず、争わず、柔和で、すべての人にあくまで礼儀正しい者となるようにし

なさい。

3 私たちも以前は、愚かで、不従順で、迷っていた者であり、いろいろな欲望と快楽の奴隷にな

り、悪意とねたみのうちに生活し、人から憎まれ、互いに憎み合う者でした。

4 しかし、私たちの救い主である神のいつくしみと人に対する愛が現れたとき、

5 神は、私たちが行った義のわざによってではなく、ご自分のあわれみによって、聖霊による再

生と刷新の洗いをもって、私たちを救ってくださいました。

6 神はこの聖霊を、私たちの救い主イエス・キリストによって、私たちに豊かに注いでくださっ

たのです。

7 それは、私たちがキリストの恵みによって義と認められ、永遠のいのちの望みを抱く相続人と

なるためでした。



8 このことばは真実です。私は、あなたがこれらのことを、確信をもって語るように願っていま

す。神を信じるようになった人々が、良いわざに励むことを心がけるようになるためです。こ

れらのことは良いことであり、人々に有益です。

9 一方、愚かな議論、系図、争い、律法についての論争は避けなさい。それらは無益で、むなし

いものです。

10 分派を作る者は、一、二度訓戒した後、除名しなさい。

11 あなたも知っているとおり、このような人はゆがんでいて、自分で悪いと知りながら罪を犯し

ているのです。

12 私がアルテマスかティキコをあなたのもとに送ったら、あなたは何とかして、ニコポリスにい

る私のところに来てください。私はそこで冬を過ごすことにしています。

13 律法学者ゼナスとアポロが何も不足することがないように、その旅立ちをしっかりと支えてあ

げてください。

14 私たちの仲間も、実を結ばない者にならないように、差し迫った必要に備えて、良いわざに励

むように教えられなければなりません。

15 私と一緒にいる者たちがみな、あなたによろしくと言っています。信仰を同じくし、私たちを

愛してくださっている人たちに、よろしく伝えてください。 恵みがあなたがたすべてととも

にありますように。



ピレモンへの手紙

Philemon

第1章

1 キリスト・イエスの囚人パウロと兄弟テモテから、私たちの愛する同労者ピレモンと、

2 姉妹アッピア、私たちの戦友アルキポ、ならびに、あなたの家にある教会へ。

3 私たちの父なる神と、主イエス・キリストから、恵みと平安があなたがたにありますように。

4 私は祈るとき、いつもあなたのことを思い、私の神に感謝しています。

5 あなたが主イエスに対して抱いていて、すべての聖徒たちにも向けている、愛と信頼について

聞いているからです。

6 私たちの間でキリストのためになされている良い行いを、すべて知ることによって、あなたの

信仰の交わりが生き生きとしたものとなりますように。

7 私はあなたの愛によって多くの喜びと慰めを得ました。それは、兄弟よ、あなたによって聖徒

たちが安心を得たからです。

8 ですから、あなたがなすべきことを、私はキリストにあって、全く遠慮せずに命じることもで

きるのですが、

9 むしろ愛のゆえに懇願します。このとおり年老いて、今またキリスト・イエスの囚人となって

いるパウロが、

10 獄中で生んだわが子オネシモのことを、あなたにお願いしたいのです。

11 彼は、以前はあなたにとって役に立たない者でしたが、今は、あなたにとっても私にとっても

役に立つ者となっています。

12 そのオネシモをあなたのもとに送り返します。彼は私の心そのものです。

13 私は、彼を私のもとにとどめておき、獄中にいる間、福音のためにあなたに代わって私に仕え

てもらおうと思いました。

14 しかし、あなたの同意なしには何も行いたくありませんでした。それは、あなたの親切が強い

られたものではなく、自発的なものとなるためです。

15 オネシモがしばらくの間あなたから離されたのは、おそらく、あなたが永久に彼を取り戻すた

めであったのでしょう。

16 もはや奴隷としてではなく、奴隷以上の者、愛する兄弟としてです。特に私にとって愛する兄

弟ですが、あなたにとっては、肉においても主にあっても、なおのことそうではありません

か。

17 ですから、あなたが私を仲間の者だと思うなら、私を迎えるようにオネシモを迎えてくださ

い。

18 もし彼があなたに何か損害を与えたか、負債を負っているなら、その請求は私にしてくださ

い。

19 私パウロが自分の手で、「私が償います」と書いています。あなたが、あなた自身のことで私

にもっと負債があることは、言わないことにします。



20 そうです、兄弟よ。私は主にあって、あなたの厚意にあずかりたいのです。私をキリストにあ

って安心させてください。

21 私はあなたの従順を確信して書いています。私が言う以上のことまで、あなたはしてくださる

と、分かっています。

22 同時に、私の宿も用意しておいてください。あなたがたの祈りによって、私はあなたがたのも

とに行くことが許されると期待しているからです。

23 キリスト・イエスにあって私とともに囚人となっているエパフラスが、あなたによろしくと言

っています。

24 私の同労者たち、マルコ、アリスタルコ、デマス、ルカがよろしくと言っています。

25 主イエス・キリストの恵みが、あなたがたの霊とともにありますように。



ヘブライ人への手紙

Hebrews

第1章

1 神は昔、預言者たちによって、多くの部分に分け、多くの方法で先祖たちに語られましたが、

2 この終わりの時には、御子にあって私たちに語られました。神は御子を万物の相続者と定め、

御子によって世界を造られました。

3 御子は神の栄光の輝き、また神の本質の完全な現れであり、その力あるみことばによって万物

を保っておられます。御子は罪のきよめを成し遂げ、いと高き所で、大いなる方の右の座に着

かれました。

4 御子が受け継いだ御名は、御使いたちの名よりもすばらしく、それだけ御使いよりもすぐれた

方となられました。

5 神はいったい、どの御使いに向かって言われたでしょうか。 「あなたはわたしの子。 わたし

が今日、あなたを生んだ」 と。またさらに、 「わたしは彼の父となり、 彼はわたしの子とな

る」 と。

6 そのうえ、この長子をこの世界に送られたとき、神はこう言われました。 「神のすべての御

使いよ、彼にひれ伏せ。」

7 また、御使いについては、 「神は御使いたちを風とし、 仕える者たちを燃える炎とされる」

と言われましたが、

8 御子については、こう言われました。 「神よ。 あなたの王座は世々限りなく、 あなたの王国

の杖は公正の杖。

9 あなたは義を愛し、不法を憎む。 それゆえ、神よ、あなたの神は、 喜びの油で、あなたに油

を注がれた。 あなたに並ぶだれよりも多く。」

10 またこう言われました。 「主よ。 あなたははじめに地の基を据えられました。 天も、あなた

の御手のわざです。

11 これらのものは滅びます。 しかし、あなたはいつまでもながらえられます。 すべてのもの

は、衣のようにすり切れます。

12 あなたがそれらを外套のように巻き上げると、 それらは衣のように取り替えられてしまいま

す。 しかし、あなたは変わることがなく、 あなたの年は尽きることがありません。」

13 いったいどの御使いに向かって、神はこう言われたでしょうか。 「あなたは、わたしの右の

座に着いていなさい。 わたしがあなたの敵をあなたの足台とするまで」 と。

14 御使いはみな、奉仕する霊であって、救いを受け継ぐことになる人々に仕えるために遣わされ

ているのではありませんか。

第2章

1 こういうわけで、私たちは聞いたことを、ますますしっかりと心に留め、押し流されないよう

にしなければなりません。



2 御使いたちを通して語られたみことばに効力があり、すべての違反と不従順が当然の処罰を受

けたのなら、

3 こんなにすばらしい救いをないがしろにした場合、私たちはどうして処罰を逃れることができ

るでしょう。この救いは、初めに主によって語られ、それを聞いた人たちが確かなものとして

私たちに示したものです。

4 そのうえ神も、しるしと不思議と様々な力あるわざにより、また、みこころにしたがって聖霊

が分け与えてくださる賜物によって、救いを証ししてくださいました。

5 というのも、神は、私たちが語っている来たるべき世を、御使いたちに従わせたのではないか

らです。

6 ある箇所で、ある人がこう証ししています。 「人とは何ものなのでしょう。 あなたがこれを

心に留められるとは。 人の子とはいったい何ものなのでしょう。 あなたがこれを顧みてくだ

さるとは。

7 あなたは、人を御使いより わずかの間低いものとし、 これに栄光と誉れの冠をかぶらせ、

8 万物を彼の足の下に置かれました。」 神は、万物を人の下に置かれたとき、彼に従わないも

のを何も残されませんでした。それなのに、今なお私たちは、すべてのものが人の下に置かれ

ているのを見てはいません。

9 ただ、御使いよりもわずかの間低くされた方、すなわちイエスのことは見ています。イエスは

死の苦しみのゆえに、栄光と誉れの冠を受けられました。その死は、神の恵みによって、すべ

ての人のために味わわれたものです。

10 多くの子たちを栄光に導くために、彼らの救いの創始者を多くの苦しみを通して完全な者とさ

れたのは、万物の存在の目的であり、また原因でもある神に、ふさわしいことであったので

す。

11 聖とする方も、聖とされる者たちも、みな一人の方から出ています。それゆえ、イエスは彼ら

を兄弟と呼ぶことを恥とせずに、こう言われます。

12 「わたしは、あなたの御名を兄弟たちに語り告げ、 会衆の中であなたを賛美しよう。」

13 また、 「わたしはこの方に信頼を置く」 と言い、さらに、 「見よ。わたしと、神がわたしに

下さった子たち」 と言われます。

14 そういうわけで、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらの

ものをお持ちになりました。それは、死の力を持つ者、すなわち、悪魔をご自分の死によって

滅ぼし、

15 死の恐怖によって一生涯奴隷としてつながれていた人々を解放するためでした。

16 当然ながら、イエスは御使いたちを助け出すのではなく、アブラハムの子孫を助け出してくだ

さるのです。

17 したがって、神に関わる事柄について、あわれみ深い、忠実な大祭司となるために、イエスは

すべての点で兄弟たちと同じようにならなければなりませんでした。それで民の罪の宥めがな

されたのです。

18 イエスは、自ら試みを受けて苦しまれたからこそ、試みられている者たちを助けることができ

るのです。



第3章

1 ですから、天の召しにあずかっている聖なる兄弟たち。私たちが告白する、使徒であり大祭司

であるイエスのことを考えなさい。

2 モーセが神の家全体の中で忠実であったのと同様に、イエスはご自分を立てた方に対して忠実

でした。

3 家よりも、家を建てる人が大いなる栄誉を持つのと同じように、イエスはモーセよりも大いな

る栄光を受けるにふさわしいとされました。

4 家はそれぞれだれかが建てるのですが、すべてのものを造られたのは神です。

5 モーセは、後に語られることを証しするために、神の家全体の中でしもべとして忠実でした。

6 しかしキリストは、御子として神の家を治めることに忠実でした。そして、私たちが神の家で

す。もし確信と、希望による誇りを持ち続けさえすれば、そうなのです。

7 ですから、聖霊が言われるとおりです。 「今日、もし御声を聞くなら、

8 あなたがたの心を頑なにしてはならない。 荒野での試みの日に 神に逆らったときのように。

9 あなたがたの先祖はそこでわたしを試み、 わたしを試し、 四十年の間、わたしのわざを見

た。

10 だから、わたしはその世代に憤って言った。 『彼らは常に心が迷っている。 彼らはわたしの

道を知らない。』

11 わたしは怒りをもって誓った。 『彼らは決して、わたしの安息に入れない。』」

12 兄弟たち。あなたがたのうちに、不信仰な悪い心になって、生ける神から離れる者がないよう

に気をつけなさい。

13 「今日」と言われている間、日々互いに励まし合って、だれも罪に惑わされて頑なにならない

ようにしなさい。

14 私たちはキリストにあずかる者となっているのです。もし最初の確信を終わりまでしっかり保

ちさえすれば、です。

15 「今日、もし御声を聞くなら、 あなたがたの心を頑なにしてはならない。 神に逆らったとき

のように」 と言われているとおりです。

16 では、聞いていながら反抗したのは、だれでしたか。モーセに率いられてエジプトを出た、す

べての者たちではありませんか。

17 神が四十年の間、憤っておられたのは、だれに対してですか。罪を犯して、荒野に屍をさらし

た者たちに対してではありませんか。

18 また、神がご自分の安息に入らせないと誓われたのは、だれに対してですか。ほかでもない、

従わなかった者たちに対してではありませんか。

19 このように、彼らが安息に入れなかったのは、不信仰のためであったことが分かります。

第4章

1 こういうわけで、私たちは恐れる心を持とうではありませんか。神の安息に入るための約束が

まだ残っているのに、あなたがたのうちのだれかが、そこに入れなかったということのないよ

うにしましょう。



2 というのも、私たちにも良い知らせが伝えられていて、あの人たちと同じなのです。けれども

彼らには、聞いたみことばが益となりませんでした。みことばが、聞いた人たちに信仰によっ

て結びつけられなかったからです。

3 信じた私たちは安息に入るのですが、 「わたしは怒りをもって誓った。 『彼らは決して、わ

たしの安息に入れない』」 と神が言われたとおりなのです。もっとも、世界の基が据えられ

たときから、みわざはすでに成し遂げられています。

4 なぜなら、神は第七日について、あるところで「そして神は、第七日に、すべてのわざを終え

て休まれた」と言われ、

5 そのうえで、この箇所で、「彼らは決して、わたしの安息に入れない」と言われたからです。

6 ですから、その安息に入る人々がまだ残っていて、また、以前に良い知らせを聞いた人々が不

従順のゆえに入れなかったので、

7 神は再び、ある日を「今日」と定め、長い年月の後、前に言われたのと同じように、ダビデを

通して、 「今日、もし御声を聞くなら、 あなたがたの心を頑なにしてはならない」 と語られ

たのです。

8 もしヨシュアが彼らに安息を与えたのであれば、神はその後に別の日のことを話されることは

なかったでしょう。

9 したがって、安息日の休みは、神の民のためにまだ残されています。

10 神の安息に入る人は、神がご自分のわざを休まれたように、自分のわざを休むのです。

11 ですから、だれも、あの不従順の悪い例に倣って落伍しないように、この安息に入るように努

めようではありませんか。

12 神のことばは生きていて、力があり、両刃の剣よりも鋭く、たましいと霊、関節と骨髄を分け

るまでに刺し貫き、心の思いやはかりごとを見分けることができます。

13 神の御前にあらわでない被造物はありません。神の目にはすべてが裸であり、さらけ出されて

います。この神に対して、私たちは申し開きをするのです。

14 さて、私たちには、もろもろの天を通られた、神の子イエスという偉大な大祭司がおられるの

ですから、信仰の告白を堅く保とうではありませんか。

15 私たちの大祭司は、私たちの弱さに同情できない方ではありません。罪は犯しませんでした

が、すべての点において、私たちと同じように試みにあわれたのです。

16 ですから私たちは、あわれみを受け、また恵みをいただいて、折にかなった助けを受けるため

に、大胆に恵みの御座に近づこうではありませんか。

第5章

1 大祭司はみな、人々の中から選ばれ、人々のために神に仕えるように、すなわち、ささげ物と

いけにえを罪のために献げるように、任命されています。

2 大祭司は自分自身も弱さを身にまとっているので、無知で迷っている人々に優しく接すること

ができます。

3 また、その弱さのゆえに、民のためだけでなく、自分のためにも、罪のゆえにささげ物を献げ

なければなりません。

4 また、この栄誉は自分で得るのではなく、アロンがそうであったように、神に召されて受ける

のです。



5 同様にキリストも、大祭司となる栄誉を自分で得たのではなく、 「あなたはわたしの子。 わ

たしが今日、あなたを生んだ」 と語りかけた方が、それをお与えになったのです。

6 別の箇所でも、 「あなたは、メルキゼデクの例に倣い、 とこしえに祭司である」 と言ってお

られるとおりです。

7 キリストは、肉体をもって生きている間、自分を死から救い出すことができる方に向かって、

大きな叫び声と涙をもって祈りと願いをささげ、その敬虔のゆえに聞き入れられました。

8 キリストは御子であられるのに、お受けになった様々な苦しみによって従順を学び、

9 完全な者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠の救いの源となり、

10 メルキゼデクの例に倣い、神によって大祭司と呼ばれました。

11 このメルキゼデクについて、私たちには話すことがたくさんありますが、説き明かすことは困

難です。あなたがたが、聞くことに対して鈍くなっているからです。

12 あなたがたは、年数からすれば教師になっていなければならないにもかかわらず、神が告げた

ことばの初歩を、もう一度だれかに教えてもらう必要があります。あなたがたは固い食物では

なく、乳が必要になっています。

13 乳を飲んでいる者はみな、義の教えに通じてはいません。幼子なのです。

14 固い食物は、善と悪を見分ける感覚を経験によって訓練された大人のものです。

第6章

1 ですから私たちは、キリストについての初歩の教えを後にして、成熟を目指して進もうではあ

りませんか。死んだ行いからの回心、神に対する信仰、

2 きよめの洗いについての教えと手を置く儀式、死者の復活と永遠のさばきなど、基礎的なこと

をもう一度やり直したりしないようにしましょう。

3 神が許されるなら、先に進みましょう。

4 一度光に照らされ、天からの賜物を味わい、聖霊にあずかる者となって、

5 神のすばらしいみことばと、来たるべき世の力を味わったうえで、

6 堕落してしまうなら、そういう人たちをもう一度悔い改めに立ち返らせることはできません。

彼らは、自分で神の子をもう一度十字架にかけて、さらしものにする者たちだからです。

7 たびたび降り注ぐ雨を吸い込んで、耕す人たちに有用な作物を生じる土地は、神の祝福にあず

かりますが、

8 茨やあざみを生えさせる土地は無用で、やがてのろわれ、最後は焼かれてしまうのです。

9 だが、愛する者たち。私たちはこのように言ってはいますが、あなたがたについては、もっと

良いこと、救いにつながることを確信しています。

10 神は不公平な方ではありませんから、あなたがたの働きや愛を忘れたりなさいません。あなた

がたは、これまで聖徒たちに仕え、今も仕えることによって、神の御名のために愛を示しまし

た。

11 私たちが切望するのは、あなたがた一人ひとりが同じ熱心さを示して、最後まで私たちの希望

について十分な確信を持ち続け、

12 その結果、怠け者とならずに、信仰と忍耐によって約束のものを受け継ぐ人たちに倣う者とな

ることです。



13 神は、アブラハムに約束する際、ご自分より大いなるものにかけて誓うことができなかったの

で、ご自分にかけて誓い、

14 「確かにわたしは、あなたを大いに祝福し、あなたを大いに増やす」と言われました。

15 このようにして、アブラハムは忍耐の末に約束のものを得たのです。

16 確かに、人間は自分より大いなるものにかけて誓います。そして、誓いはすべての論争を終わ

らせる保証となります。

17 そこで神は、約束の相続者たちに、ご自分の計画が変わらないことをさらにはっきり示そうと

思い、誓いをもって保証されました。

18 それは、前に置かれている希望を捕らえようとして逃れて来た私たちが、約束と誓いという変

わらない二つのものによって、力強い励ましを受けるためです。その二つについて、神が偽る

ことはあり得ません。

19 私たちが持っているこの希望は、安全で確かな、たましいの錨のようなものであり、また幕の

内側にまで入って行くものです。

20 イエスは、私たちのために先駆けとしてそこに入り、メルキゼデクの例に倣って、とこしえに

大祭司となられたのです。

第7章

1 このメルキゼデクはサレムの王で、いと高き神の祭司でしたが、アブラハムが王たちを打ち破

って帰るのを出迎えて祝福しました。

2 アブラハムは彼に、すべての物の十分の一を分け与えました。彼の名は訳すと、まず「義の

王」、次に「サレムの王」、すなわち「平和の王」です。

3 父もなく、母もなく、系図もなく、生涯の初めもなく、いのちの終わりもなく、神の子に似た

者とされて、いつまでも祭司としてとどまっているのです。

4 さて、その人がどんなに偉大であったかを考えてみなさい。族長であるアブラハムでさえ、彼

に一番良い戦利品の十分の一を与えました。

5 レビの子らの中で祭司職を受ける者たちは、同じアブラハムの子孫であるのに、民から、すな

わち自分の兄弟たちから、十分の一を徴収するように、律法で命じられています。

6 ところが、レビの子らの系図につながっていない者が、アブラハムから十分の一を受け取り、

約束を受けたアブラハムを祝福しました。

7 言うまでもなく、より劣った者が、よりすぐれた者から祝福を受けるものです。

8 十分の一を受けているのは、一方では、死ぬべき人たちですが、他方では、生きていると証し

されている人です。

9 言うならば、十分の一を受け取るレビでさえ、アブラハムを通して十分の一を納めたのでし

た。

10 というのは、メルキゼデクがアブラハムを出迎えたとき、レビはまだ父の腰の中にいたからで

す。

11 民はレビ族の祭司職に基づいて律法を与えられました。もしその祭司職によって完全さに到達

できたのなら、それ以上何の必要があって、アロンに倣ってではなく、メルキゼデクに倣って

と言われる、別の祭司が立てられたのでしょうか。

12 祭司職が変われば、必ず律法も変わらなければなりません。



13 私たちがこれまで語ってきた方は、祭壇に仕える者が出たことのない、別の部族に属しておら

れます。

14 私たちの主がユダ族から出られたことは明らかですが、この部族について、モーセは祭司に関

することを何も述べていないのです。

15 もしメルキゼデクと同じような、別の祭司が立つなら、以上のことはますます明らかになりま

す。

16 その祭司は、肉についての戒めである律法にはよらず、朽ちることのない、いのちの力によっ

て祭司となったのです。

17 この方について、こう証しされています。 「あなたは、メルキゼデクの例に倣い、 とこしえ

に祭司である。」

18 一方で、前の戒めは、弱く無益なために廃止され、

19 ──律法は何も全うしなかったのです──もう一方では、もっとすぐれた希望が導き入れられま

した。これによって私たちは神に近づくのです。

20 また、神による誓いなしではありません。レビの子らの場合は、神による誓いなしに祭司とな

っていますが、

21 この方は、ご自分に対して言われた神の誓いによって祭司となられました。 「主は誓われ

た。思い直されることはない。 『あなたはとこしえに祭司である。』」

22 その分、イエスは、もっとすぐれた契約の保証となられたのです。

23 また、レビの子らの場合は、死ということがあるために、務めにいつまでもとどまることがで

きず、大勢の者が祭司となっていますが、

24 イエスは永遠に存在されるので、変わることがない祭司職を持っておられます。

25 したがってイエスは、いつも生きていて、彼らのためにとりなしをしておられるので、ご自分

によって神に近づく人々を完全に救うことがおできになります。

26 このような方、敬虔で、悪も汚れもなく、罪人から離され、また天よりも高く上げられた大祭

司こそ、私たちにとってまさに必要な方です。

27 イエスは、ほかの大祭司たちのように、まず自分の罪のために、次に民の罪のために、毎日い

けにえを献げる必要はありません。イエスは自分自身を献げ、ただ一度でそのことを成し遂げ

られたからです。

28 律法は、弱さを持つ人間たちを大祭司に立てますが、律法の後から来た誓いのみことばは、永

遠に完全な者とされた御子を立てるのです。

第8章

1 以上述べてきたことの要点は、私たちにはこのような大祭司がおられるということです。この

方は天におられる大いなる方の御座の右に座し、

2 人間によってではなく、主によって設けられた、まことの幕屋、聖所で仕えておられます。

3 大祭司はみな、ささげ物といけにえを献げるために任命されています。したがって、この大祭

司も何か献げる物を持っていなければなりません。

4 もしこの方が地上におられたなら、祭司であることは決してなかったでしょう。律法にしたが

ってささげ物をする祭司たちがいるからです。



5 この祭司たちは、天にあるものの写しと影に仕えています。それは、モーセが幕屋を設営しよ

うとしたときに、御告げを受けたとおりのものです。神は、「よく注意して、山であなたに示

された型どおりに、すべてのものを作らなければならない」と言われました。

6 しかし今、この大祭司は、よりすぐれた契約の仲介者であるだけに、その分、はるかにすぐれ

た奉仕を得ておられます。その契約は、よりすぐれた約束に基づいて制定されたものです。

7 もしあの初めの契約が欠けのないものであったなら、第二の契約が必要になる余地はなかった

はずです。

8 神は人々の欠けを責めて、こう言われました。 「見よ、その時代が来る。 ──主のことば──

そのとき、わたしはイスラエルの家、ユダの家との 新しい契約を実現させる。

9 その契約は、わたしが彼らの先祖の手を握って エジプトの地から導き出した日に、 彼らと結

んだ契約のようではない。 彼らはわたしの契約にとどまらなかったので、 わたしも彼らを顧

みなかった。 ──主のことば──

10 これらの日の後に、わたしが イスラエルの家と結ぶ契約はこうである。 ──主のことば── わ

たしは、 わたしの律法を彼らの思いの中に置き、 彼らの心にこれを書き記す。 わたしは彼ら

の神となり、 彼らはわたしの民となる。

11 彼らはもはや、それぞれ仲間に、 あるいはそれぞれ兄弟に、 『主を知れ』と言って教えるこ

とはない。 彼らがみな、小さい者から大きい者まで、 わたしを知るようになるからだ。

12 わたしが彼らの不義にあわれみをかけ、 もはや彼らの罪を思い起こさないからだ。」

13 神は、「新しい契約」と呼ぶことで、初めの契約を古いものとされました。年を経て古びたも

のは、すぐに消えて行くのです。

第9章

1 さて、初めの契約にも、礼拝の規定と地上の聖所がありました。

2 すなわち、第一の幕屋が設けられ、そこには燭台と机と臨在のパンがありました。それが聖所

と呼ばれる場所です。

3 また、第二の垂れ幕のうしろには、至聖所と呼ばれる幕屋があり、

4 そこには金の香壇と、全面を金でおおわれた契約の箱があり、箱の中には、マナの入った金の

壺、芽を出したアロンの杖、契約の板がありました。

5 また、箱の上で、栄光のケルビムが「宥めの蓋」をおおっていました。しかし、これらについ

て、今は一つ一つ述べることはできません。

6 さて、これらの物が以上のように整えられたうえで、祭司たちはいつも第一の幕屋に入って、

礼拝を行います。

7 しかし、第二の幕屋には年に一度、大祭司だけが入ります。そのとき、自分のため、また民が

知らずに犯した罪のために献げる血を携えずに、そこに入るようなことはありません。

8 聖霊は、次のことを示しておられます。すなわち、第一の幕屋が存続しているかぎり、聖所へ

の道がまだ明らかにされていないということです。

9 この幕屋は今の時を示す比喩です。それにしたがって、ささげ物といけにえが献げられます

が、それらは礼拝する人の良心を完全にすることができません。

10 それらは、ただ食物と飲み物と種々の洗いに関するもので、新しい秩序が立てられる時まで課

せられた、からだに関する規定にすぎません。



11 しかしキリストは、すでに実現したすばらしい事柄の大祭司として来られ、人の手で造った物

でない、すなわち、この被造世界の物でない、もっと偉大な、もっと完全な幕屋を通り、

12 また、雄やぎと子牛の血によってではなく、ご自分の血によって、ただ一度だけ聖所に入り、

永遠の贖いを成し遂げられました。

13 雄やぎと雄牛の血や、若い雌牛の灰を汚れた人々に振りかけると、それが聖なるものとする働

きをして、からだをきよいものにするのなら、

14 まして、キリストが傷のないご自分を、とこしえの御霊によって神にお献げになったその血

は、どれだけ私たちの良心をきよめて死んだ行いから離れさせ、生ける神に仕える者にするこ

とでしょうか。

15 キリストは新しい契約の仲介者です。それは、初めの契約のときの違反から贖い出すための死

が実現して、召された者たちが、約束された永遠の資産を受け継ぐためです。

16 遺言には、遺言者の死亡証明が必要です。

17 遺言は人が死んだとき初めて有効になるのであって、遺言者が生きている間には、決して効力

を持ちません。

18 ですから、初めの契約も、血を抜きに成立したのではありません。

19 モーセは、律法にしたがってすべての戒めを民全体に語った後、水と緋色の羊の毛とヒソプと

ともに、子牛と雄やぎの血を取って、契約の書自体にも民全体にも振りかけ、

20 「これは、神があなたがたに対して命じられた契約の血である」と言いました。

21 また彼は、幕屋と、礼拝に用いるすべての用具にも同様に血を振りかけました。

22 律法によれば、ほとんどすべてのものは血によってきよめられます。血を流すことがなけれ

ば、罪の赦しはありません。

23 ですから、天にあるものの写しは、これらのものによってきよめられる必要がありますが、天

上にある本体そのものは、それ以上にすぐれたいけにえによって、きよめられる必要がありま

す。

24 キリストは、本物の模型にすぎない、人の手で造られた聖所に入られたのではなく、天そのも

のに入られたのです。そして今、私たちのために神の御前に現れてくださいます。

25 それも、年ごとに自分の血でない血を携えて聖所に入る大祭司とは違い、キリストはご自分を

何度も献げるようなことはなさいません。

26 もし同じだとしたら、世界の基が据えられたときから、何度も苦難を受けなければならなかっ

たでしょう。しかし今、キリストはただ一度だけ、世々の終わりに、ご自分をいけにえとして

罪を取り除くために現れてくださいました。

27 そして、人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定まっているように、

28 キリストも、多くの人の罪を負うために一度ご自分を献げ、二度目には、罪を負うためではな

く、ご自分を待ち望んでいる人々の救いのために現れてくださいます。

第10章

1 律法には来たるべき良きものの影はあっても、その実物はありません。ですから律法は、年ご

とに絶えず献げられる同じいけにえによって神に近づく人々を、完全にすることができませ

ん。



2 それができたのなら、礼拝する人たちは一度できよめられて、もはや罪を意識することがなく

なるので、いけにえを献げることは終わったはずです。

3 ところがむしろ、これらのいけにえによって罪が年ごとに思い出されるのです。

4 雄牛と雄やぎの血は罪を除くことができないからです。

5 ですからキリストは、この世界に来てこう言われました。 「あなたは、いけにえやささげ物

を お求めにならないで、 わたしに、からだを備えてくださいました。

6 全焼のささげ物や罪のきよめのささげ物を あなたは、お喜びにはなりませんでした。

7 そのとき、わたしは申しました。 『今、わたしはここに来ております。 巻物の書にわたしの

ことが書いてあります。 神よ、あなたのみこころを行うために。』」

8 以上のとおり、キリストは「あなたは、いけにえやささげ物、全焼のささげ物や罪のきよめの

ささげ物、すなわち、律法にしたがって献げられる、いろいろな物を望まず、またそれらをお

喜びになりませんでした」と言い、

9 それから、「今、わたしはあなたのみこころを行うために来ました」と言われました。第二の

ものを立てるために、初めのものを廃止されるのです。

10 このみこころにしたがって、イエス・キリストのからだが、ただ一度だけ献げられたことによ

り、私たちは聖なるものとされています。

11 さらに、祭司がみな、毎日立って礼拝の務めをなし、同じいけにえを繰り返し献げても、それ

らは決して罪を除き去ることができませんが、

12 キリストは、罪のために一つのいけにえを献げた後、永遠に神の右の座に着き、

13 あとは、敵がご自分の足台とされるのを待っておられます。

14 なぜなら、キリストは聖なるものとされる人々を、一つのささげ物によって永遠に完成された

からです。

15 聖霊もまた、私たちに証ししておられます。というのも、

16 「これらの日の後に、わたしが 彼らと結ぶ契約はこうである。 ──主のことば── わたしは、

わたしの律法を彼らの心に置き、 彼らの思いにこれを書き記す」 と言った後で、

17 「わたしは、もはや 彼らの罪と不法を思い起こさない」 と言われるからです。

18 罪と不法が赦されるところでは、もう罪のきよめのささげ物はいりません。

19 こういうわけで、兄弟たち。私たちはイエスの血によって大胆に聖所に入ることができます。

20 イエスはご自分の肉体という垂れ幕を通して、私たちのために、この新しい生ける道を開いて

くださいました。

21 また私たちには、神の家を治める、この偉大な祭司がおられるのですから、

22 心に血が振りかけられて、邪悪な良心をきよめられ、からだをきよい水で洗われ、全き信仰を

もって真心から神に近づこうではありませんか。

23 約束してくださった方は真実な方ですから、私たちは動揺しないで、しっかりと希望を告白し

続けようではありませんか。

24 また、愛と善行を促すために、互いに注意を払おうではありませんか。

25 ある人たちの習慣に倣って自分たちの集まりをやめたりせず、むしろ励まし合いましょう。そ

の日が近づいていることが分かっているのですから、ますます励もうではありませんか。



26 もし私たちが、真理の知識を受けた後、進んで罪にとどまり続けるなら、もはや罪のきよめの

ためにはいけにえは残されておらず、

27 ただ、さばきと、逆らう者たちを焼き尽くす激しい火を、恐れながら待つしかありません。

28 モーセの律法を拒否する者は、二人または三人の証人のことばに基づいて、あわれみを受ける

ことなく死ぬことになります。

29 まして、神の御子を踏みつけ、自分を聖なるものとした契約の血を汚れたものと見なし、恵み

の御霊を侮る者は、いかに重い処罰に値するかが分かるでしょう。

30 私たちは、 「復讐はわたしのもの、 わたしが報復する。」 また、 「主は御民をさばかれる」

と言われる方を知っています。

31 生ける神の手の中に陥ることは恐ろしいことです。

32 あなたがたは、光に照らされた後で苦難との厳しい戦いに耐えた、初めの日々を思い起こしな

さい。

33 嘲られ、苦しい目にあわされ、見せ物にされたこともあれば、このような目にあった人たちの

同志となったこともあります。

34 あなたがたは、牢につながれている人々と苦しみをともにし、また、自分たちにはもっとすぐ

れた、いつまでも残る財産があることを知っていたので、自分の財産が奪われても、それを喜

んで受け入れました。

35 ですから、あなたがたの確信を投げ捨ててはいけません。その確信には大きな報いがありま

す。

36 あなたがたが神のみこころを行って、約束のものを手に入れるために必要なのは、忍耐です。

37 「もうしばらくすれば、来たるべき方が来られる。 遅れることはない。

38 わたしの義人は信仰によって生きる。 もし恐れ退くなら、 わたしの心は彼を喜ばない。」

39 しかし私たちは、恐れ退いて滅びる者ではなく、信じていのちを保つ者です。

第11章

1 さて、信仰は、望んでいることを保証し、目に見えないものを確信させるものです。

2 昔の人たちは、この信仰によって称賛されました。

3 信仰によって、私たちは、この世界が神のことばで造られたことを悟り、その結果、見えるも

のが、目に見えるものからできたのではないことを悟ります。

4 信仰によって、アベルはカインよりもすぐれたいけにえを神に献げ、そのいけにえによって、

彼が正しい人であることが証しされました。神が、彼のささげ物を良いささげ物だと証しして

くださったからです。彼は死にましたが、その信仰によって今もなお語っています。

5 信仰によって、エノクは死を見ることがないように移されました。神が彼を移されたので、い

なくなりました。彼が神に喜ばれていたことは、移される前から証しされていたのです。

6 信仰がなければ、神に喜ばれることはできません。神に近づく者は、神がおられることと、神

がご自分を求める者には報いてくださる方であることを、信じなければならないのです。

7 信仰によって、ノアはまだ見ていない事柄について神から警告を受けたときに、恐れかしこん

で家族の救いのために箱舟を造り、その信仰によって世を罪ありとし、信仰による義を受け継

ぐ者となりました。



8 信仰によって、アブラハムは相続財産として受け取るべき地に出て行くようにと召しを受けた

ときに、それに従い、どこに行くのかを知らずに出て行きました。

9 信仰によって、彼は約束された地に他国人のようにして住み、同じ約束をともに受け継ぐイサ

クやヤコブと天幕生活をしました。

10 堅い基礎の上に建てられた都を待ち望んでいたからです。その都の設計者、また建設者は神で

す。

11 アブラハムは、すでにその年を過ぎた身であり、サラ自身も不妊の女であったのに、信仰によ

って、子をもうける力を得ました。彼が、約束してくださった方を真実な方と考えたからで

す。

12 こういうわけで、一人の、しかも死んだも同然の人から、天の星のように、また海辺の数えき

れない砂のように数多くの子孫が生まれたのです。

13 これらの人たちはみな、信仰の人として死にました。約束のものを手に入れることはありませ

んでしたが、はるか遠くにそれを見て喜び迎え、地上では旅人であり、寄留者であることを告

白していました。

14 そのように言っている人たちは、自分の故郷を求めていることを明らかにしています。

15 もし彼らが思っていたのが、出て来た故郷だったなら、帰る機会はあったでしょう。

16 しかし実際には、彼らが憧れていたのは、もっと良い故郷、すなわち天の故郷でした。ですか

ら神は、彼らの神と呼ばれることを恥となさいませんでした。神が彼らのために都を用意され

たのです。

17 信仰によって、アブラハムは試みを受けたときにイサクを献げました。約束を受けていた彼

が、自分のただひとりの子を献げようとしたのです。

18 神はアブラハムに「イサクにあって、あなたの子孫が起こされる」と言われましたが、

19 彼は、神には人を死者の中からよみがえらせることもできると考えました。それで彼は、比喩

的に言えば、イサクを死者の中から取り戻したのです。

20 信仰によって、イサクはやがて起こることについて、ヤコブとエサウを祝福しました。

21 信仰によって、ヤコブは死ぬときに、ヨセフの息子たちをそれぞれ祝福し、また自分の杖の上

に寄りかかって礼拝しました。

22 信仰によって、ヨセフは臨終のときに、イスラエルの子らの脱出について語り、自分の遺骸に

ついて指示を与えました。

23 信仰によって、モーセは生まれてから三か月の間、両親によって隠されていました。彼らがそ

の子のかわいいのを見、また、王の命令を恐れなかったからです。

24 信仰によって、モーセは成人したときに、ファラオの娘の息子と呼ばれることを拒み、

25 はかない罪の楽しみにふけるよりも、むしろ神の民とともに苦しむことを選び取りました。

26 彼は、キリストのゆえに受ける辱めを、エジプトの宝にまさる大きな富と考えました。それ

は、与えられる報いから目を離さなかったからでした。

27 信仰によって、彼は王の憤りを恐れることなくエジプトを立ち去りました。目に見えない方を

見ているようにして、忍び通したのです。

28 信仰によって、彼は長子を滅ぼす者が自分たちに触れることがないように、過越の食事をし、

血を振りかけました。



29 信仰によって、人々は乾いた陸地を行くのと同じように紅海を渡りました。エジプト人たちは

同じことをしようとしましたが、水に吞み込まれてしまいました。

30 信仰によって、人々が七日間エリコの周囲を回ると、その城壁は崩れ落ちました。

31 信仰によって、遊女ラハブは、偵察に来た人たちを穏やかに受け入れたので、不従順な者たち

と一緒に滅びずにすみました。

32 これ以上、何を言いましょうか。もし、ギデオン、バラク、サムソン、エフタ、またダビデ、

サムエル、預言者たちについても語れば、時間が足りないでしょう。

33 彼らは信仰によって、国々を征服し、正しいことを行い、約束のものを手に入れ、獅子の口を

ふさぎ、

34 火の勢いを消し、剣の刃を逃れ、弱い者なのに強くされ、戦いの勇士となり、他国の陣営を敗

走させました。

35 女たちは、死んだ身内の者たちをよみがえらせていただきました。また、ほかの人たちは、も

っとすぐれたよみがえりを得るために、釈放されることを拒んで拷問を受けました。

36 また、ほかの人たちは嘲られ、むちで打たれ、さらに鎖につながれて牢に入れられる経験を

し、

37 また、石で打たれ、のこぎりで引かれ、剣で切り殺され、羊ややぎの皮を着て歩き回り、困窮

し、圧迫され、虐待されました。

38 この世は彼らにふさわしくありませんでした。彼らは荒野、山、洞穴、地の穴をさまよいまし

た。

39 これらの人たちはみな、その信仰によって称賛されましたが、約束されたものを手に入れるこ

とはありませんでした。

40 神は私たちのために、もっとすぐれたものを用意しておられたので、私たちを抜きにして、彼

らが完全な者とされることはなかったのです。

第12章

1 こういうわけで、このように多くの証人たちが、雲のように私たちを取り巻いているのですか

ら、私たちも、一切の重荷とまとわりつく罪を捨てて、自分の前に置かれている競走を、忍耐

をもって走り続けようではありませんか。

2 信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さないでいなさい。この方は、ご自分の

前に置かれた喜びのために、辱めをものともせずに十字架を忍び、神の御座の右に着座された

のです。

3 あなたがたは、罪人たちの、ご自分に対するこのような反抗を耐え忍ばれた方のことを考えな

さい。あなたがたの心が元気を失い、疲れ果ててしまわないようにするためです。

4 あなたがたは、罪と戦って、まだ血を流すまで抵抗したことがありません。

5 そして、あなたがたに向かって子どもたちに対するように語られた、この励ましのことばを忘

れています。 「わが子よ、主の訓練を軽んじてはならない。 主に叱られて気落ちしてはなら

ない。

6 主はその愛する者を訓練し、 受け入れるすべての子に、 むちを加えられるのだから。」

7 訓練として耐え忍びなさい。神はあなたがたを子として扱っておられるのです。父が訓練しな

い子がいるでしょうか。



8 もしあなたがたが、すべての子が受けている訓練を受けていないとしたら、私生児であって、

本当の子ではありません。

9 さらに、私たちには肉の父がいて、私たちを訓練しましたが、私たちはその父たちを尊敬して

いました。それなら、なおのこと、私たちは霊の父に服従して生きるべきではないでしょう

か。

10 肉の父はわずかの間、自分が良いと思うことにしたがって私たちを訓練しましたが、霊の父は

私たちの益のために、私たちをご自分の聖さにあずからせようとして訓練されるのです。

11 すべての訓練は、そのときは喜ばしいものではなく、かえって苦しく思われるものですが、後

になると、これによって鍛えられた人々に、義という平安の実を結ばせます。

12 ですから、弱った手と衰えた膝をまっすぐにしなさい。

13 また、あなたがたは自分の足のために、まっすぐな道を作りなさい。足の不自由な人が踏み外

すことなく、むしろ癒やされるためです。

14 すべての人との平和を追い求め、また、聖さを追い求めなさい。聖さがなければ、だれも主を

見ることができません。

15 だれも神の恵みから落ちないように、また、苦い根が生え出て悩ませたり、これによって多く

の人が汚されたりしないように、気をつけなさい。

16 また、だれも、一杯の食物と引き替えに自分の長子の権利を売ったエサウのように、淫らな

者、俗悪な者にならないようにしなさい。

17 あなたがたが知っているとおり、彼は後になって祝福を受け継ぎたいと思ったのですが、退け

られました。涙を流して求めても、彼には悔い改めの機会が残っていませんでした。

18 あなたがたが近づいているのは、手でさわれるもの、燃える火、黒雲、暗闇、嵐、

19 ラッパの響き、ことばのとどろきではありません。そのことばのとどろきを聞いた者たちは、

それ以上一言も自分たちに語らないでくださいと懇願しました。

20 彼らは、「たとえ獣でも、山に触れるものは石で打ち殺されなければならない」という命令に

耐えることができませんでした。

21 また、その光景があまりに恐ろしかったので、モーセは「私は怖くて震える」と言いました。

22 しかし、あなたがたが近づいているのは、シオンの山、生ける神の都である天上のエルサレ

ム、無数の御使いたちの喜びの集い、

23 天に登録されている長子たちの教会、すべての人のさばき主である神、完全な者とされた義人

たちの霊、

24 さらに、新しい契約の仲介者イエス、それに、アベルの血よりもすぐれたことを語る、注ぎか

けられたイエスの血です。

25 あなたがたは、語っておられる方を拒まないように気をつけなさい。地上において、警告を与

える方を拒んだ彼らが処罰を免れなかったとすれば、まして、天から警告を与える方に私たち

が背を向けるなら、なおのこと処罰を免れられません。

26 あのときは御声が地を揺り動かしましたが、今は、こう約束しておられます。 「もう一度、

わたしは、地だけではなく 天も揺り動かす。」

27 この「もう一度」ということばは、揺り動かされないものが残るために、揺り動かされるも

の、すなわち造られたものが取り除かれることを示しています。



28 このように揺り動かされない御国を受けるのですから、私たちは感謝しようではありません

か。感謝しつつ、敬虔と恐れをもって、神に喜ばれる礼拝をささげようではありませんか。

29 私たちの神は焼き尽くす火なのです。

第13章

1 兄弟愛をいつも持っていなさい。

2 旅人をもてなすことを忘れてはいけません。そうすることで、ある人たちは、知らずに御使い

たちをもてなしました。

3 牢につながれている人々を、自分も牢にいる気持ちで思いやりなさい。また、自分も肉体を持

っているのですから、虐げられている人々を思いやりなさい。

4 結婚がすべての人の間で尊ばれ、寝床が汚されることのないようにしなさい。神は、淫行を行

う者と姦淫を行う者をさばかれるからです。

5 金銭を愛する生活をせずに、今持っているもので満足しなさい。主ご自身が「わたしは決して

あなたを見放さず、あなたを見捨てない」と言われたからです。

6 ですから、私たちは確信をもって言います。 「主は私の助け手。私は恐れない。 人が私に何

ができるだろうか。」

7 神のことばをあなたがたに話した指導者たちのことを、覚えていなさい。彼らの生き方から生

まれたものをよく見て、その信仰に倣いなさい。

8 イエス・キリストは、昨日も今日も、とこしえに変わることがありません。

9 様々な異なった教えによって迷わされてはいけません。食物の規定によらず、恵みによって心

を強くするのは良いことです。食物の規定にしたがって歩んでいる者たちは、益を得ませんで

した。

10 私たちには一つの祭壇があります。幕屋で仕えている者たちには、この祭壇から食べる権利が

ありません。

11 動物の血は、罪のきよめのささげ物として、大祭司によって聖所の中に持って行かれますが、

からだは宿営の外で焼かれるのです。

12 それでイエスも、ご自分の血によって民を聖なるものとするために、門の外で苦しみを受けら

れました。

13 ですから私たちは、イエスの辱めを身に負い、宿営の外に出て、みもとに行こうではありませ

んか。

14 私たちは、いつまでも続く都をこの地上に持っているのではなく、むしろ来たるべき都を求め

ているのです。

15 それなら、私たちはイエスを通して、賛美のいけにえ、御名をたたえる唇の果実を、絶えず神

にささげようではありませんか。

16 善を行うことと、分かち合うことを忘れてはいけません。そのようないけにえを、神は喜ばれ

るのです。

17 あなたがたの指導者たちの言うことを聞き、また服従しなさい。この人たちは神に申し開きを

する者として、あなたがたのたましいのために見張りをしているのです。ですから、この人た

ちが喜んでそのことをし、嘆きながらすることにならないようにしなさい。そうでないと、あ

なたがたの益にはならないからです。



18 私たちのために祈ってください。私たちは正しい良心を持っていると確信しており、何事につ

いても正しく行動したいと思っているからです。

19 私があなたがたのもとに早く戻れるように、なおいっそう祈ってくださるよう、お願いしま

す。

20 永遠の契約の血による羊の大牧者、私たちの主イエスを、死者の中から導き出された平和の神

が、

21 あらゆる良いものをもって、あなたがたを整え、みこころを行わせてくださいますように。ま

た、御前でみこころにかなうことを、イエス・キリストを通して、私たちのうちに行ってくだ

さいますように。栄光が世々限りなくイエス・キリストにありますように。アーメン。

22 兄弟たちよ、あなたがたにお願いします。このような勧めのことばを耐え忍んでください。私

は手短に書いたのです。

23 私たちの兄弟テモテが釈放されたことを、お知らせします。もし彼が早く来れば、私は彼と一

緒にあなたがたに会えるでしょう。

24 あなたがたのすべての指導者たち、また、すべての聖徒たちによろしく。イタリアから来た人

たちが、あなたがたによろしくと言っています。

25 恵みがあなたがたすべてとともにありますように。



ヤコブの手紙

James

第1章

1 神と主イエス・キリストのしもべヤコブが、離散している十二部族にあいさつを送ります。

2 私の兄弟たち。様々な試練にあうときはいつでも、この上もない喜びと思いなさい。

3 あなたがたが知っているとおり、信仰が試されると忍耐が生まれます。

4 その忍耐を完全に働かせなさい。そうすれば、あなたがたは何一つ欠けたところのない、成熟

した、完全な者となります。

5 あなたがたのうちに、知恵に欠けている人がいるなら、その人は、だれにでも惜しみなく、と

がめることなく与えてくださる神に求めなさい。そうすれば与えられます。

6 ただし、少しも疑わずに、信じて求めなさい。疑う人は、風に吹かれて揺れ動く、海の大波の

ようです。

7 その人は、主から何かをいただけると思ってはなりません。

8 そういう人は二心を抱く者で、歩む道すべてにおいて心が定まっていないからです。

9 身分の低い兄弟は、自分が高められることを誇りとしなさい。

10 富んでいる人は、自分が低くされることを誇りとしなさい。富んでいる人は草の花のように過

ぎ去って行くのです。

11 太陽が昇って炎熱をもたらすと、草を枯らします。すると花は落ち、美しい姿は失われます。

そのように、富んでいる人も旅路の途中で消えて行くのです。

12 試練に耐える人は幸いです。耐え抜いた人は、神を愛する者たちに約束された、いのちの冠を

受けるからです。

13 だれでも誘惑されているとき、神に誘惑されていると言ってはいけません。神は悪に誘惑され

ることのない方であり、ご自分でだれかを誘惑することもありません。

14 人が誘惑にあうのは、それぞれ自分の欲に引かれ、誘われるからです。

15 そして、欲がはらんで罪を生み、罪が熟して死を生みます。

16 私の愛する兄弟たち、思い違いをしてはいけません。

17 すべての良い贈り物、またすべての完全な賜物は、上からのものであり、光を造られた父から

下って来るのです。父には、移り変わりや、天体の運行によって生じる影のようなものはあり

ません。

18 この父が私たちを、いわば被造物の初穂にするために、みこころのままに真理のことばをもっ

て生んでくださいました。

19 私の愛する兄弟たち、このことをわきまえていなさい。人はだれでも、聞くのに早く、語るの

に遅く、怒るのに遅くありなさい。

20 人の怒りは神の義を実現しないのです。

21 ですから、すべての汚れやあふれる悪を捨て去り、心に植えつけられたみことばを素直に受け

入れなさい。みことばは、あなたがたのたましいを救うことができます。

22 みことばを行う人になりなさい。自分を欺いて、ただ聞くだけの者となってはいけません。



23 みことばを聞いても行わない人がいるなら、その人は自分の生まれつきの顔を鏡で眺める人の

ようです。

24 眺めても、そこを離れると、自分がどのようであったか、すぐに忘れてしまいます。

25 しかし、自由をもたらす完全な律法を一心に見つめて、それから離れない人は、すぐに忘れる

聞き手にはならず、実際に行う人になります。こういう人は、その行いによって祝福されま

す。

26 自分は宗教心にあついと思っても、自分の舌を制御せず、自分の心を欺いているなら、そのよ

うな人の宗教はむなしいものです。

27 父である神の御前できよく汚れのない宗教とは、孤児ややもめたちが困っているときに世話を

し、この世の汚れに染まらないよう自分を守ることです。

第2章

1 私の兄弟たち。あなたがたは、私たちの主、栄光のイエス・キリストへの信仰を持っていなが

ら、人をえこひいきすることがあってはなりません。

2 あなたがたの集会に、金の指輪をはめた立派な身なりの人が入って来て、また、みすぼらしい

身なりの貧しい人も入って来たとします。

3 あなたがたは、立派な身なりをした人に目を留めて、「あなたはこちらの良い席にお座りくだ

さい」と言い、貧しい人には、「あなたは立っていなさい。でなければ、そこに、私の足もと

に座りなさい」と言うなら、

4 自分たちの間で差別をし、悪い考えでさばく者となったのではありませんか。

5 私の愛する兄弟たち、よく聞きなさい。神は、この世の貧しい人たちを選んで信仰に富む者と

し、神を愛する者に約束された御国を受け継ぐ者とされたではありませんか。

6 それなのに、あなたがたは貧しい人を辱めたのです。あなたがたを虐げるのは富んでいる人た

ちではありませんか。また、あなたがたを裁判所に引いて行くのも彼らではありませんか。

7 あなたがたがその名で呼ばれている尊い御名を汚すのも、彼らではありませんか。

8 もし本当に、あなたがたが聖書にしたがって、「あなたの隣人を自分自身のように愛しなさ

い」という最高の律法を守るなら、あなたがたの行いは立派です。

9 しかし、もし人をえこひいきするなら、あなたがたは罪を犯しており、律法によって違反者と

して責められます。

10 律法全体を守っても、一つの点で過ちを犯すなら、その人はすべてについて責任を問われるか

らです。

11 「姦淫してはならない」と言われた方は、「殺してはならない」とも言われました。ですか

ら、姦淫しなくても人殺しをすれば、あなたは律法の違反者になっているのです。

12 自由をもたらす律法によってさばかれることになる者として、ふさわしく語り、ふさわしく行

いなさい。

13 あわれみを示したことがない者に対しては、あわれみのないさばきが下されます。あわれみが

さばきに対して勝ち誇るのです。

14 私の兄弟たち。だれかが自分には信仰があると言っても、その人に行いがないなら、何の役に

立つでしょうか。そのような信仰がその人を救うことができるでしょうか。

15 兄弟か姉妹に着る物がなく、毎日の食べ物にも事欠いているようなときに、



16 あなたがたのうちのだれかが、その人たちに、「安心して行きなさい。温まりなさい。満腹に

なるまで食べなさい」と言っても、からだに必要な物を与えなければ、何の役に立つでしょ

う。

17 同じように、信仰も行いが伴わないなら、それだけでは死んだものです。

18 しかし、「ある人には信仰があるが、ほかの人には行いがあります」と言う人がいるでしょ

う。行いのないあなたの信仰を私に見せてください。私は行いによって、自分の信仰をあなた

に見せてあげます。

19 あなたは、神は唯一だと信じています。立派なことです。ですが、悪霊どもも信じて、身震い

しています。

20 ああ愚かな人よ。あなたは、行いのない信仰が無益なことを知りたいのですか。

21 私たちの父アブラハムは、その子イサクを祭壇に献げたとき、行いによって義と認められたで

はありませんか。

22 あなたが見ているとおり、信仰がその行いとともに働き、信仰は行いによって完成されまし

た。

23 「アブラハムは神を信じた。それで、それが彼の義と認められた」という聖書のことばが実現

し、彼は神の友と呼ばれたのです。

24 人は行いによって義と認められるのであって、信仰だけによるのではないことが分かるでしょ

う。

25 同じように遊女ラハブも、使者たちを招き入れ、別の道から送り出したので、その行いによっ

て義と認められたではありませんか。

26 からだが霊を欠いては死んでいるのと同じように、信仰も行いを欠いては死んでいるのです。

第3章

1 私の兄弟たち、多くの人が教師になってはいけません。あなたがたが知っているように、私た

ち教師は、より厳しいさばきを受けます。

2 私たちはみな、多くの点で過ちを犯すからです。もし、ことばで過ちを犯さない人がいたら、

その人はからだ全体も制御できる完全な人です。

3 馬を御するためには、その口にくつわをはめれば、馬のからだ全体を思いどおりに動かすこと

ができます。

4 また船を見なさい。あのように大きくて、強風を受けていても、ごく小さい舵によって、舵を

取る人の思いどおりのところへ導かれます。

5 同じように、舌も小さな器官ですが、大きなことを言って自慢します。見なさい。あのように

小さな火が、あのように大きな森を燃やします。

6 舌は火です。不義の世界です。舌は私たちの諸器官の中にあってからだ全体を汚し、人生の車

輪を燃やして、ゲヘナの火によって焼かれます。

7 どのような種類の獣も鳥も、這うものも海の生き物も、人類によって制することができ、すで

に制せられています。

8 しかし、舌を制することができる人は、だれもいません。舌は休むことのない悪であり、死の

毒で満ちています。



9 私たちは、舌で、主であり父である方をほめたたえ、同じ舌で、神の似姿に造られた人間を呪

います。

10 同じ口から賛美と呪いが出て来るのです。私の兄弟たち、そのようなことが、あってはなりま

せん。

11 泉が、甘い水と苦い水を同じ穴から湧き出させるでしょうか。

12 私の兄弟たち。いちじくの木がオリーブの実をならせたり、ぶどうの木がいちじくの実をなら

せたりすることができるでしょうか。塩水も甘い水を出すことはできません。

13 あなたがたのうちで、知恵があり、分別のある人はだれでしょうか。その人はその知恵にふさ

わしい柔和な行いを、立派な生き方によって示しなさい。

14 しかし、もしあなたがたの心の中に、苦々しいねたみや利己的な思いがあるなら、自慢した

り、真理に逆らって偽ったりするのはやめなさい。

15 そのような知恵は上から来たものではなく、地上のもの、肉的で悪魔的なものです。

16 ねたみや利己的な思いのあるところには、秩序の乱れや、あらゆる邪悪な行いがあるからで

す。

17 しかし、上からの知恵は、まず第一に清いものです。それから、平和で、優しく、協調性があ

り、あわれみと良い実に満ち、偏見がなく、偽善もありません。

18 義の実を結ばせる種は、平和をつくる人々によって平和のうちに蒔かれるのです。

第4章

1 あなたがたの間の戦いや争いは、どこから出て来るのでしょうか。ここから、すなわち、あな

たがたのからだの中で戦う欲望から出て来るのではありませんか。

2 あなたがたは、欲しても自分のものにならないと、人殺しをします。熱望しても手に入れるこ

とができないと、争ったり戦ったりします。自分のものにならないのは、あなたがたが求めな

いからです。

3 求めても得られないのは、自分の快楽のために使おうと、悪い動機で求めるからです。

4 節操のない者たち。世を愛することは神に敵対することだと分からないのですか。世の友とな

りたいと思う者はだれでも、自分を神の敵としているのです。

5 それとも、聖書は意味もなく語っていると思いますか。「神は、私たちのうちに住まわせた御

霊を、ねたむほどに慕っておられる。

6 神は、さらに豊かな恵みを与えてくださる」と。それで、こう言われています。 「神は高ぶ

る者には敵対し、 へりくだった者には恵みを与える。」

7 ですから、神に従い、悪魔に対抗しなさい。そうすれば、悪魔はあなたがたから逃げ去りま

す。

8 神に近づきなさい。そうすれば、神はあなたがたに近づいてくださいます。罪人たち、手をき

よめなさい。二心の者たち、心を清めなさい。

9 嘆きなさい。悲しみなさい。泣きなさい。あなたがたの笑いを悲しみに、喜びを憂いに変えな

さい。

10 主の御前でへりくだりなさい。そうすれば、主があなたがたを高く上げてくださいます。

11 兄弟たち、互いに悪口を言い合ってはいけません。自分の兄弟について悪口を言ったり、さば

いたりする者は、律法について悪口を言い、律法をさばいているのです。もしあなたが律法を



さばくなら、律法を行う者ではなく、さばく者です。

12 律法を定め、さばきを行う方はただひとりで、救うことも滅ぼすこともできる方です。隣人を

さばくあなたは、いったい何者ですか。

13 「今日か明日、これこれの町に行き、そこに一年いて、商売をしてもうけよう」と言っている

者たち、よく聞きなさい。

14 あなたがたには、明日のことは分かりません。あなたがたのいのちとは、どのようなものでし

ょうか。あなたがたは、しばらくの間現れて、それで消えてしまう霧です。

15 あなたがたはむしろ、「主のみこころであれば、私たちは生きて、このこと、あるいは、あの

ことをしよう」と言うべきです。

16 ところが実際には、あなたがたは大言壮語して誇っています。そのような誇りはすべて悪いこ

とです。

17 こういうわけで、なすべき良いことを知っていながら行わないなら、それはその人には罪で

す。

第5章

1 金持ちたちよ、よく聞きなさい。迫り来る自分たちの不幸を思って、泣き叫びなさい。

2 あなたがたの富は腐り、あなたがたの衣は虫に食われ、

3 あなたがたの金銀はさびています。そのさびがあなたがたを責める証言となり、あなたがたの

肉を火のように食い尽くします。あなたがたは、終わりの日に財を蓄えたのです。

4 見なさい。あなたがたの畑の刈り入れをした労働者への未払い賃金が、叫び声をあげていま

す。刈り入れをした人たちの叫び声は、万軍の主の耳に届いています。

5 あなたがたは地上でぜいたくに暮らし、快楽にふけり、屠られる日のために自分の心を太らせ

ました。

6 あなたがたは、正しい人を不義に定めて殺しました。彼はあなたがたに抵抗しません。

7 ですから、兄弟たち。主が来られる時まで耐え忍びなさい。見なさい。農夫は大地の貴重な実

りを、初めの雨や後の雨が降るまで耐え忍んで待っています。

8 あなたがたも耐え忍びなさい。心を強くしなさい。主が来られる時が近づいているからです。

9 兄弟たち。さばかれることがないように、互いに文句を言い合うのはやめなさい。見なさい。

さばきを行う方が戸口のところに立っておられます。

10 兄弟たち。苦難と忍耐については、主の御名によって語った預言者たちを模範にしなさい。

11 見なさい。耐え忍んだ人たちは幸いだと私たちは思います。あなたがたはヨブの忍耐のことを

聞き、主によるその結末を知っています。主は慈愛に富み、あわれみに満ちておられます。

12 私の兄弟たち。とりわけ、誓うことはやめなさい。天にかけても地にかけても、ほかの何にか

けても誓ってはいけません。あなたがたの「はい」は「はい」、「いいえ」は「いいえ」であ

りなさい。そうすれば、さばきにあうことはありません。

13 あなたがたの中に苦しんでいる人がいれば、その人は祈りなさい。喜んでいる人がいれば、そ

の人は賛美しなさい。

14 あなたがたのうちに病気の人がいれば、教会の長老たちを招き、主の御名によって、オリーブ

油を塗って祈ってもらいなさい。



15 信仰による祈りは、病んでいる人を救います。主はその人を立ち上がらせてくださいます。も

しその人が罪を犯していたなら、その罪は赦されます。

16 ですから、あなたがたは癒やされるために、互いに罪を言い表し、互いのために祈りなさい。

正しい人の祈りは、働くと大きな力があります。

17 エリヤは私たちと同じ人間でしたが、雨が降らないように熱心に祈ると、三年六か月の間、雨

は地に降りませんでした。

18 それから彼は再び祈りました。すると、天は雨を降らせ、地はその実を実らせました。

19 私の兄弟たち。あなたがたの中に真理から迷い出た者がいて、だれかがその人を連れ戻すな

ら、

20 罪人を迷いの道から連れ戻す人は、罪人のたましいを死から救い出し、また多くの罪をおおう

ことになるのだと、知るべきです。



ペテロの手紙一

1 Peter

第1章

1 イエス・キリストの使徒ペテロから、ポントス、ガラテヤ、カパドキア、アジア、ビティニア

に散って寄留している選ばれた人たち、すなわち、

2 父なる神の予知のままに、御霊による聖別によって、イエス・キリストに従うように、またそ

の血の注ぎかけを受けるように選ばれた人たちへ。恵みと平安が、あなたがたにますます豊か

に与えられますように。

3 私たちの主イエス・キリストの父である神がほめたたえられますように。神は、ご自分の大き

なあわれみのゆえに、イエス・キリストが死者の中からよみがえられたことによって、私たち

を新しく生まれさせ、生ける望みを持たせてくださいました。

4 また、朽ちることも、汚れることも、消えて行くこともない資産を受け継ぐようにしてくださ

いました。これらは、あなたがたのために天に蓄えられています。

5 あなたがたは、信仰により、神の御力によって守られており、終わりの時に現されるように用

意されている救いをいただくのです。

6 そういうわけで、あなたがたは大いに喜んでいます。今しばらくの間、様々な試練の中で悲し

まなければならないのですが、

7 試練で試されたあなたがたの信仰は、火で精錬されてもなお朽ちていく金よりも高価であり、

イエス・キリストが現れるとき、称賛と栄光と誉れをもたらします。

8 あなたがたはイエス・キリストを見たことはないけれども愛しており、今見てはいないけれど

も信じており、ことばに尽くせない、栄えに満ちた喜びに躍っています。

9 あなたがたが、信仰の結果であるたましいの救いを得ているからです。

10 この救いについては、あなたがたに対する恵みを預言した預言者たちも、熱心に尋ね求め、細

かく調べました。

11 彼らは、自分たちのうちにおられるキリストの御霊が、キリストの苦難とそれに続く栄光を前

もって証ししたときに、だれを、そしてどの時を指して言われたのかを調べたのです。

12 彼らは、自分たちのためではなく、あなたがたのために奉仕しているのだという啓示を受けま

した。そして彼らが調べたことが今や、天から遣わされた聖霊により福音を語った人々を通し

て、あなたがたに告げ知らされたのです。御使いたちもそれをはっきり見たいと願っていま

す。

13 ですから、あなたがたは心を引き締め、身を慎み、イエス・キリストが現れるときに与えられ

る恵みを、ひたすら待ち望みなさい。

14 従順な子どもとなり、以前、無知であったときの欲望に従わず、

15 むしろ、あなたがたを召された聖なる方に倣い、あなたがた自身、生活のすべてにおいて聖な

る者となりなさい。

16 「あなたがたは聖なる者でなければならない。わたしが聖だからである」と書いてあるからで

す。



17 また、人をそれぞれのわざにしたがって公平にさばかれる方を父と呼んでいるのなら、この世

に寄留している時を、恐れつつ過ごしなさい。

18 ご存じのように、あなたがたが先祖伝来のむなしい生き方から贖い出されたのは、銀や金のよ

うな朽ちる物にはよらず、

19 傷もなく汚れもない子羊のようなキリストの、尊い血によったのです。

20 キリストは、世界の基が据えられる前から知られていましたが、この終わりの時に、あなたが

たのために現れてくださいました。

21 あなたがたは、キリストを死者の中からよみがえらせて栄光を与えられた神を、キリストによ

って信じる者です。ですから、あなたがたの信仰と希望は神にかかっています。

22 あなたがたは真理に従うことによって、たましいを清め、偽りのない兄弟愛を抱くようになっ

たのですから、きよい心で互いに熱く愛し合いなさい。

23 あなたがたが新しく生まれたのは、朽ちる種からではなく朽ちない種からであり、生きた、い

つまでも残る、神のことばによるのです。

24 「人はみな草のよう。 その栄えはみな草の花のようだ。 草はしおれ、 花は散る。

25 しかし、主のことばは永遠に立つ」 とあるからです。 これが、あなたがたに福音として宣べ

伝えられたことばです。

第2章

1 ですからあなたがたは、すべての悪意、すべての偽り、偽善やねたみ、すべての悪口を捨て

て、

2 生まれたばかりの乳飲み子のように、純粋な、霊の乳を慕い求めなさい。それによって成長

し、救いを得るためです。

3 あなたがたは、主がいつくしみ深い方であることを、確かに味わいました。

4 主のもとに来なさい。主は、人には捨てられたが神には選ばれた、尊い生ける石です。

5 あなたがた自身も生ける石として霊の家に築き上げられ、神に喜ばれる霊のいけにえをイエ

ス・キリストを通して献げる、聖なる祭司となります。

6 聖書にこう書いてあるからです。 「見よ、わたしはシオンに、選ばれた石、 尊い要石を据え

る。 この方に信頼する者は 決して失望させられることがない。」

7 したがってこの石は、信じているあなたがたには尊いものですが、信じていない人々にとって

は、「家を建てる者たちが捨てた石、それが要の石となった」のであり、

8 それは「つまずきの石、妨げの岩」なのです。彼らがつまずくのは、みことばに従わないから

であり、また、そうなるように定められていたのです。

9 しかし、あなたがたは選ばれた種族、王である祭司、聖なる国民、神のものとされた民です。

それは、あなたがたを闇の中から、ご自分の驚くべき光の中に召してくださった方の栄誉を、

あなたがたが告げ知らせるためです。

10 あなたがたは以前は神の民ではなかったのに、今は神の民であり、あわれみを受けたことがな

かったのに、今はあわれみを受けています。

11 愛する者たち、私は勧めます。あなたがたは旅人、寄留者なのですから、たましいに戦いを挑

む肉の欲を避けなさい。



12 異邦人の中にあって立派にふるまいなさい。そうすれば、彼らがあなたがたを悪人呼ばわりし

ていても、あなたがたの立派な行いを目にして、神の訪れの日に神をあがめるようになりま

す。

13 人が立てたすべての制度に、主のゆえに従いなさい。それが主権者である王であっても、

14 あるいは、悪を行う者を罰して善を行う者をほめるために、王から遣わされた総督であって

も、従いなさい。

15 善を行って、愚かな者たちの無知な発言を封じることは、神のみこころだからです。

16 自由な者として、しかもその自由を悪の言い訳にせず、神のしもべとして従いなさい。

17 すべての人を敬い、兄弟たちを愛し、神を恐れ、王を敬いなさい。

18 しもべたちよ、敬意を込めて主人に従いなさい。善良で優しい主人だけでなく、意地悪な主人

にも従いなさい。

19 もしだれかが不当な苦しみを受けながら、神の御前における良心のゆえに悲しみに耐えるな

ら、それは神に喜ばれることです。

20 罪を犯して打ちたたかれ、それを耐え忍んでも、何の誉れになるでしょう。しかし、善を行っ

て苦しみを受け、それを耐え忍ぶなら、それは神の御前に喜ばれることです。

21 このためにこそ、あなたがたは召されました。 キリストも、あなたがたのために苦しみを受

け、 その足跡に従うようにと、 あなたがたに模範を残された。

22 キリストは罪を犯したことがなく、 その口には欺きもなかった。

23 ののしられても、ののしり返さず、 苦しめられても、脅すことをせず、 正しくさばかれる方

にお任せになった。

24 キリストは自ら十字架の上で、 私たちの罪をその身に負われた。 それは、私たちが罪を離

れ、 義のために生きるため。 その打ち傷のゆえに、あなたがたは癒やされた。

25 あなたがたは羊のようにさまよっていた。 しかし今や、自分のたましいの牧者であり 監督者

である方のもとに帰った。

第3章

1 同じように、妻たちよ、自分の夫に従いなさい。たとえ、みことばに従わない夫であっても、

妻の無言のふるまいによって神のものとされるためです。

2 夫は、あなたがたの、神を恐れる純粋な生き方を目にするのです。

3 あなたがたの飾りは、髪を編んだり金の飾りを付けたり、服を着飾ったりする外面的なもので

あってはいけません。

4 むしろ、柔和で穏やかな霊という朽ちることのないものを持つ、心の中の隠れた人を飾りとし

なさい。それこそ、神の御前で価値あるものです。

5 かつて、神に望みを置いた敬虔な女の人たちも、そのように自分を飾って、夫に従ったので

す。

6 たとえば、サラはアブラハムを主と呼んで従いました。どんなことをも恐れないで善を行うな

ら、あなたがたはサラの子です。

7 同じように、夫たちよ、妻が自分より弱い器であることを理解して妻とともに暮らしなさい。

また、いのちの恵みをともに受け継ぐ者として尊敬しなさい。そうすれば、あなたがたの祈り

は妨げられません。



8 最後に言います。みな、一つ思いになり、同情し合い、兄弟愛を示し、心の優しい人となり、

謙虚でありなさい。

9 悪に対して悪を返さず、侮辱に対して侮辱を返さず、逆に祝福しなさい。あなたがたは祝福を

受け継ぐために召されたのです。

10 「いのちを愛し、 幸せな日々を見ようと願う者は、 舌に悪口を言わせず、 唇に欺きを語らせ

るな。

11 悪を離れて善を行い、 平和を求め、それを追え。

12 主の目は正しい人たちの上にあり、 主の耳は彼らの叫びに傾けられる。 しかし主の顔は、 悪

をなす者どもに敵対する。」

13 もしあなたがたが良いことに対して熱心であるなら、だれがあなたがたに害を加えるでしょ

う。

14 たとえ義のために苦しむことがあっても、あなたがたは幸いです。人々の脅かしを恐れたり、

おびえたりしてはいけません。

15 むしろ、心の中でキリストを主とし、聖なる方としなさい。あなたがたのうちにある希望につ

いて説明を求める人には、だれにでも、いつでも弁明できる用意をしていなさい。

16 ただし、柔和な心で、恐れつつ、健全な良心をもって弁明しなさい。そうすれば、キリストに

あるあなたがたの善良な生き方をののしっている人たちが、あなたがたを悪く言ったことを恥

じるでしょう。

17 神のみこころであるなら、悪を行って苦しみを受けるより、善を行って苦しみを受けるほうが

よいのです。

18 キリストも一度、罪のために苦しみを受けられました。正しい方が正しくない者たちの身代わ

りになられたのです。それは、肉においては死に渡され、霊においては生かされて、あなたが

たを神に導くためでした。

19 その霊においてキリストは、捕らわれている霊たちのところに行って宣言されました。

20 かつてノアの時代に、箱舟が造られていた間、神が忍耐して待っておられたときに従わなかっ

た霊たちにです。その箱舟に入ったわずかの人たち、すなわち八人は、水を通って救われまし

た。

21 この水はまた、今あなたがたをイエス・キリストの復活を通して救うバプテスマの型なので

す。バプテスマは肉の汚れを取り除くものではありません。それはむしろ、健全な良心が神に

対して行う誓約です。

22 イエス・キリストは天に上り、神の右におられます。御使いたちも、もろもろの権威と権力

も、この方に服従しているのです。

第4章

1 キリストは肉において苦しみを受けられたのですから、あなたがたも同じ心構えで自分自身を

武装しなさい。肉において苦しみを受けた人は、罪との関わりを断っているのです。

2 それは、あなたがたが地上での残された時を、もはや人間の欲望にではなく、神のみこころに

生きるようになるためです。

3 あなたがたは異邦人たちがしたいと思っていることを行い、好色、欲望、泥酔、遊興、宴会騒

ぎ、律法に反する偶像礼拝などにふけりましたが、それは過ぎ去った時で十分です。



4 異邦人たちは、あなたがたが一緒に、度を越した同じ放蕩に走らないので不審に思い、中傷し

ますが、

5 彼らは、生きている者と死んだ者をさばこうとしておられる方に対して、申し開きをすること

になります。

6 このさばきがあるために、死んだ人々にも生前、福音が宣べ伝えられていたのです。彼らが肉

においては人間としてさばきを受けても、霊においては神によって生きるためでした。

7 万物の終わりが近づきました。ですから、祈りのために、心を整え身を慎みなさい。

8 何よりもまず、互いに熱心に愛し合いなさい。愛は多くの罪をおおうからです。

9 不平を言わないで、互いにもてなし合いなさい。

10 それぞれが賜物を受けているのですから、神の様々な恵みの良い管理者として、その賜物を用

いて互いに仕え合いなさい。

11 語るのであれば、神のことばにふさわしく語り、奉仕するのであれば、神が備えてくださる力

によって、ふさわしく奉仕しなさい。すべてにおいて、イエス・キリストを通して神があがめ

られるためです。この方に栄光と力が世々限りなくありますように。アーメン。

12 愛する者たち。あなたがたを試みるためにあなたがたの間で燃えさかる試練を、何か思いがけ

ないことが起こったかのように、不審に思ってはいけません。

13 むしろ、キリストの苦難にあずかればあずかるほど、いっそう喜びなさい。キリストの栄光が

現れるときにも、歓喜にあふれて喜ぶためです。

14 もしキリストの名のためにののしられるなら、あなたがたは幸いです。栄光の御霊、すなわち

神の御霊が、あなたがたの上にとどまってくださるからです。

15 あなたがたのうちのだれも、人殺し、盗人、危害を加える者、他人のことに干渉する者とし

て、苦しみにあうことがないようにしなさい。

16 しかし、キリスト者として苦しみを受けるのなら、恥じることはありません。かえって、この

ことのゆえに神をあがめなさい。

17 さばきが神の家から始まる時が来ているからです。それが、まず私たちから始まるとすれば、

神の福音に従わない者たちの結末はどうなるのでしょうか。

18 「正しい者がかろうじて救われるのなら、 不敬虔な者や罪人はどうなるのか。」

19 ですから、神のみこころにより苦しみにあっている人たちは、善を行いつつ、真実な創造者に

自分のたましいをゆだねなさい。

第5章

1 私は、あなたがたのうちの長老たちに、同じ長老の一人として、キリストの苦難の証人、やが

て現される栄光にあずかる者として勧めます。

2 あなたがたのうちにいる、神の羊の群れを牧しなさい。強制されてではなく、神に従って自発

的に、また卑しい利得を求めてではなく、心を込めて世話をしなさい。

3 割り当てられている人たちを支配するのではなく、むしろ群れの模範となりなさい。

4 そうすれば、大牧者が現れるときに、あなたがたは、しぼむことのない栄光の冠をいただくこ

とになります。

5 同じように、若い人たちよ、長老たちに従いなさい。みな互いに謙遜を身に着けなさい。

「神は高ぶる者には敵対し、 へりくだった者には恵みを与えられる」 のです。



6 ですから、あなたがたは神の力強い御手の下にへりくだりなさい。神は、ちょうど良い時に、

あなたがたを高く上げてくださいます。

7 あなたがたの思い煩いを、いっさい神にゆだねなさい。神があなたがたのことを心配してくだ

さるからです。

8 身を慎み、目を覚ましていなさい。あなたがたの敵である悪魔が、吼えたける獅子のように、

だれかを食い尽くそうと探し回っています。

9 堅く信仰に立って、この悪魔に対抗しなさい。ご存じのように、世界中で、あなたがたの兄弟

たちが同じ苦難を通ってきているのです。

10 あらゆる恵みに満ちた神、すなわち、あなたがたをキリストにあって永遠の栄光の中に招き入

れてくださった神ご自身が、あなたがたをしばらくの苦しみの後で回復させ、堅く立たせ、強

くし、不動の者としてくださいます。

11 どうか、神のご支配が世々限りなくありますように。アーメン。

12 忠実な兄弟として私が信頼しているシルワノによって、私は簡潔に書き送り、勧めをし、これ

が神のまことの恵みであることを証ししました。この恵みの中にしっかりと立っていなさい。

13 あなたがたとともに選ばれたバビロンの教会と、私の子マルコが、あなたがたによろしくと言

っています。

14 愛の口づけをもって互いにあいさつを交わしなさい。 キリストにあるあなたがたすべての者

に、平安がありますように。



ペテロの手紙二

2 Peter

第1章

1 イエス・キリストのしもべであり使徒であるシモン・ペテロから、私たちの神であり救い主で

あるイエス・キリストの義によって、私たちと同じ尊い信仰を受けた方々へ。

2 神と、私たちの主イエスを知ることによって、恵みと平安が、あなたがたにますます豊かに与

えられますように。

3 私たちをご自身の栄光と栄誉によって召してくださった神を、私たちが知ったことにより、主

イエスの、神としての御力は、いのちと敬虔をもたらすすべてのものを、私たちに与えまし

た。

4 その栄光と栄誉を通して、尊く大いなる約束が私たちに与えられています。それは、その約束

によってあなたがたが、欲望がもたらすこの世の腐敗を免れ、神のご性質にあずかる者となる

ためです。

5 だからこそ、あなたがたはあらゆる熱意を傾けて、信仰には徳を、徳には知識を、

6 知識には自制を、自制には忍耐を、忍耐には敬虔を、

7 敬虔には兄弟愛を、兄弟愛には愛を加えなさい。

8 これらがあなたがたに備わり、ますます豊かになるなら、私たちの主イエス・キリストを知る

点で、あなたがたが役に立たない者とか実を結ばない者になることはありません。

9 これらを備えていない人は盲目です。自分の以前の罪がきよめられたことを忘れてしまって、

近視眼的になっているのです。

10 ですから、兄弟たち。自分たちの召しと選びを確かなものとするように、いっそう励みなさ

い。これらのことを行っているなら、決してつまずくことはありません。

11 このようにして、私たちの主であり救い主であるイエス・キリストの永遠の御国に入る恵み

を、豊かに与えられるのです。

12 ですから、あなたがたがこれらのことをすでに知り、与えられた真理に堅く立っているとはい

え、私はあなたがたに、それをいつも思い起こさせるつもりです。

13 それを思い起こさせて、あなたがたを奮い立たせることを、私は地上の幕屋にいるかぎり、な

すべきだと思っています。

14 私たちの主イエス・キリストが示してくださったように、私はこの幕屋を間もなく脱ぎ捨てる

ことを知っています。

15 ですから、ぜひとも、私が去った後いつでも、あなたがたがこれらのことを思い起こせるよう

にしておきたいのです。

16 私たちはあなたがたに、私たちの主イエス・キリストの力と来臨を知らせましたが、それは、

巧みな作り話によったのではありません。私たちは、キリストの威光の目撃者として伝えたの

です。

17 この方が父なる神から誉れと栄光を受けられたとき、厳かな栄光の中から、このような御声が

ありました。「これはわたしの愛する子。わたしはこれを喜ぶ。」



18 私たちは聖なる山で主とともにいたので、天からかかったこの御声を自分で聞きました。

19 また私たちは、さらに確かな預言のみことばを持っています。夜が明けて、明けの明星があな

たがたの心に昇るまでは、暗い所を照らすともしびとして、それに目を留めているとよいので

す。

20 ただし、聖書のどんな預言も勝手に解釈するものではないことを、まず心得ておきなさい。

21 預言は、決して人間の意志によってもたらされたものではなく、聖霊に動かされた人たちが神

から受けて語ったものです。

第2章

1 しかし、御民の中には偽預言者も出ました。同じように、あなたがたの中にも偽教師が現れま

す。彼らは、滅びをもたらす異端をひそかに持ち込むようになります。自分たちを買い取って

くださった主さえも否定し、自分たちの身に速やかな滅びを招くのです。

2 また、多くの者が彼らの放縦に倣い、彼らのせいで真理の道が悪く言われることになります。

3 彼らは貪欲で、うまくこしらえた話であなたがたを食い物にします。彼らに対するさばきは昔

から怠りなく行われていて、彼らの滅びが遅くなることはありません。

4 神は、罪を犯した御使いたちを放置せず、地獄に投げ入れ、暗闇の縄目につないで、さばきの

日まで閉じ込められました。

5 また、かつての世界を放置せず、不敬虔な者たちの世界に洪水をもたらし、義を宣べ伝えたノ

アたち八人を保護されました。

6 また、ソドムとゴモラの町を破滅に定めて灰にし、不敬虔な者たちに起こることの実例とされ

ました。

7 そして、不道徳な者たちの放縦なふるまいによって悩まされていた正しい人、ロトを救い出さ

れました。

8 この正しい人は彼らの間に住んでいましたが、不法な行いを見聞きして、日々その正しい心を

痛めていたのです。

9 主はこのようにされたのですから、敬虔な者たちを誘惑から救い出し、正しくない者たちを処

罰し、さばきの日まで閉じ込めておくことを、心得ておられるのです。

10 特に、汚れた欲望のまま肉に従って歩み、権威を侮る者たちに対して、主はそうされます。

この者たちは厚かましく、わがままで、栄光ある人たちをののしって恐れません。

11 御使いたちは勢いも力も彼らにまさっているのに、主の御前で彼らをそしって訴えたりしませ

ん。

12 この者たちは、本能に支配されていて、捕らえられ殺されるために生まれてきた、理性のない

動物のようです。自分が知りもしないことを悪く言い、動物が滅びるように滅ぼされることに

なります。

13 彼らは不義の報酬として損害を受けるのです。彼らは昼間から飲み騒ぐことを楽しみとしてい

ます。彼らはしみや傷であり、あなたがたと一緒に宴席に連なるとき、自分たちのだましごと

にふけるのです。

14 その目は姦淫に満ち、罪に飽くことがなく、心が定まらない人たちを誘惑し、心は貪欲で鍛え

られています。彼らはのろいの子です。



15 彼らは正しい道を捨てて、さまよっています。ベオルの子バラムの道に従ったのです。バラム

は不義の報酬を愛しましたが、

16 自分の不法な行いをとがめられました。口のきけないろばが人間の声で話して、この預言者の

正気を失ったふるまいをやめさせたのです。

17 この者たちは水がない泉、突風で吹き払われる霧です。彼らには深い闇が用意されています。

18 彼らは、むなしいことを大げさに語り、迷いの中に生きている人々の間から現に逃げ出しつつ

ある人たちを、肉欲と好色によって誘惑しています。

19 その人たちに自由を約束しながら、自分自身は滅びの奴隷となっています。人は自分を打ち負

かした人の奴隷となるのです。

20 主であり、救い主であるイエス・キリストを知ることによって世の汚れから逃れたのに、再び

それに巻き込まれて打ち負かされるなら、そのような人たちの終わりの状態は、初めの状態よ

りももっと悪くなります。

21 義の道を知っていながら、自分たちに伝えられた聖なる戒めから再び離れるよりは、義の道を

知らなかったほうがよかったのです。

22 「犬は自分が吐いた物に戻る」、「豚は身を洗って、また泥の中を転がる」という、ことわざ

どおりのことが、彼らに起こっているのです。

第3章

1 愛する者たち、私はすでに二通目となる手紙を、あなたがたに書いています。これらの手紙に

より、私はあなたがたの記憶を呼び覚まして、純真な心を奮い立たせたいのです。

2 それは、聖なる預言者たちにより前もって語られたみことばと、あなたがたの使徒たちにより

伝えられた、主であり救い主である方の命令を思い出させるためです。

3 まず第一に、心得ておきなさい。終わりの時に、嘲る者たちが現れて嘲り、自分たちの欲望に

従いながら、

4 こう言います。「彼の来臨の約束はどこにあるのか。父たちが眠りについた後も、すべてが創

造のはじめからのままではないか。」

5 こう主張する彼らは、次のことを見落としています。天は大昔からあり、地は神のことばによ

って、水から出て、水を通して成ったのであり、

6 そのみことばのゆえに、当時の世界は水におおわれて滅びました。

7 しかし、今ある天と地は、同じみことばによって、火で焼かれるために取っておかれ、不敬虔

な者たちのさばきと滅びの日まで保たれているのです。

8 しかし、愛する人たち、あなたがたはこの一つのことを見落としてはいけません。主の御前で

は、一日は千年のようであり、千年は一日のようです。

9 主は、ある人たちが遅れていると思っているように、約束したことを遅らせているのではな

く、あなたがたに対して忍耐しておられるのです。だれも滅びることがなく、すべての人が悔

い改めに進むことを望んでおられるのです。

10 しかし、主の日は盗人のようにやって来ます。その日、天は大きな響きを立てて消え去り、天

の万象は焼けて崩れ去り、地と地にある働きはなくなってしまいます。

11 このように、これらすべてのものが崩れ去るのだとすれば、あなたがたは、どれほど聖なる敬

虔な生き方をしなければならないことでしょう。



12 そのようにして、神の日が来るのを待ち望み、到来を早めなければなりません。その日の到来

によって、天は燃え崩れ、天の万象は焼け溶けてしまいます。

13 しかし私たちは、神の約束にしたがって、義の宿る新しい天と新しい地を待ち望んでいます。

14 ですから、愛する者たち。これらのことを待ち望んでいるのなら、しみも傷もない者として平

安のうちに神に見出していただけるように努力しなさい。

15 また、私たちの主の忍耐は救いであると考えなさい。愛する、私たちの兄弟パウロも、自分に

与えられた知恵にしたがって、あなたがたに書き送ったとおりです。

16 その手紙でパウロは、ほかのすべての手紙でもしているように、このことについて語っていま

す。その中には理解しにくいところがあります。無知な、心の定まらない人たちは、聖書の他

の箇所と同様、それらを曲解して、自分自身に滅びを招きます。

17 ですから、愛する者たち。あなたがたは前もって分かっているのですから、不道徳な者たちの

惑わしに誘い込まれて、自分自身の堅実さを失わないよう、よく気をつけなさい。

18 私たちの主であり、救い主であるイエス・キリストの恵みと知識において成長しなさい。イエ

ス・キリストに栄光が、今も永遠の日に至るまでもありますように。



ヨハネの手紙一

1 John

第1章

1 初めからあったもの、私たちが聞いたもの、自分の目で見たもの、じっと見つめ、自分の手で

さわったもの、すなわち、いのちのことばについて。

2 このいのちが現れました。御父とともにあり、私たちに現れたこの永遠のいのちを、私たちは

見たので証しして、あなたがたに伝えます。

3 私たちが見たこと、聞いたことを、あなたがたにも伝えます。あなたがたも私たちと交わりを

持つようになるためです。私たちの交わりとは、御父また御子イエス・キリストとの交わりで

す。

4 これらのことを書き送るのは、私たちの喜びが満ちあふれるためです。

5 私たちがキリストから聞き、あなたがたに伝える使信は、神は光であり、神には闇が全くない

ということです。

6 もし私たちが、神と交わりがあると言いながら、闇の中を歩んでいるなら、私たちは偽りを言

っているのであり、真理を行っていません。

7 もし私たちが、神が光の中におられるように、光の中を歩んでいるなら、互いに交わりを持

ち、御子イエスの血がすべての罪から私たちをきよめてくださいます。

8 もし自分には罪がないと言うなら、私たちは自分自身を欺いており、私たちのうちに真理はあ

りません。

9 もし私たちが自分の罪を告白するなら、神は真実で正しい方ですから、その罪を赦し、私たち

をすべての不義からきよめてくださいます。

10 もし罪を犯したことがないと言うなら、私たちは神を偽り者とすることになり、私たちのうち

に神のことばはありません。

第2章

1 私の子どもたち。私がこれらのことを書き送るのは、あなたがたが罪を犯さないようになるた

めです。しかし、もしだれかが罪を犯したなら、私たちには、御父の前でとりなしてくださる

方、義なるイエス・キリストがおられます。

2 この方こそ、私たちの罪のための、いや、私たちの罪だけでなく、世全体の罪のための宥めの

ささげ物です。

3 もし私たちが神の命令を守っているなら、それによって、自分が神を知っていることが分かり

ます。

4 神を知っていると言いながら、その命令を守っていない人は、偽り者であり、その人のうちに

真理はありません。

5 しかし、だれでも神のことばを守っているなら、その人のうちには神の愛が確かに全うされて

いるのです。それによって、自分が神のうちにいることが分かります。



6 神のうちにとどまっていると言う人は、自分もイエスが歩まれたように歩まなければなりませ

ん。

7 愛する者たち。私があなたがたに書いているのは、新しい命令ではなく、あなたがたが初めか

ら持っていた古い命令です。その古い命令とは、あなたがたがすでに聞いているみことばで

す。

8 私は、それを新しい命令として、もう一度あなたがたに書いているのです。それはイエスにお

いて真理であり、あなたがたにおいても真理です。闇が消え去り、まことの光がすでに輝いて

いるからです。

9 光の中にいると言いながら自分の兄弟を憎んでいる人は、今でもまだ闇の中にいるのです。

10 自分の兄弟を愛している人は光の中にとどまり、その人のうちにはつまずきがありません。

11 しかし、自分の兄弟を憎んでいる人は闇の中にいて、闇の中を歩み、自分がどこへ行くのかが

分かりません。闇が目を見えなくしたからです。

12 子どもたち。私があなたがたに書いているのは、 イエスの名によって、 あなたがたの罪が赦

されたからです。

13 父たち。私があなたがたに書いているのは、 初めからおられる方を、 あなたがたが知るよう

になったからです。 若者たち。私があなたがたに書いているのは、 あなたがたが悪い者に打

ち勝ったからです。

14 幼子たち。私があなたがたに書いてきたのは、 あなたがたが 御父を知るようになったからで

す。 父たち。私があなたがたに書いてきたのは、 初めからおられる方を、 あなたがたが知る

ようになったからです。 若者たち。私があなたがたに書いてきたのは、 あなたがたが強い者

であり、 あなたがたのうちに神のことばがとどまり、 悪い者に打ち勝ったからです。

15 あなたは世も世にあるものも、愛してはいけません。もしだれかが世を愛しているなら、その

人のうちに御父の愛はありません。

16 すべて世にあるもの、すなわち、肉の欲、目の欲、暮らし向きの自慢は、御父から出るもので

はなく、世から出るものだからです。

17 世と、世の欲は過ぎ去ります。しかし、神のみこころを行う者は永遠に生き続けます。

18 幼子たち、今は終わりの時です。反キリストが来るとあなたがたが聞いていたとおり、今や多

くの反キリストが現れています。それによって、今が終わりの時であると分かります。

19 彼らは私たちの中から出て行きましたが、もともと私たちの仲間ではなかったのです。もし仲

間であったなら、私たちのもとに、とどまっていたでしょう。しかし、出て行ったのは、彼ら

がみな私たちの仲間でなかったことが明らかにされるためだったのです。

20 あなたがたには聖なる方からの注ぎの油があるので、みな真理を知っています。

21 私がこのように書いてきたのは、あなたがたが真理を知らないからではなく、真理を知ってい

るからです。また、偽りはすべて、真理から出ていないからです。

22 偽り者とは、イエスがキリストであることを否定する者でなくてだれでしょう。御父と御子を

否定する者、それが反キリストです。

23 だれでも御子を否定する者は御父を持たず、御子を告白する者は御父も持っているのです。

24 あなたがたは、初めから聞いていることを自分のうちにとどまらせなさい。もし初めから聞い

ていることがとどまっているなら、あなたがたも御子と御父のうちにとどまります。

25 これこそ、御子が私たちに約束してくださったもの、永遠のいのちです。



26 私はあなたがたを惑わす者たちについて、以上のことを書いてきました。

27 しかし、あなたがたのうちには、御子から受けた注ぎの油がとどまっているので、だれかに教

えてもらう必要はありません。その注ぎの油が、すべてについてあなたがたに教えてくれま

す。それは真理であって偽りではありませんから、あなたがたは教えられたとおり、御子のう

ちにとどまりなさい。

28 さあ、子どもたち、キリストのうちにとどまりなさい。そうすれば、キリストが現れるとき、

私たちは確信を持つことができ、来臨のときに御前で恥じることはありません。

29 あなたがたは、神が正しい方であると知っているなら、義を行う者もみな神から生まれたこと

が分かるはずです。

第3章

1 私たちが神の子どもと呼ばれるために、御父がどんなにすばらしい愛を与えてくださったか

を、考えなさい。事実、私たちは神の子どもです。世が私たちを知らないのは、御父を知らな

いからです。

2 愛する者たち、私たちは今すでに神の子どもです。やがてどのようになるのか、まだ明らかに

されていません。しかし、私たちは、キリストが現れたときに、キリストに似た者になること

は知っています。キリストをありのままに見るからです。

3 キリストにこの望みを置いている者はみな、キリストが清い方であるように、自分を清くしま

す。

4 罪を犯している者はみな、律法に違反しています。罪とは律法に違反することです。

5 あなたがたが知っているとおり、キリストは罪を取り除くために現れたのであり、この方のう

ちに罪はありません。

6 キリストにとどまる者はだれも、罪を犯しません。罪を犯す者はだれも、キリストを見たこと

もなく、知ってもいません。

7 幼子たち、だれにも惑わされてはいけません。義を行う者は、キリストが正しい方であるよう

に、正しい人です。

8 罪を犯している者は、悪魔から出た者です。悪魔は初めから罪を犯しているからです。その悪

魔のわざを打ち破るために、神の御子が現れました。

9 神から生まれた者はだれも、罪を犯しません。神の種がその人のうちにとどまっているからで

す。その人は神から生まれたので、罪を犯すことができないのです。

10 このことによって、神の子どもと悪魔の子どもの区別がはっきりします。義を行わない者はだ

れであれ、神から出た者ではありません。兄弟を愛さない者もそうです。

11 互いに愛し合うべきであること、それが、あなたがたが初めから聞いている使信です。

12 カインのようになってはいけません。彼は悪い者から出た者で、自分の兄弟を殺しました。な

ぜ殺したのでしょうか。自分の行いが悪く、兄弟の行いが正しかったからです。

13 兄弟たち。世があなたがたを憎んでも、驚いてはいけません。

14 私たちは、自分が死からいのちに移ったことを知っています。兄弟を愛しているからです。愛

さない者は死のうちにとどまっています。

15 兄弟を憎む者はみな、人殺しです。あなたがたが知っているように、だれでも人を殺す者に、

永遠のいのちがとどまることはありません。



16 キリストは私たちのために、ご自分のいのちを捨ててくださいました。それによって私たちに

愛が分かったのです。ですから、私たちも兄弟のために、いのちを捨てるべきです。

17 この世の財を持ちながら、自分の兄弟が困っているのを見ても、その人に対してあわれみの心

を閉ざすような者に、どうして神の愛がとどまっているでしょうか。

18 子どもたち。私たちは、ことばや口先だけではなく、行いと真実をもって愛しましょう。

19 そうすることによって、私たちは自分が真理に属していることを知り、神の御前に心安らかで

いられます。

20 たとえ自分の心が責めたとしても、安らかでいられます。神は私たちの心よりも大きな方であ

り、すべてをご存じだからです。

21 愛する者たち。自分の心が責めないなら、私たちは神の御前に確信を持つことができます。

22 そして、求めるものを何でも神からいただくことができます。私たちが神の命令を守り、神に

喜ばれることを行っているからです。

23 私たちが御子イエス・キリストの名を信じ、キリストが命じられたとおりに互いに愛し合うこ

と、それが神の命令です。

24 神の命令を守る者は神のうちにとどまり、神もまた、その人のうちにとどまります。神が私た

ちのうちにとどまっておられることは、神が私たちに与えてくださった御霊によって分かりま

す。

第4章

1 愛する者たち、霊をすべて信じてはいけません。偽預言者がたくさん世に出て来たので、その

霊が神からのものかどうか、吟味しなさい。

2 神からの霊は、このようにして分かります。人となって来られたイエス・キリストを告白する

霊はみな、神からのものです。

3 イエスを告白しない霊はみな、神からのものではありません。それは反キリストの霊です。あ

なたがたはそれが来ることを聞いていましたが、今すでに世に来ているのです。

4 子どもたち。あなたがたは神から出た者であり、彼らに勝ちました。あなたがたのうちにおら

れる方は、この世にいる者よりも偉大だからです。

5 彼らはこの世の者です。ですから、世のことを話し、世も彼らの言うことを聞きます。

6 私たちは神から出た者です。神を知っている者は私たちの言うことを聞き、神から出ていない

者は私たちの言うことを聞きません。それによって私たちは、真理の霊と偽りの霊を見分けま

す。

7 愛する者たち。 私たちは互いに愛し合いましょう。 愛は神から出ているのです。 愛がある者

はみな神から生まれ、 神を知っています。

8 愛のない者は神を知りません。 神は愛だからです。

9 神はそのひとり子を世に遣わし、 その方によって 私たちにいのちを得させてくださいまし

た。 それによって 神の愛が私たちに示されたのです。

10 私たちが神を愛したのではなく、 神が私たちを愛し、 私たちの罪のために、 宥めのささげ物

としての御子を遣わされました。 ここに愛があるのです。

11 愛する者たち。神がこれほどまでに私たちを愛してくださったのなら、私たちもまた、互いに

愛し合うべきです。



12 いまだかつて神を見た者はいません。私たちが互いに愛し合うなら、神は私たちのうちにとど

まり、神の愛が私たちのうちに全うされるのです。

13 神が私たちに御霊を与えてくださったことによって、私たちが神のうちにとどまり、神も私た

ちのうちにとどまっておられることが分かります。

14 私たちは、御父が御子を世の救い主として遣わされたのを見て、その証しをしています。

15 だれでも、イエスが神の御子であると告白するなら、神はその人のうちにとどまり、その人も

神のうちにとどまっています。

16 私たちは自分たちに対する神の愛を知り、また信じています。 神は愛です。愛のうちにとど

まる人は神のうちにとどまり、神もその人のうちにとどまっておられます。

17 こうして、愛が私たちにあって全うされました。ですから、私たちはさばきの日に確信を持つ

ことができます。この世において、私たちもキリストと同じようであるからです。

18 愛には恐れがありません。全き愛は恐れを締め出します。恐れには罰が伴い、恐れる者は、愛

において全きものとなっていないのです。

19 私たちは愛しています。神がまず私たちを愛してくださったからです。

20 神を愛すると言いながら兄弟を憎んでいるなら、その人は偽り者です。目に見える兄弟を愛し

ていない者に、目に見えない神を愛することはできません。

21 神を愛する者は兄弟も愛すべきです。私たちはこの命令を神から受けています。

第5章

1 イエスがキリストであると信じる者はみな、神から生まれたのです。生んでくださった方を愛

する者はみな、その方から生まれた者も愛します。

2 このことから分かるように、神を愛し、その命令を守るときはいつでも、私たちは神の子ども

たちを愛するのです。

3 神の命令を守ること、それが、神を愛することです。神の命令は重荷とはなりません。

4 神から生まれた者はみな、世に勝つからです。私たちの信仰、これこそ、世に打ち勝った勝利

です。

5 世に勝つ者とはだれでしょう。イエスを神の御子と信じる者ではありませんか。

6 この方は、水と血によって来られた方、イエス・キリストです。水によるだけではなく、水と

血によって来られました。御霊はこのことを証しする方です。御霊は真理だからです。

7 三つのものが証しをします。

8 御霊と水と血です。この三つは一致しています。

9 私たちが人の証しを受け入れるのであれば、神の証しはそれにまさるものです。御子について

証しされたことが、神の証しなのですから。

10 神の御子を信じる者は、その証しを自分のうちに持っています。神を信じない者は、神を偽り

者としています。神が御子について証しされた証言を信じていないからです。

11 その証しとは、神が私たちに永遠のいのちを与えてくださったということ、そして、そのいの

ちが御子のうちにあるということです。

12 御子を持つ者はいのちを持っており、神の御子を持たない者はいのちを持っていません。



13 神の御子の名を信じているあなたがたに、これらのことを書いたのは、永遠のいのちを持って

いることを、あなたがたに分からせるためです。

14 何事でも神のみこころにしたがって願うなら、神は聞いてくださるということ、これこそ神に

対して私たちが抱いている確信です。

15 私たちが願うことは何でも神が聞いてくださると分かるなら、私たちは、神に願い求めたこと

をすでに手にしていると分かります。

16 だれでも、兄弟が死に至らない罪を犯しているのを見たなら、神に求めなさい。そうすれば、

神はその人にいのちを与えてくださいます。これは、死に至らない罪を犯している人たちの場

合です。しかし、死に至る罪があります。これについては、願うようにとは言いません。

17 不義はすべて罪ですが、死に至らない罪もあります。

18 神から生まれた者はみな罪を犯さないこと、神から生まれた方がその人を守っておられ、悪い

者はその人に触れることができないことを、私たちは知っています。

19 私たちは神に属していますが、世全体は悪い者の支配下にあることを、私たちは知っていま

す。

20 また、神の御子が来て、真実な方を知る理解力を私たちに与えてくださったことも、知ってい

ます。私たちは真実な方のうちに、その御子イエス・キリストのうちにいるのです。この方こ

そ、まことの神、永遠のいのちです。

21 子どもたち、偶像から自分を守りなさい。



ヨハネの手紙二

2 John

第1章

1 長老から、選ばれた婦人とその子どもたちへ。私はあなたがたを本当に愛しています。私だけ

でなく、真理を知っている人々はみな、愛しています。

2 真理は私たちのうちにとどまり、いつまでも私たちとともにあるからです。

3 父なる神と、その御父の子イエス・キリストから、恵みとあわれみと平安が、真理と愛のうち

に、私たちとともにありますように。

4 御父から私たちが受けた命令のとおりに、真理のうちを歩んでいる人たちが、あなたの子ども

たちの中にいるのを知って、私は大いに喜んでいます。

5 そこで婦人よ、今あなたにお願いします。それは、新しい命令としてあなたに書くのではな

く、私たちが初めから持っていた命令です。私たちは互いに愛し合いましょう。

6 私たちが御父の命令にしたがって歩むこと、それが愛です。あなたがたが初めから聞いている

ように、愛のうちを歩むこと、それが命令です。

7 こう命じるのは、人を惑わす者たち、イエス・キリストが人となって来られたことを告白しな

い者たちが、大勢世に出て来たからです。こういう者は惑わす者であり、反キリストです。

8 気をつけて、私たちが労して得たものを失わないように、むしろ豊かな報いを受けられるよう

にしなさい。

9 だれでも、「先を行って」キリストの教えにとどまらない者は、神を持っていません。その教

えにとどまる者こそ、御父も御子も持っています。

10 あなたがたのところに来る人で、この教えを携えていない者は、家に受け入れてはいけませ

ん。あいさつのことばをかけてもいけません。

11 そういう人にあいさつすれば、その悪い行いをともにすることになります。

12 あなたがたにはたくさん書くべきことがありますが、紙と墨ではしたくありません。私たちの

喜びが満ちあふれるために、あなたがたのところに行って、直接話したいと思います。

13 選ばれたあなたの姉妹の子どもたちが、あなたによろしくと言っています。



ヨハネの手紙三

3 John

第1章

1 長老から、愛するガイオへ。私はあなたを本当に愛しています。

2 愛する者よ。あなたのたましいが幸いを得ているように、あなたがすべての点で幸いを得、ま

た健康であるように祈ります。

3 兄弟たちがやって来ては、あなたが真理に歩んでいることを証ししてくれるので、私は大いに

喜んでいます。実際、あなたは真理のうちに歩んでいます。

4 私にとって、自分の子どもたちが真理のうちに歩んでいることを聞くこと以上の大きな喜びは

ありません。

5 愛する者よ。あなたは、兄弟たちのための、それもよそから来た人たちのための働きを忠実に

行っています。

6 彼らは教会の集まりで、あなたの愛について証ししました。あなたが彼らを、神にふさわしい

仕方で送り出してくれるなら、それは立派な行いです。

7 彼らは御名のために、異邦人からは何も受けずに出て行ったのです。

8 私たちはこのような人々を受け入れるべきです。そうすれば、私たちは真理のために働く同労

者となれます。

9 私は教会に少しばかり書き送りましたが、彼らの中でかしらになりたがっているディオテレペ

スが、私たちを受け入れません。

10 ですから、私が行ったなら、彼のしている行為を指摘するつもりです。彼は意地悪なことばで

私たちをののしっています。それでも満足せず、兄弟たちを受け入れないばかりか、受け入れ

たいと思う人たちの邪魔をし、教会から追い出しています。

11 愛する者よ。悪を見習わないで、善を見習いなさい。善を行う者は神から出た者であり、悪を

行う者は神を見たことがない者です。

12 デメテリオについては、すべての人たちが、また真理そのものが証ししています。私たちも証

しします。私たちの証しが真実であることは、あなたも知っています。

13 あなたに書き送るべきことがたくさんありますが、墨と筆で書きたくありません。

14 近いうちにあなたに会いたいと思います。そうしたら、直接話し合いましょう。

15 平安があなたにありますように。友人たちが、あなたによろしくと言っています。そちらの友

人たち一人ひとりによろしく伝えてください。



ユダの手紙

Jude

第1章

1 イエス・キリストのしもべ、ヤコブの兄弟ユダから、父なる神にあって愛され、イエス・キリ

ストによって守られている、召された方々へ。

2 あわれみと平安と愛が、あなたがたにますます豊かに与えられますように。

3 愛する者たち。私たちがともにあずかっている救いについて、私はあなたがたに手紙を書こう

と心から願っていましたが、聖徒たちにひとたび伝えられた信仰のために戦うよう、あなたが

たに勧める手紙を書く必要が生じました。

4 それは、ある者たちが忍び込んできたからです。彼らは不敬虔な者たちで、私たちの神の恵み

を放縦に変え、唯一の支配者であり私たちの主であるイエス・キリストを否定しているので、

以下のようなさばきにあうと昔から記されています。

5 あなたがたはすべてのことをよく知っていますが、思い起こしてほしいのです。イエスは民を

エジプトの地から救い出しましたが、その後、信じなかった者たちを滅ぼされました。

6 またイエスは、自分の領分を守らずに自分のいるべき所を捨てた御使いたちを、大いなる日の

さばきのために、永遠の鎖につないで暗闇の下に閉じ込められました。

7 その御使いたちと同じように、ソドムやゴモラ、および周辺の町々も、淫行にふけって不自然

な肉欲を追い求めたため、永遠の火の刑罰を受けて見せしめにされています。

8 それにもかかわらず、この人たちは同じように夢想にふけって、肉体を汚し、権威を認めず、

栄光ある者たちをののしっています。

9 御使いのかしらミカエルは、モーセのからだについて悪魔と論じて言い争ったとき、ののしっ

てさばきを宣言することはあえてせず、むしろ「主がおまえをとがめてくださるように」と言

いました。

10 しかし、この人たちは自分が知りもしないことを悪く言い、わきまえのない動物のように、本

能で知るような事柄によって滅びるのです。

11 わざわいだ。彼らはカインの道を行き、利益のためにバラムの迷いに陥り、コラのように背い

て滅びます。

12 この人たちは、あなたがたの愛餐のしみです。恐れる心もなく一緒に食事をしますが、自分を

養っているだけです。彼らは、風に吹き流される雨無し雲、枯れに枯れて根こそぎにされた、

実りなき秋の木、

13 自分の恥を泡立たせる海の荒波、真っ暗な闇が永遠に用意されている、さまよえる星です。

14 アダムから七代目のエノクも、彼らについてこう預言しました。「見よ、主は何万もの聖徒を

引き連れて来られる。

15 すべての者にさばきを行い、不敬虔に生きる者たちのすべての不敬虔な行いと、不敬虔な罪人

たちが主に逆らって語ったすべての暴言について、皆を罪に定めるためである。」

16 彼らは、ぶつぶつ不満を並べる者たちで、自らの欲望のままに生きています。その口は大げさ

なことを語り、利益のために人にへつらいます。



17 愛する者たち。あなたがたは、私たちの主イエス・キリストの使徒たちが前もって語ったこと

ばを思い起こしなさい。

18 彼らはあなたがたにこう言いました。「終わりの時には、嘲る者たちが現れて、自分の不敬虔

な欲望のままにふるまう。」

19 この人たちは、分裂を引き起こす、生まれつきのままの人間で、御霊を持っていません。

20 しかし、愛する者たち。あなたがたは自分たちの最も聖なる信仰の上に、自分自身を築き上げ

なさい。聖霊によって祈りなさい。

21 神の愛のうちに自分自身を保ち、永遠のいのちに導く、私たちの主イエス・キリストのあわれ

みを待ち望みなさい。

22 ある人々が疑いを抱くなら、その人たちをあわれみなさい。

23 ほかの人たちは、火の中からつかみ出して救いなさい。また、ほかの人たちは、肉によって汚

された下着さえ忌み嫌い、神を恐れつつあわれみなさい。

24 あなたがたを、つまずかないように守ることができ、傷のない者として、大きな喜びとともに

栄光の御前に立たせることができる方、

25 私たちの救い主である唯一の神に、私たちの主イエス・キリストを通して、栄光、威厳、支

配、権威が、永遠の昔も今も、世々限りなくありますように。アーメン。



ヨハネの黙示録

Revelation

第1章

1 イエス・キリストの黙示。神はすぐに起こるべきことをしもべたちに示すため、これをキリス

トに与えられた。そしてキリストは、御使いを遣わして、これをしもべヨハネに告げられた。

2 ヨハネは、神のことばとイエス・キリストの証し、すなわち、自分が見たすべてのことを証し

した。

3 この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを守る者たちは、

幸いである。時が近づいているからである。

4 ヨハネから、アジアにある七つの教会へ。今おられ、昔おられ、やがて来られる方から、ま

た、その御座の前におられる七つの御霊から、

5 また、確かな証人、死者の中から最初に生まれた方、地の王たちの支配者であるイエス・キリ

ストから、恵みと平安があなたがたにあるように。 私たちを愛し、その血によって私たちを

罪から解き放ち、

6 また、ご自分の父である神のために、私たちを王国とし、祭司としてくださった方に、栄光と

力が世々限りなくあるように。アーメン。

7 見よ、その方は雲とともに来られる。 すべての目が彼を見る。 彼を突き刺した者たちさえ

も。 地のすべての部族は 彼のゆえに胸をたたいて悲しむ。 しかり、アーメン。

8 神である主、今おられ、昔おられ、やがて来られる方、全能者がこう言われる。「わたしはア

ルファであり、オメガである。」

9 私ヨハネは、あなたがたの兄弟で、あなたがたとともにイエスにある苦難と御国と忍耐にあず

かっている者であり、神のことばとイエスの証しのゆえに、パトモスという島にいた。

10 私は主の日に御霊に捕らえられ、私のうしろにラッパのような大きな声を聞いた。

11 その声はこう言った。「あなたが見たことを巻物に記して、七つの教会、すなわち、エペソ、

スミルナ、ペルガモン、ティアティラ、サルディス、フィラデルフィア、ラオディキアに送り

なさい。」

12 私は、自分に語りかける声を見ようとして振り向いた。振り向くと、七つの金の燭台が見え

た。

13 また、その燭台の真ん中に、人の子のような方が見えた。その方は、足まで垂れた衣をまと

い、胸に金の帯を締めていた。

14 その頭と髪は白い羊毛のように、また雪のように白く、その目は燃える炎のようであった。

15 その足は、炉で精錬された、光り輝く真鍮のようで、その声は大水のとどろきのようであっ

た。

16 また、右手に七つの星を持ち、口から鋭い両刃の剣が出ていて、顔は強く照り輝く太陽のよう

であった。

17 この方を見たとき、私は死んだ者のように、その足もとに倒れ込んだ。すると、その方は私の

上に右手を置いて言われた。 「恐れることはない。わたしは初めであり、終わりであり、



18 生きている者である。わたしは死んだが、見よ、世々限りなく生きている。また、死とよみの

鍵を持っている。

19 それゆえ、あなたが見たこと、今あること、この後起ころうとしていることを書き記せ。

20 あなたがわたしの右手に見た七つの星と、七つの金の燭台の、秘められた意味について。七つ

の星は七つの教会の御使いたち、七つの燭台は七つの教会である。

第2章

1 エペソにある教会の御使いに書き送れ。『右手に七つの星を握る方、七つの金の燭台の間を歩

く方が、こう言われる──。

2 わたしは、あなたの行い、あなたの労苦と忍耐を知っている。また、あなたが悪者たちに我慢

がならず、使徒と自称しているが実はそうでない者たちを試して、彼らを偽り者だと見抜いた

ことも知っている。

3 あなたはよく忍耐して、わたしの名のために耐え忍び、疲れ果てなかった。

4 けれども、あなたには責めるべきことがある。あなたは初めの愛から離れてしまった。

5 だから、どこから落ちたのか思い起こし、悔い改めて初めの行いをしなさい。そうせず、悔い

改めないなら、わたしはあなたのところに行って、あなたの燭台をその場所から取り除く。

6 しかし、あなたにはこのことがある。あなたはニコライ派の人々の行いを憎んでいる。わたし

もそれを憎んでいる。

7 耳のある者は、御霊が諸教会に告げることを聞きなさい。勝利を得る者には、わたしはいのち

の木から食べることを許す。それは神のパラダイスにある。』

8 また、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めであり終わりである方、死んでよみが

えられた方が、こう言われる──。

9 わたしは、あなたの苦難と貧しさを知っている。だが、あなたは富んでいるのだ。ユダヤ人だ

と自称しているが実はそうでない者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられている

ことも、わたしは知っている。

10 あなたが受けようとしている苦しみを、何も恐れることはない。見よ。悪魔は試すために、あ

なたがたのうちのだれかを牢に投げ込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあう。

死に至るまで忠実でありなさい。そうすれば、わたしはあなたにいのちの冠を与える。

11 耳のある者は、御霊が諸教会に告げることを聞きなさい。勝利を得る者は、決して第二の死に

よって害を受けることはない。』

12 また、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い両刃の剣を持つ方が、こう言われる

──。

13 わたしは、あなたが住んでいるところを知っている。そこにはサタンの王座がある。しかしあ

なたは、わたしの名を堅く保って、わたしの確かな証人アンティパスが、サタンが住むあなた

がたのところで殺されたときでさえ、わたしに対する信仰を捨てなかった。

14 けれども、あなたには少しばかり責めるべきことがある。あなたのところに、バラムの教えを

頑なに守る者たちがいる。バラムはバラクに教えて、偶像に献げたいけにえをイスラエルの子

らが食べ、淫らなことを行うように、彼らの前につまずきを置かせた。

15 同じように、あなたのところにもニコライ派の教えを頑なに守っている者たちがいる。



16 だから、悔い改めなさい。そうしないなら、わたしはすぐにあなたのところに行き、わたしの

口の剣をもって彼らと戦う。

17 耳のある者は、御霊が諸教会に告げることを聞きなさい。勝利を得る者には、わたしは隠され

ているマナを与える。また、白い石を与える。その石には、それを受ける者のほかはだれも知

らない、新しい名が記されている。』

18 また、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃える炎のような目を持ち、その足は

光り輝く真鍮のような神の子が、こう言われる──。

19 わたしは、あなたの行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐を知っている。また、初めの行いに

まさる、近ごろの行いも知っている。

20 けれども、あなたには責めるべきことがある。あなたは、あの女、イゼベルをなすがままにさ

せている。この女は、預言者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、淫ら

なことを行わせ、偶像に献げた物を食べさせている。

21 わたしは悔い改める機会を与えたが、この女は淫らな行いを悔い改めようとしない。

22 見よ、わたしはこの女を病の床に投げ込む。また、この女と姦淫を行う者たちも、この女の行

いを離れて悔い改めないなら、大きな患難の中に投げ込む。

23 また、この女の子どもたちを死病で殺す。こうしてすべての教会は、わたしが人の思いと心を

探る者であることを知る。わたしは、あなたがたの行いに応じて一人ひとりに報いる。

24 しかし、ティアティラにいる残りの者たち、この教えを受け入れず、いわゆる「サタンの深

み」を知らないあなたがたに言う。わたしはあなたがたに、ほかの重荷を負わせない。

25 ただ、あなたがたが持っているものを、わたしが行くまで、しっかり保ちなさい。

26 勝利を得る者、最後までわたしのわざを守る者には、諸国の民を支配する権威を与える。

27 彼は鉄の杖で彼らを牧する。 土の器を砕くように。

28 わたしも父から支配する権威を受けたが、それと同じである。また、勝利を得る者には、わた

しは明けの明星を与える。

29 耳のある者は、御霊が諸教会に告げることを聞きなさい。』

第3章

1 また、サルディスにある教会の御使いに書き送れ。『神の七つの御霊と七つの星を持つ方が、

こう言われる──。 わたしはあなたの行いを知っている。あなたは、生きているとは名ばかり

で、実は死んでいる。

2 目を覚まし、死にかけている残りの者たちを力づけなさい。わたしは、あなたの行いがわたし

の神の御前に完了したとは見ていない。

3 だから、どのように受け、聞いたのか思い起こし、それを守り、悔い改めなさい。目を覚まさ

ないなら、わたしは盗人のように来る。わたしがいつあなたのところに来るか、あなたには決

して分からない。

4 しかし、サルディスには、わずかだが、その衣を汚さなかった者たちがいる。彼らは白い衣を

着て、わたしとともに歩む。彼らがそれにふさわしい者たちだからである。

5 勝利を得る者は、このように白い衣を着せられる。またわたしは、その者の名をいのちの書か

ら決して消しはしない。わたしはその名を、わたしの父の御前と御使いたちの前で言い表す。

6 耳のある者は、御霊が諸教会に告げることを聞きなさい。』



7 また、フィラデルフィアにある教会の御使いに書き送れ。 『聖なる方、真実な方、 ダビデの

鍵を持っている方、 彼が開くと、だれも閉じることがなく、 彼が閉じると、だれも開くこと

がない。 その方がこう言われる──。

8 わたしはあなたの行いを知っている。見よ。わたしは、だれも閉じることができない門を、あ

なたの前に開いておいた。あなたには少しばかりの力があって、わたしのことばを守り、わた

しの名を否まなかったからである。

9 見よ。サタンの会衆に属する者、すなわち、ユダヤ人だと自称しているが、実はそうではな

く、噓を言っている者たちに、わたしはこうする。見よ。彼らをあなたの足もとに来させてひ

れ伏させ、わたしがあなたを愛していることを知らせる。

10 あなたは忍耐についてのわたしのことばを守ったので、地上に住む者たちを試みるために全世

界に来ようとしている試練の時には、わたしもあなたを守る。

11 わたしはすぐに来る。あなたは、自分の冠をだれにも奪われないように、持っているものをし

っかり保ちなさい。

12 わたしは、勝利を得る者を、わたしの神の神殿の柱とする。彼はもはや決して外に出て行くこ

とはない。わたしは彼の上に、わたしの神の御名と、わたしの神の都、すなわち、わたしの神

のもとを出て天から下って来る新しいエルサレムの名と、わたしの新しい名とを書き記す。

13 耳のある者は、御霊が諸教会に告げることを聞きなさい。』

14 また、ラオディキアにある教会の御使いに書き送れ。『アーメンである方、確かで真実な証

人、神による創造の源である方がこう言われる──。

15 わたしはあなたの行いを知っている。あなたは冷たくもなく、熱くもない。むしろ、冷たいか

熱いかであってほしい。

16 そのように、あなたは生ぬるく、熱くも冷たくもないので、わたしは口からあなたを吐き出

す。

17 あなたは、自分は富んでいる、豊かになった、足りないものは何もないと言っているが、実は

みじめで、哀れで、貧しくて、盲目で、裸であることが分かっていない。

18 わたしはあなたに忠告する。豊かな者となるために、火で精錬された金をわたしから買い、あ

なたの裸の恥をあらわにしないために着る白い衣を買い、目が見えるようになるために目に塗

る目薬を買いなさい。

19 わたしは愛する者をみな、叱ったり懲らしめたりする。だから熱心になって悔い改めなさい。

20 見よ、わたしは戸の外に立ってたたいている。だれでも、わたしの声を聞いて戸を開けるな

ら、わたしはその人のところに入って彼とともに食事をし、彼もわたしとともに食事をする。

21 勝利を得る者を、わたしとともにわたしの座に着かせる。それは、わたしが勝利を得て、わた

しの父とともに父の御座に着いたのと同じである。

22 耳のある者は、御霊が諸教会に告げることを聞きなさい。』」

第4章

1 その後、私は見た。すると見よ、開かれた門が天にあった。そして、ラッパのような音で私に

語りかけるのが聞こえた、あの最初の声が言った。「ここに上れ。この後必ず起こることを、

あなたに示そう。」



2 たちまち私は御霊に捕らえられた。すると見よ。天に御座があり、その御座に着いている方が

おられた。

3 その方は碧玉や赤めのうのように見え、御座の周りには、エメラルドのように見える虹があっ

た。

4 また、御座の周りには二十四の座があった。これらの座には、白い衣をまとい、頭に金の冠を

かぶった二十四人の長老たちが座っていた。

5 御座からは稲妻がひらめき、声と雷鳴がとどろいていた。御座の前では、火のついた七つのと

もしびが燃えていた。神の七つの御霊である。

6 御座の前は、水晶に似た、ガラスの海のようであった。 そして、御座のあたり、御座の周り

に、前もうしろも目で満ちた四つの生き物がいた。

7 第一の生き物は獅子のようであり、第二の生き物は雄牛のようであり、第三の生き物は人間の

ような顔を持ち、第四の生き物は飛んでいる鷲のようであった。

8 この四つの生き物には、それぞれ六つの翼があり、その周りと内側は目で満ちていた。そし

て、昼も夜も休みなく言い続けていた。 「聖なる、聖なる、聖なる、 主なる神、全能者。 昔

おられ、今もおられ、やがて来られる方。」

9 また、これらの生き物が栄光と誉れと感謝を、御座に着いて世々限りなく生きておられる方に

ささげるとき、

10 二十四人の長老たちは、御座に着いておられる方の前にひれ伏して、世々限りなく生きておら

れる方を礼拝した。また、自分たちの冠を御座の前に投げ出して言った。

11 「主よ、私たちの神よ。 あなたこそ 栄光と誉れと力を受けるにふさわしい方。 あなたが万物

を創造されました。 みこころのゆえに、それらは存在し、 また創造されたのです。」

第5章

1 また私は、御座に着いておられる方の右の手に巻物を見た。それは内側にも外側にも字が書か

れていて、七つの封印で封じられていた。

2 また私は、一人の強い御使いが「巻物を開き、封印を解くのにふさわしい者はだれか」と大声

で告げているのを見た。

3 しかし、天でも地でも地の下でも、だれ一人その巻物を開くことのできる者、見ることのでき

る者はいなかった。

4 私は激しく泣いた。その巻物を開くにも、見るにも、ふさわしい者がだれも見つからなかった

からである。

5 すると、長老の一人が私に言った。「泣いてはいけません。ご覧なさい。ユダ族から出た獅

子、ダビデの根が勝利したので、彼がその巻物を開き、七つの封印を解くことができます。」

6 また私は、御座と四つの生き物の真ん中、長老たちの真ん中に、屠られた姿で子羊が立ってい

るのを見た。それは七つの角と七つの目を持っていた。その目は、全地に遣わされた神の七つ

の御霊であった。

7 子羊は来て、御座に着いておられる方の右の手から巻物を受け取った。

8 巻物を受け取ったとき、四つの生き物と二十四人の長老たちは子羊の前にひれ伏した。彼らは

それぞれ、竪琴と、香に満ちた金の鉢を持っていた。香は聖徒たちの祈りであった。



9 彼らは新しい歌を歌った。 「あなたは、巻物を受け取り、 封印を解くのにふさわしい方で

す。 あなたは屠られて、 すべての部族、言語、民族、国民の中から、 あなたの血によって

人々を神のために贖い、

10 私たちの神のために、彼らを王国とし、 祭司とされました。 彼らは地を治めるのです。」

11 また私は見た。そして御座と生き物と長老たちの周りに、多くの御使いたちの声を聞いた。そ

の数は万の数万倍、千の数千倍であった。

12 彼らは大声で言った。 「屠られた子羊は、 力と富と知恵と勢いと誉れと栄光と賛美を 受ける

にふさわしい方です。」

13 また私は、天と地と地の下と海にいるすべての造られたもの、それらの中にあるすべてのもの

がこう言うのを聞いた。 「御座に着いておられる方と子羊に、 賛美と誉れと栄光と力が 世々

限りなくあるように。」

14 すると、四つの生き物は「アーメン」と言い、長老たちはひれ伏して礼拝した。

第6章

1 また私は、子羊が七つの封印の一つを解くのを見た。そして、四つの生き物の一つが、雷のよ

うな声で「来なさい」と言うのを聞いた。

2 私は見た。すると見よ、白い馬がいた。それに乗っている者は弓を持っていた。彼は冠を与え

られ、勝利の上にさらに勝利を得るために出て行った。

3 子羊が第二の封印を解いたとき、私は、第二の生き物が「来なさい」と言うのを聞いた。

4 すると別の、火のように赤い馬が出て来た。それに乗っている者は、地から平和を奪い取るこ

とが許された。人々が互いに殺し合うようになるためである。また、彼に大きな剣が与えられ

た。

5 子羊が第三の封印を解いたとき、私は、第三の生き物が「来なさい」と言うのを聞いた。私は

見た。すると見よ、黒い馬がいた。これに乗っている者は秤を手に持っていた。

6 私は、一つの声のようなものが、四つの生き物の真ん中でこう言うのを聞いた。「小麦一コイ

ニクスが一デナリ。大麦三コイニクスが一デナリ。オリーブ油とぶどう酒に害を与えてはいけ

ない。」

7 子羊が第四の封印を解いたとき、私は、第四の生き物の声が「来なさい」と言うのを聞いた。

8 私は見た。すると見よ、青ざめた馬がいた。これに乗っている者の名は「死」で、よみがそれ

に従っていた。彼らに、地上の四分の一を支配して、剣と飢饉と死病と地の獣によって殺す権

威が与えられた。

9 子羊が第五の封印を解いたとき、私は、神のことばと、自分たちが立てた証しのゆえに殺され

た者たちのたましいが、祭壇の下にいるのを見た。

10 彼らは大声で叫んだ。「聖なるまことの主よ。いつまでさばきを行わず、地に住む者たちに私

たちの血の復讐をなさらないのですか。」

11 すると、彼ら一人ひとりに白い衣が与えられた。そして、彼らのしもべ仲間で、彼らと同じよ

うに殺されようとしている兄弟たちの数が満ちるまで、もうしばらくの間、休んでいるように

言い渡された。

12 また私は見た。子羊が第六の封印を解いたとき、大きな地震が起こった。太陽は毛織りの粗布

のように黒くなり、月の全面が血のようになった。



13 そして天の星が地上に落ちた。それは、いちじくが大風に揺さぶられて、青い実を落とすよう

であった。

14 天は、巻物が巻かれるように消えてなくなり、すべての山と島は、かつてあった場所から移さ

れた。

15 地の王たち、高官たち、千人隊長たち、金持ちたち、力ある者たち、すべての奴隷と自由人

が、洞穴と山の岩間に身を隠した。

16 そして、山々や岩に向かって言った。「私たちの上に崩れ落ちて、御座に着いておられる方の

御顔と、子羊の御怒りから私たちを隠してくれ。

17 神と子羊の御怒りの、大いなる日が来たからだ。だれがそれに耐えられよう。」

第7章

1 その後、私は四人の御使いを見た。彼らは地の四隅に立ち、地の四方の風をしっかりと押さえ

て、地にも海にもどんな木にも吹きつけないようにしていた。

2 また私は、もう一人の御使いが、日の昇る方から、生ける神の印を持って上って来るのを見

た。彼は、地にも海にも害を加えることを許された四人の御使いたちに、大声で叫んだ。

3 「私たちが神のしもべたちの額に印を押してしまうまで、地にも海にも木にも害を加えてはい

けない。」

4 私は、印を押された者たちの数を耳にした。それは十四万四千人で、イスラエルの子らのあら

ゆる部族の者が印を押されていた。

5 ユダ族から一万二千人が印を押され、 ルベン族から一万二千人、 ガド族から一万二千人、

6 アシェル族から一万二千人、 ナフタリ族から一万二千人、 マナセ族から一万二千人、

7 シメオン族から一万二千人、 レビ族から一万二千人、 イッサカル族から一万二千人、

8 ゼブルン族から一万二千人、 ヨセフ族から一万二千人、 ベニヤミン族から一万二千人が 印を

押されていた。

9 その後、私は見た。すると見よ。すべての国民、部族、民族、言語から、だれも数えきれない

ほどの大勢の群衆が御座の前と子羊の前に立ち、白い衣を身にまとい、手になつめ椰子の枝を

持っていた。

10 彼らは大声で叫んだ。 「救いは、御座に着いておられる私たちの神と、 子羊にある。」

11 御使いたちはみな、御座と長老たちと四つの生き物の周りに立っていたが、御座の前にひれ伏

し、神を礼拝して言った。

12 「アーメン。賛美と栄光と知恵と 感謝と誉れと力と勢いが、私たちの神に 世々限りなくある

ように。アーメン。」

13 すると、長老の一人が私に話しかけて、「この白い衣を身にまとった人たちはだれですか。ど

こから来たのですか」と言った。

14 そこで私が「私の主よ、あなたこそご存じです」と言うと、長老は私に言った。「この人たち

は大きな患難を経てきた者たちで、その衣を洗い、子羊の血で白くしたのです。

15 それゆえ、彼らは神の御座の前にあって、 昼も夜もその神殿で神に仕えている。 御座に着い

ておられる方も、 彼らの上に幕屋を張られる。

16 彼らは、もはや飢えることも渇くこともなく、 太陽もどんな炎熱も、彼らを襲うことはな

い。



17 御座の中央におられる子羊が彼らを牧し、 いのちの水の泉に導かれる。 また、神は彼らの目

から 涙をことごとくぬぐい取ってくださる。」

第8章

1 子羊が第七の封印を解いたとき、天に半時間ほどの静けさがあった。

2 それから私は、神の御前に立っている七人の御使いたちを見た。彼らに七つのラッパが与えら

れた。

3 また、別の御使いが来て、金の香炉を持って祭壇のそばに立った。すると、たくさんの香が彼

に与えられた。すべての聖徒たちの祈りに添えて、御座の前にある金の祭壇の上で献げるため

であった。

4 香の煙は、聖徒たちの祈りとともに、御使いの手から神の御前に立ち上った。

5 それから御使いは、その香炉を取り、それを祭壇の火で満たしてから地に投げつけた。する

と、雷鳴と声がとどろき、稲妻がひらめき、地震が起こった。

6 また、七つのラッパを持った七人の御使いたちは、ラッパを吹く用意をした。

7 第一の御使いがラッパを吹いた。すると、血の混じった雹と火が現れて、地に投げ込まれた。

そして地の三分の一が焼かれ、木々の三分の一も焼かれ、すべての青草も焼かれてしまった。

8 第二の御使いがラッパを吹いた。すると、火の燃えている大きな山のようなものが、海に投げ

込まれた。そして海の三分の一が血になった。

9 また、海の中にいる被造物で、いのちのあるものの三分の一が死に、船の三分の一が壊され

た。

10 第三の御使いがラッパを吹いた。すると、天から、たいまつのように燃えている大きな星が落

ちて来て、川の三分の一とその水源の上に落ちた。

11 この星の名は「苦よもぎ」と呼ばれ、水の三分の一は苦よもぎのようになった。水が苦くなっ

たので、その水のために多くの人が死んだ。

12 第四の御使いがラッパを吹いた。すると太陽の三分の一と、月の三分の一、また星の三分の一

が打たれたので、それらの三分の一は暗くなり、昼の三分の一は光を失い、夜も同じようにな

った。

13 また私は見た。そして、一羽の鷲が中天を飛びながら、大声でこう言うのを聞いた。「わざわ

いだ、わざわいだ、わざわいが来る。地上に住む者たちに。三人の御使いが吹こうとしている

残りのラッパの音によって。」

第9章

1 第五の御使いがラッパを吹いた。すると私は、一つの星が天から地に落ちるのを見た。その星

には、底知れぬ所に通じる穴の鍵が与えられた。

2 それが底知れぬ所に通じる穴を開くと、穴から大きなかまどの煙のような煙が立ち上り、太陽

と空はこの穴の煙のために暗くなった。

3 その煙の中からいなごが地上に出て来た。それらには、地のサソリが持っているような力が与

えられた。

4 そして彼らは、地の草やどんな青草、どんな木にも害を加えてはならないが、額に神の印を持

たない人たちには加えてよい、と言い渡された。



5 その人たちを殺すことは許されなかったが、五か月間苦しめることは許された。彼らの苦痛

は、サソリが人を刺したときの苦痛のようだった。

6 その期間、人々は死を探し求めるが、決して見出すことはない。死ぬことを切に願うが、死は

彼らから逃げて行く。

7 いなごたちの姿は、出陣の用意が整った馬に似ていた。頭には金の冠のようなものをかぶり、

顔は人間の顔のようであった。

8 また、女の髪のような毛があり、歯は獅子の歯のようであった。

9 また、鉄の胸当てのような胸当てを着け、その羽の音は、馬に引かれた多くの戦車が戦いに急

ぐときの音のようであった。

10 彼らはサソリのような尾と針を持っていて、その尾には、五か月間、人々に害を加える力があ

った。

11 いなごたちは、底知れぬ所の使いを王としている。その名はヘブル語でアバドン、ギリシア語

でアポリュオンという。

12 第一のわざわいは過ぎ去った。見よ、この後、なお二つのわざわいが来る。

13 第六の御使いがラッパを吹いた。すると、神の御前にある金の祭壇の四本の角から、一つの声

が聞こえた。

14 その声は、ラッパを持っている第六の御使いに言った。「大河ユーフラテスのほとりにつなが

れている、四人の御使いを解き放て。」

15 すると、その時、その日、その月、その年のために用意されていた、四人の御使いが解き放た

れた。人間の三分の一を殺すためであった。

16 騎兵の数は二億で、私はその数を耳にした。

17 私が幻の中で見た馬と、それに乗っている者たちの様子はこうであった。彼らは、燃えるよう

な赤と紫と硫黄の色の胸当てを着けており、馬の頭は獅子の頭のようで、口からは火と煙と硫

黄が出ていた。

18 これら三つの災害、すなわち、彼らの口から出る火と煙と硫黄によって、人間の三分の一が殺

された。

19 馬の力は口と尾にあって、その尾は蛇に似て頭を持ち、その頭で害を加えるのである。

20 これらの災害によって殺されなかった、人間の残りの者たちは、悔い改めて自分たちの手で造

った物から離れるということをせず、悪霊どもや、金、銀、銅、石、木で造られた偶像、すな

わち見ることも聞くことも歩くこともできないものを、拝み続けた。

21 また彼らは、自分たちが行っている殺人、魔術、淫らな行いや盗みを悔い改めなかった。

第10章

1 また私は、もう一人の強い御使いが、雲に包まれて天から下って来るのを見た。その頭上には

虹があり、その顔は太陽のよう、その足は火の柱のようで、

2 手には開かれた小さな巻物を持っていた。御使いは右足を海の上、左足を地の上に置いて、

3 獅子が吼えるように大声で叫んだ。彼が叫んだとき、七つの雷がそれぞれの声を発した。

4 七つの雷が語ったとき、私は書き留めようとした。すると、天からの声がこう言うのを聞い

た。「七つの雷が語ったことは封じておけ。それを書き記すな。」



5 それから、海の上と地の上に立っているのを私が見たあの御使いは、右手を天に上げ、

6 天とその中にあるもの、地とその中にあるもの、海とその中にあるものを造って、世々限りな

く生きておられる方にかけて誓った。「もはや時は残されておらず、

7 第七の御使いが吹こうとしているラッパの音が響くその日に、神の奥義は、神がご自分のしも

べである預言者たちに告げたとおりに実現する。」

8 それから、前に天から聞こえた声が、再び私に語りかけた。「行って、海の上と地の上に立っ

ている御使いの手にある、開かれた巻物を受け取りなさい。」

9 私はその御使いのところに行き、「私にその小さな巻物を下さい」と言った。すると彼は言っ

た。「それを取って食べてしまいなさい。それはあなたの腹には苦いが、あなたの口には蜜の

ように甘い。」

10 そこで、私はその小さな巻物を御使いの手から受け取って食べた。口には蜜のように甘かった

が、それを食べてしまうと、私の腹は苦くなった。

11 すると私はこう告げられた。「あなたはもう一度、多くの民族、国民、言語、王たちについて

預言しなければならない。」

第11章

1 それから、杖のような測り竿が私に与えられて、こう告げられた。「立って、神の神殿と祭壇

と、そこで礼拝している人々を測りなさい。

2 神殿の外の庭はそのままにしておきなさい。それを測ってはいけない。それは異邦人に与えら

れているからだ。彼らは聖なる都を四十二か月の間、踏みにじることになる。

3 わたしがそれを許すので、わたしの二人の証人は、粗布をまとって千二百六十日間、預言す

る。」

4 彼らは、地を治める主の御前に立っている二本のオリーブの木、また二つの燭台である。

5 もしだれかが彼らに害を加えようとするなら、彼らの口から火が出て、敵を焼き尽くす。もし

だれかが彼らに害を加えようとするなら、必ずこのように殺される。

6 この二人は、預言をしている期間、雨が降らないように天を閉じる権威を持っている。また、

水を血に変える権威、さらに、思うままに何度でも、あらゆる災害で地を打つ権威を持ってい

る。

7 二人が証言を終えると、底知れぬ所から上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、彼らを殺してし

まう。

8 彼らの死体は大きな都の大通りにさらされる。その都は、霊的な理解ではソドムやエジプトと

呼ばれ、そこで彼らの主も十字架にかけられたのである。

9 もろもろの民族、部族、言語、国民に属する人々が、三日半の間、彼らの死体を眺めていて、

その死体を墓に葬ることを許さない。

10 地に住む者たちは、彼らのことで喜び祝って、互いに贈り物を交わす。この二人の預言者たち

が、地に住む者たちを苦しめたからである。

11 しかし、三日半の後、いのちの息が神から出て二人のうちに入り、彼らは自分たちの足で立っ

た。見ていた者たちは大きな恐怖に襲われた。

12 二人は、天から大きな声が「ここに上れ」と言うのを聞いた。そして、彼らは雲に包まれて天

に上った。彼らの敵たちはそれを見た。



13 そのとき、大きな地震が起こって、都の十分の一が倒れた。この地震のために七千人が死ん

だ。残った者たちは恐れを抱き、天の神に栄光を帰した。

14 第二のわざわいが過ぎ去った。見よ、第三のわざわいがすぐに来る。

15 第七の御使いがラッパを吹いた。すると大きな声が天に起こって、こう言った。 「この世の

王国は、 私たちの主と、そのキリストのものとなった。 主は世々限りなく支配される。」

16 すると、神の御前で自分たちの座に着いていた二十四人の長老たちが、ひれ伏し、神を礼拝し

て言った。

17 「私たちはあなたに感謝します。 今おられ、昔おられた全能者、神である主よ。 あなたは偉

大な力を働かせて、 王となられました。

18 諸国の民は怒りました。 しかし、あなたの御怒りが来ました。 死者がさばかれる時、 あなた

のしもべである預言者たちと聖徒たち、 御名を恐れる者たち、 小さい者にも大きい者にも 報

いが与えられる時、 地を滅ぼす者たちが滅ぼされる時です。」

19 それから、天にある神の神殿が開かれ、神の契約の箱が神殿の中に見えた。すると稲妻がひら

めき、雷鳴がとどろき、地震が起こり、大粒の雹が降った。

第12章

1 また、大きなしるしが天に現れた。一人の女が太陽をまとい、月を足の下にし、頭に十二の星

の冠をかぶっていた。

2 女は身ごもっていて、子を産む痛みと苦しみのために、叫び声をあげていた。

3 また、別のしるしが天に現れた。見よ、炎のように赤い大きな竜。それは、七つの頭と十本の

角を持ち、その頭に七つの王冠をかぶっていた。

4 その尾は天の星の三分の一を引き寄せて、それらを地に投げ落とした。また竜は、子を産もう

としている女の前に立ち、産んだら、その子を食べてしまおうとしていた。

5 女は男の子を産んだ。この子は、鉄の杖をもってすべての国々の民を牧することになってい

た。その子は神のみもとに、その御座に引き上げられた。

6 女は荒野に逃れた。そこには、千二百六十日の間、人々が彼女を養うようにと、神によって備

えられた場所があった。

7 さて、天に戦いが起こって、ミカエルとその御使いたちは竜と戦った。竜とその使いたちも戦

ったが、

8 勝つことができず、天にはもはや彼らのいる場所がなくなった。

9 こうして、その大きな竜、すなわち、古い蛇、悪魔とかサタンとか呼ばれる者、全世界を惑わ

す者が地に投げ落とされた。また、彼の使いたちも彼とともに投げ落とされた。

10 私は、大きな声が天でこう言うのを聞いた。 「今や、私たちの神の救いと力と王国と、 神の

キリストの権威が現れた。 私たちの兄弟たちの告発者、 昼も夜も私たちの神の御前で訴える

者が、 投げ落とされたからである。

11 兄弟たちは、子羊の血と、 自分たちの証しのことばのゆえに 竜に打ち勝った。 彼らは死に至

るまでも 自分のいのちを惜しまなかった。

12 それゆえ、天とそこに住む者たちよ、喜べ。 しかし、地と海はわざわいだ。 悪魔が自分の時

が短いことを知って激しく憤り、 おまえたちのところへ下ったからだ。」

13 竜は、自分が地へ投げ落とされたのを知ると、男の子を産んだ女を追いかけた。



14 しかし、女には大きな鷲の翼が二つ与えられた。荒野にある自分の場所に飛んで行って、そこ

で一時と二時と半時の間、蛇の前から逃れて養われるためであった。

15 すると蛇はその口から、女のうしろへ水を川のように吐き出し、彼女を大水で押し流そうとし

た。

16 しかし、地は女を助け、その口を開けて、竜が口から吐き出した川を飲み干した。

17 すると竜は女に対して激しく怒り、女の子孫の残りの者、すなわち、神の戒めを守り、イエス

の証しを堅く保っている者たちと戦おうとして出て行った。

18 そして、竜は海辺の砂の上に立った。

第13章

1 また私は、海から一頭の獣が上って来るのを見た。これには十本の角と七つの頭があった。そ

の角には十の王冠があり、その頭には神を冒瀆する様々な名があった。

2 私が見たその獣は豹に似ていて、足は熊の足のよう、口は獅子の口のようであった。竜はこの

獣に、自分の力と自分の王座と大きな権威を与えた。

3 その頭のうちの一つは打たれて死んだと思われたが、その致命的な傷は治った。全地は驚いて

その獣に従い、

4 竜を拝んだ。竜が獣に権威を与えたからである。また人々は獣も拝んで言った。「だれがこの

獣に比べられるだろうか。だれがこれと戦うことができるだろうか。」

5 この獣には、大言壮語して冒瀆のことばを語る口が与えられ、四十二か月の間、活動する権威

が与えられた。

6 獣は神を冒瀆するために口を開いて、神の御名と神の幕屋、また天に住む者たちを冒瀆した。

7 獣は、聖徒たちに戦いを挑んで打ち勝つことが許された。また、あらゆる部族、民族、言語、

国民を支配する権威が与えられた。

8 地に住む者たちで、世界の基が据えられたときから、屠られた子羊のいのちの書にその名が書

き記されていない者はみな、この獣を拝むようになる。

9 耳のある者は聞きなさい。

10 捕らわれの身になるべき者は 捕らわれ、 剣で殺されるべき者は 剣で殺される。 ここに、聖徒

たちの忍耐と信仰が必要である。

11 また私は、別の獣が地から上って来るのを見た。それは、子羊の角に似た二本の角を持ち、竜

が語るように語っていた。

12 この獣は、最初の獣が持っていたすべての権威を、その獣の前で働かせた。また、地と地に住

む者たちに、致命的な傷が治った最初の獣を拝ませた。

13 また、大きなしるしを行い、人々の前で火を天から地に降らせることさえした。

14 また、この獣は、あの獣の前で行うことが許されたしるしによって、地に住む者たちを惑わ

し、剣の傷を受けながらも生き返ったあの獣の像を造るように、地に住む者たちに命じた。

15 それから、その獣の像に息を吹き込んで、獣の像がものを言うことさえできるようにし、ま

た、その像を拝まない者たちをみな殺すようにした。

16 また獣は、すべての者に、すなわち、小さい者にも大きい者にも、富んでいる者にも貧しい者

にも、自由人にも奴隷にも、その右の手あるいは額に刻印を受けさせた。



17 また、その刻印を持っている者以外は、だれも物を売り買いできないようにした。刻印とは、

あの獣の名、またはその名が表す数字である。

18 ここに、知恵が必要である。思慮ある者はその獣の数字を数えなさい。それは人間を表す数字

であるから。その数字は六百六十六である。

第14章

1 また私は見た。すると見よ、子羊がシオンの山の上に立っていた。また、子羊とともに十四万

四千人の人たちがいて、その額には子羊の名と、子羊の父の名が記されていた。

2 また、私は天からの声を聞いた。それは大水のとどろきのようであり、激しい雷鳴のようでも

あった。しかも、私が聞いたその声は、竪琴を弾く人たちが竪琴に合わせて歌う声のようであ

った。

3 彼らは御座の前と、四つの生き物および長老たちの前で、新しい歌を歌った。しかし、地上か

ら贖われた十四万四千人のほかは、この歌を学ぶことができなかった。

4 この人たちは、女に触れて汚れたことがない者たちで、童貞である。彼らは、子羊が行く所、

どこにでもついて行く。彼らは、神と子羊に献げられる初穂として、人々の中から贖い出され

たのである。

5 彼らの口には偽りが見出されなかった。彼らは傷のない者たちである。

6 また私は、もう一人の御使いが中天を飛ぶのを見た。彼は地に住む人々、すなわち、あらゆる

国民、部族、言語、民族に宣べ伝えるために、永遠の福音を携えていた。

7 彼は大声で言った。「神を恐れよ。神に栄光を帰せよ。神のさばきの時が来たからだ。天と地

と海と水の源を創造した方を礼拝せよ。」

8 また、その御使いの後にもう一人、第二の御使いが来て言った。「倒れた、倒れた、大バビロ

ンが。御怒りを招く淫行のぶどう酒を、すべての国々の民に飲ませた都が。」

9 また、彼らの後にもう一人、第三の御使いがやって来て、大声で言った。「もしだれかが獣と

その像を拝み、自分の額か手に刻印を受けるなら、

10 その者は、神の怒りの杯に混ぜ物なしに注がれた、神の憤りのぶどう酒を飲み、聖なる御使い

たちと子羊の前で火と硫黄によって苦しめられる。

11 彼らの苦しみの煙は、世々限りなく立ち上る。獣とその像を拝む者たち、また、だれでも獣の

名の刻印を受ける者には、昼も夜も安らぎがない。」

12 ここに、聖徒たち、すなわち神の戒めを守り、イエスに対する信仰を持ち続ける者たちの忍耐

が必要である。

13 また私は、天からの声がこう言うのを聞いた。「書き記せ、『今から後、主にあって死ぬ死者

は幸いである』と。」御霊も言われる。「しかり。その人たちは、その労苦から解き放たれて

安らぐことができる。彼らの行いが、彼らとともについて行くからである。」

14 また私は見た。すると見よ。白い雲が起こり、その雲の上に人の子のような方が座っておられ

た。その頭には金の冠、手には鋭い鎌があった。

15 すると、別の御使いが神殿から出て来て、雲の上に座っておられる方に大声で叫んだ。「あな

たの鎌を送って、刈り取ってください。刈り入れの時が来ましたから。地の穀物は実っていま

す。」

16 雲の上に座っておられる方が地上に鎌を投げると、地は刈り取られた。



17 それから、もう一人の御使いが天の神殿から出て来たが、彼もまた、鋭い鎌を持っていた。

18 すると、火をつかさどる権威を持つ別の御使いが祭壇から出て来て、鋭い鎌を持つ御使いに大

声で呼びかけた。「あなたの鋭い鎌を送って、地のぶどうの房を刈り集めよ。ぶどうはすでに

熟している。」

19 御使いは地上に鎌を投げて、地のぶどうを刈り集め、神の憤りの大きな踏み場に投げ入れた。

20 都の外にあるその踏み場でぶどうが踏まれた。すると、血がその踏み場から流れ出て、馬のく

つわの高さに届くほどになり、千六百スタディオンに広がった。

第15章

1 また私は、天にもう一つの大きな驚くべきしるしを見た。七人の御使いが、最後の七つの災害

を携えていた。ここに神の憤りは極まるのである。

2 私は、火が混じった、ガラスの海のようなものを見た。獣とその像とその名を示す数字に打ち

勝った人々が、神の竪琴を手にしてガラスの海のほとりに立っていた。

3 彼らは神のしもべモーセの歌と子羊の歌を歌った。 「主よ、全能者なる神よ。 あなたのみわ

ざは偉大で、驚くべきものです。 諸国の民の王よ。 あなたの道は正しく真実です。

4 主よ、あなたを恐れず、 御名をあがめない者がいるでしょうか。 あなただけが聖なる方で

す。 すべての国々の民は来て、 あなたの御前にひれ伏します。 あなたの正しいさばきが 明ら

かにされたからです。」

5 その後、私は見た。天にある、あかしの幕屋である神殿が開かれた。

6 そして七人の御使いが、七つの災害を携えて神殿から出て来た。彼らは、きよく光り輝く亜麻

布を着て、胸には金の帯を締めていた。

7 また、四つの生き物の一つが、七人の御使いたちに七つの金の鉢を渡したが、それには世々限

りなく生きておられる神の憤りが満ちていた。

8 神殿は、神の栄光とその御力から立ち上る煙で満たされ、七人の御使いたちの七つの災害が終

わるまでは、だれもその神殿に入ることができなかった。

第16章

1 また私は、大きな声が神殿から出て、七人の御使いに、「行って、七つの鉢から神の憤りを地

に注げ」と言うのを聞いた。

2 第一の御使いが出て行き、鉢の中身を地に注いだ。すると、獣の刻印を受けている者たちと獣

の像を拝む者たちに、ひどい悪性の腫れものができた。

3 第二の御使いが鉢の中身を海に注いだ。すると、海は死者の血のようになった。海の中にいる

生き物はみな死んだ。

4 第三の御使いが鉢の中身を川と水の源に注いだ。すると、それらは血になった。

5 また私は、水をつかさどる御使いがこう言うのを聞いた。 「今おられ、昔おられた聖なる

方、 あなたは正しい方です。 このようなさばきを行われたからです。

6 彼らは聖徒たちや 預言者たちの血を流しましたが、 あなたは彼らに血を飲ませられました。

彼らにはそれがふさわしいからです。」



7 また私は、祭壇がこう言うのを聞いた。 「しかり。主よ、全能者なる神よ。 あなたのさばき

は真実で正しいさばきです。」

8 第四の御使いが鉢の中身を太陽に注いだ。すると、太陽は人々を火で焼くことを許された。

9 こうして人々は激しい炎熱で焼かれ、これらの災害を支配する権威を持つ神の御名を冒瀆し

た。彼らが悔い改めて神に栄光を帰することはなかった。

10 第五の御使いが鉢の中身を獣の座に注いだ。すると、獣の王国は闇におおわれ、人々は苦しみ

のあまり舌をかんだ。

11 そして、その苦しみと腫れもののゆえに天の神を冒瀆し、自分の行いを悔い改めようとしなか

った。

12 第六の御使いが鉢の中身を大河ユーフラテスに注いだ。すると、その水は涸れてしまい、日の

昇る方から来る王たちの道を備えることになった。

13 また、私は竜の口と獣の口、また偽預言者の口から、蛙のような三つの汚れた霊が出て来るの

を見た。

14 これらは、しるしを行う悪霊どもの霊であり、全世界の王たちのところに出て行く。全能者な

る神の大いなる日の戦いに備えて、彼らを召集するためである。

15 ──見よ、わたしは盗人のように来る。裸で歩き回って、恥ずかしい姿を人々に見られることの

ないように、目を覚まして衣を着ている者は幸いである──

16 こうして汚れた霊どもは、ヘブル語でハルマゲドンと呼ばれる場所に王たちを集めた。

17 第七の御使いが鉢の中身を空中に注いだ。すると大きな声が神殿の中から、御座から出て、

「事は成就した」と言った。

18 そして稲妻がひらめき、雷鳴がとどろき、大きな地震が起こった。これは人間が地上に現れて

以来、いまだかつてなかったほどの、大きな強い地震であった。

19 あの大きな都は三つの部分に裂かれ、諸国の民の町々は倒れた。神は大バビロンを忘れず、ご

自分の激しい憤りのぶどう酒の杯を与えられた。

20 島はすべて逃げ去り、山々は見えなくなった。

21 また、一タラントほどの大きな雹が、天から人々の上に降った。この雹の災害のために、人々

は神を冒瀆した。その災害が非常に激しかったからである。

第17章

1 また、七つの鉢を持つ七人の御使いの一人が来て、私に語りかけた。「ここに来なさい。大水

の上に座している大淫婦に対するさばきを見せましょう。

2 地の王たちは、この女と淫らなことを行い、地に住む人々は、この女の淫行のぶどう酒に酔い

ました。」

3 それから、御使いは私を御霊によって荒野へ連れて行った。私は、一人の女が緋色の獣に乗っ

ているのを見た。その獣は神を冒瀆する名で満ちていて、七つの頭と十本の角を持っていた。

4 その女は紫と緋色の衣をまとい、金と宝石と真珠で身を飾り、忌まわしいものと、自らの淫行

の汚れで満ちた金の杯を手に持っていた。

5 その額には、意味の秘められた名、「大バビロン、淫婦たちと地上の忌まわしいものの母」と

いう名が記されていた。



6 私は、この女が聖徒たちの血とイエスの証人たちの血に酔っているのを見た。 私はこの女を

見て、非常に驚いた。

7 すると、御使いは私に言った。「なぜ驚くのですか。私は、この女の秘められた意味と、この

女を乗せている、七つの頭と十本の角を持つ獣の秘められた意味を、あなたに話しましょう。

8 あなたが見た獣は、昔はいたが、今はいません。やがて底知れぬ所から上って来ますが、滅び

ることになります。地に住む者たちで、世界の基が据えられたときからいのちの書に名が書き

記されていない者たちは、その獣が昔はいたが今はおらず、やがて現れるのを見て驚くでしょ

う。

9 ここに、知恵のある考え方が必要です。七つの頭とは、この女が座している七つの山で、それ

は七人の王たちのことです。

10 五人はすでに倒れましたが、一人は今いて、もう一人はまだ来ていません。彼が来れば、しば

らくとどまるはずです。

11 また、昔はいたが今はいないあの獣は八番目の王ですが、七人のうちの一人でもあり、滅びる

ことになります。

12 あなたが見た十本の角は十人の王たちです。彼らはまだ王権を受けていませんが、獣ととも

に、一時だけ王としての権威を受けます。

13 これらの王たちは一つ思いとなり、自分たちの力と権威をその獣に委ねます。

14 彼らは子羊に戦いを挑みますが、子羊は彼らに打ち勝ちます。子羊は主の主、王の王だからで

す。子羊とともにいる者たちは、召されて選ばれた忠実な者たちです。」

15 また、御使いは私に言った。「あなたが見た水、淫婦が座しているところは、もろもろの民

族、群衆、国民、言語です。

16 あなたが見た十本の角と獣は、やがて淫婦を憎み、はぎ取って裸にし、その肉を食らって火で

焼き尽くすことになります。

17 それは、神のことばが成る時まで、神はみこころが実現するように王たちの心を動かし、彼ら

が一つ思いとなって、自分たちの支配権を獣に委ねるようにされたからです。

18 あなたが見たあの女は、地の王たちを支配する大きな都のことです。」

第18章

1 その後、私は、もう一人の御使いが、大きな権威を持って天から下って来るのを見た。地はそ

の栄光によって照らされた。

2 彼は力強い声で叫んだ。「倒れた。大バビロンは倒れた。それは、悪霊の住みか、あらゆる汚

れた霊の巣窟、あらゆる汚れた鳥の巣窟、あらゆる汚れた憎むべき獣の巣窟となった。

3 すべての国々の民は、御怒りを招く彼女の淫行のぶどう酒を飲み、地の王たちは彼女と淫らな

ことを行い、地の商人たちは、彼女の過度のぜいたくによって富を得たからだ。」

4 それから私は、天からもう一つの声がこう言うのを聞いた。「わたしの民は、この女の罪に関

わらないように、その災害に巻き込まれないように、彼女のところから出て行きなさい。

5 彼女の罪は積み重なって天に達し、神は彼女の不正を覚えておられるからです。

6 あなたがたは、彼女が支払ったとおりに彼女に報いなさい。彼女の行いに応じて倍にして返し

なさい。彼女が混ぜ合わせた杯の中に、彼女のために倍のものを混ぜ合わせなさい。



7 彼女が自分を誇り、ぜいたくにふけった分だけ、苦しみと悲しみを彼女に与えなさい。彼女は

心の中で『私は女王として座し、やもめではない。だから悲しみにあうことはない』と言って

いるからです。

8 これらのことのため、一日のうちに、様々な災害、死病と悲しみと飢えが彼女を襲います。そ

して、彼女は火で焼き尽くされます。彼女をさばく神である主は、力ある方なのです。」

9 彼女と淫らなことを行い、ぜいたくをした地の王たちは、彼女が焼かれる煙を見ると、彼女の

ことで泣いて胸を打ちたたく。

10 彼らは遠く離れて立ち、彼女の苦しみに恐れをなして、「わざわいだ、わざわいだ、大きな

都、力強い都バビロンよ。あなたのさばきは一瞬にしてなされた」と言う。

11 また、地の商人たちは彼女のことで泣き悲しむ。彼らの商品を買う者が、もはやだれもいない

からである。

12 商品とは、金、銀、宝石、真珠、亜麻布、紫布、絹、緋色の布、あらゆる香木、あらゆる象牙

細工、高価な木材や青銅や鉄や大理石で造ったあらゆる器具、

13 シナモン、香料、香、香油、乳香、ぶどう酒、オリーブ油、小麦粉、小麦、家畜、羊、馬、馬

車、奴隷、それに人のいのちである。

14 「おまえの心が欲しがる果物は、おまえから遠ざかり、ぜいたくな物や華やかな物は、すべて

おまえから消え失せて、もはや決して見出すことはできない。」

15 これらの物を商って彼女から富を得ていた商人たちは、彼女の苦しみに恐れをなして、遠く離

れて立ち、泣き悲しんで言う。

16 「わざわいだ、わざわいだ、大きな都よ。亜麻布、紫布、緋色の布をまとい、金、宝石、真珠

で身を飾っていたが、

17 あれほどの富が、一瞬にして荒廃に帰してしまった。」 また、すべての船長、その場所を航

海するすべての者たち、水夫たち、海で働く者たちもみな、遠く離れて立ち、

18 彼女が焼かれる煙を見て、「これほどの大きな都がほかにあっただろうか」と叫んだ。

19 彼らは頭にちりをかぶり、泣き悲しんで叫んだ。「わざわいだ、わざわいだ、大きな都よ。海

に船を持つ者たちはみな、ここでその繁栄から富を得ていたのに、その都が一瞬にして荒れ果

ててしまうとは。」

20 「天よ、この都のことで喜べ。聖徒たちも使徒たちも預言者たちも喜べ。神があなたがたのた

めに、この都をさばかれたのだから。」

21 また、一人の強い御使いが、大きいひき臼のような石を取り上げ、海に投げ込んで言った。

「大きな都バビロンは、このように荒々しく投げ捨てられ、もはや決して見出されることはな

い。

22 竪琴を弾く者たち、歌を歌う者たち、笛を吹く者たち、ラッパを鳴らす者たちの奏でる音が、

おまえのうちで、もはや決して聞かれることはない。あらゆる技術を持つ職人たちも、おまえ

のうちで、もはや決して見出されることはない。石臼の音も、おまえのうちで、もはや決して

聞かれることはない。

23 ともしびの光も、おまえのうちで、もはや決して輝くことはない。花婿と花嫁の声も、おまえ

のうちで、もはや決して聞かれることはない。というのは、おまえの商人たちが地上で権力を

握り、おまえの魔術によってすべての国々の民が惑わされ、



24 この都の中に、預言者たちや聖徒たちの血、また地上で屠られたすべての人々の血が見出され

たからである。」

第19章

1 その後、私は、大群衆の大きな声のようなものが、天でこう言うのを聞いた。 「ハレルヤ。

救いと栄光と力は私たちの神のもの。

2 神のさばきは真実で正しいからである。 神は、淫行で地を腐敗させた大淫婦をさばき、 ご自

分のしもべたちの血の報復を彼女にされた。」

3 もう一度、彼らは言った。 「ハレルヤ。 彼女が焼かれる煙は、世々限りなく立ち上る。」

4 すると、二十四人の長老たちと四つの生き物はひれ伏して、御座に着いておられる神を礼拝し

て言った。 「アーメン。ハレルヤ。」

5 また、御座から声が出て、こう言った。 「神のすべてのしもべたちよ、 神を恐れる者たち

よ、 小さい者も大きい者も 私たちの神を賛美せよ。」

6 また私は、大群衆の声のような、大水のとどろきのような、激しい雷鳴のようなものがこう言

うのを聞いた。 「ハレルヤ。私たちの神である主、 全能者が王となられた。

7 私たちは喜び楽しみ、神をほめたたえよう。 子羊の婚礼の時が来て、 花嫁は用意ができたの

だから。

8 花嫁は、輝くきよい亜麻布を まとうことが許された。 その亜麻布とは、聖徒たちの正しい行

いである。」

9 御使いは私に、「子羊の婚宴に招かれている者たちは幸いだ、と書き記しなさい」と言い、ま

た「これらは神の真実なことばである」と言った。

10 私は御使いの足もとにひれ伏して、礼拝しようとした。すると、御使いは私に言った。「いけ

ません。私はあなたや、イエスの証しを堅く保っている、あなたの兄弟たちと同じしもべで

す。神を礼拝しなさい。イエスの証しは預言の霊なのです。」

11 また私は、天が開かれているのを見た。すると見よ、白い馬がいた。それに乗っている方は

「確かで真実な方」と呼ばれ、義をもってさばき、戦いをされる。

12 その目は燃える炎のようであり、その頭には多くの王冠があり、ご自分のほかはだれも知らな

い名が記されていた。

13 その方は血に染まった衣をまとい、その名は「神のことば」と呼ばれていた。

14 天の軍勢は白くきよい亜麻布を着て、白い馬に乗って彼に従っていた。

15 この方の口からは、諸国の民を打つために鋭い剣が出ていた。鉄の杖で彼らを牧するのは、こ

の方である。また、全能者なる神の激しい憤りのぶどうの踏み場を踏まれるのは、この方であ

る。

16 その衣と、もものところには、「王の王、主の主」という名が記されていた。

17 また私は、一人の御使いが太陽の中に立っているのを見た。彼は大声で叫び、中天を飛んでい

るすべての鳥たちに言った。「さあ、神の大宴会に集まれ。

18 王たちの肉、千人隊長の肉、力ある者たちの肉、馬とそれに乗っている者たちの肉、すべての

自由人と奴隷たち、また小さい者や大きい者たちの肉を食べよ。」

19 また私は、獣と地の王たちとその軍勢が集まって、馬に乗る方とその軍勢に戦いを挑むのを見

た。



20 しかし、獣は捕らえられた。また、獣の前でしるしを行い、それによって獣の刻印を受けた者

たちと、獣の像を拝む者たちを惑わした偽預言者も、獣とともに捕らえられた。この両者は生

きたまま、硫黄の燃える火の池に投げ込まれた。

21 残りの者たちは、馬に乗っている方の口から出る剣によって殺され、すべての鳥が彼らの肉を

飽きるほど食べた。

第20章

1 また私は、御使いが底知れぬ所の鍵と大きな鎖を手にして、天から下って来るのを見た。

2 彼は、竜、すなわち、悪魔でありサタンである古い蛇を捕らえて、これを千年の間縛り、

3 千年が終わるまで、これ以上諸国の民を惑わすことのないように、底知れぬ所に投げ込んで鍵

をかけ、その上に封印をした。その後、竜はしばらくの間、解き放たれることになる。

4 また私は多くの座を見た。それらの上に座っている者たちがいて、彼らにはさばきを行う権威

が与えられた。また私は、イエスの証しと神のことばのゆえに首をはねられた人々のたましい

を見た。彼らは獣もその像も拝まず、額にも手にも獣の刻印を受けていなかった。彼らは生き

返って、キリストとともに千年の間、王として治めた。

5 残りの死者は、千年が終わるまでは生き返らなかった。これが第一の復活である。

6 この第一の復活にあずかる者は幸いな者、聖なる者である。この人々に対して、第二の死は何

の力も持っていない。彼らは神とキリストの祭司となり、キリストとともに千年の間、王とし

て治める。

7 しかし、千年が終わると、サタンはその牢から解き放たれ、

8 地の四方にいる諸国の民を、すなわちゴグとマゴグを惑わすために出て行き、戦いのために彼

らを召集する。彼らの数は海の砂のようである。

9 彼らは地の広いところに上って行き、聖徒たちの陣営と、愛された都を包囲した。すると天か

ら火が下って来て、彼らを焼き尽くした。

10 彼らを惑わした悪魔は火と硫黄の池に投げ込まれた。そこには獣も偽預言者もいる。彼らは昼

も夜も、世々限りなく苦しみを受ける。

11 また私は、大きな白い御座と、そこに着いておられる方を見た。地と天はその御前から逃げ去

り、跡形もなくなった。

12 また私は、死んだ人々が大きい者も小さい者も御座の前に立っているのを見た。数々の書物が

開かれた。書物がもう一つ開かれたが、それはいのちの書であった。死んだ者たちは、これら

の書物に書かれていることにしたがい、自分の行いに応じてさばかれた。

13 海はその中にいる死者を出した。死とよみも、その中にいる死者を出した。彼らはそれぞれ自

分の行いに応じてさばかれた。

14 それから、死とよみは火の池に投げ込まれた。これが、すなわち火の池が、第二の死である。

15 いのちの書に記されていない者はみな、火の池に投げ込まれた。

第21章

1 また私は、新しい天と新しい地を見た。以前の天と以前の地は過ぎ去り、もはや海もない。



2 私はまた、聖なる都、新しいエルサレムが、夫のために飾られた花嫁のように整えられて、神

のみもとから、天から降って来るのを見た。

3 私はまた、大きな声が御座から出て、こう言うのを聞いた。 「見よ、神の幕屋が人々ととも

にある。 神は人々とともに住み、人々は神の民となる。 神ご自身が彼らの神として、ともに

おられる。

4 神は彼らの目から 涙をことごとくぬぐい取ってくださる。 もはや死はなく、 悲しみも、叫び

声も、苦しみもない。 以前のものが過ぎ去ったからである。」

5 すると、御座に座っておられる方が言われた。「見よ、わたしはすべてを新しくする。」また

言われた。「書き記せ。これらのことばは真実であり、信頼できる。」

6 また私に言われた。「事は成就した。わたしはアルファであり、オメガである。初めであり、

終わりである。わたしは渇く者に、いのちの水の泉からただで飲ませる。

7 勝利を得る者は、これらのものを相続する。わたしは彼の神となり、彼はわたしの子となる。

8 しかし、臆病な者、不信仰な者、忌まわしい者、人を殺す者、淫らなことを行う者、魔術を行

う者、偶像を拝む者、すべて偽りを言う者たちが受ける分は、火と硫黄の燃える池の中にあ

る。これが第二の死である。」

9 また、最後の七つの災害で満ちた、あの七つの鉢を持っていた七人の御使いの一人がやって来

て、私に語りかけた。「ここに来なさい。あなたに子羊の妻である花嫁を見せましょう。」

10 そして、御使いは御霊によって私を大きな高い山に連れて行き、聖なる都エルサレムが神のみ

もとから、天から降って来るのを見せた。

11 都には神の栄光があった。その輝きは最高の宝石に似ていて、透き通った碧玉のようであっ

た。

12 都には、大きな高い城壁があり、十二の門があった。門の上には十二人の御使いがいた。ま

た、名前が刻まれていたが、それはイスラエルの子らの十二部族の名前であった。

13 東に三つの門、北に三つの門、南に三つの門、西に三つの門があった。

14 都の城壁には十二の土台石があり、それには、子羊の十二使徒の、十二の名が刻まれていた。

15 また、私に語りかけた御使いは、都とその門と城壁を測るために金の測り竿を持っていた。

16 都は四角形で、長さと幅は同じである。御使いが都をその竿で測ると、一万二千スタディオン

あった。長さも幅も高さも同じである。

17 また城壁を測ると、百四十四ペキスあった。これは人間の尺度であるが、御使いの尺度も同じ

であった。

18 都の城壁は碧玉で造られ、都は透き通ったガラスに似た純金でできていた。

19 都の城壁の土台石はあらゆる宝石で飾られていた。第一の土台石は碧玉、第二はサファイア、

第三はめのう、第四はエメラルド、

20 第五は赤縞めのう、第六は赤めのう、第七は貴かんらん石、第八は緑柱石、第九はトパーズ、

第十はひすい、第十一は青玉、第十二は紫水晶であった。

21 十二の門は十二の真珠であり、どの門もそれぞれ一つの真珠からできていた。都の大通りは純

金で、透明なガラスのようであった。

22 私は、この都の中に神殿を見なかった。全能の神である主と子羊が、都の神殿だからである。

23 都は、これを照らす太陽も月も必要としない。神の栄光が都を照らし、子羊が都の明かりだか

らである。



24 諸国の民は都の光によって歩み、地の王たちは自分たちの栄光を都に携えて来る。

25 都の門は一日中、決して閉じられない。そこには夜がないからである。

26 こうして人々は、諸国の民の栄光と誉れを都に携えて来ることになる。

27 しかし、すべての汚れたもの、また忌まわしいことや偽りを行う者は、決して都に入れない。

入ることができるのは、子羊のいのちの書に記されている者たちだけである。

第22章

1 御使いはまた、水晶のように輝く、いのちの水の川を私に見せた。川は神と子羊の御座から出

て、

2 都の大通りの中央を流れていた。こちら側にも、あちら側にも、十二の実をならせるいのちの

木があって、毎月一つの実を結んでいた。その木の葉は諸国の民を癒やした。

3 もはや、のろわれるものは何もない。神と子羊の御座が都の中にあり、神のしもべたちは神に

仕え、

4 御顔を仰ぎ見る。また、彼らの額には神の御名が記されている。

5 もはや夜がない。神である主が彼らを照らされるので、ともしびの光も太陽の光もいらない。

彼らは世々限りなく王として治める。

6 御使いは私に言った。「これらのことばは真実であり、信頼できます。」預言者たちに霊を授

ける神である主は、御使いを遣わして、すぐに起こるべきことをしもべたちに示された。

7 「見よ、わたしはすぐに来る。この書の預言のことばを守る者は幸いである。」

8 これらのことを聞き、また見たのは、私ヨハネである。私は、聞いたり見たりした後に、これ

らのことを示してくれた御使いの足もとにひれ伏して、礼拝しようとした。

9 すると、御使いは私に言った。「いけません。私はあなたや、預言者であるあなたの兄弟た

ち、この書のことばを守る人々と同じしもべです。神を礼拝しなさい。」

10 また私に言った。「この書の預言のことばを封じてはなりません。時が近いからです。

11 不正を行う者には、ますます不正を行わせ、汚れた者は、ますます汚れた者とならせなさい。

正しい者には、ますます正しいことを行わせ、聖なる者は、ますます聖なる者とならせなさ

い。」

12 「見よ、わたしはすぐに来る。それぞれの行いに応じて報いるために、わたしは報いを携えて

来る。

13 わたしはアルファであり、オメガである。最初であり、最後である。初めであり、終わりであ

る。」

14 自分の衣を洗う者たちは幸いである。彼らはいのちの木の実を食べる特権が与えられ、門を通

って都に入れるようになる。

15 犬ども、魔術を行う者、淫らなことを行う者、人を殺す者、偶像を拝む者、すべて偽りを好

み、また行う者は、外にとどめられる。

16 「わたしイエスは御使いを遣わし、諸教会について、これらのことをあなたがたに証しした。

わたしはダビデの根、また子孫、輝く明けの明星である。」

17 御霊と花嫁が言う。「来てください。」これを聞く者も「来てください」と言いなさい。渇く

者は来なさい。いのちの水が欲しい者は、ただで受けなさい。



18 私は、この書の預言のことばを聞くすべての者に証しする。もし、だれかがこれにつけ加える

なら、神がその者に、この書に書かれている災害を加えられる。

19 また、もし、だれかがこの預言の書のことばから何かを取り除くなら、神は、この書に書かれ

ているいのちの木と聖なる都から、その者の受ける分を取り除かれる。

20 これらのことを証しする方が言われる。「しかり、わたしはすぐに来る。」アーメン。主イエ

スよ、来てください。

21 主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。


